





注 意 
(1) 本 書 は 著者 ら が 調査 し た 結果 を 出版 し た も の で す 。 

(2) 本 書 は 内 容 に つい て 万 全 を 期し て 作成 いた し まし た が , 御 不審 な 点 や 誤り 記載 も 
も れ な ど お 気 付き の こと が あり まし た ら , 出版 元 ま で 書面 に て 御 連絡 くだ さい 。 
(3) 本 書 の 内 容 に 関し て 運用 し た 結果 の 影響 に つい て は (2) 項 に か か わら すず す 資 任 を 負い か 

ね ます の で 件 了承 くだ さい 。 
(4) 本 書 の 全部 また は 一 部 に つい て 出版 元 か ら 文 書 に よる 許諾 を 得 ず に , いか な る 方 法 
に お いて も 複写 , 複製 する こと は 禁じ られ て いま す 。 
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まえ が き 
語 士 通 の FM 一 7 プ 8 シ リー ズ は 。 パー ソナ ルコ ンピュータ 業界 に お いて 初め 
て 本 格 的 な デュ アル CPU シス テム を 採用 し て 衆目 を 集め まし だ た. BASIC そ 
の 他 の 高級 言語 や 0 S を 統轄 し て 椿 文 解釈 ・ 実 行 ・ 入 出力 管理 な ど を 担当 する メ 
イン シス テム と , キー ボー ド ・ 画 面 処 理 ・ ゲラ フィ ッ ク 等 を 専門 に 扱う サブ シ ス 
デム の 万 に 、8 ピ ビット C we は 最上 位 機種 と うた われ る 6809CPU 
が それ ぞ れ 搭載 され て いま す . こう する こと に 0 
コス トペ パフ ォ ー マ ンス と , 1 6 ビッ トマ シン 並み の 高速 性 能 が 実現 され まし た . 

で 、 2 つの の ジ シス テム の うち 。 メ イシ シス テム に 関し て FM シン シリーズ の 人 人 
タタ し 上昇 と 相 挟 っ て 様々 な 角度 か ら の 解説 書 が 発行 され て きま し だ た . これ と は 対 鶏 
的 に サブ シス テム は メイ ン シ ス テム 以上 に 洗練 され て 魅力 的 な ソフ トウ ェ ア を 自 
に つけ て いる に も か か わら ず , その 大 部 分 は 公開 され て いな い の が 現状 です. サ 
cp の すり 
に 隠れ 容易 に は アク セス で き な い 点 が 主 な 原因 で す . 

し か し , キー 入力 や 様々 な 情報 を 受け 取る た め の 画 面 作 成 な ど . サブ シス テム 

と は 私 達 ユ スーザ に と っ て 必要 不可 決 な 存在 な の で す . 

本 書 は 、 コン ピュ ー タ と し て 一 つの 生命 を 持っ た サブ シス テム に 初め て の 本 格 
的 な メス を 入れ 、 そ の 作 示 の すべ て を 記述 し まし ただ. 

一 方 , 本 書 の 第 5 章 で は , 今 ま で 盲点 どっ た FM 一 8 か ら 新 シリ ー ズ FM 一 N 
民 W7/ リ 77 に 下る まで の メル シン シス テム ょ サザ サ デ シ ステ チム 巡 方 に わ だ る 内 部 ルー 
も Ni 互換 性 を 最も 重視 し て いる 富士 通 で は , 新 

シリーズ FM 一 NEW7 グ 7 7 に 対し て , パッ チ に よる 修正 を 加え て いる だ け で 
す . 殊 に 。 サ ブシ ステ ム に 関す る 限り 1 ビッ ト た り と も 変更 は 加え られ て いな い 
点 を 強調 し て お きま す . な お , 紙面 の 都合 に より , FM-7 プ 8 の メイ ン シ ス テ 
ム の 比較 は 続 刊 フ ェ ー ズ IV (応用 編 ) に 掲載 させ て いた だ きま す . 

既刊 フェ ー ズ 1 (基礎 編 ) アプ フェ ー ズ II (探究 編 ) と 本 書 を 併 読 す る こと に よ 
り 、 サ プシ ステ ム を は じ め , FM マシ ン 全 体 を 自由 自在 に 操る こと が で きる こと 
の 遇 の 。 

読 有 の 資 様 に お いて は , 本 書 の より 一 層 の 御 活用 を 切 に 望み ます . 


1984 年 7 月 菊地 
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ザ サブ シス テム の 扉 を 叩き サブ プシ スズ デ 
ム を 自由 自在 に 操る た め に は , 転送 病 
令 を は けじめ と する TE 上 ST『 了 ゴマ ント を 
難 知 し , 使 り ご な せる よう に なる ご こと 
が 必要 条件 で す . 

この 第 1 章 ご は , サブ シス テム 操作 の 
イロ ハ か ら , TES「 了 ゴマ ンド の 使用 
法 に 至る まで に つり 述べ で ざま す . 
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1 一 | マシ ン 語 で サブ シス テム を 直接 アク セス する 手順 


FM 7 の サブ シス テム は , 普通 . メ イン シス テム と は 切り 離さ れ て お り , サ 
プシ ステ ム 内 の デー タ ・ ス テー タス 等 は メイ ン 側 か ら 直 接 ア クセ ス す る こと は で 
きま せん . 所 定 の 手続 き に 従い , 共有 FRAM を 通す こと に よっ て , は じ め て , メ 
イン 側 と サブ 側 と の 情報 交換 が 可能 と な る の で す . 通常 は . B10S 上 に 設け ら 
れ だ SUBIN・SUBOUT と いっ た ヨコ ヨ マ ン ド を 用 いる こと に よっ て 。 TO 
S 上 の 標準 手続 き が サブ シス テム と の 直接 の 情報 交換 を 肩 代 り し て くれ る の で , 
ュ ユーザ は , メイ ンー サブ 間 イ ンタ フェ ー ス 回 路 の 信号 線 を 意識 する こと な く 〈《, サ 
プシ ペグ の と の デー ク グ の や り と こり が 名 月 で す 。 し か し がら 65, BOSS の SU 
IN・SUBOUT で は 小回り が 効か ず , 実行 速度 も 若干 落ち て し まい ます . 
サブ プシ ステ ム と の 情報 交換 の 手続 き は , た いし て 面倒 な も の で は な い の で , 開 
非 と も 修得 し て いた だ きだ た いも の で す . 

まず , 図 1・1・ 1 を 見 て 下さ い . 

通常 は サブ 側 ! 0 と に か く 
Mew か か や : が あり ます . ここ で , サ プ CPU が 何ら か の 仕事 ( タ 
スク ) を 実行 中 で ある 場合 に , 突如 と し て HALT を か け て 人 往 止 させ て し まっ て 
FR が Rh hh 
に メイ ン 側 I プ D ポ ー ト に 接続 され ん た BUSY フ ラグ と いう 信号 線 を H レベ ル に 
し て お く こ と に よっ て その 和則 を メイ ン 側 に 知ら せま す . メイ ン 側 は この フラ グ の 
確認 を 行う こと に より , 先 の 不都合 を 回 避 す る よう に な っ て いる の で す . BUS 
Y フ ラグ の 確認 は $FD0 5 番地 の ビッ ト 7 を テス ト す る こと に より 行い ます . 
サブ CPU は タス ク を 終え て コマ ンド 待ち に 入る 際 に BUSY フ ラグ を L レ ベル 
に する の で , メイ ン 側 で は 。 この し L し レベル を 検出 し た サブ シス テム に HALT 要 
求 (リク エス ト ) を 行う と いう , アル ゴリ ズム を 持っ た 手続 き を 用 意 : し な けれ ば 
な り ま せん . HALT 有 要求 は 。$FD0O5 番 地 の ビ ッ ト 7 に 1 を 書き 込み 。 
レ ベル に する こと に よっ て 行い ます 

さて 。 サブ CPU が HAL 丁 を 受け 入れ る と 。 BUSY フ ラグ は 自動 的 に H レ 
ベル に 戻り ます . これ は ハー ドウ ェ ア に よる も の で す 。 すなわち, BUSY フラ 
グ は , HALT ア クノ リッ ジ 状 態 で ある こと を メイ ン 側 に 知ら せる 役目 を 兼ね て 
お り , HAL 丁 有 求 後 の ア クノ リッ ジ の 確認 は 。 や は り $FD05 の ビッ ト 7 を 
デア スト する と よら て 行い まま 

サブ C PU 停止 後 。 い よい よ 共 有 TRAM を 通じ て 情報 交換 が 可能 と な り ま す . 
この 際 に 注意 し な けれ ば な ら な い の は , 共有 RAM の アド レス で す .。 メイ ン 側 か 


希 !・|・| サブ シス テム を アク セス する 手順 


| @BUSY チ ェ ッ ク ($FD0O5 

| 介 ド IRO 割込み を 催 止 ( か 
@HALT 当 沙 ($FDO 5 の ビ ・ 
@HALT ア クノ リッ ジ の 確認 


HALT 隆 続き 


在 有 RAM(SFC80 一 ) に コマ ンド を 転送 


HLT 角 除 の 続き | | WHALT 解 除 ($FD0 5 の ビ ピット 7 を クリ ア ) 
ee Ss を 大作 に | @[ [| ド Q 割込み を 許 中 ( 1 ゲキ グリ け だ 』 
- サ み 6 ーッ Ice > 」 補 












(50zS の ディ レイ ) 
※ デ ィ レ イ は 置か な く て 
昌 く 






「 地 和 





HALT 手 続き 










上 有 RAM か ら 結 洒 を 転送 / 新 た な コマ ンド を 転送 
エラ ー コ ー ド レジ スタ 読込 み に よ る エラ ー 処 理 な ど | 












Ready リ クエ スト 
日 AL 十 解 際 后 郊 さ 








半 
NN 
ここ 

ct 
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L) 
乱 
(や 
で 香 " 
mn 
て | 
Di 
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(Je 
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の 


ら 見 た 共有 RAM の 位置 (ロケ ーション ) は 。 $FC80ー$FCFE 番 地 と な 
っ て いる の に 対し , サブ プ 側 か ら 見 た 共有 RAM は , $D380-ー$D3FF 番 地 
と な り ま す . この 違い は , か な り の 上 級 者 で も , 思わ ぬ 混 乱 を ひき 起こ すこ と が 
あり , 厄介 で す 。 さて 。 最初 の アク セス で は , 共有 AM 上 に 。 サ プシ ステ ム に 
対す る コマ ンド ・ パ ラメ ー ク タ 等 (場合 に よっ て は , ユー ザ 目 身 が 作っ た プロ グラ 
ム や デー タ な ど を 送出 する こと も ある ) を 転送 し , その 後 , HALT を 解除 する 
こと に よっ て コマ ンド 等 を サブ プ C PU に 実行 きせ ます . さら に 結果 を 得 た い 時 や 
続け て デー タ を 転送 する 場合 に は , 2 回 , 3 回 … と HALT を か け 直 し ます . サ 
プ CPU に 続け て HALT を か ける 時 に は , 間 に デ ィ レ イ (遅延 ) を 置く 必要 が 








の に 


ある な ど と いわ れ ま す が , 
wl 
S 内 部 ルー チン を 使っ た な サン プル と の 比較 対 財 の た め に 残し て お いた も の で , 
は 省 い て か まい ませ ん . 


ご の ディ ピ イ は 全く 直 圧 で す 、 図 1 ・ 


・1 に も ディ レイ が は さん で あり ます が が , 


際 に プロ グラ ム を 打ち 込 9 

この ディ レイ の ほか に 
DDG 0 
ク 実行 時 の エラ ー を 知ら せる レジ スタ と な っ て いる こと , まだ HALT 後 に 新た 


(サブ 側 の $D 3 8 0) 


を つけ な けれ ば な ら な い の は 
葵 地 の ビ ッ ト 0) 一 0 本 に 7 ト が , 


な コマ ンド を 送出 し な い 場 合 に 


の 操作 を Ready リク エス ト と いい ます ) 必 要 が ある こと な ど で す . 
KK フ メ ゲー ク 衝 は SEFEC82 
セッ ト し て 。 WFC841 (けけ アプ 人 出 の 5D381) は あけ て お きま す , 


ステ ム に 送 
番地 以下 に 
この ドレ スズ は は, 
こ を に つい て 


直入 


中 まろ コマ ンド 


は , $FC8 0 番地 の ビッ ト 7 を 立て て お く 


1 ・1 お よび 例 
ト * 2 の B 1 0 


ーー= 


夫 


これ は , 例 1 


、 結果 の 読込 み の 際 に ., 
人 と 4 


5 サッシ 
(サブ 側 の $D38 2) 


入 み 処理 の ステ ー タ スレ ジス タ と し て 利用 され て いま す が , 


は 本 あみ て よれ て いく と ど と と し まず 


それ で は , 実際 の ブ プログ ラム 例 で 見 る こと に し まし ょ う . 


人 | 


は 不向き で す が , 
換え な ど に 使用 で きま す . 以下 の 例 で は 「 日 一 率 , 


・ | ・ 
簡単 な サン プル で す 


サブ プ シ ステ ム CCOLOR (Change Color) コマ ンド を 使用 し た 
この コマ ンド に 対す る BASEC 印 令 
いな い の で 。 目新し く 感 じ も る か も し れ ま せん . 実行 速度 が 遅い の で ゲー 


は サポ ボ ポー ト さ れ て は 
が と に 


試作 の 段階 で の 色調 整 な ど 画 面 上 で 梓 を 指定 し , 各種 の 色 の 塗 


黒 一 苦 」 に 塗り 換え ます が , 


$4 08B 番 地 以 下 の パ ラメ ー タ を 書き 換え る こと に よっ て 様々 な 応用 を 試み て 


下さ い . 
10010 

10020 

10030 4000 
10040 

10050 

10060 

10070 

10080 

10090 

10100 

10110 

10120 

10130 

10140 

10150 4000 
10160 4004 
10170 4008 
10180 400C 
10190 400E 
10200 4010 
10210 4012 
10220 4014 
10230 

10240 4016 
10250 4018 
10260 401A 


1 
108E 
EB 
8D 
8D 
8D 
8D 
26 


8D 
39 


末 
じ CC.END 


NAM 
UPT 
URG 


EuU 
EuMU 
EMU 


EU 


EQU 
LE AX 
LDY 
LDB 
BSR 
SR 
BSR 
BSR 
BNE 


BSR 
BSR 
RTS 


じ CULUR 
$4000 
$FDOS 
$FC80 
$dBDB 


$AC3D 


末 


* ま SmpIeG PFOgFTam 1。.1.1 
MEM。NUGEN * ま Change COULDUR 
*|hiS PFOgFam 


※ 


ネ サ フ ~ BUSY フ ラウ“ 


| ら 
PUSITIOUN-INDEPENDANT 
HALT REquest 


キョ ウ ユ ウ RAM セン トウ AddFeSS 
モッ リー レツ / ジュ ツリ ョ リッ 


素 


ネム PeGg ブ 1 ラフ スウ テ ~ 


素 


* ネ StaFTt Of 


FM-8 。 . $FDF 
シュ ウツ リョク 
FM-8 . 。.$AFE9 


MAIN Program 


CCDATA」PCR ネネ テー タフ ロッ ク セフト ウ --> XX Feg 
せ SH 。 RAM ネネ キョ ウ ュ ユウ RAM セ ント ウ --> Y Fe&g 


LENGTH。PCR * テッ ソウ ルー イト スウ 


じ M。」FK 
HRST 

HL TWDL 
RDSTAT 
ERRUR 


REDYRQ 
HRST 


ネ 
本 
ネ 


ネ 
ネ 


*E nd 


ーー〉> 日 FB 器 
コマ ウト  / テ フ ソ ゾウ 

HALT リリ カイ シ ~ ョ 

HALT with Delay 

STATUS / ヨミ コミ 

エフ ー ナラ ERRUR A。。。 


サフ "ラス テム ニニ Ready RequeSt 
HALT カイ ショ 
Of MAIN Program 


10270 
10280 
10290 
10300 
10310 
10320 
10330 
10340 
10350 
10360 
10370 
10380 
10390 
10400 
10410 
10420 
10430 
10440 
10450 
10460 
10470 
10480 
10490 
10500 
10510 
10520 
10530 
10540 
10550 
10560 
10570 
10580 
10590 
10600 
10610 
10620 
10630 
10640 
10650 
10660 
10670 
10680 
10690 
10700 
10710 
10720 
10730 
10740 
10750 
10760 
10770 
10780 
10790 
10800 
10810 
10820 
10830 
10840 
10850 
10860 
10990 
11000 
TOTAL 
TOTAL 


401B 
401D 
401F 
4022 
4025 
4027 


402A < 


402B 
402D 
40ZF 
03 1 
4032 
和 4034 


4035 
4037/ 
4038 
403A 
403D 
403F 
404 1 
4043 
404Dp 
4049 
404B 


404C 
04E 
404F 
052 


4054 


4056 


09/ 
405A 
405 し 
405F 


4050 
4063 
4055 


405b6 
4058 
4086 


408 / 
人 4089 
08A 
408P 
405D 
408F 
409 1 
4033 
4094 
4085 
40936 
40897/ 


02 

F7 

8C 43 
9BDB 


AC3D 
OD 
80 
AO 


ドコ 


18 
FD 
FD0S 
FB 
っ り 
80 
FD05 
FDO0S 
FB 


0Z 
FDO5 


AF 
02 


FC80O 
FC80 


FC8O 
7F 


OUDOA 


40U00 


4016 


40 コ ム 


402D 


403/ 
す 403 ム 


4046 


ERRURS OO0000--00000 


wARNINGS 00000--ーO00000 


PROGRAM BEGIN ADDR=4000 


PRUGRAN 


END 


ADDR=4087/ 


PROGRAM ENTRY ADDR=4000 


以上 の 例 上 1* 1 ・ 工 に お いて, 


* 
ERRUR 


* ネ 
CM_TFR 


林 
HL TWDL 


HLT 


ネ 
HRS「 


REDYRQ 


素 
RDSTAT 
* 
ERRMSG 


* 
LENGTH 
CCDATA 
・ し MDCD 
・STIRTX 
soSIRIY 
・・E 上 NDX 
ENDY 
・・NUCL 
し LOU1 
し LN1 
・・ し LOUZ 
し LN2 
・DA TA 


PSHS 
BSR 
LEAX 
JSR 
PULS 
JSR 
RTS 


BSR 
LDA 
ST「A 
DECB 
BNE 
RTS 


LDA 
DECA 
BNE 
LDA 
BN ! 
URCC 
LDA 
ST「A 
LUDA 
BPL 
RTS 


PSHS 
CLRA 
っ 「 人 A 
ANDCC 
PULS 
RTS 


LDB 
URB 
ST「B 
RTS 


LDA 
ANDA 
RTS 


FUB 
FC 
FCB 


FCB 
FUDB 
ド B 
FDB 
F DB 
FUDB 
FDB 
FCB 
FCB 
FCLB 
FCB 
F し B 
EuU 
END 


*EFFOF / ショ リ 


CC.。END * Ready RequeSst 
<ERRMSG- 1 。PCR エラ -ー メ ッ セ ー シ ~. セ ント ウ --> X Fe8g 


UUTSIR 


ム 
0UT_A 


HLT 
> スキ 
> Y+ 


ポーロ 


#24 


ネー1 
$FDOS 
PE 
#$ う 0 
#$GO 
$ ま FUDOS 
和 $FDOS9 
1 の 


ム 


BSYHLT 


AF 
ム A 


SH . RAN 


せま $80 


SH RAM 


$F し 98U 
#$/F 


ま ODOA 


"本 本 本 E 上 FTOF UCCuFPGd ! 


U 


氷 が 生 だ た ルン リ ヨ リ 


ネ * ERROR _ Number シュ ウツ リョ リッ 


ポコ フツ ト  ) プッ リリ ワウ 


※HALT with Delay 


ネ (50 マイ ウロ も セ カット ” リノ ティ レル 1 


ネ HALT RBqueSt tO サフ "システム 
ネ ji† BUSY then Wait 

氷 FIR, IRM キッ フッ 
HUGY フ ラリ よ セッ ト 

ネ Wait untill HALT アウ リリ ッ シ “ 


沙 HALT ノリ カ 4 ラ 「 ョ 


ネ FIRM」 IRM キョ カ 


READY REqueSt も tO サフ "シス テム 


※ ま Read STATUS 


ETFFOF MeSSage 


DATA-CCDATA * ネ テー-ー ダ タ リノ ナ が け 


ま OO0U 
ま 1A 
150 
o)9 

4 /9 
149 


の 
づ 
0 
D 
し 


こじ ULUR 


ネ ポテ フソウ ァ テー こ = ダ 

* CCULUR コ フ リット“ ユート“ 
2 

* 5051 yy 9 = BP」 
ウリ ヨウ ルク ナ た ビョン 
UIBD / WT ササ に ビ ョ リ 
0 0 ワー JJ 

* 01d COIOF 1 (WHITE) 
New COIOF 1 (VIOLET) 
ネ Old COIOr 2 (BLACK) 
ネネ New COIOF 2 (YELLOUW) 
ネ End Of DATA 


リス トド トト の ラベ ペル 名 と 。 図 1] マト 1 6 の 全 人 ん 
理 ス テッ プ と は 次 表 の よう に 対応 し て お り ま す . 








ZZ 
HLTWD 
HRST HALT 解 除 手続 き 
REDYRG 
RDSTAT | エラ ー コ ー ド レジ スタ 読込 


CML_ 1TFK HAL 本 手続 き 十 共有 FRAM 上 に コマ ンド 等 を 転送 


※ メ イン 側 ROM 上 の BTIOS 内 に 設け られ て いる , 等 価 な サブ ルー チン の 
エン トリ アド レス . 以下 に 述べ る 本 文 参照 . 
さて , ここ に 列挙 し た 標準 サブ ルー チン 和 群 は , BTIOS 内 部 に も 既に 用 意 さ れ 
で Q で て で 。 それ ら を うま く 使 ええ. 例 1・1= 2 の よう に えッ キリ と し た ブロ ンマ 
ム を 書く こと が で きま す ( 各 サ ブル ー チ ン の エン トリ アド レス は 上 表 の 最 右 欄 に 
揚げ た と お り で す )。 た だ し 。 あら か じ し め DP レジ スタ に $FD を 代入 し て お か な 
けれ ば ぱ ば ならない 点 だ け , 特に 注意 し て くだ さき さい. ラベ ル の 付け 方 は 例 ト "1 で * 1 
と 全く 同様 で す . また , 参考 の た め , BIOS 内 の 各 サ ブ プ ブルー チン の ソー スリ ス 
ト を 掲載 し て お きま す . 










例 1・|・2 BIOS を 利用 し た 例 


10010 NAM CCULUR *Sample PFOgFram 1.1.2 
10020 UPT MEM,NUGEN * Chanse CULOUR 

10030 4000 URG ま 4000 * ネ ThiS PFOgFam iS 

10040 POSITION- INDEPENDANT 
10050 ま 

10060 ネネ 。 BIUS ナイ フ ~ 比 - チ ン 

10070 

10080 FB94 HLTWDL EQU $F 894 * ネ HALT With Delay 

10090 F 899 HLT EQU お F 8d9d * ネ HAL T 

10100 F8BO HRST EQU $F8BO *Halt RESET 

10110 F 8BF REDYRQ ロ EQU も F 8BF Rady Reque ら St も tO サフ ~ シ ステ ム 
10120 F8C8 RDSTAT EQU $F 8C8 RBad StatuS Of ERRUR-Freg 
10130 * 

10140 氷 ワリ タダ リリ ロケ ーション 

10150 

10160 FD05 BSYHLT EQU $FDO05 * ネ サフ ~ BUSY フ ラグ] 。HALT _ Request 
10170 FC80 SH .RAM EQU $FC80 キョウ ユウ RAM セッ トウ AddreSS 
10180 dBDB UUTSTR EQMU $dBDB ネモ ラー レツ シュウ リョ 

101980 じじ 3D UUT_LA EQU $AC3D AA FGg ゴブ 1 シン フス ズ スウ テ ^ シュ ウリ ョ ク 
10200 

10210 PRUGRAM 

10220 ・ 

10230 す 4000 CCULOUR EQU < StarTt Of MAIN PrOgram 
10240 4000 86 FD LDA 欠 FD ※ ポ DP Feg 二 $ ま FD( !Z ロ 0 リョ ウイ キ ) ヨコ 
10250 4002 1F 8B TFR ADP 水 カウ リウ スル ( BIUS 39 5) ! 有 UII 
10260 4004 30 8D 005C LE AX CCDATA.PCR 氷 テ ~ー タ ダフ ロック セフト ウ --> %X Feg 
10270 4008 108E FC80 LDY SH 。 RAM 末 キョ ウ ュ ウ RAM セ フト ウ ーー-> Y Feg 
10Z80 400C E6 8D 0053 LDB LENGTH。PCR ネネ テン ソウ ルル ~ イト スウ ーー> 日 FTGg 
10290 4010 8D 25 403/ BSR CMLTFR  * ネ ココ ッ ト " リリ テッ ソウ 

10300 4012 BD F8B0 JSR HRST ネネ HALT リ カイ ショ 

10310 4015 BD F 894 JSR HLTwDL * HALT with Delay 

10320 4018 BD F 8C8 JSR RDSTAT  ※*※ STATUS ) ヨミ コミ 

10330 401B 26 0A 4027 BNE ERROUR ネネ エフ ー ナ フ ERRUR A。。。 

10340 

10350 401D BD F 8BF CC.END JSR REDYRQ ネネ サフ システム ニニ Ready Request 


10360 
10370 
10380 
10390 
10400 
10410 
10420 
10430 
10440 
10450 
1046O 
10470 
10480 
10490 
10500 
10510 
10520 
10530 
10540 
10550 
10560 
10570 
10580 
10590 
10600 
10610 
10620 
10630 
10640 
10650 
1066O 
10670 
10680 
10690 
10700 
10710 
10720 
10730 
10740 
10750 
10760 
10770 
TOTAL 
TOTAL 


402Z0 
4023 
402Z4 
402ZD 


4027 
4029 
402B 
402E 
4031 
4033 
4036 


4037/ 
403 ム 
403 じ 
409E 
409F 
404 1 


4042 
4044 
4062 


4063 
4064 
405b 
405/ 
4059 
405B 
405D 
406F 
4070 
4071 
4072 
4073 


F8BO 
8B 

ネ 
02 ERROR 
FZ 401D 
8 じ 13 
dBDB 
0Z 
A じ 3D 

yk 4 
F 899 CM_TFR 
80 
A0 
Fd 403A 

* 

※ 
ODOA ERRMSG 
2 ム 
00 

京 

ネ RCB 

※ 
10 LENGTH 
0000 CCDA TA 
1A ・CMDCD 
00A0 ・STRTX 
0032 ・STRTY 
O1DF ・・ENDX 
0085 ・ENDY 
02 ・・NUCL 
07 し LU1 
03 ・CLN1 
Q0 ・・ じ LO2 
Ob ・・ じ LN2 
4074 DATA 
4000 


ERRURS OO0000--00000 
WARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=4000 
PRUGRAM END 
PRUGRAM ENTRY ADDR=4000 


区 


10010 
10020 
10030 
10040 
10050 
10060 
10070 
10080 
10090 
10100 
10110 
10120 
10130 
10140 
10150 
10160 
10170 
10180 
10190 
10200 
10210 
10220 
10230 
10240 
10250 
10260 


F 894 


F 884 
F896 
F8 ヨ / 


F 889 
F 88B 


F89D 


F89F 
F8A1 
F8A3 
F8A5 
F8A7 
F8A8 
F8AA 
F8AC 


ADDR=4073 


86 
4A 
2 


Sp 


1aA 
8b5 
9/ 
3 
じ CD 
SA 
" 
96 
2 


QOFD 
計 
FD0S BSYHLT 
FC80 SH . RAM 
本 
F 894 HL TWDL 
18 
HLTWD1 
FD  F8S6 
F 989 HL T 
05 
FL F 883 
40 
80 
05 
04 
08 
1 HLT 1 
04 FBAE 
09 
Fd _ FBA/ 
氷 


JSR 
CLRA 
TFR 
RTS 


PSHS 
BSR 
LEAX 
JSR 
PULS 
JSR 
RTS 


JSR 
LDA 
ら っ 「A 
DE し CB 
BNE 
RS 


FDB 
F し し 
FCB 


BIOCK 


FCB 
FDB 
FCB 
FDB 
FDB 
FDB 
FDB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
FCB 
EQU 
END 


NAM 
OPT 
URG 


SETDP 


EMU 
EQU 


EaU 
LDA 
DE CA 
BNE 
EQU 
LDA 
BM ! 
URCC 
LDA 
STA 
PSHS 
LDB 
DECB 
BE ga 
LDA 
BPL 


HRS「 
ADP 


A 
CC.END 


* ネ HALT カイ ショ 
* DP Feg ヨコ 

* も セト ニモ トメ 
* ネ End Of MAIN PFogram 


| 間 還 間 間 還 | 間 間 昌 - 間 昌 」 


*EFFOF J ラ ョ リ 
ネ Ready RequeSt 


く FERRMSG- 1 。、PCR エラ フラー メッ セー シ ~ セ フト ウ ーー> 只 F6g 


UUTSTR 
ム 
UUT_A 


HLT 
> パ + 
sY+ 


ポー5 


EFFOF Messag@ 


0DOA 


* 玉 末 氷 EFTOT DUCCuFSd ! 


0 


ネ の こつ M ヨ 


ERRUR NumbeT シュ ツリ ョ リ 


ネコ マッ フト“ リ テフラ ソウ 


※EFFOFT Message 
氷 氷 NO。= 欠 * 


・DATA-CCDATA ※ ネ テー タダ リナ が か" サ 


$O0000 
$1 ム 
160 
50 

4 79 
149 

穫 


う 
上 
0 
6 
< 
じ 


じ CULOR 


ポテ ジジ ウデ アー ダ 
CCOLOR ココ ッ ト ~ コー ト “ 
カイ シイ チ / 穫 サ " ヒ ョ ウ 
カイ ツイ チ JJ Y サ ひ " ヒ ョ ウ 
ソ ュ ウリ ョ ウイ チ / 江 サ ヒョウ 
ッ ュ ウリ ョ ウイ ナチ / Y サ “~ ヒ ョ ウ 
メリ カエ カラ フー / カズ " 
UIld COlorF 1 (WHITE) 
New COIOF 1 (VIOLET) 
01d COlor 2 (BLACK) 
New COIOT 2 (YELLOW) 
End of DATA 


ra 


考 BIOS 内 の , 関係 ルー チン の ソー スリ スト 


BI1UDS 。 さ ご で ネリ サフ コウ リス ズ ト 1 。1 の 

NOMEM 。 0BJ 

$F 894 BB 10US ナ イフ ~ サフ ~ 比 - チ フン 

ま FD ネ BIUS ナイ フ ~ / DP-FEg リ アタ イ ! 
ま FD05 サフ BUSY フ フツ] HALT RequeSst 
欠 F じ 80 灯 キ ョ ウ コ ユウ RAM セフト ウ 

ネ ※HALT with DELAY 

#$18 ネネ 。 〈( 50 マイ 2 ロ セ カッ ント“ / DELAY ) 
HL TWD 1 

。  ※HALT REBquBSt も tO サフ ~ ラ シス テム 
BSYHLT 

HL T 

まま 40 ネ F IRQ キン シ 

# ま 0 

BSYHL T 

日 

# ま 0 ポジ リー ロン が フラム ナラ クラ 2 リナ アト 15 
HLTRTS 

BSYHLT 

ssHLT 1 


10270 FB8AE 35 84 HLTRTS PULS PC ,B ネリ ダー ツン 

10280 

10290 F8BO HRST ELU *HALT RESET 
10300 F8SBO 34 02 PSHS ム ぬ 

10310 F8B2 86 00 LDA せ $00 

10320 F8B4 7 05 STA BSYHLT 

10330 F8B6 1C BF ANDCC  #$BF ネ F TRI キョ カ 
10340 F8B8 935 02 PULS 合 

10350 FBSBA 8D 02 F 8BE BSR HRST 1 * ネ Delay ( シン カリ アト !!! ) 
10350 F8BC 8D O0 F8BE BSR HRST 1 

10370 F 8BE HRST1 EQU ネ 

10380 F8BE 39 RTS 

10390 1 

10400 F8BF REDYRGQ EQU * * ネ RGBady RequeSt 
10410 F8BF FE FC80 LDB SH 。 RAM 

10420 F8C2 CA 80 OURB #$80 

10430 F8C4 F7 FC80 STB SH。RAM 

10440 F8C7 39 RTS 

10450 ネ 

10460 F8C8 RDSTAT EQU 1 * ネ Reagd StatuS Of ERROR-Freg . 
10470 F8C8 BB FC80 LDA SH . RAM 

10480 F8CB 84 7F ANDA 谷 欠 /F 

10490 F8CD 39 RTS 

10500 * 

10510 END 

TUTAL ERRURS 00000--00000 


TUTAL 


WARNINGS 00000--00000 


PROUGRAM BEGIN ADDR=F894 
PROUGRAM END 
PRUGRAM ENTRY ADDR ニ ネネ ネネ 


ADDR=F 8CD 


先程 も ふれ まし た が , 上 掲 り スト 中 の ディ レイ は , 現在 の FM 7 で は すべ て 
不 妥 で す . な ぜ こ ん な 余計 な も の が ある か と いう と , FM- 7 が まだ 試作 品 段 了 
の 頃 に は ディ レイ を 入れ な いと 動か な い ケ ー ス が あっ た か ら な の で す . 現在 は ハ 
ーー ドア ツレ よ が 完全 の も の と が な う で ディ レイ を 入れ 人 なく て も ちゃ ん と 動く よう に な 
っ だ の で す が , BIOS の ROM 上 に 痕跡 と し て 残っ て し まっ た も の で す . 同様 
に HL 上 LT の アク ノリ ッ ジ テス ト の 際 。 7 回 待っ て も アク ノリ ッ ジ が 立た な い 場 合 
は , 強制 的 に リタ ー ン し て し まう 構造 に な っ て いる と いう の も , 試作 品 段 階 で ハ 
ー ド ウェ ア の トラ ブル に より 無限 ルー プ に 陥る の を 防ぐ 目的 が あっ た た め , と 推 
祭 さ れ ま す . 

フロ グラ フラ ム 中 に マシ ン の 進化 の 跡 が 見 受け られ る の は , ちょ うど 人 間 に 尻 尾 の 
痕跡 が ある の と 同様 で す . 


| 一 2 TEST コマ ンド と サブ シス テム 転送 サブ コマ ンド 
| 2 デリ PS 当 マ ダン ド ト EOUVC 


も う 御存知 の 方 も 多い か と 思い ます が , FM- 7 の サブ システム に は , シス テ 
ム 開 発 時 お よび メン テ ナ ン ス 時 の だ た め に 設置 され た と 思わ れる TEST コ マン ド 
と いう も の が あり , 他 の コマ ンド 群 と 同様 の 手順 で 使用 する こと が で きま す (F 
MM 7 の マニ ュ ア ル 類 に は TEST コ マン ド の 存在 すら 書か れ て お り ま せん )。 

TES エ ラウ ンド の コラ マン NR ロード は )3O、 で の コマ ンド の 下 に 、 過 送 術 
令 (MOVE), サブ ルー チン コー ル (J SR), 移動 命令 (J MP), 終了 命令 (FE 
ND) の 4 つの サフ コマ ンド が 用 誰 き され て お り ま す 、 ユ ー ザ は 1 つの TEST ョ 
マン ド の 支配 下 で , この 4 つの サブ コマ ンド を 自在 に 組み 合わ せ て , 繰り 返し 使 
用 ずる こと が で きま す 。 ただ し 当然 の こと な が ら 。 終了 命令 (BND サブ プ ユ マン ドド) 
の 後に 他 の サブ プ コ マン ド を 置い て も 無 意 味 で す . 一 般 に よく 話題 に な っ て いる サ 
ガン ステア め 和 転送 命令 ちい の は ほ は 、 容 は RSI コ マン RMOVB 立 コマ ン 
ド の こと 他人 がら ない の で す . 

中 色 人 上 コマ ンド の 二 肖 軸 な が 多 キテ マッ ド る を 図 )・ 2 ャ 示し ます 、 

な お 。 FM 一 8 で は , T 下 ST コマ ンド を 超 動 きせ る た め に は , キー ワー ド 文 
了 字 列 !'YAMAUCHI」 を $D383-ーD384 番 地 (メイ ン $FC8 3 一 ) 
に 入力 し て お く 必 要 が あり まし た が , FM- 7 で は 任意 の 文字 列 で 起動 きせ る こ 
と が で きま す . だ だ し 8 文字 分 の 空間 を あけ て お くく 必要 が あり , $D38B 番 地 
(メイ ン $FC8B) か ら , サ プ コ マン ド を 書き 始め な けれ ば な ら な い の は FM 一 
8 の 場合 と 同様 で す . 
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図 ・2・| 


① TEST コマ ンド の フォ ー マ ッ ト 


共有 FR AM アド レス 






利和 は 半 0 





プー ロー ドレ ジ ズ メ | 
Ready Request (Dont Care ) 


人 馬 林 < 机 | 






ステ デー ゲ スレ ジス アタ 
CUNT エ T フ ラグ (Dont Care) 








ゅ 9387 





2 上 よ ゴマ ジン ドラ コー P 







電信 し 埋 っ 栖 4b 
| ッ マ スワ ー ド 







LFM-7…… 任 意 の 8 バイ ト 






SS | 
ID 9 8 お 





サ プ コ マン ド 1(END を 除く ) 






| サ プ コ マン ド 2(END を 除く ) 


3 


間 IN 人 陸 rr k ド ( 終 「 全 









99.) | 


の 文字 列 


『 上 S『 コ マン ド お よび その サブ コマ ンド の フォ ー マ ッ ト 


② 転送 命令 (MOVE サ プ コ マン ド ) の フォ ー マ ッ ト 
アド レス 相対 値 





③ 移動 命令 (JMIP サ プ コ マン ド ) の フォ ー マ ッ ト 
アド レス 相対 値 


( 災 の サブ コマ ンド が ある 


先頭 アド レス を さす ボイン タ 





(〈④ サブ ルー チン コー ル 命 信 (J SR サ プ コ マン ド ) の 
フォ ー マ ッ ト 


EE グ ド 央 家 ド ドレ 





⑤ 終了 命令 (END サ プ コ マン ド ) の フォ ー マ ッ ト 


0 





1 1 


| 一 の 2ー2 サブ シス テム 転送 命令 (MOVE サブ プ コ マン ド ) 


の 命令 は 。 サブ システム の メモ リ 間 の ブロ ッ ク 転 送 を 行う も の で す が , 転送 
寺村 間 隊 本 し 全 光生 サ 作 株 ア の メモ リ は 通常 。 転 
送 元 と し て も 転送 先 と し て も 指定 する こと は で きま せん 。 VRAM エリ ア の メモ 
な が ガン セス する だ な だめ の に は VRAM ア ア クセ スラ アラ ク グ ク と らい うち の を た 立て て お く 必 
妥 が ある わけ で す が ,。 TE ST コマ ンド の 制御 下 に 入る 際 。 この フラ グ は オフ に 
な っ て いま す 。 次 に 述べ る JSR コ マン ド 等 で 。 あら か じ め VRAM ア クセ ス フ 
ラグ を 立て て お か な い 限 り , VRAM エリ ア の 転送 を 行っ て も メモ リ の 正常 な り 
ー ド ノラ イト 動作 が 行わ れず うま くい きま せん . 一 方 , I ノ /O 領 域 の 読書 き は 特 
- 殊 な 意味 を 持っ て いま す の で , この 領域 も 避け る 必要 が あり ます . 

人 従って, 通常 この コマ ンド は , 共有 RAM 上 の ユー ザ プ ロ グラ ム や デー タ な ど 
を サブ シス テム 上 の 別 の RAM 上 に ロー ド し て お いて 。 その 後 で 。 」 SR 命令 に 
より 呼び 出す た め の 準 備 を し た り , サブ シス テム 内 の フラ グ 類 や バッ ファ デー タ 
等 の 情報 を 共有 TR AM 上 に 送っ て , メイ ン 側 で 参照 する 手段 に する な どの 用 途 に 
使わ れる こと に な り ま す . 

転送 命令 の 使い 方 に 慣れ る た め の サ ンプ ル と し て , 例 1・2・1 を 掲載 し ます . 
転送 和合 人 負 は 。 次 の 節 で 述べ る サブ ルー uk 
合わ せ て 修得 する と , サブ システム を 自由 自在 に 使い こなす た め の 強 力 な 武器 と 
な り ま す 。 そ のだめ に は 。 且 分 の デイ デア を と ん どん グロ グラ ム に し て 。 守 隊 に 
走ら せ て みる こと で す . 初め の うち は 何 回 も 失敗 する で し ょ う が , サブ シス テム 
の 場合 。 失敗 し て 蓋 走 し た と し て も , き れい な 色とりどり 本 
リズ ミカ ル な 1!? BEEP 音 が 発生 する こと も あり ます の で , 失敗 も 苦 に な り ま せ 
2 。 


例 1l・2・| この サン ブル は 転送 命令 (MOVE サ プ ブ コ マン ド ) を 用 いて , サ 
ブシ ステ ム モ ニタ ( サ プ シ ステ ム の 制御 プロ グラ ム : $E000 一 $FFFF 番 
地 の RKOM 上 に 書か れ て いる ) を そっ くり その まま メイ ン 側 メモ リ に 移し て し ま 
リサ アル ー ナ ンプ ログ ラム で す サフ ンス テム の 利 仙 アロ ログ ラム の ソー スリ スト 
は 。 既に 公開 され て いま す が ,。 独自 の オリ ジ ナ ルソー スリ スト を 作り だ たい とか, 

サ デ ン ステ ム の ROOM 上 で 。 ある パタ ー ン を 検索 し た いな みな ど と 思っ て いる 方 は , 

この サン プル プロ グラ ム を お お い に 利 用 し て 下さ い . また , ブロ グラ ム 先 頭 の 部 
分 を 少し 変え る だ け で , VRAM お よび 1 /O 領 域 を 除い た サブ 側 メ モリ を , 任 
意 の アド レス か とら 任意 の バイ ト 数 だ け メ イン 側 に 読み 込む 動作 を 行う サブ ルー チ 
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NAM で の 


と する こと が 可能 で す . テ 
6 4 バイ ト 未 満 の 端数 が あっ て も , 最初 に 


作ら れ て お り ま す の で 。 安心 し て で て 下 き ゆ 、 
の の グロ グ ジム 目 遇 に 


大 容量 


の と り ガ に 


する おま 


を すら し て か ら 二 
と し て 使用 する と いっ た , や や 高級 な 技法 も 使 
く 勉強 を な さっ て いる 方 な ど は , 参考 に し て いた だ きた だ たい 
S レ ジス タ と けり レジ スタ の 使い 分 け や ,。 ラベ ル の 付け 方 な ど 


ント な プロ グラ ム を 書 


人 ( 


大 合 ( [ 


こ は ,。 疹 す , 





と 思い ます . 特に , 
に 注目 し て 下さ い . 
な お , この プロ グラ ム は , FMー8 
8 で 使用 する 
DB, $AC3D を , それ ぞ れ $9FDF, $AFE9 に 変更 する だ け で よい の 


な す 。 


10010 
10020 
10030 
10040 
10050 
10060 
10070 
10080 
10090 
10100 
10110 
10120 
10130 
10140 
10150 
10160 
10170 
10180 
10190 
10200 
10210 
10220 
10230 
10240 
10250 
10260 
10270 
10280 
10290 
10300 
10310 
10320 
10330 
10340 
10350 
10360 
10370 
10380 
10390 
10400 


4000 


4000 
4002 
4005 
400/ 
00A ム 
400C 
400F 
401 1 
4014 
4016 
4018 
す 4401 
401C 


二 
夫 合 に 


0000 
0002Z 
0004 
000D 
0008 


FDQ05 
FC80 
FCCO 


dBDB 
AC3D 





ら せ て ト さ 


402Z 1 


ムコ 


代 革 凌 


SUBPTR 
MBFPTR 


し TIR 


に 届 RRZ 


XSAVE 
素 


氷 。 メ ギフ ・ 


4 


BSYHLT 
SH. RAM 
SH . BUF 


6 


NAM 
OPT 
URG 


kp 


EMU 
EQU 
EMU 
EQU 
EQU 
し 
EQU 


EU 
EMU 


その 端数 分 だ け 転 送 


和 持 に , 


タ は 6 4 バイ ト 単 位 で 転送 され ます が , 


ミ きす る よう に うま く 


ま 。 ホ ジン シイ ルン ディ ペン デン ト に 作ら れ て で おり ます が | 
の 岐 送 だ を 何 う と き が と は 。 スグ ルク グ る を 故 誠 し た り し な いよ うに 
は 充分 に 注意 を 払っ て 下さ い 、. 
近い が と と し て スグ タク グ デ リア 
プロ グラ ム 中 に 


NN こす 
この プロ グラ ム を その まま 合馬 





ぱ は 。 ズ タック を ワー クラ リツ 


用 きれ て いま す の で 。 リエ ンド トラ 





に も 対応 で きる よう に 作ら れ て お り , FMー 
か ず メイ ン ROM 内 音 ルー ナン ZOOE シト リア ドレ スズ ス の 9 9.B 


SM_TFR *Sample Program 1.2・.1 
MEM,NOGEN SUB to MAIN IFanSfer 


$4000 


ネ IhiS PFOgFam iS 
ネ PUSITIOUN- INDEPENDANT 


ゾー ソ エ リ ア / テイ ギ " 


人 $O000Q0 
$0002 
$O004 
$OO06 
ま も O008 


オン ダフ ェ ー ズ 


$F DO05 
FC80 
$F し CO 


氷 メイ ン RUM ナイ フ " ルー チン 


< 
PU 


EuU 


0UT_A EQU 


ログ ラル 


< 
SM_LTFR EQMU 


PSHS 
LDD 
PSHS 
LDD 
PSHS 
LDD 
PSHS 
LDD 
PSHS 
TFR 
LDD 
ANDB 
BE 


$ ま dBDB 
$ACSD 


4 


#$2800 
D 
#$O040 
D 
#$4800 
D 
#$DS00 
D 


に 敵 す 


CTR2 。U 


#$③F 
SML 1 


SUB カガリ ワウ ホイ ンダ 
*MAIN カ ~ ワ "イッ タ 
まり ウブ ウ 

ネネ DATA カウ ンダ 
*XPeg セ - フ ~ ヨウ 


テー 
ネネ キョ ウ ユ ウ RAM セフト ウ ア ト ~ レス 
キョウ ユウ RAM テン フリ ソウル” ッ フ ァ 


ネモ シレ ツ ヒ ョ ウシ ~ 
AFTBg ヒョウ ラ ~ 


ポメ イン ルー チン 

ネネ XFB 品 セー フ ~ 
メジ リツ 9 月 オトメ ウ 【 OK ) 
※ --> CTR2 こう リド 導 Ap, 
※ ポ ゾウ フッ ( 54byte ) 

※ ま 。 --> CTR 中 
メイ ン 。 用 ーッ ファ ホホ" イン ダ 

水 -->  MBFPTR ニカ クリ ウ 
サフ 。 ソ ー ズ ホ " イン タダ 

水  --> SUBPTR ニカ ウリ ウ 
SP -->UFeg ニニ コ ヒ *- 


* ネ 5B4Dyt ら ミ マ フン / ルス ウ ア リ ? 
ネ ナ ケ レバ パリ” スキ ッ プ * 
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14 


401E 


401F 
402 1 
4023 
40ZD 
4028 
402A 
402 し 
02E 
4030 
4032 
4034 
4036 
4038 
403A 
403 し 
403E 
404 1 


4043 
4045 


4046 
4049 
4051 
4052 
4054 
4056 
4058 


4059 
405C 
40b0 
4062 
4064 
40656 
4068 
405A 


40b し 
40bF 
す 40/2 
40/ す 4 


4076 
4078 
407A 


407B 
407D 
407F 
4082 
4085 
408/ 
408A 


408B 
408D 
408F 
4081 
4092 
40984 


4085 
4087 
4098 
409A 
408D 
409F 
40A 1 
40A3 
40A46 
40A9 


44 
C4 
8C 
31 

43 
C4 
44 
C4 
42 
44 
42 
46 
44 
46 
05 
0040 
DC 


Z し 


BA 


00 
ら 9 
1 
0002Z 
D3CO 
0040 


4059 


4059 


4043 


401F 


8C EA 


F し はり 
1 コ 
の 
4 
ZD 


OF 


FCCO 
4 ン 
45 
1 / 


づ F 
こ ア 


02 
F7 
8C 43 
9BDB 


AC3D 


0D 
80 
A0 


F9 
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FD 
FDO5 
FB 
っ り 
80 
FDO5 
FDO5 
FB 


408B 
40AC 
4085 
40CO 
407B 


408D 


40B / 
40A し 


407C 


409A 


408D 


4087 


409 ム 


40A6 


CLRA 
* 
SMLUOP STD CTR。U カウ ンダ カク リウ 
SML 1 LDD SUBPTR 。U ※ サ フ ~ 。 ホ * イッ タダ 
STD く SMSODUC ,。PCR *※ --> RCB トシ テ カワ リ ウ 
BSR SMTFR 1 テッ ソウ シ ^ ッ コウ 
TFR S。U 表 ポ リッ ツタ ナド ト ) 0 ウッ 
LDD SUBPTR ,U 
ADDD CTR,U に ホイ フグ よ コウ リウ 
STD SUBPTR ,U 
LDD MBFPTR ,U 
ADDD CTR,U ポメ オジ オン よ コウ ウ ウ 
STD MBFPTR ,U 
LDD CTR2.U 
SUBD CTR,U ネネ DATA カ ウン タダ / コウ シン 
STD CTR2 4U 
BE SMRE T 
LDD #54 
BRA SMLOUOUP  *※ り リカ エ シ !!! 
4 
SMRET LEAS 10,S ボリ が フ モト ドニ モト ユイ 
RTS 
ネ 
ポコ リス テム チッ リウ アナ = ダグ 
SMDATA FCB 0 。0。 を 3F * ネ IEST コウ ッ ト “ 
に EE *YAMAUC じ H 1 " キー ワー ト “ 
FCB $1 ※MUVE サフ ~ コマ ッ ト ~ 
SMSUUC RMB ク テン ソウ モト ADDR 
FDB $D3CO ネネ テン ソウ サキ ADDR 
FDB 54 テン フソウ 用 イト スウ 
FCB $0 END サフ "コマ ッ ト ~ 
SMD EQU * 
* 


サリ トーチ テン が ウッ 


ネ 
SMTFR1 LEAX 


LDY 
LDB 
BSR 
BSR 
BSR 
BSR 
BNE 


RI EERK し DX 


LDY 
LDB 
BSR 


本 
SM1END BSR 


ネ 


BSR 
RTS 


ERROR PSHS 


素 


BSR 
LEAX 
JSR 
PULS 
JSR 
RTS 


CM_TFR BSR 
CMIFR2 LDA 


STA 
DECB 
BNE 
RTS 


* ネ 
HLIWD LDA 


HLT 


DE し A 
BNE 
LDA 
BM 1 
0RCC 
LDA 
っ 「A 
LDA 
BPL 


<SMDATA。PCR ネネ テッ ソウ サフ ~ ル - チ ン 
#$FC80 

# .SMD-SMDATA 

CM_TFR 

HRST 

HLTWD 

RDSTAT 

ERROR 


#SH 。 BUF ネネ メ イフ 。 ーッ ファ ヘ へ ヨミ コミ 
MBFPTR 。U 

じ CTR+ 1 。U 

CMTFR2 


REDYRQ 
HRST 


牛 *※ERRUR / ラ ョ リ 
SM1END 

く ERRMSG-1 。PCR 

PO 

ム 

UUT_A 


HLT 
> 
sY+ 


ネコ コント” リ テ フ ソ ウ 
ケッ カ / テン フソウ 


ネー ワ 


#24 HALT With Delay 
ネー 1 
$FD05 ネ HALT RequeSt 
HL T 

$50 

せ $B0 

$FD05 

$ ま FDO5 

ネー3 


TUTAL 
TUTAL 


940AB 39 RTS 

< 
40AC 34 02 HRST PSHS ム A Halt RESET 
40AE 4F CLRA 
940AF B/7 FDO5 STA BSYHLT 
40B2Z 1C AF ANDCC  # ま AF 
40B4 35 02 PULS A 
4OB6 39 RTS 

< 
40B/ F6 FC8O REDYR LDB SH.RAM  *READY REGUEST 
40BA CA 80 ORB 和 ま 0 
40BC F/ FC80 STB SH 。RAM 
40BF 39 RTS 

ネ 
40CO BB FC80 RDSTAT LDA $FC80 *READ STATUS 
40C3 84 7F ANDA せま /F 
40C5 39 RTS 

* 

水 。 エフ ー メッ セー ウラ “ 
40C6 ODOA ERRMSG FDB $ODOA ETFFTOFT MeSSage 
40C8 2 の A F し し " 灯 氷 氷 ETTOT UCCuUTGd ! 水 ポ 床 NO。.= ま " 
4OEb O0 FCB 0 

※ 

4000 END $4000 


ERRURS 00000--00000 
WARNINGS 00000--00000 


PROGRAM BEGIN ADDR=4000 


PROGRAM END 


PROGR 


| 


ADDR=40E6 
AM ENTRY ADDR=4000 


・2・2 プロ グラ ム 例 1・2・| に お ける スタ ッ ク の 利用 の 仕方 と ラベ ル 名 の 付け 方 


ーー と 


プロ グラ ム 開 始 時 の SP 


(U リ レジ スタ に も コピ ー) ラベ ル 名 (0):SUBPTR |-ー サ プシ ステ ム 側 の アド レス ポイ ンタ 


(転送 元 ) 





ラベ ル 名 (2⑫):MBFEPTR | キー メイ ン 側 バッ ファ の アド レス ポイ ンタ 
(転送 元 ) 
山 R 


ラベ ル 名 (4) : C ーー] 只 流 ( 一 度 に 転送 する バイ ト 数 ) 


ラベ ル 名 (6):C 芽 R 2 | き 一 転送 バイ ト 数 カウ ンタ 


コーー ベ レジ スタ の セー プ (( パ ッッ ケージ 化 , 
。 Ao 拡張 用 ) 
プロ グラ ム 生 前 お よび 一 呈 
実行 後 の SP が さす アド レス 
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1 一 2 一 3 


この 命 
/ レ 一 この の うう で 


① 
② 


て も, 


サブ ルー チン コー ル 命 令 ( 」S R サ ブ コ マン 


令 は 。 サ ブシ ステ ム の メモ リ 上 
で 呼び 出し て 実行 させ る サブ プ コ マン ド で す . 
サブ プ ブル ー チ ン は 和 駐在 の 形状 に よっ て , 


ド ) 


に 駐在 する マシ ン 語 プ ログ ラム を , サブ 
叶 び が 出さ れる マシ ン 語 


R OM 内 の プロ グラ ム の うち , サブ ルー チン の 形 を と っ て いる も の 
共有 TIR AM 上 の ショ ー ト プロ グラ ム 
③ あら か じ め ユ ー ザ が 転送 命令 


S PC 


よう な 構 ド 


場合 





合 り ! 


よっ て 泉 


て イ し で は 。 
大 ま 0 


例 1・2・2 


マン ド を 実行 させ る の と 全 


捉 で ある こと が 必 
走 す る こと も あり , 
①ー⑨ の 3 つの ケー ス 





アノ ソレ ルー チン フロ グッ ツン ム 
な どの 電 合 (ある い は これ ら の 組合 せ ) が 考え られ ます が , 
実行 後に RTS, も し く は RTS に 相当 


て て 面 日 味 の な い サ ンプ ル で す が , 


10010 
10020 
10030 
10040 
10050 
100B0 
10070 
10080 
10080 
10100 
10110 
10120 
10130 
10140 
10150 
10160 
101 70 
10180 
10130 
10200 
10210 
10220 
10230 
10240 
10250 
102B0 
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す 4000 


4000 
4002 
4004 
す 4007 
4009 


400B ( 


400D 
401 1 
4013 


4017 < 
4019 ゐ 
401B SE 


FD05 
FC8O 
dBDB 
AC3D 
DOSE 
dBS0 


4000 
サン 


4044 


* 
素 


BSYHLT 
SH . RAM 
UUTSTR 
UUTA16 


UUT_A 


CR .LF 。 


* 


4 
START・ 


START1 


NAM 
URT 
URG 


EMU 


EQU 


EMU 
EMU 
EMU 
EMU 


EQU 
BSR 
PSHS 
LDD 
CMPB 
BLO 
LDB 
STD 
BSR 
LE AX 
BSR 
LDA 
BSR 


だ と に よっ て 。 RAME 


ぃ ずれ の 場合 で あっ 
0 の 相 ペ スス ド クラ クジ ション (PUL 





こよ っ て , TES 耳 コマ ンド 制御 下 の ル ー チ ン へ と 戻っ て くる 
て です で う で ながい 


起 
協 合 に 


は 。 エラ エー が 発生 し た り 。 


実行 後 の 正常 動作 は 保証 で きま せん . 
に 応じ て , 実際 の 


の プ ブログ ラム 例 で 見 て いく こ 





① の ケー ス の 例 で , R OM 上 に ある GETBA(Get Buffer Address) 
コマ ンド 処理 系 の エン トリ アド レス を その まま 呼び 出し て , 実際 に 
く 同様 な 処理 を 。 サブ シス テム に 


GETBA コ 
4 の の の び 、 と どり だ 


この サン プル を 見 れ ば , どの よう な 手順 で 内 
部 サブ ルー チン を 呼び 出し た ら よ いか , と いう こと が よく 理解 で きる と 思 


いま す . 


BETBAD  *Sample PFO&FTam 1.2.2 


MEM。NUGEN * ネ JSR tO Get Buffer AddFeSS 


まず 4000 ネネ ThiS PFOgram ijS 

ネ PUSITIOUN- INDEPENDANT 
$FDO5 * ネ サフ ~ BUSY フ ラグ ~ 。HALT RequeSt 
$FC8O ホキ ョ ウ ユ ウ RAM セフト ウ AddFeSS 
$9BDB ネモ シ ^ レ ツ / シュ ウリ ョ ク 
$AC3D KA TBGg ナブ 15 シ ンス ウ テ 7 シュ ウツ リョ リツ 
$DO8SE ポ 1 モ ツリ ウ ュ ウツ リョ ッ 
$B50 ネネ キャ リッ シ ~ リタ ダー ツン & フイ フフ ィ ー ト ~ 
ネ *Start Of MAIN PrOgram 
SUBGBA  *※5eEt BuffeFr AddFeSS シラ ~ ッ コウ 
D 
せき 0004 
| に 
START 1 
# 多 13 
SBAADR ,PCR 
SBAURD  *※Set BuffeF AddHFTeSS ラ ~ ッ コウ 
MSG- 1 。PCR 
PRTMSG  *※MeSSag ら シュ ツリ ョ グ 
0 。S 


PRTA1D  *※X サー ヒョウ ラ ュ ウリ ョ ツ 


102 70 
10280 
10230 
10300 
10310 
10320 
10330 
10340 
10350 
10350 
103 70 
10380 
10380 
10400 
10410 
10420 
10430 
10440 
10450 
10450 
104 70 
10480 
10490 
10500 
10510 
10520 
10530 
10540 
10550 
10560 
10570 
10580 
10580 
10500 
10510 
10520 
10630 
10540 
105S0 
10560 
105 /O 
10580 
10690 
10700 
10710 
10720 
10730 
10740 
107S0 
10760 
10770 
10780 
10790 
10800 
10810 
10820 
10830 
10840 
108S0 
1085O 
10870 
10880 
10890 
10800 
10810 
10920 
10930 
10840 
10950 
10950 
10970 
10880 
10980 
11000 
11010 
11020 
11030 
11040 
110S0 
11060 


401D 
401F 
402 1 
40Z3 
402Z5 
402Z/ 
4029 
402B 
402ZD 
4030 
4032 


4036 
403 ム A 
403E 
4042 


4044 
4048 
404 し じ 
4050 
4052 
4054 
4057/ 
4059 


405B 
40S5E 
4061 


4054 
4056 
40598 
406^ ム 
405B 
405D 


406F 
4072 
4074 
4076 
4078 
407B 
40/E 
4080 


408 1 
4083 
4084 
408/ 
4089 


408B 
408D 
406F 
409Z 


4094 
4099 
す 4097/ 
4088 
4089 
0 は A 
4409 し 
408D 
409E 


409F 
4 り 0A0O 
40A2 
40A3 
40AB 
40A し 
40AE 


す 40AF 


405B 
405B 
405 ヒ E 
405B 


8D OOB4 


403D 


8D OO0SB 


FC80 


8SD OOS2Z 


20 
4044 


4064 


8D 0O058 


FC8O 


8D 004F 


12 
1B 
FC83 
づ 2 
ZD 


DOSE 
AACSD 
dBDB 


09 
80 
AO 


F ヨ 
12 


F DOS 
FB 
90 
80 
FDOS 
FDOS 
FB 


02 
FDOS 
ム AF 
82 


04 


4064 


406F 
408B 


408 1 


40bF 


405D 


4081 


40DF 


407B 


ネ 
SBAURD 


示 
SUBGBA 


衣 
PRT_A 
PRTA16 
PR TMS 
氷 
CM_TFR 


ml 


ネ 
HRST 


涼 
REDYRGu 


4 
SBALNG 
SBADAT 


っ BA 1 
SBAADR 


っ S・DA TA 
水 

CBALNG 
5BADAT 


5・DA TA 
MS6 


LDA 
BSR 
LDA 
BSR 
LDA 
BSR 
LDA 
BSR 
JSR 
PULS 
STD 


EMU 
LEAX 
MY 
LDB 
BRA 
EaU 
LEAX 
LDY 
LDB 
BSR 
BSR 
LDD 
BSR 
BRA 


JIMP 
JMP 
JMP 


BSR 
LDA 
ST「A 
DECB 
BNE 
BRA 


LDA 
BM ! 
URC じ し 
LDA 
ST「A 
LDA 
BPL 
RTS 


PSFHS 
CLRA 
ら っ 「 ム 

ANDCC 
PULS 


PSHS 
LDB 
S「B 
PULS 


FCB 
FDB 
FCB 
FCB 
FCB 
FDB 
FCB 
FCB 
F CB 
EuU 


F CB 
FDB 
FCB 
F し し 
FLB 
FDB 
F CB 
EU 
EQU 
FDB 


せ ”。 

PRT_A 

#”$ ゃ 

PRT_A 

1 。S 

PRTA1D ネ Y サ " ヒ ョ ウ ラ ュ ツリ ョ ッ ツ 
#”) 
PRT_A 
CR 。LF 。 
D 
SBAADR , PCR 


水 キ ャ リッ シ ~ リ ダ ー フ & フイ フフ ィ ー ト ”“ 


1 *Set Buffer AddresSS URDER 
SBADAT ,PCR 

#SH 。 RAM 

SBALNG ,PCR 

CM_LTFR 

ネ *Get Buffer AddresS CALL 
BADAT ,PCR 

#SH 。 RAM 

GBALNG , PCR 

CM_TFR 
HLT 
SH.RAM+ 3 
REDYRGQ 
HRST 


ケッ カカ / ヨミ コミ 


0UT_A 
OUTA16 
UUTSTR 
HLT コマ リト ) テウ フリ 9 
) 
sY+ 


ネー ロ 
HRST 


$FD05  *※HALT RequeSt 【tO サフ "ラス テム 
HL T * if BUSY then Wait 

#$50 ネ FIRQM,IRQ キッ フシ 

半 $80 * ネ BUSY フ ラグ ~ セット 

$FDO5 
$FDO5 
ポーゴ 


ネ Wait untill HALT アウ リリ ッ シ ~ 


人 ネ HALT リ カイ ラ 「 ョ 


BSYHLT 
せ $AF 
APC 


ネネ FIR,IRQ キョ カ 


B READY RequeSt tO サフ "シス テム 
#$80 

SH . RAM 

B PC 


S・DATA-SBADAT ※ ネ テー タダ ) ナカ サ 


$O000 ポア ツリ ウザ テ ーー ニダ 

も 03 ネ PUT コウ フッ ト “ コート“ 
S。DATA-SBA 1 末 テ フ ソ ウル "イト スウ 

ま 12 * Set Buf .AddF .URDER' 
$O0004 * Set Buf 。AddT.DATA 
ゃ 1 1 ポ StaFTt Field OURDER 
欠 0/ ネネ ポ AttFiDutG 

$05 氷 EFaS ら 6 Line ORDER 

ネ End Of DATA 


6.DATA-GBADAT ネ テ ーー タダ リノ ナ が " サ 


$OOQ00 ポテ ン ソ ゾウ テ ” - ダ 

コト TEST コマ フット“ コート “ 

ノ /YAMAUCH1 ン Z * ネ KEYWwORD 

欠 3 JISR サフ "コマ ッ ト “ 

$ 上 し EC 水 GETBAD エフ トリ アト ~ レス 
まき 0 ホ END サフ ~ コマ ッ ト ~ 

* ※End Of DATA 

3 ネネ MGSS8ag6 

欠 110E 
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11070 40B1 20 し し e ネ CuFFTent BuffeT AddTeSS = ( 各 / 
11080 40D1 00 FCB $00 

110980 4O00 END START 
TOTAL ERRORS 00000--00000 

TOUTAL WARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM _ BEGIN ADDR=4000 


PRUGRAM END ADDR=40D1 
PRUGRAM ENTRY ADDR=4000 


実行 例 


LCRIE 9,15 





HBCUE 


Read 
LOCAHE 1,19:FRINT THBCDE EAIECe&H4MMH: 


例 1l・2・3 これ も また だ た , ① の ケー ス の 例 で サブ プシ ステ ム の R OM 内 ルー チン 
を 利用 し て , Break キー の 押し 離し に 応じ し て , イン サー トモ ー ド LED(' INS」 
イン ジ ケ ー タ ) の 点滅 , BEEP 音 の 発生 ,、 スク ロー ル の 実行 な ど を リア ル タ イ 
ム に 実行 きせ る プロ グラ ム で す 。 プ ログ ラム を 終了 させ る た め に は 。 Break キー 
以外 の 任意 の キー を 押せ ば よい よう に な っ て いま す 。 本 プロ グラ ム の ミソ は , メ 
イン 側 の すべ て の 割込み を 禁止 し て ,。 さら に , キー スト ロー ブ が メイ ン 側 に 加わ 
る よう に し て いる 上 邊 で す 。 ケー ム 等 らち ょ っ と し た 色々 応え だら よう 人 な 時 に 。 くく 
の プロ グラ ム を 応用 すれ ば ぱ よ いか と 思わ れ ま す 、 


10010 NAM KEYINS *Sample PFOgFam 1.Z.3 
10020 PT MEM 。NOUGEN ネ 1NS。 イ ン シ ^ ケ ェ ィ ダ / テラ フ メ ウツ 
10030 4000 URG $4000 ※ThiS PrOgrTam iS 

10040 % POS1T1ON-1NDEPENDANT 
10050 * 

10060 FD05 BSYHLT EMU ま $FDO5 ネネ サフ ~ BUSY フ ラグ 2~ 。HALT RequeSt 
10070 FCBO SH.RAM 上 回 U $FC80 ※ ネ キョウ ユウ RAM セン トウ AddFeSS 
10080 な 

10090 EAEg INSUN EuU $EAE8 1NS 。 イ ン シ “ ケ ー タ UN 

10100 EAE 4 INSUFF EuMU $E AE 4 INS 。 イ ンジ シー ケー タダ OFF 
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10110 
10120 
10130 
10140 
101S0 
10160 
101 /0O 
10180 
10180 
10200 
10210 
10ZZ0 
102Z30 
10Z40 
10250 
10250 
102 70 
1028O 
102Z90 
10300 
10310 
10320 
10330 
10340 
103S50 
10360 
103/0 
10380 
103980 
10400 
10410 
10420 
10430 
10440 
10450 
10450 
104 70 
10480 
10480 
10S500 
10510 
10520 
109530 
10540 
10550 
10S560 
1057/0 
10580 
105980 
10600 
10610 
10620 
10p30 
10640 
10550 
105B0 
10570 
10580 
10590 
10700 
10710 
10720 
10730 
10740 
107S0 
10760 
10770 
10/80 
10790 
10800 
10810 
10820 
10830 
10840 
10850 
10850 
108 /0 
10880 
108830 


4000 
4002 
4004 


400/ 
400A 
400 し 
400E 
401 1 
4013 


4015 
40193 


401B 
401E 
4020 


402Z2 
402Z6 
4028 


402A 
40ZD 
402F 


4030 
4032 
4036 
403 ム 
403 じ 
403E 
4040 
404 1 


4093 
4045 
404/ 
4049 
404A 
404 じ し 
404F 


4050 
4053 
4055 
4057 
405A 
40SD 
405F 


4060 
406 1 
4053 
4054 


406C 
405D 
06E 
4070 
4071 
す 40 73 
4075 
す 407/ 
4078 
407A 
407B 
407D 


40/E 


1A 
8D 
B/ 


Bb 
85 
と 
BD 


26 


づり 
8D 


Bp 
85 
〆/ 


30 
8D 
20 


7F 
1C 
39 


8D 
CK 
108E 
ED 
AD 
A/ 
り A 
26 


E6 
A6 
A7 
5A 
26 
7F 
39 


BC 


86 
B7 
BB 
2 ム 
39 


D033 
EbAG 
に 由 に 


4000 
SO 
01 
FDO2 


FDO3 
0 1 
1 し 
FD04 
02Z 
本 


人 402 ム 


4007 


8D 0053 
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FDO4 
02 
FS 


8D 
08 
DD 
FUDOZ 
人 AF 


暫 


す 403 り 


401B 


0059 


4030 
4007/ 


4050 


8D 0024 


FC80 
じ り O 
じ り 
A0 


FS 


80 
80 
AO 


FS 
FDO0S 


FDO5 
FB 
80 
FDO5 
FDO5 
FB 


OB 


403 し 


4045 


4050 


405A 


xslINS EQU $D033 イツ サー トモ ー ト ~ フラ グ " 
BELL EQU $EBA8 *BELL OFdeF ルル - チ ン 
SCRULL ELU $E82E SCFOI | 比 - チ ン 
ネ 
1 PRUGRAM START 
ネ 
KEYINS EQU ホ *※StaFt Of MAIN PFOgFam 
DURCC #$50 ポ FIRM」 IRM キッ フシ 
LDA #$0 1 率 キー|RM オ キョ カ 
STA $FDO2 
ギ 
BRKwA1l LDA $FDO3 BTBaK キ ー イカ ~ イリ 
BITA 半 $0 1 氷 キー 力 ~ オサレ テイ ダフ 
BEQ INSEND LUUP シ ョ リ オ シュ ウリ ョ ウ 
LDA ま FDO4 ネネ BFTEak キ - DOWwN ? 
BITA # ま 02 
BNE BRKWA 1 
* 
LEAX BRKOUN .,PCR * ネ Beak キ - ON 
BSR CM_LTFR 
※ 
BRKCNT LDA $FD04 * ネ BTeGaK キ - UP 
BITA せ $02 
BEQ BRKCNT 
証 
LEAX BRKOFF ,PCR *※BFeak キ - UFF 
BSR CM_LTFR 
BRA BRKWAI  *※LUOUP シ ョ リ リリ ソー ッ コウ 
杯 
INSEND CLR $FD02 キー]IR フ マス ク 
NDCC  #$AF FTIR。IR / キョ カ 
RTS 
ト 4 
CM_LTFR BSR HL T コマ ゴット / テウ ゾウ 
LEAU TSTCMD 」 PCR ネ テ = ダフ" ロッツ セフト ウ 9 --〉> 有 U Peg 
LDY #SH 。 RAM 
LDB s U+ 
CMTFR1 LDA *U+ 
ら STA ょ Y+ 
DECB 
BNE CMTFR1 
束 
LDB ) 人 + コマ ント ラド ー ツ 、 ナ テウ リウ 
CMTFR2 LDA ャ パト 
STA た 
DECB 
BNE CMTFR2 
HRST CLR BSYHLT  *HALT ) カイ シ ~ ョ 
RTS 
< 
HL T LDA $FDO5 ネ HALT RequeSt t0 サフ "シス テム 
BM ! HL T * if BUSY then Wait 
LDA #$80 ネ BUSY フ ラグ"~ リ セッ ト 
STA $FDO5 
LDA $FD05 ネネ Mait untill HALT アウ リリ ッ シ “ 
BPL ネー3 
RTS 
吉 
TSTCMD FCB T 。DATA-TSTDAT * ネ テ "-ー タ ) ナ が か ~ サ 
TSTDAT FDB OO000 テン テー ッ ダ 
FCB 3F ま [ES5] VS コート 
FC し し ZYAMAUCH1 ン * ネ ※ KEYwORD 
T 。DATA EQU 
本 
BRKON FCB UNDAT-0NDATA ネル に イト スウ 
UNDATA FCB $3 * ネ JSR サフ ~ ココ ント ~ コー ト “ 
FDB ] NSUN * ネ INSUN エッ トリ 
FCB $1 MOVE サフ ~ ココット ~ コー ト ~ 
FDB ま E 0OC5 ポテ ニーダ  「 事 FF~ ヨコ モテ アト ルス メ 
FDB 。」NS ホホ イフ サー トモ セー ト フフ ブー 
FDB まり 00 1 ポテ コリ ウ イト スウ 
FCB $d3 KJSR サフ ~ コ マット ~ コー ト “ 
FDB BELL * BELL ORDER ルル - チ フラ エッ ント リ 
FCB $93 ネ JSR サフ ~ コマ ッ ト ~ コー ト “ 
FDB SERKEL 。 キキ SEOT | 1 ルー チラ エ ウ う ト ツリ 
FCB も 0 ネネ END サフ ココ ント コート“ 
UNDAT EQU ボ 
3 
BRKUFF FCB DUFDAT-0FDATA ネル "イト スウ 
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10900 
10910 
10 ヨ 20 
10930 
10340 
103850 
10360 
10870 
10380 
10880 
TOUTAL 
TUTAL 


407F 
4080 
4082 
4083 
4085p 
408/ 
4099 


9 コ 
EAE4 
91 
E037/ 
D033 
O00 1 
9O 
408 ム 


4000 


ERRURS 00000--00000 


WARNINGS OOO000--00000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=4000 
PRO6RAM END 
PROGRAM ENTRY ADDR=4000 


例 | 


ADDR=4089 


・ 2 。 4 


UFDATA FCB 


・UFDA「 


FDB 
F じ B 
FUB 
FDB 
FDB 
F し じ B 
EuU 


END 


$ コ 


INSUFF 


$91 
$E03 / 
・・]NS 
$O0O 1 
$90 

本 


KEYINS 


先程 の の の ケー ス で , 共有 FR AM 上 に 送 


水 JSR サフ ココット“ 

* ネ ま INSUFF エッ ラフト リ 

MOVE サフ ~ コマ ッ ト ~ 

の ーー ) ま DB 9 も ツリ アド ルレ メ 
イツ サー ドモ ー ド フフ リド 

ホホ アウ リウ 用 オト スウ 

* ネ END サフ ~ ココ フット“ 


込ん だ 目前 の サブ ルー 


ナン を コー ル し て , VRAM を 同じ パタ ー ン の 了 岡 形 で 埋め て いく プロ グラ ム で す . 


V KAM へ の 書込み を 行う だ め ,。 VRAM アク セス フラ グ を オン に し て お く 


% を つけ て 下さ い . 


10010 
10020 
10030 
10040 
10050 
10060 
10070 
10080 
10080 
10100 
10110 
10120 
10130 
10140 
10150 
10160 
10170 
10180 
101830 
10200 
102Z10 
102ZZ0 
10230 
10Z40 
10Z50 
10250 
102 70 
10Z80 
102Z80 
10300 
10310 
10320 
10330 
10340 
103S50 
10360 
10370 
10380 
10380 
10400 
10410 
10420 
10430 
10440 
10450 
104B50 
104 70 
10480 
10480 
10500 
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4000 


4000 
400Z 
4006 
4009 
400D 
401 1 
4015 
40193 
401B 
401D 
401F 
402 1 


40Z コ 
4025 
402/ 


4028 
402A 
402 し 
402F 
4032 
4034 
4037 


4038 
す 403A 
403 じ 
403E 
403F 
404 1 


4042 
4045 
4047 
4049 


FD05 
FC80 
dBDB 
A じ SD 


D409 


4000 


A 1 
8D 009A 


8000 


8D 00SB 
SU 00/F 


F じ SO 


8D 0076 


1D 
37 
23 
47 
05 


う ム 
2D 


02 
F 7 
8C SE 
9BDB 
02 
A じ SD 


08 
80 
A0 
FS 
F DO0S 
FB 


80 


4038 
4059 
4042 
4058 
402Z8 


405F 
4054 


402Z3 


4042 


403A 


4042 


* 
4 


BSYHLT 
SH . RAM 
0UUTSTR 


0UT-A 
< 
VA し CC し 
* 


* ネ 
EEI 選 に 


素 


FILEND 


本 
ERROR 


CM_TFR 
CMTFR2 


HL T 


NAM 
UPT 
URG 


EuU 
EQMU 
EQU 
EMU 


EuU 


EaU 
LDA 
STA 
LDU 
S「U 
LEAX 
LUY 
LDB 
BS ド 
BSR 
BSR 
BSR 
BNE 


BSR 
BSR 
RTS 


PSHS 
SR 
LEAX 
JSR 
PULS 
JSR 
RTS 


BSR 
LDA 
STA 
DEC じ B 
BNE 
RTS 


LDA 
BM | 
0RCC 
LDA 


作 に も 


人 


上 邊 1 


*Sample PFOgFam 1.2.4 


MEM,NOGEN *※ FILL VRAM with Areg 


$4000 * ネ ThiS PFO&ram iS 

* POUSITION-INDEPENDANT 
$FD05 * ネ サフ ~ BUSY フ ラグ クウ ~ HALT RequeSst 
$ ま FC80 ※ キ ョ ウ ユ ウ RAM セッ トウ AddFeSS 
$BDB モリー レ リ / ジュリ リョ ッ 
$AC3D ネム A FB& づ 1 シン スウ テア シュ ウリ ョ ク 
ま $D409 * ネ VRAM アグ セス フフ ラグ" (サフ シス テム ナイ ) 
* ネ StaFt Of MAIN Program 
#10100001 * ま VRAM ニニ カキ コム 用" ダー ツラ 
PATTRN ,PCR 
#$BO00  * ネ VRAM / セッ フタ ダグ (ミト “ リ ) 
VRAMS , PCR 


TS Fi ビレ R 不 アーツ ブフ ロッツ セフト フウ -ー> FeGg 
#SH。 RAM 氷 キョ ウ ュ ユウ RAM セ フン トウ ーー> Y Feg 


LENGTH,PCR テン ソウ ルー イ トス ウ 
じ CM_LTFR 


HRST 
Ei 


RDSTAT 


ERROR 


REDYRQ 


HRS「 


国 


ーー> BB Feg 
Er な 

ネネ HALT / リ カイ ショ 

※ HALT 

STIAIUS / ヨミ コミ 
* 


エラ - ナラ ERROR A。。。 
氷 サフ "シス テム ニニ Ready RequeSt 
ネネ HALT カイ シ ~ ョ 
End Of MAIN Program 


ネ EFFOF / ショ リ 


FILEND * Ready Request 
く <ERRMSG- 1 。PCR エフ ラー メッ セー シ ~ セン トウ --> XX Feg 


DUUTSTR *※* メッセ ー シ ~ シュ ウリ ョ リウ 
1 

UUT_A * ERRUR _ Number シュ ツウ リョ ウッ 
HL T ボコ ok ナチ ウッ リウ 

* XX+ 

9 

ネー ロ 

ま FDO05 * ネ HALT REquSt tO サフ ~ シ ステ ム 
HL 1 ネネ if BUSY then Wait 
#$ ま 50O 氷 FIR。IRI キン シ 

#$80 ネネ BUSY フ ラグ ~ セット 


10510 404B B7 FD05 STA ま $FD05 

10520 404E B6 FD05 LDA $FD05 ネネ Wait untill HALT アク リリ ッ シ ~ 
10530 4051 2A FB 404E BPL *※ー3 

10540 4053 39 RTS 

10550 * ネ 

10560 4054 34 02 HRST PSHS A * ま HALT ノリ カイ シ ~ ョ 

10570 4056 4F CLRA 

10580 4057 B7 FD05 STA BSYHL T 

10590 405A 1C AF ANDCC  #$AF ネネ FIRQ,」 IRQ キョ カ 

10600 405C 35 02 PULS A 

10B10 405E 39 RTS 

10620 ネ 

10630 405F F6 FC80 REDYRQ LDB SH.RAM  * ネ READY RequBSt tO サフ "シス テム 
10540 4062 CA 80 URB # ま 80 

10550 4054 F7/ FC80 STB SH . RAM 

10650 4067 39 RTS 

10570 * 

10580 4068 B6 FC80 RDSTAT LDA $FC80 *Read STATUS 

106980 406B 84 7F ANDA 寺 $7F 

10700 406D 39 RTS 

10710 * 

10720 406E OD0A ERRMSG FDB $ODOA *EFFOF Message 

10730 4070 の A FCC "本 ETTOT DUCCUFTEd ! ネネ 氷 NO。= ま * 
10740 408E 00 FCB 0 

10750 玉 

10760 408F 26 LENGTH FCB T .DATA-TSTDAT * ネ テ ~- タ ) ナカ か ~ サ 
10770 4080 0000 TSTDAT FDB $OO000 テリ ゾウ テーー タ 

10780 4092 3③F FCB $3F * TEST コマ メット“ コート ~ 
10790 4093 59 F じ C ノ ZYAMAUCHI ノ Z * ネ KEYWwORD 

10800 409B 3 FCB $93 ネネ JSR サフ ~ コ マット ~ コート ~“ 
10810 408C D38F FDB TSTSUB-TSTDAT+$D380 * ネ EntFry Addr。 
10820 409BE 0 FCB 和 ま 90 ネ END サフ ~ コ マッ ト ~ コー ト ~^ 
10825 ネ 

10830 409F TSTSUB EQU ネ 水 コウ ツッコ サラ” ドー チッ 

10840 409F 86 FCB $986 * ネ LDA # 

1O85QO 40A0 0001 PATTRN RMB 1 * PatteFrn 

108B0 40A1 B5 D409 BITA VACC 水 アリ セス フラ ウ ~ UN 

10870 40A4 8E 3E 80 LDX 16000 

10880 40A7 CE FCB まし E ※ LDU # 

10890 40AB 0002 VRAMS RMB の * ネ VRAM SeleCtiOn 
10900 40AA 1F 89 TFR A.B 

109810 40AC ED し 1 STLOOP STD *U++ * ネ Fil| VRAM with Areg 
10920 40AE 30 1E LE AX ー ツ 。 

109830 40BO 26 FA 40AC BNE STLOOP 

10940 40B2 B7/ D409 STA VACC アグ クセス フラ グ ~ UFF 

10950 40B5 39 RTS 

10955 * ネ 

10960 40B6 T 。DATA EQU * ネ *End Of DATA 

10965 ネ 

10970 4000 END F 1LL 


TOTAL ERRORS 00000--00000 


TOTAL WARNINGS 00000--00000 


PROGRAM BEGIN ADDR=4000 
PRUGRANM END ム DDR=40BS 
PROGRAM ENTRY ADDR=4000 


例 1・2・5 先程 の ⑳ の ケー ス で , 転送 命令 で あら か じ め 補 助 ワ ー ク エリ ア 上 
に 転送 し て お いた 目前 の プロ グラ ム を 呼び 出し て , ワー クエ リア の 変数 ・ フ ラグ 
中 ( ゅ DO000-ー$DOFF) を 128 バ イト ず つ メ イン 側 に 転送 する プロ グラ 
ム で す . BUSY フ ラグ と キャ ン セ ル 割 込み IRQ (詳し く は 第 2 章 で 説明 し ま 
す ) で メイ ン … サブ プ 間 の 同期 を と っ て いる こと に 注目 し て 下さ い . 
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10010 
10020 
10030 
10040 
10050 
10060 
10070 
10080 
10090 
10100 
10110 
10120 
10130 
10140 
10150 
10160 
10170 
10180 
10190 
10200 
10210 
10220 
10230 
10240 
10250 
10260 
10270 
10280 
10290 
10300 
10310 
10320 
10330 
10340 
10350 
10360 
10370 
10380 
10390 
10400 
10410 
10420 
10430 
10440 
10450 
10460 
10470 
10480 
10490 
10500 
10510 
10520 
10530 
10540 
10550 
1056O 
10570 
10580 
10590 
10600 
10610 
10620 
10630 
10640 
10650 
10660 
10670 
10680 
10690 
10700 
10710 
10720 
10730 
10740 
10750 
10760 
10770 
10780 
10790 


ZZ 


4000 


4000 
4002 
400b 
400A 
400E 
4010 
4012 
4014 
4016 
401A 
401D 
401F 
402 1 
4023 
4025 
4028 


402ZB 
402D 
40ZF 
4031 


4033 
4035 
403/ 
4039 
403A 
403 じ 


403D 
4040 
4042 
4044 
404 7/ 
404A 
404 じ 


404D 
4050 


4051 

4052Z 
4054 
4055 
405D 
405E 
4050 
4052Z 
4064 
4055 
4057/ 


8D 
AD 
A/ 
ら A 
ZD 
うり 


BB 
2ZB 
8p 
B/ 
Bp 
2A 
39 


7F 
39 


FD05 
F し 80 


0040 
0000 


4000 
50 


8D 004C 


FC80 


8D 0043 


2 づ 
3B 
02 
04 
So000 
FC80 
80 
1 定 
2A 
40 
FD05 
F D0S 


E4 
EB 
AF 
84 


08 
AO 
Fg 


FD05 
FB 
80 
FD05 
FDO5 
FB 


FD0S 


eL 
O000 


の 9 
1 
D396 
D200 
003B 


DZO00 
d0 


DOOO 
DOOA 
D380 


41033 
404D 


4033 
404D 


401A 


403D 


4035 


403D 


4047 


NAM RDwORK  *Sample Program 1.2.5 
UPT MEM 。NUGEN サフ ~ シス テム ワー クエ リア リリ ヨミ コミ 
URG ま 4000 * ネ ThiS PFOgram iS 
* ネ POSITIOUN-INDEPENDANT 
* 
BSYHLT EQU $FD05 *BUSY フ ラク 2*~ 。HALT & CANCEL REG。 
SH 。RAM EQU $FC80 ネネ キョ ウ ユ ウ RAM セラ トウ AddFeSS 
ネ 
CANCEL EQU %01000000 *※CANCEL ヨウ キュ ウ ヒ ” ッ ト 
SETDP $ ま 00 ネネ メイ ン シ ス テム ナイ テ ~ / DP / アタ イ 
ネ MAIN Program 
ネ 
RDWwURK EQaU * ネ StaFTt Of MAIN PrOgram 
URCC #$50 ネ F 1R』 IRM キン シラ 
LEAX TSTDAT 。PCR ネネ テ ~ - タ ダフ "ロッ グ セン トウ --> X Te8g 
LDY #SH.RAM ※* キョ ウ ュ ユウ RAM セ フト ウ ーー> Y Feg 
LDB LENGTH.PCR キネ テッ ソ ウル ~ー イト スウ ーー> B Feg& 
BSR に NSFER: ルコ リツ ト ナ アウ 0 の 2 
BSR HRST ネ HALT / カイ シ ~ ョ 
LDB 韻 2 洲 ゲッ ツリ ロカ 朴 の 
PSHS B ポ ーー> スズ スタッグ ニニ カワ リウ 
LDY る 5O00 メ イン カワ リ 用 ッ フ ァ セ フト ラウ ーー-Y PB& 
RDWwOUR 1 LDX #SH.RAM ネネ テン ソウ シー ッ コ ウ ルル - フ " 
LDB #128 6 用 た (ザウ リウ ブフ .J 12 ロ II 4 ト ) 
BSR CMLTFR HALT & テ ^ー ダ ヨミ コミ 
BSR HRST ネ HALT ノリ カイ シ ~^ ョ 
LDA #C じ CANCEL * ネ CANCEL ワ リコ ミ ヨコ 
STA BSYHLT *※ ラテ 三 ヨウ キィ ウ 
CLR BSYHLT (ワリ コミ ラッ チ ヨネ モト ニニ ネト“ ス ) 
ネネ CANCEL ワ リコ ミ リ カウ カタ ダ ニニ チュ ウイ !! 有 1 
ト 4 
DEC 6 力 ウ ンダ テ ~ ワリ メン ト 
BNE RDWUR1 氷 0 テ ^~ ナ ケレ ル ^" ル - フ * リセ ッ フト ウ ヘ A 
ANDCC  #$AF ネ F IRQ 。IR キョ カ 
PULS PC ,B ネ End Of MAIN PrOogram 
ネ 
* SubFOut ineS 
ネ 
CM_LTFR BSR HLT ネコ コント”~ & テ ^ー- ダ リリ テッ ソウ 
LDA + 人 + 
STA > Y+ 
DECB 
BNE ネー ら 
RTS 
* ネ 
HL T LDA $ ま FD05 ネ HALT RequBSt tO サフ "シス テム 
BM 1 HL T * ネ if BUSY then wait 
LDA #$80 BEST フラ ウリ ナ や ヤット 
STA $FD05 
LDA $FDO05 氷 Wit untill HALT アク リリ ッ シ “- 
BPL ネー3 
RTS 
* 
HRST CLR BSYHLT  * ネ HALT カイ シ ~ ョ 
RTS 
* ネ 
* TEST ココット ~ テン ソウ テ ァ ~ - ダ 
ギ 
LENGTH FCB ENDATA-TSTDAT ネネ テ ~- ダ タダ リ ナカ ~ サ 
TSTDAT FDB $O000 ネ テ ン ソ ゾウ テ ~ - タ ダ 
FCB ま $3F TEST コマ ッ ト “ ユ コート“ 
FCC ン YAMAUCHI ノン ネ KEYwORD 
FC じ B 1 4 MUVE サ フ ~ ココ フト “ ユート “ 
FDB SBPROUG-TSTDAT+$D380 ネ テ フ ソ ウ モ ミト AdaF 
FDB ま D200 * ネ テン ソウ サキ AddF 。 
FDB ENDATA-SBPROUG ※ テン ソウ バイ トス ウ 
FCB $d3 ネ JSR サフ "コマ フッ ト ~ コー ト “ 
FDB $D200 ネネ JSR フン キサ キ Addr 。 
FCB $0 END サフ ~ コ フント“ コ ゴート“ 
* ッ ー ツ ルル リョ リコ ブナ ョ リセ 9 じ MDC]L ん ト 
ネ りー ヤ フ フ "スル ノリ テ END サフ コウ フッ ト ” 用 フ ョ ウ 【!! 
ネ 
ネ を D200 イカ ニ オク ラ レ ルル フ " ログ” ラム 。 ニニ ダイ スル うん" ル 
ネ 
・。ABRT EQU ま DOO00 ネ ア ホ ~ - ト (CANCEL) フラ ゲ " 
kTMAC EQMU まま DOOA ネタ イコ アグ セス フラ ~ 
ERRREG EMU $D380 ネネ キョウ ュ ユウ RAM セン トウ アト ~ レス 


11180 


4058 
405A 
40D し 
40bF 
4071 
4073 
407/ ら 
407/8 
407 し 
407/E 
4080 
4083 
4086 
4088 
408A 
408 じ 
408E 
4080 
4082 
40934 
40836 
4099 
408C 
409E 
40AO0 


D38 1 
D40A 
E034 
E す 44A 


Q0DO 


4058 
40 
ヨ ェ 
D40A 
02 
04 
OA 
DO0O 
D380 
90 
0A 
E44A 
D40A 
に に 
0A 
00 
FA 
り A 
00 
E4 
E2 
D380 
D381 
OA 
ム F 
E034 


40A3 


4000 


4088 


4078 


TUTAL ERROURS 00000--00000 


TUTAL wARNINGS 00000--00000 


PRU5RAM _ BEGIN ADDR=4000 
PROGRAM END 
PRUGRAM ENTRY ADDR=4000 


ADDR=40A2 


1 3 


1 反 S エ コマ ンド を プ ンス テム に 実行 きせ る 際 . 
ぃ いい ケース が あり ます 
令 を 用 いて 別 の 場所 に 


移動 命 


に 2 、 ウツ ジジ 


て 下さ い . 
例 1・2 
す . 


6 


STATUS EQU 


BUSYC 


EQU 


CMDCTL EQU 


MOUVE 
ネ 


< 
* ネ 
ご 


SBPRO1 


SBPRU2 


4 


ENDATA 


キ 


ドリ シス トド ト る を 
9 の まで も 。 サフ プ コ マデ ンド リズ ド の 
サブ プ コ マン ド 読 込み ポイ ンタ の 値 を 変え る 
ジン 語 プ ログ ラム に ジャ ンプ する と いう 意味 で は あり ませ ん . 


EuU 
SETDP 


ワー ステ ム 


BPRUG EQU 


URCC 
ANDCC 
STA 
LDB 
PSHS 
S「B 
LDX 
UP 
LDB 
STB 
JSR 
BITA 
LDB 
S『B 
LDA 
BEQ 
STB 
CLR 
DEC 
BNE 
CLR 
CLR 
CLR 
ANDCC 
JMP 


EQU 


END 


コン ジー ルフ マッ ツン チン 9 内 会 


この よう な 場合 に は , 
移し て お き , その 後 こ の 移動 命令 
実行 する と , 都合 
内 


ン ン / ゅ Tv 


$D38 1 
$D40A 
$E034 
$E44A 


$DO 
ノ $D2Z00 


森 

#$ す 0 
#$ 上 F 
BUSYC 
#2 

B 
・「MAC 
#$DO00 
ERRREG 
#128 
・「MAC 
MOVE 
BUSYC 
革 和 上 F 
・TMAC 
・ ム BR 「 
SBPRO02 
・TMAC 
ABRT 
> 〇 
SBPRO1 
ERRREG 
STATUS 
・「MAC 
#$AF 
CMDC TL 


本 


RDWwORK 


※STATUS フ ラク ~ (キョ ウ ュ ユウ RAM シ ~ ョ ウ ) 
ネネ BUSY フ フグ ~ セイ キ ~ ョ ホホ "ーー ト 

ネネ ココ フント ~ オフト ~ ラ セッ トウ 

ネフ ロッ ツテ フソウ サフ 由 - ナ チン 


サフ "ンス テム ナイ テ "ノノ DP アダ タイ 
イカ ニ オウ フレ ル フロ “フラ ム 


ネフ シッ コ ~ サフ ~ ルー チッ セッ フト ウ 
ネネ FR キン フシ 

ネネ IRM キョ カ 

* ネ BUSY フ ラ 9^~UN (Busy ) 

小 デリ ツウ カオ スウ 

* ーー>・ ス ゲッツ ニニ カリ リウ 

ネネ タダ イフ アクセス フラ ウ " UN ( NMI コ スク ) 
ポ テッ フソウ カイ シ アト “ルス  --> 氏 Feg 
ネネ キョ ウ ュ ユウ RAM セフト ウ 9  --> Y Feg 
1 カイ ノリ テン ソウ ルー イト スウ ーー> B Feg 
ネネ ダイ アグ セス フフ ウ ~ UN 

ギ フ ロッ ツテ フリ ワウ 

* BUSY フ ラグ ^UFF ( Ready ) 


ツイ アツ セス フフ ツ ~ UN 
Ph の フー アズ トド 
フリ コミ 力 力 カル マデ 
ツイ マ ア ツ セ ス フ フ ツ グ ~ UN 
アホ ー ト フフ 0 リリア 
カウ フッ ダ テ ~ ワリ メン フト 

り アー ナチ アル 79 の エ ウ 
ベティ が だ 
っ 1ATIUS レシ "スズ ツ ツリ ア 
アイ マ ア ソリ セス フフ ソリ” ツリ ア 
FIRQ,IRQ キョ カ 

コマ ン フト” ル フト“ フ セ フ トウ 


ルー ニブ 


宮 導 姓 潤 半 手洗 溢 洗 天 芋 葵 


こ ウ ャ ッ プ 


ネ End Of DATA 


( よ M F サ プ コ マン ド ) 


共有 RAM を フル に 使い た 
一 連 の サブ コマ ンド リス ト を 転送 命 
に よっ て 市 御 を その 
よく 実行 きせ る こと が で きま す . 
アド レス を 変え る だ た め の 命 令 、 すなわち 。, 


場所 


る 全 令 で あっ て , 指定 し た アド レス の マ 


we 125/ さ イ トマ ツメ オッ 


側 ( 


で 
で い 


くれ ぐれ も 注 】 


し 


に 転送 し ま 
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10010 
100Z0 
10030 
10040 
10050 
10060 
10070 
10080 
100830 
10100 
10110 
10120 
10130 
10140 
101S0 
10160 
101 70 
10180 
10180 
10200 
10210 
10220 
102Z30 
10240 
10250 
10260 
102 70 
102Z680 
102Z80 
10300 
10310 
10320 
10330 
10340 
10350 
10360 
10370 
10380 
10380 
10400 
10410 
10420 
10430 
10440 
104S0 
10460 
10 す 70 
10480 
10430 
10500 
10510 
10520 
10530 
10540 
105S0 
10560 
10570 
10580 
10580 
10500 
10510 
105Z0 
10530 
10640 
10550 
10p5O 
10670 
10580 
105S0 
10700 
10710 
1072Z0 
10730 
10740 
107S0 
10760 
10770 
10780 
107930 
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4000 


4000 
4003 
す 4005 
4008 
400A 
400D 
400F 
4012 
4014 


4016 
4018 
401B 
401D 
401F 
402 1 
4023 
402Z5 
40Z/ 
402Z9 
40ZB 
40ZD 
40 ジ シト 
40 コ 1 


4033 
4035 


4036 
4039 


404 1 
4042 
4044 
4046 


4048 
4049 


404B 
404C 
404E 
4050 
4052 


4053 30 
4055 108E 
405A CC 
405C 8D 


じ し 
3 和 4 
に じじ 
うす 
に し 
34 
し し 
4 
1F 


EC 
ED 
8D 
1F 
に し 


ED 
に し 
ヒコ 
ED 
に し 
ムコ 
ED 
2 


32 
と に 


0000 
0002 
0004 
0006 


FDO5 
FC80 


3 1 


00 
ゃ に 


1 

D3985 
D100 
0008 


この 
D100 


J1 
0002 
D383 
00 7D 
に 9 
4053 


8C EO 
FC80 
1D 
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4053 


4016 


4085 


NAM 
UPT 
0RG 
* 
ネ 
ポメ フウ リリ ジョ フリ J 


共 


EQU 
EuMU 
EQMU 
EU 


SUBP「T ド R 
MBFPTR 
じじ TK 

し CTR2 

・ 

小 メイ リッ テ フ ウン 
ネネ 
BSYHLT 
SH.RAMN 
ネ 


EQMU 
EMU 


氷 メイツ RUM ナイ フ ~ 
\ 

UUTSTR EQU 
DUTLA EQU 

本 

ia pg [ げ .Rz P 


4 

NSMTFR EQMU 
LDD 
PSHS 
LDD 
PSHS 
LDD 
PSHS 
LDD 
PSHS 
IFR 


LDD 
STD 
BSR 
TFR 
LDD 
ADDD 
STD 
LDD 
ADDD 
S1D 
LDD 
SUBD 
STD 
BNE 


ネ 
SMLUUP 


を 
SMRKEI LEAS 


RTS 


* ネ 
かー ツメ アム 、 テツ ルポ 
\ 
SMDATA FCB 
FC じ C 

リフ ミト レツ 

FCB 

FDB 

FDB 

FDB 
ネネ イト ウメ イレ イ ノリ 

F じ B 

FDB 
イカ 用 イト ウサ レル 
SUBLST FCB 
SMSUUC RMB 

FDB 

FDB 

FCB 
ENDSMD EQU 
ネ 


アプ 


4 

SMTFR1 LEAX 
LUY 
LDB 
BSR 


NSMTFR  *Sample PFOgFam 1.2Z2.6 
MEM,NUGEN NEW SUB toO MAIN TFanS・ 
ま 4000 ネネ ま IhiS PFOgFam iS 

し 1 POSITION-INDEPENDANT 


ブーツ エリ ア / テイ オキ" 


$O000 ※ ポ SUB カ ~ ワ 率 * イフ ラダ 

$O0002 MAIN カ ~ ワ 率 " イフ タダ 

$O004 > Ap 5 5 

0006 ネネ ポ DATA カウ ンダ 

の Ja ep 

$FDO05 ポメ イン ・ サ フ ” オン ダフ ブフ ェ ー ズ 

ま F じ 80 ネネ キョウ ュ ユウ RAM セン トウ アト ~ レス 
上 ル - チ フン 

$BDB し アン | bm bg 

ま ぬ じ 3D ネネ ATGgg ヒョウ シン" 

* ポメ イツ 比 - チ ン 

#4000 ネ ポテ フソウ ルー イト スウ (< 10K ) 

D ネネ ーー-> CTR ウ 2 ニカ ザウ 
# せ 125 ナー 【 ASBVEg 

D まま -~-〉> CTR ーー 上 
# ま 5000 。 ネネ メイ ン 。 用 ーッ ファ ホホ * イン タダ 

D 水 --〉>  MBFPTR ニカ クリ ウ 
あじ OO00 ネリ サフ  。 ソ ー ス "イッ タダ 

D 水  --> SUBPTR ニカ ウリ ウ 
ら ゃ し ネネ SP -->UFeg ニ コ ヒ *- 


SUBPTR 。U ネネ サフ" 。 ホ "イン タダ 
< く SMSUUC 。PCR 氷 --> RCB トシ ラテ カク リウ 


ら MIFRI キテ ウソ リウ 5 リコ ヨウ 

っ っ U ネネ ホホ" イン ダ ナ ト ~ ノリ コウ シッ 

SUBPTR,U 

し TIR.U サフ 。 ホ イン 7 J コウ ウッ 
SUBPTR,U 

MBFPTR.,U 

CTR。U ネネ メイ ン 。 ホ "イフ ダー コウ シン 
MBFPTR,U 

CTR2 」U 

じ CTR。U DATA カ ウフ ダー コウ シン 

し TR2 』U 

SMLUUP 、※ ま グリ カエ シー !!! 

おら ポメ ウッ ゾ フ モ ト ニニ モト N < 


0 


り 。U 。 を コト IES」 コマ ウト 
"YaAMAUCH 1 " キー ワー ト “ 
ンカ あの ジー/EU 了 ご テッ ツウ 
1 MOUVE サフ "コマ コット“ 
SUBLST-SMDATA+ ま D380 


ま D100 ポッ ー ヨ フー クエ リナ リ オチ テコ オメ ウヨ コウ 
ENDSMD-SUBLST「 ※ ま ルー イト スウ 

ン ゴ ヨウ レイ 

$ コ 2 ネ JMPD サフ コマ フト (ホイ フツ ナイ トウ の ) 
ま D100 ネネ JMP アト "レス 


ル サフ "コマ ラ フト“ レツ 
$ コ 1 ネ MUVE サフ "コマ ッ ト “ 
2 ネ テ ン フン ソウ モト ADDR 


$D り づ は 8 コ ネ テ フソウ サキ ADDR 
1 Z ウ 5 テン フソウ ルイ トス ウ 
$d0 END サフ "コッ ウッ ト “ 


本 


く SMDATA 。PCR ネ テ ッ ソ ウ サフ ~ 比 チッ 
寺 $FC80 

#ENDSMD-SMDATA 

CM_TFR 


TUTAL 


405E 
4060 
4062 
4054 


4066 
4069 
40b じ 
405E 


4070 
4072 
40/4 


4075 
407/ 
407/9 
407 し 
407F 
4081 
4084 


4085 
408/ 
4089 
408B 
408 し 
408E 


408F 
4092 
40984 
409b 
4098 
409B 
409E 
40A0 


40A1 
40A4 
40A6 


40A/ 
40AA 
40A ム し 
40AF 


40BO 
40B づ 3 
40B5 


40B6 
40B8 
4ODb 


1 
ZD 
4 じ 
OF 


FC8d 
42 
45 


づつ 
ZD 


02 
F7 


は し 9 


9BDB 
AC3D 


08 
8 り 
A0 


F9 


FDOS 
FB 
50 
8 り 
FDOS 
FDO5 
FB 


FDO0S5 
AF 


FC80 
80 
FCBO 


FC80 
7F 


ODO0A 
2 ム A 
00 


000 


40A 1 
4089F 
40B0 
4075 


408/ 


40A / 
40Aa 1 


4070 


408F 


408 / 


408F 


409P 


ERRURS 00000--00000 


WARNINGS OO0000---ー00000 


PROGRAM BEGIN ADDR=4000 
PROGRAM END 
PRO5RAM ENTRY ADDR=4000 


ADDR=40D6 


本 
RE 


SM1END 


* ネ 
ERROR 


* 
CM_TFR 
CMTFR2 


ネ 
ml 才 は 


ネ 
HRST 


REDYRQ 


ビ S ド 
BSR 
BSR 
BNE 


LUDX 
LDY 
LDB 
BSR 


BSR 
BSR 
RTS 


PSHS 
BSR 
LEAX 
JSR 
PULS 
JSR 
RTS 


BSR 
LDA 
STA 
DECB 
BNE 
RTS 


LDA 
BNM ! 
0RCC 
LDA 
ST「A 
LDA 
BPL 
RTS 


CLR 
ANDCC 
RTS 


LDB 
URB 
ST「B 
RTS 


LDA 
ANDA 
RTS 


Pe oo 


FUDB 
FCC 
FCB 


END 


HRST 
HLT 
RDSTAT 
ERROR 


# ま F じ B づ 3 メイ ン 。 員 "ッッ ファ A/ ヨミ コミ 


MBFPTR.。U 


じ CTR+ 1 4U 
CMTFR2 


REDYRQ 
HRS「 


ム 
SM1END 


* ネ ERRUR / ラ ョ リ 


<ERRMSG- 1 ,PCR 


UUTSTR 
ム 
UUT_A 


HLT 
> 信 + 
> Y+ 


あー 


ま FD05 
HL T 
#$50 
せま 80 
ま FDO5 
$FDO05 
ネー3 


BSYHLT 
は $AF 


SH . RAM 
#$80O 
SH . RAM 


$F し 80 
せま /F 


$ODOA 


" 玉 玉 末 EFFTOF UCCuFEd ゴ ! 


0 


NSMTFR 


ネコ マン ト ~ / テン フソウ 
ワウ カカ / テウ リウ 


ネ HALT「 RequeSt 


* ネ Ha1t RESET 


* ネ READY REMUEST 


*※READ STATUS 


※EFFOF MeSSage 


林 氷 来 NO。 ニ =" 
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ー2 一 5 


文字 どおり 、 


Rg へ と 市 件 を 戻す だ た め の サ プ コ マン ド で す . サフ コマ ンド リズ スト が | 
これ を 忘れ る と 尋 常 終了 と な り ま す 


IS 


BS リラ コン ンド る 総 り させ ぜ せ て メス ルン ( 旧 か が から の ヨコ マン 


天 


2 
ロ H 


この END サ プ コ マン ド を 忘れ が ち で す が 」 
が か がら 、。 サン ソコ マン ドリ ズ スト の 曳 供 有 。 棚 めく くり と し て 必ず す 人 れ の より に し ( 下 


さい 、. 


て れ で は ,。 FES『T コ マン ルル の 説 用 の 本 めく ぐ くり と し て く , 


ー ス ズリ スト を 掲載 し ます . 循 6 
の 様子 な ど が 一 目 で わか る の で は な いで し ょ うか . 


10010 
10020 
10030 
10040 
100S0 
100bO 
1007/0 
10080 
10080 
10100 
10110 
10120 
10130 
10140 
10150 
10150 
10170 
10180 
10190 
10200 
102Z10 
102Z0 
102Z30 
10240 
10250 
102Z60 
102Z/0 
10280 
10Z80 
10300 
10310 
1032Z0 
10330 
10340 
10350 
10360 
10370 
103B0 
10390 
10400 
10410 
10420 
10430 
10440 
10450 
10460 


FFBF 


FF6F 


FF72 


FF74 
FF76 
FF78 
FF7A 
FF7B 
FF7D 
FF7E 
FF80 
FF81 


FF 83 


FF86 


FF87 
FF89 


FF8B 
FF8D 
FF8F 
FF91 
FF93 


FF 5 


FF88 【 


FF9A 
FF9C 
FF SE 
FFAO 
FFA2 


FFA4 


FFAG 
FFA8 


FFAA 、 


FFAC 


0ODO 
D38B 
EOED 
D38B 
80 
0 
0B 
0C 
18 
07 
08 


EOED 


C4 


FF83 
FF86 


FF95 
FF87 
FF8B 


PP 


FF72 


PR が 


FFA デ 
FF 


TOTAL ERRURS 0O0000--00000 
TOTAL WARNINGS 00000--ー00000 


PROGRAM BEGIN ADDR=FF6F 
ADDR=FF AD 
PROGRAM ENTRY ADDR ニ ネネ ネネ 


PROGRAM END 
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TS TSUB 
ERR /0 
* 

1ES+ 
TSTCMD 


本 

CN 
TsTRs 
TSTJNP 


* 
TSTJSR 


ネ 
TSTMOV 


TS IMLP 


ネ 


に 難 丁 な と この (は だ が いと 


NAM 
UPT 
URG 
ら E 1D ピ 
EMU 
EuU 


LDX 
LDA 
SUBA 
BMN! 
BE 
DE し A 
BE 
DE じ A 
BEQ 
DECA 
BEQ 


JMP 
RTS 


LDX 
BR ム 


LDU 
PSHS 
JSR 
PULS 
BRA 


LDY 
LDU 
LDD 
BEQ 
PSHS 
TFR 
LDA 
ST「A 
LEAX 
BNE 
PULS 
BRA 


END 


TEST 
NOMEM 
$FFBF 
$DO 
$D38B 
$EOED 


#TSTSUB 


ぅ バキ 
#$ ま 0 
TSTERR 
TSTRTS 


TSTMOUV 
TSTJMP 
TSTJSR 
ERR /0 


> 
TSTCMD 


。 て 
が 
sU 


X 
TSTCMD 


人 キ + 
。 公 ++ 
1 
TSTCMD 


パ 

D ,X 

ゃ YY 

ぅ り + 

ー を 0 1 s 人 
TSTMLP 
に 4 
TSTCMD 


SS (END サ ププ コマンド) 


ド 待 ち 状 
を い 場 合 に は , 





この 処理 系 の ソ 
ゝ ます . むし ろ 移 動 命令 


HH し 
導い し 


ED リツ ウト ルー ニチ ウッ 


コッ フト V ベ ト ドウ ャ ワウ 


本 HE コア NR エッ トリ 


ホッ フ コソ ント ヨコ < コ = 
ネネ サフ コマ ッ ト “END 
ネネ サフ ~ ココ マット “MOUVE 
ネネ サフ”~ コマ ッ ント“ JMP 
サフ ~ コマ ッ ト “” JSR 


Invalid SubCOommand 
RBtuFn tO MAIN LOUOUP 


オト アド レズ コミ コミ 


ホン リツコ 72 ルー ナン コー 


eo 


SOuFCB AddFr・ 
*DeSt inatiOn AddFr, 
Byt COunt 


ポッ ー ロッツ テン ゾウ 


売 草 
サ ノ シ ステ ム の 
ゲー キテ グ ナ ヤ 
ハー トワ ェ エア と の か か わり リーー 


と の よう な. コソ ピラ フー クタ を 人 人 こ な みす 
に せよ , ハー ドウ ェ エア の 輸 玩 が し つか 
り と 理解 ご ぎ /J な けれ ば , ソフ トワ 
ェ エア を 組む 上 ご 必ず な ん ら か の 文 障 を 
きだ 9 の と と ど に な り ま すみ 。 こ の こと 
ザ サブ プ ブシ ス デ ム を メイ ン 側 と は 独立 し た 
一 個 の ゴン ピュ ラーダ と し で て 披 お うと 考 
えと / ら つ し や る 読者 の みな さん に こと 
つう, 事情 は な お さら の ご と で すず. 

と の 第 2 草 ご は , サ プ シ ス デ ム の ハー 
ドウ ェ ア の 輸 計 , メイ ンー ザ サブ 周 イン 
ノエ ー ス の 合作 な と 。 ハー ドレ エア 


A ピ ヒ 絡み の 部 分 を 中 心 に 解説 し ご /) ぎ ます . 
時 いよ 9 ED 
09SN JH 


2 一 | サブ シス テム の 基本 構造 


サ プ ブシ ステ ム 全 体 の 構造 の 概略 を 描い た ブロ ッ ク 図 が , 図 2・1・1 で す . 6 
8 系 CPU で は ,。 メ モリ マッ プ ド 1 エ / グ 0 方 式 が 用 いら れ て いる だ め 。 1〆 ア 0 ボー 
ト と いう 概念 は 稀 薄 な の で す が , FM- 7 の 場合 ,、 メイ ン 側 の $FD メ XX メ 開 域 お 
ょ よび サブ プ 側 の $D400 て D40F の 領域 は は まさ に I/) ポ ー ト その も の で あ 
り , この 言葉 を 用 いた 方 が わか り 易 いと 思わ れる の で , 以後 この 言葉 を 使用 する 

と に し ます . 図 2・1・ 1 で は , メイ ン 側 は サブ シス テム と 密接 な 関係 に ある 
I プ OO) ポート の み を 示し て あり ます 


図 2・!・| タイ マ 制 込み 発生 回 路 
サ プ ブシ ステ ム の 輪 部 
キャ ン セ ル 
8.064iMHz or FTAT 〔 寺 入 み メイ ン 1I/O ボ ポ ボート 
4.032MHz 8 人 6 $SFDO5 





グロッグ ) 
が プチ も し だ も 


メイ ン 1RQ 、 
L 


1 


と サ プ 1/O ボ ー ト | 7 テン ショ ン 肖 込み 
Eee SD4041 (FTERKG) 


メ 
ROMI( モ ニタ ) サブ ホ ボ ポート ROSS (ピッ み ト 7 イ 


0 25 四 ゅ SD)4 0A 
は 思 S\ ア タダ 




































ェ ー 制 込み 制 側 2 メイ ン ボ ー ト ン 
メイ ン ボ ポー ト $F D02 0 $FD0O5 
ン 
SD400 RF 
ーD4 0 1 員 仙 回路 ス 
か / 
みん 





コン ゾー ルッ プア 
RAM 
メイ ン ボ ポ ボート 
<〈FIRQ> 


VRAM 走査 な 人 民 AV 共有 FR AM 
タイ ミン グ 発 生 回 路 5 バッ プ ァ 


$ ゃ FC80 一 FCF ド 




















VRAMI 16 人 KK バイ ト X3 





(B) (R ) (G) メイ ン ボ ポー ト $F D07 
リャ ee 
パレ ッ ト 制 側 
し ーー ャ 人 SFD38-FD3F 
ビデ オ 信 合 苑 生 回 中 ッ パレ ッ ト レ ジス アダ ア 
RGB コジ ホホ ジット 
チオ > 隊 衝 章 が 


Z9 


2 一 2 サブ シス テム の メモ リマ ッ プ 


FM 7 の シス テム に お ける メモ リ 空 間 の 割付 け の 様子 を 図 2・2・1 に 示し 
ます 。 アド レス 順に 見 て いき まげ び ず と , RYRehi ch で 半 0r4 
赤 が 。 和 と VRAM の 空間 が 割り 当て られ て いま す . 

この 空間 を アク セス する 際 は は VRAM アク セス ワラ グ を 立 で で お く 、 (『/0 
ボ ポート $D40 9 を Read) 必 要 が あり ます . この 辺 の 事情 に つい て は 後 で 解説 し 
ます 。 なお, VRAM アク セス フラ グ を 立て て か らら VRAM を 実際 に アク セス 
する まで に , 1 マシ ン サ イク ル 以 上 の 間 を お くく 必要 が あり ます . 

5(CUU0U 王 SCE9F 舌 了 ま で の 4000 が パイ ト は 、 コンソール パッ ファ の 
空間 で 。 表示 が 区 学 の キャ ラク タコ ー ド が 大 る 部 分 ( ゆ C000-$5 し 7 し FE) と , 
それ ら の 文字 の 属性 , 表示 色 や フィ ー ル ド な ど が 格納 され る 部 分 ($C7D0-$C 
ERO と の 2 つの 部 分 か の う ( の ます 9 スク リー ン エ アガ アイク は 容 際 に は 、 こと 
の コン ソー ル バ ッ プ ァ に 対し て 作用 し ます 、 

pet 直り U デ DD も RRBRW 取 まで は ハード ワウ ェ ブ ナス クッ ン と し で て で リザ が ザー ア さ 
れ て いま す 。 て の だ た だめ の , サ ア レス テム の SP (スタ クッ クボ ポイン) の 初期 信 は 
pD000 に 設 完 され ます 06 パイ トド ト と いう の は ほ は, みみ タ ゥ ッ クエ リア と し て は 小 
さい 感じ が し ます が 。 あ ぐま で も サブ シス テム で すか が か がら 。 これ で 問 に 合っ て し ま 
90 の 0 で 0 

$ ゃ D000-$D0 9 番地 の 領域 は 。 シス テム を 運営 し て いく 上 で 必要 な フ 
ラグ ・ レ ジス タ 類 が 収め られ る 変数 エリ ア と し て 使用 きれ ます (「 変 数 」 と いっ て 
も , BAS1IC で 使用 され る 変数 と は 趣 を 異 に し ます ). この 全 域 の 変数 は , シス 
テム 全域 に 渡っ て 等 価 な 意味 を 持つ も の と し て 使用 きれ ます . いわ ば , 高級 言語 
で いう と ころ の グロ ー バ パル 【〔 大 域 的 な ) 災 数 に 相当 し ます ., 

例えば 。 表示 色 カ ラー コー ド ( 朋 夫 選 い うと 。 そ の 果 点 の アド リピ ビュ ー ト ユー 
ド , 第 3 章 参照 ) が 格納 され る , $D 0 2E と いう ワー クエ リア 上 の 変数 を 「 赤 
(=$ 0 2)」 に 書き 換え て や る こと に よっ て ,。 設定 され て いた フィ ー ル ド の 属性 
な ど に いっ さい お 構い な し に , その 次 の 時間 か ら 文 字 の 表示 は すべ て 赤 で 行わ れ 
ます . この $D0 2E の 書換 え に よ る 表示 色 の 変更 は , 次 の フィ ー ル ド 設 定 (S 
F オ ー ダ ) 等 が ある まで 有効 で す 、 

$D0 2E の 書換 え に よ る 表示 色 変 換 を 流用 し た サン プル が , 例 2・2・1 で 
す . この 技法 に より フィ ー ル ド 設 定 を 行わ ず に 色 を 変更 する こと が で きる だ め 。 
まま 人 軸 出 力 用 WC で も 通 沿 の LEI【5O 1 CUP) う に スク リー シテイ ルク グ ク に さ は さ 
う で 机上 を 行う こと が で きま すず す カラ ツン ツル で オリ ジ ナ ルレ な LIST る 呈し て みよ 
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$ ゃ CO000 


$CFAO 


$D000 


$D0AO 


$D380 


$ ゃ D400 


$ ゃ D410 


SD800 


・2・| FM 一 7. サブ プシ ステ ム の メモ リ 空 間 の 割付 け 





VRAM 「 Blue | (16K バイ ト ) 
VRAM [Redl (16K バイ ト ) 
VRAM [Green (16K バイ ト ) 
| キャ ラク タコ ー ド の バッ ファ [文字 コー ド が 格納 さ れる | 
コン ゾー ルッ プア ' ー ーー " 呈 
い 和 9 人 負 8 B 用 (4 0 0 0 バイ ト ) | 5 
アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ [文字 の 属性 が 格納 され る 
ハー ドウ ェ ア ス タッ ク (96 バイ ト ) 間 
l | 1 
※ ワ ー ク エリ ア 「[ サ プシ ステ ム に 必要 な フラ グ , 変数 類 ] (160 バ イト ) 
※ 補 助 ワ ー ク エリ ア | ロー カル 変数 、 第 2 スタ ッ ク な ど に 使用 ] (544 バ イト ) 
RC | 2 = | WW mmm 
| PF キー 定義 テー ブル (160 バ イト ) 
$D360 
| キー 入 刀 パッ ファ 32 パイ ド ) 
北 有 RAM (128 バ イト ) : メイ ン 側 の ロケ ーション は $FC80 一 $FCFF 


I /O 領 域 実際 に 【/0 ポ ボー ト . と し て 使用 きれ る 空間 (C 





(フル デコ ー ド され て いな いた め に 残っ た 未 使 用 空間 ) 





キャ ラク タフ ォ ン ト  ROM [文字 コー ド 順 ] (2 K バ イト ) 








※ モ ニタ プロ グラ ム ROM 
サ プ シ ステ ム 全 体 を 
制御 し て いる プロ グラ ム 


sE000 






FIRQO ベ ペク トル 










$SFFF8-F9 
IRO ベク トル  : $SE0O6E 







$FFFA-EB ' ni 
SVWI BU 人 邊 2 | 
CaT ビ 


| SFFFC-FD 
| NMTI ベク トル $S kkEBFE 


1 sEFFE-FF | 
RESE 工 ペク トル * SD 導 草 し 抽 は 


ワー クエ リア ・ 補 助 ワ レー クエ リア ・ モ ニタ プロ グラ ム の 詳細 は 。 第 3 意 お よび 第 5 誤 に 掲載 し て あり ます . 


S1 


う と 思わ れる 読者 は , 


例 2・2・ 
「 オ リ ジ ナ ル L I ST」 プ ログ ラム 


10010 
100Z0 
10030 
10040 
10050 
1006O 
10070 
1008U 
10080 
1U100 
18 5 邊 開 9 
1012Z0 
10130 
10140 
1 り 150 
10160 
10170 
10180 
1019 ロ 0 
102Z00 
10210 
10220 
10Z30 
102Z40 
10250 
10260 
10270 
102Z80 
10290 
10300 
10310 
10320 
10330 
10340 
10350 
10360 
10370 
10380 
10380 
10400 
10410 
10420 
10430 
10440 
10450 
10460 
104 70 
10480 
104SO 
10S00 
10510 
10520 
10530 
10540 
10550 
10560 
10570 
10580 
10S80 
10600O 
10510 
105Z0 
10530 
10640 
106S50 
10560 
105/0 
10580 
105S0 
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4000 


4000 
4002 
4004 
4008 
400B 
400D 
400F 
4011 
4013 
4015 
4018 
401B 
401D 


す 401F 


4022 
402Z4 
40Z6 
40Z ら 
40ZB 
402ZE 
403 い 0 
4033 
4036 
038 
403A 
403D 
40 コ F 
404 1 
4043 
4045 
4048 
04 
404C 
404E 
050 
4052 
4054 
4056 


4058 
405 し 
05D 
40OF 
40B 1 
4063 
40b/ 
405A 
40bE 
4072 
4076 


OF 
86 
A 7/ 
B/ 
9 ヒ E 


dF 
9 ヒ E 
9F 
BD 
BD 
9 し 


m 
Pa 


雪 


9F 
ヒレ し 
DD 
BD 
BD 
ロ E 
BD 
8E 
ロト 
C6 
BD 
EE 
34 
DF 
コ ヒ E 
BD 
8D 
づり 
が 
Ab 
Zb 
9E 
ム AE 
Z り 


AD 
4 し 
8 1 
の 45) 
8 
A/ 
B / 
30O 
108E 
ED 
8D 


FDOS 
FC8O 
gB50 
3BDB 
AL3D 
DBS98 


SE /2 
A2 


Ab 
Bb19 
コレ ン ン 
A2 
169 
043D 
D9 
づ ぬ 
0AA 


1 4 
01 
D9 
DOF 
OE 


U1 
ご り 
上 9 
AZ 
99 
BD 


8D 


OS8 
02 
01 


この 技法 を 思う 存 分 に 利用 し て 下さ い 、. 


102 の 


4059 


す 4036 


4015 


り 05A 


4063 


8D 004F 


TEO 


GUD 0035 


FC80 


8D 002C 


03 


407B 


ホ 


森 

BSYHLT 
SH RAM 
に RF 。 
UUTSTR 


UUT_A 


BRE AKC 


素 
1 


NAM 
UPT 
URb 


EQU 
EMU 
EMU 
EQaU 
EuU 
EuU 


MAIN 


ネ 
CLLIST EMU 


に に し ら 10 


素 


素 
EESTI 


し LLST2 


* 
ネ 
し 


じ hilgEL | 


し LR 
LDA 
っ 「A 
S「A 
LDX 
LE AX 
STX 
LUX 
S「X 
JSR 
JSR 
CMPX 
BLO 


JMP 


っ 「X 
LDD 
っ 「D 
JSR 
JSR 
LDX 
JSR 
LUDX 
っ 「X 
LDB 
JSR 
LDB 
PSHS 
し LR 
LDX 
JSR 
BSR 
PULS 
っ TB 
LUA 
BNE 
LDX 
LDX 
BRA 


HGCUL LDA 


INCA 
CMPA 
BNE 
LDA 
S「A 
S「A 
LE AX 
EDY 
LDB 
BSR 


テキ スト 中 に コロ ン を 発見 する と , そこ か ら 色 を 変え て 出力 する 


CLLIST *Sample Program 2.2.1 

MEM.NUCEN COIOFful LIST (カラ フ 比 リス ト ) 

$4000 [hiS PFOgram iS 
PUSITIOUN- INDEPE NDANT 

$F DO05 サフ BUSY フ ラグ 。HALT _ Request 

$FC8O0 ホキ ョ ウ ユ ウ RAM セッ トウ AddTeSS 

$dB5O ネネ キャ リッ シリ ダー る & ラフ イフ フィ ー ト ~ 

ま $dBDB ルポ モ ツー レツ ナナ う ュ 9 りり ョ タッ 

ま $A ぬ じ 3D ホホ 員 FB 攻 ブサ トロ ンス メ ウ テー ユ ュ ウッ リ ョ リッ 

ま DB59 BTBK キ -ー チェ ッ ツ グ 比 - チ フン 

PFOaFam 

< *StaFTt Of MAIN PrOgram 

$BF ※ ネ コソ ソール シュ ツウ リョ ツ シテ イ 

#$ り / カフ ー ゴ コー ト ”" 。 / ショ キ セ ッ テイ 

s じ ULUR ,、PCR ネネ カ フー・ コ - ト " ) カク リウ 

$O1E5 涼 力 ワー デコ ロート 、 ナ カカ リウ 

$35 TBxt En --〉 XPFeg 

ー の 1 條 

$A4 *※LiSt RangE End 

$33 ネネ TBxt TOPD --〉 XFPB&g 

$A の ※LiSt Rang ら 「Op 

RE た ES。、 、 弟 選 本 、 寺 し F 

BREAKC BTGaK チェ ッ ク 

$A4 ネネ L St End ? 

じ LLST1| *※NO,then Cont inue、 

$8E /2 ネコ マフ ント” マチ A 1 

$A2 

2 ュ X キョ ウル ラフ コ ~ ウ ー」 ヨミ コミ 

ま $Ab し 、 科 - Sr ky 3 件 の 

$Bb15 末 キ ヨウ ジコ ウー / 5 ュ ウリ ョ リッ 

$ し 2 クウ ネリ ソ ワ ウル ソ JJ ジュ ウリ リョ ウツ 

まま A2 

$ し し 16 ピロ 1 キョ ウ キャ ホン ヤグ 比 -ー チ ッ 

まり 4 づけ 素 川 リフ ァ セ ント ウツ ーー > XXFBEg 

$D9 小池 オフ タ セ ニ ブ " 

寺 ": ポキ モウ 1 コロ ツウ (まん 4) 

$ コ 0AA の まこ り モ マー スキ ネッ プ ガ 

1 3 ネツ リキ ~ リコ ゴート “セーフ 

B ,X 水 セ ー フ " 

1 。X 水 Null コ ゴート" テ ~ の キ " 比 

$D9 ネモ ン ~ー レツ セツ トウ ーー-> XFeg 

$D ヨ 0F | まま コウ シュ ツリ ョ グ 比 - チ ッ 

じ CHGCUL ネネ ヒ ョ ウシ "ショ グ ヘン カン 

B 。 史 

ド s 抽 ネッ ツキ” リコ コート” フッ キ 

も 。 が リモ ッ ン 用 。。 MULEEL 7? コマ 

し し し S12 "ホコ ロフ J ルビ アイ 月 キョ ウ ソリ ママ 

ド ザ *W メ 4 

ュ > 

に LLSTIO ネ ポ り 和 キ " ) キョ ウル 111 


SubFOut in 


CULUR 。PCR カフ ラー コー ト “ヨミ コミ 
ネコ ゴウ シッ 

井 ま りら 

CHGCL 1 

#$O ] 

。COLOR ,PCR ネ カ ラ - コ - ト ~ リノ カク リウ 

$O 1 上 5 カラ ー コ ゴー ト ~  」 カウ リウ 


CLDATA」PCR ネ アー ダフ ロッツ セン トウ ニー ニー> ATB 品 
SH 。 RAM 氷 キョ ウ ユ ウ RAM セ フト ウ ーー> Y PF ら &g 
LENGTH,PCR テッ ソウ ルル に イト スウ ーー> B Feg 
EEFR 朱 CK メア 2 の 


10700 4078 BSD 1D 409/ BSR HRST * ネ HALT / リ カイ ショ 
10710 407A 39 RTS *End Of MAIN PFOgram 
10720 * 

10730 407B 8D 08 4085 CM_LTFR BSR HL T ネコ リント ~ リ テウ リウ 

10740 407D AE 80 LDA + バエ 

10750 407F A/ ム ぬり S ら 1 ム ゃ Y エ 

10750 4081 5aA DECB 

10770 4082 26 F9 907D BNE ネー 

10780 4084 39 RTS 

10790 ネ 

10800 4085 BE F DO05 HL T LDA $FDO5 ネネ HALT ReEqueSt tO サフ "シス テム 
10810 4088 2B FB す 4085 BM ! HL T ネ ュ † BUSY then wait 
10820 408A 1A 50 URCC まり 0 ネ FIR, IRQ キラ シ 
10830 408C 86 80 LDA # ま 80 BUSY フ ラグ セット 
10840 408E B/ FD05 STA $FDO5 

10850 4091 BE FD05 LDA $FDO05 ネ ま Wait untill HALT アウ リ リッ シ “ 
10850 4084 2A FB 4091 BPL ポー3 

10870 4096 39 RTS 

10880 ネ 

10890 4097 34 02 HRST PSHS ム * ネ HALT リ カイ ショ 

10900 40989 4F CLRA 

10910 40BA B/ FD05 STA BSYHL T 

10920 409D 1 じ AF ANDCC  、#$ ま AF ネネ FTIR , IRQ キョ カ 
10930 409F 35 02 PULS A 
10940 40A1 39 RTS 

10950 ネ 

10950 40A2 1 4 LENGTH FCB L .DATA-CLDATA ネ テ ~- ダ タダ J ナカ " サ 
10970 40A3 O000 CLDATA FDB ま OO00 デマ ッ ゾ ツウ テア ニダ 

10980 40A5 3F FCB ま 3F ネ * TEST コ フ ッ ト “" コ コート“ 
109d90 40A6 59 F し し /ZYAMAUCHI ン ネネ Key-wOFd 

110O0 40AE d 1 FCB ま 9 1 ネ MOVE サフ ~ コ フッ ト “ コー ト “ 
11010 40AF D393 FDB CULUR-CLDATA+$ ま D380 

11020 40B1 DO2ZE FDB ま DO0ZE カレ ント アト リヒ “ュー ト 
11030 40B3 0001 FDB ま O00 1  H オ ド メ ウ ドミ 1] 

11040 40B5 0 FCB ま 0 MENUO サリ フラ リト コー 
11050 40B6 000 1 CULOR RMB 1 ネネ カフ ー コ ー ト ~ カワ リウ ル ~ ショ 
1 1060 40B7 L.DATA EQU * *End Of DATA 

11070 * 

11080 中 000 END LES 1 

TOUTAL ERROURS O0000--00000 


TOTAL WARNINGS 00000--00000 


PROGRAM BEGIN ADDR=4000 


PROGRAM END ADDR=40B6 
PROGRAM ENTRY ADDR=4000 


これ に 対し て , $D0A0-$D2BF 番 地 の 5 4 4 バイ ト は , 各 処 理系 サブ 


ルー チン 内 に お いて 。 上 記 の ワー クエ リア を 補足 する だ た め の 変 数 が 配置 され る エ 
リア で , ロー カル (局所 的 ) 変数 に あたり ます . この エリ ア は すべ て の 処理 系 で 


使用 され る わけ で は あり ませ ん し , 使わ れ 方 は 各 処 理系 に 
PAINT 処 理系 な ど で は , こ の エリ ア を 区 2 スタ ッ ク と し て 使用 し て お り ま す . 
WP か か ee 寺 ワー ジル キリ ア 竹 昭 
表 」 お よび 第 3 章 の 各 節 に 掲載 し て あり ます の で 随時 参 鳴 し て 下さ い 、. 
生生 
テー ブル の 構造 は , 図 2 2 の よう に な っ て お り 、 各 PF キー に 対し て それ 
だ 6 上 0 バイ トド 9 つの デー ジル が 乱 り 当て ちら れん ます 、 和合 デー アル の 完 頭 の 1 人 4 
ト は , 割込み 設定 状態 と PF キー に 定義 され て いる 文字 列 の 大 き さ (1 一 15 バ 
イト ) を 表す フラ グレ ジス タ に な っ て お り , 残り の 1 5 バイ ト に 実際 の 文字 列 の 
コー ド が 格納 され ます . フ ラグ レジ スタ の 最上 位 ビ ッ ト で 割込み 設定 状態 を 表し , 
該当 する PF ドキ ー に 対し て 割込み が 設定 され て いる 時 は , この ビッ ト が “1”? に 


て まわ まち で す 。 


3J 


な り ま す . 下位 4 ビッ ト で 文字 列 の 大 き さ (バイ ト 数 ) を 表し ます .、 
pD3600$D37H の 9392 パイ ト は キー 人 力 バ みみ ファ で す 。、 WM / で は 
バッ プア モー ド (キー 先行 入力 許可 状態 ) と いう モー ド が あり 。 キー 入力 パッ フ 
柴 だ す 役 割 は 。 より 一 層 大 きく な り ま す 、 
$D380-ー$D3FF 番 地 の 1 2 8 バイ ト は , 第 1 章 で も 述べ だ よう に 共有 
RAM の 領域 で す . 
$D400-D7FF 番 地 は ,I プ 0 ポー ト の た だ た め の 領 域 で す . い わ ゆ る ,!「 1 エ ノ 
0 領域 」 と し て 割り 付け られ て いる 空間 は , 1 氏 バ イト に も な り ま す が , 実際 に 
使用 され て いる 空間 は , $D4 0 0 一 D4 0 番地 まで の 1 6 バイ ト に 過ぎ ず 
残り の 空間 は ,。 アド レス が フル デコ ー ド され て いな いた め に 眠っ て いま す .。 ワー 
クエ リア RAM, 共有 RAM 用 と し て 和 付着 され て いる 2KK バ イト RAM:MB8 
128 (M122) の 後ろ 半分 が 全く 使用 され な いま ま 人 余っ て いる こと , サ プ シ 
ステ ム 内 に お いて 目 由 な 目的 に 使用 で きる RAM が は ほとんど 無い こと を 考え る と , 
この 部 分 が フル デコ ー ド され て いて RAM に つなが れ て きえ いれ ば , あと 1 K バ 
人 f 下 返 く の RAM を 自由 に 使う こと ら が で きる の に と 残念 で が な が り ま ぜ で ん, バード 
ウェ ア に 関し て 腕 に 自信 が あり , FMー- 7 の 改造 を 企 て て や ろう と いう 通 敢 な 方 
は 。 この 部 分 を フル デコ ー ド 化し て , 失っ た 宅間 に 対し て 売 の R AM を つなぐ と 
xM ゆ で し より 、T よ もの 1 を うつ ば か り 仙 うだ けり で で きる と 思い きす. だ だ し 。 
積層 基板 を 敵 に まわ し て の 改造 は , 相当 な 困難 を 伴い ます . よほど の 覚 悟 が な い 
だ OS が こと で し より 。 
Sea フシ ンズ スプ デス の 40 ボ ポ つ NUM2 こ 2 ・9 に に が の と お り 全 0 で 4 人 で 
す 。$D4 0 3 BEPP 音 発生 ) と $D40D(INS モ ー ド 表示 上 ED 京 減 ) 


| J 








の 2 つ を 除け ば 。 どれ も 重要 か つ 深 二 な 意味 を 持っ て お り , 曲 者 と いっ て よい で 


DO 

$D800-ー$DFFF 番 地 の 4 KK バイ ト は , キャ ラク タフ ォ ン ト の 内 容 が 容 
納 され て いる ROM に 割り 当て られ ます . キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ ROOM に 相当 
する も の で す が , FM- 7 で は 表示 文字 コー ドー 表示 文字 パタ ー ン の 変換 を , ハ 
ー ド で は な く ソ フト 的 に 行っ て いる だ た だめ, メモ リ 空 間 上 に この よう な ROM が 必 
現に か っ て いる の で す 

$E000-ー$FFFFE 番 地 の 8 氏 K バ イト は , 第 3 章 以 下 に 解読 し ます が , サ 
プシ ステ ム モ ニタ (制御 用 プロ グラ ム ) の 全 内 容 が 収納 され て いる ROM の 空間 
で すず す 。 いわ ば サブ プ ン ステ バ ベ の 頭 騰 と いっ つて よい で し ょ う 。 





以上 の メモ リマ ッ プ は , FM- 8 で は 若干 の 相違 が 見 られ ます の で 注意 し て 下 


さい 。 


J4 


マー 


2・2・2 PF キー 定義 テー ブル の 様子 


十 () ーー ドド ドド で YYTEET で さす sssassaseaee すす すす すす で 十 15 
っ Bb 3 ーー b 1 

の 人 介 中 ーー - 没 ド よ キ ー の - 還 - 

(使用 ) 好 多 サイ ズ | PF 1 キー の 女 字 列 の 内 容 


sD2D0Ol 
PF 2 キー の 女 字 列 の 内 容 


表 PU 下 6 PF 3 キー の 


文字 列 サ イズ | PF 3 キー の 廊 字 列 の 内 人 容 


$D350 EUC 


女 字 列 サ イズ 





Fio 【 PF10 キ ー の 廊 字 列 の 内 容 


※!F ュ ーIFio: 得 PF キ ー に 対し て ,。 KEY 割込み が 設定 され て いる か 人 厨 か を 表す フラ グ ( 割 込 
み が 設 定 さ れ て いる 時 この ビ ピット は " 1" に な る ) 

先程 も 少し ふれ まし た が , サブ プ シ ステ ム の メモ リマ ッ プ を 見 て まず 目立つ こと 
は , ユー ザ が 自由 な 目的 に 使う こと の 可能 な , 完全 に 開放 され て いる RAM エ リ 
アデ と いう も の が ほとん ど な ら と いう こと で す 、。 な を なん と いっ て も サフ プシ スズ アテ を 覗 
ぃ いこ な し て いく 上 で , 最大 の 障害 と な る の は この こと で あり ,。 いか に RAM エ リ 
ア を 確保 する か が , 重要 な 鍵 と な る こと で し ょ う . 

で は 。 どの よう に RAM エ リア を 確保 すれ ば よい の で し ょ うか . 

短 か い プロ グラ ム や デー タ で あれ ば , 共有 RAM 内 に 置い て 走ら せる こと が で 
きま す 。 まだ た スタ クック を ほとん と ど と 使 ね ない よう な プロ グラ フラム な ら 。 スタ ダッ クエ リ 
ア の 前 の 方 ($CFA1~) を 使用 する こと が で きま す . いずれ に せよ 容量 を 大 
きく 了 K る こと は で きま せん 。 

場合 に 応じ て 補助 ワー クエ リア ($D0A0-$D2BF) を 使う の は 良い 方 
法 で す . この エリ ア は 通常 , ほとん ど と 全体 が 開放 され て 使用 可能 な 状態 と な っ て 
いる か ら で す . た だ し , GET, PUT, SYMBOL… な どの 処理 系 で は 前 の 
方 の 一 部 分 が , PA INT な どの 処理 系 で は 第 2 スタッ ク と し て は ほぼ ば 全体 が 使用 
され る た め , ユー ザ が これ ら の 処理 系 お よび その 内 部 サブ プ ブルー チン と 呼び 出し て 
使用 する 際 に は , 細心 の 注意 を 払う 必要 が あり ます . この 方 法 で は 最高 5 4 4 バ 
9 hefiepoaee 中 an 
上 記 の 方 法 で も 収まら な い 場 合 , 例え ば サブ シス テム 内 に ゲー ム を 収め よう と 
か ,。 グフ フィック ツー ル の サブ プルー チン を ロー ド し よう な ど と いっ た 場合 に は 。 
通 向 の 文字 入出 力 (スク リー ン エ ディ ダ 。 PUT コマ ンド 等 ) を 諦 ら め 。、 コ ン ソ 





JO 


ーー ル ソ パッ ツア (ゆあ 000 一 ぶ CPAO) の 交 4 キ ロ が イト エエ り デ を な つぶ が し で 合 
う より 他 あ り ま せん . この 際 。 コン ソー ル バ ッ ファ の 内 容 を .。 メイ ン 側 の 裏 RA 
M な ど に 退避 し て お く と , 復帰 させ る の が 容易 で す . 


巡 2 る ・2・3 サブ シス テム の 1/0 ポ ボート の アド レス 刺 付 け 





| Reset 時 
アド レス | 機 能 Read/Write 和義 補 自 5 H 
ーーー ーー 一 上 rmsrーーーーーーーーー | =ー = ニー = トー Po エー ニー ニーー ニ = ュー ニテ ェ テー = nam の 5 を ーー iii Ei ee 
ポー ド デ ー タ キー 60 最上 位 
$D40( 
| (補助 ビッ ッ ト ) ビッド ト が つよ 地 全 。 


ーー て ーー ーー 
ト デ ー タ (キー コー ド ) 


ギー 過 一 ド デ ー ダ 
(Do 一 DD) 


ゃ D401 




















、、 | キャ ン モ ル 伸 込 み ア アク セス 制 込み | メイ ン か ら の キャ ン セ ル 制 込み 信人 
] 2 02 (RW 和 両 方 可 ) 2 の を ク リア する 。. 

| プ ザ ー 
$ ゃ D403I 

| WDM 伯 70000 1 ee eee 

| アテ ンション 提 和 | ーッ 。 交 湖 Du 
SD404 アクタ クセ ズ 

| 2E 上 肌 求 す 、 

| ON 2 
$D405 | ( 森 使 用 】 9 | 丁 
$D406 | ( 木 使用 ) | = 





$D407| ( 未 使用 ) 





CRTF 表 示 . 
$D408 - 
ON/OFF 


IVRAM ア クセ ス フ 
$D409 
| ラグ 9 


ーーーーーーーーーーーーーーー ーー デー 


| CRTT 表 示 の ON ン YOFF を 制御 す 


し Fame 










サブ CPU が VRAM アク モス 中 で 
| ある こと を CRTC に 知ら せる 。 


サブ プ C PU が コマ ンド 人 待ち 状態 で あ 
に 吉 CN 


る こと を メイ ン 側 に 知ら せる 。 








ゃ 1 けけ 0 上 1 日 HGSY ア マラ アグ 


エエ = ァ エ mmm ニー エエ mm 








SD40B | (本 使用) | 一 一 Se 
ーー トーーーーーー ーー UI | 3 
SD10C| (本 人 ーーーーー 


を PR 
1 
と 用 LED の 点灯 / 消 灯 を 制御 する 


| I Ns モー ド 央 示 用 | R : 点灯 
$D40DI 
|LED 京 濾 |Wi 肖 


| VRAM オフ ェ ッ ト | | Write オン リー | | CRTC 内 の レジ スタ で 。 VRAM 
sD40E 


) 。 

_| ジス タ (H) | Red 寺 D | の ハー ドウ ェ ア 的 スク ロー ル を 制御 

Pk ye る (Rd する と 人 は 人 に な 6 
SD40F S 0() () ' 


ジス タ ([L) (Read 傘 止 ) | | の で 。 Read 侍 止 )、 
※VRAM ア クセ ス フ ラ グ を 立て た 直 後に VRAM を アク セス する 場合 に は , 間 に 1 マシ ン サ イク ル 以 上 
グ の ディ レイ を 搬入 する 必要 が あり ます 。 
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2 一 3 メイ ンー サ プ ブ 間 イン タフ ェ ー ス 


ます , 図 2・3・1 の 概念 図 お よび 図 2・3 Me 
ed EN 共 者 RM すず 。 


ウィ ンド ウエ リア で , 通常 は サブ 側 に 接続 きれ て いま す が , サブ CPU を HAL 
T (停止 ) させ る こと に より , メイ ン 側 に 接続 する こと が で き , これ に よっ て メ 
イン CPU は , サブ シス テム 内 の 情報 を 読み 取っ た り , 反対 に サブ シス テム に 情 
報 を 送り 込ん だ りす る こと が 可能 な わけ で す . 

それ で は 。, 各 信 号線 な ら び に レジ スタ の 意味 を 見 て いく こと に し ます . 
(|)HALT 

サブ シス テム の 動作 を 停止 きせ , メイ ン 側 か ら の 共有 RAM 参 照 を 可能 に する 
た め の 信 号線 で す . な お 図 2・3・2 の ② に 示す よう に , サブ プ C じ PU に 対し て H 
ALT が か か る の は , メイ ン 側 か ら の 妥 請 が あっ だ た 時 だ け で は な く , CRTC(C 
RT コン トロ ー ラ ) が VRAM スキ ャ ン を 行う 際 に も 生じ る 可能 性 が あり ます . 
これ は サブ プ CPU が VRAM アク セス フラ グ を 立て て VRAM を アク セス する 場 
合 に , CRTC と の 競合 を 防ぐ た め の も の で す . 従っ て VRAM アク セス フラ グ 
を 立て た 場合 。 サ プ C PU が アク ティ ブ (動作 状 双 ) で ある の は , 水平 お よび 垂 
直 帰 線 期 間 中 だ け に 限ら ち れ て し まい , サブ CPU の 稼動 率 は 3 2 多 に まで 低下 し ま 
す . 先 に 述べ た メモ リ 空 間 の 制約 と と も に , サブ CPU は 速 度 の 点 で も 限 欠 が あ 
る こと を よく 認識 し て お いて くだ さい . サブ シス テム の 各 コ マン ド 処 理系 の アル 
プリ ズム は , サブ プ CPTU の 性 能 を ほとん ど フ ル に 発揮 し て いる も の と 思わ れ , ユ 
ー ザ が サブ プシ ステ ム を 使い こなす こと に よっ て 処理 の 高速 化 を 図る 余地 は , ほ と 
ん ど な い も の と 見 受け られ ます . 他 メー カー の パー ソナ ルコ ンピュータ の よう に , 
画面 が ちら つい て Ph か 高速 化 を 図る , と いう 動作 を させ る の は , 
FM-ー7/8 の 場合 に は ハー ドウ ェ ア の 改造 を 行わ な い 限 り 不 可能 で す . 

| FM 7 7 で は , C 
RTC に よる VRAM 制御 に サイ クル スチ ー ル と いう 技法 を 導入 し た の で , 競合 
を 防ぐ た め の 時 間 待 ち 用 HALT は 不要 に な っ て お り ま す (完全 互換 モー ド で は 
時 間 待 ち HALT が 残さ れ て いま す ). VRAM 制御 に お ける サイ クル スチ ナー ル は 
災 の よう に 行わ れ て いる も の と 思わ れ ま す . 

まず . CPU に 外部 クロ ッ ク 同 期 タ イプ で ある 68B09E を 使用 する こと に 
よっ て , 2 MHz( 正 確 に は 2 .0 1 6 MHz) クロ ッ ク で CPU と CRTC を 完全 
に 同期 させ ます . する と , CPU に 加わ る EE 信号 が L レベ ル の 期間 中 は , CPU 


り 7 


か ら 見 る と 完全 に バス が 空い た 状態 に な り ま す . で すか ら こ の 期間 を CR 十 C に 
よる VRAM アク セス の た だ た め の 時 間 に 割 り 当 て る わけ で す . つま り , CPU の 1 
サイ クル の うち の 前 半 で は CRTC が , 後半 で は CPU が , それ ぞ れ VRAM ア 
クセ ス 権 を 持つ よう に する わけ で す . これ を 実現 きせ る た め に は , メモ リ の サイ 
クル タイ ム が 250ms 以下 で な けれ ば な ら ず , 高速 R AM が 実状 され て お り ま す . 
この 技法 を 用 いる こと に よっ て , CPU と CRTC の 競合 を 防ぐ た め の 時 間 待 ち 
HALT と いう 余計 な 機構 は 不 必要 と な り , し か も , サブ プ シ ステ ム の ソフ トウ ェ 
ア 自体 に は 全く 変更 を 加え ず に , スル ー プ ッ ト を 高め て 処理 の 高速 化 を 実現 する 
に と が で C き さる わけ で す 。 

この 「 ソ フト ウェ ア の 変更 が 全く 不要 」 と いう 点 は 非常 に 重 愛 で , ハー ドウ ェ 
ア 設 計 の 際 に 参考 に し て 下さ い 、. 

完全 巳 換 モ ー ド で は HALT が か か る 一 方 , FM 一 7 7 独 目 の 高速 モー ド で は 
VRAM アク セス フラ グ の アク セス は , ダミ ー 的 な も の と な り ま す . 

ぐれ で は , 者 が 稚 祭 し だ クイ ミン グチ カ ャ ー ト る を 下 罰 に まる め ま す . 


タイ ミン グチ ャ ー ト 


#%J500 ms ーー 一 ーー 一 we 


(016 MHz ) 
CPU の E 信 号 


フト タ 02 が 0 MIUU UM リリ リリ UMUUUVUU UL 


VRAM アク セス 権 。 


VKAMM デ ー タ クタ 





画面 データ 用 ラッ チー--ーーーーーーーーーーーーーーーーー 





TS た ポキ ーーー ペー ビー ナート ドッ コト 便 MC Me 
シフ トレ ジス タ に より bb が 6 9 ww b0b7 
並列 一 直列 変換 され る 


恒 重 還 硬 看 重 


2B USY ラ ラグ 
サ プ シ ステ ム が コマ ンド 実行 中 な ど で , HALT を か け て 停止 きせ る と 不都合 
な 状態 で ある こと を , メイ ン 側 に 伝え る た め の 信号 線 で す . サブ プシ ステ ム の 1 エ ノ 
O ポ ー ト $D40A の リー ド (Ready) ノ プラ イト (Busy) で 制御 し ます . た だ し , 
メイ ン 側 か ら の HAL 要求 を 受け 付け た 場合 ,. BUSY フ ラグ は 自動 的 に ( つ 
まり ハー ドウ ェ ア 的 に ) H レ ベル (Busy 状態 ) に 戻る よう な 構造 に な っ て いて , 
HALT ア クノ リッ ジ 信 号 の 役目 を も 果たし て お り ま す . 
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図 2・3・| メイ ン み サブ プ 問 イン タフ ェ ー ス 回 路 の 概念 図 


① 共有 FRAM と 制御 用 信号 線 


HAL 華人 (メイ ン エ /O り ポー ト $FD05 ビ ピッ ト 77) 

だ いり 所 用 も EE 介 
OK カケ ググ DU ZOO ボード S 4 0 遇 】 
(メイ ジー ド /0。 EFDO0S ピ ビット 7) 


キャ ン セ ル 割 込み (メイ ン . $FD05 ビ ッ ト 6) 

(サブ プ 【I KGQ 便 号 ) 
アテ ンション 割込み ( サ プ . $D404) 
(メイ ン 。 F IRO 信号 お よび $FD04 ビ ピッ ト 0) 


ーー ニン 





(②) 共有 FR AM の 標準 的 構成 


メイ ン 





サブ $D380| Ready Reques(( ビ ッ ト 7) エラ ー コ ー ド レジ スタ (ビッ ト 6-0) |sECsa0 
1 | CONT フ ラグ (ビッ ト 7 ) | ステ ー タ スレ ジス タ (ピット 6 一 0) ] 
2 の ド ロード レジ スグ (のり ルツ 0 1 DU。、 で vw 8 2 
3 3 


3) キャンセ ル 割 込み (メイ ンー サ プ IRO) 

サフ シス テム の コマ ンド 実行 処理 を 中 止 さ せる だ た め の 割 込み 信号 で す . た だ し 
この 信号 に よっ て 中 止 さ せる こと が で きる コマ ンド は , GET コ マン ド と , Graphic 
Cursor コマ ンド の 2 つ に 限ら れ て いま す 。 と いう の も 。 FM 一 7 の サ プ シ ステ ム 
に お ける 1 R0O サ ービス ルー チン は , 以下 の リス ト に 示す よう に ,。 ABORT フ 
ラグ ($D0 0 0) を 立て て 戻る だ け で ある た め , この ABORT フ ラグ を チェ 
ッ ク し て いる 上 記 の 処理 系 で な けれ ば , 動作 を 中 止 き せる こと が で き な い か ら で 
す . この 他 PUT コ マン ド 処 理系 に お いて , ESC キ ー に よる プッ トウ ェ イ ト 状 
惑 を 解除 する た め の 有 要因 と し て , 例外 的 に , ABORT フ ラグ が チェ ッ ク さ れ ま 


す 、 

10010 NAM IRQAB キャ フン セ ルフ リコ ミ (1RM) サー ヒ ” ス ルー チン 
10020 UPT NUMEM 

10030  EOEE URG $EODE 

10040 O00DO SEIDP  $DO 

10050 DOOO ・ ム BRT EQU $DOOO ネ ア ホ ~ - ト フラ ウツ ~ 

100b0 D402 ACKIRM _EMU ま D402 キキ 1RKM アリ リリ リッジ シー ウ ウゴ ロウ 
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図 2・3・2 メイ ン … サ プ ブ 間 イン タフ ェ ー ス 回 路 ブ ロッ ク 図 


サッ ンズ アム 
















Pe 
PP 大 

革 有 RAM 
サー ブ : | に | 
0 | \RAM も 兼ね る 
7 ドレ ス 。 Ao-As JMBstze 





Pe が 2 


SE あの 
ー 1 一 15 


則 で 
ホル ト | 
ゲタ クア リッ ジ 月 


Read | 
ン write 
サブ 。 アド レス デコ ー ド 
( 倒 ODOD0O 一 D3 EE) 


Vrite 


1 アド レス 
Ye 
SS 


Ez 
2 HALT 制 御 回 路 周 辺 







1 CRTC か ら の 。 


| VRAM スキ ャ ン | 
| 要求 信忠 し ン 


V R 衝 IM サン や ええ 
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10070 

10080 E ObE IRMAB EQMU と 

10080  EODBE BS D40 ジ BITA ACKIRM IRQ アウ リリ ッ シ ~ 
1QU10U  EO/] 98B 誤 LDA 半 和 $ 上 F SGt AboFt Flag 
まま ( 村 だ は 9 QO S「A BRT ネ ア ホ "ーー ト フ ラウ” UN 
1 と モロ DD SB RTI ホセ トリ ジョ リサ イ こり ウー ウ 
10130 * 

10140 END 


TOUTAL ERRURS 00000--00000 
TOTAL WARNINGS 00000- 一 0000U 


PROGRAM BEGIN ADDR=EO6E 
PRUbRAM END ADDR=EO/S 
PROUGRAM ENTRY ADDR ニ = ネネ * ネ 米 


な お , FM 一 8 の 場合 に は ,。 キャ ン セ ル 割 込み の 様子 が 異 っ て お り ま す . 

キャ ン セ ル 割 込み を 受け 付け る こと が 可能 な 処理 系 で は , $D000-$D0 
0 1 番地 の 2 バイ ト に , 処理 系 ご と の サー ビス ルー チン へ の ジャ ンプ ベク トル を 
書き 込ん で お いて か ら IRQ 許 可 状 態 に し て お き , I RQ が か か っ た 隊 に は , そ 
の ベク トル で 示さ れる 各 サ ービス ルー チン を 呼び 出す よう に な っ て いま す . 通常 
は 。 ベク トル と し て $ 0 0 0 0 (NULL マー ク ) が 書か れ て お り , IRQ 禁止 
の 状態 に な っ て いま す が , PU 処 理系 に お ける プッ トウ ェ イ ト 状 右 の 場合 な ど 
で は , ベク トル は $ 0 0 0 0 の まま IRQ 許可 状 台 に な り ま す . この 状 台 で IR 
Q が 受け 付け られ た 場合 に は , 即座 に コマ ンド 待ち ん ルーチン (メイ ン ル ー プ ) に 
NE より に な つて いま う 。 

いす ルル に し て も 。 IRO サー ビス ルーチン の シン アン ル は は 。、 テー ゴザ に と うそ て ば, 
割込み を 利用 し た 様々 な アプ リケーション の 余地 を 残す も の で あり , キャ ン セ ル 
割込み を うま く 活 用 する こと に よっ て メイ ン サ プ 間 の 同期 を と る な ど , な か な 
か 面白 いこ と が で きま す (1 一 2 一 3 節 の サン プ ブルー 一 例 1・2・5 参 明 /。 
な お , メイ ン 側 か ら の キャ ン セ ル 割 込み の か け 方 で す が , IO ポー ト $FD 
(re 0” に 戻し 
て お くく 必要 が あり ます . "1 に し だ た まま ほう っ て お きま す と , 次 の 割込み が か か 
りり RC52。 
(4) ア テン ショ ン 割 込み (サブ ラメ イン F IRO0) 

メイ ン シ ス テム か ら あ ら か じ め 依 頼 さ れ て いた 割込み 事象 が 発生 し た こと を , 
Do きみ 事象 は 
PF キー 割込み ・ タ イマ 割込み ・ イ ンタ バル 割込み ・ 0 時 割込み の 4 つ で す . 
この アテ ンション 割込み も キャ ン セ ル 割 込 PP 5 まぐ) 硬 用 すのこ こら に に よ 
っ て , 様々 な 面白 い ア プリ ケー ショ ン が 可能 な 信号 線 で す . 
5) 共有 FR AM 

第 1 斉 で ふれ だ と お り , メイ ンー サブ プ 間 に お いて コマ ンド お よび パラ メー タ な 
どの 情報 交換 に 用 いら れる RAM で す . 様 準 的 な 構成 は 図 2・3・ 1 に 示す と お 
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り で す . それ で は 各 バ イト の 内 容 に つい て 解説 し て いき ます . 
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① Ready Request フラ グ 

共有 RAM の 先頭 バイ ト の 最上 位 ビ ッ ト (サブ $D380 ビ ッ ト 7) で , 
サブ シス テム に HALT を か け て 新た に コマ ンド を 設定 し な い 場 合 , 例 えば , 
サ プ ブシ ステ ム に 実行 させ た コマ ンド の 結果 を メイ ン 側 か ら 読み 込む せ ケ ー ス な 
は 。 この ビッ ト を  ] に セッ トド ト し ます 。 と いう の きき 、 ぴの ノン スズ アベ ペ だ 人 加 
し 1 を か けた 声 合 、BUSY フ ラク が 目 動 的 に (つまり, ハード ツウ ョ アア RB9 
の 通信 に 不都合 が 生じ し ます . そこで, BUSY フ ラグ を L レ ベル に 戻し て , 
再び コマ ンド 待ち 状 態 (Ready 状 胡 ) に 入る よう に , サブ シス テム に 指示 す 
る 必要 が ある か ら で す 。 た だ し 。 コ マン ドコ ヨード レジ スタ に 伺か 値 を 人 れ て 
HALTT を 解除 し た 場合 に は , コマ ンド の 実行 が 優先 され , この Ready Request 
フラ グ は 無視 され ます . 
2 ウー ョ ーー ドジ スク 

甘 有 RAIM 玩 絹 (SD3 8 0) の 下位 7 ビッ ト (ピッ ト 0-6) 諾 は 。 ヨコ 
マン ド 実 行 時 , コマ ンド も し く は パラ メー クタ に 評 り が あっ た 場合 に ,。 どの よ 
うな 放り で ある か る 表す エキ エラー コー ド が 設 定 さ ル ま すり, デラ ー コ ー ド ちら エッ 
ー 内 容 の 対応 は 次 表 の と お り で す . 


INIT コ マン ド の パラ メー タ エ ラ ー※ 
コン ソー ル 座 標 エ ラー 
2 の の 002 ウン ド と エアー 
グラ フィ ッ ク 座 標 エ ラー 
の : 條 上 (6 な) 座標 数 エラ ー 
色 指定 数 の エラ ー 
※INIT コ マン ド の パラ メー タ エ ラ ー が 発生 し た 場合 に は , 暗黙 設定 
(デフ ォ ル トイ ニシ ァ ラ イズ ) が な され る の で 注意 が 必要 で す . 
な お 。 BI OS 経由 で サブ プシ ステ ム に コマ ンド を 送出 し た 場合 に は , これ ら 








の ラー コー ド が その まま IOS の エエ ラー ヨード と みり ま す , 
③ CONT フ ラグ (デー タ 継 続 フ ラグ ) 

共有 RAM 第 2 バイト ($D3 8 1) の 最上 位 ビ ッ ト は ,, サブ か ら メ イン 
へ の 送出 デー タ 。 あるいは メイ ン か らら サブ プ へ の 入力 デー タ が 1 回 の 転送 で は 
終了 し な い 場 合 に 。 “1 "に セッ ト し て , デー タ が 継続 し て いる こと を 知ら せ 
る た め の フ ラグ と し て 用 いら れ て いま す . サブ か ら メ イン へ と デー タ が 送ら 
れ て いる 場合 に は サブ 側が セッ ト し て , それ を メイ ン 側 で 参照 し 。 それ に 応 
した 処理 を する こと に な り ま す が , メイ ン か ら サ ブ へ と デー タ を 転送 する 際 
に は , CONT フ ラグ は メイ ン 側 で セッ ト し て や る 必要 が あり ます . CON 
エフ ラグ が “1” と な る ケー ス で 。 継続 デー タ の 入出 力 を 愛 求 する 場合 に は , 
専用 の コマ ンド で ある CONT (コマ ンド コー ド : $ 6 4 ) を 使用 し ます . 
0 ステ デー クス レジ スク 

$D 3 8 1 の 下位 7 ビット は , アテ ンション 割込み の 際 に , 割込み の 要因 
を 表す た だ ため の ステ チー クス レジ スク と し て 便 用 され ます ,。 メイ ン 仙 で は ,。 アテ 
ンション 割込み 用 の サー ビス ルー チン に お いて , この レジ スタ を 読み 込む こ 
と に より どの よう な 割込み 事象 が 発生 し た か を 判別 し , 割込み 事象 に 応じ た 
処理 を 行う 必要 が あり ます . レジ スタ 内 の 各 ビ ッ ト と 割込み 事象 と の 対応 は 
次 表 の と お り で す . 


和み 生じ た 場合 


0 時 割込み 
(ビッ ト 7) (前 述 の CONT フ ラグ ) 





※PE キ ー に よる 割込み が 生じ し て いな い 場 合 に は , ビ ッ ト 0 一 3 に は $ 0 
が 入る . 


(5 ロマ ンド コマ ドレ ジス グ 
ゅ ゃ D382 (ツイン ゃ EC し 82) は 。 メイ オイ ン か ら サ プ へ と 妥 請 され る コマ 
ツ ド の コー ド を 入れ る あめ の レジ スク です. 
各 コ マン ド に 必要 な パラ メー タ 類 は , 共有 RAM の 4 バイ ト 目 (サブ :$D3 
83, メイ ン : $FC83) 以降 に 配置 され て いま す 。. 
だ 4 で は 。、 以 上 に 送 べ で きま だ た メイ シロ ザ ブ 間 イン ク フ ェ ー ス の 様子 を 。4 つ の 


4) 


パタ ー ン に 分 け て 図解 し ます . 
図 2・3・3 メイ ン サ ブ プ 間 イン タフ ェ ー ス の タイ ミン グチ ャ ー ト (2 の | ) 


バダ ターン ] リセ ッ ト か ら コ マン ド の 送出 まで 





メイ ン 2 リモ セッ ト 後 
お の 初期 化 









BUS Y 邊 ST Na ) Ready 
プ ブフ ゲ グ 2  ) 
PP メイ ン 側 か ら の 上 E コマ ンド 
CPU コマ ンド を 待つ けち 

上 有 (リセ ッ ト 後 、 サ プ 側 に 接続 され る ) 

RAM 


ッ パ ダー ン 2 Ready リ クエ スト ( (デー タタ 読出 し な どの ケー 和 】 


BY 詩人 Ready 
の 人 (HH) も うり 
PS が 実生 シテ ンド / HALT 状 能 
に # ま る げ ば ち 
に に が) 6 光 か 1 
上 有 2 ド 家 イ 條 の の ブー タダ * Readv ES プラ プラ ゲ 
R AA の フラ グセ ッ ト に た 
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攻 に 。 サ ソン シス アム と 関係 が : 示 い ズ メイン 側 上 ププ り ボー ト に つい て 46 ペ ー ジ に 
まめ の て お きま す . 

ここ で 特に 気 を つけ な く て は な ら な い の は , $FD0 2 番地 ビッ ト 0 に 位置 す 
の イー ボー ド 判 みみ の マス クノ に つい て で すず す 。、 の ビッ トト ほ キー ポー ド か ら の 割 
込み 信号 が 加わ る 先 を , サブ 側 (FTIRQ) に する か , メイ ン 側 (IRQ) に す 
る か を 決定 する 切換 え ス イッ チ で , 通常 は , 割込み 信号 が サブ 側 に 加わ る よう に 
設定 され て お り , この ビッ ト の 値 に よっ て , メイ ン 側 に 接続 され る よう に で きま 
す 。 キーボー ド デ ー ク タク は, 常に どちら の CPU か ら で も 読込 み 可 能 に な っ て お リ り 


mm 
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図 2・3・3 メイ ン … サ プ ブ 間 イン タフ ェ ー ス の タイ ミン グチ ャ ー ト (2 の 2 ) 


キャ ン モ ル 割 込み (メイ ンー サブ IRQ。 コマ ンド 実生 中 止 の 妥 求 ) 










メイ ン NX 2 ド キャ ン で セル 
に 0 送出 割込み 妥 来 


キャ ン セ ル 割 込み 6 
RC に こら か ハス ダ 


サブ プ 
CPU ーーーー 


全 2 選 エア アダ 
($D4 0 0 番地 ) 


※ キ ャ ン セ ル 肖 込み IRO レジ スタ は 。 メ イン 作 $SFD0O5 番 地 ピ ビット 6 へ の 01” の 上 講 込 み に よ り セ モット. 
サ プ 側 $ D 4 0 2 番地 の アク セス に より クリ ア さ れる よう に な っ て ます 。 も ちろ ん 。 リセ ッ ト が か か っ た 

ka EE 回 征 川 に ググ アプ き 示 ま すう" 

5 キャ ン セ ル 誠 込 み TIR レジ スタ の ク リ アア 。 貞 B0O0K[ アフ アラ ゲカ の ギ ッ ト 【( エ . サブ 作 1 KOQO サ ービス ネス ネルー ナチ 


ユ 
内 
慰 Res を オテル t す 図 中 「 R 2 ヶ 骨 !」 と に いて ある 分 が サ ービス メス ルー- ン に 相当 し 1 ます . 








アテ ンション 割込み (サブ プー メイ ン F IRO、 要請 きれ た 割込み 時 象 発生 の 辿 知 ) 
F I KO 
メイ ン 3 天 生 サー ビス HALT ステ ー タ ス 割 込 
、 メイ ン 人 八 独 日 の タス ク 2 SR さら 中 
CPU イン 凍 旬 中 也 /N ルー チン 要求 読込 み 処理 
由 」 $FD0O 1 

ドド で ROOT 時 リー ド 征 呈 
レジ スタ 昌 で (L) 
[ ! メイ ン 條 か ら 依 頼 の あっ た アジ ンジ 呈 マ ea 

6 訓 込 み 事 象 の 発生 器 込 み 旧 求 E 許 催 上 年 ) 
共有 7 | た ・ 守 上: み の ) 醍 却 
KR AA (ステ ー タ スレ ジス タ に 計 き 込ま れる ) ステ ー タ スク リア 


9 ICU レス ダ 人 は 。 サ プ ブ 側 $ D 4 0 4 番地 の アク セス 。, Break キ ーー 堤下 に より セッ ト さ れれ 。 メイ ン 側 
spFDO4 番 地 (FIR (J) 共 来 此 ) の 読込 み に よ り ク リア され る よ まま eeet iD) ます 。 も ちち 念 ん 。 有り モット 
が か か っ た 場合 に は 自動 的 に クリ ア さ れ ま す . 
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灰 色 の 部 分 が サブ プシ ステ ム と 関係 の 深い エリ ア で す . 








ヽ J! 
ーー 








キー アー タ ( パ 
ま ビ が 小 ) 
クロ ッ ク 状 態 


ュー 
| 
が 






キー アー タ 
(ビッ ト 0~-7) 









ーー 
| 
ーr 





0 "で 割込み 祭 止 プ "1 で 


IRQ 割込み の 
の (RS -232C 関 係 の 割込み ) 


定 大 グレ ジス イア 


IROQ 割 込 
委 水 元 を 表す レ 
ジス メ 
FIROQ 割 込み 
の 妥 求 元 を 表す 

















イン タフ ェ ー ス , 
Z/80 切 換え SW 





(※ フ ェ ー ズ ] お よび II 参照) 


アク セス 制御 (サブ CPU に よ 
る VRAM 各 画 面 の アク セス 権 
の 制御 ." 1 " で アク セス 禁止 ) 


ディ スプ レイ 制御 
("1 で 表示 閑 止 ) 















$FD38 
コー ド 0 (時 ) 


パレ ッ ト 
の 
※VRAM を 
指定 する 際 
の 議 理 的 カ 
か 
と 。 実際 に 
に RE 表 

















実際 に C RT 上 に 
表示 され る 人 色 の か カ 
プー コン デザ 
物理 的 


が プー ロン 





$SFD3F 
コー ド 7 (1) 






ます が , も し 割込み 信号 の 接続 され て いな い 方 の CPU が , キー ボー ド デ ー タ を 
読み 込ん で し まう (メイ ン が $FD0O1, サブ プ が $D401 を リー ド す る ) と 。 
その 時 点 で 自動 的 に キー ボー ド 割 込み 用 の フリ ッ プ フロ ッ プ (キー スト ロー ブ プ ) 
を グリ デ し て し まり の で 。 キー デー ク グ の 人 月 失 が 起こ る 可 胡 性 が あり ます (2 * 
3 ・4). くれ ぐれ も 誤っ た 読出 し を し な いよ うに し て 下さ い . 


図 2・3・4 キー ボー ドイ ンタ フェ ー ス 部 の ブロ ッ ク 図 


MB88401 
ーー ドジ ラー ジグ 
ec oe 


が 704 人 け 外 ー ド 1 ん 


4 jMHz 















0 一 7 





サ プ デ ー タ バス 


サブ $D 4 0 1 リード 信 全 
0? 
た が ま 目 惨 短 


KR 12 


| 
(キー スト ロー ブ ) りー ポル が よ 計 介 


ri が 
ゅ PDO2 
フイ ト 恒 号 


の 3 
mhU ダ み ダス 
メイ オイ ン デー ダバ DO0 一 DD7 


メオ イン $FD01 リ ー ド 本 人 号 
2 


メイ ン $FD0 0 リード 信 人 号 


し kc) ED 
7 がり に しれ ギ ) 


4/ 


一 方 , V R AM の マル チ ペ ー ジ 制御 は , 図 2・3・5 の よう に 行わ れ ま す . 


2・3・5 マル チ ペ ー ジ 制御 の 様子 (この 図 で は , CRTC か ら の 信号 は 省略 し て あり ます ) 











CPU か ら 6 2 RT 
た 9 Fo W) Io 2 列 一 直列 ii 
(BLUE) | U6MHZ) 。 変換 用 (パレ ッ ト レ ジス タ ) 
B 上 UE DOUT 8 ピット へ 
0 PP シア トレ ジス ア 


信号 
E3 "フリ 


CS は) 





0 日 





VRAM 










(RE 上)D) 
RED) DU 
* ズ eS 
2 CAS ーー 
信 ぢ RED の 


し 凡 .S R) oo ドジ デー クタ 






VRAM 
(GREEN) 
8N 爺 品 張 






は ば 民 選 区 
/ の モス 










6 で で 0 
EK GREEN の 
(CASG) RS 112 
| アク モス ("1 で ) 
| 制御 アク セス 禁止 
| ア ィ スプ レイ 1" で 
| 制御 ディ 文 プレ イ 生 上 


$FD37 ラ イト 信号 (メイ ン !/0O ボ ポー ト ) 


※ アク セス が 禁止 され た VRAM 領域 を リー ド す る と ,。 “$FF” の デー タ を 読み 取る こと に な り ま す . 
これ は 。 デー タバ ス に 付加 され て いる プル アッ プ 抵 抗 の 働き に よる も の で す . 

※ また アク セス が 禁止 きれ て いて も ,、。 オフセット レジ スタ に よる スク ロー ル は 通常 どおり 行わ れ ま す が , 
スク ロー ル に よっ て せり 上 が る 儲 域 の クリ ア が 行わ れ な いた だ ため, 画面 が 見 プ ら く な る こと が あり ます . 
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2-ー4 CRTC に よる VRAM 制御 


V R AM 部 分 の プロ ッ ク 図 2・4 ・1 に 掲げ ます .。 この うち ユー ザ に と っ て 最 
5 関心 の ある 部 分 は 。 V R AM の アク セス 権 の 問題 と 。 オフ セッ トレ ジス タク の 書 
換え に よる 高速 スク ロー ル の 模様 の 2 点 で し ょ う . 

則 BD で る ぶれ だ よう 代 。、 同 一 の VNAM を サブ プ CPEU と ORTC (ORKT ラ コッ 
トロ ー ラ ) の 2 者 が アク セス する 関係 上 , 競合 を 防ぐ た め に CRTC の 側 に VR 
AM アク セス の 俊 先 権 が 与 えら れ て お り ま す . つま り サ ブ CPU が , VRAM を 
アク セス する こと が で きる の は , CRTC が VRAM を 読み 出す 必要 の な い 水 平 
お よび 垂直 帰 線 期間 中 の み と し , それ 以外 の 期間 の サブ CPU に よる VRAM ア 
クセ ス は 。 い っ さい 受け 付け な い 機 構 に な っ て いる の で す (な お 図 2・4・1 に 
お いて , 水平 お よび 垂直 帰 線 期 間 中 で ある こと を 知ら せる 信号 と し て フラ ン キ ン 
グ 信 号 が 描か れ て いま す ),。 FM- 7 7 で は , 前 節 で 述べ た と お り , 事情 が 異 っ て 
お おり 半 す : 

オフ セッ トレ ジス タ の 書換 え に よ る スク ロー ル に つい て は , 次 節 「 高 速 ス クロ 
ー ル の 構造 」 の と ころ で 詳し く 述 べ ま す が , お お ざっ ぱに 言う と 次 の よう に な り 
あす. 

各々 の デー タ が 格納 され る , VRAM の 絶対 的 な アド レス (物理 アド レス ) そ 
の も の は 不動 な も の で す が , サブ プ じ PU も し く は CRTC か ら の アデ アドレス 線 と の 
間 に 加 算 器 を 通す こと に よっ て , サブ CPU・CRTC が 想定 する アド レス ,。 す 
な わ ち , 論理 アド レス を 相対 的 に ずら し て や る こと が 可能 で す . 任意 の タイ ミン 
グ で 任意 の アド レス だ けず ら す こと が で きる よう に ,。 加算 器 に オフ セッ トレ ジス 
グ UK は れる 上 ト / ア 0 ホー トド の つ が な が いで お き 。 サ ア C PU の デー タバ パス と 之 洋 する 
こと に よっ て , VRAM の 物理 アド レス と 論理 アド レス と の 対応 関係 を 瞬時 の う 
ち に 変え る こと が 可能 に な っ だ た わけ で す . あたかも , ある 場所 の 画面 デー タ が , 
一 上 時 に し て 別 の 場所 に 移動 し た か の ご と く 〈 く 見 える の で す .FM-ー7/8 の VRAM 
に は , 初歩 的 な 仮想 記憶 方 式 が 採用 され て いる と いっ て も よい で し ょ う ). 

この 他 , メイ ン 側 か ら ア クセ スコ ント ロー ル 線 ディス プレ イコ ント ロー ル 線 , 
お よび パレ ッ ト コ ント ロー ル 線 が 伸び て きま す . これ ら の 信号 の 機能 ・ 形 能 に つ 
いて は 前 生 で まとめ だ た と お り で す が , ある ブロ ッ ク の VRAM ( 青 ・ 赤 ・ 緑 の い 
ずれ か の プ ブロック ) の アク セス を 禁止 し た 場合 に は , サブ CPU 出力 信号 か ら 生 
成 さ れる CAS 信 号 が マス ク き され ます . 
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ッ ク 図 


巡 2・4・| VRAM プ ブロ 
※ 上 灰 人 色 の 部 分 ほ は 。 CRT す C 
プレ ドリ ー ド AS (MB60H0O 1 0) に 万 す 

サブ プ し じ お ロー ビビ AS る 部 分 で す 








サブ CPU D0O--D? 
デー / バ マズ 


ED 


= 
5 


2 
ロリ 
ロ 層 


NM 


$0000-$3FEF 
7 の $4000-$7FFF 


$ ゃ 8000 一 $BFFF 
に AR OK 


メオ ン T/O0 ポート VRAM アク セス コン トロ ー ル 回 路 
SFD37 (B) (R) (G) 













6 VRAM(B)! VRAM(R)! VRAM(G) 

メ [ 

9 IN OUTPUEN OUTILN 。 DUHT R AS 
ン サブ プ CPU に 2 和 vi| 

の ! デー タバ ス 

『 日 

へ ! 

よ ( 

り 


… 壮 列 事 直列 変換 回 路 


メイ ン 1I/0 ボ ポー ト 


ゅ FD38 一 3F 





hm 本 還 。 間 h : - ! 生 


Seesaa D K G 0 ……… ビ デオ 信号 出力 
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2 一 5 高速 スク ロー ル の 構造 
2 一 5 一 | 表示 され な い 部 分 と オフ セッ トレ ジス タ 


1 ) VRAM に 対す る 計算 

FM-7/8 で は , 1 画面 に 対す る VRAM は 16384 バ イト ($4000 
バイ ト ) 割り 当て られ て いま す . ここ で , 1 画面 に 何 バ イト 必要 で ある か を 正確 
区 和 者 虹 し て みる と 次 の よう に な を なり ます . 

640X200 エ 8=16000 ($E80) 
8 で 割っ て いる の は ,。 1 バイ ト に つき 8 ドット を 表す こと が で きる か ら で す . こ 
れ か ら 考 えれ ば , 

16384 一 16000 三 884 ($5180) 

バイ ト の 余分 な 領域 が 存在 する こと に な り ま す . こ の 3 8 4 バイ ト と いう の は は , 
3072 ド ッ ト . すなわち 4 。 9 ラフ ライン (1 ラ イン テニ 64 よ 40 ドット) 相当 し まま 
4. 8 ライ ン と は , 6 4 0 ドッ トメ 4 ライ ン と 512 ド ッ ト に 対応 し ます ( 図 2・ 
5・1). これ だ け の 領域 が , 表示 され な い 部 分 と し て 残さ れ て いる こと を 覚え て 
お いて 下さ い . な お , V R AM の 具体 的 な 構成 に つい て は , 3 一 5 節 を 御覧 下さ 


いい _ 


図 2・5・| 表示 され な い 信 域 区 2 の 2・5・2 アド レス と オフ セッ トレ ジス タ 


$0000 640 ド ッ ト オフ セッ トレ ジス タ 


0AloAlOAloAloaloAloAloAlOA 
NN 
画面 に 表示 きれ b15bl4b13b12bl1b10b9b8b7 b6b5b4b3b2b1b0 
る VRAM ※()A=OFFSET ADDRESS 





2000 ライ ン 
オフ セッ ト レ ッ / "0 
アド レス ノバ ス 





画面 に 表示 され 
ーーーーーーーーーーーーー…ーーーーーーーーー 邊 7 こも vV R AM 
$3E80 人 2 凍 $S3FFF 


5 ライ ン 1 


VRAM 


り 1 


り 2) 沈 宅 次 ドジ スグ 
FM 7 8 では, ハー ドウ ェ ア 的 に スク ロー ル を 遠 くす る た め の オ フ セ ッ ト 
レジ スタ が 設け られ て いま す . スク ロー ル に 関す る 話題 と いう の は , この オフ セキ 
トレ ジス ク に つい て の 知洋 と いり こと に な り ま す の で これ か ら は ほ は オラ も セット 
レジ スタ を 中 心 に 話 を 進め る こと に し ます . 
オア セッ トレ ジス グ は 、 PEPMWGCCRTO が VRAM を アク も セス する 途中 に 設 
けら れ て お り , VRAM の 実際 の アド レス (物理 アド レス ) は 。 サブ プ C PU や C 
RT し じ が 出力 し た アド レス ( 庄 理 アド レス ) に ,。 オフ セッ トレ ジス タ の 値 が 加算 
され た 値 に な り ま す . すなわち , 
(VRAM の 論理 アド レス ) 
=ー(CPU・CRTC が 出力 し た 論理 アド レス ) 十 (オフセット レジ スタ の 値 ) 
GS00。 オア モツ ウル レンジ ベス の の 條 人 2 作 江 の と よら て OU CR 
下 じ が アク セス する VRAM 物理 げ ド レス は 変化 し ます の で 。 画面 上 の デー タ は 
瞬間 的 に 移動 (スク ロー ル ) し た よう に 見 える の で す . 
" 例 ば は 。 オ アフ セッ トレ ジス クタ が 0 の と き 、。 VRAM ト の 物理 アド レス $01.0 
0 番地 に $8 0 と いう デー タ (ドッ ト ) が 書か れ て いた と し ます . 
4 ノア モッ トレ ジス ズ スク を 0 か ら 8.0Y0 A 0 た 換え た 場合 に は , 光 租 の $ 0 100 
和仁 地 は , CPU, CRTC か ら 見 れ ば $ 0 0 6 0 番地 (上 記 の 式 で 言え ば 。 $ 0 
100=$0060 十 $00A0O) と な り 。 従っ て CR 和 TC に よっ て $006 
0 竹 地 に 対応 する 位置 へ その デー タ が 表示 され ます . 


図 2・5・3 オフ セッ トレ ジス タ 




















は が 
9 ビー ッッ ト 
NTPRINNNN 
b7b6b5b4b3b2blbO0b7b6bsib』4b3b2 blb0 
sD4 0 E $ D 」 0F 


※ り AA=UFFSET ADDKRESS 


ここ で 生 本 な こと は 。 CU と CRTC と の 以 方 に 対し て 同一 の オラ セッ ト 値 
が が か つて いる と いう こと で す . 

CPU の 論理 アド レス =CRTC の 論理 アド レス 

と いう こと で , VRAM の 物理 アド レス と の 相対 関係 は 。 CPU と CRTC で 共 
通 の も の と な り ま すか ら , VR AM の 物理 アド レス を 全く 考慮 に 入れ な く て も よ 
い の で す 。 じ PU (つう まり ユーザ) が 相 定 し た 位置 に ドッ ト を 書き 基 な と 。 CE 
TC も 同じ 位置 を 想定 し て , その ドッ ト 表 示 を し て くれ る の で す . だ か ら , 普段 
の 状態 で は V R AM の どこ が 使用 きれ て いる か を 全く 無視 し て よい の で す 
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た の ある . 基 ま 還 mM 


スク ロー ル の 場合 も , VRAM の 物理 アド レス は 無視 し て よい の で ,。 これ か ら 
は その こと に つい て いっ きい ふれ ませ ん . VRAM は , CPU・CRTC が 想定 
し て いる 論理 アド レス に 基づい て 記述 し ます . そし て , ユー ザ の 皆さん は 次 の 2 
つ を 記憶 し て お いて 下さ い 、 

・ ス クロ ー ル は , オフ セッ ト 値 を 変更 し た と き の 相 対 的 な 移動 で ある . 

OURNULS GROEG の AO ん ん 
に ある VRAM は 表示 され な い . 
な お , オフ セッ トレ ジス タ の オフ セッ ト 値 は , 青 , 赤 , 緑 の 3 画面 に 対し て 一 様 








に か けら れ ま す の で , 簡単 の た め 1 画面 ( 育 の 画面 ) に 対し て の み 読 明 を 行っ て 
いき ます が , 同時 に 同じ こと が 他 の 画面 に つい て も 行わ れ て いる こと を 忘れ な い 


で 下さ い . 

1) オフ セッ ト 値 に よる 相対 移動 

オフ セッ トレ ジス タ は 、1 60 ビッ ト あ り ま す が ,、 そ の 中 で 有効 ダ な の は ビッ ト 5 
ーー13 の 9 ビッ ト だ け で す . オフ セッ ト を か ける に あ だ っ て , 1 番 小 さい 上 正 の オ 
フ セ ッ ト 値 か ら 列記 し て いく と, 

0 作 人 。 沸 2 人 。 お 004 ル 4W。 90060U0。 NO00USB。 NN 0 0 人 AU。 
$00C0,$00E0,$0100,.$0120.$80140。… の et 
と いう こと に な り ま す . また , オフ セッ ト 値 に よる 相対 移動 を 考え る と き は , 元 
の オフ セッ ト 値 と いう も の は あま り 重 要 で な く , 今回 そ を の オフ セッ ト 値 に どれ だ 
け の 値 を 足し た (引い た ) か と いう こと (オフ セッ ト の 増分 ) が 重要 に な り ま す . 


1 番 小 さい 正 の オフ セッ ト で ある $0O0 0 2 0 を 足し た 場合 に つい て み ま す . 式 
で 表す と (OFESE 華 は オフ セッ トレ ジス ク の 値 ) 次 の よう に な り ま す 
UEESET 三 OFESET 土 $6OO20 





この と き , 画面 は 図 2 角 和 し 
ます (VRAM が 連続 し て いる た め , 正確 に 左 に 移動 し て いる の で は な く , 元 の 
画面 の 左 2 本 な も 村人 

20090 ド ツ ド トド 征 スグ 一 ル 9 る の は ほ 。 

ゃ 0020 ※X 8 (ドッ ト ) = 256 (ドッ ト ) 
うこ と に な り ま びす 、 (人員 え ば, 信 ま で 豆 理 アド レス $002 0 番地 ee っ p yy 
ー タ が , オフ セッ ト を か けた 後 は 論理 アド レス $ 0 0 0 0 番地 PP 





り O 


まだ , 今 ま で $0000--$001F 番 地 に あっ た デー タ は , 画面 に 表示 され 
な いい 領域 で ある $3FE0 一 $3FFFE 番 地 に 移動 し て いま す ( 図 の 斜線 部 分 の 
移動 が それ に あたり ます ). これ を 式 で 表し て みる と , $ 0 0 0 0 に あっ た デー タ 
は , 
pk0U 0U0 ーーDU020 0 直 WM4000. 紀 DD9HNRO 
と いう こと で $3FE0 に 移り ます . $ 4 0 0 0 を 足し て いる の は , 画面 が 循環 
し て いる だ の (ポア セッ ドレ ジス クタ で は ほ ビッ ト 1 4 以上 は 無 夫 する た だ ため) で す . 
先 棚 の よう に , スク ロー ル 後 の アド レス を 計算 する 式 は 次 の よう に な り ま す 。 
(スク ロー ル 後 の アド レス ) =( ス クロ ー ル 前 の アド レス ) 一 (オフ セッ ト 増 分 ) 
人 $0000 
上 の 部 分 の 値 が 負 の と き は $4000 


較 2・5・4 $0020 を 足し た と き の ス クロ ー ル 


スク ロー ル 前 スク ロー ル 後 
256 ド ッ ト 
っ 層 一 ーーーーーーーーー 義 w- 


$S0020 








表示 され 
る 右 域 
1 ドット 
ト 上がる 
表示 され 
父 示 され る 問 域 へ 
な い 右 域 移動 
512 ド ッ ト $3FE0 衣 示 され な い 号 域 


へ 移動 


同様 に オフ セッ ト と し て $0040 を 足し た と き は , 図 2・5・5 の よう に 512 
ドッ ト 左 に (1 ドッ ト 上 が っ て 1 2 8 ドッ ト 右 に ) 移 動 し た こと に な り ま す 。 斜線 
の 部 分 は $0000--$O) O 3 番地 で , 表 示さ れ な い 領域 へ 移動 する 部 分 で す . 

$ 0 060 を 足し た と き 母 。 1 ドッ ト 上 が っ て 左 に 1 2 8 ドッ ト 移 動 し だ こと 
に ,。 $0080 を 足し た と き は , 1 ドッ ト 上 が っ て 示 に 256 ド ッ ト 移 動 し た こ 
ど ご に な が なり 50 0A0OU を 足し た と き は , 上 に 2 ドッ ト 秘 動 し だ ご と な か なり ます . 

それ 以上 は ,。 同じ よう な 株 反し に に なり ます 、 また 、 引い た ( 負 の 件 で 征 し だ ) 
場合 は 今 ま で 述べ た こと の 逆 の こと ( 元 の 画面 が オフ セッ ト を か けた 後 の 画面 

と 入れ 替わる ) が 起こ り ま す . 例え ば , $00A0 を 引く と 下 に 2 ドッ ト 移 動 し 
= 上 

また だ , 説明 で は 述べ ませ ん で し た が 表示 され な い 領 域 に 移動 し た 分 だ け , 表示 
され な い 領 域 か ら 表 示さ れる 人 訪 域 に 移っ た 部 分 が ある こと も 忘れ な いで 下さ い . 
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図 2・5・5 $0OO040 を 足し た と き の ス クロ ー ル 


スク ロー ル 前 スク ロー ル 後 
512 ド ッ ト 


表示 され 
る 三 域 


表示 され 
な い 右 域 





表示 され な い 領 域 へ 移動 


図 2・5・5 スク ロー ル と アト レス 


$S ゃ 0000/$0020 /$0040 





凶 の 矢印 の 示す 位 
( な は. | 衝 商 の 2 
NN p【 6 中 (は 。 オフ セッ ト 


$ ゃ 00A0 $00C に 0 $ ゃ 00E0O を か けた 後 で 画面 
の 最上 最 左 端 に く 
る 位置 を も , 示し 
て . や る 


| | | | 
り 126 256 36』 出 640 


オフ セッ ト 増 分 に 対し て は , 次 の よう な 公式 が で きま す ( 負 の と き は 逆 に な り 
ます ). \ は 整数 除算 を , mo d は 整数 除算 の 剰余 の 演算 を 表し ます . 


(( オ フ セ ッ ト 増 分 ) \ $00OAO)X2 = ( 縦 方 向 の 移動 ドッ ト 数 ) 


(( オ フ セ ッ ト 増 分 ) mod $0O0OA0O) が , $O0O0O0 の と き は , 横 方 向 の 移 
動 な し, $ 0020 の と き は 左 に 256 ド ッ ト 移 動 , $ 00 4 0 の と き は 上 に 
| ドット , 右 に 1 2 8 ドッ ト 移 動 ( 左 へ 5 12 ド ッ ト 移 動 ). $ 0 0 6 0 の と き 
は 上 に 1 ドット, 左 に 128 ド ッ ト 移 動 ,。$0080 の と き は 上 に | ドッ ト , 右 に 
256 ド ッ ト 移 動 し ます . 


この よう に FM- 7/8 で は , 縦 方 向 に は 最低 2 ドッ ト , 横 方 向 に は 最低 1 2 8 
ドド す つ し か ス ノ ロ ー ル で きま せん 。 


りり 


2 ) 表示 され な い 全 域 

スク ロー ル を 続け る と , 表示 され な い 領 域 に 入っ た 部 分 が , 再び 表示 され る 全 
域 に 移動 し て きま す . この と き , 元 の 形 の まま 表示 され れ ば 問題 は な い の で す が , 
実際 は V R AM が 半端 な バイ ト 数 な の で ずれ て 表示 され ます . 

例え ば ,。 オフ セッ ト 増 分 と し て $ 0 0 AO を 加え て ,。 上 に 2 バイ トス クロ ー ル 
し た 場合 は , 図 2・5・7 の 表示 され て いる 領域 に ある 斜線 部 は ,。 スク ロー ル 後 , 
表示 され な い 領 域 の 終 線 部 分 に 移動 し ます . この と き , 表示 され な い 領域 が 6 4 
0 ドッ トメ 4 ライ ン と 512 ド ッ ト の 大 き さ を 持っ て いま すか ら , 表示 され な い 
右 域 に ある 衝 線 部 分 は 。 元 の 斜線 部 分 と 比べ て 左 に 1 2 8 ドッ ト ず れ た 形 で 格納 
され だ た こと に な り ま す . だ か ら $ 0 0A0O を 加え 続け て , 表示 され る 領域 に 移動 
し て きこ と き は ほ 。 2*5*・9 の よう に に 12 86 ドッ トド ト ず れ た だ た 彩 で 出 で き ます 、 
この よう に , 5 1 2 ドット と いう 半端 な 大 き さ を 持っ て いる た だ ため, 縦 方 向 に ス 
クロ ー ル を 続け て いく と 12 8 ドッ ト 左 に ずれ る と いう 現象 が 起こ り ま す ( 図 2・ 


「 瞳 目 呈 1 


図 2・5・7 表示 され な い 領 域 に よる すれ 





表示 され 
る 右 域 
コ ョ ー 方 : に 128 
ェ ーー ン ド が ト す 
表示 され れ た まま 





な い 領 域 


512 ド ッ ト 


だ に 128 ド ッ ト ず れ た 
肛 で 容 納 


この こと を 考慮 に 入れ れ ぱ ば , 先程 の オフ セッ ト 増 分 の 公式 に お いて , 増分 が $ 0 
0 A0 で 割り 切れ て も , 横 に ずれ る (スク ロー ル す る ) 可能 性 が ある の で 注意 し 
た SM 


図る 2・5・8 すれ か ら 起 こる 現 銀 


5 


綻 方 向 に スク ロー ル を 続け て 
の Y 座 標 に 戻っ た と き は 
た に 128 ド ッ ト ず すれ て いる 
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3) 久 グ ロー ル 実 行 法 

I プ ) ポ ボート の オフ セッ トレ ジス タ は 書込み だ けが 可能 で , 読み 込 も うと する 
と 値 が 不定 に な りり ます. そこ で ,。 サブ シス テム の モニ クタ は オフ セッ ト 値 を 保存 す 
る だ め の ワ レー クエ リア と し て 、 VOFST と いう ラベ ル の 2 バイ トト の ワー クエ リ 
ア を 設け て いま す . FM-ー 7 で は , $DO1F-$D02 0 番地 が それ に あたり 。, 
FM-8 で は $D01D-$D0 1E 番 地 が それ に あたり ます . 

両方 の 機種 に 使え る よう に , ラベ ル 名 を 使用 し て アセ ンプ ブラ で 書く と , 以下 の よ 
うな プロ グラ ム に な り ま す , $D4 0 セー$D4 0 番地 が オフ セッ トレ ジス タ 
の ある 1I プ 0 ボー ト で , それ に 書き 込む と き に は , 必ず VRAM アク セス フラ グ 
(= ニ $D409) を ON に し て お いて 下さ い 、 


LDD  .VOFST-……………ーー………ー 元 の オフ モッ ト 値 を と り 出 す 
ADDD OFFSETVALUE …………… オフ モッ ト の 加算 値 を 足す 

(SUBD UFFSETVALUE ) (ある い は 引く ) 

TA ま も D0 コ 親和 演 拓 VRAMM ア タモ セス メス プラ ゲ ダ ONN 

NN 。 誠 回 記 O NRNBOYECKNAYrWMDVNSORN9agt オフ セッ ト 人 を ワー クエ リア に 
人目 $0D40E ーーーーー バ の の の ムー オフセット 値 を オフ セッ トレ ジス タ に 
2 0 二 SPINSRRSBI2ESCX2SR VRAM テク セス フラ グ OFF 


2 一 5 一 3 スク ロー ル 活 用 法 


1 ) 上 , 下 ス クロ ー ル で ずれ な くす る 方 法 

上 ( 下 ) 方 向 の スク ロー ル で , 表示 され な い 領 域 の 最後 が 5 1 2 ドット で ある た 
め に , スク ロー ル を 続け る と 1 2 8 ドッ ト 左 に ずれ て きま す が , これ を 防ぐ 方 法 
が あり ます . た だ し , この 方 法 は 。 2 ドッ ト あ る い は 4 ドッ ト の 上 人 下方 向 の スク 

ロー ル に し か 使用 で きま せん . 

2 ドッ ト 上 に スク ロー ル す る 場合 は 。 オフ セッ ト を か ける 前 に , 図 2・5・9 の 
よう に 画面 最上 の 2 ライ ン の 内 容 を , 表示 され な い 信 域 の 上 2 ライ ン に 転送 し て 
Ni この 後 , オフ セッ ト を か け て ($00A0 を 足し て ) スク ロー ル を 行 

, 表示 され る 右 域 の 下 2 ライ ン に 出 て くる の は , スク ロー ル を か ける 前 の 画 
WM 人 P 

2 ドッ ト 下 に スク ロー ル す る 場合 も , 図 2・5・9 に 示す よう に 表示 され る 領域 
の 下 2 ライ ン の 内 容 を , 表示 され な い 住 域 に 転送 し て か ら ス クロ ー ル を する と , 
画面 最上 に は 元 の 画面 の 下 2 ライ ン の 内 容 を 表示 させ る こと が で きま す . 

な お , 転送 する と き は , 青 , 赤 , 緑 の 3 画面 に つい て 行っ て 下さ い . 4 ドット 
の 場合 も 同様 の 転送 を 4 ライ ン に し て 行っ て 下さ い . 


り 7/ 


図 2・5・9 ずれ を な くす 方 法 
上 に 2 ドッ トス クロ ー ル する と き 下 に 2 ドッ トス クロ ー ル する と き 
あら か じ め ) 


表示 され な 
い 領 域 へ 転 
開 





図 2・5・|0 新た な デー タ を 出現 させ る 方 法 





表示 され 

る 写 域 

衣 志 され 

た な ・ い 上 域 

新た な デー クタ を 入れ て お く 5 ドッ ト 上 に 表示 され る 領域 の 下 2 ライ ン 
スク ロー ル か 


さら に , 図 2・5・10 の よう に 表示 され な い 領 域 を 。 新た な デー タ を 格納 し て か 
ら ズ クロ ー ル すれ ば 見 て いる に と RMASF 
る の で 。 スク ロー ル を 利用 し た ゲー ム な ど に 応用 で きま す . 

2 ドッ ト 上 に スク ロー ル す る と em ログ ラム を ,。 この 節 の 最後 に 掲載 し まし 
だ の で 御 参照 下さ い . 


2 リオ ブフ セッ ト 仁 の ウー クエ リア VOPST 

IT プ 0 ボ ポー ト の オフ セッ トレ ジス タ は 9 ビッ ト だ けが 有効 で し た が , ワー クエ 
リブ の VOFST は JO ビッ ト が 有効 に な り ま す (た だ し 。 き の 中 の 9 ビット 
だ けが 1 了 /O ボ ー ト に 書き 込ま れる と き に 意味 を 持つ の で す が ). こ れる を 利用 する 
と , オフ セッ ト に 半端 な 数 値 を 足し て いっ て や れ ば ,。 何 回 か に 一 回 は 違う スク ロ 
ルレ た 朋 の こと が で きま うす 

例え ば .$00A1 を オフ セッ ト 増 分 と し て 足し て いっ た 場合 。 ワー クエ リア 
.・VOFEST に は $0 0A1 の 有効 で な い $ 1 と いう 値 も 足 さ れ て いき ます . この 
スン 王 ど ル る で 32 回 和合 うと, 8 2 則 目 に は し. (1 32) 民 す 20 と を みり, 2 ド 
ッ ト 上 に スク ロー ル を する と 同時 に , 左 に 2 5 6 ドッ トス クロ ー ル し ます . 同様 
に , や 00A2 の と き は 16 回 に 1 回 。$00BO の と き は 2 回 に 1 回 の 割合 
で 左 に に 256 ドット スク ロー ル を 行い ます 。 ま た 。 引い て いく 場合 も 同様 の こと 


OS 


* 言 えま す (例え ば , $ 0 0A2 を 引い て いけ ば , 


2 のみ ドス クロール も ます ) 


1 6 回 に 1 回 は 右 に 256 ド 


10000 NAM 2DOTUP 

10010 UPT MEM.NOGEN 

10020 5000 ORG $5000 

10030 ※ 

10040 DO1F VOFST EQU $DO1F *※* $DO1D on FM-8 
10050 * 

10060 ネ 。 move tO Shared Fam 

10070 * 

10080 5000 START EQU 

10080 5000 BE FD05 LDA $FDO5 ネ HALT tO SubSySt@em 
10100 5003 2B FB 5000 BM 1 START 

10110 5005 86 80 LDA #$80 

1U1Z2O0 OUD/ B/ FD05 STA $FDO5 

10130 * 

10140 500A 30 8D 0010 LEAX PRUGRM , PCR 

10150 506E CE FC80 LDU す $FC80 

EBI BMT IT も 6 42 LDB #ENPRUG-PRUGRM 

10170 5013 RP 1 ELU < 

10180 5013 A6 80 LDA * X+ * ネ mOve pFOgFam 
10180 5015 A7 CO STA s+ 

10200 5017 5A DECB 

10210 5018 26 ト 9 5013 BNE RP 1 

10220 * ネ 

10230 501A 7F FD05 CLR $FDO05 * ネ go the pFO&gT8m 
10240 501D 39 RTS 

10250 < 

102650 * ネ 2 dot up SCFOII pFOgFTam 

10Z 7/0 ネ 

10280 501E PROGRM EQU 

10290 501E 0000 FDB $OO00 * ネ TEST COmmand 
10300 5020 3F FCB $3F 

IOBTO 50Z1 5 FCC *YAMAUCHI * 

10320 * 

10330 5029 93 FCB $3 * ネ TEST SubCOmmand 
10340 502A D38F FDB $D38F 

10350 502C 0 FCB $0 

10360 ネ 

103/0 bBOZU Bb D409 BITA $D409 ネネ VRAM aCCeSS On 
10380 5030 8E 0O000 LDX #$OOO00 ネ pOiteF initializ 
10380 5033 108E 3E80 LDY #$3E80 

10400 5037 C6 19 LDB #150 

10410 * 

10420 5039 PROG1 EQU * 

10430 5039 A65 89 8000 LDA $B000.X * ネ moOove GREEN VRAM 
10440 503D A/ A ム 9 8000 S ら 「A $ ま GO000 Y 

10450 5041 Ap 89 4000 LDA $4000.X * ネ move RED VRAM 
10460 5045 A7 A ぬ 9 4000 STA $4000 ,Y 

10470 5049 A5 80 LDA ュ + ま moOve BLUE VRAM 
10480 504B AA7 =16 ら 「 ム ャ Y+ 

10490 504D 5A DECB 

10500 504E 26 Ed 5039 BNE PROG 1 

10510 キネ 

10520 5050 FC DO1F LDD sVUFST * ネ Set OffSet 
10530 5053 CS3 QOA0O ADDD # ま OOA0 

10540 5056 FD DO1F STD VOFST 

IO550O 5059 FD D40E STD $D40E 

10550 505C B7 D409 STA $D409 ネ VRAM aCCeSS Off 
10570 505F 39 RTS 

10580 ネ 

10590 5060 ENPROG EQU * ネ 

10600 5000 END $5000 


TOTAL ERRORS O0000--00000 


TOTAL WARNINGS 00000--O0000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=S000 
PRUGRAM END ADDR=SOSF 
PROGRAM ENTRY ADDR=S5000 


りり 


2 一 6 タイ マ 用 NMI( ノ ンマ スカ ブル イン タラ プ ブ ト ) 


サブ シス テム で は , タイ マ 関 係 の 処理 を 効率 よく 行う た め に , 20ms 屯 に , NM 
| 割込み が 加わ る よう に な っ て いま す . この NM I 割込み は 。 いか な る ソフ トウ 
ァ 7 的 手 息 に よっ て も 本 下る こと が で きま せん 。 で すか ら 。 テ テー ザ が サ ア ンス 
テム を 使い こなす に あ だ っ て は , 常に NM TI が か か る こと を 頭 に 置い て お か な け 
れ ば な り ま せん . 例え ば , NMI サ ービス ルー チン 内 で は DP レジ スタ が 参照 さ 
れれ で お り 。 こ の NM 1 は いつ か か っ て くる が か も 和央 れん れ るい の で 。 サフ ンス テム が で 
キー ザ が DP レジ スク の 値 を 有 手 に が えて し まう こと は 訂 さ れ ま せん 。 ま た 。 メ 
イン 側 か ら 依頼 され た 割込み 事象 の 発生 は ,。 NM TI サー ビス ルー チン 内 で , アテ 
ンション 割込み 端子 を 通じ て 明らか に され る 機構 に な っ て いる の で , アテ ン シ ョ 
ン 割 込み を 独 目 の 目 的 で 使用 する 場合 な ど , 特に この NM 1I の こと を 念頭 に 入れ 
て お くく 必要 が あり ます . 

NM TI サー ビス ルー チン の 内 容 は , タイ マ 関 係 の 処理 系 サブ ルー チン と 密接 な 
関係 に ある だ め , ここ で は ふれ ず に 第 3 曹 (3 一 7ー5 節 ) に まわ し ます . ハー ド 
ウェ ア 的 に は 。 だ た いし た 韻 十 ほな いと 回 いま す . 
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先 つ 革 
サブ シス テム の 
1 
エー タ 内 部 ルー チン の 全貌 一 


実際 に サブ シス テム で プロ グラ ム を 動 
か す に あたっ と , サブ シス デム 上 の モ 
ニタ が どの よう に 機 能 し で る か , 
ー ク エリ ア が どの よう に 使用 ざれ て /) 
る か が わか り ま せん と , 非常 に 苦労 す 
る こと に な り ま す . 逆 に それ ら の 知識 
が あれ ば , 効率 の 良 J プ ログ ラム が て 
ぎる こと に な り ま す . ご の 昔 ぐ ば, ザ 
プシ スズ テム の モニク の ザ ア ル ー チ プン 
に つて 系 統 的 に 解説 する ご と に し ま 
し た . この 章 を 参考 に , ユー ザ の 次 ご さ 
ん の プロ グラ ブラム の 効率 の 向上 に つけ て 


研究 し ご くだ ささ. なお アド レス ば 上 F 
レロ AA ロ ヒ 川 M- ア シリ ー ズ の も の を 用 / 如 で /J ま す . 
Il『)YN/(S PF『fI 
SUDS 人 TE 








各 ル ー チ ン の 書式 の 説明 


sis トル レー デン に つい て 


グイ ドル 


機能 の まとめ 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ : 


共有 FR A M 上 の 復帰 情報 


主 な サブ ルー チン 


補助 ワー クエ リア 


長 。 説 


一 般 の サブ ルー チン に つい て 


タイ トル 





3 音 形 式 解説 


・ 量 人 に その サブ ルー チン の 代 : 
つい て , エン トリ アド レス お よび 終了 アド レス を 書 





。 コ マン ド 名 と 、。 そ の コマ ンド の コー ド 、。 そ の コマ ンド ルー ナン の エ 


ント リ ( 扶 刀 で くく っ て いま す ) を 災 き まし た . 


・ コ マン ド の 機能 の 簡単 な 説明 で す . 


その コマ ンド を 呼び 出す た め の , 共有 FR AM 上 の パラ メー タ を 表 に 
まとめ まし だ 。 た だ し 。 継続 フラ グ ビ ッ ト と コマ ンド ユー ド は 省略 
レ で ゆま す 


"その コマ ンド を 呼び 出し た 後に , 共有 R AM 上 に 返さ れる 情報 を 表 


に まとめ まし だ 。 だ だ し , エラ ー ヨ ー ド と 継続 プラグ ビッ ト は ほ 省 略 
し て いま す . 


・ そ の コマ ンド の 処理 系 に お いて , 重要 で ある と 思わ れる サブ プル ー チ 


ン を 列記 し , 簡単 に 説明 し まし た . 


・ ゃ ふ D0A0 以 降 の ワー クエ リア は 。 各々 の コマ ンド ルー チン で 独自 


の 使わ れ 方 を し て いま す の で , その コマ ンド の 処理 系 で の 使用 法 を 
説明 し て いま す . 


・ コ マン ドル ー チ ン の 解説 で す . 


的 な エン トリ の ラベ ル を 掲げ 以下 に 各 エ ント リ に 
SS 67 まし 清和 に ドレ 








ス が 一 致し て いる 電 合 は 省略 し まし た . 


・ サ ブル ー チ ン の 機能 の 簡単 な 説明 で す . 
・ 使 用 され て いる レジ スタ で す 。 スタ ダ タック に 保存 きれ る レジ スタ に つい て も ピ 明記 し ま 


し だ 。 だ に 。 PP お よび らし に つい で は 省 購 し まし た 








・ 呼 び 出す 前 に 与え を な けれ ば な ら な い パ ラメ ー タ で す . 

UM2CAGEL じ VS 人 設定 さき さ 4 の バア メー タ で す . 

・ 使 用 (書換 え , 参照 ) し て いる ワー クエ リア 。 デー タ で す . 

用 し て いる サ プ ル ー チ ン で す .。 ルー チン の 終り で ジャ ンプ する と いう 形 で 呼び 出 


す も の も 含ん で いま す . 


・ 簡 単 な 説 明 で す . 


3 一 | サブ シス テム の ソフ トウ ェ ア 体 系 


FM 一 7/8 の リセ ッ ト ベ クト ル は $E0 0 0 番地 に 設定 され て お り , サ ブ CP 
U の 動作 は $E 0 0 0 番地 か ら の リス ター トル ー チ ン に よっ て 始ま り ま す . この 
リス ター トル ー チ ン に よっ て ,。 ワー クエ リア の 物 期 化 等 を 行っ た 後 。 サ デ シ ステ 
ム は コマ ンド 受付 け 状 態 と な り ま す . 

サ プ ブシ ステ ベム の 動作 は , コマ ンド ハン ドラ も し く は コマ ンド コン トロ ー ラ と 呼 
ば れる コマ ンド 解釈 ルー チン (メイ ン ル ー プ ) に よっ て , すべ て 統轄 され て お り , 
CONT コ マン ド を 除い た すべ て の コマ ンド の 処理 動作 は , こ こ か ら 始 まり ます . 
コマ ンド 解釈 に は ,。 ジャ ンプ ベク トル 方 式 が 用 いら れ て お り , 各々 の コマ ンド 処 
理系 エン トリ アド レス が 書か れ て いる ジャ ンプ テー ブル か ら , コマ ンド 毎 の ジャ 
ンプ ベク トル を 読み 取っ て , その アド レス を コー ル し ます . この ジャ ンプ テー プ 
ME ツウ ンド ハシ ドラ の 邊 供 UBMWM 一 7 で は 9EO76 つ EOC6) に 島 
忠 し て お り ま す 。、 コ マン ド ハ ン ドラ に 限ら 5 ず ,。 サブ シス テム で は 持 る 所 で ジャ ン 
プ ベ クト ル 方 式 が 用 いら れ て お り , サブ ルー チン の 構造 化 と あい まっ て , 整然 と 
し だ アル ゴリ ズム に よる シス テム ソフ トウ ェ ア の 本 朱 に 一 伐 軸 っ て おり ま すず 

サブ プシ ステ ム の 各 処 理系 は 。 各 コ マン ド の メイ ン ル ー チ ン -- 中 位 の ルー チン … 
最 下 位 レ ベル の 汎用 サブ プ ル ー チ ン 群 と いう よう に, 構造 化 が 進め られ て いて , 上 
位 ル ー チ ン か ら 下 位 ル ー チ ン ま で ほとん ど 数 十 バ イト か ら 百 数 十 バ イト の 単位 で 
まとめ られ て お り ,。 効率 よく 運営 きれ て いま す . 従っ て 。 ユ ー ザ が サ プ シ ステ 
ム を 利用 する 場合 に は , 必要 な レベ ル で これ ら の 単位 を 呼び 出す よう に する と , 
スマ ー ト な プロ グラ ム を 作成 する こと が で きる の で す . 例え ば , PA IN 処理 
系 に 手 を 加え て 改良 し た いよ うな 場合 ,、 な に も , ドッ ト 表 示 の サブ ルーチン か ら 
わざ わざ 作っ て いか な く て も 








ョ 加 位 ーー 位 下 位 
だ 洗 NT し INES は PDSP 
(メイ ン ル ー チ ン ) ( 線 を 引く ルー チン ) (ドッ ト 表 示 を 行う ルー チ ナン) 


と いう 具合 に 続い て いる サブ プ ル ー チ ン 呼 出し の チェ ー ン の うち , 自分 の 目的 に 合 
う 適 当 な レベ ル の 所 で 断ち 切っ て 呼び 出せ ば よい わけ で す . 

さて , サブ シス テム の 各 処 理系 は , 類似 の 形体 ・ 機 能 を 持っ て いる ルー チン ご 
と に まとめ られ て ROM 上 に 配置 され て いる の で , これ ら を プ ブロック ご と に ま と 
め て 。 お よそ の メモ リ 割 付け を 図 3・1・1 に 示し ます . 
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図 3・!・| FM- 7 の プロ ッ ク ご と の メモ リ の 割付 け の 様子 

| - プ ロッ ク の 種類 
PTTP7YT37 ァ ー ィ コ 史上 

$E0O3 4-$EO6DI の に ツ ドド グ トド デ グリ 

|1SE06E- $EF0 7 5 | I RQ サ ービス ルー チン 
SE0OCF-$EOF4 | エラ ー 処 理系 エン トリ 
SEOF5 一 $E14D | コマ ンド 待ち ・CONT 処 理 の た め の サ プルー チン 群 
SE14E-$SE382 | INIT・ERASE 系 、 バッファ ボ イン タ の 取扱 い 

| sE - 記 の も の と 重複) 


SE2D3-$E5DF | 下位 レベ ル の 汎用 サブ ルー チン 群 (一 部 上 
Ca ー ル 関係 の 処理 系 ルー ナチ 


|1sE5E0-$EE71| INIT・ERASE を 除く . 

| (GET、PUT、Get Buffer Address な ど ) 

グラ フィ ッ ク 関 係 の 処理 系 ルー チン 群 il 
(LINE, CHAIN,、 POINT,、 PAINT な ど ) 

キー 入力 関係 の 処理 系 (FI RQ サ ービス ルー チン を 合わ ) 

| タイ マ 関 係 の 処理 系 (NM 1 サー ビス ルー チン を 含む ) 

| 下 6 ポ コテ ラド 


ン 群 


|sEE72-ー$FD5B 


ュー ニー ニー ーー ニー デー デー mm デー ニー ニュ ーー ーー 


|sFDs CSFE7B 
$F ド FE7C 一 SFF6E 


ISFFSF-$FFADI 





さて , 各 コ マン ド 処 理系 で の 処理 動作 が 一 通り 終る と, 最終 的 に R T S 命 令 ( も 
し く は ,。 RTS と 同等 な 命令 ) に よっ て , 解 息 ル レー チン へ と 戻っ て きま す .。 そし 
て , BR A 命 令 で 解釈 ルー チン の 先頭 へ と 再び 入り , 引き 続き 次 の コマ ンド を 受 
け 付 ける 準備 に 入り ます . これ が メイ ン ル ー プ を 形成 し て いる わけ で す . 

な お , 各 コ マン ド 処 理系 内 で ,。 エラ ー が 発生 し た 場合 に は , 該当 する エラ ー ル 
ー ニ ナン の エン トリ に 分 時 する よう さか っ て お りり ます.、 エ ラー ルー ナン と いう て も, 


各 エ ラー に 対応 し て いる エラ ー コ ー ド を エラ ー コ ー ド レジ スタ ($D38 0) 
代入 し て , 解釈 ルー チン の 先頭 へ 戻る だ け の 簡単 な も の で す . 各 エ ント リ に は 「L 
DA # エ ラー コー ド 」 の 命令 が 書か れ て いて ,。 これ ら の LDA 命 令 が , 「CMP 


XX が (ロー ドド NO80ODI ばつ て 人 炎 々 
り 立 っ て いま す (下記 リス ト 参 照 ). 


に 連結 され て いる , と いう 功 妙 な 椅 造 か ら 成 


1001 ぃ 0 


NAM ERROR EERUR  / ショ リ 
1QUZ0 UPT NUMEM 
10030  EOCF URG 上 OCF 
10Q0 す 0 uuDO SETDP ま DO 
10050 D380 LUMAR EQU ま D380 ホ エ ラ フラー コート レシ スタ 
100b50 E Ob し CMSEND EQU $ る E UbC 系 Mk UK テル 
10070 + 』 
10080 キ ERRUR ENIRY 表 
1009U0 ネ * 
10100 EUCF ERRKENT EQU ネ 
10110 EOCF 86 すじ し ERRbO  LDA せ DU 1N 1 TH コメ ー ダ エラ フー 
10120 ネ ま SKip Next 2 BytG 
10130  EOD1 9 し FCB し ネ じ MPX# 
IOU140  EOD2 86 3D ERRb!  LDA #b 1 0 ルー ド 、 かー ヨウ ー 
10150 SkiD Next 2 BytE 
IO150 EQOD4 8 し FCB る 8 し ネ し MPX# 
10170 EQOD5 86 3 上 ERRb2  LDA # せ 5 オー ダ ” エフ ー 
10180 ネネ SKip Next 2 BytG 
10180  EOD/ 8 し FCB まけ し ポ じ MDPX 
IOZOO  EOD8 86 づ F ERRb3  LDA #5 コ 3 リウ リン か ビョウ エ テ ー= 
10210 ネネ SKip Next 2 BytEe 
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10220  EODA 8 し F CB $8 じ * ネ CMPX# 

10230  EODB 86 す 40 ERR54 LDA 59 氷 フ ァ ツ ウツ ショ ン コート“~ テラー 
10240 KSKiD Next Byt@ 

10250 EQDD 8 し FCB $ け し まじ MPX# 

10250 EQODE 86 1 ERR55  LDA #55 まま サモ ョ ウメ ウ ラー 

LU *SKi ロ Next 2 BytEe 

10280  EOEO 8C FCB $ は し * ま し MDPX# 

10290 EOE1 86 ン 2 ERRbB _ LDA #56 ホモ ンー スウ エラ - 

10300 ネ SKip NeExt BytG 

10310 EOE3 8 ヒ し FCB ま 8 し まじ MPX せ 

I10320 EQOE4 86 3 ERR6/  LDA せら 7 氷 力 ラー シテ イス ウ エラ - 
10330 ま SKip NExt BytG 

10340 EQOE6 8C FCB $ ま 8 し まじ CMPX# 

10350 EOE/ 86 44 ERR58  LDA #58 ネネ PF キー ナン フ !" エラ ー 
103b0 * ま SKipD Next 2 BytG 

10370 EOE9 8 し FCB ま $ ま 8 し まじ MPX# 

10380  EOEA 86 45 ERR5d  LDA #59 ネ ポイン" リツ ト ~ 用" ラメ ー ダ エラ ー 
10390 ポ SKipD NExt Byt ら 

10400 EQOEC 8C FCB $8 じ *※ ま CMPX# 

10410 EOED 86 46 ERR7O0 LDA #/0 ネイ ン ル ~ リット ~ ココ フット ~ エラ - 
10420 ネ 

10430 EOEF B/ D380 ERROUR STA CUMAR ネエ ラ - コ - ト ~ カワ ノウ 
10440 EOF2 7E EQO5C JMP CMSEND ネコ フッ トル フント" ラ A シャ ン フフ" 
10450 * 

10460 END 


TUTAL ERRURS 00000- 一 OUUUO 
TUTAL WARNINCS OO0000--ーO000U 


PRUGRAM BECIN ADDR=E OOCF 


PRUGRAM END ADDR=E OF 4 
PRUGRAM ENIRY AaDUDUR ニ ネネ ネネ 


以上 の 体系 を 簡単 な 概念 図 と し て , 図 3・1・ 2 に まとめ ます . 


・1・2 サブ プシ ステ ム の ソフ トウ ェ ア 体 系 (概念 図 ) 





ッッ トノ マル ズ ' “ ' ii = 12 ー 
リモ ッ ト @ リセ モット ベク トル は 。 $E0 0 0 に 設定 され て いる 


@ ワ ー ク エリ ア ($SD000-$D360) の クリ ア 
@ キー バッ ファ の 設定 


リス ター トル ー チ ン ( 初 期 化 ) 





ュ マ ンド ハン ドラ (解釈 ) 






- 女 コマ ンド 処理 系 






る スタ ダ タッグ. 


コン ソー ル の 初期 設定 
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3 一 2 コマ ンド 解釈 ルー チン CMDCTL 
ーー サブ シス テム メイ ン ル ー プ ーー 


前 節 で 述べ だ た と お り ,。 リス ター トル ー チ ン に よっ て 初期 化 を 終え る と , サブ プシ 
スズ ステム は 。 ゴ コマ ンド ハン ドラ と 貴 ば れる 解釈 ルー チン に 入っ て 。 コマ ンド 受付 け 
状態 と な り ま す . 実際 に メイ ン 側 か ら の コマ ンド 待ち を 行う の は , CMDWAI 
と いう 下位 ルー チン で ,、 この ルー チン は CON 生 コマンド 受付 け の 場合 に も 呼び 
出さ れ ま す . 図 3・2・1 に リス ター トル ー チ ン ・ メ イン ルー プ の フロ ー チ ャ ー 
トド だ まま と ど の 2C お きま げす 

光 は ほど も ふれ だ とおり , コマ ンド の 解釈 ・ 実 行 に は ジャ ンプ ベク トル 方 式 が 用 
いら れ て お り ま す が , コマ ンド 人 長 釈 用 の ジャ ンプ テー プル は ,。 図 3・2 ・ 2 に 示 
す よ うに , 三 段 構え の 構造 か ら 成 り 立 っ て いま す . つま り FM- 7 で は 処理 の 内 
容 に よっ て , コマ ンド を 4 つの プロ ッ ク に 分 類 し ,。 メイ ン 側 か ら 要 請 さ れ た コマ 
ンド が , 4 つの うち の どの プ ブロック に 属す る か を まず 最初 に 判定 し , 続い て , 各 
ブロック に 分 か れ て いる ジャ ンプ テー ブル か ら 。 コマ ンド コー ド に 対 応 する ジャ 
ンプ ベク トル を , メレ ジス タ に 読み 込む わけ で す 。 この 後 「」 SR  , 又 」 命 令 で 
各 コ マン ド 処 理系 を 呼び 出し ます . 


答 コ マン ド 処 理系 で は , エラ ー が 発生 し な い 限 り ,。 処理 が 終る と , R TS 命令 
な ど に よっ て 。 メ イン ルー プ に 戻っ て くる よう かな 構造 に な っ て いま す 
それ で は , 得 コ マン ド 処 理系 の エン トリ ポイ ント の 一 覧 表 を 以下 に 掲げ ます . 


表 3・2・| 各 コ マン ド 処 理系 エン トリ ポイ ント 一 覧 素 (2 の 2 ) 


ェ ン トリ ポイ ント 


INKEY 

Define String of PF. 
GeE SH ioOt PH 。 
Interrupt Control 


Set imer 





| Read Timer 
TEST 
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ーー 


CO = - の ) - の 1 中 て で う よ トウ レー 


表 3 


INIT 

ERASE 

/ 和 0 

9 り 和 W 

寺 皮 よ も し 

Get Character Block 1 
Put Character Block 1 
Get Character Block 2 
Put Character Block 2 
Get Buffer Address 
OADS BE 1 

Console Control 
KKASE2Z(NERASPE) 
NE 

CHAIN 

旨 まま DD 

PAINT 

SYJMBOL 


Change Color 
Get Block 1 
EHE BIOGK 、」 
Get Block 2 
Put Block 2 


Graphic CursSor 


Character Line 


ドイ ント 





・2・2 各 コ マン ド 処 理系 エン トリ ポイ ント 一 覧 表 (2 の 1) 
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図 3・2・| リス ター トル ー チ ン と メイ ン ル ー プ 


EE 1 


RESTAR 
($E0 0 0) 


リセ ッ ト 後 の 「 

初期 化 | PP『 で $DO 
KEKES1』IOO 
($E0O00A) 


SD000 。. 


c$D360 * 


SP<$D0O00 


に NoSkLNT 





MDG 年 
(や E034j 


人 


Ph 9 お = が 0 0 


CMDREG0 


に 上 』 


に MIUUUIN1 
($E046) 


NT ELC 1 の 
($E053) 解釈 
だ MDIMWMP: 
($E0O63) 


し CMDGO 
($E064A) 


に MS EN 
(ゆあ EE が も 





6S8 


に KK ほる 
/ CMIUDWAI 





| DEFA 人 LT / 


まし りー 


($EO41) Et 
に UK らら 1 
SD KR ます 0 


コマ ンド の 判定 ・ 








SR 
BRA CMDCTL 


※ カ ッ コ 内 


EL し ヽ 


DP レジ スタ の 設定 


ワー クエ リア の 変数 群 を 
すべ て クリ ア 


キー バッ ファ の 設定 
スタ ッ ク エ リア の 設定 


デメ \ ル ルド TNITITIISEUI も Bl 


、 地 に 生計 2 本 折っ 
($EDCB) | ル 表 示 : 有効 , その 他 は 無効 


FIRQO, IRQ を 許可 


スタ ッ ク 初 期 化 


コマ ンド コー ドレ ジス タ を キク み クリア 
(コマ ンド 読込 み の 準 備 ) 


カー ソル 示 ($EE0O7) 


ゴン デジ ンド コー ド は 


CoA 
A レ ジス タ に 返さ れる 


(も や E133) 


カー ソル スト ッ プ ($EE0O1) 


CONT ラ ラグ の クリ ア 


ABORT フ ラグ (キャ ン セ モル 割込み フラ グ ) 
を グリ ア 


- 役 構え の ジャ ンプ テー ブル を 参照 し て と の 
コマ ンド で ある か を 判定 


/ LRKRRKR7Z70 | 


人 コ マン ド 処 理系 を コー ル 


効 で な い コ ー ド の 場 
公 に は エラ ー 発 生 


コマ ンド コー の | 





た 16 進 数 は 。 FM 7 の アド レス で す 


図 3・2・2 


アド レス 











内 容 
$EO76 $ 0 4 
$SE0O77 $01 ] 
$s0OD ) 
$SEO087 
$SE07B レン $15 ] 
ンー $20 ! 
の SE0OA1 
| EREO7 ポ レデ $29 1 
" 2 $2C 
oe SsE0OB9 
DOSS レブ "SD 
較 ュ デ 「 
剛 0 $3F ) 
5 
ュ イ 
| 
| 
I 
| 
| 
| 
上 デ 
| 
| 


$E ド OAI1 


$EOB9 











ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ひつ 





Character Line 


Set Timer ($ 3D) 常 4 プロ ッ ク 
Read Timer ($ 3E) 4 
Wo に h お 1 0 0 電 こ 1 b 


FM-7 の コマ ンド 解釈 用 ジャ ンプ テー ブル の 様子 


応 


ーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー デ ーーーー 還 - 一 ーーー ーー 


PR My 次 の 0 





第 1 プ ブロック (コン ソー ル 和 系) に 属す る コマ ンド の 
コマ ンド コー ド の 範囲 〔INITーConsole Control〕 
玉 ブロッ ク の コマ ンド に 対す る ジャ ンプ テー ブル の 先頭 番地 
第 2 プロ ッ グ ク (グラ フィ ッ ク 系 ) 
[LINEーCharacter Line〕 


唱 3 ブロック (キー 入力 系 ) 
[INKEY-ーInterrupt Control」 


第 4 プロ ッ ク (タイ ママ 系 。 および, TEST コマンド) 


[Set Timer, Read Timer, TEST 」 


1 ) の 処理 系 エン トリ 


INIT コ アマンド (80 

ERASE (① 0 2) / ホ ジア 回 光 兆 
(コン ソー ル 系 ) 

ERASE2 0 有り り 







($ 15) の 処理 系 エン トリ 


双 す 必 民 当 て ポ り 
($ 1 6) り 


(グラ フィ ッ ク 系 ) 





INKEY ( ゆ 2 5) 

Define String of PF. ($ 2 A) 沖 3 プ ロック 
Get String of PF. ($ 2B) (キー 入力 系 ) 
Interrupt Control (お 2 も )/ 


ee 4 ーーーーーーーー… ーーーーーーー ーー 
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COUN「T 


CONTO baRCUNRNDS Gt 本 人 4 
ら CONT 1 2 WWY:N 也 EL 0 2 
し NLAD.」 wl 。 で 。 DK120 
JNIUO) 2 pRITUO 
し OMUTINT SE セ 12A 


機能 | メイ ン 側 に 対す る 継続 デー タ 出 力 (CONTO) 
メイ ン 側 か ら の 継続 デー タ 入 力 (CONTI) な ど 
A (保存 ) ※CNTABTT の 場合 に は S を 再 設定 , 他 の レジ スタ 
(B, 双 , Y な ど ) も 使用 
| ワー クエ リア | ERRREG $D380 エラ ー コ ー ド レジ スタ ]。 
STATUS $D3.98 1 ステ ー タ スレ ジス タ 交 
の り ア 
CMDREGC $D382 コマ ンド コー ドレ ジス タ 
CON エ  》DOO 1 CON テラ グ 人 存 用 エリ ア 
※.. CONT は CONT 1 , COM I NT の み 使 用 
CMDWA1I $E 1 3 3 コマ ンド 待ち ルー チン 
CURSET $SEDE8 カー ソル 設定 
CMDCONI bBO040 メル イン レー アツ 中 人 浴 コ ント リ 
| 解説 | CONTO で は CONT フ ラグ (STATUS ビ ッ ト 7) を 立て て 
(ONT コ マン ド 待 ち を 行い (CMDWATI)。 CONT ヨ マン ド の ヨー ド (9 6 
4 ) で あれ ば , CONTO 2 に 入る 一 方 , CONT コ マン ド で な い 場 合 に は CN 
2 IE ます 

CONT TI で は メイ ン 側 か ら の 継続 デー タ を 待つ (CMDWA IT) の で す が , 
ON コア ンド で な か が 06 や WMUONIABIN に 人 2 と の ONU コ マン 
ド で あれ ば CONT I 2 に 入っ て , STATUS レ ジス タ の 内 容 を ..CONT に 
格納 し た 後 ,。 CONTO2 で 各 レ ジス タ の クリ ア を 行い ます . 

CNTABT は CONT コ マン ド 待 ちの 際 に , メイ ン 側 か ら CONT コ マン ド 
以外 の コマ ンド が 要請 され た 場合 ,、 すなわち CONT コ マン ド が キャ ン セ ル さ れ 
だ とき の 分 岐 先 で スタ ッ ク ボ ポイ ンタ S=$D0 0 0 に 再 設 定 後 . カー ソル 設定 C 
UR SE 耳 を 行い メイ ン ル ー プ の 途中 CMDCNT に 飛び 込ん で 妥 請 され た コ 
マン ド に 対す る 処理 を 行い ます . 

CONTO 2 は , CONTO お よび CONT 1I の エン ディ ング ルー チン で , E 
RRREG, CONT フ ラグ , CMDREG の クリ ア を 行い ます . 
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COMTI NT は ,。 CMDCTL (メイ ン ル ー プ ブ ) か ら 呼 び 出 され る エン トリ で , 
AA レジ スタ の ブッ シュ の 後 。 CONTTT 2 に 入り ます . 
以上 の 様子 を まとめ た の が 下図 で す . 


CONT 処 理系 の 様子 


に ON よ ル 








| CMDWAI ' 


TO Areg=$64 





GONT 7 
Areg=$64 
CONT? 8 0 
CNTABT 
YeS 
CONTO2 
PSHS A 
| COMINT 
ERRREG 
クリ ア 
) ERS お 7 


CN L メタ グ 
が が ヽ NT 
MtDCN1 


CMDREG 
NAK 


本 BB で 、A 





7 1 


CMDWA | 
し MDWA 1 we 本 江 3.9 交 市 怪 4D 


機能 | BUSY フ ラグ を OFFE (Ready 状態 ) に し て メイ ン 側 か ら の コマ 

ッ ン kc 了 い ます . 同時 に Ready Request 処理 を も 行い ます . 

A (保存 ) 

A レ ジス タ メイ ン 側 か ら 要 請 さ れ た コマ ンド の コー ド 

ERRREG $D380 エラ ー コ ー ド レジ スタ 
CMDREG $D382 コマ ンド コー ドレ ジス タ 
また SN \ DO AN BUSY ラフ ラン ノ 


me 
上 


| 解説 | まず は じ め に Ready Request ビッ ト (ERRREG 第 7 ビット) を 
クリ ア し て , BUSY フ ラグ を Ready 状態 に し て か ら コ マン ド 待 ち ル ー プ に 入り 
ます . ルー プ は Ready Request ビッ ト ま "0" もしくは, CMDREG ま 0 と な 
の EDGE りき れる の と (が りき か 。 

CMDREG ま 0 と な っ た 場合 に は , メイ ン 側 か ら な ん ら か の コマ ンド が 送出 
きわ けり で すか ら 。 で の コマ ンド コー ド の 條 とき レジ スク に 和信 れ 。 BUSY フ 
ジグ で 0 (Busy 状 朋 ) に し て り ク ー ン し ます . 

CMDREG=0 で , か つ Ready Reqauest ビッ ト ま 0 の 場合 に は , Ready 
Request 処理 を 行い ます . Ready Request 処理 と いっ て も , Ready Request ビッ 
ト を クリ ア し , BUSY フ ラグ を Ready 状態 に 戻し て か ら 再 び ル ー プ の 中 へ 入っ 
CU ほけ の と で すず 
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3…3 コン メール 処理 
Sm の き ー1 INIT きき UL1 (WE14E) 


コン ソー ル 機 能 の 初期 化 を 行い ます . 画面 の 桁 数 お よび 人 行 数 や , 各 画 面 の サイ 
次 が と の 取 二 し ます 、 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ 
スク ロー 人 和 和 


プア ング ショ ン キ ー 表 示 | ドド D 三 0 義 示 し な い 
D3686 トド D ーー 
FD ま 0 表示 する 
初期 設定 後 の 画面 消去 ERS=0 消去 し な い 
D り 3689 ERS 
ERS チ 0 消去 する 
単色 表示 (グリ ー ン ) GR ニニ 0 単色 表示 し な い 
3 6 人 A GR 3 
GR チチ 0 単色 表示 を する 


主 な サブ ルー チン 

$E1CB DEFALT 画面 の 初期 化 (デフ ォ ル ト 値 に よる ) 
ゅ ゃ じ 1DA HOME 現在 の ウィ ンド ウ の 決定 
$E25E ERSALL 全 画 面 の 消去 

SEDEFE CURKCLR カー ソル の クリ ア 


レア 
で 









解説 | 共有 RAM 上 の パラ メー タ を 読み 取り , 画面 の 情報 の た め の ワ ー ク 
エリ ア を 設定 し て いき ます 。 これ ら の ワー クエ リア は , 定数 的 。 スイ ッ チ 的 な 性 
質 を 持っ て お り , 他 の サブ ルー チン は これ ら を 参照 し て 動作 を 行っ て いま す . よ 
っ て 。 これ ら の ワー クエ リア は この コマ ンド ルー チン 以外 で は 設定 で きま せん . 
パパ ラメ ー タ に 誤り が ある と き は ,。 $D380 番 地 に エラ ー コ ー ド $3C を 設定 
し た 後 , DEF ALT に 入り , 再び デフ ォ ル ト 値 に よる 画面 の 初期 化 を 行い ます . 
ワー クエ リア 設定 後 は 。 HOME (ERS= ニ 0 の と き ) ある い は ERSALL 
(ERS ま 0 の と き ) に よっ て ,。 それ ら の ワー クエ リア の 値 に 基づい た 画面 作り 
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を 行い ます . 


LNTITU 目 合 で ば は 、 刀 の すう な ソー クノ テリ ア そ 足し ます 。 夏 で れ の レー ンク テ エ 
リア の 詳細 な 説明 は , 必要 な も の に つい て は 随時 行っ て いき ます . 


$D022 


ゅ D0 


ゅ D0 
ゅ DD0 


ゅ D0 


ゅ D0 
ゅ D0 
ゅ ゃ D0 
ゅ ゃ D0 


そり DU う A 


ゅ D0 


SUIO し 


ゅ ゃ D0 
ゅ D0 
ゅ D 0 
$D 0 
ゅ D) 0 
ゅ D 0 


ゅ D 0 


ゅ D 0 
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の 9 


2 F 
9 


3. の 


9 
5 
0 
J う 9 


3 


9 
J う 
作り) 
4 0 
4 1 
4 2 


UTC EGO 
に らし いら り 5 


し 
し WUD 


se 上 


も N し 
ssdUN 


上 9 


。Y し U 


siV MM 


: 再 色 カラ ー コ ー ド 


・ PU の と き の 継 続 フ ラグ 0 に 設定 
・ 単色 表示 か カラ ー 表 示 か を 示す フラ グ GR= 


0 の と き 0, GR0 の と き $FF 
BC と 同じ 値 


エイ ヤ フ ク グ フ ラグ NC テ 9 0 の と きゃ $U り 0 


NC ニ 4 0 の と き $08 


・ キャラクタ アン ダー マー ジン フラ グ NL= 


29 の と さき Sth0O0。 NE テウ 0 の と き 040.2 


・1 行 の 桁 数 NC と 同じ 値 

・ 画 面 の 行 数 NL と 同じ 値 

見 遇 表示 メタ ァ グ FD と 同じ 伸 
・VRAM 上 の 桁 単位 NC= ニ 80 の と き $0 0 


: V R AM 上 の 行 単 人 


JMAE す 0 。 


be 
026 
5 
2 
Os 


0 


羽仁 


01,. NC=40 の と き $0002 


NIL 259 の と き $9 0 2 


80, NL=$0320 

スク ロー ルモード 画面 開始 行 SL と 同じ 値 
スン ロー ルモード 画 箇 衝角 らし NNS 
ペー ジ モ ー ド 1 画面 開始 行 0 に 設定 

ペー ジ モ ー ド 1 画面 終了 行 S 上 と 同じ 値 
ペー ジ モ ー ド 2 画面 開始 行 SIN S 
ペー ジ モ ー ド 2 画面 終了 行 RD 三 0 の と き 


N 国人 條 。 DD だ 0 の 人 る き NEL マフ 


・ PE キー 表示 画面 開始 行 ペー ジ モ ー ド 2 画面 


# 々 本 行 と 同じ 値 
PE キー 表示 画面 終了 行 NL と 同じ 値 


DEFALT 


SE1CB - $E1D7 
デフ ォ ル ト 値 に よる 画面 の 初期 化 を 行い ます . 
に 深き 。 肖 。 え 。 省 。 刀 
INPARM $E0C7-$E0OCE 初期 化 デ ー タ 
INIT $E14E 画面 の 初期 化 
MOVE $E44A ブロ ッ ク 転 送 


3 説 | INPARM に 格納 され て いる パラ メー タ を , MOVE を 使用 し て 
共有 ITR AM 上 に 転送 し ,。 その パラ メー タ に 基づい て TI NI 征 で 画面 の 初期 化 を 行 
ぃ ます . 共有 RAM 上 に は , 次 の よう に 転送 され ます . 

$D383 BC=0 育 景 色 は 黒 

$D384 NC=80 桁 数 は 8 0 

DS9959 NL 三 25 和 有 は 20 

DS 人 し 当 0 全 画 面 が スク ロー ルモード 画面 

pl.7 。NSー25 

939 9 刺 恥 三 0 ファ ンク グ クション キー は 表示 し な い 

$D389 ERS=1 初期 設定 後に 画面 消去 する 

$sD38A. GR=(0 カラ ー 表 示 


ワー クエ リア ..DMAP (=Display Map) に つい て 


ゅ ゃ D03Dー$D0 4 4 は , 画面 の 構成 を 示す ワー クエ リア で , スク ロー 
ルモード 画面 ・ ペ ー ジ モー ド 1 画面 ・ ペ ー ジ モー ド 2 画面 ・PF キー 表示 画 
面 の 開始 行 と 終了 行 が 2 バイ ト ず つ で , 計 8 バイ ト あ り ま す . 設定 は INT] 
エル ー チ ン で 行っ て いま す . これ ら の 画面 の う ち , 設定 され な か っ た 画面 は , 
その 開始 行 と 終了 行 が 等 し く な っ て いま す . こ の ワー クエ リア ..DMAP は , 
PUT,。 GET コマ ンド や ERASE コ マン ド 内 に お いて 参照 され る 重要 な 
定数 と な り ま す (終了 行 は , 実際 に は , その 画面 が 終了 し た 行 の 次 の 行 に な 
う て ゆい ます )。 
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図 3・3・| ..DMAP ..DMAP+ 2 
($DO3F) 
DIMIAP 二 3 
($D040) 
DIMIAP 
第 2 か は は FI 

ペー ジ モ ー ド 1 画面 DMAP+ 1 
(SD0O 3E) 


.-DMAP 士 4 
($SD041) 


スク ロー ルモード 画面 


FE5 選 1 ST な KT 


PAGE 1 END 
Il 
RE 1 代 よ 


DRKtNL に 上 PND 
| 
PE 作 GE2 5]A ル AK] 





レン .-DMAP+ サ 5 PAGE2 END 
本 ($D042) 
ペー ジ モ ー ド 2 画面 | 
DMAP 十 6 INDICATE START 
2 0 お 


0 ン キー 表示 画面 
ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 画 面 、 レニ ーーー。DWA ド キイ 7 JNDTOATD END 
6 二 用 ) 


HOME 
HOME $SE1DA-E1F9 
CHGWIN SE1F2 
機能 | 現在 の ウィ ンド ウ 画 面 を 決定 し , 関連 する ワー クエ リア を 設定 し ま 
キ 
| レジ スタ | A, B, X。Y, DU 
| ワー クエ リア | .BPY $SD045-$DO4C (.BPY- .BVAD) 
.MDRG $DO4D-$SDO4F ウィ ンド ウ 画 面 情報 
GTTOPC $DO50-$D057 (GTTOPC-GTB 
TMA) ウィ ンド ウ 画 面 範囲 
更 $D058-$DO5F (.CY- .CVAD) 
| サブ ルー チン | BFPTRL $E1FA バッ ファ ポイ ンタ の アド レス を 求め る 
GETRNG $E975 ウィ ンド ウ の アド レス を 求め る 
CURSET SEDE8 カー ソル の 位置 を 設定 する 
INDICT SEEOE PF キー の 表示 
懇 。 説 | 次 の 動作 を 順番 に 行っ て いき ます . 


II 
する よう に 設定 され て いる 場合 に 限る . 

9 . 半 吉 の みみ ィ ャ ザ み 本 寺家 

3 ) 決定 され た ウィ ンド ウ の キャ ラク タバ ッ フ ァ お よび アプ アトリビュート バッ ファ 内 


7 で レレ <2 か 
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の 男 囲 (バッ ファ アド レス ) を 求め る (GETRNG). 
4 ) 現在 の ウィ ンド ウ 画 面 の 先頭 に バッ ファ ポイ ンタ を 設定 し , その ポイ ンタ が 
旧 9 位置 の バッ ファ 内 の アド レス (し (バッ ファ アド レス ) を 求め る (BEFPT RL)、 
5 ) バッ ファ ボイン タ に 基づい て , カー ソル の 位置 を 決定 する (CUR SET). 


CHGW TI N で は , この 動作 の うち 1) と 2 ) の 動作 は 行い ませ ん . よっ て , ワー 
クエ リア に つい て は 。 呈 PPY(5D045) と 。 MDRG(SD0 4D テ こ $D 
0 4F) は 設定 し ませ ん . つま り , ウィ ンド ウ 画 面 の 決定 を する の で は な く , 現 
在 の ウィ ンド ウ 画 面 に 付随 する ワー クエ リア の 初期 化 だ け を 行う の で す . 
現在 の ウィ ンド ウ 画 面 と いう の は , スク ロー ル , ペー ジ 1 , ペー ジ 2 の 各 画 面 
の うち で , 現在 選択 され て いる 画面 の こと を 指し , その 選択 方 法 (HOME に お 
いて ) は ,。。。、DMAP ($DO03D-$D044) を スク ロー ル 画 面 。 ペー ジ 1 
画面 。 ペー ジ 2 画面 の 順に 検索 し て いき , その 画面 の 開始 行 と 終了 行 が 等 し く な 
いも の が 表 わ れ た と き , つま り そ の 画面 が 存在 する と き は , その 画面 を 現在 の ウ 
ィ ン ド ウ 画 面 と し て 設定 し ます . ウィ ンド ウツ ウ 画面 に つい て の 情報 は , .MDRG 
($D04D-$D0O4F) に 格納 され ます . 

.MDRG $DO4D 画面 (選択 され た ウィ ンド ウ 画 面 ) の 開始 行 

-.MDRG 二 1 $DO4E 画面 の 終了 行 

MDRG 十 2 $DO4E 画面 の 番号 (スク ロー ル … 1 。 ペー ジ 1… 2 ペ 

ー ジ 2 … 3 ) 

.BPY,。 .BPX (お よび , .CY,。 .CX) は ,。 ウィ ンド ツウ 画 画 の 先頭 の 位 
中 (開始 の 左端 ) に 設定 され , .BPAD な どの ワー クエ リア は , その 位置 に 対 
する バッ ファ ・VRAM 上 の アド レス が 入り ます . 


語 PF 玉 も 
BEFP」 KRL ゅ ル 1FA 一 $E1FF 
BUFPTR ゅ ゃ E1FC 


現在 の .BPX, .BPY (バッ ファ ポイ ンタ の XX 座標 と Y 座 標 ) 
が らち ゅ ょ ツ ド ツア アボ イジング の キャ ヤラ ンク グ パッ ジア ァ アト の アド レス ( 、BPAUDU)。 チト 
リ ビ ュ ー ト バッファ 上 の アド レス ( .BAAD), お よび , V R AM 上 の アド レス 
(. BVAD) を 求め ます . 


| レジ スタ | A, B,. X,Y 
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.BPY $D047 バッ ファ ポイ ンタ の Y 座 禁 
> は 選 え $D048 バッ ファ ボイン タ の 座標 
! 
.BPAD $DO49-$DO4A バッ ファ アド レス 
.BAAD $DO4B-$D0O4C バッ ファ アド レス 
.BVAD $DO4D-$DO4E VRAM 上 の アド レス 
サブ ルー チン | BBADR  。 $E200 バッ ファ 上 の アド レス を 求め る 
BVADR  $E21C VRAM 上 の アド レス を 求め る 


BFPTRL が エン トリ の と き は , .BPX が 0 に 設定 され る た め , 
.BPY が 示す 行 の 先頭 (左端 ) の アド レス が 求 ま り ます . 

VRAM 上 の アド レス は , 青 の 画面 に つい て の み 求 め ま す . 他 の 画面 は , それ 
に $4000, $8 0 0 0 の オフ セッ ト を か け て や れ ば よい の で す . 


WRIA ME の デア ドレ スズ に つい で 


VRAM 上 の アド レス と いう の は , 基本 的 に は 青 の 画面 ($0000 一 $ 
3FFF) の VRAM の アド レス を 指し ます . 赤 と 緑 の 画面 の 同じ 座標 に 対 


応 す る VRAM の アド レス は , 上 で 述べ た よう に ,。 青 の 画 面 の アド レス に $ 
4000, $8000 の オフ セッ ト を か け て や れ ば 求 ま り ます . 

な お , 3 一 6 で は , この 青 の 画 面 を 指す VRAM 上 の アド レス の こと を 
グラ フィ ッ ク ア ドレ ス と 呼ん で いま す 





BADR 
BBADR 2 0 0 ーー WE 2.0 7 
BADRL 209 一 $) 世 2Z218 
BADKRN ゅ ゃ EZ20A 
BADURKR nw 20C 


キャ ラク タ の 双 座 標 と Y 座 標 か ら , その 座標 の キャ ラク タバ ッ フ ァ 
アド レス と アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ アド レス を 求め ます . 

| レジ スタ | A, B, X, Y 

解説 参照 
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XX レジ スグ ギラ ング パッ プア アド レス 
YY レジスタ  。 アトリビュート バッ ファ アド レス 
.BPAD  。X レ ジス タ と 同じ 内 容 (BBADR の み ) 
.BAAD  。 Y レ ジス タ と 同じ 内 容 (BBADR の み ) 
AN $DO36 1 行 の 桁 数 
.BPY $D045 (BBADR, BADRN の み ) 
.BPX $D046 (BBADR, BADRN の み ) 
.BPAD $DO47-$DO48 (BBADR の み ) 
.BAAD $DO49-$DO4A (BBADR の み ) 


用 。 説 | エン トリ の 違い に よっ て , 求め る 座標 の アド レス と , 入力 情報 が 次 
の よう に 変 あ り ま す . 
1) BADR A レ ジス タ Y 座 標 。 B レ ジス タ が 双 座 標 を 示す 座標 の アド レス 
2) BADRL A レ ジス タ が Y 座 標 。 X 座 標 0 の アド レス 
3) BADRN .BPY が Y 座 標 ,。 .BPX が XX 座標 を 示す 座標 の アド レス 
4) BBADR BADRN と 同じ 
アド レス の 計算 方 法 は 。 次 の よう に な り ま す . 
キャ ラク タバ ッ フ ァ 

メレ ジス タニ (Y 座 標 )X ..LNC 十 (XX 座標 値 ) 十 $C0O 0 0 
アト リピ ビ ピュー トバ パ バッ ファ 

Y レ ジス タニ レジスタ の 値 填 5 0 7D0 


※ ..LNC に は , 1 行 の 桁 数 が 入っ て いま す . 


挫 の 例 は 水平 位置 2 5, 垂直 位置 1 2 の 座標 の バッ ファ アド レス め 双 ヤマ レジ 
スタ に 求め ます . 


LDA  #25 


JSR BADR 


79 


ウジ ンク ツク ウラ アデ くだ ドリ コー トク パッ プア に つい 


ユー ザ に 見 えて いる キャ ラク タ は VRAM 上 に 書か れ だ た キャ ラク タ の フォ 
ント で あり , キャ ラク タ 単 位 の , Y 座 標 に どの キャ ラク タ が 書か れ て いる 
か , また , その キャ ラク タ の 色 は 何 か な ど と いう 情報 を 記憶 し て いる の が , 
イネ ツク クツ ク バ パッ ツア <〈 ユ コード バッ ンプ テア ) と アト 下 トリ ピュ ー ト パッ アア で て です: 

キャ ラク クタ バッ プア は , その 奉 標 に 書か れ て いる キャ ラク ダ タ の アデ アス キー コ 
ー ド を 記 億 し て いま す . 通常 は オー ダ 動 作 を する だ た め ,$00 一 $1FE,$7 
F の 値 を と る こと は あり ませ ん が , コン ソー ル 動 作 の 制御 を し て オー ダ 動 作 
を 禁止 し た 場合 は 。 $ 00 一 $FF の 値 を と り ま す . 

た ドリ ビュ ー ト パッ プア 全 ,。 で の 座 様 の アト リピ ュー ト の 属性 を が 9 す コ ー 
ドド リョー トキ ギリ) で が し まり 。 コード は 1 パイ で を の だ の ド が 
グーン は 次 の と お り で す . 

了 Sm の て 0 の IE コー ドー ト 


CL 文字 の 表示 色 (0 一 7) 
R 1 の と き 反 転 表示 


Er 玉 s 受 。 : 光 > 9 ・ P 0 の と き 非 保護 
IFIM ン IPIER| cr 1 の と き 保 護 
M  。 1 の と き オ ペレ ー タ 
に よっ て 変更 きれ た 硝 域 
F 1 の と き フ ィ ー ル ド の 先頭 


20 の キャ プク ツ の パッ リフ アテ UK モ ーF ド パッ フナ) と プ ト ド ト ツ ピュ ョ ー ド ペッ フッ 
アデ の 7 アス ズー コー ド と アブ アトリ こら デ トラ ー ド に よう つ て 。、 サンシン ステ ぬ ぬ は 血 帳 
の 1 文字 を 認識 し て いま す . この 2 つの バッ ファ は , 総称 し て コン ソー ル バ 
ッ フ ァ と 呼ば れ , 各々 次 の 領域 に あり ます . 


キャ ラク タバ パ バップ ァ DU 0 は ー ゃ (も FE 
プ に 罪 村 みみ ー ド 2M ツ ソン アデ ア $5C7D0ー$SCF9FEF ($CFEA0) 


画面 と 各々 の バッ ファ と の 対応 を 図 3・3・3 と 図 3・3・4 に 示し ます . 
] 行 の 桁 数 が 変わ る と , 構成 が 変わ る の で 注意 し て 下さ い . また 画面 の 行 数 
が 2 0 行 の と き は , Y 座 棲 が 1 9 の と ころ まで が 使用 きれ ます . 


水平 位置 と 垂直 位置 に つい て 


グラ フィ ッ ク の XX 座標 と Y 座 標 を 区 別 す る た め に , キャ ラク タ 単 位 の 共 座 
標 と Y 座 標 の こと を 水平 位置 , 垂直 位置 と 呼ぶ こと が あり ます . 


SO 


区 |3*3*3 キャ ラク タバ パッ フフ ア と アト リピ ュー トド パッ プア 


7 プ ィ スプレ イ まだ た は VRAM 








ディ スプ レイ 上 に は VRAM 上 に 半 か れ た だ た 
キャ ラク タ の フォ ント が で て いま す 
DISPLIAIY 


に コ 
呈 






キャ ラク タバ ッ フ ァ は , その 座標 に 
あろ る キャ ラク タ の アス キー コー ド を 
記憶 し て いる 


キヤ アグ タバ パッ プア プア 





アト リピ ビュート バッ ファ は 。 その 座標 に ある キャ ラク タ の 尾 性 を まま 間 本 ュ ーー トル パッ ラジ ァ 
記憶 し て いる 


図 3・3・4 各 バ ッ フ ァ の 座標 と アド レス と の 対応 


a. Width40 の と き 




































定 


X ニー トー 人 間 才 沈 = ニー 見 = ご 3 
だ eo X ニ 0 X テ 1 …… の tt X ニ 38 X=39 
y=19| czFslCzFl yilc7rslczFe 計 …|calElcsr 
| | Ei | 人 | ! | E | y-zlcszelcszil 
0 ナド NM ' ドニー テン V 





STREET 1 4 


えー/ 入 一 79 















X 王 0 X ビ 1]1 






















ンー KO メニュ ーー X こ 0 X=29 
yan に ト lcesglcesf| Y=」 

P ま 上 3 ee コト し 】 | Wa 
ya [ceolersi ト が lezcglezcr 闘志 


※Width2 0 の と き は , Y= 1 9 の 行 ま で が 用 いら れ ま す ナド ポ り ピュー ドン テウ アア 


S1 


BVAD 


DBVADR WLC の D ク ク 2U 
DB VADUL De の 2 1 9 NZ 4 0 
BVADN DBZ の 0 
BVAUD De の 0 


機能 | キャ ラク タ の 水平 位置 と 垂直 位置 か ら , その 座標 の V R AM 上 の ア 

ドレ ス を 求め ます . 

| レジ スタ | A, B 

| 入力 情報 | 解説 参照 

| 出力 情報 | D リ レジ スタ VRAM 上 の アド レス ($0000-$3FFF) 
.BVAD D レ ジス タ と 同じ 内 容 (BVADR の み ) 


| ワー クエ リア | ..VCU $D039-$D0O 3A (実際 は $D0 3 A の み ) 


sj V 比 周 phi0 OB デ DDO9C 
5 4 $D045 (BVADR, BVADN の み ) 
SA $ ゅ D046 (BVADR, BVADN の み ) 


.B VAD p DO04BーSWDO4C (BEBVADRK の み ) 


解説 | エン トリ の 違い に よっ て , 入力 情報 と 求め る アド レス が 次 の よう に 

の 2 おり ます 

が 引 WiA DD A レ ジス タ が 垂直 位置 , B レ ジス タ が 水平 位置 を 示す 座標 の ア 
ドレ ス 

2) BVADL A レ ジス タ が 垂直 位置 , 水平 位置 0 の 座標 の アド レス 

3) BVADN  .BPY が 垂直 位置 , .BPX が 水平 位置 を 示す 座標 の アド レ 
ス 

4) BVADR BVADN と 同じ 


"アド レス の 計算 方 法 は 。 次 の よう に な り ま す 
D レ ジス タニ (水平 位置 ) メ X ,。 VCU 十 (垂直 位置 ) メ .。VLU 








X 座 標 に よる アド レス Y 座 標 に よる アド レス 
の 計算 の 計算 


※. VCU,。 ..V し LU に は , 各々 , 水平 位置 , 垂直 位置 が 1 つの 大 きく な っ た と 
き 、。 VRAM 上 の アド レス を どれ だ け 大 きく する か と いう , VRAM 上 の 桁 単位 
と VRAM 上 の 行 単位 が 入っ て いま す . 
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次 の 例 は 。 第 1 2 行 の 先頭 の 座標 の VRAM 上 の アド レス を , D レ ジス タ に 求 
め る も の で す . 


LDA #12 
JSR  BVADL 


VRAM 上 の キャ ラク ク 座 標 に つい て 


キャ ラク タ の フォ ント は , 横 8 ド ッ ト , 縦 8 ラ スタ で 構成 され て いま す ( ラ 
スタ と いう の は , 縦 方 向 の ドッ ト の こと で す ). だ か ら , キャ ラク タ 単 位 で 横 
の 1 座標 と いう の は グラ フィ ッ ク で の 8 ドッ ト (1 バイト) と な り , 縦 の 1 
隊 標 と ら う の は 。 8 ラス タ に な り ま す ( 図 3・3・5 の 8/)。 

画面 の 行 数 が 2 0 行 の と き は , フォ ント の 下 に アン ダー マー ジン ( 縦 方 軸 
を 調整 する た め の 空 ライ ン ) と し て 2 ライ ン が つき ます の で , 縦 の 1 座標 は 
10 ラ スタ に な り ま す ( 図 3・3・5 の b). また , 1 行 の 桁 数 が 4 0 桁 の と 
き は , フォ ント が 横 2 倍 に 拡張 きれ る の で , 横 の 1 座標 は 16 ド ッ ト (2 バ 
NR 居り ます (9 うう *・ 5 の 6)。 


図 3・3・5 キャ ラク タ の フォ ント 





a . 
* 一 キャ ラク タ の VRAM 上 の アド レス 
| ノー マル な 状 右 
8 ラス タ (WI DTH80,25) 


( 1 ト ) 
( 


画面 の 行 数 が 20 行 
(WIDTH。20) の と き 
10 ラ スタ 
| < 一 アン ダー マー ジン と し て 2 ライ ン が つく 


8 ド 
] 


ドッ 
ァ マ イ 
上 上 
ォ き 


・ トーーー* 


イト ) 


ォ キーー- 一 - 


8J 


1 行橋 数 が 40 補 
(WIDTH40) の と き 








ーー16 ド ッ ト 
(2 バイ ト ) 


※ 図 は 実際 の 縦 模 の 比率 と 一 致し て いま せん 


以上 の こと か ら , キャ ラク タダ タ 座標 は 次 の よう に アド レス と 対応 し ます . 

| 桁 の 桁 数 が 8 0 桁 の と き 

横 に 1 座標 進む に は , VRAM 上 の アド レス で 1 バイ ト (8 ドッ ト テ 1 バ 
4 下 ) 進ま な けれ ば 人 なり ま せん 、 

| 行 の 桁 数 が 4 0 桁 の と き 

横 に 1 座標 進む に は , VRAM 上 の アド レス で 2 バイ ト 進 まな けれ ば な り 
ませ ん 。 
画面 の 行 数 が 2 5 行 の と き 

縦 に 1 座標 進む に は , VRAM 上 の アド レス で 6 4 0 バイ ト 進 まな けれ ば 
な り ま せん (640 パ イト と いう 9 の は (シン の 86.0 パイ ト で 大 灰 きん まき 
すず から 。80X8 ニ 640 (が O0/298 0) だ いう 計 軸 で 求め られ た も の で 
ボ 2 
画面 の 行 数 が 2 0 行 の と き 

に 1 座標 進む に は , VRAM 上 の アド レス で 8 0 0 バイ ト 進 まな けれ ば 
な り ま せん (800 パ イト は 。 80X10 ヨ 90.0 (90320) と いう 
計算 に よっ て 求め られ た も の で す ). 


この よう な キャ ラク ダ タ 座標 の V R AM 上 で の 単位 は 次 の ワー クエ リア が 持っ 
6 MM まず * 
..、VCU:$DO39-$D0O3A VRAM 上 で の 桁 単位 
1 行 80 柏 9 と き $0001, 40 桁 の と き $0002 
WVWLU:$DO3B-$D03C VRAME で の 人 行 単位 
男 面 の 行 が 2 5 行 の と き $0280, 20 行 の と き $0320 


V RAM の 各 ア ドレ ス と , キャ ラク タ 座 標 の 対応 は 図 3・3・6 を 見 て 下 
さい . 
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丸 3・3・6 キャ ラク タ の VRAM 上 の アド レス と 座標 と の 対応 


Eo WMHd も RB 人 。 2 


ns WONEGE NO0。 の 0 





> MWTEIH BU、 補 9 


hb. Width40U0。 25 





この 場所 の 
が ドレス 


この 場所 の 
本 





SO 


ーー る も RS と NOU 2 (お 2 オル B) 
ER 内 SE2 80D ($E24.) 


コン ソー ル 男 面 を クリ ア し ,。 コン ソー ル バ ッ ファ アァ (キャ ラク タバ バッファ と アト 
リピ ュー トバ パ バッファ) を 初期 し ます . 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ 


イレ ー ズ 重 囲 0 三 全 画 面 
1 ニス クロ ー ル モー ド 画 
D3823 W 『 半面 
2 ニ ペ ー ジ モー ド 1 画面 
3 ニ ペ ー ジ モー ド 2 画面 
背景 色 カ ラー コー ド 0 一 7 (W= ニ 0 の と き に の み 
DS84 | 全 C トド m 
有効 ) 
文字 公 カ ラー コー ド 0 5 (BRASE2 の 
D385 FC 了 チ 公 ト 
と きのみ ) 


主 な サブ ルー チン 

psE25B ERSALL 全 画 面 を 消去 

SBE298 ERASE6 村 定 の 画面 を 消去 

Re2DD9 ・BRS VRM 画面 上 の 行 を 消去 

SB3 931 BRSBUE コン ソー ル バ ッ ファ 上 の 特定 の 行 を 消去 





ERASE 2 は , サブ プシ ステ ム の ラベ ル で は NERASE と な っ て 
いま す の で , NERASE と いう ラベ ル 名 で 呼ぶ こと に し ます . 

ERASE お よび NERASE は , エン トリ は 多少 違い ます が , どちら も ER 
ASDO (NE25 2) と ゅ りう ラベ ル の イレ ー ズ ( あ ) 容 彼 ルー チン に お いて 
画面 を イレ ー ズ し て いま す . ERASE と NERASE の 相違 は , ERASDO 
ルー チン に 入る 前 に , B レ ジス タ に 何 が 設定 され る か と いう 点 に あり ます . ER 
ASDO で は , B レ ジス タ の 値 に 基づい て , ワー クエ リア ..ACL (アト リピ ビュ 
ー ト カラ ー コ ー ド ) を 設定 し て いま す . ERASE と NERASE で は , 次 の ょ 

に 遥 いま す . 
ERASE 現在 の ..ACL ($D0 2E) の 値 で B レ ジス タ を 設定 
NERASE FC ($D385) の 値 で B レ ジス タ を 設定 


SO 


図 3・3・7 ERASE お よび NERASE の の フローチャート 


EKRASE NE 入る SE 


EL CE が グリ が PUTCFG を クリ ア 


| CURCLR | | cORcLR | 


ERASDO 


YeS 











ss し じ を の 届 


は も し ーー は し 
ここ 、 | Xcs0000 指定 し た 画面 の 
U り 一 $4000 検索 
V R AM を すべ て 
消去 (ERSS04) 


N o 








財 面 答 号 を ソー クエ リア へ 


バッ ファ を すべ て 


消去 (ERSBUF) H 正 半面 全 園 面 


N oO 


| mowg | 間 加 ワー クエ リア の 設定 





上 ら SF 上 


ヴ ウィン ドウ 画 面 の 設 
定 (CHGWIN) 


全 画 面 の 先頭 に 


フィ ー ル ド を 定義 





い 商 剛 ぶ VRAM, バッ ファ の 
消 ま (ERSSOF) 


USMEEEBD IE 本 
ERR60 指定 画面 の 先頭 に 


フィ ー ル ド を 定 導 


| BuFpTR | 


代 」 S 
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よっ て , NERASE で は , イレ ー ズ 後 の 文字 色 が 変更 可能 な の で す . 
ERASDO で は , W の 値 を 参照 し て , 全 画 面 消 到 で あれ ば ERSAL 工 を 使 
用 し , また , 特定 の 画面 消 ま まで あれ ば ERASE 0 を 使用 し て 画面 を 消去 し ます . 
ERSAL 工 を 使用 する 前 に は , B レ ジス タ の 値 で ワー クエ リア ..ACL を 設定 
し 。 BC.(NM 89094) の 位 で (OL (見 色 み ラー ロー ド NWDO02B) を 
設定 し て いま す . また , ERASE0 を 使用 する 前 に は , A レ ジス タ に 消去 画面 
の 者 紀 る で 。 レジ ンジ スク グ に AG し に 設 串 9 する 條 と る 代 和 人 人 し UGC ます 。、 ま で BE 
ASE 0 で , 消去 する 画面 が 全 画 面 を 占め て いた ( 他 の モー ド の 画面 が な い ) 場 
合 は , 途中 か ら ERSALL 上 へ 分 岐 し ます . 

朋 上 の こと を まとめ る の と MO 3* 7 の よう りう アロー ナチ ヤー トド に な り ま す . 


ーー リン 人 N6 に CO ジラ レク に つり MV 多 


ワー クエ リア AC し は 。 旭 作 の 下り ビュ ョ ュー ト ヨー ド そ ぞ 信 っ だ ソー クエ 
リア で すす が, アトリビュート バッ ファ に 書か れる と き は , 下位 5 ビ ピット まで 
が 有効 に な り ま す . この と き , 第 4 ビッ ト の P フ ラグ (保護 フラ グ ) も 有効 
ほな りり ます が か がら この ノ フラノ る 証 し て お けり は その アデ ド リピ ュー ドコ テリ 
だ 本 フキ ヤジ ンジ は 移 更 が 時 し くり ます 。 カー ソル で CE の が トリ ビュ ョ デ ド 
を 持っ て いる 表示 区 間 へ 移動 し て , 入力 を 行 お うと し て も , 入力 する こと は 
で さき な りり 選 す の) 





図 3・3・8  ..ACL の 内 容 
巡 了 yY 6 5 1 3 9 0 
F)I]| |]PIR] crL 








保護 フラ グ 
変更 フラ グ 
フィ ー ル ドド の 先頭 フラ グ 


現在 の チ プチ トリビュー トコ ー ド が 入り ます . 
ただし, ピッ ト 7 と 6 は 普通 モッ ト さ れ ま 
0 


この 。。 及 し 上 は 包 RASBE 2 コマ ンド の F し や PUT コ マイ マンド の SE (Starf 
Eield) オ ガー ク で 放 征 で きま すり (ERO は 。 リー16 ま で と あり ます が 。 守 際 人 
ーー ク 9 5 まで の 介 る で 。。、A で OL に に 人 する こと が で きま すこ の と らき 。 
が グン や ソ ツタ ク グ で OU KB SN とら 。 正面 トド で キー 人 0 の でき 人 くり リ ま る) 
例え ば 。 ドーBASIC で は 。 $01E5 番 地 の 内 容 を サ プ シ ステ ム に 出力 


SS 


し , それ が .. AC 上 の 値 と な る た め , 次 の よう な ブロ グラ ム で , 表示 部 分 の 
変更 を 禁止 する こと が で きま す . 


10 POKE&HO1E5.&H17:PRINT"ThiS iS the pFOteCted fi1d.“ 


20 POKE&HO1E5.&H12:PRINT^You can't erFaSsSe thiS fi8ld witnhout usSing CLS Or EL Key.・“ 
30 POKE&HO1E5,&HO7 


WW トレ ジス クタ (の SFD38) に つい 


直接 サブ プ シ ステ ム と は 関係 あり ませ ん が , メイ ン 側 の パレ ッ ト レ ジス タ に 
つい て の 特殊 な 使用 法 に つい て 説明 し ます . 

FM 一 7 で は ,。 パ レッ トレ ジス タク タ と し て EFD39 一 EFD 3F が 用 意 き 
れ て いま す が , $FD38 は 特殊 な パレ ッ ト レ ジス タ で , ここ を 書き 換え る 
こと に より , ボー ダ カ ラ ー (画面 の 境 完 の 外 の 色 ) を 変化 させ る こと が で き 
ます 。 実際 に 有効 な の は 下位 3 ビッ ト だ け で す . ゼーBASTC で は ,。 CO 
LOR 文 で パレ ッ ト コ ー ド を 定義 むす る と き で も , $FD3 8 に 対し て は 常に 
0 を 出力 し て いる よう に し て いま す の で ,。 下 の プ ログ ラム の よう に 直接 書き 
丘 え 友 け れ ば な り ま せん . 


10 FOR != O TO 255 : POKE&HFD38,1I : NEXT : GOTO 10 
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EE AL し 


KSALL bi2D om 2N 2 MV7 
Ao BB トリ BB 2 /D 


全 画 面 を クリ ア し ます . 各 画 面 ( ス クロ ー ル , ペー ジ 1 , ペー ジ 2 ) 
の 先頭 に フィ ー ル ド の 始ま り を 定義 し ます . 
スタ | A。 BB ええ YU 
リーク エリ 0 可 CSLCDS SDO23 単色 表示 アプ ラグ 
..DMAP $DO3D-$DO44 画面 情報 
.CVTOP $DO7D-$DO7E 消去 行 情報 
HOME SE1DA ウィ ンド ウ 画 面 の 決定 
BADRL  $E208 バッ ファ の アド レス を 求め る 
ERSS04 $E2F4 ERSVRM の 途中 の エン トリ 
ERSBUF $E 3 3 1 バッ ファ の 特定 の 行 を 消去 する 


解説 | 動作 は , VRAM 消去 と バッ ファ 消去 , そし て 各 画 面 の フィ ー ル ド 
設定 の , 3 つの 動作 に まとめ る こと が で きま す . 

1) VRAM 消去 

0 ジグ スグ に 0000 を りり レジン スグ クビ ゅ 4 000 を お 代 炎 ずる こと で 省 画 
面 の 消去 で ある こと を 指定 し ERSS0O 4 を 使用 し て すべ て の VRAM を クリ 
の し ます ず 。 條 まし て WM る 間 介 ONI まあ ポン ラク (50408M を OHHI に し て 


面 , 赤 の 画面 ) も 同時 に 消去 で きる よう , ERSS0 4 を 呼び だ し て いる 間 だ け , 
ワー デー グ エリ ア CSLCDS ( 色 表示 フラ グ ) を 有休 全 反転 し て いま す . 

2 ) バッ ファ 消去 

ワー クエ リア ..DMAP 中 か ら , ペー ジ 1 画面 の 開始 行 と PF キー 表示 画面 の 
終了 行 を 取り 出し て , 各々 バッ ファ 消去 開始 行 お よび バッ ファ 消去 終了 行 と し て , 
ワ ツー クエ より デ アデ CVTIOP に 院 定 し て 。 ERSOBUME あ を 頒 用 し て コン ソー ル バ パッ 
ファ を 消去 し ます . そし て , HOME を 呼ん で 現在 の ウィ ンド ウ 画 面 を 設定 し ま 
9 

3 ) フィ ー ル ド の 設定 

スク ロー ル 。 ペー ジ 1。 ペー ジ 2、。 PF キー 表示 の 作画 面 の 先頭 の 位置 に 。 
ボー ルド の 始ま り を 譜 症 し ます (その 詳 様 の アト リピ ュー トコ ヨード の ビッ ト 7 を 1 
し て 、F (ウォー ルド の 発 員 ) フラノ る 7 て て いま すり) まだ 。 アト リピ ビュ デ ト 


90 


バッ プア ァ の 終了 番地 の 次 の 番地 に 対し て , ビッ ト 7 を 1 に し て いま す . この 理由 
は 後 で 述べ ます . ASSFLD が エン トリ の 場合 は , この 3) の 処理 だ け を 行い ま 


す . 
ERASE0O 
ERASE0 SE298 - $E2D2 
ASMFLD $SE2C5 
特定 の 画面 を クリ ア し , その 画面 の 先頭 に フィ ー ル ド の 始ま り を 定 


義 し ます . 


A. B, x, Y.D 

A レ ジス タ 消去 する 画面 の 番号 (1 一 3) 
BB レジ スク CR UE IR l ャ や 

ツー タダ エ り UP| 。. ル らし $DO2E 現在 の アト リ ビ ュ ー ト コー ド 
.。 DIM AE $D03D~-$DO44 画面 情報 
0 DO045 パッ プア ァ アボ ポイ ンダ の Y 府 科 


.IMDKG $D04D~-$DO4F ウィ ンド ウ 画 面 情 報 
CVLOP DO7D-ー》 ゅ DO7E ( 條 人 生 情報 

サブ ルー チン | CHGWIN $E1F2 ウィ ンド ウ 画 面 に 関す る 情報 の 設定 
BUFEPTER $E1EFEC し C パッ フアン タダ の アド レズ ス ぞ 求め る 
BB ん 1 に よ $E208 指定 し た 行 の バッ ファ アド レス を 求め 

る 

ERSMA 上 LE ゅ EZ25EB 全 画 面 を クリ / す る 
ERSSOH SD 有 925 情 定 し だ 人 朋 る 有朋 ゆ の る 


解説 | 動作 は , 画面 の 検索 と ウィ ンド ウ 画 面 の 設定 お よび 消去 と フィ ー ル 
ド の 設定 と いう 3 つの 動作 に まとめ る こと が で きま す . 

1 ) 画面 の 検索 

レシ ンス グ の 休ま を ソー クエ リア UL に た に 敵 し た だ た 修 。A レ ジン スグ で 指定 し た 
画面 が 存在 する か どう か を , ワー クエ リア ..DMAP を 検索 し な が ら チ ェ ッ ク し 
て いき ます . も し , 画面 の 番号 が 3 より 大 きか っ た り , 指定 し た 画面 が 存在 し な 
い (画面 の 開始 行 と 終了 行 が 同じ 値 で あっ た ) 場合 に は , ERR60 ($E0C 
F) に 分 岐 し て いま す . 指定 し た 画面 が あれ ば , その 画面 の 番号 を ,.MDRG の 
3 バイ ト 日 ($D0 4F) に 格納 し て お きま す . まだ, 指定 し た 画面 が 全 画 面 で 
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あぁ あれ ば ( 他 の 画面 が な けれ ば ) ERSALL に 分 岐 し て そこ で 全 画 面 を 消去 し 
表 9 。 

2) ウィ ンド ウ 画 面 の 設定 お よび 消去 

指定 し た 画面 の 開始 行 と 終了 行 を .CVTOP と .MDRG に 各々 設定 し , 開 
始 行 の み を .BPY に 設定 し ます . この 後 CHGW IN で ウィ ンド ウ 画 面 の 情報 
を 設定 し 。 ERSSOF で ウィ ンド ウ 画 面 の 部 分 の コン ソー ル バ ッ ファ と VRA 
IM を 消去 し ます 、 

3 ) フィ ー ル ド の 設定 

現在 の ウィ ンド ウ 画 面 の 開始 行 ( .MDRG) か ら , その 先頭 の アデ トリビュー 
トノ バッ プア の アド レズ ス を KR の (BADKL)。 そ て そこ に 書か れれ て いろ 7 トリ ュー ト 
コー ド の FE フ ラグ を 立て て ,。 フィ ー ル ド の 始ま り で ある こと を 定義 し ます 。. 最後 
に , バッ ファ ポイ ンタ の 示す 座標 の アド レス (バッ ファ アド レス : この 場合 は 
BEP 交 が 0 に な っ て いる の で 。 BPY の 示す 行 の 完 豆 の アデ アドレス) を 、BUE 
PT 民 を 使用 し て 。 ツー エリ WU ア に 六 症 し ます 

次 の 例 は 。 ペー ジ モ ー ド 1 画面 を クリ ア し , 文字 色 を 紫 に し ます . 


LUDA  #Z 
LDB  #3 
JSR ERASEO 


3 9 ERSALL と ERASE0O に よる 消去 の 違い 


ERSALL に よる 消 夫 ERASE0 に よる 消 夫 


ー 
yu ヤヤ レー ンー 


ー ーー 
(W=0) 


ペー ジ モ ー ド 1 画面 





※ 矢 可 が 消 夫 部 分 
oO 印 が フィ ー ル ド の 始ま り を 定義 する 場所 


り 2 


ERSVRM 


KKSVKRM ゃ 2D3 一 $ 紀 324 
RAS: SU 4 ゅ ゃ E2F4 


画面 上 の 特定 の 行 を 消去 し ます . た だ し , 消去 する の は VRAM だ 
で 。 シア ツー ル バ パッ アク ナ (人 肖 表し ませ ん 。 
| レジ スタ | A, B, X, Y, U 
.CVTOP 第 1 バイ ト 目 ($D0 7 D) に 消去 開始 行 
第 2 バイト 目 ($D0 7E) に 消去 終了 行 の 次 の 行 
ワー クエ リア | CSLCDS $DO23 単色 表示 フラ グ 
あお $DO2E 現在 の アト リ ビ ュ ー ト コー ド 
| 1 の ゃ D02F 現在 の バッ ク カ ラー 
.CVTOP $DO7D-$DO7E 消去 行 情報 
BVADL  $E221 指定 し た 行 の 先頭 の V R AM 上 の アド 
レス を 求め る 
EE RS V ゅ ゃ E368 VRAM の 特定 の 人 訪 域 を 消去 する 


解説 | 動作 は .CVTOP 十 1 ($D0 7E) と CSLCDS の 値 に よっ 
て ,。 決 の よう に 異 っ て きま す . 
LAN 60W2TOP 持 中 ) (DO07 選 ) 
i) .CVTOP 十 1 の 値 が , 現在 の 画面 の 行 数 より 小さ いと き 
画面 の .CVTOP の 示す 行か ら ,.CVTOP+1 の 示す 行 の 手前 の 行 
まで を 1 目 球 し まず 。 
i1 ) .・CVTOP 二 1 の 値 が , 現在 の 画面 の 行 数 より 大 きい と き 
画面 の .CVTOP の 示す 行か ら 最 終 の 行 ま で を 消 ま し , 次 に 画面 の 先 
頭 行か ら , 下 の 式 で 示さ れる 行 の 手前 まで を 消去 し ます . 
(.CVTOP 二 1 の 値 ) 一 (現在 の 画面 の 行 数 ) 
好 3・3・I0 ERSVRM の 2 回 の 消去 
潮 0 休 


ー( 現 在 の 画面 行 数 ) 
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が 26 上 6 る 
CS よ 上 CDS 0 ウ モー ド ) の と き 
normal 表示 ..BC 工 の 値 (背景 色 ) で 消去 
reverse 表示 ..AC 工 の 値 (文字 色 ) で 消去 
AUCS 上 CDS 生 S980 (昌信 表示 モニ ド ) の と き 
normal 表示 単色 表示 の 背景 色 ( 黒 ) で 消去 
reverse 表 示 単色 表示 の 文字 色 ( 緑 ) で 消去 
品 ) CSLCDS の 値 が それ 以外 (単色 表示 モー ド だ が , 他 の 画面 も 同時 に 
便 去 し た いと き ) 
normal 表示 閉 色 で 消去 
reverse 表示 緑 色 で 消去 


normal 表示 か reverse 表示 か は , ワー クエ リア ..ACL の ビッ ト 3 (R フ ラグ ) 
を 見 て 判断 し て いま す . 


この ルー ナン を 使用 する と き に は 。 CVTOEP 上 1 の 内 容 が 。 ,CVTOP 
の 値 よ り も 大 きく な けれ ば な ら な い の で 注意 し て 下さ い . 同じ 値 で あっ た り , 小 
SS とき は 林 走 し まず, まだ BRSS0 1 のか ら エン トリ する 電 合 は 決 の レジ 
スタ を 設定 し て お いて 下さ い 、. 

X レ ジス ク VRAME の 人 肖 去 ずる 先頭 アデ ド レス ($0.000- テ $4 0.00) 
U レ ジス タ VRAM 上 の 消去 する 終了 アド レス ($0000-$4000) 
だ た だし, メレ ジス クタ の 値 は リ レ ジ スタ の 値 よ り も 小さ く 。 か つ そ の 差 は 偶数 で 6 

以 ド で 補 け れ ば いけ ませ ん , 
以上 の 動作 の 総括 と し て , 図 3 ・ 3 ・11 に フロ ー チ ャ ー ト を 示し て お きま す . 


炊 の 例 は 。 WIDIH2 0 の と ぎ /。 1 6 一 1 9 行 お よび 0 一 6 行 の 間 を クリ ア 
し ます (VRAM の み ). 


LDA #16 
LDB  #27 
ST「D .CVTOP 
JSR ERSVRM 


次 の サン ブル は , ERSS0O4 を 使用 し て , VRAM 上 の 特定 の ライ ン (0 一 
199) を 消去 する も の で す . STL I NE に 消去 開始 ライ ン を 入れ , LINE 
S に 消去 する ライ ン の 数 を 入れ で 。 こ の プロ グラ ム を 呼び だ す と , 指定 し た ライ 
ン が クリ ア き され ます 、 
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10000 
1iO010 
100Z0 
100SO 
10040 
10050 
10060 
10070 
10080 
10080 
10100 
10110 
10120 
10121 
10130 
10140 
10150 
10160 
10170 
10180 
101830 
10200 
10210 
10220 
10Z30 
10240 
10250 
102Z260 
10270 
10280 
10Z30 
10300 
10310 
10320 
10330 
10340 
103S0 
10360 
103 70O 
10380 
10380 
10400 
10410 
10420 
10430 
10440 
104S50 
10460 
10470 
10480 
10480 
10500 
10510 
10520 
10530 
10540 
105S0 
10560 
10570 
10580 
105830 
10600 
10510 
10620 
10630 
10540 
10550 
10660 
105 70 
10580 
10680 
10700 
10710 
10720 
10730 
10740 
107S0 
10760 
10770 


OO000 


S000 
S004 
o006 


200A 
S00 し 
o010 
o012 
oS01 4 


S018 
S01B 


501D 
ら 01F 


O0Z2 
OS02Z5 
っ 02 / 


502B 
o0ZD 
o02F 
5030 


5032 
5035 


D036 
5038 
503A 
o03B 
503D 
っ 0 コ F 
o04 1 
oO042 
5044 
5046 
oO048 


5049 
504B 
504 じ 
5054 
ら 055 
5057 


ヒ し 
ED 


34 
EC し 
8D 
上 ゴ 
ED 


Bb 
2B 


86 
B/ 


し E 
じ D 
30 


Ab 
ム / 
ら A 
45 


7F 
39 


5058 AE 


S05 し 
5060 


当 < 
BD 


FDO0S 
FC8O 


o000 


8D 
30 
8D 


Op 
8D 
2 


8D 


So018 
FDO05 
FB 


80 
FDO5 


FCBO 
1F 


0064 


So036 


005A 


005A 


So036 


004E 


5018 


8D OO1E 


o02ZB 
80 
CO 


Fd 
FDOS 


o036 
S0 


01 
04 
ら 0 


89 
8B 
10 


5049 
0000 
3 お 
59 
3 
D38F 
30 


o02B 


SD 0008 
8D OOO6 


EZF 4 


森 末 本 末 素 杯 素 玉 本 末 木 末 本 本 森本 林 林木 末 ネ 末 末 末 末 本 森 素 炒 米 来 林木 末 素 末 来 末 末 来 来 来 素 末 来 来 素 


ネネ eGFSIin 
水 BTaS |IineSs 
素 
ネ StIinE .. TaSe Start Iine 
< 1 ineS numbEr Of FaSse lin@e 
4 
NAM ERSL IN 
UPT MEM NOUGEN 
URG ま D5000 
ネ 
SBSUUT EQU $FDO5 
SHARED EQU $ ま FC80 
* ネ 
ERSLIN EQU 素 
ネ 
氷 CalCulat ら addTeSS on VRAM 
ネ 
LDD STLINE ,PCR 
BSR CALCU 
STD SADDR 。PCR 
< 
PSHS D 
LDD LINES ,PCR 
BSR CALCU 
ADDD ぅ > つ ++ 
STD EADDR ,PCR 
※ 
氷 Fun the pFOgFam On Shared Fam 
3 
ERSL!I1 EQU 只 
LDA SBSUUT  *※ wait fOF FEady 
BM 1 ERSL 1 1 
※ 
LDA # 符 0 ネ halt Sub SySt ら em 
STA SBSUUT 
水 
LDU #SHARED * ネ mOVe pFPOgram On Shared ram 
LDB # せ ESERS-SE RS 
LE AX SERS PCR 
* 
ERSLI2 EQU 
し LDA s。 仏 せ 
STA > U+ 
DECB 
BN ト E ERSL 12 
氷 
CLR SBSUUT * ネ go the prOgFam 
RTS 
ネ 
* ネ Calculate addr frOom Dreg tO Dreg 
CALCU EQU 3 
PSHS ム ※ CalICulat ら |OweF 
LDA 革 80 ネ number Of byteS per Iine 
MUL 
TFR D 。 XX 
PULS B ネ CalCulat ら uPpeF 
LDA 80 
MUL 
EX AB ネネ D=B* ネ 256 
LEAX DX * ネ dd D tO XX 
TFR X。D 
RTS 
・ 
ネネ 。 pFTOgram On Shared Fam 
ポ 
SERS EU ※ 
FDB $O000 
FCB 移 コ F 
F じ し "YAMAU じ HI 『 
FCB 和む 3 
FDB ま D38F 
FCB $90 
氷 
LDX SADDR , PCR 
LDU EADDR , PCR 
JSR $ ず EZF 4 


り ひひ 


10/GO 5063 39 RTS 


10790 1 
10800 50O64 0002 SADDR RMB 2 
10810 5066 0002 EADDR RMB 
10820 4 
10830 5068 ESERS EQU 1 
10840 * 
10850 5068 0002 STLINE RMB 2 
10850 506A 0002 LINES RMB 0 
10870 ※ 


10880 S000 END $5000 
TUTAL ERRORS 00000--00000 


TUTAL WARNINGS OO0000--00000 


PRUGRAM _ BEGIN ADDR=5000 
PROGRAM END ADDR=S06B 
PRUGRAM ENTRY ADDR=5000 


図 3・3・|| ERS VRM の フロ ー チ ャ ー ト 


ERKSVRM 


U レ ジス タ に 終了 行 の 次 の 行 の 先 
頭 の V R AM の アド レス を 求め る 





画面 の 下 の 部 分 を .CVTOP の 示す 行 の 
en ( MA HH "2 先 < の SCWPS V R AM 上 の アド レス 
「 0 を 求め る (BVADL) 


X レ ジス タ を $0000 に 


寺 程 の レジ スタ の 値 
か ら $4000 を 引い た 》 
の を ,。U り レジ スタ に 













求め た 値 を バレ ジス タ に 











ド だ が , 他 の 


画面 も 消去 


デー0 


| AA ] 





月 の 画面 を 滑 去 (ERSV 
| 涼 の 画面 を 消去 (ERSV) | [ 


| の を 滑 ま ERSW | 


J0 


日 民 @SUE 


MS ら SO DPS め 0D つや あゆ S を 2 
KS らら ゃ り H ゅ ゃ EE328 


画面 の 特定 の 行 を 消去 し ます (VRAM お よび コン ソー ル バ ッ フ 
ァ の 両方 を 消去 し ます ).ERSSOF で は , 消去 の 間 は 画面 を 表示 し ませ ん が , 
ERSSUB で は , 消去 し て いる 間 で も 画面 を 表示 し た まま に する こと が で き 
困 
| 用 ス タ | A, B、 エエ え 。Y, “ 
.CVTOP 第 1 バイ ト 目 ($D0 7D) に 消去 開始 行 
第 2 バイ ト 目 ($D 0 7E) に 消去 終了 行 の 次 の 
行 
| ワー クエ リア | CSLCDS $DO23 単色 表示 フラ グ 
.CVTOP $DO7D-$D0O7E 消去 行 情報 
| サブ ルー チン | ERSVRM $E2D3 特定 の 行 を 消去 (VRAM) 
ERSBUE。 $E341] 管 定 の 生 を 窒 雲 (コン ソー ル バ ッ プ 
ナリ 





解説 | 動作 は 次 の と お り で す . 

1) RT 表示 ララ ク (SD4U89) まあ OEEG し きす (NRSSUBB で は も ま 
せん )。. 

2 ) 単色 表示 の と き に , 他 の 画面 も 同時 に 消去 する よう に , CSLCDS を 符号 
反転 し て ERSVRM を 呼び 出し ます . 呼び 終っ た 後 は ,。 も う 一 度 符号 反転 
し , 元 の 値 に 戻し ます . 

3) ERSBUF に 分 岐 し て 。 コンソ ー ル バッ ファ を 消去 し ます . 

次 の 例 は 1 0 一 1 2 行 の 間 を 消去 し ます (コン ソー ル バ パッ ファ お よび VRA 


M ) . 
LDA #10 
LDB #13 


ST「D 。CVTOP 
JSR ERSSUF 


りん 


CSLCDS を NEG ( 符 王 反 転 ) を と る こと に つい て 


し SL 上 LC じ DS (単色 表示 フラ グ ) は , 単色 表示 モー ド で は $FF の 値 を と 
る の で , その まま の 形 で ERSVRM を 使用 する と , 緑 の 画 面 し か 消去 され 
ませ ん . 単色 表示 モー ド で も , 他 の 画面 ( 表 と 赤 ) に つい て も 消去 させ る よ 
り ( する の だ だ 05 CSEOD の NB G を と うう で 。 8 お 0 し で いま ず すず 、 BR 
SVKRKM で は CSLCDS の ビッ ト 7 を 見 て 他 の 画面 を 消去 する か どう か を 
利 朋 し て いま すう 。 (まま, カラー モー ド の と き は 、 OSLCDSEU の 伯 あ と 
リ 。 0 の NEG は 0 な の で 問題 は あり ませ ん ,。 な お 。 スク ロー ル で は この 動 
作 を し て いな いた め , 単色 表示 モー ド で も 青 と 赤 の 画面 は 消去 され ませ ん . 
単色 表示 モー ド は , テキ スト 表示 を 速く する の が 目的 で すか ら , あえ て 他 の 
画面 を 消す の を 止め て , スピ ー ド を あげ て いる の で す . 従っ て , 単色 表示 モ 
ー ド 時 , スク ロー ル 後 に 青 お よび 赤 の 画面 が 見 びら く な る の は , テキ スト 表 


示 の 高速 化 と いう 目的 に 照ら し 合わ せれ ば , や む を えな いこ と な の で す . 下 
記 の リス ト で ,。 CONSOLE 文 の コン ソー ルカ ラー スイ ッ チ を 0 と し た 場 
合 と , 1 と し た 場合 で 比較 し て みて くだ な さい. カラ ー モ ー ド の と き は 。 他 の 


画面 も 消去 し て いま す . 


10 WIDTH 80,25 

2Z0 CUNSULE 0.25, 1 

30 LINE (0.0) - (540.200) 。PSE T 2 
40 FUR I=O TO 100 

50 PRINI :NEXT 

50 5UTOU 30 


EK SBUF ト 


DB 3 3 1 


Lu 


$E347 


キャ ラク タバ ッ フ ァ お よび アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ の 特定 の 行 を 消 
去 し ます . た だ し , V R AM 上 に ある キャ ラク タ の フォ ント は 消去 し ませ ん . 


| レジ スタ | A, B, X, Y, DU 


「ACL 。 *DO2E 現 奉 の アト リピ ュー ュー ド 
.CVTOP $D0O7D-$DO7E 消去 行 情報 


ゅ ゃ 206 


BADRL 


ゴウ ツール パッ フ プ ず の 7 ドレ ス 々 る ボボ め 
る 


FRSARA $E348 特定 の 領域 を 同一 デー タ で 埋め る 


JS 


動作 内 容 は 次 の よう に な り ま す . 

1) BADRL ル ー チ ン を 用 いて , 消去 開始 行 お よび 消去 終了 行 の 次 の 行 に 対す 
る キャ ラク タバ ベッ ファ と アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ 内 の アド レス を 各々 求め ま 
が 、 

2 ) 消去 開始 行 お よび 終了 行 の 次 の 行 の キャ ラク タバ ッ フ ァ ア ドレ ス か ら , それ 
ら の 示す アド レス 間 を , NULL ($ 0 0 ) で 満た し ます (キャ ラク タバ ッ 
が の 人 肢 /。 

3 ) 消去 開始 行 お よび 終了 行 の 次 の 行 の アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ アド レス か ら , 
それ ら の 示す アド レス 間 を 。 ワ ー ク エリ ア ..ACL ($D0 2E) の 内 容 で 
満た し ます (アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ の 初期 化 ). 





2 )- 3 ) で は 。 サ ブ プルー チン ERSARA を 用 いて いま す 。 ERSARA に 渡す 
XX レジ スグ 。 レジ スタ は 3・3 =・12 の よう に な り ま す . 
火 の 倒 は ほ 。10 ニ 1 ツク 行 の 間 の ヨン ソー ル パ ッ フチ テ を クリ ア し ます , 
LDA #10 
LDB #13 


S「D 、 じ VIOUP 
JSR ERSBUF 


図 3・3・|2 バッ ファ の 消去 


ポ ギ ヤギ ゼ ング バツ デア アト リピ ュー トバ ッ フ アァ 


に X レジスタ 
1 回 目 の 


キタ 





N U 上 上 で 消去 ..ACL し の 値 で 消 二 
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ERSARA 

$SE348 一 $E367 
機能 | メレ ジス タ の 示す 番地 か ら , リ レ ジ スタ の 示す 番地 の 前 まで の 領域 
を , A レ ジス タ の 内 容 で 埋め ます . 


必 妥 タ 「 A。 0 区 6 
| 入力 情報 | A レ ジス タ 転送 する 内 容 
だ レジ スク 半 答 地 
レジ スグ 終了 番地 の 次 の 番地 


| 解説 | 使用 する に あたっ て , 次 の よう な 制約 が 課さ れ ま す . 


1) ん X レ ジス タク タ は U レ ジス グ タグ より さら と XX co 
2 ) 転送 され る (A レ ジス タ の 内 容 で 埋め られ る ) (UーX)mod 2 =0 


想 域 の バイ ト 数 は , 偶数 で か つ 6 以上 で ある こと U 一 メ =6 


動作 は , 次 の よう に な り ま す . 
1) A レ ジス タ の 内 容 を B。 双 ,。Y レ ジス タ に 複写 し て ,。 PS 是 U と いう 形 で 最 
終 番 地 か ら 転 送 し て いき ます . 
AB  : D つ XX: D~Y  ( 複 与 ) 
「 SU 0 0 (6 バイ ト す つ 転 送 ) 
if U== (先頭 番地 十 6) then 繰り 返す 
2 ) 最後 は , 残り 0 の バイ ト 数 が , 0, 2, 4 の 場合 分 け を し て , それ ぞ れ の 場合 
に 応じ て , 次 の よう に 埋め て いき ます .。 
残り の バイ ト 数 0 。 何 もち し な いで 終了 
残り の バイ ト 数 2 SN Dot 
残り の バイ ト 数 4 SD ー デ M る SF ーーU 
次 の 例 は , $0000-ー$2FFE 番 地 の 間 を $ 8 0 で 埋め ます . 


BITA_ VACC 
LDA  #$80 
LDX  #$O000 
LDU  #$3000 
JSR ERSARA 
S「 ム VACC 
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ERSV 
ゅ ED368 一 $ ゅ ゆ E3982 


| 機能 | VRAM 上 の , メレ ジス タ の 示す 番地 か ら り レジ スタ の 示す 番地 の 

手前 まで の 領域 を $ 0 0 また $FF で 埋め て いき ます . $ 0 0 の 場合 は , その 領 

域 の ドッ ト が すべ て 消え ます . まだ た , $FF の 場合 は その 研 域 の ドッ ト が すべ て 

② き ます. 

| レジ スタ | A, B, XX, Y, U 

| 入力 情報 | A レ ジス タ ビッ ト 0= ニ 0 の と き は $O 0, ビッ ト 0 ニ 1 の と き 
は $FF で 埋め て いく 

2 スグ 開始 番地 ($50000-ー$3FFFE) 

U り レジ スタ 区 了 番地 の 次 の 番地 ($0001-$4000) 

0 2 2 の 開始 番地 十 $ 4 0 0 0 

U レ ジス タ 終了 番地 の 次 の 番地 十 $ 4 0 0 0 

ERSARA $E348 特定 の 領域 を 同一 デー タ で 埋め る 





| 解説 | この ルー チン は , サブ ルー チン と し て ERSARA を 用 いて いる た 
め 。 ERSARA と 同じ 制約 が 課さ れ ま す . 
動作 は , 次 の よう に な り ま す . 
1) A レ ジス タ を 右 に シフ ト し て , ビッ ト 0 の 内 容 を C フ ラグ に 移し ます . 
2 ) A, 丈 , を スタ ッ ク に 胡 避 し た 後 。 A レ ジス タ に 次 の よう に 代入 し ます . 
し フフ グミ 1 Ac$EFE 
し フフ ラグ テ 0 Ac<S00 
うっ) DERSARKRA を 呼び 出し て 。 消却 し ます 、 こ の 問 。 VRAM アク セス アラ グ 
(る DD409) を オン に し て いま す 。 
4) スタ ダッ ク か が から , A。 丈 , を と り 出 し 。 区 と U に $4 0 0 0 を 加え ます . 
この ルー チン を 続け て 呼ん だ 際 に , 自動 的 に 次 の VRAM が アク セス され る よう 
に , 人 レジ スタ と けり レジ スタ を 更新 し て いま す . よっ て ,。 この ルー チン を 3 回 続 
け て 呼ぶ 場合 ,A レ ジス タ に 図 3 ・ 3 ・13 の 内 容 を 入れ て お け ば , それ ぞ れ の V 
RAM に つい て , ドッ ト を 消す か つけ る か が 選択 で き , 背景 の 色 を 指定 する こと 
が で きま す . 
下 の サ ンプ ブル は , 3 回 続け て この ルー チン を 呼ぶ も の で す が ,。 呼ぶ 際 に 双 。U レ 
ジス ク グ ざ 少し 失 え て いま す . 
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10000 
10010 
10020 
10030 
10040 
10050 
10060 
10070 
10080 
10090 
10100 
10110 
10120 
10130 
10140 
10150 
10160 
10170 
10180 
10190 
10200 
10210 
10220 
10230 
10240 
10250 
10260 
10270 
10280 
10290 
10300 
10310 
10320 
10330 
10340 
10350 
10360 
10370 
10380 
10390 
10400 
10410 
10420 
10430 
10440 
10450 
10460 
10470 
10480 
10490 
10500 
10510 
10520 
10530 
10540 
10550 
TOTAL 
TOTAL 


図 3・3・1I3 
ビッ ト 7 
A レ タス ズ スグ 


※ 各 ビッ ト が , 
その 画面 を 消し , 
その 画面 を つけ ます . 


U 7 の 。 


1 な ら 、 


才 匠 貢 匠 匠 加 






NAM 
較 用 
OPT 
UR6G 


EiU 


EauU 
LE AX 
LDB 
LDU 
EuU 
LDA 
BM 1 
LDA 
S「A 
EMU 
LDA 
S「A 
DECB 
BNE 
CLR 
RTS 


ネ 。 pFOgFrgam 


氷 
っ ・ERSV EU 


SO000 
まく 
E358 ERSV 
米 
S000 START 
SO00 30 8D 0014A 
S5004 C6 さり 
S006 CE FC8O 
o5009 LOUOUP 1 
oO098 BB  FDO5 
S00 じ し 2B  FB 5009 
SOOE 8B ら 80 
S5010 B/7  FDO5 
SU013 LUUP2 
So013 AB 80 
S015 AZ CO 
S017 5A 
5019 25  FS 5013 
S01A 7/F FDO5 
S01D 398 
ネ 
o01E 
o01E 0000 
5020 コト 
502 1 ら 9 
oO0Z9 93 
o02A DS38F 
502C 30 
氷 
So0ZD BB 0O/ 
S02F BSE 0000 
S032 CE 1900・ 
っ 035 BD ES3B8 
* ポ 
S038 30 89 0C80 
S03 じ ヨコ き 3 。 ES9 1SOO 
o040 BD ESB8 
5043 30 89 1800 
S504/7 33 CS OCS8O 
S04B /E E368 
* 
504E END 
< 
5000 


ERRORS 0O0000--00000 
WARNINGS 00000--00000 


PRU6CRAM _ BEGIN ADDR=5000 


PRUGRAM END 


ADDR=S04D 


PRUGRAM ENTRY ADDR=S000 
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FDB 
FCB 
FC し 
FCB 
FDB 
FCB 


LDA 
LDX 
LDU 
JSR 


LEAX 
LEAU 
JSR 
LEAX 
LEAU 
JMP 
EQU 


END 


3 回 続け て 呼ぶ と き の 情 報 


1 J の ! 0 


青 の 画 面 
赤 の 画面 
求 の 画面 


素 素 素 素 素 玉 素 素 玉 玉 水素 末 素 素 涼 玉 素 素 涼 素 玉 氷 水素 素 素 水素 素 末 氷 氷 末 ホ 水素 末 素 


器 FPaphIC t88t uSlng ERSV 


S・ERSV 

SAMPLE FOR ERSV 
MEM,NOGEN,NOW 
5000 


$E358 


#END-S,ERSV 
#$F じ 80 
ネ 


$FDO5 
LOOP 1 
#$80 
$FDO5 
※ 


ポ halt SuDbSySt@m 


s+ 
s+ 


LUOP2 
$FDO5 


*※ 

$OOOO 

$ コ F 

_ YAMAUCHI" 
$d3 

$D35F 

$ り 


#/ 
#$OO00 
守 $1900 
ERSV 


ま $OC8O ,X 
$1800 。U 
ERSV 

ま $ ま 1300 ,X 
$ ま 0C80 。U 
ERSV 

本 


$5000 


Ci 
うー[ リコ 8 $ 0 3 (ああ EET) 


文字 列 を 画面 に 表示 し ます . また , 画面 を 制御 する オー ダコ ー ド を 実行 する 場 
合 も あり ます . 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ 


ァ ェ レス ゴトー ター キー 


|- 値 
EER 
998 芽 1N (オー ケ を 含む 


主 な サブ ルー チン 

SE.5e」 BB DS BB プア クツ グ み の ブ プ ォ ント の 表示 ( じ D り SFP) 
DE 607 6 EDU TCR 一 災 字 当 力 

$E6E4 PU IA KR アト リピ ュー ト の 設定 

DB / 4 59 ド 有 U IDA 1 デー タ の 読込 み 

$E7 BA 了 馬 4 NC 文字 を 出力 する 位置 の 更新 

ゅ ゃ EE 7 DE だ り UTUDW 文字 を 出力 する 垂直 位置 の 更新 

pi め 取 SOLRIO EL ベク グロ デー ノル アウン) 

$E7FB RSCSEQO エス グー プシ ー ケ ンス の 処理 






家 旧 メー クエ リア 
ゅ ゃ D0A0 だ し KO ひ KD CR オー ダ が 実行 され た ( チ 0) こと を 示す フ 


レレ の 人 
ゅ DO0A1 PU よ 旧 紀 」 PU (0) か GET ( チ 0) か を 示す フラ 
グ 
ゅ D0A2 UI 4 XX 共有 FR AM 上 の 出力 文字 列 を 読み 込む た め の ポ 
<$D0A3 4 ング 


$ ゃ D)0A4 PU 上 EL し DU) 未 使 用 (機能 が PUTCFG に 吸収 され た の で 
不 朗 に に なり ま し た ) 
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GET の 文字 列 を 出力 する 部 分 も 、 PUT の ルー チン (=$E5E 
4 :PUT000) で 行っ て いま す 。 ただし, GET の 方 は , 文字 列 の 出力 が 終 
る と $E9 3 0 (GETO 0 0) に ジャ ンプ し , その 処理 系 で 画面 (キー ボー ド ) 
か ら の 入力 を 行っ て いま す . 

PU 丁 は , 次 の よう な 操作 の 繰返し に よっ て , 共有 RAM 上 に ある 出力 文字 列 


を 表示 し て いき ます . この 繰返し は , 転送 する 文字 列 が な く な る まで , 行わ れ ま す . 
1) 共有 RAM 上 に ある 出力 文字 列 か ら , 今回 出力 する 文字 の コー ド を 持っ て き 
UEAMI IDA 


2 ) 文字 コー ド が キャ ラク クタ (20 一 7。$80 一 WEPEHR) なら, その 
字 を 表示 し ます (PUTCHR). 表示 後 は 。 次 に 表示 する 位置 を 設定 し ます 
(BMPEUNNNGE 


3) 文字 コー ド が オー ダ ($00 一 $ 1F, $ 7 F) で ,。 か つ オ ー ダ 動作 が 許可 
され て いれ ば , その オー グ を 実 行 し ます .、 オー ダグ ダ の 実行 は 、 ジャ ンプ ベク ト 
ルレ デー プル に 使っ て 各 オ ー ダ の ルー チン を 呼ぶ こと で 。 行っ て いま すず す 。 た だ 
し の スグ ダー クシ ーー ツン クス (NNB GE てく オラ クシ ジンク 0 の スス ) ば - ド SC 65 
EQ に 分 岐 し て 行っ て いま す .。 また だ た, カー ソル の 移動 に つい て も , 一 般 の オ 
ー グ と は 別に 補っ で いま すず 。 


PUT の 動作 の 概 妥 は , 上 記 の 動作 の 繰返し な の で す が , その 他 の 詳細 な 動作 
は , 図 3・4・1-2 の フロ ー チ ャ ー ト を 参考 に し て 下さ きい. 


和合 オー ツ の サフ プルー ナン の アド レス は ほ は 、。 図 9 ・ 4・ 89 の と 5 り 0 で すこ れ ら の 
アル デー ナン ペペ の ジャ ンプ ツバ ント ルル 、 WO00U03 (WUIORD) 一 92 
E の 間 に 書 か が れ で いま す 。 だ た だ だし 。、 エスケー フン (5 BB が に 関し て は BSCS 
EQ で 行っ て いま すし , カー ソル の 移動 を 行う も の は , GET の ジャ ンプ ベク ト 
ル (GETJCS) を 用 いて いま す (よって, GET の 迷 理系 の サブルーチン を 
使用 し て いる こと に な り ま す ). 

まだ ただ, 表示 後 は ESC キ ー に よる ブッ トワ ウェ イト の 処理 を 行っ て いま す . 
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EE U ド - は 尽 9 


に 上 ょ 0 


ビ 肝 まま 0 り 6 


EE 半 和夫 


・4・】1 PUT の 処理 員 


出力 文字 列 ボ ポイ ンタ 
の 初期 化 









CR オー ダ 実 行 
フラ グ の リセ ッ ト 






は 人 0 了 B ま っ 韻 6 





# を 」 錠 理 へ 
PUT106 
eb CURST 
PUTDAT Cy 


何 も 動作 し な い 


1 9 電電 り 


何 5 動作 し な い 


カー ソル 移動 oo PL LOEG 
[ に 1 | で - 
on 誠 | 記 生 に は 惨 | 9 おく R を クリ ア 


※ 1 


家 2 
※ 3 


※ 4 


※ O 


PT エ て エ から 色 T か や 示す だ め に 、 FUTO0O0O に 入る 前 に ど PUTGE1 フ ラグ 【($ せ ] 
0A1) を 設定 し て で いま す (PUT の と き = テ 0 ノ /GET の と き キ 0). 

ポイ ンタ の 初期 化 は 。 PUTIX に 半 $D384 を 代入 し て いま す . 

ォ ー ダ 動作 の 許可 状態 を 調べ る の は , .CSCTL ($D0O 2 1) の ビッ ト 1 の オー 
ダ 動 作 フ ラグ を 見 て いま す . 

オーダ か どう か は , 文字 コー ド が $ 2 0 より 小さき いか 否 か に よっ て 判断 し て いる た 
め ,。 $ 7F で ある del に つい て は 後 で 検討 し な けれ ば な り ま せん . 

NM 1 処理 ルー チン に お いて 。 カー ソル の ある 位置 へ キャ ラク タ の フォ ンド また は 
カー ソル を 出力 し て いる た め 。 それ を 禁止 させ て いま す . 

カー ソル 移動 サ プ ザル ー チ ン は 。 カー ソル の XY 座標 を 移動 する た め , バッ ファ ボ イ 
ンタ の 内 容 を カー ソル の ワー クエ リア に 代入 し て か ら 。 サ プル ー チ ン を 呼び 出し , 
変更 され た ワー クエ リア の 内 容 を 再び バッ ファ ポイ ンタ に 戻し て いる の で す . 
カー 光 に よっ つ て 、 リバース 家 示さ きせ みらい よう に し で いま す 

バッ ファ ボ ポイ ンタ が フィ ー ル ド の 先頭 に きま た な とき に 。 フィ ー ル ド の 上 先頭 を 示す フラ 
グリ し か いよ うに し そい ます 
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図 3・4・2 PUT の 処理 ② 


※ 


ESC コ ー ド を キー 入力 
バッ ファ か ら 検 索 


> GET 
GET000 
※11 8 









EE: 還 0 と 0 


PUTO80 


りり 11090 


/ 0 千 6 8 い 陣 1 
| UKRKSRT | 
RS 


※ ま 9 PUTGET フ ラグ ($D0A1) を 見 て 判断 し て いま す . 

10 CSGCFE (WDBD0O21) の ビッ ト 4 の プッ トウ ェ イ ト フ ラグ で 判断 し て で てい ます 。 

11 PCRORD フ ラグ (SD0A0) で 判 所 し て いま すず 、FCRORKD フ ング は , に 
R オ ー ダ が 実行 きれ た と き に PUTOCR サ プ ブルー チン に よっ て セッ ト さ れ ま す . 

12 ABRT (WSD000) に よっ て 判断 し て いま す 。、 ワー クエ リア 、 ABK1IU 
Break キー が 押さ れる と IRQ 割込み 処理 ルー チン (IRQAB:$EO6E) に 
よっ て セッ ト さ れ ま す . 

※13 ESC キ ー で な いと き ,。 KEYIN0O を 行う の は , キー 入力 バッ ファ の ボイン タ を 
更新 する た めで す . ESC キ ー の と き は , ポイ ンタ の 更新 を 行い ませ ん か ら , 次 回 
FU E を りみ モス ド し だ と らき に 。 PUTO70 選 お いて ESC ラ コラー ド が 杭 され る 
だ 紀 な だ り ます) 
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図 3・4・3 PUT の オー ダ の サブ プ ブルー チン 


本 LE IM 9 
ME だ 0 EE 








$E6AB に SH 
放り 三江 明り RU SB 












$E700 | F 訂正 短 2S 
$SE731 | PUTORC 
ーー | 何ら 動作 し ませ ん 
[ T の sE7FB ESCSEQ 
ao | eee | romore | se | sen 
$E6C6 | PUTOHM トー :A1F SL 5 
$0C SE6AC FUTPO06 | sig CSUL 


だ 入り 長 | $ 1F $EA37 5 


PUTNOP は 何 も し な いで だ た だり リ ター ン (RTS) する だ け で す . 
まま ] ルー まま 1 お 上 が すす 7 つの いて は ば は 、。 ジャ ンプ ペタ トル が 設け られ て いま せん し 。 
何 も 動 作 し ませ ん . 


だ UTCUHR 
MENU SO $ ゅ E676 一 $E69F 
上 倍 KM 月 K ゅ ゃ EE6768 


機 能 | パッ ファ ポイ ンタ の 示す 位置 に , 文字 (一 文字 ) を 出力 し ます (し ヾ 
ッ フ ァ お よび 画面 の 両方 へ ). PUTS PC で は , 出力 する 文字 は 空白 で す . 
| レスタ | 入 、B、 スス 。Y マ 。 り (2。B、 は 人 避 お) 
A レ ジス タ 出力 する 文字 の コー ド 
| ワー クエ ェ リア | PUTCFG $DO22 PUT 継 続 フ ラグ 
上 pD02E 現 作 の デ ト リ ピュ ー ト ラー ド 
.BPAD $DO47 一 $D0O48 バッ ファ アド レス 
.BAAD $ ゃ D049-$D04A バッ ファ アド レス 
CDSPB  $E51B キャ ラク タフ ォ ン ト の 出力 
PUTATR $E6E4 アト リ ビ ュ ー ト の 設定 
PUTINC $E7BA バッ ファ ポイ ンタ の 更新 


PUT 処 理系 に お いて は , バッ ファ ポイ ンタ に 基づい て , 文字 を 出 
カカ し て いき ます . バッ ファ ボイン タ の 双 Y 座 標 や アド レス は ,。 $D045-$D 
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0 4 し 番 地 の 他 域 に 設定 され て いま す の で , 実際 に は これ ら の ワー クエ リア を 参 
有 照 し て 和文 字 を 出力 し て いま す . これ が , PU 本 処理 系 で の バッ ファ ポイ ンタ の 
役割 に 人 
処理 系 と は 対照 的 に , PUT 処 理系 で は バッ ファ ポイ ンタ を 中 心 に 各 処 理 を 行 
で MA ます 、 

動作 は 次 の よう に な り ま す . 

1 。 分 に AD し yhtvirebM ッ フ ァ 内 の アド レス ) の 示す 
アド レス へ , A レ ジス タ の 内 容 を 格納 する ロボ ら て 。 キャ ポジ ンク クノ ク パッ ク 
*N の 電力 る 有 有 愉 ま す 、 

2) アト ドリ ビ ュー トバ パッ ファ へ の 出力 は 。 次 の よ うに 人生 い ます . 

1 ) 出力 する 座標 ( .BAAD が その アド レス を 示す ) が フィ ー ル ド の 先頭 で 
SO と こき は 。 現 作 の 7 トド ト り 世 ュ ー ド トコ ヨード (AOL) る 。BAAD の 率 
ke 理 お も 失 

ini) フィ ー ル ド の 先頭 で あっ た と き 。 PU 丁 維 続 フ ラグ (PUTCFG) が セ 
メド ( 三 ゅ EE) され て いれ ほ は 、 PUTLTATRK ル ー チ シン を 用 いで 。 そ の フ 
ィ ー ル ド を 現在 の アデ アトリビュート コー ド で 満た し て か ら , .BAAD の 示 
す ア ドレ ス へ .、ACL 上 の 値 を 出力 し ます . 

ii) フィ ー ル ド の 先頭 で 。 PU 本 継続 フラ グ が クリ ア さ れ て いた 場合 は , 現在 
の アプ アトリビュート コン の ド の 0 (ツィ ルー ルド の 連 目 ) シラ テラノ (ビッ ドド) 
を セッ ト し て か ら , , BAAD の 示す アド レス へ 出力 し ます . 

39. 3ODS PB を 用 い C ,、 キ ャ ラノ クノ ク の シン アキ ンド を 員 力 し ます ヶ 、 

4) PUTINC で , パッ ファ ポイ ンタ の 位置 を 更新 きせ ます 。 まだ , PU 次 
MM プラグ を モツ ト し て お きる ます 









メーン キリ アロ UM OF 0 うつ 6( 


PUT 継 続 フ ラグ PUTCFG ($D0 2 2 ) は , 前 述 し た よう に フィ ー ル 
ド の 先頭 に バッ ファ ポイ ンタ が きた 場合 、 その フィ ー ル ド を 徐 正 する か し な 

の か と らい うこ だ る が し で て WW ます の 。 

PUT 継 続 フ ラグ が セッ ト さ れ て いる (=ー$FF) と き は ,。 矯正 を 行い ます . 

具体 的 に は , フィ ー ル ド の 先頭 を 示す F フ ラグ を クリ ア し て , 現在 の アト リ 

ビュ ー ト コー ド を 設定 し ます 。 そし て , その フィ ー ル ド の 最後 まで を 現在 の 

アト リピ ュー トコ ヨー ド で 埋め て し まい ます , 

PUT 継 続 フ ラグ が クリ ア さ れ て いる (= ニ $ 0 0 ) と き は , 矯正 を 行い ませ 
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ん 。 FE フ ラグ が セッ ト さ きれ だ まま , 現在 の アト リピ ュー トコ ー ド が 設定 され 
まま の 。 で し て 。 だ の ブフ ォ ー ル ド の アデ ト ドリ だ ぁ っ 一 トヨ ラード は 天守 多 晶 力 し だ 
所 まで は , 現在 の アト リ ビ ュ ー ト コー ド に な り ま す が , それ 以降 の 場所 は 元 
の だ た ト U ビュ テー ド の まま に な ちり の 寺 す 。 

一 般 に 文字 を 出力 し て いく と き は , PUT 継 続 フ ラグ は セッ ト さ れ て いる の 
で す が , カー ソル 移動 , 画面 消去 , 改行 , 1 行 削除 な どの オー ダ が 実行 され 
だ 侯 ほ は 。F フ ラク グ を グリア する の を 防具 する だ た め に 、 ク リザ され ん てい きび 、 
また , GE 処理 系 に お いて も , 同様 の 理由 か ら ク リア され て いま す . 


連 3・4・4 PUTCFG に よる 処理 の 相違 


例え と ば バ パップ ァ の 内 容 が 下 の よ うに な っ て いて 。 パッ アア ポイ シン シダ が フィ ー 
ルド の 先頭 を 指し て いる と し ます ( は フィ ー ル ド の 先頭 を 示し ます ). 


バッ ファ の 内 和 容 





り 深 に 。 ET や 月 R に 拾い て 。 1] 交 字 "へ を 出力 する と き は 次 の よ サ に な 
りり ます. 


下村 村 ア ラグ ェ UNUT お 6) が ジリ テア さ 化 て ゆる と 


和 





! 議 半 攻 所 有 | 
表 胡 の アト リピ ュー di 時 プア ホイ シタ 


に 設定 きれ ます 


※ フ ィ ー ル ド の 先頭 を 示す フラ グ (F フ ラグ ) は 残り ます ., 


き PUTT 継 続 フ ラグ (PUTCFG) が セ モット さ れ て いる と き . 


vomee 
フラ テア は ば は み リ ア さ 志 ま 





この フィ ー ル ド は すべ て 現在 の 
ドリ り ビ ュー トト に 普 定 され ます , 
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PMID 附 上 . 選 
ゃ E6E4 一 $E6FF 


バッ ファ ポイ ンタ の 示す 位置 の アト リ ビ ュ ー ト と 現在 の アト リ ビ ュ 
ー ト が 異 る と き 。 次 の フツ フィー ルド の 革 頭 まで, 現在 の ア 下 リピ ュー ト で 滴 守 し て 
いき ます . 
A, B, X  (A, B は 保存 ) 
| ワー クエ リア | CSLCDS $D0 2 3 単色 表示 フラ グ 
あら 上 $DO2E 現在 の アト リ ビ ュ ー ト コー ド ( カ ラー) 
.BAAD $DO49-$D0O4A バッ ファ アド レス 


| 解説 | 次 の よう に 動作 し ます . バッ ファ アド レス と いう の は , バッ ファ ポ 

イン タ が 示す バッ ファ 内 の アド レス を 意味 し ます . 

けけ AAAD (アト リピ ュー トバ パッ プア の パッ アテ ナド レス )- の 示す アド レス 
が ら 。 ア ナド リピ ュー ド ヨ ー ド を 取り 計 し 。 上 ( ア ィ ー ル ド 飲 頭 ) ララ グ ノ と WM 
( 突 更 ) プラ ク を る グリ ア し て で て 元 の アド レス に 戻し ます , 

2) その アト リピ ュー トコ ー ド と ,..ACL (現在 の アト リピ ュー トコ ー ド ) の 内 
容 を 比較 し , その 値 が 異 っ て いて , か つ カ ラー モー ド (CSLCDS=0) 
の と き は , 3) の 動作 を 行い ます . それ 以外 の と き は 何 も しま せん. 

3) 次 の フィ ー ル ド の 先頭 が くる まで , 現在 の パッ ファ アド レス 以降 の アト リピ ビ 
ュー トバ ッ フ ァ を , 現在 の アト リピ ビュート (..ACL) の 値 で 埋め て いき ま 
関本 

PUTLATR は この よう に だ に 。 分 削 さ れ て いる フィ ー ル ド を 上 つの ラ ィ イー ルド に 

まとめ る と き に 用 いら れ て いま す . 


図 3・4・5 PUTATR の 動作 例 


エニ か TTI ーー 
バッ フナ アボ ポインタ は フィ ルド 2 の ) 完 W[ を 
PE レート PiW | り D ま 生 - 肝 


Pe NT 


ーー ーー の ニー 
正寿 の アデ アトリビュート 現在 の アデ アトリビュート と 上 決 る 人 1 ド 


7 ドリ ビュ ー ト 





E の よう な 状 肖 で PUTATR が 実行 きれ る と 災 の よう に な り ま す , 


ララ ドン イア 4 5 
ンー イー レシ ニー ニモ や パー 


| 還 、 














ー_ 。 
















虹 在 の アト リピ ビュ ー ト で 埋まり ます . 
フィ ー ル ド の 先頭 を が す フ ラグ が 取ら れる だ た め 、 林 の フィ ー ル ド 
と 連結 きれ る こと に な り ま 生 。 
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ワー クエ リア  ACL ($D OZE) に つい て 


ACTL に は 。 現 作 の アト リロ ピュー トコ ー ド が 人 人 っ て まず す 。 だ だ し 。 アナ 
リ ビ ュ ー ト コー ド の 下位 6 ビッ ト だ けが 格納 され て いて , F (フィ ー ル ド の 
売 頭 ) アタ グ (ビッ トド 7) と M ( 妥 旧 ) フラ グ (一 ピット 6) は いつ も ジグ 
りり きれ で WW ます 、。 ジー ツク エリ ア 。 人 AC 上 1 。 の り U1 の SF オー ク で や MA 
SR 2 コン ンド に よっ て 設定 きれ, 1 区 手 出力 す る 際 な ど に アト リル 世 ュ デパ 
バッ ファ に 格納 され ます . また , 画面 の 消去 を 行え を ば , すべ て の アデ トリ ビュ 
ー ト バッ ファ が .. ACL の 内 容 で 満た され ます し , PUTATR ル ー チ ン で 
は , 一 つの フィ ー ル ド を., ACL の 内 容 で 埋め て いき ます . 


ERSAL 上 L。 ASMEFELD (3 一 3 一 2) に お いて 。 ア トリ ピュ ー ト 
バッ ファ の 終了 アド レス の 次 の 番地 の ビッ ト 7 を 立て て いる の は , PUTA 
TR に お いて ,、。.ACL の 内 容 で アト リピ ビュ ー ト バッ ファ を 埋め て いく ルー プ 
を 終了 させ る た め に 行っ て いる の で す . その 番地 の ビッ ト 7 が 立っ て いな い 
と , アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ 以降 の 場所 に も ..AC 上 の 値 で 埋め て いっ て し 
まう か ら で す . アト リピ ュー トバ ッ フ ァ の 後 は .。 スタ ッ ク エ リア が 控え て お 
り , スタ ッ ク エ リア を 破壊 し て し まい ます . その た め に , この 番地 の ビッ ト 
7 は 重 妥 な 役目 を 果たし て いま す . 


図 3・4・6 アト リピ ュー トバ ッ フ ァ の 次 の 番地 の ビッ ト / 


この 番地 の ビッ ト 7 が 立っ て いな 
いと , 破線 の 矢印 の よう に , バッ ・ACL の 値 で 埋め て いく アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ 
ファ 以降 の エリ ア も ..ACL の 條 
で 埋め て いく お それ が あり . ス タッ 
クエ リア を 破壊 する た め 非 常に 危 
険 で す . 

すす 
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放 旨 人 W 貞 1 
ゅ ゃ じ 745 一 $E76A 


PUT (GET) の 共有 RAM 上 の パラ メー タ 中 の 出力 文字 列 

(String:$D38 4 一 ) 中 か ら , 1 文字 を A レ ジス タ に 取り 込み ます . 

A, X  (X は 保存 ) 

A レ ジス タ 出力 文字 列 の 一 文字 

..CONT  。$DO 0O 1 デー タ 継 続 フ ラグ 
PUTIX  $DOA2-$DOA3 (出力 文字 列 の ポイ ンタ ) 
共有 RAM  $D383  (N: デ ー タ バイ ト 数 ) 

CONT 1 $E121 継続 デー タ を メイ ン か ら 受 け 取 る 


図 3・4・7 PUTDAT の 処理 


だ U り TDAT 
丘 の ング 1 まり D3 8 9 


ボン グ ェ だ UI 人 DU 方 で ーー タ DU0A3 








(残り デー タ あ り ) =0( 人 り テー タ な し ) 








AA 一 ドイ ンタ の 
ポポ す ア ドレ ス の 内 容 | 取り込む 








利和 し な い 





CM CONT 1 
ホイ ンタ グ の 初期 化 
($D384 に 設定 ) 


に や り 















共有 RAM 上 の 出力 文字 列 


mm 










パラ メー タ 


oe メイ ン シ ス テム か ら 


A レ ジス タ 





$D380 $D3FF 
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PUT コ マン ド の た め の 共 有 R AM 上 の パラ メー タ N(SD383: 
ー タ バイ トト 数 ) を PUT 処 理系 で は , 未 出 力 の 文字 数 を 示す カウ ンタ と し て 用 
いて いま す . 1 文字 出力 し て いく ご と に , N を 一 1 し て いき , 出力 文字 列 の ポイ 
ンク の し RU] LA) る で 半 」 し て Q き ます, 
AA レジ スク に は 、。 ボ イン タタ PUT T 欠 の 示す 。 共有 RAM 上 の 一 文学 が 代入 され 
ます 。 だ だ し 。 み カウ ンタ が 0 に な っ て いる と き は 。 デー タ が 続 し て いる か (.。 
に ON チチ 0 か と うか ) を 調査 し 。 デー ク が 和 競 綻 し て いれ ば ,。 し ONT [ルー チ 
ン を 用 いて , メイ ン か ら デ ー ク を 共有 RAM ト 上 へ 読み 込ま せ , 繰り 返し ます . こ 
の と き 。 PUT1IX は , $D38 4 (String の 先頭 ) に 初期 化 さ ん れん ます. デー タ 
が 継続 し て いな いと き は , C フ ラグ を セッ ト し て 終了 し ます . PU 芽 の メイ ン ル 


ー チ ナン は , C じ フラ グ を 見 て , 出力 文字 列 を 全部 出力 し 終わ っ た こと を 確認 し , 終 
ま 表す 。 
PUI INC 

ゃ 上 7 人 AA 一 $E7DD 


様 導 E| ノバ バッ ファ ボイン タ を 更新 し ます . 
。 衝 。 生 。。 
CSCTL $SD0O 2 1 コン ソー ル 制 御 フ ラグ 


PE $D0O36 1 行 の 桁 数 
人 人 $D039-$DO3A VRAM 上 の 桁 単位 
.BPX $DO46 バッ ファ ボ ポイ ンタ の 學 座 標 


.BPAD  $DO47-$DO48 バッ ファ アド レス 
.BAAD $D049-ー$DO4A _ バッ ファ アド レス 
.BVAD  $DO4B-$DO4C VRAM 上 の アド レス 
サブ ルー チン | BUFPTR $E1FC バッ ファ ポイ ンタ の ワー クエ リア 設定 
PUTDW  $E7DE 1 行 下 に バッ ファ ポイ ンタ を 移す 


主 説 | PUT 処 理 茶 で は ,。 バッ ファ ボイン タ の 示す 位置 へ , 文字 を 出力 し 
て いま すか ら , 出力 後 は . これ を 更新 し な けれ ば な り ま せん . 更新 は , 多 座標 ( キ 
ャ ラク グ 単 位 ) を 十 1 し ます 。 これ に 伴い 。 パ ッ フ ァ ア ドレ ス も それ ぞ れ 十 ] し 
て いき ます . また , VRAM 上 の アド レス も 1 文字 分 進め ます . 具体 的 に は , 次 
の ポ う 人民 な りり ます, 

1) ワー クエ リア .BP 叉 を 十 1 し ます . その 結果 が 1 行 の 桁 数 ((.LNC) よ 
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りり 5 さく な の けれ は 。 キ ャ ラク タバ パッ フアナ の アド レス 、BPA ん AD と アト リピ 
ー ド マツ プア の アド レス BAAD を 十 ] 人 し ます .。 VRAM 上 の アド レス も 。 
] 文字 分 進め ます (VRAM 上 で の 桁 単位 で ある ..VCU を 足し ます ). 


に 6 お いて から 6, FUUIDW に 市 側 を た 生 し ます 。 だ た だ し 。 こ の と まき コ シソ 

デル レン 提 側 フラグ CSC1TL の ビッ ト 7 が 立っ て いれ ば , PU や PDW 拓 制御 

が 移ら す , BUFEPTR で パッ ファ アド レス の 設定 を する だ け で 終り ます . 
: ど る CT 上 L の ビッ ト 7 ゃ る セッ ト し て お く と ,。 と の よう に PUT で 出力 ずる 炊 導 
列 が 1 行 以 上 に な っ て し まう と き に , 改行 が 行わ れず , 本 来 は 次 の 行 に 表示 すべ 
さき 文字 列 を , 再び 同じ 行 の 先頭 か ら 表 示し て いく こと に な り ま す . コン ソー ル 制 
件 フラ グ 、CSCTL は ,Console Control コマ ンド で 自由 に 設定 で きま す . 詳し 
く は ,。 3 一 4 一 5 次 を 参 量 し て 下さ い . 
PUTDW に 処理 が 移っ た 後 の こ と は , 次 の PUTDW を 参 照 し て 下さ い . 


本 人 M に 選 0'W 
ゅ ゃ EE7/7DE 一 $E7FEA 


機 能 | バッ ファ ポイ ンタ の Y 座 標 を 1 つ 増 し ます . 
| レタ スタ | AB、 ス 。Y。 1 
.CSCTL $D0 2 1 コン ソー ル 制 御 フ ラグ 
.BPY $D045 バッ ファ ポイ ンタ Y 座 禁 
.MDRG $DO4D--$DO4F ウィ ンド ウ 画 面 情報 
BUFPTR $E1FC バッ ファ ポイ ンタ の ワー クエ リア 設定 
PUTOCL $E6AC 画面 の 消 志 
SCROLL $E82E スク ロー ル ア ッ プ 
KEYGET $FD6E キー 入力 待ち と し て 


| 解説 | PUTINC が キャ ラク タ 双 座標 を 1 つ 進め る も の に 対し て , この 

ルレ ルー ナン は パッ ファ ボイン シン タ の キャ アラ ク ク タ Y 座 標 を 1 つ 信 め る ルー デー チ ナン で て です. 次 

の よう な 動作 を し ます . 

1) Y 座 標 を 1 つ 進 め ま す ( .BPY を 十 1 し ます ). その 結 柴 , 現在 選択 され 
て いる ウィ ンド ウ 画 面 の 終了 行 ( .MDRG 十 1 が 保持 ) より 小さ い 場 合 は , 
BUEPTR や を 用 いて 。 パッ ファ アド レス みなみ どの ワー クエ リア る 訪 定 じ ます, 

2) 終了 行 と 等 し いか , より 大 きく な っ た 場合 は , も し 現在 の ウィ ンド ウ 画 面 が 
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スク ロー ル 画 面 で あれ ば ( .MDRG 十 2 が 1 の と き ), 


を 移し , スク ロー ル を 行ない ます . ペー ジ 画 面 で あれ ば , コン ソー ル 制 御 フ 
ラグ し 、DSOTE ト ) の ッッ トド 9 (デー ツク ツウ ョ イド トド フランク) や 見 0 みみ トド さき 
れ て いれ ば ペー ジウ ェ イ ト を し ます 。 ペー ジウ ェ イ ト の 具体 的 な 動作 は , B 
茹 反 P 音 を 出し て 。、 氏 EEYGE 工 を 用 いて キー 入力 を 侍 ち ます 。 ペー ジワ ソ ェ 
イト で な い 場 合 や , キー が 押さ れ た と き は , PUTOCL を 用 いて 画面 を ク 


7 し ます . 


の RU し し 


ゅ ゃ EE82E 


em 


ゅ LoSF0O 


スク ロー ル 画 面 を 1 行 ス クロ ー ル アッ プ す る . 


[レラ スタ | A. B,X, Y,D 


.VOFST $DO1F-$DO20 オフ セッ ト 値 
CSLCDS $D028 単色 表示 フラ グ 
JuIN も ゅ ゃ DO036 一 行 の 桁 数 
ES DU Ss PP の 家 が ノア ク アグ 
上 才 $D03B-$DO3C VRAM 上 で の 行 単位 
..DMAP+7 SDO44 (画面 の 終了 行 ) 
時 5 4 $D045 バッ ファ ボイン タ の Y 座 標 
.MDRG  $DO4D-$SDO4F ウィ ンド ウ 画 面 情報 
.CVTOP $DO7D-$DO7E 消去 する 行 の Y 護 標 
| サブ ルー チン | BADRL  $E208 バッ ファ アド レス を 求め る 
B VADL $ ゃ EE221 VRAM 上 の アド レス を 求め る 
ASMFLD $E2C5 ウィ ンド ウ 画 面 の フィ ー ル ド 設 定 
ERSVRM $E2D3 特定 の 行 を VRAM か ら 消 去 
ERSBUF $E331 特定 の 行 を バッ ファ か ら 消 去 
COPLOP $E8F1 デー タ の ブロ ッ ク 転 送 
INDICT $SEEOE PF キー の 表示 


解説 | スク ロー ル を する た め に は , コン ソー ル バ ッ ファ お よび VRAM を 
スク ロー ル さ せる 必要 が あり ます . VRAM の スク ロー ル の 場合 に は ,。 スク ロー 
ル 画 面 が 全 画 面 に 対し て セッ ト さ れ て いる の で あれ ば , オフ セッ トレ ジス タ に よ 
っ て 画面 を スク ロー ル さ せれ ば 良い の で す が , 他 の 画面 が ある 場合 は , VRAM 
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SC ROL 上 に 制御 


の 内 容 を ブロ ッ ク 転 送 し な けれ ば な り ま せん 。 これ ら の 処理 に 対し て 。 次 の よう) 
に 動作 し ます . 
1) 画面 の スク ロー ル 部 
1 全 画 | 面 が スク ロー ル 画 面 (フル スク ロー ルモード ) の 場合 
画面 の 終了 行 の 次 の 行 の VRAM を 削除 し ます (これ は , VRAM の 表 
示さ れ な い 部 分 を 事前 に クリ ア す る 目的 で 行っ て いま す ). また , PF キー 
表示 モー ド (FM-ー 7 に お いて は ,。 フル スク ロー ルモード で P ド キー 表示 
ー ド に な る こと は あり ませ ん が ) の と き は , スク ロー ル 画 面 の 次 の 行 (= 
P ド キー 胡 示 画面 の 先頭 行 ) も 削除 し て いま す . 
事前 に これ ら の 行 を VRAM か ら 削 除 し た 後 は オフ セッ トレ ジス タ に オ 
フ セ ッ ト を 加算 し ます (2 章 に オフ セッ ト と スク ロー ル に つい て の 記述 が 
あぁ あります)。 加算 する 値 は ,.,、 VCU (VRAM 上 で の 行 単位 : 3 一 3 一 1 
即 参 照 ) の 内 容 を 用 いま すか ら , 1 行 分 上 に スク ロー ル ア ッ プ す る こと に 
な りり ます. オフ セッ ト を 加算 し て スク ロー ル さ せ た 後 は 。 PF キー 表示 
ー ド の だ た め に 表示 ルー ナン TLTNDTICT を 呼び 出し ます 。 
ii) 画面 の 1 部 が スク ロー ル 画 面 の 場合 
スク ロー ル 画 面 の 先頭 行 お よび 終 」 行 (の 次 の 行 ) の 左端 の V R AM 上 の 
アド レス を 各々 求め ます 。 そし て , それ ら の アド レス で 示さ れる VRAM 
の 領 域 の 内 容 を 1 行 分 上 に ブロ ッ ク 転 送 さ せま す . カ ラー モー ド の と きけ は , 
3 画面 と も 転送 を 行い ます が , 単色 表示 の と き は , 緑 の 画 面 だ け 転送 を 行 
いい ます 
2) コン ソー ル バ ッ ファ の スク ロー ル 部 
スク ロー ル 画 面 の 先頭 行 の 次 の 行か ら 終了 行 ま で の 信 域 を 1 行 上 に ブロ ッ ク 転 
送 し ます 。 転送 は 2 回 行わ れ , 1 回 目 は コン ソー ル バ ッ ファ の 内 容 を 。 2 回目 は 
7 ドサ ビュ ー ト バップ アア の 向 符 る で 1 条 上 に 転送 し て いま の 。、 本 夫 に は 0OPLO0 
P を 用 いて いま す . 
3) 終了 行 の 削除 
スク ロー ル 画 面 の 終了 行 の Y 座 標 値 を , .BPY (バッ ファ ボイン タ Y 座 様 ) 
に 設定 し て いま す .、 フ ルス クロ ー ル モー ド で な いと き は , 画面 の 終了 行 を 削除 (V 
K AM コン ツー ルン パッ ツ シア 共 ) し ます 。 アル スク ロー ル の の とき 、 パッ シア だ 
け 削 除 し ます . 最後 に ASMFLD を 呼び 出し て , スク ロー ル 画 面 の 先頭 に フィ 
ー ル ド を 設定 し 。 バッ ファ ボイン タタ か ら バ パッ ファ アド レス を 求め ます . 
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図 3・4 ・8 SCROLL の 処理 
1) VRAM の スク ロー ル を まず 行う 


1』) フル スク リー ン モ ー ド の と き 



















| 二 当 ド セ ジ ス ア の ABCDEFG | 
表示 ABCDUEFG | ォ オフ セッ ト を 突 更 し て . 
5 
Ra | | 行 ス クロ ー ル させ る . [ 
中 1 世 | | 
ho HIJKLNMN | 
g ポ 。 1 aa | 
され な い 1 ン ン ン ン ノン ン ン ン ン グン 
領域 " 
ー ス クタ ロール し た 後 ( に 現れ て て る 表示 き れ : な た いしい 市 分 
を 事 胃 に 削除 し て お く 。 ただし, 1 行 分 削除 する 
と に 枯 直さ されない 部 分 は | f」【 に 滴 た し し 1 の) て"。 
画面 上 部 の 部 分 も つい で に 削除 きれ る (ERSVRM 
の 特性 に よる 
ii) フル スク リー ン モ ー ド で な いと き 
ブロッグ 転送 で 
う A いい 店 
1 行 上 に 転送 PAGE 1 
NEWSTART ーー 朋 ーー 
| SCROLL l 
PACE 2 
この 行 を 削除 する ( 頑 の 内 容 が 残っ な まま の た め ) 
2 ) コン ソー ル バ ッ ファ (キャ ラク タバ パップ ファ & ア トリ ビュ ー ト バッ ファ) の スク ロー ル を 次 に 行う 。 
「ー フィ ー ル ド の 先頭 が セット さ れる 
バッ プ ァ の 内 容 「 本 ] 
ー を プロ ッ ク 転 送 で Nr ' r 
スク ツ ロ ie 四 7 Pad に CONSOLE BUF. 
いと CONSOLE BUF . 2 還 
ル 画面 C 1 行 上 に 転送 





JP SCRKGOLE 





ーー 


OF SCROLL " ' 
CS 0 oo ネイ ー デ ンタ の 0 fi 


この 行 を 前 除 す る ( 史 の 内 容 が 残っ だ まま の た め ) 





※2) の 操作 は 。 フル スク リー ン モ ー ド で ある な し に か か わら ず 行 われ ます . 


次 の サン プル は , 画面 を 1 行 下 に スク ロー ル き せま す .。 た だ し 。 フル スク ロー 
ルモード で な く て も , 全 画 面 を スク ロー ル さ せ て いま す . 動作 は スク リー ン ア ッ 
ググ プア ルレ スク グ クロー ルモード ) と だ の だ WW 同じ で す が 、。 スク ロー ル 前 の 表示 きれ な 
い ぃ 領域 の 消去 は 行い ませ ん . スク ロー ル 後 の 第 0 行 を バッ ファ 。 VRAM 共に 削 
除 し て いま す (ERSSUB を 用 いて いま す ). な お ,ASMFLD を 用 いて いま 
同和 人 Eu フィ ー ル ド を セッ ト し ます か ら , フル 
パク リー ン モ ー ド で な の ゆ と き 信 添 台 し て 下さ きい 


11/ 


10000 
10010 
10020 
10030 
10040 
10050 
10050 
10070 
10080 
10080 
10100 
10110 
10120 
10130 
10140 
101S50 
10160 
101 70 
10180 
101980 
102Z00 
102Z10 
10220 
10230 
102Z40 
10250 
10Z60 
102Z /0 
10280 
10Z90 
10300 
10310 
1032Z0 
10330 
10340 
103S50 
10350 
103 7/0 
10380 
103980 
10400 
10410 
10420 
10430 
10440 
104S50 
10460 
104 70 
10480 
10480 
10S00 
10510 
10520 
10530 
10540 
105S0 
10S6O 
105 /0 
10580 
105980 
1050O 
10610 
1062Z20 
10630 
10540 
10550 
10b6U 
106 /O 
10580 
10580 
10700 
10710 
10720 
10730 
10740 
10750 
10760 
10// り 
107/80 
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S000 


5000 
So002 
So005 
So00/ 
っ o009 


S00 じ 
っ 00F 


501 1 
SCO1 5 
S り 1 / 
oS01A 
So01D 
oS02Z0 
っ 0Z2 


5023 
S025 
っ 02 / 
5028 
o02A 


502B 
502D 
502E 
5036 
5037 
5039 


o03A 
っ S03 し 
っ 0 コ E 
っ 04 1 
oO043 
S046 


5049 
っ 04B 
504 じ 
504F 
S05 1 


1A 
B6 
2ZB 
85 
B/ 


Bp 
2A 


DC 
93 
BS 
DD 
FD 
B/ 


3D 
4A 
BD 
3 
db 


00DO 


DO1F 
D03b 
D03B 
D03D 
DO7D 


DS80 
D409 
D40E 
FC8O 
FDOS 


E208 
EZ し っ 
E328 


40 
FDOS 
FB 
GO 
F DO5 


FUDO5 
FB 


o002 


S00 し 


8D OO16 


50 
FC80 
oO0Z コ 
FDO5 
BF 


80 
じ O 


F9 


っ 02ZB 
0000 
9F 
り ヨ 


D38F 
80 


旧 


D409 
1F 

D40E 
D409 


4 


E208 
づり 
づ ト 


っ 02Z3 


本 本 東 玉木 末 玉木 木 森 氷水 水 水 本 水玉 水玉 素 水 玉 氷 玉水 氷 炒 氷水 末 炒 氷水 水 末 本 灯 末 灯 森 末 森 末 炒 


木 


由 
未 
素 


ki 
・VUFST 
LN し 
・・VLU 
・ DIMAP 
・CVTOP 


ネ 

・ じ UMAR 
VACC 
SUFFS「『 
SHARED 
SBSUUT 
素 
BADRL 
ASMFLD 
ERSSUB 
玉 


SCFOII 


NAM 
UPT 
SE TDP 
0RG 


EuU 
EauU 
EuU 
EU 
EQU 


EaU 
EQU 
EU 
EQMU 
EMU 


EMU 
EQU 
EQU 


S じ RLDw 


MEM,NOGEN 


$DO 
$5000 


$DO1F 
$DOS3b 
$DO03B 
$DOSD 
$DO7D 


$D380 
$D409 
$D40E 
$FC80 
$FDO5S5 


$EZ08 
$E 2Z じ り 
$E 328 


ネネ 。 halt SubSyStem 


共 寺泊 革 共 江 共 共 鞭 革 


放 妊 匠 


dOwn pFOgFam 


VRAM OFFSET FOR SCROLL 
NUMBER OF COLUMNS IN LINE 
VRAM ADDR UNIT OF CHR LINE 
MAP OF DISPLAY PLACE 

CLEAR VRAM LINES 


CUMMUNICATIUN AREA 

VRAM ACCESS FLAG 

VRAM OUFFSET REGISTER 
SHARED RAM (IN MAIN) 

SUB STATUS OUT (IN MAIN) 
CALCULATE BUFFER ADDR 


ASSUME FIELD 
ERASE VRAM & BUFFER 


iFP maSK 
CheCK buSy f Ia8ag 
halt tO SubSySt ら Bm 


wait TO Feaqdy 


tFTanSlate ISt COmmand and pFOgram 


PROG PCR ※ pOinter Set 
#EPRUG-PROUG ネネ COunteF Set 


deStinatiOn pOinte「r Set 
bIOCK tFanSfer COmmandS 
FeSet halt 
iFq nabl@e 


DIOCK trFanSfer FrOut in 
SOuFCB も tOD 。。 XX 
deStinatiOon tOp 。・. U 
data COunt 。。B 


teSt COmmand ロ 


#YAMAUCHI# 率 Key wOFd ロ 


URCC #$40 ネ 

HAL [ LDA SBSOUUT 
BM 1 HAL T 
LDA # ま 0 
ST「A SBSUUT ネ ポ 

* 

WAIT LDA SBSUUT ネ ※ 
BPL WAIT 

< 

1 
LE 上 AX 
LDB 
LDU #SHARED ネネ 
JSR TRANS ネ 
じ LR SBSUUT ネ * 
ANDCC  #$BF ネ 
RTS 

< 

TRANS LDA * バキ < 
ら STA +U+ 
DECB 3 
BNE TRANS ネ 
RTS 

素 

本 tESt COmmand 

本 

PROG EU ネ 
FDB $O0000 
FCB も づ F ネ 
FCC 
FCB $ ま 3 
FDB ・ じ CUMAR+$F 
FCB $ ロ 0 

ネ 

※ SCFOI | dOwn 

* ネ 
LDD VUFST ※* 
SUBD 上 ※ 
BITA VACC 
STD sVUFST *※* 
STD SUFFSI ※ 
STA VACC 素 

玉 

* block tFanSfer ChFr & 

4 


LDA 
DE し A 
JS ド 
PSHS 
LDA 


IOad OffSBt walu@ 
SubtFPaCt fFOm OfTfTSEt 
VTam aCCeSS flIag On 
SEt it tO wOFK 8aFe8a 
SEt jijt も tO 」/O 

vyFam aCCesSsS 18g Off 


atF buffer 


。。DMAP+ 7 ※ C means Ch buf Iine 8ddr 
ネネ ぬ A meBanSs at bu†f Iine addr 

BADRL ネ XFeg=24( ン ノン 19) C YFEg=24(/19) A 

X。Y ポ KBBp it 

…。DMAP+ 2 


TOTAL 


S5053 BD EZ08 
ら 05D 3 ら 40 
5058 34 2 り 
o05A 91 ョ ド 


S0SC D6 3D 
ら り SE 33 AS 


5060 8D 18 So0 / ム 
o062 35 30 
S064 31 コト 
S066 DC 36 
SU68 33 ゐ ム AS 
SOBA 8D  OE っ 0 7A 
っ S06C 96 1 
oOUCE DC づ F 
o070 SC 
S071 DD ZD 
5073 BD E328 
5076 BD 4 時) 
oS0/ 393 
50 7/A 
o07A 339 10 
50/C AB 人 ム 4 
OO/E A/ し 3 
o080 33 SF 
S082 31 ヨド 
o084 10AC E4 
508/ 24 ド op0 7C 
り O089 35 30 
o508B 
S000 


ERRURS 00000--00000 
wARNINGS 00000=-00000 


PRUGRAM _ BEGIN ADDR=5000 


PRUGRAM END 


ADUDR=508A 


PROGRAM ENTRY ADDR=5000 


X= ニ 0 し  Y=OQA 
U=2Z4( ノ 19) じ 

B meanS end Of 
Y=23( ン /18) CB 


11nGE 
U=24 ( ノ /19) CB 
tFPanSfer ChF buf 


X= ニ 0A  Y=24(/19) A 
Y=23(/Z18) AB 


U= グ 4( ノ 19) AB 
tFanSfer atr buf 


・。・DMAP+2 * ネ FaSE Iine Y-CO・Ord 0 


JSR BADRL 玉 
PULS U ネ 
PSHS Y 
LEAY ー1 。U 玉 
LDB ss。LNC 
LEAU BY 
BSR DCUPY 

1 
PULS X ュ Y < 
LEAY や *※ 
LDB ssLNC 
LEAU 日 \ 系 
BSR DCUPY * ネ 

ネ 
LDA 
LDB DDMAP+ 2 
INCB 
STD sCVTUP- ※ 
JSR ERSSUB 
JSR ASMFLD ネ 
RTS 

米 

ネネ COpy †FOm data nd 

* 

DCUPY EQU * ネ 
PSHS X ポ 

DCOUPY1 LDA > Y ※ 
っ 「A 。U 
LE AU ー 1 ェ U 小 
LEAY 2 
CMPY s ら 林 
BHS DCUPY1 ネネ 
PULS X ュ PC 

ネ 

EPROUG _ EQU ネ 
END $5000 


erase the 0 line 


FIELD SEI 


KeGBD SOuFPCG 【tOp 
{tranSfer 1 ロ ata 


DPOIntEF dECFGme ら nt 


1† it gPeat than SOurCE 
tOp then Fepe8at 
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※ 1 


※ 2 
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図 3・4・9 PUTINC 一 PUTDWーSCROLL の 処理 の 流れ 


記入 上 装 た 


パサ ポイ オシ アダ 







1 行 ! に 収 ま り 切 れ な く な っ だ と き は , 


X 座標 を +1 す る 





人 4 レー エス 


な ど を 十 ] する 
己 品 





画面 中 に 収まり 切れ な く 
な っ た と き は , スク ロー ル す る . 


ン の 
トコ 
(の 


プア デル ルド ツバ 
の 設定 NVPOh イ ンダ 
Y 座標 を 1 する 





民 江 つ 


0 が 7 ボ NANO OBN 。 スク ロー ル 画 面 


バッ ファ ホイ ンタ の VRAM 上 で 
の アド レス も .。 一 文字 分 進め ま ペー ジ 画 面 (scRorr ) 


和 
7 > で 


VRAM 上 の アド レス も 設定 し ま に 
す . キー 了 E す ツル 





V の れ な ! 
抽 旋 を クリ ア す る 






現在 の ウィ ンド ウ 画 面 
を クリ ア お よび 初期 化 オフ セッ ト を か け , VR 


AM を スク ロー ル さ せる 







と 
ブ 
(の 





スク ロー ル 固 面 の VRAM 
を 1 行 上 に プ ブロック 転 和 


コン ソ ゾール バ ッ プ ファシル を 
] 行 上 に ブロ ッ ク 転 送 


バッ ファ ホ ボイン タ の 
Y 座 標 を 設定 する 








ウィ ンド ウツ ウ 男 面 の 終了 
行 を 消去 する 





フィ ー ル ド の 設定 を 


行う 





NE SS 


NN ウソ フグ アボ イシ タダ タ と カー ソル に つい て 


PUT, GE 丁 処理 系 で は , 画面 に 文字 を 出力 する ポイ ンタ と し て , バッ フ 
ァ ボ ポインタ と カー ソル が あり ます . バッ ファ ポイ ンタ は PU 処理 系 で 疾 繁 
に 用 いら れ て お り , 文字 を 出力 する た め の ポ イン タ と し て の 役割 を 持っ て い 
ます . カー ソル は GE 華 処理 で 頻繁 に 用 いら れ て お り , キー 入力 し た 文字 を 
出力 する た め の ポ イン タ と し て の 役割 を 持っ て いま す . 

また , カー ソル の PUT 処 理系 で の 用 途 は , GE 内 の サブ ルー チン を 呼び 
だ す と き に 用 いら れ , 一 方 , バッ ファ ボ ポイ ンタ の GE 工 処理 系 で の 用 途 は , 
画面 を どこ まで 編集 し た か と いう , 編集 を 行っ た 最大 位置 を 記憶 する ため と, 
一 時 的 に PU の サブ ルー チン を 呼び 出す た め に 用 いら れ て いま す . し か し , 
これ ら の 人 役割 は 補助 的 な も の で す . 

バッ ファ ポイ ンタ と カー ソル は , その 目的 の 微妙 な 相違 に よっ て , 一 方 の 処 
理系 で 多く 使用 され る こと に な り ま す . この よう に 機能 の 違っ た 2 つの ポイ 
ンタ を 持っ て 画面 操作 を する こと が 一 般 的 な よう で す . 

まだ た だ, バッ ファ ボイン タ と カー ソル は , ワー クエ リア に Y 座 標 。 座標 。 キ 
ャ ラク タバ ッ フ ァ ア ドレ レス, アトリビュート バッ ファ アド レス , V R AM 上 
の アド レス を 各々 持っ て お り , それ の 総称 と し て も 用 いる こと が あり ます . 
な お PU 十 , GET に お いて , バッ ファ ボイン タ が いつ も 最後 の 文字 を 出力 
し た 位置 を 記憶 し て いる の は , 次 に PUT, GET が 用 いら れ だ た とき に その 
処理 の 先頭 の 位置 と し て 用 いる た めで す . 


パッ ツア プア アド レス に つい て 


バッ ファ アド レス と いう の は , 特定 の 座標 に 対応 し た コン ソー ル バ ッ ファ 内 
の アド レス の こと を 指し ます 。 よ っ て 、 キ ャ ラク ク パ ッ ア アア ドレ ス と いう 
の は , キャ ラク タバ ッ フ ァ 内 で の アド レス で , アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ アド 
レス と いう の は , アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ 内 の アド レス を 各々 意味 し て いま 
す 、 ま た 、 バッ プア アド レス と いう の は , バッ ファ ポイ シンク,。 み カーソル に 対 
応 し て よく 用 いら れ て いる の で , 「 バ ッ フ ァ ア ドレ ス 」 と いう 言葉 だ け で 説明 
し て ゅ る と き は , に パッ プア ポイ ンタ ,。 カー ソル の パッ ファ テア ドレ ス と い 
う 意味 を 持つ こと が あり ます の で 注意 し て 下さ い . 一 般 に は ,「 バ ッ フ ァ ポ イ 
ンタ の バッ ファ アド レス 」] と いう 表現 を 用 いて いま す . 
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終了 行 . 終了 アド レス と いう 表現 に つい て 


サブ シス テム の INIT, ERASE, PUT, GET の 処理 系 に お いて は , 
| 終了 行 」」 | 終了 アド レス 」] と いう 表現 が 用 いら れ て いま す が , これ ら の 処 
理系 で は , 終了 行 や 終了 アド レス その も の を 扱っ た 処理 で は な く , 必ず 終了 
行 の 次 の 行 , 終了 アド レス の 次 の アド レス を 基準 に し た 処理 が 行わ れ て いま 
(ツー クエ リル も 5 還 の こと が 肖 く えま すう 、 例え ば 、 GTBIWMG (9D0 
92ーw」1D053) は ワウ ィ ン ド ウツ ウ 画 面 の 終了 キ ギャフ ラク グ パ ッ プ アア ドレ ス 
で す が , 実際 に は 終了 アド レス その も の で は な く , その 次 の 番地 の アド レス 
が 人 和信 っ て いま す . 

この よう に , 終了 行 , 終了 アド レス と 言っ た 場合 に は , その 次 の 行 ・ ア ドレ 
ス を 暗 に 意味 し て いる の で 注意 し て 下さ い . 表現 する に あたっ て は , 適宜 , 
| 終了 アド レス の 次 の アド レス 」 と いう 表現 を 用 いて いま す . 


5 の ンド 以 国男 に つい CGC 


ウィ ンド ウ 画 面 と いう の は ,。 2 つの ペー ジ モ ー ド 画面 、 ス クロ ー ル モー ド 画 
面 の 3 つの 画面 の う ち , 現在 選択 され て ぃ る 画面 の こと を 指し て いま す . 現 
在 選 択 さ れ て いる 状態 に ある と いう の は , バッ ファ ボ ポイ ンタ や カー ソル が , 
その 画面 内 に ある と いう こと に な り ま す . 例え ば , GET の スク リー ン エ デ 
ィ ッ ト 処 理 で は , カ ー ソ ル は ウィ ンド ウ 画 面 内 の 革 囲 で し か 移動 で きま せん . 
ウィ ンド ウツ ウ 画面 を 選択 する に は , バッ ファ ポイ ンタ を その 画面 内 に 移動 させ 
れ ば よく , PUT 処 理系 の SBA (Set Buffer Address> オー ダ に よっ て , 
バッ ファ ボイン タ を 移動 し た と き , どの 画面 内 に ある か を チェ ッ ク し て , 自 
動 的 に バッ ファ ポイ ンタ の 含ま れ て いる 画面 が 選択 され ます . 

一 般 的 に , GET, PUT の 処理 系 で は , ウィ ンド ウツ 画面 内 で 処理 を 行っ て 
いま す 。 
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3 一 4 一 2 PUT の オー ダサ プ ブルー チン 


ド じ | り も し 
poOAO 一 $E6A7 


機能 | 現在 の バッ ファ ポイ ンタ の 示す 位置 か ら , 次 の フィ ー ル ド の 手前 ま 

で の 文字 列 を 削除 し ます . 

レジ スタ | AB。、 YU 

PUTCFG $D0O 2 2 PUT 継 続 フ ラグ 

| サブ ルー チン | BTOC $E77E バッ ファ ポイ ンタ の 位置 を カー ソル に 
設 定 

ELKEY  $EAEC カー ソル が ある 位置 か ら , 次 の フィ ー 

ルド の 手前 まで の 文字 列 を 削除 


PUT 継 続 フ ラグ を クリ ア し て , 現在 の バッ ファ ボイン タタ が フィ ー 
ルド の 先頭 に あっ た と き に , 次 に 文字 を 出力 し て も , フィ ー ル ド の 先頭 フラ グ が 
クリ ア さ れ な いよ うに し て いま す . 実際 の 動作 は ELKEY に お いて 行っ て いま 
す が , ELKEY は カー ソル の 位置 を 基準 に 処理 し て いま す の で , ELKEY を 
呼び 出す 前 に , BTOC を 用 いて バッ ファ ポイ ンタ の 位置 を , カー ソル の 位置 を 
が 9 アー クエ リア に ヨ ピ ー し で いま す . 





9 KO ド 処 ) B. 上 
RE BEL $ ゃ E6A8 一 $E6AB 
評 軸 下 伺 ゅ E じ 6A6 
ULANON ゅ ゃ EL6AB 


ベル を 鳴ら し ます . 


が し (CC は ほ 人 が る) 





| 解説 | GETBEL は , CETT 用 の エン トリ で , 実際 に は PUTOBL と 
同一 の も の で す . PUTNOP は , PUT の オー ダ の うち , 何 も 動 作 を 行わ な い 
も の に 対し て 設け られ て いる エン トリ で , RTS ($ 3 9) に よっ て 何 も し な い 
で 縮 I し ます . 

ベル の 鳴ら し 方 は IO ボー ト $D4 0 3 (ラベ ル 名 BUZZER) を Read す 
れ ぼ ば まい の で す 、 
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6 OO 上 
p 選 6 放し 一 の 世 9 純 3 


現在 の ウィ ンド ウ 画 面 を 消去 し ます . 
| レジ スタ | A, B, X, Y, U 
PUTCFG  $D0O22 PUT 継 続 フ ラグ 
.MDRG 二 2 $DO4F 現在 の ウィ ンド ウ 画 面 の 画面 番号 
サブ ルー チン | ERASE1  $E2A0O 特定 の 画面 の 消去 


| 解 。 説 | ワー クエ リア .MDRG+ 2 の 内 容 を A レ ジス タ に 代入 し て , それ 
を 入力 情報 と し て ERASE1 を 呼び 出し ます . ERASE1 は , ERASE0 
($E298:3--ー3 一 2 節 ) の 途中 の エン トリ で , この エン トリ か ら は いる と 
現在 の アト リピ ビュ ー ト を 再 設定 し ませ ん . その だめ , 入力 情報 と し て A レ ジス タ 
に 消去 する 画面 の 番号 を 設定 する だ け で 呼び 出せ ます . 呼び 出し た 後 は , PUT 
継続 フラ グ を クリ ア し 。 フィー ルド の 先頭 の フラ グ を 破 寺 し な いよ うに し て いま 
す . 


ME 
ZIU 上 し KR ゅ UL6B4 一 $E6C5 
PU 上 上り psEB0BE 一 $E6 し 5) 
PUTOHM DD し 一 例 所 0OC し Jp 


機能 は それ ぞ れ の エン トリ で 異 り ます . 

PUTOCR バッ ファ ボイン タ を 現在 の 行 の 先頭 へ 移動 し ます . オー ト LF が 
選択 され て いれ ば , 改行 動作 を し ます . 

PUTOLE バッ ファ ポイ ンタ を 1 つ 下 の 行 へ (XX 座標 を 変え ず に ) 移し ます . 

PUTOHM バッ ファ ポイ ンタ を 現在 の ウィ ンド ウ 画 面 (選択 され て いる 画面 ) 
の 先頭 の 座標 へ 移動 し ます . 

A, B, X, Y, U 

| ワー ク ェ リ ア | .CSCTL $D0O 2 1 コン ソー ル 制 御 フ ラグ 
PUTCFG $D0O 2 2 PUT 継続 フラ グ 


.BPY $D045 バッ ファ ボイン タ の Y 座 標 
IP $D046 バッ ファ ボイン タ の 的 座 様 


.MDRG ゅ SD04D ウィ ンド ウ 画 面 の 開始 行 (の Y 座 様 ) 
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| サ プ ル ー チ ン | BUFPTR $E1FC バッ ファ ポイ ンタ の アド レス を 求め る 
PUTDW  $E7DE バッ ファ ポイ ンタ を 1 行 下 へ 移動 する 


各 エ ント リ は , 最終 的 に 同じ ルー チン (PUT550:$E6C1 
<$E6C5) に 制御 を 移し ます . 

各 エ ント リ に よる 動作 は 次 の よう に な り ま す . 

PHTPOACRCB CR オー グ を 実 何 し だ た こと を 示す だ の に に, PCRKOKRUD(O5D 
0A0) を 0 以外 の 値 に も セット し ます . この ワー クエ リア は , 後に PUT が 終了 
する 際 に ESC キ ー に よっ て プッ トウ ェ イ ト す る と き に 参照 され ます ,。 バッ ファ 
ボイン み の 座 標 ま 0 し ます 。、 こ こ で 、 ち し ヨン ツー ル 市 御 フ ラグ 。 で CC 
L で オー ト LF が 選択 され て いな けれ ば PUT550 に 分 岐 し ます . 
PUTOLEFE で は , PUTDW を 用 いて バッ ファ ボ ポイ ンタ を 1 行 下 に 移動 し た あ 
と ど で 。 更 U 生 550 に 分 破 し ます 。 

PUTOHM で は , ウィ ンド ウ 画 面 の 開始 行 の Y 座 標 を バッ ファ ボイン タ の Y 座 
標 に 代入 し , バッ ファ ボイン タ の 区 座 標 を 0 に し て , PUT550 に 分 岐 し ます . 
PUT55 0 か ら は , 次 の よう に 動作 し ます . 

ワー クエ リア PUTCFG (PUT 継 続 フ ラグ ) を クリ ア し た 後 , BUFPTR 
ルー チン で ,。 変更 され た バッ ファ ポイ ンタ の バッ ファ アド レス を 求め て , 終了 し 
= 有 


ビ り 1 SF 
SE6CE - $E6E3 
フィ ー ル ド の 始ま り を 定義 し ます . 
A, X 
PUTCFG $DO 22 PUT 継 続 フラ グ 
.ACL $DO2FE 現在 の アト リ ビ ュ ー ト 
BAAD  $DO49-$D04A 
サフ ルー チン | PUTATR $E6E4 フィ ー ル ド 内 の アト リピ ビュ ー ト バッ フ 
了 の 設定 
PUTDAT $E745 共有 RAM 上 の 出力 文字 列 中 か ら , 1 
文字 読み 込む 
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次 の よう に 動作 し ます . 


1) 


2) 


PUTDATT で , 次 の 文字 (この 場合 は オー ダシ ー ケ ンス の デー タコ ー ド ) 
を 読み 込ん を でき ます . この と き 。, 次 の 文字 が な い 場 合 は エラ ー(ERR62: 
ゅ $ ゃ EE0D5) に ジャ ンプ し ます . 読み 込ん で きた デー タコ ー ド の 下位 6 ビッ 
ト を 現在 の トリ ピュ ー ト ユー ド を 示す ワー クノ 選 W リ 7JACL(WD602B) 
に 格納 し ます . 

PUTATR を 呼び 出し て , 現在 の バッ ファ ポイ ンタ の 位置 か ら 次 の フィ ー 
ルド の 手前 まで の 部 分 の アト リ ビ ュ ー ト を 再 設定 し ます ( 元 の アト リピ ビュ ー 
トド と 新 じ < く 設 中 きれ だ アト リピ ビュ マー ド が 同 b と き は 再 院 し ませ ん )、 そ し て , 
パッ ファ ボイン タ を 示す 位置 の アト リピ ビュート の F フ ラグ (フィ ー ル ド の 先 
頭 を 示す フラ グ : ビ ピット 7) を セット し ます 。 最後 に PUT 続 フラ グ を ク 
の 226 人 NT まり び 。 


ゲイ ニー ソリ ルレ ド に つい いで て 


IM 一 7。 る 8。 エエ シン シリーズ の 画面 (ラン ソール 画 面 ) は, ラプ ィ ー ル ド と 呼 
5 27 これ は , 文字 列 の 表示 処理 (PU 耳 ), 入力 処 
理 (GE 丁 ) に お ける 単位 で す . 

kb E アグ (ピッ トド ト /) が セツ 下さ れ だ アト リ 
gm トド が ら 。 状 の HH ノラ グ が セッ トド ト さ れ た デ トリ ピュ ー ト の 考 前 まで の 領 
域 を 指し ます . で すか ら , 画面 上 で 連続 し て いる 文字 列 で も , その 文字 列 の 
途中 で フィ ー ル ド が 異 る 場合 , 別々 に 扱わ れ ま す . 


図 3・4・10 フィ ー ル ド 


ED の の アポ ホー ルド は 。 お アア ノン が や ツル さだ 


ーー ニー を アト リ ビ ピュー ト の 間 の 領域 で す . 


-IPIEIFIMI-|171AINTAI 


( 了 喝 は 。 フィ ー ル ド の 先頭 を た と える 文字 は 連続 し て 


NN 
RS さい 
志す ドド フラグ が セッ ト さ れ MO で SS ゲイ デー ルルド ド が 


画面 上 は 。 フィ ー ル ドド 単位 で 区 別 た RUE ドン 加 れ ば 。 別々 の も の と 
され て いま す . 字 を 示し ます ) し て 扱わ れ ま す . 

















フィ ー ル ド の 特長 は 。 1 つの フィ ー ル ド 内 で は アト リピ ュー ト が 同じ で ある 
こと が あげ られ ます . よっ て ,。 フィ ー ル ド を を アトリビュート (カラ ー) が 同 
EAIL し て で あん て ひよ UNW で GO う 。 
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文字 列 を フィ ー ル ドド 単位 で 扱う も の に つい て は , 例え ば GET は フィ ー ル ド 
単位 で 変更 され た 画面 を 転送 し ます し , スク リー ン エ ディ ッ ト に お いて , 文 
字 を 入力 し て いっ て , フィ ー ル ド の 境目 に きた と き は プ ブザー 音 が な り ま す . 
イン サー ト 処 理 で フィ ー ル ド 内 に 文字 列 が 一 杯 に な っ だ た と き は , それ 以上 , 
文字 を 挿入 する こと が で き な く な る な ど が あり , GET で は 特に フィ ー ル ド 
単位 で 文字 列 を 扱う 傾向 が 強い よう で す . 


ビ どり UIUSB 
ps 連 人 0 本 呈 池上 すず まり 


機 能 | バッ ファ ポイ ンタ の 位置 を 設定 し ,。 バッ ファ ボイン タ の バッ ファ ア 
ドレ ス を 設定 する 
| レジ スタ | A, B, X, Y 「 
..DMAP $DO3D-$DO44 画面 の 情報 
. BPY $D045 バッ ファ ボ ポイ ンタ の Y 座 標 
.BPX $D0O46 バッ ファ ポイ ンタ の X 座 標 
.MDRG $D04D-$DO4F ウィ ンド ウ 画 面 の 情報 
サブ ルー チン | CAXCR $E3D5 座標 の 範 陸 を チェ ッ ク す る 
PUTDAT $E745 共有 RAM 上 の 出力 文字 列 か ら 文 字 を 
読み 込む 
GETRNG $E975 ウィ ンド ウ 画 面 の 範囲 を 示す ワー クエ 
リア を 設定 する 


解説 | バッ ファ ポイ ンタ の 位置 を 設定 する と いう こと は , これ か ら 出 力 す 

る 文字 列 の 先頭 座標 を 決定 する こと に な り ま す . 動作 は 次 の よう に な り ま す . 

1) PUTDATT を 用 いて , 共有 TRNAM 上 の 出力 文字 列 か ら , 多 座標 と Y 座 標 を 
読み 込み ます . そし て , CAXCR で それ ら の 座標 が 画面 の 範囲 内 に ある か 
どう か チェ ッ ク し , 男 囲 内 な ら ば , それ を .BPXK と .BPY に 格納 し ます . 
この と き , 出力 文字 列 が な い 場 合 や 座標 が 範囲 外 な らら ば, エラー ルーチン 
(ERR62 WE0OD5) に ジャ ン ア し ます 

2 ) 設定 され た バッ ファ ボイン タ の 位置 が , 現在 の ウィ ンド ウ 画 面 か ら 出 て し ま 
う 可能 性 が ある た め , バッ ファ ボイン タ の 位置 か ら 新 た な ウィ ンド ウ 画 面 を 
選択 し ます . この 選択 の た め に , 画面 の 配置 状態 を 示す ワー クエ リア .. DM 
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AP を 検索 し , 下 の よ うな 条件 に あて は まる 画面 を 選択 し ます . 
画面 の 開始 行 ミ バッ ファ ポイ ンタ の Y 座 標 く 画面 の 終了 行 ( 十 1 ) 

選択 され た だ 画面 の 番号 と 開始 行 ・ 終 了 行 ( 十 1) の Y 座 標 を ワー クエ リア . 
MD RG に 格納 し , その 画面 の コン ソー ル バ ッ ファ 上 で の 範囲 を GETRN 
G に よっ て 求め 、 設定 し ます 、 

9) 3 博 傘 に PUT550 (WEB6(L PUTOCR を も まあ 昌 し て くだ さい ) に ジ 
ャ ンプ し て , パッ ファ アポ ボ ポイ ンタ の 値 か ら 。 そ の バッ ファ アド レス を 求め 。 P 
U 十条 続 フラ グ を リア し て 終了 し ます . 


PUTORC 


ゅ 7/931 一 伸也 744 


指定 個数 分 , 指定 文字 を 表示 し ます 
A, B, X, Y, U 
PUTCHR $E678 文字 の 出力 
PUTDAT $E745 共有 RAM 上 の 出力 文字 列 中 か ら , 文 
子 を 読み 込む 


解説 | 次 の よう に 動作 し ます . 

1) PUTDAT を 用 いて , 共有 TRAM 上 の 出力 文字 列 中 か ら 文 字数 と 文字 コー 
ド の を 29 (オー クシ ー グ ンス の ) リ デー クコ ヨー ド る 読み ぬ 人 でき ます 、 こ の ら 8 
き 出 娘 央 所 別 が も りな いと き は 。 エ ラール デ ナ ン (ERR62  $PUD 
5 に ジャ ジア し まり 

2 ) 読み 込ん だ 文字 数 分 だ け , PUTCHR を 用 いて 文字 コー ド を 出力 し ます . 
PUTCHR は , 文字 を 出力 する 際 に 必要 な 手続 き を すべ て 処理 し て いま す 
が か がら 。 レジ スク に 天守 コード を 入れ て 。 呼び 出す だ け で よい の で みか, 

な が な お, RC オー グ で 文字 を 出力 する と まき は ほ は, オーグ ダグ が 割り 当て て ある 天 学 コー ド 

の 天池 を 出 錠 ず する こと が で きま す 、。 例 ん えば,。 ユーBASIC で は トト 記 の よう に し 

ます 。 オー タダ 動作 を 許可 し だ た だ ま まで, オーグ の 天池 を 電力 する と き に 便 用 し ます . 

RILNTLC 有 RODC9OEOHNRS(L) 寺 CHRD ゆ (7/) 
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PUTOBS 





ゅ EE70B 一 EE/7D 


バッ ファ ポイ ンタ を 1 つ 前 に 戻し ます . 

AA 明 。 YY 

PUTCFG $DO22 PUT 継続 フラ グ 

.BAADU $D049-ー$DO4A バッ ファ ポイ ンタ の アト 
ame R2W ツ ジジ ザ ナド ビス 

BUFPTR $E1FC パッ ファ ポイ ンタ の バッ ファ アド レス 














を 求め る 
隊 小 6 に $E77E バッ ファ ポイ ンタ の 位置 を カー ソル へ 
に TOB $E787 カー ソル の 位置 を バッ ファ ボ ポイ ンタ へ 
(し 由 $ ぉ LA60 カー ソル を 1 つ 前 に 戻す 






解説 | 一 度 カ ー ソ ル の 位置 を 示す ワー クエ リア に バッ ファ ボ ポイ ンタ の 位 赴 
を 設定 し て か ら ,。 CS し L で カー ソル を 1 つ 前 に 戻し 。 それ を 再び バッ ファ ボイン 
タ に 戻し て いま す . 

記 M TB 


ゃ /93 一 $ 紀 79 し 





| TAB 動 作 を し ます . すなわち , TAB の 停止 位置 まで バッ ファ ボ 
イン タ を 移動 させ , その 移動 し た 範囲 を S PACE で 埋め ます ., 

| レジ スタ | A,B。 X, Y, U 

| ワー クエ リア | .BPX SD046 バッ ファ ポイ ンタ の XX 座 禁 

| サブ ルー チン | PUTSPC SE676 空白 を 出力 する 

TABCHK SE79D TAB の 停止 位置 を ナチ ェ ッ ク す る 









解 。 説 | 次 の よう に 動作 し ます . 

1) PUTSPC で 。 空白 を 1 つ 出 力 し ます . 

2 ) バッ ファ ボ ポイ ンタ の 双 座 標 を 入力 情報 と し て , TABCHK ル ー チ ン を 呼ん 
で 停止 位置 か どう か チェ ッ ク し ます . 停止 位置 で な けれ ば , 1) か ら の 処理 を 
繰り 返し ます . 

PUTSPC は , 空白 を 出力 し た 後 の 必 要 な 手続 き (バッ ファ ボイン タ の 更新 な 
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と も 人 む ) を すべ て 処理 する の で , 呼び 出す だ け で よい の で す . な お , 空白 す な 
わ ち SPACE は , Null と は 異 り ます の で 注意 し て 下さ い . Null は ,。 そ こ に 何 も 
書か れ て いな いこ と を 示し ます が ,。 SPACE は そこ に 空白 と いう 文字 が 表示 さ 
れ て いる の で す . 画面 上 は 同じ で す が , 内 部 の 処理 系 で の 扱い は 異 り ます . この 
こと は ,。 サブ プ ブシ ステ ム に 限ら ず , 他 の デバ イス で も 共通 し て いる も の で す . 








} ANB CH K 
$E79D - $E7B9 


TAB の 信 止 位置 か どう か チェ ッ ク し ます . 

AB) ええ 

A レ ジス タ 丸 座 標 (0 一 7 9) 

の ラグ TAB の 停止 位置 の と き ク リア され , 停止 位置 で な 
いと き セ ッ ト さ れる 

| ワー クエ リア | .CSCTL $D0 2 1 コン ソー ル 制 御 フ ラグ 

・TABST $D024-$D02D TAB (の 停止 位置 ) 設 
定 テ ー ブ ル 








調 説 | 和信 レ ジス タ で 与え られ る 多 座 標 が TAB の 島 止 位置 か どう か を 判 

別 す る この ルー チン は , 次 の よう に 動作 し ます . 

1) A レ ジス タ の 上 位 5 ビ ッ ト か ら , TAB 設 定 テ ー ブ プル の どの バイ ト と 比較 す 
れ ば よい か を 決め る た め に , テー ブル 内 の 比較 する バイ ト の 相対 番地 を 計算 
し ます 。 

2) A レ ジス タ の 下位 3 ビット か ら , (比較 する バイ ト 内 の ) ど の ビッ ト を 比較 す 
る か を 計算 し ます .。 $E392-$E399 番 地 (ラベ ル 名 BAS) に , ピ 
ウド デー グ が あみ あり, で の アー アタ を 読み 込ん で きま ず , 

3 ) 1) で 求め た 相対 番地 に より TAB 設 定 テ ー ブ ル の 比較 する バイ ト と , 2) で 求 
め だ た ビッ ト デ ー タ を 比較 し , そ の ビッ ト が 1 に な っ て いる か どう か 調べ 
1 に な っ て いれ ば ノ フフ ラグ が クノ クリア さき され, 0 に な う て い れ ば Z/ フ ラグ が も セッ 
ト さ れ ま す . 

な だ お 。 ワーク エリ ア 。 し SC 上 EL の ッッ ト 3 を 見 て 、TAB 和 者 作 が 茜 比 き て で てい 

れ ば 。 無 条 件 に Z ク フラ グ を クリ ア す る よう に し て いま す . 
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図 3・4・11 TAB 設 定 テ ー ブ ル と の 比較 の 例 


…… DO26 助人 0 が DO28 DOz29 EER 


16 23 Z4 ひ 1 3 39 40 47 





ビッ ドー1U70 ち 4321076M43 う 2107605 ロ 5 は 3 は 3 は 4107BDBS49210 了 DS 
相対 番地 で 4 バイ ト 目 
ビッ ト デ ー タ の ビ ピット と 同 位 
A レ ジス タニ 37 ($25) | 目 | 目 自 比較 置 の ビッ ト が セッ ト さ れ て いる 
の で 〆Z フ ラグ が クリ ア さ れる ゐる . 


| 上 か ら 数 えて 5 ビッ ト 目 (停止 位置 で ある と 判断 され る ) 
( 較 ほ その ビッ ト が 1 で 


5 め ある こと を 示し ます ) 


上 の 了 図 は 。 TA B 設 定 テ ー ブ ル が 図 の よう に 設定 され て いた 場合 に 。 A レ ジス タ に 3 7 を 号 え 
た と き に , XX 座標 3 7 が 停止 位置 か どう か を 判別 し て いま す . 


Eieo し ら E O 


ゅ 上ル 7FB 一 $E82D 


機 BE : 王 ケー プシ ー ツ ンス お 有 し ます 。 エス ケー プシ ー グ ンス は,。 EE 
SC コー ド に 続く 文字 コー ド (デー タコ ー ド ) に より ,。 次 の よう に 機能 し ます . 


9 ′($3.9) 
# ( 王 $23) 
-  ( テ $22) 
g” ( 王 $67/) 
h ( 三 $68) 


| レジ スタ | A 


キー (人 旋 ) バ パップ フ ア を 條 表 し ます 、 

キー 人 罰 る 貸 上 民 (キー タロ ッ ク ツク ) し ます 。 

キー 入力 禁止 ( キ を ー ロ ッ ク ) を 解除 し ます . 

キー の 先生 人 力 を 可 朋 (キー ペッ プア モー ド ) た し ます 、 
キー の 先行 入力 を 禁止 (キー バッ ファ モー ド を 解除 ) し ます . 
光 


| ワー ク ェ エリ ア | KLOCK  $DOO 2 キー 入力 禁止 フラ グ 


KBFFLG $DO03 キー バッ ファ フラ グ 
| け フ ルー チン | PUTDAT SE745 共有 RAM 上 の 出力 文字 列 中 か ら 文 字 


を 読み 取る 


KBFERA $FD9E キー (入力 ) バッ ファ を 消去 する 


解説 | この ルー チン は , PUT の メイ ン ル ー チ ン か ら 分 岐 し て きま す の で , 
処理 が 終了 する と 再び PU の メイ ン ル ー チ ン へ ジャ ンプ し て 戻り ます . 次 の よ 


う に 動作 し ます . 
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遇 2 


2 


3 ) 


4 ) 


5 ) 


6) 


だ U TDA ん 人 上 る の 介し で 。 デー ク ヨ ー ド る 読み A ん で きま す 。 志 の と き , 
文字 が 既に 存在 し な いと き は , た だ ち に PUTO10 ($E5EB) へ ジャ 
ンク 2 

コー ド が 39 だ っ だ ら 。 KBERERA を 呼び 出し 。 キー 入力 バッ ファ テ ァ の カ 
ウン タ と ポイ ンタ を 初期 化し て , PUT 0 1 0 へ ジャ ンプ し ます . 

コー ドガ が) 23 だ っ だ らら,。 KEOCK に DEFE を 書き (キー 人 力 全 上 此 フ ラグ 
を セッ ド じ し )、。 PUTUL0O0 ペ ジラ ジャッ アツ し きま $* 

コー ド が $ 2 2 だ っ だ た だら 。 KLOCK を クリ ア し , PUT 0 1 0 へ ジャ ンプ 
の 2 

ーー ドド が ゅ 0 0 イ だ だ つ だ らら 。/KNKEBEELG に bBEER を る 書き (キー パッ アア アン 
グ あ セッ キト も し もし) PU O 0 ペペ ジャン アツ グ し ます 、 

コー ド が $ 6 8 だ っ た ら , KBFFLG を クリ ア し , PUT 0 1 0 へ ジャ ン 
グ ky ます 





な お , その 他 の コー ド が きた 場合 は 何 の 動作 も 行い ませ ん の で , その 文字 は 無効 
と な り , 画面 上 に も 出力 され ませ ん . ワー クエ リア KLOCK と KBFFLG は , 


入力 の 際 に 参考 に され ます . 3 一 7ー1 節 を 参照 し て 下さ い . 


※ カ ー ソ ル の 移動 な どの ルー チン は , GET の も の を 使用 し て いま す . G で ET の 
オー ダル ー チ ン (3 一 4 一 4 節 ) を 参照 し て 下さ い . 
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2ー 間 3 EE 1 $ 0 4 ($E5E0) 


文字 列 を コン ソー ル 画 面 に 表示 し た 後 ,。 オペ レー タ に よっ て 変更 され た フィ ー 
ルド の な か で , 画面 最上 段 に 位置 する フィ ー ル ド の 内 容 を 共有 RAM に 転送 し ま 
す . カー ソル の 表示 位置 は , 文字 列表 示 後 の バッ ファ ボイン タ の 位置 に な り , そ 
こと か ら ス ツリ ー ン エディ ッ ト を 行い ます . 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ 


ソリ ド 必 


今回 転送 する 文字 列 の バ 
N デー タダ タ ノ ヾ 


する 文字 列 (オー ダ 
String | 出力 文字 列 た 
を 合わ ) 





D36383 


D 9 4 
D383 十 N 


共有 FR A M 上 の 復帰 情報 
。、 た ドス 








内 傘 値 


$ 0 0 : RETURN 

$ 0 1 : CTRL 二 C ま た 
ほ CTRL 半 ええ 

2 5 も 5 


DSS83 


SI ス ー ロワ ぴ ド 


変更 フィ ー ル ド の な いと 
今回 転送 する , 変更 フィ | き は N=0, 変更 フィ ー 


ーー [ 


D384 ー ル ド の バイ ト 数 (N 全 | ルド が 空 文字 列 の と き は , 
ま 拉 和 M) N= ニ 3 (SBA。 区 。 Y 
の み ) 
Set Buffer Address 
3 9 5 っ BA $ 1 2 





(オー グ ) コー ド 
変更 フィ ー ル ド の 先頭 
(の 文字 ) の XX 座 標 


変更 フィ ー ル ド の 先頭 
人 り 一 2 4 
(の 文字 ) の Y 座 標 





D3686 ん 


D387/ 


D り 3686 
) 
D384 十 N 


ip 
に 
いら 
ブ 


フィ ー ル ド 中 の 制御 コー 
変更 フィ ー ル ド の 文字 列 
ド を 除く 文字 列 er ai 
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補助 ワー クエ リア 

$D0OA0O PCRORD- PUT (3 一 4 一 1 節 ) 参照 

<$D0A4 

$D0OA5 GTFLD カー ソル の 文字 列 単位 で の 移動 の と き に , フィ ー 
ルド の 区 切り に 来 た か どう か を 示す フラ グ 

$D0OA6 ISCK し 上 インサート モー ド の と き の だ ため の の スク ロー ル る 
休 う だ か と うか 示す フラ ググ ( 有 名 わな いと き 9 0.0, 
行っ た だ とき $FE/) 


| 解 説 GET の 処理 は 。 次 の よう に 大 きく 3 つ に 分 か れ ま す . 
1 ) 文字 列表 示 処 理 

共有 TRNAM 上 に 渡さ れ た 出力 文字 列 の 表示 は , PU 芽 と 同じ 処理 な の で , PU 
よ ノ ルー ザン で 行 つ で いま す 。 こ の た の 6EDT の エン ト UAPUT ル ー チ ン と の す 
近く に あり 。 PUT の ルー チン に 入り , 表示 処理 が 落っ た 段階 で PUT エ ルー ナチ 
ン を 抜け だ し て きま す . 詳細 は PUT (3 一 4 一 1 節 ) を 参照 し て 下さ い . 
2) スク リー ン エ ディ ッ ト 処 理 

PUT ル ー チ ン か ら 制 御 を GET000 ($E930) に 移し ます 。 こ こ か ら 
が GET の 処理 系 が 始ま り ま す ,。 GET の メイ ン ル ー チ ン (GET100:$E 
941-$E975) を 中 心 に , 各 オ ー ダ の 処理 や 文字 の 入力 ・ 表 示 を 行い ます . 
各 オ ー ダ へ は , ジャ ンプ テー プル を 用 いま す . 
3 ) 変更 フィ ー ル ド の 出力 処理 

スク リー ン エ ディ ッ ト で 閉 末 され だ フィ ー ル ド を 。 共有 有 民 AM 人 出力 し ます . 
CLS。 CTRL 一 C じ ・ 又 。 RETURN キ ー を 押し た と き に ,。 この 処理 部 へ 制 
側が 移る こと に な り ま す . この 処理 は ,、。 GE と ルー ナン を 用 いて 行っ て いま す 
の で GETC ル ー チ ン で 説明 し ます . 


この よう に スク リー ン エ ディ ッ ト 処 理 が ,。 GE 丁 自体 の 処理 で あり , 他 の 処理 


は , PUT・GETC の コマ ンド ルー チン と ね て いま す . スク リー ン エ ディ ッ 
ト を 行っ て いる GET000, GET100 を 次 に 説明 し ます . 
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ほ 包 上 より り せ 
ほぼ BB」 0 OU bp じ P9930 憲 $ 選 974 
ほ 選 上 TL 上 LOU0O ゅ ゃ EL94 1 


スク リー ン エ ディ ッ ト (オペ レー タ に よる キー 入力 操作 ) 処理 を 統 
轄 し ます . 

ああ 。 藤 。 次 。 党 、 有 

..ABRT $SD000 キャ ン セ ルフ ラグ 


OU KTIM SD0LD カー ツル ダイ マ 

PUTCFG $D022 PUT 継 続 フ ラグ 

GTTOPA SD054-ー$DO55 ウィ ンド ウツ ウ 画面 の アト 
リピ ビュー トド バッ プア で の 人 頭 ゲ ドレ ス 

GTBTMA SD056-$DO57 ウィ ンド ウ 画 面 の アト 
ビュ ー ト バッ プア で の 委 了 アド レス 十 1 


CBADR $EF3C3 カー ソル の バッ ファ アド レス を 求め 
る 
は 上 りり D 人 T SE98A 入力 され た 文字 の 格納 ・ 表 示 


生 O 二 前 り 則 人 pEB 思 6 DE 上 オー クタ の 失 行 

に LMLKR SE | SEDE8 カー ソル の 位置 の 設定 (継承 ) 
NIKON DI グー ツル の グリ プア 
CURGO SEE0 7 カー ソル を 点滅 させ る 

KB Y( BE 」 $FD6E キー 入力 


解説 | GETOO00-GET10 0 の 間 の 処理 で , 初期 化 を 行っ て いま す . 
GET 1 0 0 以降 が メイ ン ル ー チ ン で , キー 入力 の 処理 を 行っ て いま す . それ ぞ 
れ の 処理 は 次 の よう に な り ま す . 
1 ) 初期 化 処理 GETO0〈0- 

PHT 絶 ク ラグ PUTCOEG を ノリ アデ し て 、 パッ シア ァ ポイ ンダ タ (カー ツ ソル) 
が フィ ー ル ド の 先頭 に きま て も , フィ ー ル ド の 先頭 を 示す フラ グ (F ド フラ グ ) を 消 
すこ と が な いよ うに し て いま す . その 後 , 現在 の ウィ ンド ツウ 画 面 の 始め か ら 終 り 
まで の た トリ ピュー トド の WM ラ ラク 二丈 ラ グ クミ ビット 6) を クリ ア し て 。 まだ 
オペ レー タ に よる 操作 が な いこ と を 示さ せま す ( 後 で , 操作 が 行わ れ た 所 の アト 
リュ ネー トド の MMW ラ ラン は セツ ドド 840S99 まだ た "CUNSET る を 用 て 。 カー ツ 
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ル を 消去 し , PU エル ー チ ン 終 了 時 の バッ ファ ボ ポイ ンタ の ワー クエ リア の 内 容 を , 
カー ソル の ワー クエ リア に 複合 し て お きま す . この 後 , 次 の 処理 に 入り ます . 
2 ) キー 入力 処理 GET100- 
カー ソル の 座標 か ら ,。 カー ソル の バッ ファ アド レス と VRAM 上 の アド レス を 
求め た (CBADR を 用 いま す ) 後 , 点滅 を 開始 さき せま す . 点 減 が 行わ れ て いる 
間 。 キー 入力 を 行い ます . 入力 後 は , カー ソル の 点 減 を 終了 させ , 画面 上 か ら カ 
ー ソ ル を 消去 し ます . この と き , キャ ン セ ル 割 込み が メイ ン シ ス テム か ら 要 求 き 
れ だ 場合 (、ABRKT チ 0) は ,。 コマ ンド 解 邊 ルー チン (CMDCTL! ゅ E0 
3 4 ) に 強制 的 に 戻り ます . キャ ン セ ル 割 込み が な いと き は , キー 入力 され た キ 
やま ポ 強まっ て 人生 ル デー ナン らち F の 人 し まり き 、 呼び 用 し は ドド の こう に な り ま うす. 
呼び 出し た 後 は 。 GET 1 0 0 から の 処理 を 繰り 返し ます . 
i) 普通 の キー の 場合 
BT DI を 呼び し C。 キラ 人 有力 され た デー ク 人 で コ ン ソ ソール パッ メア アァ に 
格納 し , VRAM 上 に 文字 を 表示 させ ます . 
ii) オー ダ の キー の 場合 
各 オ ー ダ へ の ジャ ンプ ベク トル (GETJMPI$ECACー ゅ ECEB 
に 格 納 され て いま す ) に よっ て , 各 オ ー ダ へ の サブ プル ー チ ン に ジャ ンプ し ま 
す 。 だ だし, DEL キ ネー の 場合 は 。 コー ド が $ 7F ド な の で 特別 に 判別 し て , 
GETDEL ($EBE8) を 呼び だ し ます 。 
各 キ ー の 処理 が 終っ た 後 は , GET 1 0 0 か ら の 処理 を 再び 繰り 返し ます . 各 オ 
ー ク SE サナ アル デン と し で MI のび し ます の で 、 叶 デ ィ イッ る 栓 すさ や る キー 
の 3 直さ れ だ と き は 。 答 オ ー タ ルー ナン で スク ッ ク 上 に 記 直 きれ だ リグ クー シア ドレ 
必 棄 し て ,。 GETC に 制御 を 移す よう に し て いま す 。 各 オ ー ダ の サブ プ ル ー チ 
ジ の チア ドジ レス は 。 図 93・4>・19 の と お り で す . 





図 3・4・12 GET の 3 つの 処理 


1 ) 文字 列表 示 処 理 2) スク リー ン エ ディ ッ ト 処 理 3 ) 変更 フィ ー ル ド の 出力 処理 






ABCDEFGH 玉 ABCDEFGH 






出力 文字 列 








共有 RAM 





PUT ル ー チ ン で 人 行う GETC ル ー チ ン で 行う 


GET000-GET100- て 行う 
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好 3・4・13 GET の オー ダ の サ プ ブ プルー チン 


I 


(MLI ui ゅ ゃ SE989 な 上 NOUF 





















CSLW | $11 | $EB21 | GETDUP 
GETCAN | $12 SEAEO | INSERT 


“ EE 
| s13-$17 | $E989 


(NM は も NO 






| 
| 
1 
十 ーー ャ ー・ 

















ELKEY $18 | $SEC3E | GETCAN 
$06 $EB56 $19 $EAB8 GETBFD 
$07 $E6A8 GETBEL | き 1A | $EABO | GETFFD 
$08 | SEBDC | CETBS | $1B SE989 | GETNOP 
$09 | sEBzB | TAB | s1C 昌 $EA1I4 。 csRr 
s0A | sE9s9 GETNOP | s1D sEAIF | CsSLL 
s0B | sEA94 CSHOME | SIE ssA29 | CSUL 

| SIF 還 SEA37 | CSDr 
| s7F | sEBEs | GETDEL 


GETNOPF は ほ 、 価 も し な いで た だ リタ アーン (RTS) する だ け で す 。 


ロロ EID[ 
母 ま りり ゃ EE98A 一 $E9D1 
0 よ IKE 1 ゃ ゅ E99D 


キー 入力 され た 文字 を 表示 し , バッ ファ へ 格納 し ます . 
| 必 沙 スタ | A。B。 叉 、Y、 1 

A レ ジス タ キー 入力 され た 文字 (コー ド ) 

ウー クエ リ イ 7| 。。TNSs $ D 0 3 3 イン サー ト フ ラグ 


5 朋 じ 導 、 ゃ DO045 バッ ファ ボイン タ Y 座 標 

BB の ゅ ゃ D046 バッ ファ ボイン タ 双 座標 
.MDRG+2$SDO4F 現在 の ウィ ンド ウ 画 面 の 種類 
2 ゃ D058 一 $D059 カー ソル の XY 座標 


.C BAD ゅ D05A-ー$DO05B カー ソル の キャ ラク タバ 
の が アド ジグ の 

.CAAD ゃ D05 じ ー$DO05D カー ソル の アト リピ ビ ュー 
か 2 の グ デ ルド ス 

rrTS し RI $ ゃ DOAC ズ スクロール 守 行 フ ラグ 
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BUEPTR WBIEC パッ ファ アア ドレ スズ の 談 寺 

し CBADR BSOC9 。 ツー ソル の フッ アザ テア トレ スタ K め つろ 
りつ し bpE518 キャ ラク グ クタ を カー ソル 人 選 閥 へ 表 示 
CTOB SE787 カー ソル の 位置 を バッ ファ ポイ ンタ へ 
SCROLL NE8G/ ト スク ロー ル 画 血 あ スク ロー ル ア ッ ア 
は ETIN5 WEBE9D2 イン サー トモ ー ド の と き の 処 理 

ら CSK $EA44 カー ソル を 1 つ 進 め る 





と の ルー チン の 旭 理 は 。 イシ サザ サート モー ド で ある か と りか に よっ て 
思 り ま よ 、 イン サー トモ セ モード の と き は は,、 CBTIINS ル ー チ ン へ ハグ 中 し まず 。 カイ 
ン サ ー ト モー ド で な いと き は , GETDT 1 か ら 始ま る ルー チン で 処理 を 行い ま 
す 。 ま た 。 GETDT1 は GETTNS ル ー チ ナン か ら サ アル ー チ ン と し て 寿 ば 
れ て お り , その と き の 入 力 情報 は 次 の よう に な り ま す . 
A レ ジス タ ーー 大 力 き れれ 才 究 浅 、 且 レ ジス タ チト リピ ュー トコ ヨー ギド 
メレ ジス タ 文字 を 格納 する アド レス (キャ ラク タバ ッ フ ァ 内 ) 
マレ ジス ク アト リピ ョ ォ ー ト を 柄 二 する アプ ドレ ス ( ア トリ ビュー トバ パッ プア 門 ) 
この ルー チン の 動作 は 。 次 の よう に な り ま す . 
1 ) モー ド 判 別 処 理 

7 ルル の 20 の シゲ アド ルス K の クリー クリ アデ (OBADUSN び MAAD) 
か ら , 文字 を 格納 する コン ソー ル バ ッ ファ 内 の アド レス を 取り 出し ,。 アト リ ビ ュ 
ー ト パッ ファ か ら ア トリ ビュ ー ト コー ド を 読み 込み ます . その アト リピ ビュ ー ト の 
陸 隊 アプ ク (アラ グ と ビッ ドル 4) を 見 て 用 アイ ィ イー ルド の らき は 、 ア ザー を 
喝 ら し て (⑪D403 を Read) 終了 し ます . フィ ー ル ド で な いと き は , イン サー 
ドモ モード な らし UETELNSA 分 し 。 イ シン サー トモ ー ド で な いな ら GE6DT 1 
で 次 の 処理 を 行い ます . 
2 ) 文字 の 表示 ・ 格 納 処理 " GEDT1- 

キー 人 力 さ れ だ 文字 コード で ご キャ ラン クタ パッ ジア に 格納 ます 。、 ま た 。 アト 
りこ ジマ 人 見 ララ ク IM ウラ クノ ラル ビルド 6) や も ウド 8S れ で / トリ 
ュー トバ ッ フ ァ へ 格納 され ます . 後 で 共有 RAM 上 に 変更 され た フィ ー ル ド を 送 
り aA か と き に 。 この 美 更 ラ ラグ が 家 腸 さんま す 、 次 に 、CODSPDO で キャ ラク ク 
の フォ ント を VRAM に 書き 込み , 文字 を 画面 に 表示 させ ます . 
3 ) カー ソル を 進め る 処理 

CSR ル ー ナ ン を 用 いて カー ソル を 1 つ 進 の ゆま す 。 も し 。 ス クロ ー ル が 必 妥 な 
ら は SC し じ RO し トル ー ナ る を ので 国 個 る 1 条 ス クロ ー ル アッ ノン る さ ぜ ます メジ 
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ic し だめ 全 は 。 スグ ロー ル し た だ さとこ を アワ アーク と リア デア GTOC NE に 抽 才 し ま 
す . これ は , GET INS ルーチン 内 で この ルー チン を 呼ん で いる た め に ,。 スク 
ロー ル し だ こと を GETINS に 知ら せる 目的 で 行っ て いま す . 

S し KO0 上 上 L ル ー チ ナン で は , バッ ファ ボイン タ の Y 座 標 を 更新 し て いる た だ た め , 
カー ソル の 座標 を パッ ファ ポイ ンタ か ら 読 み 取 り ま す . また バッ ファ ボイン タ に 
対し て も , その バッ ファ アド レス を 更新 させ て いま す . 

ペー ジ 画 面 で あっ だ たり, スク ロー ル を する 必要 の な い 場 合 は ,、 カー ソル の バッ 
ファ アド レス を 求め ます . そし て , カー ソル の ある 位置 が フィ ー ル ド の 先頭 な ら 
ば プ ザ ー を 鳴ら し ます . な お , バッ ファ ポ イン タ の 位置 が カー ソル の 位置 より も 
手前 に ある と き は , カー ソル の 位置 を バッ ファ ポイ ンタ に 複写 し て 終了 し ます . 


GE 処理 系 で は , バッ ファ ボ ポイ ンタ は 。 オペ レー タ に よっ て 変更 され た 部 分 
の 最後 を 示し て いま す . その た め に , カー ソル の 位置 が バッ ファ ポイ ンタ の 位置 
ょ り 後 に くる こと が あれ ば , バッ ファ ポイ ンタ の 位置 を 更新 し て (カー ソル の 位 
中 に あわ せ て ) いる の で す . 


図 3・4・14 バッ ファ ポイ ンタ の GET 処 理系 で の 役割 


オペ レー タ に よっ て 完 
更 さ れ た 部 分 

カー ソル は バッ フ プ フ ァ ボ 
イン タ よ り 手 前 か , パ 
ッ プ ァ ボ ポイ ンタ と 同じ 
位置 に ある 





バッ ファ ポイ ンタ は オペ レー タ に よっ て 変更 され 
た 部 分 の 一 番 後 ろ を 指し て いる 


GE 上 ET| INS 


DL91D2 一 常 色 以 13 


挿入 処理 を 行い , キー 入力 され た 文字 を 格納 ・ 表 示し ます . 
A。 区 そ も 
A レ ジス タ キー 入力 され た 文字 (の コー ド ) 
BB レジ スタ アク / お 還 maー ド ラー ド 
レジ スタ 文字 を 格納 する アド レス (キャ ラク タバ ッ フ ァ 内 ) 
Y レ ジス タ アト リ ビ ュ ー ト を 格納 する アド レス (アト リピ ビュー 
トバ ッ プ ファ 内 ) 
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| ワー クエ リア | .MDRG  。$DO4D ウィ ンド ウ 画 面 の 開始 行 の Y 座 禁 


0 ゅ D058 カー ソル の YY 座標 
了 ( 才 で $D059 カー ソル の 双 座 標 


.CBAD SDO5A-SDO5B カー ソル の キャ ラク タバ 
ツア ゲソ ドジ ピス 

も AAD piUO 5 しじま DO05D カー ツル の アト リピ ュー 
ドク パッ フ プア ア ドレ ス 

GTSCRL $DOA6 スク ロー ル 実 行 フ ラグ 

CBADR  $E3C3 カー ソル の バッ ファ アド レス を 求め る 
GETDT1 $SE99D 表示 ・ バ ッ フ ァ へ 格納 
CSR $EA44 カー ソル を 1 文字 分 進め る 





GETDT ル ー チ ン の 途中 か ら 分 岐 し て くる この ルー チン は , 次 の 
よう に 動作 し ます . 

1 ) Null コー ド の 探索 

現在 の カー ソル の 位置 か ら , 次 の フィ ー ル ド ま で の 間 に Null コー ド が ある か ど 
うか 探索 し ます . Null コー ド が 1 つも な けれ ば , 挿入 する 場合 が な い の で プ ブザー 
を 鳴ら し て 終了 し ます . 

2) | 文字 分 後ろ へ ずら す 

現在 の カー ソル の 位置 以降 の 文字 を 1 文字 ずつ 後ろ へ ずら し ます . ずら す 文 字 
が NuUU コー ド で あれ 。 そこ で シン ノド する の を 和 ん ます 。、 シ ント する 際 に に は, シ 
フト する 場所 に あっ た 文字 コー ド と アト リ ビ ュ ー ト を スタ ッ ク 上 に 退避 し た 後 , 
GETDT 1 で, 新た に その 場所 に 書き 込む 文字 を 表示 ・ 格 納 さ せ , 次 の 回 に ス 
タッ ク 上 に 退 遊 し て あっ た 文字 を 書き 込ん で いく と いう 方 法 を と っ て いま す . 

3 ) カー ソル の 設定 

シフ ト が 終っ た 後 , 挿入 する 場所 の カー ソル 位置 を 設定 し , シフ ト し て いる と 
き 。 ス クロ ー ル し な か っ た の で あれ ば 。 C SR で カー ソル を 1 つ 進 め て 終了 し ま 
す . も し , スク ロー ル し た の で あれ ば , 1 行 上 に 挿入 場所 が 移動 し て いま すか ら , 
カー ソル を 1 つ 上 に し て か ら , CSR を 呼び 出し ます . た だ し , 画面 の 開始 行 に 
あっ た 場合 は , 行 の 先頭 へ カー ソル が 持っ て 行か れ ま す . 
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BE 」 


図 3 









・4・15 GETDT, GETINS の 処理 


は El15D よ は 


カー ソル の 位置 を 
取り 出 


四 


キャ フク タバ ッ プ ァ に 


プ ブザー を 鳴ら す 


諾 9 





文字 コー ド を 格納 


プ ザ ー を 鳴ら す 


M フ ラグ を セッ ト し て 
アト リピ ュー ト を 格納 


に 
の 表示 ' 
カー ソル を 1 つ 「 
進め る 


スク ロー ル 
が 必要 ? 


Y eS 


い 村 放 ご 





NO 


0 


スウ クロール 
画面 か が? 
Y eS 





カー ソル の バッ ファ 
アド レス を 求め る 


66 
プ ブザー を 鳴ら す 


バッ プ ァ ホイ ンタ が 
カー ソル より 手前 ? 





スク ロー ル ア ッ プ 





No 


スク ロー ル し た こと を 
ワー ググ エリ 了 に 






パッ ファ ボイン タ の 
X 座 標 を 0 に 


バッ プ ァ ホイ ンタ の XY 庁 欄 
を カー ソル の X Y 庫 棒 に 


No 


バ パップ ファ ポイ ンタ の バッ 
ファ アド レス の 設定 

バッ プ ァ ポインタ に 
カー ソル の 位置 を 


RK 芽 S 





RT S 


Y eS 
Y eS 


GETINS 


Fa 


スク ロー ル 実 行 
タグ あ ダ 上 由 天 






Nu11 コ ヨー ドド 


No 
Y eS 
No 


カー ソル の XY 座標 を 
スタ ッ ク グ に 





カー ソル の バッ プ ァ 
アド レス を 水 め る 


出力 する 文字 を 
U レ ジス タ に 退避 














出力 する 場所 に 書か れ て い 
る 文字 を スタ ッ ク に 


信 剛 出力 する 文字 を 
レジ スタ か ら 取 り 出 す 
| 文字 の 表示 * 格 納 
(GETDT 1 











カー ソル の バッ ファ ア 
ドレ ス を 更新 

スタ ッ ク か ら , 退避 し 
て あっ た 文字 を 取り 出す 


Y GS 
スタ ッ ク か ら カ か カー ソル 





の XY 座標 を 取り 出す 


No 


NO 
カー ソル の Y 座 橿 
を ー 1 する 


カー ソル X 護 橿 カー ソル を 1 つ 
を U に 進め る 
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GETC $05 ($ECA6) 


オペ レー タ に よっ て 修正 され た フィ ー ル ド で 未 転送 の フィ ー ル ド を 共有 RAM 上 
に 設定 し ます . 


共有 FR A M 上 の 復帰 情報 
GE コマ ンド ルー チン も 同じ で す . 


主 な サブ ルー チン 

$EOF5 CONTO デー タ が 共有 RAM 上 に 収まら な いと き , 継続 す 
る こと を 示し て , 共有 RAM 上 に デー タ を 出力 さ 
せる 

ゃ EAA79 TEJENC エ ャ ラク グ パ バッ プア アド レス か ら , え Y 座 様 を 求 
の) る の 





解 | GET で スク リー ン エ ディ ッ ト を 終え た と き , 各 オー ダル ー チ ン (G 
ET し CRK,。 GETCAN GETICLR) を 往 て この ルー チン へ べ 制 御 を 移し て き 
ます か ら , すべ て の 修正 され た だ た フィー ルド は , この ルー チン に よっ て 共有 RAM 
5MUC で UN ます) 
この ルー チン で は 次 の ウー クエ リア を 用 いて いま す . 
昌和 (8 DS 4 ゃ 90.34 共 」 キ ー コ ー ド 釈 編 で 答 オ ー グ ルー チン を 準 え る と 
き に 設定 され ます . 番号 は 共有 RAM 上 の 復帰 情報 
の 終 『 キ ー コ ヨー ド と 同じ 條 に あて い ゆい ます. 
GTTOPA $DO54 現在 の ウィ ンド ウ 画 面 の アト リピ ビュー トバ ッ フ ァ 上 
ー$ ふ D055 で の 開始 アド レス 
GTBIMA $DO56 現在 の ウィ ンド ウ 画 面 の アト リピ ュー トバ バッファ 上 
ーwWDU0D7 で の 府 I7/ ド レス ( 千 1) 
の 4 $D058 カー ソル の Y 座 標 (キャ ラク タ 単 位 ) 
. CX $D059 カー ソル の 座 標 (キャ ラク タ 単 位 ) 


この ルー チン は 次 の よう に 処理 し ます 。 

1) ワー クエ リア .EKEY に 格納 され て いる 終了 キー コー ド を , 共有 RAM($D 
3.6 9) に 転送 し ます 。 

2 ) 現在 の ウィ ンド ウ 画 面 の 先頭 か ら ア トリ ビュ ー ト を 検索 し て いき ます . フィ 
ー ル ド の 先頭 が くる た び ぴ びに, その バッ ファ アド レス を け リ レ ジ スタ に 保存 し て 
お きま す 。 そ ぞ そし て 。 チト リピ ビュート コー ド の 発 旧 プラ クノ 0 プラ グ ) ピット 
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5 電 


+ 


ーー デー 


2 


6) が セッ ト さ れ て いれ ば , 次 の 処理 へ 制御 を 移し ます . も し , ウィ ンド ウ 
画面 の 終端 まで , 変更 フラ グ が セッ ト さ れ た アト リ ビ ュ ー ト が な けれ ば , 未 
転送 の 変更 され た フィ ー ル ド は な いと し て , 共有 TRAM 上 の 転送 バイ ト 数 (N ・ 
$D 3 8 4) を 0 に し て 終了 し ます . 

M フ ラグ が セッ ト さ れ た アト リ ビ ュ ー ト が 検索 され た 位置 か ら 次 の フィ ー ル 
ド ま で の 間 の アト リ ビ ュ ー ト コー ド の M フ ラグ を クリ ア し て いき ます 。 これ 
は , 次 に この ルー チン を 呼ん だ と き に , 同じ 場所 (フィ ー ル ド ) が 検索 され 
が いよ うに する た めで ⑥ の 放 

今回 転送 する フィ ー ル ド の 先頭 の キャ ラク タバ ッ フ ァ ア ドレ ス と アデ アト リピ ビュ 
ー ト バッ ファ アド レス を , U け レジ スタ に 保存 し て あっ た (アト リ ビ ュ ー ト ) 
バッ ファ アド レス か ら 求 め ま す . また 。 その アド レス か ら X YY 座標 を GET 
ENC ル ー チ ン を 使っ て 求め 。 SBA オ ー ダ コー ド ($ 1 2 ) と 共に 共有 R 
AMMIE (NRND 3 AD SD 9 8 7) 江本 し ます 、 SPA オー ググ コー ド ら 寺 
に 転送 する の は , ユー ザ が 同じ 場所 に エコ ー バ ッ ク を する の に 便利 な よう に , 
と いう 配慮 に よる も の で す . 

フィ ー ル ド の 先頭 の キャ ラク タバ ッ フ ァ ア ドレ ス か ら 転 送 す る フィ ー ル ド の 
キャ ラク タコ ー ド を 共有 RAM 上 ($D3 8 8 一) に 転送 し て いき ます . 1 
文字 転送 する ご と に , 転送 バイ ト 数 N ($D384 : 初 期 値 は 3) を 十 1 し 
て ぃ いき ます 。 共有 RAM が 一 杯 に な っ た と き は ,。 CONTO ル ー チ ン で 一 度 
メイ ン シ ス テム が デー タ を 受け 取る の を 待っ て か ら , 有 再び 共 有 FRKAML 上 ($D 
3 8 5 一 ) に キャ ラク タ を 転送 し ます . な お , 一 度 転 送 し た 後 は , 転送 バイ 
ト 数 N を クリ ア を し て か ら 転 送 を 行っ て いき ます . フィ ー ル ド 内 の キャ ラク 
タ が すべ て 転送 され れ ば 終了 し ます . 


図 3・4 ・16 共有 RAM 上 へ の デー タタ 転送 


| 


D383D384D385 D386 D387 り 388 一 


LK| NISBA 





| 


EKEY | $12  .CX .CY キャ ラク タバ ッ フ ァ か らち 





($D034) | ($D059) ($ D058) 
GETENC で フィ ー ル ド の 先頭 の 座標 を 求め る 


TEXT の バイ ト 数 +3 
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3 一 4 一 4 GET の オー ダサ ブ プ ブルー チン 
CSRL 


ゅ ゃ EA14 一 $EA1E 


| 機 能 | カー ソル を 1 つ 右 に 移動 し ます . 
A 
ss LN CO $D036 1 行 の 桁 数 


所 炊 $D059 カー ソル の 名 座標 


解説 | この ルー チン お よび 後に 続く 5 つの サブ ルー チン で は , GET の メ 

イン ルー チン (GET10 0 :$E9 4 1) が カー ソル の 座標 か ら そ の バッ ファ 

アド レス を 求め て いる お か げ で , た だ , カー ソル の 座標 (を 示す ワー クエ リア ) 

を 更新 し て いる だ け で す . 

動作 は 次 の よう に な り ま す . 

人 。 し を 半 まう の 。、 この 2 きま CO が 、 ル NG の と 寺 し く る の が 。。 上 WC 
より 大 きく な つう だら 。 。 し じ た を U 区 し まず 


SS 
SEA1F - SEA28 
ター ソル を 1 つ 左 に 移動 し ます 
A 
| ワー クエ リア | ..LNC SD036 1 行 の 桁 数 
2 $D059 カー ソル の 丸 座 標 


解 。 説 | 次 の よう に 動作 し ます . 

1) C 双 を 一 1 し ます も し .CX が 0 より 小さ く な っ だ ら 。 。C に ..LN 
C か ら 1 を 引い た 値 を 代入 し ます . 

二 > 証 上 本 


pA2C9 り 一 ゅ ゆ EBA36 


カー ソル を 1 つ 上 に 移動 し ます . 
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A 


ワー クエ リア | .MDRG $D04D ウィ ンド ウ 画 面 の 開始 行 ( の Y 座 標 ) 
.MDRG+1 SDO4E ウィ ンド ウ 画 面 の 終了 行 の 次 の 行 (の 
Y 座 標 ) 
5 $D058 カー ソル の YY 座標 


時 喝 | 次 の よう に 動作 し ます . 

1) .CY を 一 1 し ます . も し , .CY が 上.MDRG よ り 小 さく な っ た ら ,。 ,.M 
DRG 十 1 の 値 か ら 1 を 引い た の を , .CY に 代入 し ます . 

この よう に, 苗 囲 の チェ ッ ク を 現在 の ウィ ンド ウ 画 面 の 範囲 で 行っ て いま す の で , 

カー ソル を 動か し て , ウィ ンド ウ 画 面 以外 の 画面 に 抜け 出る こと は で きま せん . 





し いら じ し 
ゅ ゃ EEA37 一 $EA43 


機 能 | カー ソル を 1 つ 下 に 移動 し ます . 

A 

MDRG SD0O4D ウィ ンド ウ 画 面 の 開始 行 
.MDRG+1$SDO4E ウィ ンド ウ 画 面 の 終了 行 の 次 の 行 
も て $DO058 カー ソル の Y 座 標 





解説 | 次 の よう に 動作 し ます . 
1) .CY を + 1 し ます . も し , .CY が .MDRG 二 1 より 大 きい か , 等 し い 
と き は , .MDRG の 値 を .CY に 代入 し ます . 


し じ し ら SN 
$EA44 一 $EA5F 


機能 | カー ソル を 1 つ 進 め ま す . 
| レジ スタ | A 
| 出力 情報 | C フ ラグ カー ソル が 画面 の 範囲 を 越 を た と き セ ッ ト さ れ ま す 
ワー クエリ ア | ..LNC SD0O36 1 行 の 桁 数 
.MDRG  $DO4D ウィ ンド ウ 画 面 の 開始 行 
.MDRKG 二 1 $D04E ウィ ンド ウ 画 面 の 終了 行 の 次 の 行 
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。 \ $D058 カー ソル の YY 座標 
の きく $D059 カー ソル の 双 座 橿 


| 解説 | 次 の よう に 動作 し ます . 

2 > し 人 の 半 NU で AA が の が NO より 内 SS いか 等 し いら きき は 。 CX を だ UK 
しょ 。 の まし まり 、 

2) 。CY が .MDRG 二 1 より 大 きい か , 等 し いと き は , ,.MDRG の 値 を 

し さて に 代 し 。 こ の と さき 6 フラ グ る も セッ ト し まず すず 

この よう に ,。 この ルー チン は CSRL ($EA1 4) と 異 り 。 カー ソル が 画面 の 

右端 に あれ ば , 次 の 行 の 先頭 へ も っ て いき ます . また , ウィ ンド ウ 画 面 の 終端 に 

あれ ば , ウィ ンド ウツ ウ 画面 の 先頭 へ も っ て いき ます . 


し SL 
ゃ EEA60 一 $EAZ78 


カー ソル を 1 つ 前 に 戻し ます 、 

A 

に ブウ ラグ 画面 の 範囲 を 越 を ん を た と き セ ッ ト さ れ ま す 

も NG $DO36 1 行 の 桁 数 
.MDRG  $DO4D ウィ ンド ウ 画 面 の 開始 行 
.MDRG で 1 $DO4E ウィ ンド ウ 画 面 の 終了 行 の 次 の 行 


RW $D058 カー ソル の YY 座標 
の $D059 カー ソル の 人 座 標 


C S R と 逆 の 動作 を し ます . 

1 ) .CX を 一 1 し , それ が 0 より 小さ く な っ た ら , ..LNC か ら 1 引 いた 値 を 
RU。 。、CY\ あ の あー トド ト し きす 

2) .CY が .MDRG よ り 小 さく な っ た だ たら, .MDRG 十 1 か ら 1 引い た 値 を 
EAAU。 (し ンダ ラン の の ポ し まず 
つま り , カー ソル が 画面 の 左端 に あれ ば , 前 の 行 の 右端 へ 。 ウィ ンド ウ 画 面 の 
元 綱 に あれ ば , ウィ ンド ウ 画 面 の 終端 へ ,。 カー ソル を も っ て いき ます . 
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CSHOME 


と SHOIWE ゃ EEA94 一 $EAAE 
に SO り WM 0 $ ゃ じ A97/ 


カー ソル を 画面 の 先頭 移動 し ます . 

A. B, X、Y 

Y レ ジス タ  。 フィ ー ル ド の 検索 を は じ め る アト リ ビ ュ ー ト バッ フ 
ァ ア ドレ ス (CSHOM 0 の み ) 

| ワー ク ェ エリア | GTTOPA $DO54-SDO55 ウィ ンド ウ 画 面 の 先頭 の 
リト ドリ ae 一 ドク ドッグ デル ナ ド レス 

GTBTMA $DO56 一 $D0O 5 7 ウィ ンド ウ 画 面 の 終端 の 

の ポ M 思 らら ト 2N の ググ リド レア 

サブ ルー チン | GETENA $EA7F アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ アド レス か ら 。 
X 座 標 。 Y 座 標 を 求め 、 カー ソル の 座標 を 示す ワー 
807 。 も CX。 .。 し Y に 格 科 す る 。 


CSHOM 0 は , 与 を られ た アト リピ ビュー トバ ッ フ ァ ア ドレ ス か ら 。, 
な の の アイ ィ イー ルド の 人 中 の アデ アトリビュート 2 ッッ ファ アド レス を 求め 。 それ で みん 
ー ソ ル の 座標 を 示す ワー クエ リア を 設定 する も の で す ,。 CSHOME は , CSH 
OM0 に 与え る アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ アド レス の 初期 値 と し て , GTTOPA 
の 値 を 用 いて いま す . 

CSHOM 0 から は , 次 の よう に 動作 し ます . 

より 生 られ だ アプト リ ピュ ー ド パッ プア アド レス 以降 の アデ アト リピ ュー トッ プ ァ 
の アト リ ビ ュ ー ト を 検索 し て いき , フィ ー ル ド の 先頭 で 。 か つ , 保護 フィ ー 
ルド で な い ア トリ ビュ ー ト を 見 つけ ます . 

現在 の ウィ ンド ウ 画 面 の 終端 まで , 1) の 条件 に 適合 する よう な アト リ ビ ュ ー 
ト が な い 場 合 は 。 ウィ ンド ウツ ウ 画面 の 先頭 の アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ アド レス 
を 選択 し ます . 

1) お よび 2) の 操作 か ら 得 られ た アトリビュート バッ ファ アド レス か ら 5GET 
ENA を 用 いて , カー ソル の 座標 を 設定 し ます . 


ee 


いつ 
ーー 


J 


ee 
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図 3・4・17 CSHOM 0 の 動作 例 


ちえ られ だ た アトリビュート バッ ファ アド レス 
] (ここ か ら 検 索 を 開始 する ) 


アト リピ ュー トバ ッ フ ァ ー | | | NN で | “ | | 






休 護 フィ ー ル ド で な ない, フィ 
ー ル ド の 先頭 を 検索 し ます . 
「 この アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ アド レス で , カー ソル の 座標 を 設定 し ます . 


※ 符 繰 の 部 分 は 。 保護 フィ ー ル ド を 示し ます . 夢 は フィ ー ル ド の 先頭 を 示し ます . 


ME 上 デ F は M 


ゅ ゃ EEAB0O 一 $EABZ7 
機能 | カー ソル を 次 の フィ ー ル ド の 先頭 へ 移動 きせ ます . 
レジ スタ | A。 B、 XX マ 
サラ ルー チン | し せ BAD $E3C3 カー ソル の バッ ファ アド レス を 求め る 
CS KK $EA44 カー ソル を 1 つ 先 に 進め る 
CSOMO AO 参 定 され だ / ト リピ ュー トッ プア アデ 
ドレ ス か ら , 次 の フィ ー ル ド の 先頭 に カー ソル を 設 
定 し ます 、. 


守 


| 解説 | 処理 は , CSHOM0O で 行っ て いま す . た だ し , カー ソル を あら か 
しめ 1 つ 進 め て お いて (CS R), その アト リピ ビ ュー ト バッ ファ アド レス を CBA 
DR を 用 いて Y マ レジ スタ に 設定 し て か ら 呼 び 出し て いま す . その 理由 は , カー ソ 
ル が フィ ー ル ド の 先頭 に ある と き , その まま CSHOM0 を 呼び 出す と , その 倍 
置 の 座標 を カー ソル の 座標 と し て 設定 する か ら で す . 


EE | 旨 ED 
GE じ セ 1B ド DU ゃ ゅ KAB8 一 $EAD1 
な 」 品 HM ゅ ADE 


機 能 | カー ソル を 前 の フィ ー ル ド の 先頭 へ 移動 し ます . 

レジ スタ 人 AA。 8。 次 。 Y 

入力 情報 | Y レ ジス タ フィ ー ル ド の 検索 を 開始 する アト リ ビ ュ ー ト バッ プ フ 

ァ ア ドレ ス (GETBHM の み ) 

ワー クエ リア | GTTOPA $DO54-ー$DO55 ウィ ンド ウ 画 面 の 先頭 の 
アド トビ あー トド トバ プア ナド レス 


語 


ーー ユ 


4 


CBADR  $E3C3 カー ソル の バッ ファ アド レス を 求め る 
に きよ $EA60 カー ソル を 1 つ 前 に 戻す 
GETENA $EA7F アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ アド レス か ら 。, 

X 座 標 。 Y 座 標 を 求め 、 それ を カー ソル の 座標 を 示 
9 ツー クエ リ / 。 し ええ 人 。 . し ざし 訪 先 9 る, 


GETBHM か ら は , CSHOM と 逆 の 処理 を 行い ます . Y レ ジス 
タ で 与え られ た だ アトリビュート バッ ファ アド レス か ら , その 前 の フィ ー ル ド の 先 
頭 の アト トリビュー トバ パッ フ ァ アド レス を 求め 、 それ で カー ソル の 座標 を 示す ワー 
クエ リア を 設定 する も の で す . GETBHM か ら は , 次 の よう に 動作 し ます . 
る られ だ 7 トリ ピュ ー ト パッ プア アドレス 以前 の アド トリ ピュ ー ト バッ ブフ ブ ァ 
の アト リピ ビュ ー ト を 検索 し て いき , フィ ー ル ド の 先頭 で か つ 保 護 フ ィ ー ル ド 
CK (HH タ ラク ビビ w み ドド 7/ が セツ w ド され かれ て ゆい て 。 PP フフ ラク ビッド ト 4 が ク 
り 子 さ れ で て で い る) アト リピ ュー ト を 見 つけ ます 。 
2 ) 現在 の ウィ ンド ツウ 画 面 の 先頭 まで , 1) の 条件 に 適合 する よう な アト リ ビ ュ ー 
ト が な い 場 合 は , ウィ ンド ウ 画 面 の 先頭 の アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ アド レス 
を 選択 し ます . 
3 ) 1) お よび 2) の 操作 か ら 得 られ た アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ アド レス か ら , GE 
TENA を 用 いて , カー ソル の 座標 を 設定 し ます . 
。 。 た られ な アト リピ ュー トバ パッ フ ァ アド レス 
(ここ か ら 検 索 を 始め ます ) 


人 四 


休 護 フィ ー ル ド で な い , 
フィ ー ル ド の 先頭 を 検索 し ます . 


この アト リピ ビュ ー ト バッ ファ アド レス で 。 カー ソル の 座標 を 設定 し ます . 






アト リピ ビュ ー ト バッ ファ …… | 


※ 終 線 の 部 分 は 保護 フィ ー ル ド を 示し , 陣 は フィ ー ル ド の 先頭 を 示し ます . 


GE TBHM で は , 号 え られ た アド リピ ビュー トバ パ バッファ アド レス か ら 検 索 し ます 
の で , それ が フィ ー ル ド の 先頭 で ある 場合 を 考え て , GETBFED で は 。 あ ら か 
じ め カ ー ソ ル を 1 つ 前 に 戻し て (CS 上 ), その アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ アド レス 
を CBADR を 用 いて Y ヤ レジ スタ に 設定 し て か ら , GETBHM に 制御 を 移し て 
いま す . 
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区 選 . し | し し 


$ ゃ EEAD2 一 $EADFE 


ウィ ンド ウ 画 面 を 消去 後 ,. スク リー ン エ ディ ッ ト も 終結 きせ ます . 
A, B, X, Y, U 
.BPY $D045 バッ ファ ポイ ンタ の Y 座 禁 


.BP 区 $D046 バッ ファ ボイン タ の 叉 座標 
.MDRG 圭 2 $DO4EFE ウィ ンド ウツ ウ 画面 の 画面 番号 
販 9 ( $D058 カー ソル の YY 座標 
の $D059 カー ソル の 双 座 標 
| サブルーチン ERASE1 $E2AO A レ ジス タ で 与え られ る 番号 の 画面 を 
消去 する 


ウィ ンド ウ 画 面 の 画面 番号 を A レ ジス タ に 代入 し て , ERASE 1 
を 呼び 出し て , ウィ ンド ウ 画 面 を 消去 し ます . ERASE 1 では, バッ ファ ポイ 
ンタ を 更新 し て いる の で , それ を カー ソル の 座標 を 示す ワー クエ リア に コピ ー し 
て いま す . この 処理 が 終っ た 後 。 終了 キー コー ド の た め に A レ ジス タ に 2 を 代入 
Cone 色 BLICORK (DCO42) に ジャ ンプ し ます 。 PO ド よ の ズ ク 
ッ ク に 蓄え られ て いる リタ ー ン アド レス を 放棄 し て , GETC へ 制御 を 移し て い 
9 


NISME R | 
ゃ pEAEO 一 $EAEB 


機 能 | イン サー トモ ー ド の 切換 え を 行い ます . 

レジ スタ | CC レジ スタ 以外 使用 きれ ませ ん . 

デリ ア | 。。 INS SD コイン サー ドモ キー ドア ラジ 

広 説 | この ルー チン が 呼ば れる た びに , .. INS を 反転 させ ます . GET 
DT ($E9 8 A) で は ,。..INS が クリ ア さ れ て いる 場合 は 普通 の 入力 を 行う 
だ け で す が , .. INS が セッ ト さ れ て いな いと き は , 挿入 動作 も 行っ て いま す . 
が お 。 。 IN S2 の 反転 させ て 。 ゆ 0.0 に みる と き は 。 イン シン サザ サード モード の (イン ン 
ケタ (LEUD) 人 肖 し 。S EE に な る と き ほ 。 イ ンジ ケ グ ケーク る を 眼 入 さ ぜ で イン 
の ー ド EEー ド OS の ある も る 示し ます うす 。 

グン デー グ の 0N/O0MHUINB420UD の リー ド / メ ライ 引 に よっ う て 条 WMN ま す 


au 


J0 


性 電 | 民 。 導 
ゅ PEAEC し 一 $EA20 


| 機能 | 現在 の カー ソル の 位置 か ら , 次 の フィ ー ル ド の 先頭 の 手前 まで の 文 
字 を 消去 し ます . 
は 。 遇 。。 そ 。 せり 
.BPY $D045 バッ ファ ポイ ンタ の Y 座 禁 
.BPX $D046 バッ ファ ポイ ンタ の 双 座 標 
.BPAD $DO47-$DO48 バッ ファ ポイ ンタ の キャ 
ツク ダバ ツア ツア デザ ルド ピア スズ 


昌和 $D058 カー ソル の Y 座 標 
明 1 $D059 カー ソル の XX 座標 
BUFPTR $E1FC バッ ファ ポイ ンタ の バッ ファ アド レス 
を 求め る 


CBADR $E3C3 カー ソル の バッ ファ アド レス を 求め る 

に 5 P で $ ル 518 カー ソル の ある 位置 に .。 キャ ラク タ の 
フォ ント を 表示 す る. 

2 NSK $A44 カー ソル を 先 に 一 つ 進 め る 


| 解説 | カー ソル の 位置 の アト リ ビ ュ ー ト の 変更 フラ グ (ビッ ト 6) を セッ 
ト し た 後 , 次 の フィ ー ル ド の 手前 まで , Null コー ド を 画面 と キャラ クタ バッ ファ 
の 両方 に 出力 し て いき ます . この 処理 が 終了 し た ら , スタ ッ ク に 退避 し て あっ 
だ た 元 の カー ソル の 座標 を 取り 出し て 。 カー ソル の ワー クエ リア に 設定 し ます 。 な 
お , 次 の フィ ー ル ド の 先頭 の 座標 が バッ ファ ボ ポイ ンタ の 示す 座標 より 大 きい 場 
合 は , 元 の カー ソル の 座標 で 」。 バッ ファ ボ ポイ ンタ の 座標 を 設定 し ます . 


な お アトリビュート バッ ファ に 格納 され て いる アト リ ビ ュ ー ト が , 現在 画面 に 


表示 され て いる も の と 異 る と き は 。 こ の ルー チン で Null を 出力 し て いる の で 。 両 
者 を 同一 の も の に し ます . た だ し , 一 つの フィ ー ル ド に 対し て だ け 行 われ ます . 
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内 語 DUP 


GETDUP SEB21 - $EB55 
TAB SEB2B 
TABDUP SEB2C 
TAB/DUP 動 作 を 行い ます . 
BB 丈 。 マ 
ほっ PU アト 人 $ D 0 3 3 イン サー トモ ー ド フラ グ 
時 是 い 09 $SD0O36 1 行 の 桁 数 
.MDRG 。 $DO4D ウィ ンド ウ 画 面 の 開始 行 
5 浅 $D058 カー ソル の Y 座 標 
。.W $D059 カー ソル の X 座 標 
.CBAD $DO5A-$DO5B カー ソル の キャ ラク タバ 
ッ プ アア ドレ スズ 


.CAAD  $DO5Cー$DO05D カー ソル の アト リピ ビ ュー 
ド 2NW ツテ アリ レス 
| サブ ルー チン | CBADR  。$E3C3 カー ソル の バッ ファ アド レス の 設定 
TABCHK $E79D 与え られ た 双 座 標 が , AB 停止 位置 
が と つう が サック する 
GETDT  $E98A GET で の 文字 出力 ルー チン 


用 。 説 | TAB 動 作 と DUP 動 作 は , 処理 的 に は 共通 し て いる と ころ が 多く 
あり ます の で 」 その 中 心 と な る 部 分 は 共通 の シー チン ABDUP で 行っ て いま 
す 。 BT DUP で は AA レジ スク に LNC の 條 る 代 人 し 。 人 条 テ る 友和 し た 秘 
TABDUP に 制御 を 移し ます . た だ し , 現在 の カー ソル の Y 座 標 が ウィ ンド ワ 
画面 の 開始 行 と 同じ な ら 何 も し な いで 終了 し ます . 
TAB で は ほ は 。 入 レジ スタ を クリ デア し て 。 TABDUP に 制 爺 を 和 し ます 
TABDUP で は , A レ ジス タ が クリ ア さ れ て 与え られ た 場合 は TAB 動 作 と し 
て 、 5 PAOCB を TAB 全 上 億 置き まで 表示 し ます 、D り UP の と き は , レン ペグ 
1 行 の 桁 数 を 符号 反転 し た も の が 代入 きれ て 与え られ ます の で , それ を 用 いて 
時 RM 
フィー ルド の 先頭 に きた と きも 信 止 し ます . 
な お ,。 TABDUP で は , GETDT を 用 いて 文字 を 出力 し て いま す の で , イン 
サー ドモ デー デ ド の と まあ ま OERTTINS に 信人 し かぶ いよ うに 、 インサート モード フラ ジグ 
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を クリ ア し て いま す (動作 終了 後 は , 元 の 値 を 戻し て いま す ). 


CSRW 


ゅ PEB56 一 $EB/74 





還 カー ソル を 後方 の 英 数 文字 列 (グラ フィ ッ ク 文 字 , カナ 文字 も 含め 

ます ) の 先頭 へ 移動 させ ます . 

| レジ スタ | A, B, XX,。Y, DU 

ワーク ェ リ ア | .MDRG $DO04D ウィ ンド ウ 画 面 の 開始 行 

GTBTMC $D0O052-ー$D053 ウィ ンド ツウ ワ 画 面 の キャ ラフ 
クタ バッ ファ の 終了 アド レス 


4 SD0O58 カー ソル の YY 座標 
隊 彰 天 6 SDO0O59 カー ソル の X 座 標 


.CBAD SDO5A-$DO5B カー ソル の キャ ラク タバ 
ジン ザル ドレ ピレス 
CAAD  $DO5C-ー$DO5D カー ソル の アト リピ ビュ ー 
トバ バッファ アド レス 
CETENC $EA79 キャ ラク タバ ッ フ ァ ア ドレ ス か ら , X 
Y 座 標 を 算出 し , カー ソル の 座標 と し て 設定 する . 
CSRWS  $EB75 英 数 文字 列 を 検索 する . 


現在 の カー ソル の 位置 か ら 後 へ , 英 数 文字 列 が 途絶 を る と ころ を 検 
索 し ます . そし て , その 次 の 英 数 文字 列 が 始ま る 場所 を 検索 し ます . 検索 され た 
場合 は 。 その キャ ラク タバ ベ バッファ アド レス を も と に , カー ソル の 座標 を 設定 し ま 
す . し か し , ウィ ンド ウ 画 面 の 終端 まで 英 数 文字 列 の 先頭 が 見 つか ら な い 場 合 は 
ラッ プ し て ウィ ンド ウ 画 面 の 先頭 に カー ソル を 持っ て いき ます . 

図 3・4・19 CSRW の 動作 例 


の カー ソル の 位 閉 


コニシ ゾーJ レ バツ アァ ェ 志 2 





① 英 数 文字 列 の 途 断 える ⑦② そ こ か ら , 次 の 英 数 
と ころ を 検索 し ます . 婦 字 を 検索 し ます . 


親しく 設定 され る カー ソル の 位置 


15 ふ 


CSRWS 
ゅ ゃ EB75 一 $EB8A 


身 数 文字 を 検索 し て いき ます . 

2 | 

炎 レジ ンズ スタ 検索 を する 座標 の キャ ラク タバ ッ フ ァ ア ドレ ス 

KS スグ 検索 を する 座標 の アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ アド レス 

メラ ング 央 数 文字 列 (カナ 文字 グラ フィ ッ ク 文 字 も 含む ) 
の と き セ ッ ト さ れ ま す 

レジ スク 次 の 検索 を する 座標 の キャ ラク タバ ッ フ ァ ア ドレ ス 

\ せ レジ ズ スク 多 の 検索 を する 座標 の アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ アド 
レス 

GTFLD  $DOA5 フィ ー ル ド の 先頭 に 来 
0) され ます . 

SVWC KK ゅ $EB8C 英 数 文字 か どう か を チェ ッ ク 


















上 。 説 | この ルー チン は , CSRW ($EB5 6) の た め の 局 所 的 な サブ ル 
ー チ ン で す 。 CS RW に 繰上 反し 呼ば れる こと に よっ て 。 英 数 文字 別 を スキ ッ プ 
し た り , 逆 に 敵 数 文字 列 の 先頭 を 見 つけ る 役割 を 受け 持っ て いま す . 

入力 情報 で 号 そ られ た 座標 の 文字 を チェ ッ ク し , メレ ジス タ ,。 ヤレ ジス タ を 十 1 
し ます 。 まだ が 。 アプ イー ルド の 人 明 に きだ とき は 60 TRI D を セット し ます 、6T 
が DD が セッ トド され だ 状 屋 人 で この ルー ナン る SRW が 呼び 況 す と 。 リ ター シン ア 
ドレ ス を 放 開 し て , CSRW90 (SEB67:CSRW の 途中 の エン トリ ) に 
強制 的 に ジャ ンプ し ます . 






CSWCK 


LMBOC ご BEBA93 
舌 数 文字 (グラ フィ ッ ク 文 字 , カナ 文字 ) か どう か チェ ッ ク し ます . 
A,。 B, 欠 , U 
0 アッ ジス の 検索 を する 座標 の キャ ラク タバ ッ フ ァ ア ドレ ス 
ワウ アック 基数 文字 グラ フィ ッ ク 文 字 , カナ 文字 の 場合 に セ 
ッ ト さ れ ま す . 
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文字 を チェ ッ ク す る た め に , $EBD2ー$EBDA 番 地 の 領域 ( ラ 
ベル 名 C SWKTT) に , 検索 文字 の 開始 コー ド の テー ブル を 持っ て いま す . キャ 
ラク タコ ー ド で は , 数 字 と 英字 と グラ フィ ッ ク ・ カ ナ 文 字 と は , 連続 し て いる コ 
ー ド に な っ て いな い の で 。 各々 の 文字 の 開始 コー ド と 終了 コー ド の 対 を 計 4 個 持 
っ て いま す 。 調査 する 文字 の コー ド が , これ ら の 苗 囲 内 に 入っ て いれ ば じじ フ ラグ 
だ セッ ト も ます し 。 所 半 人 人 の ら C フラ グ を グリ アア し まず. 


CSLW 
ゅ EDA4 一 $EBB6 


機能 | カー ソル を 前 方 の 英 数 文字 列 の 先頭 へ 移動 し ます . 

レジ スタ リド AB AA 2 

ワー クエ UE GT PLD $DOA5 文字 列 検索 の 際 フィ ー ル ド の 先頭 に 

きだ とき に セッ ト さ れ ま す 

サブ ルー チン | CBADR esBS3CO9 みみ ー ソ ツル の パッ ファ ア ドレ ス を ボ ポ ボ め る 
ゆこ $EA60 カー ソル を 1 つ 前 に 戻す 
BTHNA 渦 旧 AE りり 7 トリ ピュー トク Yw クア テア / ド レス が 5 

カー ソル の 座標 を 設定 する 

し とら WO $SEBB9 英 数 文字 を 検索 する 


解説 | 現在 の カー ソル の 位置 の 手前 か ら 前 方 に , 英 数 文字 を 検索 し て いき , 
英 数 文字 が 発見 され れ ば , 英 数 文字 の 先頭 を 検索 し ます . 検索 され た 場合 は そ 
の 場所 を カー ソル の 位置 と し て 再 設 定 し ます ,. た だ し , フィ ー ル ド の 区 切り に き 
た 場合 は , フィ ー ル ド の 先頭 を カー ソル の 位置 と し て 設定 し ます . 


図 3・4・20 CSLW の 動作 例 
形 の カー ソル の 位置 


コシ ーー ルプ パル プア 





② 英 数 文字 列 の 先頭 を 。 ① 英 数 文字 を 検索 し ます . 
検索 し ます . 


新しく 設定 され る カー ソル の 位置 
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CSLWS 





XX レラ ジス ツア 
Y レジ スタ 
| C フ ラグ 
X レジ スタ 
Y レツ スタ 








EL し D 
SVC 人 








ゅ ゃ ゅ EBB9 一 $EBD1 


英 数 文字 列 を 検索 し て いき ます . 
A , 9 4 AA 5 (の 問 


索 す る 座標 の キャ ラク タバ ッ フ ァ ア ドレ ス 
検索 する 座標 の アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ アド レス 
舌 数 文字 の 場合 セッ ト さ れる 
検索 し た 座標 の 次 の キャ ラク タバ ッ フ ァ ア ドレ ス 
検索 し た 座標 の 次 の アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ アド レ 
レ く 
$D0OA5 フィ ー ル ド の 先頭 通過 フラ グ 
pbBB8SC 英 数 炎 字 か どう か チュ ニッ ク す る 


| 解説 | この ルー チン は C SLW 専 用 の ルー チン で , 英 数 文字 列 の 先頭 や 終 


端 を 検索 する の に 用 いら れ ま す . 与え られ た 座標 が 英 数 文字 か どう か を CSWC 
K を 用 いて 調べ た 後 , 双 .、Y レ ジス タ を 一 1] し ます . フィ ー ル ド の 先頭 に きた 場 
合 。 次 に この ルー チン を 呼ぶ と CSLW9 0 ($EA7F) へ 強制 ジャ ンプ し て , 
その 位置 の バッ ファ アド レス か ら , カー ソル の 双 Y 座 標 を 設定 し ます . 


りら た 】 も も 


kJ 
強 り 紀 し 


ゅ ル BD り し 一 ゅ EE と 3 うり 
ゅ 上 LBE6 


機能 | DEL オ ー ダ (カー ソル 位置 の 文字 を 削除 し て , Null コー ド の 直前 
または, フィー ルド の 最後 まで の 文字 を 1 文字 シフ ト し て , その 後に Null コー 
ド を 入れ ます ) また だ た は BS オー ダ (カー ソル を 1 つ 左 に 移動 し て か ら 。 DE 上 L オ 
ジグ る 人 行い ゆ ます ) ぞ を 守 行 し ます 、 





KLOCK 
.BAAD 





も 
呈 (③ 失 .$ 
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AA。 昌 。 。 \。 


$D002 キー 入力 禁 上 正 フ ラグ 
$D049-ー$DO4A バッ ファ ボイン タ の アト 
り リピ ュー ド バ パッ プ デ テア ナド レス 

$D058 カー ソル の Y 座 標 

$D0O59 カー ソル の 座 標 


CBAD  $DO5A-ーSDO5B カー ソル の キャ ラク タバ 
ッ プ アァ アド レス 
. し AA psp 0 DU ガー ジル の ドル ュー 
ドッ アデ ルド ビス 
CBADR  $E3C3 カー ソル の バッ ファ アド レス の 設定 
GDP で $EL518 カー ソル の 位置 に フォ ント を 表示 


上) B $EL787 カー ソル の 位置 を バッ ファ ボイン タ へ 
OK $LA44 カー ソル を 1 つ 先 に 進め る 
CO 由 $SEA60 カー ソル を 1 つ 前 に 戻す 


GETBS で は , CSL を 用 いて カー ソル を 1 つ 前 に 戻し て お いて 
CBADR で その バッ ファ アド レス を 設定 し て か ら , GETDEL へ 制御 を 移し 
ます . た だ し , カー ソル が フィ ー ル ド の 先頭 に き て いる 場合 は , 何 も 行 いま せん . 


GETDEL で は , カー ソル の 位置 以降 の 文字 を 1 文字 左 へ シフ ト さ せ て いま す . 
た だ し , 保護 フィ ー ル ド に カー ソル が あっ た 場合 は 何 も 行 いま せん . まだ , シフ 
ト さ れる 文字 列 の 途中 に バッ ファ ポイ ンタ が あっ た 場合 。、 シフ ト さ れ た 文字 列 の 
後に バッ ファ ポイ ンタ を 設定 し て いま す 。 な お , シフ ト し て いる 最 中 は , キー を 
ロッ ク し て いま す . これ は , DE 上 に 時 間 が か か る の で , その 間 は , キー 入力 バ 
ッ フ ァ に キー コー ド を 蓄え な いよ うに する た だ ため です. 処理 で きる 範囲 で キー 入力 
を 扱う よう に する と いう 意味 か ら 行 われ て いま す . 


GE 上 TCR 
ビル 上 し AN Eo9 選 一 し AB 
は じ TCR ゅ ゃ EC4 1 
GETCR1 ゅ ゃ EE し 42 


2 me 3 二村 生生 
| レジ スタ | A, B, X, Y, U 
| ワー クエ リア | 1 り 間 、 逢 り 和 ( $D)(0 34 終了 キー 番号 


GETCAN エ ント リ で は , EKEY に 1 を , GETCR エ ント リ 


で は . EKEY に 0 を , GETCR1 エ ント リ で は . EKEY に A レ ジス タ の 値 
を 代 和 人 人 し て いま す 。 ETICRKL18B。 ETCLRK (WEAD2) 用 の エン トリ り 
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で レジ スズ ス み の 條 お 2 に し て で て エン ドリ も し て で てき ます 
その 後 は リタ ー ン アド レス を 放棄 し て , GETC ($EC4 6) へ 制御 を 移し ま 
す . GETC に つい て は 3 一 4 一 3 節 を 参照 し て 下さ い . 


3 一 4 一 5 PUT, GET 関 連 コ マン ドル ー チ ン 


(|) Get Buffer Address (GETBAD) $0A ($ECEC) 
現在 の バッ ファ ボイン タ が 示し て いる バッ ファ アド レス を 読み 取り ます . 


共有 FR A M 上 の 復帰 情報 


バッ ファ ポイ ンタ X 護 標 | 0 一 79( キ ャ ラク タ 座 標 ) 





| バッ ファ ポイ ンタ Y 座 標 | 0 24( キ ャ ラク タ 座 標 ) 





| 角 バッ ファ ボ ポイ ンタ は , PU コマ ンド が 終っ た と き は , 出力 文字 の 
最終 位置 が 入っ て いま すし , GET コ マン ド が 終っ た と き は , 変更 され だ 部 分 の 
うめ あわ で アド レス が 遇 大 と なる 侯 恵 が 人 っ て いま す 、 この ヨコ マン ド は , PU1I で G 
E 丁 で 行わ れ た 文字 操作 処理 の 最終 座標 を 知る た め に あり ます . そし て , その 最 
終 座 様 と いう の は , 次 の 処理 を 始め る 先頭 座標 で も あり ます . 


図 3・4 ・21 PUT, GET 処 理 後 の バ ッ フ ァ ボ ポインタ 


PUT 処 理 後 GET 処 理 後 






STKINGS DISPLAYED 
by PUT. 





バップ ァ ボイン タ は 。, 最後 に 出力 され た バッ ファ ポ イン タ は , 変更 され た 領域 の 最大 位置 
文字 の 次 の 位置 を 示し て いる を 示し て いる 。 


動作 は 次 の よう に な り ま す . 
1 バッ プ ァ ボイン グ ク の 天 褒 本 (。BPCNDO0460) を えた (DD363) に だ 
Y 座 標 (.BPY:$D045) を Y ($D38 4) に 格納 し ます . 
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2) TABSET $0B し も ED ほ 6) 
TAB (お よび DUP) キー を 押し た と き の , 依 止 位置 を 設定 し ます 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ 


8 0 ビッ ト の ビッ トイ メ 
4 





主 な サブ ルー チン 
$44A MOWVE プ ブロック 転送 ルー チン 


1 0 バイト (8 0 ビ ピット) の デー タ を 画面 の 1 行 分 の イメ ー ジ と し 
て , ビッ ト が 1 に な っ て いる 位置 を TAB (DUP) キー の 停止 位置 と し ます . 
先頭 バイ ト の MSB を 1 行 の 先頭 ( 諾 端 ), 最終 バイ ト の LSB を 1 行 の 末尾 ( 石 
0 し ます 。 

この ルー チン は , 共有 RAM 上 に ある TAB ($D383-$D38C) を , M 
OVE を 用 いて , ワー クエ リア .TABST ($D024-$D0O 2D) へ 転送 
し て で 終了 し ます . 

ワー クエ リア .TABST は , TAB 設 定 テ ー ブ ル と し て , TAB の オー ダル ー 
ナン に お いて 儲 止 位置 か どう か を 判別 する の に 用 いら れ て いま す . 


図 3・4・22 TAB 設 定 テ ー ブ プル (共有 FR AM 上 ) の ビッ トバ パター ン と 停止 位置 





X 座標 0 『・ 15 16 23 24 31 32 39 40 47 48 55 56 63 64 71 72 
テー ブ プ 5|D386|D387|D388|D389|D38AlD3sB 999G 


(D024) (DO025) (DO026) (D02 了 7) (DO028) (DO029) (DO02A) (DO02B) (DO02C) (D02D) 


テー ブル の ビッ ト が 1 に な っ て いる 座標 で 。 TAB が 倍 止 し ます . 
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(3) Console Control (CNSCTL) $0C ($EDC8) 
種々 の コン ソー ル 機 能 を 選択 し ます . 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ 





| ビット 0 : カー ソル 表示 1= す る 0= し な い 

ビッ ト 1 : オー タダ 動作 。 1= す る 0= し な い 

「 ビッ ト 2 :TAB 動 作 1 = する 0= ニ し な い 
制御 フラ グ 
| ビッ ト 3 : ペー ジウ ェ イ ト 1= す る 0= し な い 
ピッ ト 4 : ブッ トウ ェ イ ト 1 = する 0 = しない 
ピット 5 : オ ー ト LF 1 = する 0= ニ しない 


主 な サブ ルー チン 
$EDD3 CURON カー ソル の 吉江 





を 開始 させ る 
民 TDBES CUROMIE カー ソル を 消去 し , 点 減 を 禁止 する 
NB (ALLRSB カー ソル の 位置 を 設定 する 








説 動作 は , CF ($D383) の 内 容 を ワー クエ リア 中 の コン ソー ル 
制御 プア ラグ 、CSCTL. (DDO21) に 穫 ず す 太 け で すず 、 この で 5 し 上 LLS, 
人 
! 、 表示 きせ る と き は CURSET で カー ソル の 位 
置 を 設 Pe 半島 人 よっ て 点滅 を 開始 さき せま す . また だ , 消去 する と 
き 舘 。 CUROFE る も を 用 いて で いま す . 

この ルー チン に は 。 CNSINT ($EDCB) と いう エン トリ が あり , 任意 に 
コン ソー ル 制 御 フ ラグ を 設定 する こと が で きま す . この エン トリ で 呼び 出す と き 
は , A レ ジス タ に 設定 する 内 容 を 入れ て お く 〈 く 必要 が あり ます . 

コン ソー ル 制 御 フ ラグ は , ビッ ト 0 5 まで が 有効 な の で す が , その 他 に ビッ ト 
7 も 参照 され て いま す . これ は 。 PUT におい て, 画面 最 右端 に 文字 を 表示 し た 
後 の 自 動 改行 の 禁止 フラ グ で , ビッ ト 7 が セッ ト さ れ て いる と , 最 右 端 に 文字 を 
表示 し た 後 は , 同じ 行 の 先頭 か ら 残 り の 文字 列 を 表示 し て いく こと に な り ま す . 
ビッ ト 7 は, PUTINC ($E7 BA) で 参照 きれ て いま す の で , そちら も 参 
考 に し て 下さ い . 
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3 一 4 一 6 CharacterLine $20 ($EE72/) 

キャ ラク タ 座 標 (X1。Y1) か ら (X2。 Y2) まで , 文字 を 使っ て 直線 ま 
だ た は , 四角 を 描き ます . 
共有 FR AM 上 の パラ メー タ 






$20-$FE 
















0 一 2 4 (キャ ラク タ 座 標 ) 
革 台 
7 9 (キャ ラク タ 座 標 ) 
| 0 一 2 4 (キャ ラク タ 座 標 ) 
0 = 直線 。 。 
1 三 陣 角形 の 枠 

2 三 由 角形 準 リ つぶ し 










主 な サブ ルー チン 
ゅ EE93 : よ NEDO 上 1NE デ メイ シル デー ナン 
$E3D5 CAXCR キャ ラク クタ 座標 の 雪 囲 を オ ェ ッ ク 


ゃ EZ20C BADKR キャ ラク クタ 座標 か ら キ ャ ラク タバ ッ フ ァ の アド レ 
お のび の プ ドリ ビョン ー ャ クッ フラ ア の 7 ドレ ピス る 水 
め の ) る 

ゅ も 225 BVAD キャ ラク タ 夕 座標 か ら VRAM ア ドレ ス を 求め る 

$E51D ENS P キャ ラク タフ ォ ン ト の 出力 


※LINEDO は ,。 LINE の 下位 ルー チン で $D0OA0O の 値 に よっ て キャ ラク 
クラ プラ ィ イン を 実行 し ます 
科 助 ワー クエ リア 
$D0AO LNCHR 0… ラ イン 
それ 以外 … キ ャ ラク タラ イン 
※ 他 の ワー クエ リア に つい て は LINE, LINES を 参照 し て 下さ い . 
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皮 _。 説 | この ルー チン は LINE の メイ ン ル ー チ ン を 使用 し て いま す この 
使い わけ を する の が LNCHR ($ お DOA0) と ぃ いう フラ グ で すこ の ルー チン 
で は XX 座標 に 平行 な 線 と Y 座 標 に 平行 な 線 を 描く の を 区 別して いま せん . つま り , 
LINES の 3) の ルー チン の み を 使っ て いる の で す . 


と 電 は T A 用 サチ っ 
CDSP 
CDSPC SE518 一 $E58E 
CDSPB $E51B 
CDSP $sE51D 


キャ ラク タ を 画面 に 出力 し ます . 


トド レジスタ | AB 双 Y、 1D 
入力 情 NN ウジ スク キャ ンク アコ ロー ド 
B レジ スタ ドリ ルビ ュー トコ ー ド 
レンス ダ WIKAIM E の / ドレス し し DSO のみ) 
出力 情報 | X レ ジス タ ヤ エ ャ クラ ググ の フォン ト の アド レス 
用 ジウ スズ グ VRAM 上 の アド レス 
CSLCDS $DO23 単色 表示 フラ グ 
凍ら 1 の 2 ゃ D02F 現在 の 背景 人 色 カ ラー コー ド 
pe WU ゅ ゃ D031 キャ ラク タ 幅 
.BVAD plD04Bー$DUO4 し (CDSFB の み ) 
で V 用 ii5KmDDUS5E (6 DSPC の み ) 
HKEFELG ゅ ゃ D095-ー$D096 
HKBLUE $DO97-$DO99 
HKRED $D09A-$D0O9C 
日 代入 KDE 5D09D-ーDDO9F 
HKBLUE $DO97 青 の 画 面 に 対す る 表示 ルー チン 
HKRED $D09A 流 の 画面 に 対す る 表示 ルー チン 
HKGREE $DO9D 緑 の 画面 に 対す る 表示 ルー チン 
CEFEADR $E3B7 フォ ント の アド レス を 求め る 
CDSINT $E4E6 ジャ ンプ テー ブル の 初期 化 (設定 ) 
BITEXT $E50B フォ ント の 拡張 用 の ルー チン 


ーー 
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前 N 





ま ⑨ 

2) も DS PE B バッ ファ ポイ ンタ の ( .BVAD が 示す ) 位置 に キャ ラク タ 
だ 机 妨 し ます 。 

の IS 所 VRAM 上 の アド レス を 双 レ ジス タ が 示す 位置 に キャ ラク タ 
を 遇 丸 も ます 。 


キャ ラク タ が 出力 され た VRAM 上 E の アド レス は ,。 リ レジ スタ に 保管 され , ルー 
チン の 終了 時 に 出力 情報 と し て けり レジ スタ に 設定 され ます . 
動作 は 次 の よう に な り ま す . 


1) キャ ラノ クタ の フォ ント の アド レス を 求め ます (CFADR/、 

2) ジー クキ り チ アナ CS 上 LDS(ND0023) た よう て 。 カ ラー モー ドド か と うか 
を 判別 し , 各々 の 場合 に よっ て 次 の よう に 色 を 決め て いき ます . 

i) カラ ー モ ー ド の 場合 , 反転 表示 の と き は 文字 色 と 背 景色 (ワー クエ リア 
rsBiGCL) を 取り 所 ます 

ii) 単色 表示 モー ド の 場合 , 普通 の 表示 の と き は , 文字 色 に ( 三 4), 背 京 
に 黒 (=0) を 代入 し ます . 反転 表示 の と き は , 文字 色 に 黒 , 背景 色 に 
EAN し ます 、 

3 ) 設定 され た 文字 色 と 背 景色 が 今 ま で 表示 され た も の (ワー クエ リア HKFL 
G に 保 さ れ て いま す ) と 異 る と き は , CDSTINT ル ー チ ン を 用 いて , 各 
画面 に 対す る フォ ント 出力 ルー チン へ の ジャ ンプ テー ブル (HKBLUE, 
HKRED, HKGREE) を 新た に 設定 し ます . 

人 4) ワー クエ リア し と WD に よっ て 。、 キ ャ ラク クタ の サイ ズ が 大 きい 【1 行 4 0 寿 
の と き ) か 小さ い (1 行 8 0 桁 の とき) か 判別 し , 大 きい と き は BITE 双 
エエ ルー チン を 用 いて 。 キャ ラク タ の フォ ント を 横 に 2 倍 に 拡大 し た も の を ワ 
ー ツ クエ リプ EXAFION』I (5D08S3ー と DOU92) に 設定 し ます , 

5 ) 各 画 面 に 対す る フォ ント 出力 ルー チン を 呼び 出し て , 各 画 面 に キャ ラク タ の 
フォ ント を 出力 し て いき ます . 赤 , の 画面 に 書く と き は , VRAM 上 の ア 
ドレ ス に $4000,$8000 の オフ セッ ト を 加え て いま す . な お , 単色 

表示 モー ド は , 緑 の 画面 に し か 出力 を 行っ て いま せん . 
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各 画 面 に 対す る 出力 ルー チン 群 は , $E5D0 番 地 以 降 に ある の で す が , 文字 
色 , 背景 色 お よび 反転 表示 の 選択 お よび 文字 の 大 小 の 各 状 問 に 応じ し て, 各 画 面 へ 
の 出力 ルー チン が 変っ て きま す 。 こ の た め RAM (ワー クエ リア ) 上 に 各 ル ー チ ナチ 
ン へ ジャ ンプ する た め の ジ ャ ンプ 命令 と ジャ ンプ ベク トル を 組み 合わ せ た も の ( フ 
ッ ク ) を 設け て お いて , そこ を 呼び だ すこ と に よっ て 間接 的 に 各 ル ー チ ナン を 呼び 
HG ます 9。 この フック (ジャ ンプ テー アル ) が BKDLUE CRE D り ) 
HKGREE で , 各々 青 , 赤 , 緑 の 画面 に 対す る 出 カ ルー チン の エン トリ ヘ へ ジャ 
ンプ する よう に 設定 され て いま す 。 

例え ば , 文字 色 が , 背 京 色 が 紫 ( 三 育 十 赤 ) の 反転 表示 で , 文字 の サイ ズ が 
小さ い (1 行 が 8 0 桁 ) と き は , 次 の よう に 各 フ ッ ク を 設定 し ます . 

1 ) 青 の 画面 出力 ルー チン 用 の フッ ク (HKBLUE) 

ヤヤ アグ アグ の フォ ント お で の まま 出入 ず る ルー ナン を \ び だ すず よさ うに に しき ます 
2 ) 赤 の 画面 出力 ルー チン 用 の フッ ク (HKRED) 

を や ワラ ンク の フォ ンド る で の ば 手 出 用 ずる ルー チカ ン る び だす よう し ます 、 
3 ) 緑 の 画面 出力 ルー チン 用 の フッ ク (HKGREE) 

キャ ラン ンク の フォ ント る 以上 也 さ きせ て 出 妨 9 る ルー ナン る 軒 び だ だ す よ うに し ます . 


この よう に 設定 する と, 文字 色 が 革 , 育 齋 色 が 緑 の フ ォ ン ト を 出力 する こと が 
で きま す ( 図 3・4・23). 詳細 は CDS I NT, CDSRVL を 参照 し て 下さ い . 


図 3・4・23 キャ ラク タ の 出力 例 


父 字 色 が 背景 色 が 。 反転 表示 , 文字 の サイ ズ 小 の と き 


育 の 画面 の 出力 


HKBLUE 
キャ ラク タ の フォ ント を その まま 出力 


HKKRED 


款 - の | 由 還 厨 の) 中 
キャ ラク タ の フォ ント を その まま 出力 の 由 カ 








HKGKREE 


キャ ラク タ の フォ ント を 反転 し て 出力 緑 の 画面 の 出力 


民 ぢ イッ / フ ッ 
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キャ ラク タ の サイ ズ が 大 きい と き (1 行 4 0 桁 ) は , BITEX 華 を 用 いて キ 
ャ ラク タ の 幅 を 横 方 向 に 2 倍 に 拡大 し て いま す . 拡張 され た フォ ント は EXFO 
NT ($D083~-$D0O92) に 格納 され ます が , EXFONT の 前 半 の 8 バ 
イト は キャ ラク タ の 左 半分 , 後半 の 8 バイ ト は 右 半分 の フォ ント が 設定 され る こ 
と に な り ま す ( 図 3・4 ・24). 具体 的 な 動作 は 次 の よう に な り ま す . 

1) キャ ラク タ の フォ ント を 1 バイ ト 拾 っ て き て , 上 位 4 ビッ ト を 8 ビッ ト に 鬼 

張 し た も の を EXFONT に 格納 し ます . また 下位 4 ビッ ト を 8 ビッ ト に 拡 
張 し た も の を 先程 格納 し た ワー クエ リア の 8 バイ ト 後 の 番地 に 格納 し ます . 


2 ) 以上 の 動作 を 8 回 繰り 返し て いき ます . 


ee 


希 3・4・24 キャ ラク タ の 拡大 


中 
ZT 





+ 0 2 し 
+ 1 + 1| 睦 識 | 敵 議 |} 9 
+ 2 + 2| 関 証 。 | 開 較 Hi0 
+ 3 +3| | に ef 的 
中 人 障 還 | し ーー + 4| 詳 識 。 | 計 識 |+i: 
: + 5| 詳 識 。 | 組 譲 |+i: 
+ 6 1 + 6| 較 識 。 | 剛 識 |+i』 
キ ? 6 
の ポン EXFONT 
(オリ ジ ナ ル ) (*D083-$D092) 


次 の 例 は 水色 で 大 文字 の M を 表示 し ます . 


LDA #'M 
LDB #S 

LDX  #$2000 
JSR CDSP 
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図 3・4・25 CDSP の 処理 


2 ーー し 9 た よう 


に JP で 


UーX Uregr…VRAM ADDRESS 
| し ドル ん UK | Xrer…F ド ON」| AJDUKELSS 
カラ ー モ ー ド (= テ 0) 呈 伯 表示 モー ド ( キ 0) 





CDSPN 
em BbT 


反転 表示 ? 


1OTHal TeVeTSG 









normal TeVeTSG 





SE 0 Areg…BACK COLOR CODE 
けさ ーD ババ 7 Breg…FONT COLOR CODE 


IN 0O 


YEeS | 





小 (1 行 8 0 突 ) 大 (1 行 40 橋 ) 


CDSP50 単色 表示 2 2 Pe 半 人 
0 トド 位 の 4 ビット 
| BITExT | を 拡大 


2 ま NE PF 月 


に 1 1 1 | 全 の ) | ザ ト 
BITEX] 
lrrgxr を 抜 大 


EXFONTB 








(ポイ ンタ を 十 ]1) 





CDSPMN | AV.A.+$8000 No 
U--F.A. 
Y eS 
| akcsss | 


※V.A.ーVRKAMIADDKRESS 
RTS ドド 8:ー ド 0 NT きり UKREB5 
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CDSINT 
ゅ ゃ ル 4E6 一 $ ゃ ES50A 


CDSP ($E51D) の 画面 出力 サブ ルー チン を 呼び 出す た め の 
フッ ク を 再 設 定 し ます . 
| レジ スタ | A, B, X, Y, U  (A, B, 双 は 保存 ) 
A レ ジス タ 背景 色 (0 一 7) 
B レ ジス タ 文字 色 (0 一 7) 
..CWD $ D 0 3 1 キャ ラク タ の 幅 
HKFLGC  $DO95-$D0O96 
HKBLUE $DO97-$D0O99 
HKRED $DO9A-$D09C 
HKGCREE $DO9D-$DO9F 
し DAM SB5D0 テ ゆあ B50H 上 ジャ ング ペ ノ トル デー クン 


文字 色 , 背景 色 お よび 文字 の サイ ズ に よっ て , 各 フ ッ ク の ジャ ンプ 
先 を 変え て いき ます . ジャ ンプ ベク トル の デー タ は , CDJMP($E5D0--$E 
5 DF) に 格納 され て いま す . な お , この 時 点 で の 文字 色 と 背 景色 は 実際 の も の 
で あり , 反転 表示 は 考 應 され て いま せん . 


図 3*4*26 CDSP の フッ ク を 通し て の サ ア ルー チ テ シ の ユー ル 


HKBLUF ド FUNCTEORN 1 た 


ICDSOFS| or SMALL 
ICDSNMS NORMAL sMALL 
REVERSE SMALL 
|CDSONS ON SMALL 
| CDSOFL| or LARGE 
|CDSNML | NORMAL LARGE 
|ICDSRVL | REvERsE LARGE 
ICDSONL ON LARGE 





っ 
ジャ ンプ 先 は 可変 で 
CDSINT に よっ て 設定 で きる 


※ こ の 例 で は , 文字 色 は 日 色 , 背景 色 は 水色 , 廊 字 の サイ ズ ぞ は 大 に な り ま す 


得 フ ッ ク を 設定 する 際 に 参照 され る の は 。 A,。 B レ ジス タ の 下位 3 ピッ ト で 。 H 
KBLUE が ビッ ト 0, HKRED が ビッ ト 1, HKGREE が ビッ ト 2 に よっ 
て 決定 され ます . 
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図 3・4・27 A, B レ ジス タ の 各 ピ ビ ピット に よる フッ ク の 設定 
4 


) ら 9 3。 受 1 
ンー ググ A レ ジス タ (バッ ク カ ラー0 一 7) 
シロ ピ = _ B レ ジス タ (フォ ント カラ ー0 一 7) 


HK も EE 民 選出 圭 作 UE ド 


A, B レ ジス タ の 各 ビ ッ ト の ON (1), OFF ( 三 0) に よっ て 較 3・4・28 
の よう に ジャ ンプ ベク トル が 設定 され ます , な お , ジャ ンプ ベク トル が 設定 され 
る の は , 各 フ ッ ク の 2 バイ ト 目 と 3 バイト 目 で , 1 バイ ト 目 に は ジャ ンプ 命令 (J 
MP:$7E) が 設定 され ます . 


図 3・4・28 A, B レ ジス タ の 各 ビ ピット に よる ジャ ンプ ベク トル の 選択 


A レ ジス タ | B レ ジス タ ジン アグ トル | 内 5 

7 ビット | の ビッ ト Scz099 た 0 bl [ 
| | | - 半 
ーー トーー 
| 0 | ms94 E590 | CDSNM フォ ント を 表示 する | 




















「 ュ | o | Es99 | ES8SF | CDSRV フォ ント を 反転 きせ て 表示 する | 
| | | | E5B1 Es5C5 CDSON すべ て の ドッ ト を つけ る | 





例え ば , A レ ジス タ に 3 ( 紫 )。 B レ ジス タ に 6 ( 黄 ) が 設定 され た 場合 は , 次 

の よう に な り ま す (文字 の サイ ズ は 小 と し ます )、. 

19 首 々 の レジ スク の ビッ ド 0 が 。 1 と 0 な の で 、 HKBLUEL ほ は で DSNM 
S に ジャ ンプ する よう に 設定 され ます 、 

2) 呑ん の レジ スク の ビッ ドル 41 が 。 1 と 1 な の で 、 HKRED は CDSONS 
に ジャ ンプ する よう に 設定 され ます . 

3.) 知 太 の レジ スク の ピッ トク が 、 0 と 1 が の OKOKEE に ほし (USRY 
S に ジャ ンプ する よう に 設定 され ます . 


この よう に , 青 の 画面 で は , フォ ント の まま に ドッ ト を つけ , 赤 の 画面 で は す 


べ て の ドッ ト を つけ 。 緑 の 画面 で は 。 フォ ント の と ころ だ け ド ッ ト を 消す こと に 
ト よって,。 文字 色 が 黄 。 背景 色 が 紫 の キャ ラク タ を 出力 する こと に な り ま す .。 


16S8 


凶 3・4・29 和 難 画面 の 重ね 合わ せ 


村 7a に 凡 


(=CDSNMS) ~ の まま 


下 の 画 面 の 出力 


の 画面 の 重合 わせ 
HKRED すべ て つけ 隊 計 


(= ニ CDSONS) る 赤 の 画面 の 出力 





HKGRE ヒ E 


(=CDSRVSs) ^ 村 


% ほ の 画面 の 出力 





大 文字 の A を 出力 し て いま す 


CDSRVL 


し じ し り SKKVL pi9 RB。 ツ 9 も 4 
し DSNML ゅ EE590 
に DSNVS ゃ Eo599 
らじお S NIS ゃ EoO9A 
DSON5 ゅ EoB1 
し DS0 り 0 ト 5 ゅ EE5DB2 
Sa 9N 上 DO も CO 。 写 D 双 oOCE 
SO R 上 ゅ ES5C6 


機能 | 各 画 面 に 対す る キャ ラク タ の フォ ント の 出力 ルー チン 群 で す . 
A, B, X, DU 

D レ ジス タ #b0008 

勿論 グ VRAM の アド レス ( 赤 , 緑 の 画 面 含む ) 

軸 レ ジス ジグ ノ オ ン ド の アド レス 

..CLEX  $D030 


se 朋 . よ ゅ ゃ D032 
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全体 と し て は 。 一 つの 続い た ルー チン で す が 。 エ ント リ に よっ て 機 
BE が 異 り ます . 機能 は ラベ ル の 4 文字 目 と 5 文字 目 に よっ て 。 また 文字 サイ ズ の 
大 小 は ラベ ル の 6 文字 目 に よっ て 表現 し て あり 。 次 の よう に 動作 し ます . 


図 3・4・30 各 エ ント リ の 機能 


メメ XNMX ノー マル 表示 





XXXRVX リバ パ バース 表示 6 江 欠 EEKOC デラ シュ クタ 





ノー マル 表示 と リバ ー ス 表示 の 場合 は , キャ ラク タフ ォ ン ト の 出力 の 際 に ワー ク 
リア . COLEB 双 と の BOOR (Exclusive OR) を と っ て 出力 され ます ,。 。。 し し 
EX に は , リバ ー ス 表示 の 場合 は $ FEF, ノー マル 表示 の 場合 は $ 0 0 が 代入 さ 
れ ま す . $ 0 0 と EOR を と る と き は その まま で す が , $FF と EOR を と る と 
き は 各 ビ ッ ト が 反転 する こと に な り , 反転 表示 を する こと に な り ま す . 


図 3・4・3| ノー マル 表示 と リバ パース 表示 


ノー マル 表示 


リー バス 表示 





フキ ジン ト (オリ ジ ナ ル ) 昌和 一 尊 80 画面 へ の 出力 


まま ウー ンク 志 り 0 アレー し NR IO NMIC ほ タッ ラグ グ の プア ポン NRN の IN ツン と グー マデ 
ジン ( 條 自 ) を 2 ライ ン 入 れ て いま す 。、 ア デン グー マー ジン は , 機能 が 0 NM 
(Normal) の と き は クリ ア , ON, RV (Reverse) の と き は 塗り つぶ され ます . 
文字 の サイ ズ が 大 の と き は は , 左 半 分 を 出力 する た め , 計 2 回 出力 を 行っ て いま す . 
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図 3・4・32 CDSNMS 一 の 処理 


CDSRVS 


GAMOS NTMS 





A 一 半 $00 COM A AA 本 半 $ 上 FE ド 


..CLEXーAl | EOR を と る た め の ワ ー ク エリ ア 設 定 





VRAM ACCESS 









メオ ント V RAAMI 

十 0 中 
AA レジ スタ に フォ ント か らら デー タ を 昌 半 全 
編み 人 込む + 3 上 240 
十 』 十 すさ Z 
十 Sp キキ 00 
を と 6 +480 
に + 7 十 560 













VRAM ポイ ンタ 
に 89 を 加え る 


次 の ラス タ (ライ ン ) の た め に 


| トレ ジス ク の 由 容 を VRAM に 枝 和 する 
VRAM の アド レス を 更新 する 





1 ] 
VRAM ACCESOFF| Aー! こ て | A て W00 SN を | 提 涯 
Aー.、CLEX 2 8 B 一 8 


B デ 0 





VRAM ACCESS 
ON 
| 画面 が 25 行 の と き ..CHT テ 0 
2 9 画面 が 20 行 の と き ..CHT= ニ 2 (アン ダー マー ジン ) 


CDSNMS,。 CDSRVS の 場合 





VRAMcA | ( は ,。 ここ で アン グー マー ジン を 区 る 
本 に ーー こと に な る (..CHT= ニ 2 の と き )。 
V R AM ポイ ンタ を ] 
更新 する . B を -1 す る 
[本 ト 】 CDSONS. CDSOFS の 場合 
ーーーー | | は 、 ここ で すべ て の ラス タ を 塗り 洪 
ーーーーーーー か お Myv ほ みり すす 劣 ) と 選 な 
eS =ー ーー で る (アン ダー マー ジン も 含む ). 
VRAM ACCESS に 
OFF 1 間隔 
KT S 二 ENSENWM RE CSSW ト 。 US 人 NM も 。 人 ち 夫 舎人 0『 比 の 
] 朝 公 は 、 以上 の 動作 を 2 回 繰り 返す 。 2 同日 は VRAM の アド 


レス を 士 |] し て か ら 行 われ る 
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Ss4S39 支 宇 の サイ スズ と アン ター マー シン 


ワニ クエ テ エロ ザ 、。、. 棚 T が と の と き 
アン ダー マー ジン を つけ る 





日 の 出力 


1 回目 の 出力 2 順 





2 ) 文字 サイ ス 大 の と き 


SB9B 7 や ゆ 貞 9 も 2 


機 能 | キャ ラク タフ ォ ン ト の デー タ の アド レス を 氷 め る . 
レジ スタ | AA。 ロ 。 (A, B は 保存 ) 

入力 情報 | A レ ジス タ プク クコ ヨー ド 

出力 情報 | X レ ジス タ フォ ント デー タ の 先頭 アド レス 


解 紹 | サブ プシ ステ ム は ., キャ ラク クタ の フォ ント の デー タ を D800 一 ゅ D 
FFF 番 地 の 領 域 に 保持 し て いま す . 各 キ ャ ラク タ の フォ ント は その 中 の 8 バイ 
ト で す の で , フォ ント の ある アド レス を この ルー チン に よっ て 計算 し ます . 
計算 方 法 は 次 の と お り で す . 
レジ スタ テニ?$D800 十 人 レ ジ ズ スグ ※ ネ 6 
図 3・4 ・34 キャ ラク タ の フォ ント の デー クタ 
例 大 婦 字 G の 場合 


DA38 DA39 DA3A DA3B DA3C DA3D DA3E DA3E 
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CBADR 
ゅ pE3 し 3 一 $E3D4 


機能 | カー ソル の X, Y 座 標 (キャ ラク タ ) か ら , その バッ ファ アド レス 
と VRAM 上 の アド レス を 求め る . 
| レジ スタ | A, B, X, Y 
か 。 SD058 カー ソル の Y 座 標 (キャ ラク タ ) 
. CX $D059 カー ソル の XX 座標 (キャ ラク タ ) 
.CBAD  $DO5A-$DO5B カー ソル の 位置 に 対す る 
キャ ラク グ クタ バッ プア 内 の アド レス ( 双 レ ジス クタ ) 
.CAAD  $DO05C-ー$DO5D カー ソル の 位置 に 対す る 
ドリ U ピ ュー トバ パッ クア 向 の ドレ ス ( イ レン ジス ク グ ) 
.CVAD  $DO5E-ー$DO5F カー ソル の 位置 に 対す る 
VRAM 上 の アド レス (D レ ジス タ ) 
サブ ルー チン | BADR pEL20 し パッ プア 内 の デ ド レス を 求め る 
BVAD $E225 VRAM 上 の アド レス を 求め る 


朋 説 | この ルー チン は , カー ソル の 文 , Y 座 標 が 変更 され た だ 後 で ,。 バッ フ 
ァ と VRAM の アド レス を それ に 対応 ブ け る た め に 呼び 出さ れ ま す . 各 ワ ー ク エ 
リア は , .CBAD と . じ AAD が BADR に よっ て , .CVAD が BVAD に 
ょ っ て 求め られ て いま す 。 これ ら の ワー クエ リア の 内 容 は , 各々 双 。Y。D レ ジ 
スグ に も る の こと し な り ま すず す 。 


CA 入 じ CR 
$SE3D5 - $E3DB 

X, Y 座 標 ( キ ャ ラク タ ) が , 範囲 内 に ある か どう か テス ト し ます . 

A, B 

入力 情報 | A レ ジス タ テス ト す る 欠 座 標 (キャ ラク タ ) 

攻 流 ペタ テス ト す る Y 座 標 (キャ ラク タ ) 

出力 情報 | C フ ラグ 則 囲 内 な ら セ モッ ト ( 三 1) され ます . 範囲 外 な ら リ 
セッ ト ( 三 0) され ます . 

ウー クエ リア | 、。LNC $SD036 1 行 の 桁 数 


UDMAP 圭 6 $D043 (PE キー 表示 画面 開始 行 ) 
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詳 -。 有 説 | ワー クエ リア 。、LNC (] 行 の 市 数 ) と A レ ジス ク 。 |。DMAP 十 
5 だ BB レン スク か が か 比 板 上 LC で レン スズ スグ の 方 が 小さ れん れ は (フラ ノル セク ウド ト し ます 


IP2E 大 に 次 半 
DBoOU で や 9.17 


機 能 | A レ ジス タ の 下位 4 ビッ ト を 拡張 し て , B レ ジス タ に 格納 し ます . 

レジ シス ツタ | AA、 お 

入力 情報 | A レ ジス タ 払 張 する デー タ 

出力 情報 | A レ ジス タ 入力 し た A レ ジス タ を 話 に 4 ピッ ト 論 理 シ フト し た 
も の 

B レ ジス タ 拡張 され た デー タ 

衣 ' 説 | 図 3・4・359 の よう に 。、A レ ジス タ の デー クタ ぞ を 2 人 情 に 拓 張 し て 。 B 

レジ スタ に 設定 し ます 。 こ の と き 。 AA レジ スタ は 4 ピット 右 に 論理 シフ ト し ます 

の で , 次 に BTITEX 征 を 呼び だ せ ば , 元 の A レ ジス タ の 上 位 4 ビッ ト を 拡張 す 


る こと に な り ま す 。, 例 を 参照 し て 下さ い . 
区 3・4・35 BITEXT の 処理 


を 全 え ば A レ ジス タ の 値 が $ 5 A だ っ か た 場合 
ピッ ト 旧 5 3 〆 | 0) 





A レ ジス タ (入力 ) 


RE $ 5 A 
2 倍 に 撤 震 


] $05 
4 ビッ ト 古 に 論理 シフ ト 


(※ 時 い 部 分 が 1, 日 い 部 分 が 0 を 表し ます ) 
次 の 例 は , A レ ジス タ の 内 容 を 拡張 し て , D リ レジ スタ に 設定 し ます . 


LEAS ー ン 。S 


BT「OC 


りり Bo7 遇 。 で | 部 紀 729 9 
に じ に よ 6B ゅ ゃ EE787/ 


機能 | バッ ファ ボイン タ の ワー クエ リア の 内 容 を カー ソル (の 位置 ) の ワ 

ー ク エリ ア に 復 全 し ます (BTOC). ある い は カー ソル の 位置 の ワー クエ リア の 

和 内容 る パッ プア テア ホ ポル オル ング の ワー クエ り ア に に 和 裸 どど し ます (CTOB). 

AB,X,Y 

.BPY $D045-$DO4B(.BPY- .BVAD) 
人 わ \ $D058-$DO 5F(.CY-ー .CVAD) 


MOVE $ ゃ EL44A ブロ ッ ク 転 送 ル ー チ ン 


バッ ファ ボ ポイ ンタ と カー ソル の 位置 の ワー クエ リア の 内 容 を 同一 の 
も の に し ます . エン トリ の 違い は , 転送 方 向 の 違い に な り ま す . 


図 3・4・36 BTOC プ CTOB の 処理 


キャ ラク タバ ッ フ ァ 内 の アド レス 
7 ドルビーー ド トク タツ アア 内 の チチ ドレ 


VRAM の アド レス 





バッ ファ ボ ポイ ンタ の カー ソル の 位置 の 
リー クエ リア ーー ダグ ギリ デ 


PU 処理 系 で は バッ ファ ボイン タ を ,。 GE 華 処 理系 で は カー ソル の 位置 を 中 心 
に し て , 各 処 理 を 行っ て いま す . よっ て 一 方 の 処理 系 の ルー チン が , 他方 の 処理 
共 の ルー チン を サブ ルー チン と し て 使用 する と き , ワー クエ リア の 内 容 を 複写 し 
て か ら 使 用 し な けれ ば な り ま せん . よっ て , 座標 に 関す る ワー クエ リア を 同一 の 
も の と する た め , この ルー チン が 用 いら れ ま す . 
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COPLOP 


ゃ SF1L ぞ ゆ 色 907/ 


機能 | ある 人 訪 域 の 内 容 を , 別 の 領域 へ 転送 し ます . 

レジ スタ | AB,。 双 。 Y。U (人 は 保存) 

入力 情報 | 0 レジ スク 転送 元 の 領域 の 先頭 アド レス 
XX ジス ア 転送 区 の 領域 の 最終 アド レス 十 1 
ヤレ ジス ク 転送 先 の 領域 の 先頭 アド レス 


SE 


解 この 転送 ルー チン を 使用 する に あたり , 次 の 点 を 注意 し て 下さ い . 
1 ) U リ レジ スタ の 内 容 は ,。 又 レ ジス タ の 内 容 よ り 小 さく な けれ ば な り ま せん . 
U ぐ く 人 失 
2 ) 8 バイト ずつ 転送 し て いき ます の で , 転送 する バイ ト 数 は , 8 で 割り 切れ な 
けれ ば な り ま せん . 
(メーU) mod 8 = 0 
3 ) U く Y<X つ まり , 転送 先 の 領域 が 転送 元 の 領域 と 重なり , か つづ つ 転送 元 の 領 
域 の 先頭 アド レス が 転送 先 の 先頭 アド レス より 小さ いと き は , 両方 の 領域 が 
重なっ た 部 分 の 転送 元 の デー タ が 消失 され ます . 


処理 は , 転送 元 の 領域 か ら デ ー タ を 取り 出す と き に , U り レジ スタ を ユー ザ ス タ ッ 
クボ ポイ ンタ と 考 メ スタ ッ ク か ら レ ジス タ を 取り 出す と いう 方 法 を 用 いて いま す 。 
具体 的 に は 。 下記 の リス ト の よう に な り ま す (メレ ジス タ は あら か じ め 保 存 さ れ 
で VS ます 


PULU D,X% takKe 4byteS data frOm SOuFrCB 
SU  U。Y SEt them tO deStination 

ら STA 。 ジ と ュ Y 

PULU D。X taK ら G 9byteS data fFOm SOuFCB 
SID 44.Y Set them も tO deStination 

ら SA bjY 


次 の 例 は , 赤 の 画面 の 内 容 を 緑 の 画 面 に 転送 する も の で す . 


176 


GE TIRNG 


GETIRKRNG ゅ EE975 一 $E989 
ば 1 NOP ゃ EhL989 


機 能 | 現在 の ウィ ンド ウ 画 面 の コン ソー ル バ ッ ファ 上 で の 先頭 アド レス と 

終了 アド レス (の 次 の アド レス ) を 求め , 範囲 を 規定 し ます . 

| レジ スタ | A, B, X, Y 
.MLD KG $D0 4D-$D0O4EF ウィ ンド ウ 画 面 の 情報 

GTTOPC $DO050-$DO51 キャ ラク タバ ベッ ファ 上 で 
の 先頭 アド レス 

TBIMC $UO0502 テ 95D059 キャ ラノ ク パ ッ プ アァ ア 上 で 
の 終了 アド レス (の 次 の 番地 の アド レス ) 

ば 上 よ エ 0)PA DUDO4 テ SDUUOD デ ト リ に ュー デー トバ パッ シ ィ 
上 で の 先頭 アド レス 

ほ ば 1 BIOUMA DO09060 テ ご WDO57 アプ トリビュー トド パッ プア 
上 で の 終了 アド レス (の 次 の 番地 の アド レス ) 

BADRL $E208 行 の 先頭 の バッ ファ アド レス を 求め る . 





バッ ファ ポイ ンタ の 位置 を 変更 させ て , 異 る 画面 に 移っ た と き や , 

画面 の 初期 化 , 割当 て の 変更 な ど が 行わ れ た と き は , この ルー チン が 呼ば れ , 現 

在 の ウィ ンド ウ 画 面 の 範囲 を ワー クエ リア に 規定 し ます . 動作 は 次 の よう に な り 

まま 9 。 

1 ) 現在 の ウィ ンド ウ 画 面 の 終了 行 の Y 座 標 十 1 に あたる 行 の 先頭 の バッ ファ ア 
ドレ ス を BADR 革 を 使っ て 求め GTBTMC と GTBTMA に 格納 し ま 
す . 

2 ) 同様 に , ウィ ンド ウ 画 面 の 開始 行か ら , その 先頭 の バッ ファ アド レス を GT 
TOPC と GTTOPA に 格納 し ます . 

な お 。 GETNOP は 何 の 動 作 お も し な い オ ー グ ヨー ド の エン シン トリ で 、 RTS($ 

39) が 書か ん れ て いま す . 
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連 3・4 ・37 ウィ ンド ウ 画 面 の ワー クエ リア 
キャ フク タバ パッ ファ アト リヒ ュー トバ パ バッファ 


ゃ CO000 な ぶら チ BI 





/ //// // ////// // // ////// //// 


/ 抽 6 の ウ 訪 か り 骨 中 7/ 
が //// 陸 /// 


// 現 在 の ウィ ンド ウ 画 面 





お ポ よ 人 だ ビ も 


7 ロロ 」 MC は 3M 骨 


ME 1IEN 


ETENC BA 9 一 ゃ EEAY す 3 
GETENA ゃ EAA7F 
GETEN ゅ ゃ EA83 





バッ ファ アド レス か ら , XY 座標 を 算出 し , その 座標 





設定 し ます . 





AA, B。 区 。 Y  (Y は 保存 ) 

XX レグ ジス ア キャ ラク グ クタ バッファ アド レス (GETENC の み ) 

\Y ウジ スク トリ ピー コート パッ ファ アア ドレ ス (0 TENA の の) 

り レ ジス タ ウィ ンド ウ 画 面 内 で の 相対 位置 (GETEN の み ) 

も Nb ゃ D035ー$D036 1 行 の 枯 数 (し 、 LNC の 
手前 に 0 を つけ て , 2 バイ ト に 拡張 し た も の ) 

.MDRG $ ゃ D0 4D ウィ ンド ウ 画 面 の 開始 行 

GTTOPC DD050-ー$D051 ウィ ンド ツウ 画面 の 先頭 の 
ギャ プク ダバ パ バッ アザ アテ 7 ドレ スズ 

GTTOPA $DO54ー$DO55 ウィ ンド ウ 画 面 の 先頭 の 
か か 2 紀 あ 下 ツ タ ゲド ジッ 

. じ Y $D0O58 ター ソル の Y 鹿 林 

3 0 9 の 9 カー 

















解説 | 次 の よう に 算出 し ます . 
1) な はじ TENC で は 生え られ だ X レ ジス クタ を DD) レジ スグ に 秒 し 。 それ が ら G 
TTOPC の 値 だ け 引 いて いき ます . 
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2) GETENA で は , 与え られ た Y レ ジス タ を D レ ジス タ に 移し , それ か ら G 
TTOPA の 値 だ け 引 いて いま す . 

3) GETEN で は , 1) ま だ た は 2) で 求め ゆら れ た だ たか, ある い は 入力 情報 で 号 た られ 
た ウィ ンド ウ 画 面 で の 相対 位置 か ら 双 Y 座 標 を 求め ます . 求め 方 は , 相対 位 
中 を 1 行 の 桁 数 で 整数 除算 し , その 商 に ウィ ンド ウ 画 面 の 開始 行 を 足し た も 
の を Y 座 標 , その 余り を X 座 標 と し ます . 

4 ) 3) で 求め た Y 座 標 が .CY に , 多 座 標 が .C 又 に 設定 され ます . 


CURON 
ゅ ゃ EDD3 一 $EDUE2 


カー ソル の 点滅 を 開始 させ ます . 

A 

ワー クエ リア | .CURSR $DO 1C カー ソル 表示 フラ グ 
.CURTM $D0O 1D カー ソル タイ マ 
.CURST SDO1E カー ソル 状態 フラ グ 


カー ソル の 点 減 を 中 止 し て いた と き は , カー ソル 表示 フラ グ を セッ 
ト し て 再び カー ソル を 点滅 きせ ます . また , カー ソル の 点 減 が 侍 止 さ れ て いた と 
き は ,。 カー ソル タイ マ を 6 に セッ ト し , カー ソル 状態 フラ グ を クリ ア し て か ら , 
点滅 を 開始 させ ます . 
カー ツル 次 の 9 つの モー ド ぞ で と り ま すず す で し て これ ら の モー デー ド お 示し ぐる 
の が カー ソル 表示 フラノ (.、CUURSER) で す 、 
1 ) 点 減 モ ー ド カー ソル が 一 定 の 周期 で 点滅 し て いる モー ド で す . 
(.CURSR ま 0 で ,。 .CURSR の ビッ ト 7 三 07) 
2 ) 中 止 モ ー ド カー ソル の 点 減 を 一 時 的 に 中 止 し て いる モー ド で す . 
(.CURSR ま 0 で , .CURSR の ビッ ト 7=1) 
3 ) 禁止 モー ド カー ソル の 点 減 を 禁止 し て いる モー ド で す . 
(.CURSR=0) 
各 モ ー ド 間 を 移行 させ る の が , CURON よ り は じ ま る 一 連 の ルー チン で す . 
図 3・4 ・38 に , これ ら の モー ド と ルー チン と の 関係 を 示し まし た . 
み カー ソル の 記 減 は 。 NMTI サ ービス ルー チン で 行っ て いま す .。 NMT サ ービス 
ルー チン で の カー ソル の 点 減 を 制御 する の が , これ ら の ルー チン の 役割 で す . 
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凶 3・4・38 カー ソル の モー ド と 点 減 制御 ルー チン 





に 選 0 。 


RNN 
CURGO CUROFFI 


NOT 


し UK りり FF 


pHDEKSD だ NEDEM 


機 能 | カー ソル の 点滅 を 禁止 させ ます . 

0 用 克 | AA。 当 。 内 。 パ 。 則 

の ELU7| 、CURNSRK DO1LU カー ン ルン ルレ 表示 ノア ラノ 
CUURSOUL WEBDUDD カー ツル の ノリ テア 


、 二 
ヽ 」 
ご 


に 


ヽ 
ヽ 


解 が ーー ソル を グリ ア (CURSCL) し た 備 、 カー ツル 表示 アラ ン ぞ を 
リア し て 。 カー ソル の 点 減 を 禁止 させ ます 。 


NY 


 」 


し 民 人 S 選 ! 
pbDE9 一 SEDEC 


能 | カー ソル の 位置 を 設定 し ます . 
レジ スタ | AA、 昌 、 素 。 や 
サブ ルー チン | BTOC 7 7 パウ アア ァ アポ イング を の るー アル 人 で 
CURSTP $EE0 1 カー ソル の 京 減 を 中 止 す る 


則 


解説 | カー ソル の 表示 を 中 止 さ きせ た 後 , バッ ファ ポイ ンタ の 位置 (を 示す 
ワー クエ リア ) を カー ツル の 位置 (を 示す ワー クエ リア ) に コピ ー し ます . 


= 


SO 


CURSCL 


し RS いん し ゃ SEDED 一 $EE0O0O 
MINCOLK ゅ EDEF 


カー ソル を クリ ア し ます . 

ん 季 .Y 1 

.CURST $DO1E カー ソル 状態 フラ グ 
.CBAD $DO5A-ー$D05B カー ソル の キャ ラク タバ 

| ツジ テル ドレ ス 
AA DU DC 一 WUDUU5D クー ノル の アデ トリビュー 
トバ バッファ アド レス 

CDSPC  $E518 カー ソル の 位置 へ キャ ラク タ を 表示 

CURSTP $EE0 1 カー ソル の 点滅 を 中 止 する 


解説 | エン トリ が CURSCL 上 の 場合 は , カー ソル の 点 減 を 中 止 さ せま す 
が ,。CURCLR の 場合 は 。 カーソル の 点滅 は 中 止 さ きせ ませ ん 。 こ の ルー チン は 。 
カー ソル 状態 フラ グ を みて 。 カー ソル が リバ ー ス 状態 な ら CDSPC を 用 いて カ 
ー ソ ル の ある 位置 の キャ ラク タ を 元 の 文字 色 と 背 曲 色 で 表示 し ます . 

ワ ェ ュー クエ リア 。 し CUKS」1 (ウー ソル 羽 且 アラ ノ ) は,、 カー ン ル が リバ パー スズ が 
態 な ら $FEF, カー ソル が クリ ア 状 な ら $ 0 0 の 値 を 取り ます (リバ ー ス 状 右 
と は , カー ソル の ある 位置 の キャ ラク タ の 文字 色 と 背 景色 が 反転 し て いる 状 胡 の 
こと で す . クリ ア 状 態 と は , それ ら が 反転 し て いな い 状 態 の こと で す ). 


図 3・4・39 カー ソル の クリ ア 状 態 と リバ ー ス 状態 


カー ソル の ある 他 証 の キャ ラク タタ 


ee 





の ah けり 2 ペー 入江 大 
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CURSTP 


DEEOU 上 LT 一 SEE0D 


カー ソル の 点滅 を 中 止 さ せま す . 
A 
.CURSR $DO 1C カー ソル 表示 フラ グ 


| 解説 | カー ソル 表示 フラ グ の ビッ ト 7 を セッ ト し て , カー ソル の 点滅 を 中 
止 さ きせ ます . 


し UKRb 


DRDU/ ジジ 5BEOD 


中 止 し て いた カー ソル の 点滅 を 再び 開始 させ ます . 
A 
.CURSR $DO 1C カー ソル 表示 フラ グ 


カー ソル 表示 フラ グ の ビッ ト 7 を クリ ア し て , カー ソル の 点滅 を 開 
始 さ せま す . 
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の も 交 ラ メイ 導 グ 


グ クア ノイ ルン グン の ルー ナン に LTNEB PAINT、 POTINT。 CC 朋 AIN 
な ど が あり ます が , 一 つ ひ と つつ 完全 に 独立 し た も の で は な く ,。 一 つの 大 き な 構 造 
を 持つ ルー チン と 考え られ ます . 

一 般 に グラ フィ ッ ク ル ー チ ン は むず か し いと いわ れ て いま す が , この 原因 は 主 
に 画面 と VRAM を 対応 きせ る の が むず か し いか ら で し ょ う . 

この 項 で は 各 ル ー チ ン の 具体 的 解説 を 行う 前 に 以上 の こと を ふま える て, グラ フ 
ィ ッ クル ー チ ン の 構造 。 V R AM と 画面 と の 対応 に つい て 述べ て お きま す . 


グラ フィ ッッ クルー チン の 構造 

グラ フラ フィック ルー チン の お お ま か な 構 造 は 図 3・5 ・ 1 に あげ だ た よう に な っ て 
いま す . これ は , 数 学 で 平面 は 線 で , 線 は , 点 で 構成 さん れる と いう の と 同じ こと 
で すず 


図 3・5・| 
平面 ------- PAINT 系 CHAIN 系 
ee LINE 系 

EL 国選 5 を 」 
本 POINT 系 
ーー (GPDSP な ど ) 


文 画面 と VRAM の 対応 

画面 と VRAM は 図 3・5・2 の よう に な っ て いま す . 画面 の 1 ドッ ト が VR 
AM1 ビ ッ ト に 相当 し , 横 VRAM8 0 バイ ト で 6 4 0 ドッ ト を 構成 し ます . つ 
まり ニニ 0, Y テ 0 は $000 0 番地 の 第 7 ビット, 双 ニ 639, Y= テ 0 は $ 0 
0 4 番地 の 第 0 ビッ ト に 相当 し ます . 

この よう に 画面 が (6 4 0, 2 0 0) の 配列 に 対し , VRAM は (8, 1 6 0 
0 0) の 配列 に な っ て いる の が グラ フィ ッ ク を むず か し くし て いる 原因 な の で す . 
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図 3・5・2 00 





VRAM と 画面 の 対応 (BLUE) 
※※ RED は ,。 わく 内 の アド レス に $4000 を . GREEN は 
$ 8 0 0 0 を 足す 


生ま や し きま 由 も $ ゃ 1 5 ($EE98) 


グフ フィ ッ ク 有 座標 ( 欠 1, Y1) と ( 多 2, Y2) を 結ぶ 直線 , また は , (X 1 , 
Y1), (XX2。 Y2) を 対角線 と する 四角 形 を 描き ます . 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ 


10-7 

0 一 4(5 を 除く ) 
10-639 

| (グラ フィ ッ ク 座 標 
0 人 衝 。 

し ん ラブ ツィ 選 ク 座標 ) 


| 0 一 639 
(グラ フィ ッ ク 座 標 ) 
0-199 
(グラ フィ ッ ク 座 様 ) 
0 = 直線 。 
ボッ クス フラ グ | 1 三 四 角 形 の 梓 
| 2 三 四 角 形 塗 りつ ぶし 
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主 な が な サ デブ ルー テ チン 

$E452 INITLN ライ ン ル ー チ ン 用 イニ シ ァ ライ ズル ー チ ン 
$E442 GAXCHK グラ フィ ッ ク 座 標 の 範囲 チェ ッ ク 
$EF1A LINES ライン 実行 


ここ で は 以下 の ワー クエ リア を 使用 し て いま す . 


い 害 b ま 重り 1 Ro カラ ー,。 ファ ンク ショ ンコ ー ド 代入 , GPDSP 
ー$D06 1 I (グラ フィ ッ ク 表 示 用 イニ シ ァ ライ ズル ー チ ン ) 
の 入力 情報 

ゅ ゃ D0 7 1 > 次 1 X 1 席 標 

<$D072 

$ ゃ D073 。 二 Y 1 座標 

<$D074 

075 し 2 X 2 座標 

<$D076 

ゅ D07/ 山 。 の Y 2 座標 

<$D078 


L I NE ルー チン は , 大 きく 〈 分 ける と 3 つ に 分 けら れ ま す . 一 つ は 直線 を 抽 く 
ルー チン , 二 つ 目 は 四角 形 を 杏 を 描く ルー チン , 最後 に 四角 形 の 塗り つぶ し を 行 
の ポン 

これ ら の アル ゴリ ズム を 以下 に 述べ ます . 
| ) 直線 を 描く ルー チン 

に We の の 0 ま 。 CUL。 YY 上 )。 (22 。 マイ マク) の パフ ンズ メー グ と し て LINEDS 
と いう サブ ルー チン に 代入 する だ け ゆけ です 、 

この LINES は 次 の 項 で 解説 し ます . 

2 ) 四角 形 の 枠 を 描く ルー チン 

この ルー チン は 図 3・5・3 の よう に (X 1, Y1), (X2, Y2) を 対角線 と する 
長方形 の 他 の 2 つの 頂点 を 求め ます . (X 2, Y1), (X1, Y2) が この よう に 
の られ ます 。 こ れ を も と に (X1。Y1 リ 一 (X2、Y1)。 人 人 人 1。Y マ 1 リー K 
ルッ の > クラ ルー (NL  Y/ リ / (ん 人 2。 YY リク ルー (2。\ ず ルル ) の 
で 線 を 引い て いき ます . 線 を 引く 〈 順 診 は 図 3・5・ 3 に 書い て ある と お り で す . 
この 線 を 引く の は 後述 の LINES と いう サブ ルー チン で す . 
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この ルー チン は は 単独 で も 呼び 
出し 可能 で その アド レス は , $ E 
ECA で す . その と き の 入 力 情 
報 は 。 メレ ジス タ に 双 2。 あと 
は 共有 TRNAM 上 に X 1, Y1., 
の 。 みや 人 A 人 40 で お おく 介 だ 
$D071 一 $D072 に 衣 1 
を 入れ $D073-ー$D074 
ほ 導 の 人 AUC お く こ と で 
だ だ し この ルー チン ある 呼 と き 
は , INITLN を 呼ん で お か 
な けれ ば な り ま せん 。 さら に デ 図 3・5・3 
ー タ が グラ フィ ッ ク 座 標 内 部 に 
め ある か わか ら な いと き に は 。 あらかじめ 欠 1。Y1。X2 、Y2 に つい て GAX 
し に ドルー ナン を 呼ん ぐま ょ ョ ッ ノ し て お く こ と が りり 身 で す 。 

3 ) 四角 形 の 塗り つぶ し 

この ルー チン は , 双 軸 に 平行 な 線 を | Y1 一 Y2 | 回 実行 する こと に よっ て 四 
角形 を 塗り つ な し ます . この アル ゴリ ズム を 簡単 に 説明 し ます . 

この ルー チン で は 以下 の 2 つの 状態 に 分 け ま す .。 1 つ は 図 3・5・4 ① の Y 2 = 
Y1 の と き で も う 一 つ は Y2 ぐ く Y1 の と き で す (②⑦)、 ま ず Y 2 ミ Y]1 の 所 合 か ら 記 
世 上 ます 。 区 SB*5*49 を 当 用 し て 下る SV の よう に (WU 。 Y1) あ 人 父 う 2。 
Y 1) と を 結ぶ 線 を 描き ます . 次 に Y1 を 1 つ 増 や し て 線 を 今 描い た 線 に 描き ま 
す 。 そ れ を Y1 が Y 2 に な る まで 実行 し ます これ で 更 角 形 が 描け ます 。 Y2< 
Y 届 の と きき MO0D*060CMO9Ow40O0 の NO0X 2 YY の 2 (中 
Y2) と を 結ぶ 線 か ら 描 きま す . その 後 Y 2 を 1 つ 増 や し て その 下 に 線 を 描き ま 
す . これ を Y 2 が Y 1 に な る まで 実行 し ます . 





2 2 。 の 





図 3・5・4 
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※ 較 は 始点 と 終点 を 表す 


(Y2= ニ Y1 に な っ だ た と き ) 





図 3・5・4 


この ルー チン も LINE と は 衝立 し て 利用 で きま す 。 この ルー チン の エン トリ 
アド レス は $EEF 7 番地 で す . 入力 情報 は $D071-$DO?72 に XX%1 座 様 
で ,$D073ー$D0O074 に Y1 庫 標 . メ レジ スタ に 率 2 座標 ,.Y レ ジス タ に Y2 
座標 で す 、。 この ルー チン も INITLN, GAXCHK を 行う 必要 が あり ます . 
た だ し 。 こ の ルー チン を 呼ぶ まえ に 他 の ルー チン で INITLN を 呼ん で いて , 
その ファ ンク ショ ンコ ー ド と カラ ー コ ー ド が 利用 で きる と き は INITLN は 不 
必要 で し ょ う 。 さら に 双 1, 又 2,。 Y1,。 Y2 が グラ フィ ッ ク 座 標 の 外 に な いと 
仮定 され る 場合 は GAXCHK も 不 必要 で し ょ う . 

こ 杭 で 3 つの ルー ナン に つい ゆい て で て 迷 り ま す 。 和 に LINES と いう サザ プル ー チ ン 
OOVVC で べべ ます 
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に | IN 双 る 


ゃ EKF ド 1A-ー$F0O07C 


与え られ た 2 点 間 を 線 で 結び ます . 
| レジ スタ | 4。 月 。% Y, 
入力 情報 | LX1 


1 2 山 
し 交 2 
し (2 
LNCHR 


ゃ D071-$D0O72 人 1 座 標 
$ ゅ D073-ー$DO74 Y1 座 標 
ゃ D075-ー$D0O76 XX%2 座 標 
ゅ ゃ D077-$D078 Y2 座 標 
pl9U 放 0 ライ ンプ ラグ 
Rd ググ クジ グ 導 mw ラ イシ 


※ 他 に グラ フィ ッ ク 用 拡張 フッ ク ($D079-SD095) を 設定 
し な けれ ば な り ま せん . 


ワー ク ェ リ ア | LNDX 


LNDY 


LNUXX 


NM 


LNFY 
は 信 


ME 地 


GPDSP 
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GPDSPR 
GADDR 


BLULIN 
民 選 り 上 |!N 
rrKEL 上 LIN 


ゅ ゃ D0A3ー$D0A4 1 一 X2 十 1 の 値 が 代 
和信 され る 

$ ゃ D0A5-ー$DOA6 Y1]1-ーY2 十 1 の 値 が 代 
入 さ れる 

ゅ ゃ D0A7-$DOA8 ライ ン の 双方 向 の 1 ステ 
ッ プ (1] or 一 1) 

ゅ ゃ D0A9-ー$DOAA ライ ン の Y 方 向 の 1 ステ 
ッ プ (1 or 一 1) 

ゅ ゃ D0AB-$DOAC 線 の 傾き を 調べ る 
$D064-$DO65 実際 に 点 を 打つ だ た め の 婦 
座標 

$D062-$D063 実際 に 点 を 打つ だ た め の Y 
座標 

お 取 人 9F 相 定 きた 点 に に ジラ ァ シク ショ ン ラ ラード 
カラ ー に 合わ せ て 点 を 打つ 

ゅ wB.497 | 同上 

$E3DC 双 1, YY1 の グラ フィ ッ ク 座 標 か ら V 
RAM ア ドレ ス と ビッ トノ パ ター ン を 設定 
$D08C 

$D0O8FE 

$D092 E 避 よ 下 LN より プク ァ ン クシ ジ ション 


BLUS1IU や DOUY9 コー ド , カラ ー コ ー ド に よっ て 決定 
REDSID $D0O7C し さ 札 ます 、 
GRESID $DO7E 


LINES ル ー チ ン は , グラ フィ ッ ク の ライ ン と キャ ラク タ の ライ 
ン を 引く と いう 。 2 つの 機能 が まとまっ た 共用 ルー チン で す が , ここ で は グラ フフ 
ィ ッ ク の ライ ン の み に つ いて ふれ て いま す (キャ ラク タラ イン は 3 一 4 一 6 人 芳 を 
参照 し て 下さ ぃ ). こ の ルー チン は 双 1 一 双 2 と Y1 一 Y2 の 値 に よっ て 次 の 3 つ 
に 場合 分 けし て 処理 を 行っ て い 
ま /⑳。 

1) 双 1 一 又 2= テ 0(Y 軸 に 平行 ) 
2) Y1-ーY2=0O(X 軸 に 平行 ) 
3) それ 以外 


の れ で は ほ 侵 だ つい で 詳し く 
述べ ます . 

1 ) 3 つの 中 で 最も 簡単 な も の 
で ぐす 、 

図 の よう に Y 軸 に 平行 な 線 を 
描く と VRAM に 書く ビッ ト パ 
ター ン は すべ て 同じ に さり , 
の よう に 
な り ま す . で すか ら ビ ッ ト パ ター ン は , 1 回 だ け 求 め れ ば よい の で す 。 あと は V 
RAM の アド レス で す が こ れ も 簡 単 で す . 横 一 列 は 8 0 バイ ト で すか ら , 初め に 
求め た アド レス に 8 0 を 足せ ば 次 の アド レス が 求 ま り ます . この 操作 を Y1 一 Y 
2 が 0 に な る まで くり 返し ます . 





図 3・5・5 
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2) この ルー チン は 父 軸 に 平行 な 線 を 書き ます . この ルー チン の アル ゴリ ズム を 
BR 
の 図 で 図 3・5・7 は 最 右 端 の 図 で す . これ を 見 れ ば わか る よう に 率 軸 に 平行 な 
直線 の ビッ トバ パター ン は 両端 を 除い て すべ て [| 1 1 1 1 1 1 1 1 | と な っ て いま す . 
で すか ら 両 端 を 除い て すべ て の と ころ は , 一 つの ビッ トバ パタ ー ン で 得 ら れる の で 
宮 。 

それ で は 左側 の ビッ ト パ タ ー ン を 得る 方 法 を 書い て み ま し ょ う . この 方 法 は 非 
常に 簡単 で みごと な かな 方法 で す . 図 3・5・8 を ご 覧 下さ い . 左端 の グラ フィ ッ ク 
座標 を X 1 座標 と し ます (X 1 座標 。 X 2 座標 の 大 小 で X 2 座標 と な る こと も あ 
り ま す ). X 1 座標 の 下位 の AND$0O 7 を と り (X1 の 8 の 剰余 ), この 値 か ら X1 
座標 の 所 だ け 1 に な る よう な ビッ トバ パタ ー ン を 取り 出し ます ( 図 3・5・9 の ①). 
を し て これ を 2 情 下 ます 。 この 値 か ら ] を 91 く と B レ ジス ク に 左 の バイ ト の ビ ピ 
ッ ト パ ター ン が 得 ら れる の で す (②, ②③ 参照 ). 


に が VRAM 





図 3・5・6 図 3・5・7 


X 1 座標 に 対応 
B レ ジス タ 100001000 ] 


玉 2 


は UMUMU0O010009 よ エ よ 1 引 は 上 上 11 よ 上 よう 】J 4 」 
PCE 


も 1 番 左側 の バイ ト 





BB レジ スグ ダ 100901」 0UU0 
較 3・5・8 | 


B レ ジス タダ |I000011}] 





図 3・5・9 
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次 に 右端 の ビッ ト パ タ ー ン を 得る 方 法 を 述べ ます . ます 左端 を 求め た と き と 同 
様 に X 2 座標 (X 1 座標 , X 2 座標 の 大 小 に よっ て XX% 1 座標 に な る こと も ある ) 
か ら X 2 座標 だ け 1 の 立っ た ビッ ト パ タ ー ン を AA レジ スタ に 作り ます 。, 図 3・5・ 
10 と 図 3・5・11 の ① を 参照 下さ い . その 値 か ら 1 を 引い て ② の 状 に し ます . 
この 全 ビ ピット を 反転 し ます 。 こ の よう に し て の よう な ビッ トバ パタ ー ン を 得る の 
0 

こ オ し C9 で て の ビッ トバ パプ ター ン が 侍 ら れ だ わけ で ,。 この パク ー ン を 使い INI 
TLN ($E452) で 作ら れ た 拡張 フッ ク を 利用 し て 線 を 描き ます . 

し か し この 方 法 で は で き な い こと が 1 つ あ あります. 図 3・5・12 を 参照 し て 下 
さい .。 この よう に 1 バイ ト 中 に 左端 と 右端 が 存在 し て いる と き が あり ます . この 
と き は , A レ ジス タ の 値 と B レ ジス タ が 違う 値 に な っ て し まい , うま く が 抽 け 
ませ ん . そこ で この 2 つの レジ スタ の AND を 取り ます ., 図 3・5・13 を 参照 し 
て 下さ い 。 この よう に し て B レ ジス タ に ビッ トバ パタ ー ン を 取り ます . 


X 2 座標 


まま まま よ よ うま 日 まま せり UUUUOOUOUUOUUU 


X 2 座標 に 相当 
A レ ジス タ 100100000 (① 


] 


REP 


右端 の バイ ト 





A レ ジス タ 100011111 ②) 


凶 3・5・10 NOT(COM) 


レジ スク 1 1 上 DO0U000 (3⑳ 


巡 3・5・1l 










レジ 以 せ せ せ 100 
BB ジジ スク 1 ! 11 11 





00000000|011111OO|00000000 


AND 


以 3・5・12Z 生 衝 ジ 和 み が 上 まま よ は 1 はり 





図 3・5・I3 


3 ) 普通 に 線 を 描 く と き は 次 の 式 を 使う の が 最も 一 般 的 で す . 


。 やこ Y1 

re 生き に 侍 の D。 も べく 。 
。 補 の 5W4 ー 

すま 


し か し この 2 つの 式 を 使っ て し まう と 傾き を 求め る と き に 小数 点 以 下 の 値 が 出 
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て き て し まい ます . と ころ が これ を 浮動 小数 点 を 使っ て 処理 し よう と する と 時 間 
が か か っ て し まい ます 。 そこ で この ルー チン で は , この 傾き を 求め ず に 点 を 打つ 
方 法 を 用 いて いま す . 

この 方 法 を 解説 し ます . 具体 例 と し て 図 3・5・14 を ご 覧 下さ い . 
ます あら か じ め LNDX (D0A3:DOA4) に |X2 一 双 1 | 十 1 を 入れ , 
さら に LNDY (D0A5:DOA6) に |Y2-Y1 | 土 1 を 入れ ます . この 
と き 。 LNUX (D0A7:DOA8) に 談 2 一 1 が 負 な ら $FEFF を , 正 
なら ゃ UU00 ル を 大 れ ます (人 恒 雇 LNUY (DOA9D0AA) に Y ク ーY 
1 の 正負 に よっ て 値 を 入れ ます . この 値 は , 線 を 描く と き の 1 ス テッ プ だ が 十 方 向 
(Y, 叉 が 増え る 方 向 ) か ー 方 向 (Y,。 XX が 減る 方 向 ) か を 決め る 値 で す . 

この 例 で は ,。 LNDX メ テニ 4。LNDY ニ 5。 LNUX ニ 1。 LNUY ニ 1 と な 
まま SE さら に LNPY 三 0 に し きす 

まず 始め に 始点 を プロ ッ ト し ます ( 図 3・5・15). 
LNPY に LNDY を 加え ます . この 例 で は LNPY= ニ 5 と な り ま す . この あと 
LNPY か ら LND 災 を 引き ます . この 引い た 結果 が 正 の 間 は , Y1 に LNUY 
を 直し て (K1。、Y1) に プロット し ます 、 こ の あと LNPY か らら LNDY を 』 引 
く 操作 を 行い LNPY が 0 か 負 に な る まで くり 返し ます . 


(XX1.Y1) =(12,13) 2Z、19) 





(X2.Y2) = (15.17) 和 eo et 
1 


図 3・5・1I4 詳 3・5・15 


0 に な っ た と き は , Y 1 に LNUY を 加え て , 負 に な っ た と き の 操 作 を 行い ま 
す . 

LNPYーLNDX が 人 負 の と き は ,。 LNPY に LND 広 を 引く 前 の 値 を 代入 し 
ます . LNLP=LNLP 一 1 (LNLP は $DO0AD--$D0AC の 内 容 で L 
N DX% の 内 容 が 初期 設定 され て いま す ) を 実行 し この 値 が 0 に な っ た と き は ルー 
ナン を 終了 させ ,。 他 の と き は (1, Y1) に 点 を 打っ て LNPY に LNDY を 
加え る と ころ か らく り 返 し ます . 

例 を 使っ て 説明 し ます .LNPY か ら LNDX を 引く と LNPY ニ 5 一 4 ニ 1> 
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0 な の で 図 3・5・16 の よう に (1 2, 1 4 ) に 点 を 打ち ます . さら に LNPY 
か ら LNDX を 引き ます 。 LNPY テ ニ 1 一 4 テー3 く 0 な の で 天 1 に 十 ] を 足し 
ます 。、 LN 上 P の の 内容 代 DNLP ニ 3 と な り ま す . また LNPY は 1 の まま で す 、 
(1 3, 1 4 ) に 点 を 打ち ます ( 図 3・5・17). LNPY に LNDY を 加え ます . 
LNPY= ニ 1 十 5 三 6。 LNPY か ら 6LNDX え を 引き ます , LNPY ニ 6 一 4= 
2 > 0 な の で Y1 を 十 1 し て (1 3, 1 5) に 点 を 打ち ます . LNPY か ら さ ら 
に LND 双 を 引き ます . LNPY= ニ 2 一 4 テー2 く 0 な の で , LNPY は 2 の ま 
ま に し ます . LNLP= ニ LNLPー1 ニ 2 と な り ま す . XX 1 を 十 ] し ます .。 で す 
か ら (14, 15) に 図 3・5・19 の よう に 点 を 打ち ます . LNPY に LNDY 
を 加え ます. LNPY= ニ 2 十 5 ニ 7 と な り ま す . この 値 か ら LNDX を 引き ます . 
LNPY ニ リー4 当 9 有り 0 な の で YL を 十 人 1 し て (14。 し 6) に 8・5・20 
の よう に 点 を 打ち ます .LNPY か ら LNDX を 引き ます .LNPY ニ 3 一 4 = ニー 
1 交 0 な の で LNPY は 8 の まま で ,、 LNLP ニ LNTLP 一 上 1 ユー]1 と な り ま すず す . 
X 1 に 十 1 し て (1 5,。 1 6 ) に 点 を 打ち ます ( 図 3・5・21). さら に 読 け て , 
LNPY に LNDY を 加え て ,LND※ を 引き ます .LNPY ニ 3 十 5 一 4 三 4> 
0 な の で 。 Y1 に 十 し て (1 5,。 1 7) に 応 を 打ち ます 。 LNPY か ら LND 
X を 引き 。 LNPY= ニ 4 一 4=0 な の で ,。 Y 1 に 十 1 を 加え ます が , LNLP= 
1 一 1 ニニ 0 と な っ て ,。 ここ で ルー チン は 終了 し ます . 

ここ 柳 で LINES の ルー ナン は ほす ず すべ て 終り な の で すず が た は 9) の ルー ナン だ 
け で も 十分 線 が 描け る の で す . し か し 時 間 が 相当 か か る だ ため, この よう な 3 つの 
ルー チン を 作っ た と 子 想 され ます . FM- 8Version 3 . 3 で は 3 ) の ルー チン だ 
け な の で す . 

以下 に BASTIC で 作っ た 3) に つい て の シミ ュ レ ーション を フロ ー チ ャ ー ト 
の か わり に 載せ て お きま す . 


12.14) 3.44) 











に 51M り 


(IO 7 
凶 3・5・1I6 B は >5* 
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(13。15) (15,17) 


図 3・5・18 





14.16) (15,17) 


図 3・5・20 





3・5・22 





(14.15) 5.17) 


図 3・5・|9 





(15.I0)。 CIB 7) 


図 3・5・2| 


LINE SIMULATOUR 


INPUT “XX1=“ ュ 1 
INPUT “Y1="iY1 
INPUT ^X2=“ ュ X2 
INPUT “Y2=“ jiY2 
LNUX=SGN (X2ーX1) 
LNUY=SGN (〈Y2ーY1) 
LNDX=ABS (X2ー 和 1 ) + 1 
LNDY=ABS (Y2ー-Y1)+1 
LNLP=LNDXX 

LNPY=O 

PSET (X1 .Y1) 
LNPY=LNPY+LNDY 

IF LNPY-LNDX く =0O GOTO310 
LNPY=LNPY-LNDX 
Y1=Y1+LNUY 
PSE T (X1 。Y1) 

GOUTU 260 

IF LNPY-LNDX く <>0GOUTU 350 
LNPY=0O 

Y1=Y1+LNUY 
PSET (X1 。Y1) 
X1=X1+LNUX 
LNLP=LNLP- 1 

IF LNPY=O THEN END 


3/ 
380 GOTO 240 


CHAIN $ 1 6 ($F0C4) 


指定 座標 問 を 直線 で 結び ます . 座標 点 は 3 0 個 ま で 指定 で きま す . 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ 


テト レス 
D394 | F | ファ ンション シラード | 0-4(5 を 修 ) 


12-30 
D38 6 XX] 座標 (16 ビ ッ ト )|0-639 
上 Beat 
D369 (グラ フィ ッ ク 座 様 ) 
上 20 (グラ フィ ッ ク 座 標 ) 
D3 8 し Y2 座 標 (16 ビ ッ ト )| 0-199 
トー ュ ュー に "TCSR ーーー 
2 8 4 二 Yn 座 標 (16 ビ ッ ト )| 0-199 


主 な サブ ルー チン 

DE 注 の 9 2 INIILN 4 グイ スーン デマ リズ 

ゅ ゃ 442 GAXCHK グフ フィ ッ ク 座 標 の 男 囲 チェ ッ ク 
ゅ ゃ ドド 1A し LINES L IT NE 実行 





解 。 説 | この ルー チン で は , 以下 の ワー クエ リア を 使用 し て いま す . 


$D060 .GCL カラ ー, ファ ンク ショ ンコ ー ド 代入 , GPDSPP 
-$D0O6 1 I の 入力 情報 

$D0OZ7 1 昌夫 | 

sbTN0 7 

SD0OY3 時 の い 衝 | 
<$D07 4 
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SD075 ・ ル 人 ん 2 と) これら は すべ て L I NE S の 入力 情報 と し て 使わ れ 
ー$D07 6 ます . 
$D077 PS ( 丘 
<$D078 
この ルー チン は 比較 的 坦 か く て 6 0 バイ ト た だ たら ず で 構成 され て いま す . その 理 
由 は , L I NE 処理 系 の LINES ルーチン を 下位 ルー チン と し て , 効率 よく 呼 
出し て いる か ら で す . 


図 3・5・23 
CHAIN 
> ERROR64 


No 


アグ の トル ニシ アデ アライ オズ 
/ 0 / イン アグ ジグ ツリ ザ 


< ERROR65 
示 品 約 全 1! 


No 


可 雪 >307OYSS。ERROR65 
DTIT 


No 


| ト し 殺 まお | 







Xn。 Y』 は 前 の 。 Ya+1 の 


値 が 入り ます 


和 n 二 1 。 | 
の 読込 み 
GAAXCHK | Xn。 Ynml の 範囲 の チェ ッ ク 
レビ 。 寺 1 ツヤ 便 。 0 や が nm キ 1 】 の ) 
に 中 世 あら 1 
Lrss | | 中 


座標 点数 
ーー 座標 点数 一 1 





実際 に は この よう な 操作 は 行わ れ な い . 
この 操作 は U レ ジス タ を 使っ て X 誠 ., 

Ym を 読む 隊 に 行わ れる 

(メス グッ ツ を 便 っ て マシ ン 語 レベ ペル で 

行わ れる ) 


記 下 


196 


し PD IN $ 1 7 ($F 4 1 2) 


指定 され た 点 を 表示 し ます . 点 の 位置 は 2 0 個 ま で 指定 で きま す . 





Y 1 座標 (1 6 ビッ ト ) 
D387 (グラ フィ ッ ク 有 座標) 


Pa | Fi | ファ シク ショ シコ ー ド |0-48 き 0 


D384 圭 6(nー1) Xn 座標 (16 ビ ッ ト ) 0 一 639 
, 十 1 (グラ フィ ッ ク 座 標 ) 
D386 圭 6(nー1) Yn 座 標 (1 6 ビッ ト ) 0 一 199 
11 


(グラ フィ ッ ク 座 標 ) 


petmnD | crs 22 ニョ ー ド locz 

|D389+ (nm) | Fn | ファ シク ショ ショ ー ド | 0-4(5 を 除く) 

主 な サブ ルー チン 

$E442 GAXCHK グラ フィ ッ ク 座 標 の 範囲 チェ ッ ク 

ゅ EL 上 469 PDSP1 フッ ク の イニ シ ァ ラフ イズ 

$E48F  GPDSP 指定 され だ 点 に ファ ンク ショ ンコ ー ド , カラ ー 
に 合わ せ て 京 を 打つ 


角 説 | この ルー チン で は 以下 の ワー クエ リア を 使用 し て いま す . 


$D060 3 の 肖 カラ ー, ファ ンク ショ ンコ ー ド 代入 。GPDSP 
<SD0O6 1 [ の 入力 情報 

$D062 .GY Y 1 座標.。GCPDSP の 入力 情報 

<$SDO63 

$DO64 .G XX X 1 座標 。GPDSP の 入力 情報 

<-$D0O65 
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PO INT 処 理系 ルー チン 自体 は 非常 に 短 か く て 5 0 バイ ト ぐ らい し か あり ま 
せん . それ は , 手足 と な る グラ フィ ッ ク 汎 用 サブ ルー チン 群 を , 効率 よく 呼び 員 
し て 使用 し て いる か ら で す . 

以下 に と の ルー チン の グロー チャ ー ト を が し まず (2 * り の ・24 人 史 。 


図 3・5・24 ] 
POINT 
Aー(D383) 
Yes er9 


ERROR64 


表示 点数 が 0 の と き は リタ ー ン 


表示 点数 が 20 以 上 は ERROR 


い ). 





カフ ラー コ ー ド 。 プ ァ ン クタ ショ ンコ ゴー ド の 
編入 み 





ツァ ング ショ ンコ ー ド 5 以上 の と き 
ERKROR 


“ ERROR64 
人 
肌 Yes 


は GPDSP 『 点 を うつ 


フッ ク の イニ ジア ァ ラ イズ 


ゲス グ S よ つや で 人 届 区 み ラッツ 
か ら 取 られ ます (n と nm 二 1 は 行わ な 


|(D383) =(D383)- 表示 点数 を 一 つ へ ら す 
IN o 3 8 
表示 点数 が 0 か どう か 
KS 
この フロ ー チ ャ ー ト は 完全 に マシ ン 諸 レベ ル で は な く 不 必要 な と ころ は 省略 し て あり ます 
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9 デー 4 PAIN「T $18 ($FA8A) 


指定 され た 座標 点 か ら , 指定 され た 境界 色 で 囲ま れ た 部 分 を 塗り つぶ ぶし ます . 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ 







値 











0-639 
(グラ フィ ッ ク 座 標 
0-199 
(グラ フィ ッ ク 座 標 ) 








時 遇 境界 色 カ ラー コー ド 
主 な サブ ルー チン 

$F 2ED DEXT カラ ー の 初期 設定 
$E442 GAXCHK グラ フィ ッ ク 座 標 の 範囲 の チェ ッ ク 
SE452 E 間 届 介 BN フイ シイ ニン アラ イズ 

9 は (し (2 PASTP1 右 の 境界 色 を サー チ す る 

$FCC7 PASTP2 左 の 境界 色 を サー チ す る 

$FCCC PASTPS3 右 の 境界 色 で な いと ころ を サー チ す る 
SMD PASTP4 左 の 境界 色 で な いと ころ を サー チ す る 


補助 ワー クエ リア ($D0A0-$DOB8 は LINE, GBLK と 共通 ) 
ゃ D0B9 PASAVE XX 座標 の 保存 
ー$DOBA 
$D0BB PABRAN スタ ッ ク 復 帰 後 の ジ ャ ンプ アド レス の 指定 
$ D 0 BD PAJOHO ペイ ント 座標 処理 用 ワー クエ リア 
ー$D0C4 
$ ゃ D0C4 PADIRY Y 座 標 の 保存 
ssS0G5 
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$D0C6 PAYADD Y 座 標 * 8 0 の 保存 


<$D0C7 

$D0C8 PANXIY Y 座 標 *80 の 保存 

デ D0C9 

$D0CA PACURY 以前 の Y 座 標 * 8 0 の 保存 
テ や DD0 し B 


SD06 も D PASTKP U レ ジス タ の 保存 (スタッ ク ポ イン タ ) 
も 0 PASTAK ペイ ント ルー チン 用 スタ ッ ク 
<SD2BF 


解説 | この ルー チン は , 再帰 呼出し と いう 方 法 を 利用 し て いま す . この ル 
ー チ ン を 簡単 に 説明 し ます . 較 3・3・25 を 参照 し て 下さ い . PAINT と いう 
の は , この よう に 迷路 の すべ て の 道 を 歩い て ゆく と 考え て 下さ い ( 図 3・5 ・26). 
この だ どり 方 な の で す が , その た どり 方 は 次 の 3 つ に 分 か れ ま す ,. ① ゆ ひとつ は 左 
側 に は その Y 座 標 上 で は 行け な く て Y 座 標 を 土 1 すれ ば 行け る と き , も う ひ と 
つ は 右側 に は その Y 座 標 上 で は 行け な く て Y 座 標 を 土 1 すれ ば 行け る と き , ③ あ 
と ひと つ は 道 の 途中 が 分 か れ て いる と き で す ( 図 3・5・27①, ②, ③ 参 照 ) . 
だ どっ て いる 最 中 に この よう な と ころ に 出くわし た ら 。 次 の こと を し な けれ ば 
な り ま せん . ① で は , 上 か 下 へ 行け る と き は , 現在 の 状態 と 上 か 下 へ 今度 戻っ て 
きだ と きど ちら に 行け ば よい か と いう 情報 を スタ ッ ク に 保存 し ます . これ を くり 
し 。 お し 人 条 き 引 ま り だ っ だ らち ら 。 その ズ ズ グッ ンク だ 大 が と ころ へ 戻り ま 生 、 症 の 
と き 行 く 方 向 が 上 か 下 か は 決定 され て いる の で その 方 向 へ 進み ます . この 操作 を 
ズ スズ クッ ク が な く な る まで くり すず と だ 介 き 完 会 に な だ どる こと が で きま ます, 呑 に つ 
ぃ いて も 同様 の こと を し ます . に つい て は , 同じ し よう に この 分 か れ 道 が なあ っ た ら 
ここ に 戻っ て きた と き 上 へ 行く か 下 へ 行く か の 情報 と 現在 の 状 敵 を スタ ッ ク し て 
この 道 に 入る の で す が , この 場合 は ゆ と ② の 操作 が 完了 し た 時 点 で も と に 戻り ま 
す . ① と の ⑳ で は , 上 へ 行く か 下 へ 行く か は 決ま っ て いま す . 上 へ 行っ た ら 次 の 分 
か れ 道 で は 下 へ ,。 その 次 は 上 へ と 交互 に し な けれ ば な り ま せん . 

実際 に は ① も ② も ③ も 独立 で は な く て 複雑 に か ら み あっ て いる の で す が , 簡単 
に する た めこ の アル ゴリ ズム を ① だ け に つい て 書く と 。 図 3・5・28 の よう に な 
ます 
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ノノ ノノ ノノ ノノ ノノ ノノ ノノ 


シン ノノ ノン ン ン 





X 指定 され た 点 ジ ク 境界 色 
図 3・5・25 








ググ 


グ //// 有 ン ク | 処 と グン ////// 
ク //////// 





5 AS 0 を PA 1 N 上 に な る 


図 3・5・26 









ンク クジ 


ー 





以 3・5・27 


図 3・5・28 し 





菩 こ 更 | 吉 : 基 り 


行き 止ま り 


ト へ お り る の は 左側 を その 』 


行き 正 ま り ググ 


右側 は 上 左側 は 下 を 表す . 
番 の 順に サー チ し て いく . 
ヒ 上 ・ 下 交互 に 行う の で 図 の 


1 アー 


行き 止ま り / で 
行き 止ま り 行き 止ま り 


まり ああ て で が すこ と で す 
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RAN IP 1I。 ド PASNINCO、PASTP PASRTPM 


PASTP1 $FCC2-$FD5B 
PASTP2 せら C7 
PASTP3 $FCCC 
PASTP4 $FCDD 

PASTP1 右 の 境界 色 を サー チ す る 








AS IP 


PASTP2 左 の 境 究 色 を サー チ す る 

PASTP3 石 の 境 究 色 で な いと ころ を サー チ す る 

PASTP4 左 の 境界 色 で な いと ころ を サー チ す る 

AB 人 人, り U 

X レ ジス タ サー チ す る 始点 の グラ フィ ッ ク 駐 座 丁 

りり レジスタ PASTP3, 4 で 使用 , 解説 を 参照 し て 下さ い . 

X メ レジ スタ が の し だ グラ フォイ ウツ グ 交 認 栓 

PARKRL 0 クジ 60 紀 9 上 ASNTIP1L。 2。.8。 
4 の どれ で ある か を 保存 

PALIMT $D0OBC % 座 標 の 限度 を 代入 

PASIMG $DOB4 PABGET 耳 の 出力 情報 

PAXOFFE $D0CC B レ ジス タ の 保存 

jo Kb) 6 ゅ じじ 3F8 DU レジ スタ 侍 8 

PADBGET $FC80 境 究 色 で ある か な いか を 調べ る 


この ルー チン は 指定 され た グラ フィ ッ ク 色 座標 より 右側 で 一 番 左 


側 に ある 境界 色 の 点 の 座標 を メレ ジス タ に 返し ます . 図 3・5・29 を 参照 し て 下 


さい . 


た だ し 指定 され た グラ フィ ッ ク 座 標 が 境界 色 の 場合 は , その 座標 が X レ ジス タ 
に 返さ れ ま す . また , 境界 が な い 場 合 は X レ ジス タ の 値 は $ 0 2 80 と な り ま す . 
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指定 され た グラ フィ ッ ク X 座 標 X レ ジス タ に 入る 座標 


V R AM 1 バイ ト 
レグ 少 境界 色 
図 3・5・29 da 


PASTP2 この ルー チン は 指定 され た グラ フィ ッ ク XX 座 橿 よ り 左 側 で 一 番 右 
側 に ある 境界 色 の 座標 を X レ ジス タ に 返し ます . 図 3・5・30 を 参照 し て 下さ い . 
この 場合 も 指定 され た グラ フィ ッ ク 座 標 が 境界 色 の 場合 は , その 座標 が XX レ ジス 


クタ に 返さ れ ま す . た だ し 境 夫 が な いと き は メレ ジス タ の 値 は $FFFF と な り ま 








X レ ジス タ に 入る 座標 指定 され た グラ フィ ッ ク X 座標 





VRAM1 バ イト os 
多久 境 和 色 


図 3・5・30 し 境界 色 で な いと ころ 





PASTP3 この ルー チン は 指定 され た グラ フィ ッ ク 双 座標 より 右側 で 一 番 左 
側 に ある 境界 色 で な い 点 の 座標 を X メ レジ スタ に 返し ます . し か し この ルー チン で 
は D り レジ スタ の 示す X 座 標 に よっ て この サー チ が 制限 され ます 図 3・5・31 を 
参照 し て 下さ いつ まり この D レ ジス タ の % 座 標 の ある バイ ト よ り , 境界 色 で な 
いと ころ が 大 側 に ある と き は , XX レジ スタ の 値 が $ 0 2 8 0 と な り ま す . 


/ 2 よる 指定 以 


>ー 


= 


で 
Oo XN Fm 
MP 


表 誠 ia 
タク の 値 カ 
けど 2 


4 


指定 され た グラ フィ ッ ク X 座 標 | ae も も 


ンジ ノ Ii 
境界 色 で な いと ころ 


」 久 用 境 邊 色 
冥 | 重 重 | 
間 境界 色 で な いと ころ 


っ て 
Fo 





、 











PASTP4 この ルー チン は 指定 され た グラ フィ ッ ク XX 座 標 より 左側 で 一 番 右 
側 に ある 境界 色 で な い 点 の 座 棲 を レジ スタ に 返し ます . この ルー チン も D レ ジ 
タ に よっ て 制限 され ます . この D レ ジス タ の XX 座 棲 の ある バイ ト よ り , 境界 色 
PP 
FM-ー8 Version 3.。 3 で は この よう な D レ ジス タ に よる 制御 を 行っ て いま 
革 ん 。 


お _ 
トリ トメ ク ド よ も em た グラ フィ ンク X 人 





識 界 色 で な いと ころ 


図 3・5・32 


203 


有人 A 委 モ 1 


AD EE pH し 6U 一 ゅ FCC1 
DLKDT ゅ FC86 


境界 色 で ある か な いか を 調べ ます . 


[レラ ジュ タ | AB. X,U 


入力 情報 | PAYADD 


用 XOUREH 
PANBC し し L 
PABC 上 LE 


PA らし 1NUD 


出力 情報 | PAS IMG 


PAVB 
PAVR 
PAVG 


$D0C6 一 $D0OC7 グラ フィ ッ ク Y 座 標 X$50 
$D0CC グラ フィ ッ ク 如 座標 8 
$DOAF 境界 色 の 個数 
$DOB0-$DOB1 境界 色 先 頭 ア ドレ ス . 境 
究 色 の 代入 の 仕方 は 解説 参照 
$D0B3 $0O 境界 色 

$FF 境界 色 で な い 
$DO0OB4 $DOB3=$O O の 場合 : 指定 され 
ただ た グラフィック X。 Y 座 標 を 含む 1 バイ ト を 境 完 色 
二 必 OO 民 UC 代 ん 
$DO0OB3=$FF の 場合 : グラ フィ ッ ク X, Y 座 
標 を 含む 1 バイ ト を 境界 色 は 0, 他 は 1 に し て 代入 
$D0OB6 VRAM, 青 の 1 バ イト 退避 
$D0OB7 VRAM, 赤 の 1 バイ ト 退 避 
$DOB8 VRAM, 緑 の 1 バイ ト 退 遊 


解説 | この ルー チン は PASTP ル ー チ ン て で 境界 色 や 境界 色 で な いと ころ 
を さがす の に 利用 され ます . 境界 色 は 図 3・5 ・33 の よう に 3 バイ ト で 1 つの 色 
に 対応 し , その 色 を 含ん で いる 3 原色 に 対応 する と ころ を すべ て 1 で うめ ます . 
この 先頭 アド レス は $DOB0O-$D0O B 1 で 示さ れ ま す . 図 3・5・33 は 赤 が 


境界 色 と な っ て いる 例 で す . 


宙 記 ドレ ス は (DO0B0 一 DOEB1) に 示さ きれ る 


ュー 
aa 


・ 鞍 半 避 鞍 常 世 
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000000000 
紅潮 油 導 由 まあ 
けり りり UUU り 00 


| 3 ノバ イト が 1 つの 
| 色 に 対応 


図 3・5・33 


この ルー チン で どの よう に PASIMG が セッ ト さ れる か 凶 3・5 ・34 を 便 っ 
て 説明 し ます . 


例え ば 境界 色 を 赤 , 青 と 決定 し ,。 グラ フィ ッ ク 座 標 X, Y を 含む VRAM1 バ 


イト の ビッ トペ パタ ー ン が ① の よう に な っ て いる と PASIMG は PASCND の 
値 に よっ て ②⑦ の よう に 決定 され ます . 


この ルー チン を 利用 する こと に よっ て , VRAM の 好き な 色 だ け 取 り 出 し て す 
べ て を 消し て し まう こと な ども 可能 で す . 

な お , この ルー チン は Get Block 1 処理 系 か ら も 呼び 出さ れ て お り , その た だ ため 
の エン トリ ポイ ント GBLKDT が 用 意 さ れ て お り ま す (3 一 6 一 3 所 参照 ). 


X 座標 。 Y 座 標 










回 何 個 何 遇 | V RAM 青 PASCND=$FF の と き 
BE leo 罰 
店 vwaw 
DOOOOWN V R AM 緑 PASCND=$0.0 の と き 
県 青 赤 緑 紫 紫 緑 緑 
ツ ② 
図 3・5・34 
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3ー5 一 5 グラ フィ ッ ク 汎 用 サブ ルー チン 


1) ド NTLN 
$E452 一 $E48D 


機 能 | ファ ンク ショ ンコ ー ド と カラ ー コ ー ド を 調べ それ に あっ た フッ ク を 
初期 設定 し ます 。 


| レジ スタ | A, B, X, U 


入力 情報 | .GCL $D060 一 $DO61 $D0 6 0 : カラ ー コ ー 
Fs 900 も 6 上 2 アァ ン ノ ン ョ ンコ ヨー テ ド 
8 し も $D02E 背景 色 コ ー ド 


BLUSID $DO79-$D0O7B 
REDSID $DO7C-$SDO7E 
RBSLUDU INDO/NWDO 92 92 の 24 ト の 9 め 寺 
BLUDSP $DO83-$DO85 | 頭 に $7E (JMP) 
REDDSP $SDO86-$DO88 {だ が 入り, 他 の 2 バイ ト 
CRKEDSP $D089-$D0O8B に 以下 に 示し た 図 の ア 
BLULIN $DO8C-ー$DO8SE | ドレ ス が セッ ト さ れる 
REDLIN $SDO8F-$SD091 
GRELIN $D0O92-$SD094 
LNCHR  $DOA0O=0 に 設定 


放 。 説 | この ルー チン で は , まず キャ ラク タラ イン で ある か どう か を 調べ る 
フラ グ ($D0A0) を 0 に 設定 し ます (キャ ラク タラ イン で な いこ と を 示す ). 

玲 に 。 $D079 一 $D094 ま で に 設定 され た フッ ク を 出力 情報 で が が し た さ 
うに 設定 し ます ( 図 3・5・35, 図 3 ・5・36). この 図 は 。 2 つの 特別 な 場合 に つ 
いて あげ て あり ます . 一 つ は R ニ 0, G= ニ 0, B= テ 0 (時 ) で も う 一 つ は = 
)。 計 三 1。B デ 1 (回) の と まき です 、。 し か し ララ ベル 独 の BLUSID。 BLIL 
DSP。 BLULIN は , BB が 1 か 0 か で 決ま り ま す 。 他 の ,。 は ほ はじめに RED の 
の く グー ッッ レ ば は 、。 が 1 が 0 に に よ つ の て 。 し の つく アク ペル は 。 廊 が 1 か 0 か に . 
っ て 決定 され ます . で すか ら こ の 2 つの 図 だ な け で すべ て の RGB の 組合 わせ が で 
きま す , 例え ば R= ニ 1, G=0, B=1 (水色 ) で は , BL 上 LU 一 一 は , 図 3・5 
36 の よう に 決ま り , RED 一 一 は , 図 3・5・36 の よう に な り , G RE 一 一 は , 
罰 3・5・85 の よう に な り ま す (ここ で ーー は SID。 DSP,。 LIN の い 
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ずれ か を 表す )、. 


RGB の 析 定 が R 三 0 信 三 0 B 三 0 の と き 


ラベ ル 名 | SET | PRESET AND 
BLUSID | EF647 F647 F657 | F647 
F657 


KDDS 1 5 F647 F647 F647 
RBS 1 F647 FE647 R ド 647 


BLUDSP E4CD E4CD 
REDDSP E4CD E4CD 
GREDSP E4CD E4CD 
BLULIN F092 F092 】 F0OA2 
REDLIN | F092 | F0O92 F092 | EF0OA2 


の だ き 


層 
し う 
弄 
(CT 
得 
し りう 
(71 


5 R 
F657 
F65/ 
F657 
4 し て 
4 し し 
EK 4 し し 






トーーー 


区 3・5・36 RGB の 指定 が R= ニ 1 GG=1 B= 


Cf | set lpmgsgtl om | amplsom 
GRESID| F631 | Fe631 F65E 
BLUDSP F094 F0OA3 
REDDSP F094 F0OA3 
GREDSP FO0A2 | FOA3 
BLULIN | E4C1 | E4C1 | E4C1 | E4CC | E4DA 


ここ で 気 を つけ て ほし い の は 、SET。 0R。 ANDU、 OK ば は 。 カ ラー コー 
に よっ て この フッ ク を 設定 する の で す が , PRESE 征 だ け は 音 景 和信 に よっ て 
設 十 ずる あい のど と です 、 

この 図 に あげ て ある アド レス は , VRAM 上 E 上 ドット を 打つ た め の ル ー チ ン の エ 
ント リア ドレ ス で す . この ルー チン に つい て は 次 の 項 を 参照 し て 下さ い 、. 


PR 
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2) VRAM 記入 


1) GPOR, GPNOP, GPAND, GPEOR 


GPOR ゅ ル 4 じ 1 一 剖 了 EE4CC 
GPNOP DS 

な は PAND ゃ EE4CD 一 $E4D9 
GPEOR $E4DA 一 SE4E5 


U り レジ スタ の 示す 番地 の V RAM と B レ ジス タ の OR, AND, E 
OR を と り , U り レジ スタ の 示す VRAM に 書き 込み ます . 
A, B, U 
U り レジ スタ 書き 込む VRAM の アド レス 

B レ ジス タ 書き 込む バイ ト の ビッ トバ パター ン 
VACC  $D409 
この ルー チン 和 群 は 以下 の 機能 を 示し ます . 
GPOR …U リ レジ スタ の 示す 番地 と B レ ジス タ の OR を と り ま す . 
テア PINOP… 合 も し ませ ん 、 
GPAND… け レジ スタ の 示す 番地 と B レ ジス タ の AND を と り ま す . 
な PBEOR…U リ レジ スタ の 示す 番地 と B レ ジス タ の EOR を と り ま す . 


ii) LNAND, LNOR, LNNOP, LNEOR 


LNAND ゅ FOO092-ー$EOA2 
NO K ゅ FO94-ー$FOA2 
LNNOP ゅ ゃ FOA2 

LINEOKR ゃ SF0A3ー$FOAF 


U レ ジス タ の 示す 番地 の V R AM か ら B レ ジス タ 分 だ け 進 ん だ と こ 

ろ ま で の VRAM を 書き 込み ます . 

A, B, DU 

入力 情報 | リ け レ ジス タ 書き 込む VRAM の 先頭 アド レス 
B レ ジス タ 書き 込む せ バ イト 数 十 1 

これ ら の ルー チン 群 は 以下 の 機能 を 示し ます . 

LNAND…U り レジ スタ の 示す 番地 か ら U 十 B の 示す 番地 まで を $ 0 0 で うめ て 
いき ます . つま り 0 で LINE を 描き ます . 

LNOR …U り レジ スタ の 示す 番地 か ら U 十 B の 示す 番地 まで を $FF で うめ て 
いき ます 。 つ まり 1 で LTLNB を 措 き ます , 
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LNNOP… 何 も し ませ ん . 

LNEOR…U り レジ スタ の 示す 番地 か ら U 十 B の 示す 番地 まで の すべ て の ビッ ト 
を 反転 させ ます (1 を 0 に 0 を 1 に し ます ). 

この ルー チン は L I NE 文 の Y 座 標 = 一 定 の (X 軸 に 平行 な ) L INE を 引く と 

き に 利用 され ます . 


中) LNXOR, LNXAND, LNXNOP, LNXEOR 


LNXOK ゅ ゃ ゅ F631 一 $F640 
LNXAND $ ゃ F047 一 $EF657 
し NANO F ゅ F657 

LNXEOR ゅ F65Eー$F ド 66D 


X メ レジ スタ の 示す VRAM と Y レ ジス タ の 示す R AM か ら B 十 1 バ 

イト 分 OR, AND を と り ,VRAM (XX レ ジス タ ) に 書き 込む . 

A, B、X,Y 

X レ ジス タ 書き 込む V R AM の 先頭 アド レス 

Y レ ジス タ VRAM と OR, AND な ど を と る た め の デ ー タ が 入 
っ て いる 先頭 アド レス 
B レ ジス タ 書き 込む せ バ イト 数 一 1 

VACC  $D409 

解説 | これ ら の ルー チン 群 は 以下 の 機能 を 示し ます . 

LNXOR …RAM と VRAM の OR を と っ て これ を V R AM に 書き 込み ます . 
これ を B 十 1 バイト 続け ます . こ の VRAM の 先頭 アド レス は XX 
レジ スズ スタ で RAM の 光 頭 アド レス は 。Y マ レジ スタ で 示 き 罰 ま すず す . 
図 3・5 ・37① 参 照 

LNXAND…RAM を 反転 し 1 を 0 に , 0 を 1 に し た 後 VRAM と AND を と 
リ り VRAM に 書き 込み ます . これ を B 二 1 バイ ト 分 続け ます . こ 
の VRAM の 先頭 アド レス は レジ スタ で , R AM の 先頭 アド レ 
ス は Y レ ジス タ で 示さ れ ま す . 図 3・5・37② 参 照 

LNXNOP… 何 も し ませ ん 

LNXEOR…RAM と VRAM の EOR を と っ て VRAM に 書き 込み ます . こ 
れ を B 十 1 バイ ト 分 続け ます . VRAM と RAMZ の 先頭 アド レス 
は 他 の 2 つと 同じ で す . 図 3・5・37③ 参 照 
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X レ ジス タ (ok ) 3 っ X レ ジス タ 
ーー ブタ サー 
B レ ジス タ レ ジス タキ 1 
ュー デ 
十 ] (VRAM) 
(VRAM) 2 トーーー 
FE 
) 天 較 9 
2 
B レ ジス タ ①) 
十 1 
( R AM) 
k レ ジス ター| ーー 9 トー トーー ャ PPzy 
2 の 
了 0ー8 er 
B レ ジス タ ( B レ ジス タキ 1 
中 を 1 上 本 て が (V RAM) 
洗 ーー 一 
スゲ 
本 
は レジ ンジ ンズ ア 
年 の 
(R AM) 一 共 
re: 
k レ ジス タ ーー| | ⑳ ーー レーー ャ ルッ 
細 較 ー 3 
DPEPESE Mo 
B ロ レジ スタ 多 ね レジ ズ ダ タダ 十 ] 
NL ーー イ | esaAw 
剛 OZ 7 1 その バイ ト の NOT を 取り ます 
紀和 (上 ) 2 つの バイ ト の OR を 取り ます 
は トレメ 克 ゲ 
2 際 才 お ッ 2 つの ノイ ト の AND を 取り ます 
( R AM) 
人 2 つの バイ ト の EOR を 取り ます 
壮 呈 0 


図 3・5・37 


210 


3) GADDR 


w 還 810C や 9 うう PU 


グラ フィ ッ ク 護 標 の X, Y に 対し て それ が V R AM 上 の 何 番 地 の 何 
ビッ ト 目 か を 示す [(X 座 標 , Y 座 標 ) つ (VRAM アド レス , ビッ トマ スク ) 変 
換 ] 
A, B, X, Y, U (A, XX, Y は 保存 ) 
メレ ジス タ グラ フィ ッ ク X 座 標 

Y レ ジス タ グラフィック Y 座 標 


中 力 情 報 | U リ レジ スタ 指定 され た 点 の VRAM 上 の アド レス (BLUE の み ) 
B レ ジス タ 拉 定 され た 点 の ビ ピット の み を 1 に する (ビッ トマ ス 
ン ) 


GXOFFR $E3F4 X=D8, B=XMOD8 


図 3・5・39 


補う 。 に 5。 
NSR GADDR 


グラ フィ ッ ク X 座 標 MOD8 





00000000(0) |10000000 PUSH A,X,Y 
00000001(1) |01000000 
00000010(2) |00100000 
00000011(3) |00010000 
00000100(4) |00001000 
00000101(5) |00000100 


00000110(6)|100000010』 
00000111(7) |00000001| XeD\& x に 画面 左 か ら 何 バ イト 


B-DMOD8 日 で ある か を 代入 


上 “ 1 
1 
と っ 


)< 一 YY 座標 XX$5 
DY 座 標 X$50 る か を 代入 


Y 座 標 ま で に 何 バ イト あぁ 
($50 は 横 1 列 の バイ ト 数 ) 





(その 前 に B を Y へ ) 


0 


X 座標 Y 座 標 の ある 
アド レス 値 


Y に 保存 の B に あわ せ て 


左 表 の よう に B を 決定 





放 ボ 光 
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前 に も 述べ まし た が , V R AM 上 の 配列 は グラ フィ ッ ク 座 標 と は ま 
る で 眉 っ だ た も の で す . で すか ら グ ラフ ィ ッ ク を 行う た め に は , 必ず この 変換 が 必 
要 な の で す . 注意 し て ほし い の は , B レ ジス タ に 返さ れる 値 は ビッ トマ スク で あ 
る こと , すなわち , 2 進数 で 何 ビ ッ ト 目 か を さす の で は な く て , 図 3・5・38 の 
よう り 区 その 本 年 され だ ビッ トド ト に 1 で 立て て いる こと で ず ./ ま た この ルー チン で は 
育 の VRAM の アド レス の み が 返 され ます の で 他 の アド レス を 得 た い 時 は $ 4 0 
00,. $8000 の オフ セッ ト を 付け る こと が 必要 で す . VRAM と グラ フィ ッ 
ク 座標 と を 理解 で きる よう に フロ ー チ ャ ー ト を 示し て お きま す . 


4) GPDSP 


テテ に US や 紅 48 ド 一 お ゆ お 世 44AB 

ほ は PDSPC お 2494 (X, マレ ジス クタ に 庁 標 入力 ) 

な PS FR 市 9 (U。 BB レジ スク に グラ フィ ォ ィ ッ クア ドド レス) 
指定 され だ 点 に ファ ンク ショ ンコ ー ド 。 み カラー に 合わ せ て 点 を 打ち 








5。 黄 。 

5 ゅ 06.4ー)D065 グラ アイ ネッ プク 交 厚 析 
Oh bpD0602ー?5D063 グラ フィ ッ ク Y 座 様 

※ こ の ルー チン を 実行 する まえ に GPDSPI ($E469) ある 


い は , INITLN ($E45 2) を 呼ん で お く こと 
GADDR SE3DC VRAM アド レス と ドッ トバ パタ ー ン を 
得る 
BLUDSP $D083 
REDDSP S$D086 
GREDSP SD089 


| INITLN 参 
| ドッ ト を 打つ ルー チン 


誕 。 本 | この ルー チン は 。 生 えら れ だ た ファ ンク ショ ンコ ー ド で と カラー コー ド 
に 従っ て VRAM に 書き 込む も の で す . 書く 位置 の 指定 は , グラ フィ ッ ク X 座 標 
と グラ フィ ッ ク Y 座 標 で 行い ます . 先 に あげ た VRAM に 書き 込む ルー チン [2 ) 
参照 ) と グラ フィ ッ ク 座 標 か ら V RAM ア ドレ ス へ 変換 する ルー チン (3 ) 参照 〕 
を 利用 し て いま す . この ルー チン で は , GADDR 【3) 参照 〕」 で 得 ら れ た B レ 
ジス タ を ビッ ト パ タ ー ン と し て (指定 され た 点 の み に 1 が 立つ ), VRAM に 書き 
込み ます . 
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5) GAXCHK 
$E442-$E447 


機 能 | 指定 され た グラ フィ ッ ク 座 標 が 画面 上 に な いと き に エラ ー ル ー ナ チン 
へ 飛び ます . 
x、Y 
入力 情報 | X メ レジスタ グラ フィ ッ ク X 座 標 

ウジ スグ グラ フィ ッ ク Y 座 標 
GAXCR  $E388 グラ フィ ッ ク 座 標 の 範囲 を 調べ C フ ラ 

グン を YE C る 。 

この ルー チン は グラ フィ ッ ク 座 標 が 範囲 外 で ある か を 調べ ます . 只 
体 的 に は 。 グラ フィ ッ ク 双 座標 が 0 一 6 3 9。 グラ フィ ッ ク Y 座 標 が 0-199 
の 内 部 に ある か 判断 し て いま す . 


6) GXOFF, GXOFFR 


GO0F ド DEOP2 ク 2 デール 紀 き 9 人 ム 
は 入り OFEKR ゅ ゃ ES3F4 


機 能 | D リ レジ スタ の 8 の 剰余 と 8 の 整数 除算 を 行い ます . 

AB, X 

| 入力 情報 | GX0OFF の 場合 
D レ ジス タ 8 の 剰 余 と 8 で 整数 除算 を 行い た い 数 値 
GXOFFR の 場合 
レジ スク 8 で 整数 除算 を 行い た い 数 値 
アジ スグ 8 の 剰 答 を 行い た い 数 値 

| 出力 情報 | GX0FF の 場合 
X メ レジ スタ D レ ジス タ を 8 で 整数 除算 し た 結果 
人 レジ スグ D レ ジス タ の 8 の 肝 余 
GXOFFR の 場合 
X レ ジス タ D レ ジス タ を 8 で 整数 除算 し た 結 栄 
B レ ジス タ メレ ジス タ の 8 の 剰余 


LSRD3 $E3FB 
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2 進数 で の 8 の 剰余 は 簡単 で す . 例え ば D レ ジス タ に 値 が 入っ て い 
る と き に は , B レ ジス タ の AND#$ 0 7 を 実行 すれ ば よい の で す . 


7」 | ト S 民 DA 
ゃ も 3FBー$E401 
| 機能 | D レ ジス タ を 8 で 整数 除算 を 行い ます . 
A, B 
入力 情報 | D リ レジ スタ 8 の 整数 除算 を 行い た い 数 値 
出力 情報 | D リ レジ スタ D レ ジス タ を 8 で 整数 除算 し た 結 


解 説 | この ルー チン は 。 きわ め て 簡単 で D レ ジス タ を 右 へ 3 回 シフ トト する 
CE の LC MA ま の 


8) GPDSPI 
GPDSPTI $SE469 - $E48E 
GPDSIR SE46B 
FENTRY $SE46E 
LENTRY まま 4 イコ] 
機能 | グラ フィ ッ ク ド ッ ト 表 示 ル ー チ ン の フッ ク を イニ シテ ァ ラ イズ し ます 
A, B, X, DU 
※GPDSPI エ ント リ の 場合 
. 全 C も $D046.0 グラ フィ ッ ク カ ラー コー ド 
.GF plUi0Ge ト l。 の ラズ ラル イッ クフフ ァ ン クション ヨード 


※GPDS TIR 以下 の エン トリ で は は , 

入 レ ジス ク グ 20 フク イル メグ のみ ア マウ ロード 

BOX の 6022040 ツ グフ プア テン ンション コー トド 
Me た | 。。 (し の 0 2 トド パック カラ フラー コー ド 

BUUDSB DD0893 一 DO0SS 

KRKEDDSP 50086 一 DO0OS8S6 

GREDSP $DO86-$DO088 
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機能 | この ルー チン は , .GCL と .GF で 与え られ た カラ ー と ファ ンク シ 
ョ ン に し た が っ て , GPDSP [4) 参照 }] が VRAM に 書き 込む ルー チン [2) 
参照 ] を 呼び だ びす と き の フ ッ ク (BLUDSP-GREDSP) を 設定 する ルー 
チン で す , フッ ク に 書き 込む せ ベ クト ル の デー タ と し て GPDFENC ($E4AD 
ー) を 参照 し て いま す . 

GEPD ST RI で エン kl の め と よき は 。 り レジ スク に め み ラ ー と ウフ ァ ク ショ ン ぐ を 放 
SE し iC お きい ます 

FENTRY は Put.Bloek 1 で 用 いて いる エン トリ で , メレ ジス ク に ジャ ンプ 
ワッ ー ア ルレ の 発 頭 ア ドジ ルス る 入力 し で UK び 全 し ます 、 

LBPBNERY で デジ ト り お る とき 人 KK レ ジン スク に ジャ ッッ デー ソル の 06 中 
ドレ スシ レジ スク ミツ みみ ク グ の 発表 アド レス 。 DD レン スク に カラ アー と シア ンク ジグ シ 
ョ ン を 入力 情報 と し て 与え れ ば , 別 の 場所 に ある フッ ク を 設定 する こと が で きま 
す 【〔 こ の ルー チン は , 1 ) で 述べ た INITLN の 途中 か ら 始ま る 下位 ルー チン 
で <INAUIFLN で は と の エン トリ を 用 いて ライ シン の フッ ク を 証 し て いま す ) 

冬 画面 ドッ ト 表 示 用 フッ ク に は , GPORA・GPAND な ど へ の ジャ ンプ 命 
令 が 書き 込ま れ ま す が , カラ ー お よび ファ ンク ショ ンコ ー ド に 対す る フッ ク の 有 
定 の 仕方 は 。 CDSP I ル ー チ ン で の 方 法 と 同様 で す (3ー4 一 7 節 参 照 ). 


グラ フィ ッ ク ド ッ ト 表 示 用 ジャ ンプ テー ブル GPDFNC の 様子 
アド レス ジャ ンプ ベク トル の 値 : 


$SE4AD-$E4BO |GPORA($E4C1) | PSET フ ァ ン クシ ョ ン ( コ 
SE4B1-$E4B4|GPORA PRESET( コ ー ド =1) 
sen | 
SE4B5-$E4B8|GPORA ュー ド = 2 ) 
spyepemeeg| 





OR ( 
ゅ BB90 一 0EA4BCIOGFPNOP AND (コー ドニ 3) 
な PAND 
ゅ ゃ ゅ 攻 4BD-ー$E4CO|1GPEOR($E4DA) IEOR (コー ド =4) 
だ ANOUP 


※ 各 欄 の 上 段 は . カラ ー コ ー ド の 各 ビ ッ ト に よっ て 選択 され た 原色 画面 に 対応 す 
る フッ ク の 書込み 情報 を , 下段 は . カラ ー コ ー ド の 各 ビ ッ ト に よっ て 選択 され 
て いな い 原 色 画 面 に 対応 する フッ ク へ の 書込み 情報 を それ ぞ れ 意味 し ます . 
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3 プロ ッ ク タデ ー ク タグ 40 理 


本 節 で は , Graphic Cursor, Get ノ Put Block な どの よう に , 多数 の デー タ の 集合 
体 。 す な わ ち , ブロ ッ ク デ ー タ を 扱う 処理 系 を 中 心 に 話 を 進め て いき ます . 

これ ら の 処理 系 で は , ビッ ト 操 作 を 駆使 し た デー タ の 変形 . デー タ の プ ブロック 
転送 , 2 次 元 的 デー タ を 扱う た め の 多 重 ル ー プ な どの テク ニッ ク が 盛ん に 用 いら 
れ て お り , な か な か 興味 深い と ころ で す . SYMBOL 処 理系 な ど で は , 座標 変 
挟 を 実行 する だ め に ,。 ス タック を ワー クエ リア と し て 利用 し 。 同 本 ア ドレ ッ シ ン 
グ で 参照 する と いっ た 手法 も 使わ れ て いま す . ユー ザ の 皆さん に も , これ ら の 処 
理系 か ら , 次 元 を 持っ た 大 量 デ ー タ の 処理 手順 を 学び と っ て いた だ きた いと 思い 
ます 、 

な お GXOFF (3 一 5 一 5 節 参 照 ) は , 本 米 は グラ フィ ッ ク ア ドレ ス を 水 め 
る た め に 利用 きれ る サブ プ ブルー チン で す が , プ ブロック デー タ を 扱う 処理 系 に お いて 
は , 除 数 8 の 整数 除算 の 商 と 余り を 求め る 目的 で 再三 に わた っ て 利用 され て いま 
す の で , 一 言 つ け 加 えて お きま す . 
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3 一 6 一 | Graphic Cursor $IF ($F67D) 


ュー ザ が 。C RT 画面 を 見 な が ら , キー ボー ド に よっ て 指示 し た , 10 箇 所 以内 
の 座標 を 読み 取っ て , Ph サ プ シ スズ ステム 


が この コマ ンド を 実行 中 の 際 。 画面 に は 十字 形 の グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル が 現れ る 
ド 5 選 な ら の で お りり 。 ロマ ンド 名 る この こと に 上 用 来 し ます . 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ 


喧 『 
ー- 
= ー 吾 









ーー) 二 と アテ 0-639 
ッ ク 座 標 。 16 ビ ッ ト ) ($50000-$027E) 
初期 座標 Y( グ ラフ ィ 0 一 199 
ッ ク 座 標 。 16 ビ ッ ト ) ($⑤0000-$00C8) 






素 1 番目 の 指定 座標 0-639 
XL( 上 60 セツ ウド) (グラ フラ フィック 多 座標 ) 
系 1 番目 の 指定 座標 0-199 
Y1L(16 ピ ビット ) (グラ フィ ッ ク Y 座 標 ) 








D389 十 4( (n 一 Eu 肖 紫 1 番 目 の 指定 座 櫻 0 一 6J39 
90 Xn (16 ビ ッ ト ) (グラ フィ ッ ク X 座 標 ) 


D395 十 4(mー ] ) 斑 1 番目 の 指定 座標 0 一 199 
D386 十 4(nー1) 


Yn(16 ピ ビット) (グラ フィック Y 座 様 ) 
主 な サブ ルー チン 


処理 系 外部 
ゅ ゃ 442 GAXCHKK 座標 ( 多 , Y) の チェ ッ ク (エラ ー 付 き ) 
ゅ ゃ F ド D6E KEYGET キー 入力 (入力 待ち 付き ) 












Z17 


Do GrADDR 
ゃ E3FB LLS KDD 9 
処理 糸 内 部 

ゅ ゃ F880 FC INNKOY 
ゅ F68EC な し SAVP 
ゅ ゃ F94D (RON 5S P 
ゅ FA28 rrC KS AV 
エフ ラー エン トリ 

ゅ EODE ERRKR65 


補助 ワー クエ リア 


ゅ DO0AO (た 上 
ー?$ ゃ D0A ム 1 
ゃ D0A2 0 1 
ニ ゃ DUA3 
ゅ D0A4 ば (CX 
ご ss DU0A5 
$ ゅ DO0A6 な CO Y 
ーー$*D0A7 
ゅ D0AS8 ほし に し じ り DE 
ゅ DO0A9 ほし 上 
ゅ D0AA CS CON 
ゅ DO0AB な SD のり 1 
デー ゆあ 0 AO 
ゅ ゃ D り 0 AD St BCON 
ゅ DO0AE SCNOON 
ゅ DO0AFE CMCON 
ゅ DO0BO 0 し UKS 
と ぱり 0 8 2 
ゅ ゃ D0B3 G し S 5 ド 


2Z16 


座標 ( 多 , Y) か ら グ ラフ ィ ッ クア ドレ ス 生 成 
レジ スタ を に 3 ピッ トシ アト 


カー ソル と 画面 の 四隅 と の 位置 関係 を チェ ッ ク 
カー ソル 位置 の 画面 情報 を スタ ッ ク エ リア に 積む 
グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル (十字 形 ) を 表示 

積み 上 げ ら れ た 画面 情報 を 元 通 り に 戻す 


座標 数 エラ ー (エラ ー コ ー ド $41) 


カー ソル 初期 XX 座標 (共有 TRNAM か ら の 入力 パラ 
メー タ ) 保存 用 .. HOME 処理 で 使用 
カー ソル 初期 Y 座 標 (同上 ) 


カー ソル 現在 位置 の % 座 標 
カー ソル 現在 位置 の Y 座 標 


キー 入力 コー ド 保 存 用 

2 ニー ソル ル レ 表 ボ 包 の み カラ ーー コー ド 

シソ / ド カウ ント セッ ト エ リア (サテ ルー チ ナン 用 の 
2% ア メー タダ ) 

シフ トド ッ ト 数 .. 数 字 キ ー|1|~-|9| お よび |0| に よさ 
り 設 定 さ れる , カー ソル 移動 処理 時 の ドッ ト 数 
バイ トカ ウン ト ..., 設 定 さ れる が 使用 され な い エ 
人 が 

メイ ン 側 か ら 有 要請 きれ た 座標 数 (ダウ ンカ ウン ト 
に 利用 され る ) 

有 要請 され た 座標 数 (設定 され る が 未 使 用 ) 

カー ソル パタ ー ン レジ スタ (カー ソル 中 心 座標 の 
性 直 に より 。 FEFEE80U0 一 UM 上 ERE ド の 
パタ ダーン デ ー み を 保持 する ) 

XX グッ クエ エリ 用 ポイ シッ 


-$D0B4 


$S ゃ DOB5 


-SD0B6 


DU0 5 7 
$DOB8 
$DOB9 
DAUM 
ゅ ゃ D0BB 
$D0BC 


-sD0BD 


ゅ DO0BE 


$DOBF 
ゅ ゃ D0C0 


GCRPTR 


GCBLUE 
GCRED 
GCGREE 
GCBITM 
GCWOR 
GCWORK 


も Rb 9 


OR LO 5 
ば や じじ K ら 1 





M 結 果 格納 用 ポイ ンタ 


カー ソル の カラ ー コ ー ド “1 に 対応 する 色 に は 


$FF, “0" に 対応 する 色 に は $00「 格 納 


され , カー ソル 表示 の 際 に 参照 され る 

ビッ トマ スク 退避 場所 

ビッ トマ スク 反転 デー タ (CCB ITM の 反転 ) 
VRAM 実効 アド レス (U リ レジ スタ ) の 退避 場所 


リタ ー ン フラ グ (リタ ー ン キー 限 入 力 の 直後 に セ 
ッ ト , その 状態 か ら カ ー ソ ル が 動け ば クリ ア さ れ 
る . カー ソル 分 岐 の 判断 に 利用 され る ) 

未 使用 
カー ソル バ パター ン 初 期 値 保 存 用 レジ スタ 








3 0 た の 
$ ゃ D0C3 
ー$D0E9 


(HOME 処 理 で 使用 ) 

カー ソル 現在 位置 に 対応 する 画面 デー タ の 退避 場 
所 (ヘッ ダグ 6 バイ ト , 各色 1 1 バイ ト ず つの 合計 
3 9 バイ ト ) 

画面 情報 退避 用 の スタ ッ ク エ リア (実際 に 使 
れる の は , 要請 され た 座標 数 * 3 9 バイ ト ) 


な し CAKEA 


ゃ D0EA 。 な しら SAKE 
31 0 





用 さ 








| 解 。 説 | Graphic Cursor は , ユー ザ が グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル ( 十 印 ) を 操作 
する こと に よっ て 指定 し た 座標 を 読み 取っ て , メイ ン 側 に 転送 する と いう 機能 を 
持っ た コマ ンド で す , この コマ ンド が 実行 され る と 画面 に 十 印 の カー ソル が 現れ 
ます が , この 時 , も と も と カー ソル の 位置 に 存在 し て いた 画面 の パタ ー ン デー タ 
を 退避 させ て お き , コマ ンド 実行 終了 時 に は , 再び 画面 上 の 元 通 り の 位置 に 復帰 
させ る と いう 処理 ステ ッ プ が 必要 に な り ま す . Graphic Cursor 処理 系 は メイ ン ル 
ー プ の 他 に 上 記 の 退避 ・ 復 帰 を 行う な CSAVE・GCRSAV, お よび カー 
ソル 表示 を 行う CGCDISP, カー ソル と 画面 の 四隅 と の 位置 関係 (境界 条件 ) 
を 判定 する GCBDRY な どの サブ ルー チン に よっ て 構成 され て いま す . 

一 方 ユー ザ の キー 入力 に よる 操作 を 実行 する た め に , メイ ン ル ー プ 内 に は 各 
ォ ー 人 入力 に 対応 する 処理 ステ ッ プ が 主として サブ ルー チン の 形 で 存在 し ます . 
表 3・6・ 1 に , これ ら の 処理 ステ チッ プ の エン トリ を あげ ます が , これ ら の 処理 
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ステ ッ プ は , Graphic Cursor 設定 環境 下 で の み 呼 び 出 すこ と が 可能 で あり , し か 
も , 先ほど の 4 つの サブ ルー チン (で CSAVE 以 下 ) の 助け を 借り て は じ め て 
有効 な 仕事 が で きる と いう 点 に 注意 し て 下さ い . 


表 3・6・| キー 入力 に 対応 する 処理 


A 罰 ぎー ソード ポト 機 人 
| 右向き 矢印 SF805 カー ソル を 右 に 1 ステ ッ プ 






(GCCONT イ 分 ) 移動 


古 向 き 矢 印 $F84A カー ソル を 左 に 1 ステ ッ プ 
($ 1D) 移動 [以上 , GCX 更 新 ] 

$F7E0O カー ソル を 上 に 1 ステップ 

MMU 下 DB 7 ウー ツル る を ド に ステップ 
ISHIFT|+ ピ $F7FC カー ソル を 右 に 20 ド ッ ト 


(お 06)0|(GGR20) 移動 [GCX 更 新 ] 


ISHIFT|+ 避 $F83F カー ソル を 左 に 20 ド ッ ト 
($ 0 2) 移動 [HC X 更 新 ] 

ISH IFT|+⑪ $F7A8 み カーソル を 上 に 20 ド ッ ト 
($ 1 9 ) 移動 [LGCY 更 新 ] 

ISH IFT|+[U $F7B5 カー ソル を 下 に 20 ド ッ ト 


($ 1A) | (CCODW20) 移動 [CCY 更 新 ] 


HOME 5F7CF カー ソル を 初期 位置 に 戻す 
($ 0 B) | (CHOME) 1GCIX, で GCIY 利 用 」 


数 字 キ ー[0」 一 [9」 $F70 7 キー の 数 値 を HBBONT 
($30- $39) | (特に ラベ ル な し ) に セッ ト す る ((0)」 っ 10) 


RETURN ませ すず 1 現在 の カー ソル 位置 を ユー 


($0D) |」(GC0004) ザ 指 定 座 様 と し て 読み 取る 





















ここ に 示し た エン トリ り の うち 。 キー 入力 コー ド $19 一 $1FOUSHIEFET| 十 
1ー[ 和 JJ) に つい て は , ジャ ンプ ベク トル 方 式 が 用 いら れ て お り , $F79A-$F 
7 A 7 番地 に ジャ ンプ テー ブル が 用 意 き され て お り ま す . 
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図 3・6・1 GCURS 処 理系 の アル ゴリ ズム (5 の 1) プロ ッ ク 構 成 


けれ 3】 本 選民 NF 0 オツ 290 WM ドコ アン ドア デー) 





F67D は に U RS グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル エ ント リ メイ ン ル ー ナ チン 
F6F6 な は に し 上 りり メイ ン ル ー プ 先頭 


F718 Er も 穫 汗 必 リタ ー ン キー 和 迷 理 
F740 は も まま -R 和 人 アボ ポ ボード 処理 (キャ ン セ ル ) 
F 746 も 民 1 は CUR5S コ アマ ンド の エンジン プア ィ シゲ ケル ーー ナン シン エン トリ 


量 が 0. 当 GCMOVE カー ソル 移動 キー の 処理 


F766 キー コー ド が $02 な ら GCL20 を コー ル 

本 人手 キー コー ド が $06 な ら GCR20 を コー ル 

BE 7 r キー コー ド が $0B な ら GCHOME を コー ル 

F781] その 他 の キー コー ド な ら 。 ジャ ンプ テー ブル に より 人 益 処 理系 を コー ル 

人 に 侍 > カー ソル 移動 処理 エン ディ ング ( 境 借 条件 判定 、。 画面 情報 退避 カー ソル 表示) 


テーーーーーーーーーーーーー-ー ーーーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ーー ーー ーー ーー ニーーーーーーーーーーーーー ーー Fm ニュ ーー ーーーーーーー ーー ニニ ーー ニキ エキ キュ ーー ュー キュ ュ ーー 
H 


FY 3 旋 GCCTABL GCURS カ ー ソ ル 移 動 処 理 用 ジャ ンプ テー ブル 


| ※ キ ー コ ー ド $19 (GCUP20) か ら $ 1F (GCDW) に 対す る 
ドイ あ 7 処理 用 の ジャ ンプ ベク トル 群 


ee 診 > ュ ーーーーーーーーーーーーー ーー ーー 





F7A8 UP 0 カー ソル を 上 に 20 ド ッ ト 移 動 







ほし Wo2U 
は し HOWME 


G は し UP は に た 。 入選 Y お まま が 
CEI RR OO KO 
ルッ マタ ー ン レジ スタ ) 


GCR20 カー ソル を 右 に 20 ド ッ ト 移 動 の 値 を 更新 する の み 


GCDW カー ソル を 下 に 1 ステップ 移動 





GCSFTR カー ソル を 右 に 1 ステ ッ プ 移動 











は CEL?20 カー ソル を 圧 に 2.0 ド ッ ト 移動 





カー ソル を 圧 に 1 ステ ッ プ 移動 


GCCBDRY 境界 条件 の 判定 ルー チン (画面 の 四隅 に カー ソル が か か る か どう か ) 


GCSAVE 画面 情報 の 退避 ルー チン (X レ ジス タ に スタ ッ ク エ リア 先頭 を 入力 ) 
GCSAVI1 退避 実行 ルー チン 


(E D ド 計 所 グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル 表 示 ル ー チ ン 
f 油 計 お GCDOR 声 灯 (OR) 処理 に よる 表示 
9 D 2 DAND 消灯 (AND) 処理 に よる 表示 


GCCRSAV 画面 情報 の 復帰 ルー チン 
*A4C RG だ SV 1 往 帰 実行 ルー チン 
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図 3・6・1 GCURS 処 理系 の アル ゴリ ズム (5 の 2) GCURS 初 期 設 定 部 の フロ ー チ ャ ー ト 


GCUKRS 


| 座標 数 N の 読出 し 






座標 雪 N :$D384( 共 有 RAM 入 力 パ マラ メー タ ) 





NO N 1 Ne [ 座標 数 N が 0 も し く は 1 以上 の と 
0 きま 0 ジリ ドロ コマンド エ エ ラー 


エセ PS 


NGOCNGON | ee 。 人 
TGCMCON | 座標 数 N を 、GCNCON お よび GCMCON に 転送 


| 共有 RAM か ら 
え f Y 対し 由 も 


つの ーー: 押し 00 1 Ro) reb (ーー 委 4! 初期 座標 (X , Y) が 不当 な 
GAXCHK " ERKR6 3 Se 
絢 の と き 、 座 標 エ ラー 


カー ソル 初期 位置 の 座標 (XY) を 、 共 有 FRAM か ら 読 み 出 す 













GCX、GCY に カー ソル 座標 の 初期 値 を 設定 
GCIX、GCIY に カー ソル 座標 の 初期 値 を 保存 (HOME 処 理 用 ) 


AG し 和え 、 GCCIX 
ーー YY 





補助 ワー クエ リ 


| ア の 初期 化 


和議 ( 育 ) が “1” の と き GCBLUE=$FF 
(GCCL) の 1 第 2 ピッ ト ( 恋 ) が "1" の と き GCRED =$FF 
| 和 更 3 ビッ ト ( 緑 ) が “1" の と き GCGREE=$FF 





(CL) 一 (GCCL) 





Areg は GCCAREA 


| GCBDRY 「 初期 カー ソル の 境界 条件 を 、GCAREA 番 地 以 下 に 設定 
“ 0 | 切 期 カー ソル の 位置 に あたる 画面 情報 を 、GCAREA 番 地 以 下 に 退避 


GCSFT2 ($F8 1A) ルー チン 【 カ ー ソ ル 右 移動 ルー チン GCSFTR の -- 
部 ]」 を 用 いて 、 初 期 カ ー ソ ル の カー ソル バタ ー ン を 相 成 


| GCCDISP | 人 期 カー ソル の 表示 


(GCCURS) 
(GCCKRSI) 


GCLOOP 










の トール 2 の on 
レジ スタ 初期 設定 








カー ソル パタ ー ン レジ スタ の 初期 値 を 保存 (HOME 処 理 用 ) 


図 3・6・1 GCURS 処 理系 の アル ゴリ ズム (5 の 3 ) メイ ン ル ー プ の フロ ー チ ャ ー ト 


GCLOOP 
ー ス 用 徒 # 
KEYGET | キー 人力 合 ち 
(コー ドーAreg) 


アボ ポート チェ ッ ク 


GCRTKY 
共有 FR AM 上 に ユー ザ 指 定 


座標 を 転送 
















らし 和え 。 らし Y 
<ーUGCKEPT KK) 










結果 格納 用 ポイ ンタ (共有 


GCRPTR 更 新 ' M 
R AM ポイ ンタ ) 更新 


指定 座 酔 の カー ソル 位置 に 
あたる 画面 情報 を スタ ッ ク 
エリ ア に 退避 






















(GCAREA の 内 
容 ) 一 (GCCSARE) 


に 転送 






0( キ ャ ン セ モル ) 












売っ 
aa 


キー コー ド 
ーGCCODE ダッ クエ リア の 示 1 シア 


ae を 
GCSPTR 更 新 を 更新 
GCFLG 3 _ 
パック グリ メッ ド 全 か ーー シンプ ブダ タグ を 普 て る 

GCNCON 読取 り 座 標 数 の カウ ント を 





すべ て の 座標 の 読取 り 
nO が 終了 し た の で あれ ば 
EAI び ペダ ルーチン ジン 


Cc 導 な 0 に 人 の 


せ (GCAREA 
ー み ATGr 
て 
リタ ー ン 直後 で あれ は | PRKA6 | 


カー ソル 分 割 















キー が 表す 数 値 
GoSDO ひ 1 









キャ ン セ ルル ー チ ン 





現在 の カー ソル 位置 に 
あたる 画面 情報 を 復帰 


(CGCSPTR) | BCRTS 


ーー+XTGg 
GCRSAV / 
y で S GCEND 
陳 訂 _- に 復帰 終了 ペコ 
GCELG3 と 0 リタ ー ン フラ グ ク リア 時 


y X ao メダ タッ カク カエ リア の ボス イン シタ 
Teg* 一 XTeg 一 : B 
ーー が リル ピ - 
カ ml| の デ ク リ メン ト 

スタ ッ ク エ リア に 退 必 させ 
| GCRSAV | AE 

た 画面 情報 を 復 謝 






新しい カー ソル 
を 表示 
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図 3・6・ 1 GCURS 処 理系 の アル ゴリ ズム (5 の 4) カー ソル 移動 キー 処理 (全体 ) 


GCMIOVE 





が ー ジ リラ ラグ が 0 の て いる の が のち 。 
リタ ー ン キー 押下 直後 で ある 場合 に は 。 
ュ ユーザ 指定 護 標 を 表す 十 印 と 、 カ ー ソ ル を 
表す 十 旬 と に わけ る (カー ソル の 分 割 )、 










I 旧 カー ソル の クリ ア 
旧 カ ー ソ ル の 位置 に 
あっ た 画面 情報 を 
正 角 り 復 帰 さ せる 


で 
て 
と ゃ | 

| ぴの 
ン 


で CCFLC3( リ タ | リタ ー ン フラ グ の クリ ア は 。 この 場所 で の み 行 われ る . 


「 カー ソル を 左 に GCX 一 GCX 土 2.0。 ラッ プ 処 理 
の | 同和 3 | 
2 0 ドット 移動 GCCURS の 更新 


カー ソル を 有 有 に 
2 0 ドット 移動 





ンジ アメ ナリ グル 












0 
GCCURS の 更新 



















ホー ムキ ー 処 理 


PPM 
(カー ソル を 初期 位置 へ ) 


(AERO しら RS 』 


CCHOME 「 


ジェ ャ ンプ テー プル に 
上 り 各 処理 ステ ッ プ 
を 呼び 出す 









(GCX)、 (GCCY) の 更新 と ラッ プ 処 理 
カー ソル パタ ー ン レジ スタ (GCCURS) の 更新 







$19 一 1F? 






Xreg- 。 | カー ソル 移動 処理 
FCCAREA ra f 2 ゲ 


| ] | 新 カ ー ソ ル の 境界 条件 を 
/ GCBDRY | GCAREA 埋 中 の 
Ei 1 【 に 本 


ロロ 新 カ ー ソ ル の 位置 に あ た 
| る VRAM 画面 情報 を 
に 人 RE AEー ア 


/ GCCDISP | 新 カ ー ソ ル を 表示 
。 GCLOOP 


カー ソル 移動 ジャ ンプ テー ブル 
GCTABL ($F79A-$SF7A7/ 





GCSAVE 
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較 
kJ 


GCR2 0 


(GCSCON) 放 グル 寺 の 5 


ー 半 2 0 な 90 ドット ジフ ト 州 


PB カー ソル を 2 0 ドッ ト 
(GCX) 十 20 分 だ け 和 に 移動 


GCSF TKR 


上 上 


Dreg 一 カー ゾル を 1 ス 
(GCX) 二 20 | テッ プ 右 へ 移動 


カー ソル X 座 橿 


Dreg プ (GOCA) | (GCX) 更新 


< (8 
処理 
T1O 
GCSFT Z (CCX) 一 0 
(GCSCON ) 一 1 


(GCCURS) BA 
ー$O1FFFF? 


no 
(GCCURS) を $ ゃ PFFFF 80 
へ 1 ビッ トシ フト っ (GCCUKS) 


カー ソル 移動 分 だ け 
に シフ ト す る 処理 


(GCSCON) 
が りり 


110 


0 


Y ピ ら 


(GCSDOT) 
っ (GCSCON) 


K1S 


※GCL20 (カー ソル 左 20 ド ッ ト 移動 ). 
GCSFTL (カー ソル 左 1 ステップ 移動 ) 
も 上 図 と 同様 の 処理 を 行っ て いる . 


・6・1 GCURS 処 理系 の アル ゴリ ズム (5 の 5) カー ソル 移動 キー 処理 ( 各 ス テッ プ ご と ) 


GCUP2 0 


Dreg 一 カー ソル を 20 ド ッ ト 
(GCY) 一 20 | 上 に 移動 


Dreg ぐ 0 ? 8 


yeS 


に ギー し ゅ お ) 
用 エン トリ 
[$F7B4j 


GCNOP 






Dreg 一 199 
Dreg 一 (GCCY) 


※GCDW 2 0 (トト 20 ドッ ト 移 動 ) 


GCHOIME 


(GCIX) っ (GCXA) 
(GCIY) つ (GCY) 







カー ソル 座標 初期 値 を , GCX, 
GCCY に セッ ト 

カー ソル パタ ー ン レジ スタ 初期 値 
を (GCCURS) に セッ ト 






(GCCRS1) 
つっ (CCC じ UKRS) 


GUP 
Dreg-(GCY) | カー ソル を 1 ステップ (GCSD 
ー-(GCSDOT) 1 0T) 分 だ け 上 に 移動 






yes | ラッ プ 処 理 


[ 端 を こえ だ た ら 
ト 端 に ラッ プ 






Dreg < ご 199 


Dregー (GCCY) 
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それ で は , GCURS (Graphic Cursor) 処理 系 メイ ン ル ー プ 全体 の アル コリ 
スム を 季 け は ・6・ 由 に 示し ます 、 

各 カ ー ソ ル 移 動 ス テッ プ で は , カー ツ ソル 座標 ポイ ンタ GCX, GCY お よび カ 
ー ツ ルフ パク ー ン レン スク 6CCOURNS (DDOBO0OWDUOB2) の 昌 条 の みる 
行う だ け で , 最終 的 に GCBDRY お よび GCD TI SP の 助け を 僅 り て は じ め て 
カー ソル の 移動 ・ 表 示 が 完了 し ます . た と えば, | ($ 1D) の 処理 ステ ッ プ で 
は , あら か じ め , 今 ま で の カー ソル 位置 の 画面 情報 を 復帰 させ て お いて か ら , G 
CX (Y 座 標 ) に 。GCSDOT ($D0AB-$D0AC) の 値 を 加え る こと 
に よっ て カー ソル 移動 を 実現 し て お り ま す (座標 の 計算 結果 が 6 3 9 を 超え る 
らら > アッ タプ し て 。 ほし 0 で 代 人 7 る) 同 計 に 。 の ニーソ ルク グー ンク スグ 6 
CCURS ($D0B0 一 $D0B2) の 値 も 更新 し , 最後 に GCBDRY, G 
CSAVE。GCDTISP を 呼び 出し て メイ ン ル ー ジ へ べ へ と 戻 っ る て いき ます . 

ここ で , GCBDRY お よび GCSAVE に よっ て 作成 され る 画面 退避 情報 の 
形状 、 並び に 退避 され る 画面 情報 の 種類 と 退避 場所 の 関係 に つい て 図示 し て お き 
叶 39R 





図 3・6・2 GCBDRY, GCSAVE が スタ ッ ク エ リア に 作成 する 画面 退避 情報 の 形状 ( 2 の 1 ) 


[ カー ソル 中 心 の 護 標 X、Y を パラ メー タ と し て 
(X) 番地 | VRAM アド レス 


| 相対 休 ( 中 心 位 半 7 


GADDR ル ー チ ン を 呼び 出す こと に より 





| レジ スタ ク に 得 ち られ る ら ゲ グラフィック アド レス 


庄 方 境界 条件 9 FIR の と きき * ま RE 
・ の | ミ 上 ( ァ ー プル ロ い の ) ルト の と きる 5『【 
GBDRY 0 | ( 
| | (左端 フラ グ ) X 席 標 が し 8 以上 の と き :$00 
ルー ナン が EN 
石 方 境界 条件 カー ソル 中 心 の [6 3 2 以上 の と き : SFTF 
作成 





( 右 天 フラグ) | X 席 標 が | 6 3 1 以下 の と き :$00 
上 方 境界 条件 | 
(上 方 表示 ドッ ト 数 ) 
下 鏡 界 条 件 
(下方 表示 ドッ ト 数 ) 
青色 VRAM の 
画面 情報 


( 計 6 バイ ト ) 












Min {カー ソル Y 護 標 GCY、$04) 






| 
| (XX) 十 5 Minf199 一 GCY,、$04) 















計 11 バ イト 

| + ] 6 図 (2 の 2 ) 参照 
GCSAVE | +17? 
ルー チン が | 赤色 V RAM の 
作成 | 画面 情報 
( 計 33 バ イト ) 上 2 7 

北 物 湯 。 

| ( 妹 色 VRAM の 


画面 情報 
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各色 VRAM 画面 情報 の 詳細 


カー ソル 位置 に あたる VRAM 








アド レス 相対 値 画面 退避 情報 
9 呈 了 靖 

い 
し | 呈 ま 
4 hh 央 
十 5 ド 3 
十 6 トド 2 
+ 8 J 了 。 
+ 9 

* 小 。 逢 





※ 境 界 条 件 に よっ て , 退避 が 不 必要 な も の は 順次 省略 され て いき 間 が 請 め られ て 
格納 され る 【 次 ペー ジ 図 3・6・2 (2 の 2) 参照 ]. 


3・6・2 GCBDRY,GCSAVE が スタ ッ ク エ リア 上 に 作成 する 画面 退避 情報 の 形状 (2 の 2 


①⑪ 例え ば , Y 座 標 が 2 の と き 0 
生還 0 遇 9 科 | 対 値 


時 画面 上端 () 
ロリ ーー ん 


+ 填 十 填 填 十 十 十 十 





7 
8 
0 
寺 上 1 0 
②) 例えば. X 座 標 が 3 の と き 
() 





填 填 土 十 十 填 十 土 二 
STI 


Fa 
ーー 
ーー 





画面 左端 
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③ 例え ば , 





凶 3・6・ 3 
ゲド レス 
($DOA0O) 
かじ 凡 民 選 抽 
義人 0 きす ) 


は し SS 上 ARE 
($D0OEA) 


〒 さ 


土 39(n ロ ー1) 
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画面 下端 


| 々 =639 | 
| Y =i99 


現在 の カー ソル 
の 位 填 に あたる 
画面 情報 

ュ ユーザ 第 1 指定 
座標 に あたる 画 
面 情報 


ユー ザ 第 2 指定 
座標 に あたる 画 
面 情報 


ュ ユーザ 第 n 指定 
座標 に あたる 画 
面 情 物 





| の ) 


と 素 


画面 右端 


画面 退避 情報 の 種類 と 退避 場所 の 関係 


第 2 指定 


座標 





現在 の カー ソル 


ユーザ 和 弟 1 指定 


座標 の 十 印 





弦 n 指定 座標 


画面 退避 情報 の 移動 


支 リ ター ン キ ー が 押さ きれ る と ,。 GCRTKY 
ルー チン に よっ て 、 現 在 の カー ソル の 位置 に 
あぁ た る 画面 退避 情報 が 、 第 n 指定 座標 用 の ス 
タッ クエ リア に ブロ ッ ク 転 送 さ れる 。 こ の の 
ち 、 カ ー ソ ル 移 動 処理 が 実行 きれ る と 、 カ ー 
ソル 用 の 十 印 と 、 第 n 指定 座標 を 表す 十 印 の 


2 つ に 分 割 き れる 。 





G じ ARKREA 






王 在 の カー ソル 
位置 に あたる 画 
面 情報 







に っ つ 太 KE 






征 1 指定 座標 の 
画面 情報 





+39(n 一 1) | 第 占 指 定 座 模 の 
十 印 用 の スタ ッ 
の 下り 







グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル ( 十 印 ) と カー ソル パタ ー ン レジ スタ (GCCURS) 


グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル と いう の は は , 


右 図 の よう に ,。 中 心 と を の 上 下 各 4 グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル の ドッ ト 構 成 

| 
ド y ト す の つ 。 お よび 9 ビッ ト すず MM サー ほ 半 が 
つの 計 25 ド ッ ト か ら 構 成 さ れる 十 LULLLLLLLUL 
字形 で で き て いま す . この カー ツル 。 周 な ドッ 
が 表示 され る と , 横 方 向 3 バイ N だ 。 「 ト 』 ドッ ト 


展 ド 420 イ 下す つの 計上 1 パイ ド の 

VRAMEU ア 食い つの あず すこ と と に みり ます が 、 み カー ツル の パプア デー ン は ば は 下 競 
の よう に , V R AM の 各 バ イト の 区 切り と カー ソル 中 心 と の 位置 関係 に よっ 
て 8 通り 考え られ ます . 


グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル の 移動 に 伴う カー ソル パタ ー ン の 変化 (VRAM と の 位置 関係 ) 


回 
ミ 
に 。 1 
ト 
さ 
ミ 
ドミ 
還 









廊 カー ソル 中 心 座 標 が 廊 カ ー ソ ル 中 心 座標 が 廊 カー ソル 中 心 座 標 が 
VRAM の 最上 位 ビ ッ ト VRAM の 第 6 ピッ ト 0 ………… VRAM の 最 下 位 ビ ピッ ト 
の 位置 に あたる 場合 の 位置 に あたる 場合 。 左 シ フト の 位置 に あたる 場合 
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つま り , カー ソル 中 心 の 座標 に よっ て , カー ソル の 横 棒 に あたる 3 バイ ト 
は $FFFF80 て $0IFFFF と いう 只 合 に ,。 カー ソル の 縦 棒 に あたる 
上 下 の 各 4 バイト は $8 0 て $ 0 1 と いう 具合 に , それ ぞ れ パタ ー ン が 変化 
し ます 。 で の うら 還 導 の パタ クー ン を 刀 層 する た め の エ リア が 、 か カー ソル バ 
ーー の レジ ペク 6CURS (DOBO こ OADOB2) で お あおり W。 人 各 者 の 
クー ニン る 季 作 お よる の が 。 クン アイ ッ ク カ ガー ソル 用 ド ピッ トマ スグ 66BITM 
($D0 BA) な の で す . また だ た, HOME キ ー 処 理 の た め ,。 カー ソル バ パター 
ン レ ジス クタ 初期 値 を 保存 し て お く 場 所 ,, GCCRSI ($D0C0O-$D0 
に し に 24)/ も 用 下さ ん て お り ま すず す 。、 ん が お 。GCBITM の 休 は GCC GCY 
を 読み 出し て GADDR ル ー チ ン を 呼び 出す こと に よっ て , VRAM 相対 ア 
ドレ ス (U リ レジ スク ) と と も に 。B レ ジス クタ に 求め 九 ま す . 

一 方 , カー ソル の 中 心 座標 に よっ て は , カー ソル の 十字 形 の 一 部 が 表示 さ 
れ な い ケ ー ス が あり ます . 例え ば , カー ソル 中 心 の 双 座 棲 が 7 以下 の 場合 に 
は , カー ソル の 左側 の 一 部 が , また カー ソル 中 心 の Y 座 標 が 3 以下 の 場合 に 
は カー ソル の 上 側 の 一 部 が , それ ぞ れ 表示 され ませ ん . カー ソル 中 心 の X 座 
標 。 Y 座 標 が 、 それ ぞ れ 6 3 2 以上 , 1 9 6 以上 の 場合 も 同様 で す . 

この よう な ケー ス の 判定 を 行う た め の サ ブ プルー チン が GCBDRY (境界 
穴 件 判定 ルー チン ) で , レ ジス タ の 示す 番地 か ら , VRAM 相対 アド レス 
(2 バイ ト ), 左 方 境 究 条 件 , 右 方 一 一 , 上 カー 一 , 下方 一 一 の 順に 判定 デー 
タ を 作成 し ます (GCBDRY の 項 参照 ). 


カー ソル 中 心 座 標 に よっ て 一 部 が 表示 され な い ケ ー ス 


カー ソル の 右側 お よび 下 側 の 一 部 が 表示 
され な い ケ ー ス 


グー ソル の 
征 側 の 一 部 が 


2 カー ソル の 右側 お よび 下 側 の -- 部 が 表示 され な い ケ ー ス 
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CBDRY 


PD) RY DRC U < 導 E 9B 


グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル の 中 で 座標 (X, Y) を も と に , 画面 退避 情 
報 の ヘッ ダ 部 分 ( 図 3・6・ 2 参照 ) を 作成 し ます . 


レジ スタ ダリ 人 人, B、。 XX。 Y。 ぴ U (XX は 全 存 ) 

入力 情報 | 双 レ ジス タ 画面 情報 退 遊 場所 の 先頭 アド レス 
GCX 現在 表示 中 の グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル の 中 心 の % 座 標 
の る 4 現在 表示 中 の グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル の 中 心 の Y 座 標 

出力 情報 | 画面 退避 情報 の ヘッ ダ 部 分 [(X) 番地 一 (X 十 5) 番地 の 6 バイ ト 
に 作成 され る 」 


GCBTTMICSDOB 識 グラ フィ イッ ク カ デー ソル 用 ビッド マ スク 

ワー クエ リア | GCBCON $DOAD 各色 画面 デー タ 退 避 用 エリ ア 1 1 バイ 

ト の うち 実際 に 必要 な バイ ト 数 が 設定 

され る が , 以後 全く 参照 され な い . 

サブ ルー チン | GADDR グラ フィ ッ ク 座 標 つ グラ フィ ッ ク ア ドレ ス 生 成 [ 結 
果 は U り レジ スタ 。 同時 に ビッ トマ スク が B レ ジス タ 
に 格納 され る ] 

IDR DD) 9 2 ジグ スグ る を 有 有 に 393 ピッ トド ト だ け ロ ロジカル シ ノ 『 


グラ フィ ッ ク 座 標 GCX, GCY に 格納 され て いる グラ フィ ッ ク 
カー ソル 中 心 座標 を 見 て ,。 カー ソル が 画面 の 四隅 に か か っ て いな いか どう か , ま 
た も し 四隅 に か か っ て いる な ら ば , どれ 位 か か っ て いる か を 判断 し て それ ら の 情 
報 を (X 十 2) 一 (X 士 5) 番地 の ヘッ ダ 部 分 に まとめ ます . それ と 同時 に , GA 
DDR に よっ て U り レジ スタ に 得 ら れ た グラ フィ ッ ク ア ドレ ス (VRAM 相対 アド 
レス ) を ( 多 X) 一 (XX 十 1) 番地 に 格納 し ます 。 後述 の 、GCSAVE ル ー チ ン を 
呼び 出す 前 に は , 必ず この GCBDRY ル ー チ ン で , あら か じ め ヘ ッ ダ を 作成 し 
て お か な けれ ば な り ま せん . な お , メレ ジス タ の 値 は 保存 され ます の で , 引き 続 
いて GCSAVE ル ー チ ン を 呼び 出す こと が 可能 な し くみ に な っ て いま す . と い 
う よ り は ,。 GCBDRY ル ー チ ン は , で GCSAVE ル ー チ ン と ペア で 利用 する こ 
と を 前 提 と し て で き て いる , と いっ た 方 が よい か も し れ ま せん . 


2 1 


GCCSAVE 


な CSAVE Dao ぐう 省 B390 
な し SAV1 ゅ F910 一 $F94C 


| 機能 | グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル 表 示 位 置 に あたる V R AM の 画面 情報 を , X 

レジ スタ が 示す 番地 以下 の スタ ッ ク エ リア に 退避 さき せま す . 退避 情報 の 形式 は 図 

SO マク に 示し だ と お りり で 0 

トル ジス タ | A。 B, エズ Y。U (XX は 保存) 

| 入力 情報 | X レ ジス タ 画面 情報 退避 場所 の 先頭 アド レス 
画面 退 遊 情報 の ヘッ ダ 部 分 【(X) 一 (X 二 5) 番地 ] 

出力 情報 | (X 十 6) 一 (XX 十 3 8) 番地 の スタ ッ ク エ リア 上 に , VRAM か ら 
読み 取っ た , 各色 画面 の 情報 が 格納 され る 

| ワー クエ リア | GCWORK $DOBC-$DOBD グラ フィ ッ ク ア ドレ スー 


時 退避 場所 
CCSAV1 SF910 ※ 解 説 参 昭 


| 解説 | この 処理 系 に お いて , 実際 に VRAM アク セス を 行っ て 画面 情報 を 
読み 取る の は , GCSAV 1 で あり , GCCSAVE ル ー チ ン は , この GCSAV 
1 を サブ ルー チン の 形 で 呼び 出す よう に な っ て お り ま す が , これ は , 青 ・ 赤 ・ 緑 
の 各 画 面 に 対し て , 同一 の 処理 を 3 回 繰り 返す か ら で す . 

な お , 読取 り の 際 に は , ヘッ ダ 部 分 (XX) 一 (XX 十 5) 番地 の 各 境 界 条件 を 参照 
し て , 必要 な 情報 だ け を 退避 させ る よう に し て いま す . 
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ほり | る だ 


(しり 1 5 ゃ ド F94D 一 $F965 
(ば し 1)0) K ゃ FE986 一 $F9D1 
な し DANUD p92 ーー すず AZ7 


機能 | グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル の 十字 形 を 表示 し ます . 

| レジ スタ | A, B, 双 , Y, U (X は 保存 ) 

入力 情報 | X メ レジ スタ 画面 情報 退避 場所 の 先頭 アド レス 
画面 退避 情報 の ヘッ ダ 部 分 〔(X) 一 (X 二 5 ) 番地 ] 
GCBLUE $DOB7、 グ ラフ ィ ッ ク カ ー ソ ル 表 示 色 指定 用 の 
GCRED $DOB8 {! カラ ー エ クス テン ドレ ジス タ 
GCGREE $SDOB9 (点灯: SFF, 消灯 :$00] 
GCBITM $DOBA グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル 用 ビッ トマ スク 
COCOURO DDO0BOー9D0B2 か カー クレ ウツ グー シレ デズ スグ 

ワー クエ リア | GCWOR  $DOBB ビッ トマ スク GC BITM の 反転 
GCWORK $DOBC-ー$DOBD グラ フィ ッ ク ア ドレ スー 

時 退 遊 場所 
GCDOR  。$F986 カー ソル 表示 (点灯 カラ ー 用 ) 


GCDAND $F9D2 カー ソル 表示 (消灯 カラ テー 用) 


用 説 | この 処理 系 も ,。 GCCDOR お よび で CDAND が , な CDTISP の 
サブ ルーチン の 形 に な っ て いて , 構造 化 さ れ て お り ま す . 育 ・ 赤 ・ の 各 画 面 に 
関し , カー ソル 表示 色 を 構成 する 原色 に あたる 画面 に 対し て は , GCDOR を 用 
ぃ いて 表示 を 行い カー ソル 表示 色 を 構成 し な い 原 色 に あたる 画面 に 対し て は , G 
CDAND を 用 いて 表示 を 行い ます . 

カー ソル の 表示 は , 上 の 縦 棒 〆 ト の 縦 棒 / 左 の 概 棒 プ 中 炭 / 右 の 横 棒 の 順番 で 
行わ れ ま す が 。 この うち 上 下 の 部 分 に つい て は 。 グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル 用 ビッ ト 
マス ク GCBITM (も し く は その 反転 ) を , 左 ノ 中 炭 / 右 の 部 分 に つい て は , 
カー ソル パタ ー ン レジ スタ GCCURS (も し く は その 反転 ) を , それ ぞ れ 利用 
し て く 容 信 し ます . 

ここ で も , ヘッ ダ 部 分 の 各 境 条 件 が 参照 され , 画面 の 四隅 を 越 を る カー ソル 
部 分 に つい て は 表示 し な いよ うに な っ て いま す . 


2 うふ 


GCCRSAV 


GCCRSAV ゅ FA28 一 $FA4B 
(ほし に KS:A.1 So 了 JA4 し 一 $FA89 
機能 | GCCSAVE に よっ て 退避 され た VRAM 画面 情報 を 元 ど お り の 位 


cisco 
A, B, X, Y, U (X は 保存 ) 
X レ ジス タ 
画面 退避 情報 【((X) 一 (X 十 38) 番地 ] 
GCWORK $D0BC-$D0BD グラ フィ ッ ク ア ドレ スー 








CRSAL DRA4C 


- 説 | 前 述 の CCSAVE ル ー チ ン と 全く 逆 の 働き を する 処理 系 で , GC 
RSAV と GCRSA1 の 関係 は GCSAVE と GCSAV1 グ の 関係 と 同様 で 
9 

= ュー が ANN 
V を 呼び 出す 場合 に は , 必ず , 後に 退避 させ た 情報 か ら 順 に 復帰 させ て いく よう 
旨 WWA い . さも な いと , カー ソル の 十字 形 に 重 
な り が あっ た 場合 に , カー ソル の 一 部 が 残っ て し まう 可能 性 が ある か ら で す . G 
CURS メ イン ルー プ の エン ディ ング ルー チン で も ,。 後 の も の か ら 順 に 退避 させ 
を MM ぬく よう に な っ て いま す の で 。 参 巻 に し て 下さ い 、 
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3 一 6 一 2 SYMBOL $ | 9 ($FIO3) 


文字 列 を 指定 座標 (X。, Y。) か ら , 指定 角度 (0 "90',。180', 270' の いずれ か ), 
指定 し た 大 きき さ で 表示 する コマ ンド で す . この 際 文 字 を 構成 する ドッ ト 以 外 の 画 
面 グ デー タ は 元 の まま 保存 きれ ます . それ で は アン グル コー ド (角度 指定 ) お よび 
座標 (Xo。 Yo) と 文字 列 が 表示 され る 形状 と の 関係 を 以下 に 示 し ます . 








指定 


図 3・6・4 SYMBOL コ マン ド に よっ て 表示 され る 文字 列 の 形状 
ll 





アン グル コー ド 0) ] 2 っ 

(回 転 角 ) (07) (90' 諾 回 転 ) (180” 左 回 転 ) (270” 左 回 転 ) 
| 國 … 指定 初 期 座 標 (Xo, Yo) に 相当 する ドッ ト 
"文字 列 が 色 られ て いく 方 回 


ai A M 上 の パラ メー タ 


0 (時 )- 7 (日 ) 
0(PSET)-5(NOT) | 
ググ 2 たら ド | こ プー マル (0 ) 
(角度 指定 用 コー ド ) ・90 左 回 転 
: 180' 左 回 転 
8 270 左 回 転 
0 一 255(SFF 
1 0 一 255($F 
RT ーー 0 一 639 手 6 2 7 ) 
| (16 ビ ピッ ト ) [グラ フィ ッ ク 座 標 
表示 開始 位置 の Y 座 標 |0-199($00C7) 
NH ッ 1 | [グラ フィ ッ ク 座 標 ] 
| 。 |N 。 | 文字 列 の 1-80($50) 
D38D |Str | キャ ラク タコ ー ド の 列 
(D38CTN) | 
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主 な サブ ルー チン 
SE383 GAXC グラ フィ ッ ク 座 標 (XY) の チェ ッ ク 
[(X, Y) が (0, 0) -~(639, 199) の 
曽 囲 内 に ある と き , キャ リー セッ ト ] 
DB BB 7 RALED R や ウフ ググ クコ ヨー ド か ら や アソ ググ ノ ホ ンド アド ッ ジ 
ス を 生成 [IA レジ スタ に キャ ラク タコ ー ド 入力 ] 
$E46B  GPDSIR グラ フィ ッ ク ド ッ ト 表 示 用 の 初期 化 ル ー チ ン 
[IA:・ カ ラー コー ド ,。 B: フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド ] 
$E48F  GPDSP グラ フィ ッ ク ド ッ ト 表 示 ル ー チ ン 
| .GX, .GY を 座標 (X, Y) と し て 入力 ] 


補助 ワー クエ リア 


ゃ D0A0O WAX 示 使 用 
ティ 00A1 スタ ッ ク の 利用 に より , この 2 つの エリ 
$D0A2 HAX 使用 | ア は 不要 に な っ た も の と 思わ れる . 
<$D0A3 
$D0OA4 WSV 文字 列 の 横幅 (W) 方 向 の ドッ トス テッ プ 
<$SD0OA5 [方 向 に よっ て $0 001/$FFFF(-1)] 
$D0A6 HSV 文字 列 の 高 さ (H) 方 向 の ドッ トス テッ プ 
<$SD0OA7 | 方向 に よっ て $0001/$SFFFF( 一 1)] 
ゅ ゃ D0AS WCSV 横幅 (W) 方向 の 倍率 [方 向 に よっ て , 共有 RAM 
<$D0A9 の WM の 値 を 16 ビ ッ ト に 拡張 し た 値 。 も し く は , 
その 値 の 2 の 補 数 (NEG) の 値 が 代入 され る 」] 
$SDOAA HCSV 高 さ (HH) 方 向 の 倍率 [方 向 に よっ て , 共有 RAM 
<$D0AB の WH の 値 を 16 ビ ッ ト に 拡張 し た 値 , も し く は , 
その 値 の 2 の 補 数 (NEG) の 値 が 代入 され る ] 
6 DO0AC NOTF N0T フ チン シン ツン ジョン ( ブ ポ ジン トド 選 転 ) プラグ IN 
O エ の と き $FF ド ノ そ れ 以 外 の と き $ 0 0」 
$DOAD CPTR 文字 列 ボ ポイ ンタ | 現在 表示 中 の キャ ラク タ 位 置 を 
ー$DOAE 醒 し 示す ポイ ンタ 。 値 は $D38D-ー$D3DCI 
8 2 本 本 スグ ッッ ク の 利用 に より 。 この みつ の そり 
ー-$DOB0O ee es 
人 導 員 3 NB 炒 仙 ア は 不要 に な っ た も の と 思わ れる . 
ー$DO0OB2 


2Z30 


ゃ D)0B3 FMSK 現在 表示 中 の フォ ント の 位置 を 指し 示す た め の ビ 


ッ ト マ スク 
$SD0OB4 FPTR フォ ント ポイ ンタ [テン ポラ リフ ォ ン ト エ リア 内 
デ < ゃ 1D0B5 の 現在 表示 中 の フォ ント の 位置 を 指す ポイ ンタ | 
$D0B6 LW 文字 の 横幅 方 向 (W 方 向 ) の ルー プ カ ウ ンタ 
[WM の 値 か ら ダ ウン カウ ント され て いく ] 
$D0B7 月 文字 の 高 さ 方 向 (HH 方 向 ) の ルー プ カ ウ ンタ 


[HM の 値 か ら ダ ウン カウ ント され て いく ] 
$SD0OB8 SYMENT テン ポラ リフ ォ ン ト エ リア 「[ 現 在 表示 中 の 文字 の 
<-$D0OBE キャ ラク タフ ォ ン ト を 一 時 的 に 蓄え て お く レ ジス 
の 
※ 共 有 TRAM 上 の IX, IY, N の 3 つも ポイ ンタ ・ カ ウン タ と し て 合用 . 


解説 | SYMBOL 処 理系 は GAXC, CFADR, GPDS1IR, G 
PDSP の 4 つの 外部 汎 用 サブ プル ー チ ン を 呼び 出す だ け で , 内 部 に サブ ルー チン 
すら 持た な い メ イン ルー プ の み で 構成 され て いる 処理 系 で す が , だからといって, 
それ は 簡単 な 構造 で ある こと を 意味 し ませ ん . メイ ン ル ー プ だ け で 成り 立っ て い 
る と ほ い え 。 ループ は 5 重 に ネス ト し て いま すし 。 スク グ クック を ワー クエ ユリ デ と し 
て 利用 し , し か も 間接 アド レッ シン グ の 媒体 (仲介 役 ) と し て , この スタ ッ ク エ 
リア を 参照 し て いる の で , 短い メイ ン ル ー プ の 中 に 高級 な テク ニッ ク が 細 縮 され 
て いる と いっ だ 感じ で す 、 

SYMBOL 処 理系 の 最大 の ネッ ク は , 文字 列 の 横幅 方 向 W お よび 高き 方向 H 
か ら な る キャ ラク タフ ォ ン ト 座 標 系 (W, H) と , 画面 上 の グラ フィ ッ ク 座 標 系 
(X, Y) と の 間 で 座標 変換 を 行う . と いう 考え 方 を 機軸 に し て 表示 を 進め て い 
く 点 で す . そし て , この 座標 変換 を 行う 際 に 活躍 する 技法 が , さき に 述べ た スタ 
ッ ク 上 の ワー クエ リア を 媒介 と する 間接 アド レス な の で す . ユー ザ が 指定 し た ス 
ター ト ポ ジ ショ ン を , 例え ば (X。, Y。) と する と , 座標 変換 の 式 は 次 ペー ジ の よ 

こ な り ます . 数 学 的 に は , この よう な 変換 の こと を アフ ィ ン 変 換 と いい ます . 
さて , SYMBOL コ マン ド に よっ て 描か れる 文字 列 の 表示 順 座 は ,。 アン グル 
コー ド A が いく つ で あっ て も , キャ ラク タフ ォ ン ト 座 標 系 (W, H) で 見 れ ば , 
凶 3・6・5 の よう に な り ま す . この 順序 と 方 向 を グラ フィ ッ ク 座 標 系 (X, Y) 
上 で 実現 させ る ため に , スタ ッ ク エ リア お よび 補助 ワー クエ リア を 次 の よう に 初 
期 設 定 し ます . 
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SYMBOL 系 に お ける , 座標 変換 の 表 式 
A= テ 0 (0") A デ 1 (909 A= 2 (1807) A=3(2707) 
人 X X 隔 時 
W H 
Y H 
「 Eee | Leewsdf or 
W 
Xp。 Yo) 


W 

W ( 

加 
wi Et あな eg IL 
Y ニ Yo 十 日 Y テ Y ロ ーW Y ニテ Yjー 有 日 Y ニ Yo 十 W 


SYMBOL 処 理系 に お ける ワー クエ リア の 初期 設 


5 5 写 
3 Mn . は じ . な さじ Y) GCC 双 ) : 全 で ) \) 
we ーー No GCCY) .G CX) 人 は し 人 X 
記 四 開 中 間 間 の 症 半 の 
EE 葉 ) に AE 
am | es | em | um 
1 1 (IT Y) に 363 













$DOAA--$DOA9 ( 柄 方 向 倍率 ) 半 科 
$D.0AA-$D0OAB ( 縦 方 向 倍率 ) 
0 の 0 8 $FFFF 6 
し よい 邊 OZE か り (一 1) ( 十 1) 


SDOA4 一 SDOA5 


H $0001 9 $SFFFF $FFEFF 
NE (1 ド み ト ) (5) (2) 
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図 3・6・5 SYMBOL 文 字 列 の 表示 順序 


" 半 挙 錠 抽 名 立 学 : を (⑩ 圭太 呈 州 日 ※ 








の の 


プン 
も デ 
ン 
デー デ 


ググ 
PJ 
〆 ア プア ゾ アア アゾ 2 
『」 アゾン デア P アデノ N g F デ 
アデ 
ン ン ジン 


の 
デア 
が 
ァ の 
か 』 デア デア デ 
デ グン 
〆 
〆 
ン 
だ 
ノン 


グ 
アア / 
の 
ノ 
ンク 


me ョ 
ピロ me 


が 


ング [ 


ング 


和 


アデ 


。 


RNN へ へ へ へ 


ン 
送 
アデ 
ン ン 
ン 
ン 

ア 


デア デア 
ング 
旧 
『 コ 
FEF 。 の 『 デ アデ アア ア 。 ド ア な 
アデ ン ン 6 ノ アデ アデ アゾ ル ん 
が アア 
デア 
FE 
ググ 


ググ 


いい 

 ・ ee 

tw 
Pu NN 
に ヨ し 
ヽ ヽ me 1 
eu いい 
に 和 

ww NN ON 8 
ーー Ln ゃ 。 = 
6 1 w 5 





和 
・ 





mL 
に 
ww ww に 


オデ Pi 















〆 


ン ン 
ン イ ルン 4 
6 グン 〆 


デア デア 


ング 
グン 


デア 
〆 
〆 


が 
ルン ン 


、 ング 
デア ゾ / ン ン 


ン 





ルプ 
. 交 デア 。 デア 
デ ング が 
の デア 
アプ デア デ 


さ 
NN 


アア 
ゾ 

デア 

〆/ 

し 


デア アデ デ 」 デア 
デ FM 
アア 
ング 


ンク 





0A 0 和 ) 
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図 3・6・6 SYMBOL メ イン ルー プ の 
ノロ ロナ チャート 


。 SYLOOP 


| 文字 数 N(D 3 8C) | 
ーー Areg に 読出 し 


すべ て の 文字 を 表示 


ゲ し 終え た ら リ ター ン 


ーー / PULS PC 
OKU 









[CRTR]Aree 
ATer に 〒 ャ フク ダブ フォン 
CEFADR を 
| ww | ト の 先頭 番地 が 入る 


※ (NOTFE)= 0 の と き 
に は フォ ント を 反転 し 
て 転送 


座標 オー バフ ロー 


| の 公 は リタ ー ン 
PULS PC_ 
「 GAXC 上 pxYU 


| フォ ント マス ク 初 期 化 










(フォ ント ) つ 
時 





転送 | 












| (FMSK)$ 8 0 


| [SHI-[ SIH] 





| Xreg 一 一 - | アツ ォ ント ポイ ンタ 初期 化 
# せ SYMEFNT | | 


Xreg つ (FPTR) | フォ ント ポイ ンタ 格納 


、 座標 オー バフ ロー の と き 
な AXC 3 " 
Aregー(FMSK) 


グ 読出 し 
BITA 9 
[FPTR] 








該当 する フォ ント の ビ ピッ 


+ (HCSV) し た 上 一 =。 PE 


アロ ー な ら プ ォ ン トド ト 表 示 


を 和 キ ツン プ 









ルー プ ' カ ウン タ 


絆 窪 分 の 回 数 だ け 表 示 
| (LH)ー(HM) " 






ルー プ ' カ ウン タ | 
| (LW)ー(WM) | 


' GCPDSP | 


ISW」 W 軸 方 向 に 1 ドッ ト 
ISW]+ (WSV) | 進む (正負 あり ) 


| 座標 オー バー フロ ー 
| GAXC / 


横 倍 率 分 の 回 数 だ け 表 示 











ME |-1SH+(HSW | 






日 軸 方 向 に 1 ドット 
進む (正負 あり ) 








(SYMEFNT) を さす 
フォ ント ボイン タ 





Xreg 一 一 
由 だ 上 R 和 キ 1 














| W 軸 方 向 に 上 WM 
ドッ ト 分 だ け 進 む 


_[SIW] 
+(WCSV 


| [SW] 
SIW | 





| フォ ント マス ク を 左 へ ] 
ビッ ト 移 動 


に my の 


利和 ポ こ 2 ニ ーー RS 


文字 数 ( N) 1 隊 電信 本 < 者 
の リズ グ ト WP 


(FMSK) な シフ ト 









(6PRRe 


(CPTR) 十 1 文字 列 の ボイン タ を 更新 


※ 図 中 の 角 か っ こ [ は ,。 間接 アド レッ シン グ を 表す 。 


それ で は , SYMBOL 処 理系 の アル ブリ ズム に つい て 解説 し ます . 
SYMUBOL 上 AU 理 系 に 人 ② の と 。 ま ます ラー ヨー ド お よび ファ ンク ショ シン コー 
ド を D レ ジス タ に 読み 出し て , ドッ ト 表 示 用 初期 設定 ルー チン GPDSIR を 呼 
の 軸 し まず す 。 だ だ し 。 ラ アァ ン クシ ョ ンコ ョ ロー ド E 三 5 の 声 合 に ほ 。 フォ ツ ト 友 転 
プア グ NO INR を が て て 。、 出 用 0U(PSORUI)U と し し COPDS ] KR を 呼び 用 し ます 
この 後 , 上 表 の と お り に ワー クエ リア を 初期 設定 し て か ら , 処理 系 の メイ ン ル ー 
プ SYLO00O に ん 信 り まる YL し LOOP の デル ゴリ ズム を 凶 9*・6・6 太 糧 げ 
ます . ここ で ,。①~-⑤ の ルー プ 番 号 は , 図 3・6・5 に お いて 表示 の 順序 を 表す 
番号 ①ー⑤ と 対応 し て お り ま す . また , 注意 し な けれ ば な ら な い 点 は , 共有 RA 
IM の / パ ラメ バー ク 、 1 ペ 。 1 WNW。 NN の 中 も 6。 ボ ポル イル ンク カウ ング と し て 喝 新 され 
Mn《 と 9 吉 で すず 。 つま 。、 共有 RAM も 6 ソー クエ り リア と し て 利用 し て いる あわ 
け で , SYMBOL 実行 中 に メイ ン 側 で 耳 A 上 耳 を か け て これ ら の パラ メー タ の 
値 を 破壊 する と , と ん で も な い 動 作 を 行う 可能 性 が あり ます . この こと は , 音 を 
返せ ば メイ ン 側 か ら 適当 な 間隔 で HAL 上 LT を か け て 共有 RAM の パラ メー タ を 読 
み 込 むこ と に よっ て , 処理 の 進行 状況 を メイ ン 側 で 監視 する こと も 可能 で ある と 
と ほな り ま す 、 
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3 一 6 一 3 GetBlockl $IB  ($F286) 
GetBlock2 $ID ($F3B6) 


Get Block 1 で は , 対角線 座標 (X1, Y1) 一 (X2, Y2) で 示さ れる 桁 内 
の , 指定 され だ た 色 の ドッ ト を 1, その 他 の 色 の ドッ ト を 0 と し て , 画面 の ビッ ト 
イメ ー ジ を 読み 取り ます . 色 の 指定 は 最大 8 色 ま で 可能 で , 指定 され た いく つか 
の カラ ー コ ー ド の うち どれ か ーー つ で も 持っ て いれ ば . その ドッ ト の イメ ー ジ は “1 " 
こと こ なり ます . 例え ば , 赤 ・ 紫 ・ 黄 の 3 色 を 指定 し た 場合 , 赤 ま た は 紫 ま た は 黄 の 
タフ ー コ ー ド を 持つ ドッ ト の イメ ー ジ は “1 " に, 青 ・ 緑 ・ 水 色 ・ 白 ・ 黒 の み カ 
ー コ ー ド を 持つ ドッ ト の イメ ー ジ は “0” と な り ま す . 

一 方 , Get Block 2 で は 枠 内 の 3 原色 ( 青 ・ 赤 ・ 緑 ) の デー タ を 読み 取り ます . 
共有 FR AM 上 の パラ メー タ 


アド レス 


内 谷 
MO < と も b 3 り 
Xi X 1 座標 (16 ビッ ト ) 
DD36 4 


(グラ アソ イッ ク 庁 標 ) 
貞 ま 90 


0 一 199 
) 
99 8.6 (グラ フィ ッ ク 座 標 ) 


ヽ Ji 












X 2 座標 (1 6 ビッ ト ) 
※X ] ミ X 2 で ある 必要 
は な い 
Y2 座 標 (1 6 ビ ォ ト ) 
※※Y] 委 Y 2 で ある 必要 
は な い 
じ よ ] 指定 色 カ ラー コー ド 1 
(CE 上 Ln) | 一 N (N バ イト ) 
※ 上 表 は , Get Block | の 場合 . Get Block 2 で は , $D 3 8 B 以 下 は 不要 と 
SA 上 ト や YY る 2 まで よい 0 


397 
) 
388 










9..6..9 
D り 384A 







と 
ト う 







8 





共有 FR A M 上 の 復帰 情報 





た at 画面 データ (ビッ トイ メ 
dLLCT11 
D383+Byte ー ジ の 集合 体 ) 
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Get Block 1 の 場合 , 画面 の ドッ ト 配 置 と 読み 込ま れる パタ ー ン 情報 と の 対応 


関係 は 次 の よう に な り ま す . 


画 面 


0123455 


ジ ほ 
で ある ドッ ト 








バ パター ン 情 報 


で 


ーー エ 
こら トド 5 一 


バイ ト 
Z ヾ イト 
マイ ト 


er し 
前 に 


で 


バイ ト 
バイ ト 
バイ ト 
バイ ト 


ーー で OO 


3 





Get Block 2 で は , 画面 の パタ ー ン 情報 は , 青 (B), 赤 (R), 緑 (G) の 倫 
原色 ご し に 仁 み 取ら この 順番 で , 共有 TRNAM( に 転送 され ます . 各 原 色 単 位 で 
の , 画面 ド ッ ト 配 置 と 転送 され る パタ ー ン 情報 と の 対応 関係 は , 上 記 の Get PDlock 


1 の 場合 と ほぼ ば 同じ で す . 


主 な サブ ルー チン 
処理 系 内 部 

DE 2 し (まま 5 AN 由 
ゅ ゃ ド 2EUD しい も MK 1 
ゃ F306 は UI 
ES29 GBPLA 
上 移民 GBOINT 
ゅ ド FE3CE BT K ク や 
処理 系 外部 

ゅ ゃ じ O0FEo5 ON て OU 
$E3F2 GXOFF 


$ ゃ E402 人 5) ん TINYV 
ゅ ゃ EE44A MOVE 
ゅ ゃ ド C6 06 cr KD 人 1 


初期 設定 ルー チン 

み カラ ー エ クス テン ド テ ー プ ブル 作 成 ル ー チ ン 
共有 RAM 出 カン CONT コ マン ド 待 ち 
行 デ ー タ 変形 (ビッ トシ フト ) 出力 
出力 準備 (初期 化 ) ルー チン 

Get Block 2 の 実行 サブ ルー チン 


CONT コ マン ド 待 ち (サブ プラ メイ ン 出 力 用 ) 
X 座 標 方 向 の グラ フィ ッ ク ア ドレ ス 相 対 値 生成 , 
整 致 除算 ルー チン と し て も 利用 

(Dreg\ 8 一 Xreg, Dreg mod 8 一 Breg) 
対角線 座 標 読取 り (エラ ー 付 き ) 
ブロ ッ ク 転 送 (Get Block 2 の み 使 用 ) 
行 デ ー タ 読込 み (PA INT 処 理系 内 の サブ ルー 
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エラ ー 


ゅ EO0E4 LRKRKRO6/ 


作 朋 ワー ン エ リア 

ゅ DO0AFE PANBC し L 

ゅ D0B0O ピ だ AA 玉 し 上 E 
ー$DOB1 

ゅ ゃ D0B3 RSC N 5) 

ゅ SD0B4 PAS1IMG 
ー ゃ D0B68 他 


チン PABGETT と 同一 。 エン トリ の み が 異 る ) 


指定 色 数 エラ ー 


カラ ー エ クス テン ド テ ー ブ ル の 指定 色 の 数 
の ググ ニー ドキ ツ クズ スチ デン ドア ーー ウ の ル 7090/ ド レス 


この 処理 系 で は 常に $ 0 0 
GBLKDT ル ー チ ン 用 の ワー クエ リア 


※ 以 上 は , PAINT 処 理系 と 共通 (Get Block 1 の み ) 


$ ゃ DO0B9 は BADX え 
<$D0BA 

ゅ ゃ D0BB は りん 

ゅ D0 BC GBPBND 入 


ゅ D0BD TBN 信 
ーw DU Bb 

ゅ DO0BFE GBNY 

ゅ ゃ D0C0 GB 1 

ゅ DU0C」 sB J 

pD0CZ Cp UL 
DO 8 

ゅ りり)0C4 な 」 次 


ゃ D0C5 (1 MI 
DJHDi0 GO 6 

ゅ DUC7/ な は PBD1 信 
mo DU も 3 


ゅ ゃ D0C9 GBK 


ゅ D0 し A (DS WV 
ゃ D0 し B な し し 
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、ーー ニ ーーー ジ 


X 座 標 方 向 の グラ フィ ッ ク ア ドレ ス 相 対 値 
(座標 双 1 に 対す る も の , X1 潤 8 の 値 ) 
座標 双 1 に 対す る ビッ トナ ン バ (X 1 mod 8 の 値 ) 
X 座標 方 向 の バイ ト 数 ( 行 デ ー タ の バイ ト 数 に 相 
当 。X2 全 8 一 双 1 壮 8 の 値 が 入る ) 

X 座標 方 向 の ドッ ト 数 ( 行 デ ゲー タ の ドッ ト 数 に 相 
当 。 双 2 一 双 1 十 1 の 値 が 入る ) 

Y 座 標 方 向 の ドッ ト 数 (Y2 一 Y1 十 1 の 値 ) 
制御 変数 I , 」 (FOR 一 NEXT ル ー 
グ の 所 14 TO 5 の 1 た 相当 する ) 
出力 バッ ファ (共有 RAM 上) ポイ ンタ 


行 ゲ デー タ の 剰余 デー タ の ドッ ト 数 ( 剰 集 ドッ ト 数 ) 
※GBPLA を 続け て 呼び 出す 際 の 引継 ぎ 用 数 値 
VRAM アド レス 一 時 退避 用 

(Get Block 2 の み 使 用 ) 
枠 内 の 座標 (X1, Y) [Y1 ミ Y ミ Y2] に 対す 
る グラ フィ ッ ク ア ドレ ス を さす ボ ポイ ンタ 
( 行 デ ゲー タ の 先頭 アド レス を さす ) 
市 仙 変 数 K (Get Block 2 の み 使用 ) 
行 デ ー タ 変形 の 際 の シフ トド ッ ト 数 
の ググ ステ ンド ゲー アル 


ーー$ ゃ DO0E2 (3 バイ ト ※8 公 三 24 パ イト ) 
$ ゃ D0E3 GBDATA 行 デ ー タ 橋 納 場所 ($5D0E3 は 剰 作 デ ー タ の 格 
<$D135 維 場所 で あり , 実 際 の 行 デ ー タ は $D0O0E4 か ら ) 


解説 | この 処理 系 は , 対角線 座標 の 枠 で 示さ れ た 画面 上 の XXY の 形 の 配 
列 を 。 8 Xn の 形 の 配列 に 並び 換え る と ころ に ポイ ント が あり ます . x が 常に 8 
の 倍数 で あれ ば 間 題 な い の で す が , 実際 に は そう で な いこ と の 方 が 多く , ビッ ト 
操作 を 駆使 し て 並べ 換え を 進め な けれ ば な り ま せん . 

具体 例 で 見 て み ま す . 図 3・6・7 の よう に , (1, Y1) 三 (3, 5), (XX 
2,。Y2) ニ (2 0, 8) で 指定 され る よう な , 18X4 の 梓 内 の デー タ を 読み 取 
る 場合 に つい て 考え て み ま す . 

まず, 消 1 回 目 の 転 送 で , Y=5 に 相当 する 部 分 の VRAM 画面 デー タ を , G 
BDATA エ リア の $D0E5 番 地 以 下 に 読み 込み ます . この よう な 1 ライ ン 分 
の 転送 デー タ を 行 デ ー タ と 呼ぶ こと に し ます . 双 1 ニ 3, X2= エ 2 0 です から 
グラ フィ ッ ク ア ドレ ス に し て $0190--$0192 番 地 の 3 バ イト 分 の 転送 デ 
ーー が 人生 デ ー ク と かなり まず 。 

最初 は , 前 の 行か ら 引 き 継 ぐ デ ー タ (剰余 デー タ と 呼ぶ こと に し ます ) が な い 

で 。 転送 され だ 行 デ ー タ を 9 ピッ トド す つ だ へ 詰め て いき ます 。 軍 デー グ は 1 6 
ビッ ト あ り ま す の で , 初め の 2 バイ ト (16 ビ ッ ト 分 ) を 共有 RAM に 出力 し , 
残り の 2 ビッ ト を 和 肌 余 デ ー タ と し て $D0E3 番 地 に 格納 し ます . 

第 2 回 目 の 転 送 に よる 行 デ ー タ の 様子 は , 図 中 (2) に 示し た と お り で す が , 
今度 は , 1 回 目 か ら 引 き 継 が れ た だ 剰余 デー タ 2 ビッ ト が ある の で , 2 ビッ ト 分 の 
隙間 を 空け て 左 へ 詰め て いき ます . そし て , $D0E3 番 地 の 左 側 2 ビット と , 
新しい 行 デ ー タ の 先頭 $D0OE5 番 地 の 右 側 6 ビッ ト を 組み 合わ せ た 次 の 出力 パ 
ター ン を 作成 し ます 。 剰 信 デー タ と 行 デ ー タ を 合わ せ だ 2 0 ビッ ト の うち , 前 の 
2 バイ ト 分 を 共有 RAM に 出力 し , 今度 は 4 ビッ ト の 剰余 デー タ を $D0E3 番 
ML 

問題 と な る の は , 此 3 回目 以 下 の 場合 で , 今 ま で と 同様 に 左 へ 詰め て いこ うと 
する と 。 7 ビット も ジフ ント し な けれ ば な り ま ぜ ん 。、 こ れ で は 時 間 が か か る の で , 
所 に 右 に シフ ト す る こと を 考え る わけ で す . (3 ) の 場合 , 右 に 1 ビット ずつ シフ 
huk 

第 4 回 目 (4) で は , 剰余 デー タ と 行 デ ー タ が 合わ せ て 2 4 ビット と な り , ち 
ょ うど 3 バイ ト 分 な の で , これ ら す べ て を 山 力 し て 処理 を 終 えま す , も し 仮に , 
最後 の 行 デ ゲー タ 転 送 後 に 剰 集 デー タ が 残っ て いる 場合 に は , この 剰余 デー タ を 出 
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図 3・6・7 Get Block に お ける 行 デ ー タ の 読込 み ・ 変 形 と 出力 
ュー ザ 指 定 棒 が 以下 の よう な 
0 科 は 半 で 電 穫 導 遇 は 

に 2 ) 


全 0  @3 7 8 
なり 


Me 疫 ) 


10 17 な 1 23 


NpNms 
GBDBNX 王 1 


GBRNY =4 は DO の の DO ひ OOBQIOOOGO@9 
と いう よう に 人 初期 設定 され る 





( 唱 第 | 回目 の 行 デー タ 転 送 (Y=5) 
各 DOE3 $ DO0OE4 $D0E5 


置 還 。 吾 。 硬 。 呈 中 





な だ へ 3 は 3 ピッ トシ フト 





(2) 弟 2 回 (Y=6) 


に 風力 
@ @ っ oOIOOOoOQ XXX メ 
/ な で 1 ビッ ドブ ド が 
@@ 〇 ・ )OolOoOoOoooooloQooOC XIX XXX 
や ! み | 暫 明 
(3) 第 3 回 (Y=7) 洲 有 R A M に 出 カ 


生 へ 1] ピッ トシ フト (な シフト よ り 得 ) 


ェ ー 
2 1 年 
s す | V ト \ に \@ \s \ + 
テー 
GO OO | | 


ふる 4 人 ム ム 人 4 ム ム ム 4 人 ム ム ム AA ム 人 4 人 ムペ ペペ 


ふふふ ム ム ム ム ム ふ ム ム ム ム ム ム ム ム ム ム ム ム 


| の | の 
4) 第 4 回 (Y=8) [ 





= キー" 





ふふふ ネム 人 ム 
7 ビッ ト 
メア ド 


6b | 9 3 
計 有 R A M に 出 カ 
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力 し て か ら 処 理 を 終了 させ ます . 

さて , 答 回 の 行 デ ー タ 転送 後 の デ ー タ 変形 を 行う の が , GBPLA と いう ラベ 
ル 名 の つい だ た サブ ルー チン で す 。 この ルー チン で は 。 $D0E5 番 地 以 下 に 格納 
され だ 行 デ ー タ を , どちら の 方 向 に 何 ビ ピッ ト ず つ シ フト し た ら よ いか と いう 判断 
を は じ め , シフ ト 実 行 前 の 行 の 剰余 デー タ と の 組合 せ , 新しい 剰余 デー タ の 格納 , 
共有 TR AM へ の デー タ 出 力 まで , Get Block の 中 心 的 な 処理 の ほとん ど が 実行 き 
4 も まり 。 フー ク グ の シン フト の 方 生ま のび し ッ ト 炎 人 は 。 ワーク エリ アデ 6 BS き SV た し 肖 算 
され ます が , この 値 は , 下 表 の よう に な り ま す . た だ し G B } XX は, 前 の 行か ら 
引き 継い だ 剰 作 デー タ の ビッ ト 数 GBDPX は , 先頭 デー タ が 何 ビ ッ ト 目 か ら 始 
まる の か を 表す ビッ トナ ン バ で あぁ あり, 表 中 の 符号 は 正 が 右 シ フト の 方 向 を , 人 負 が 
左 シ フト の 方 向 を , それ ぞ れ 表し ます . | 











GBPLA ル ー チ ン に お ける GBSV (シフ トド ッ ト 数 ) の 計算 


| GBIX の 値 ( 半 祭 デー タ の ビッ ト 数 ) 
_ 0 2 3 1 5 8 7 
0 


ee の 2 の ルッ っ 避 麗 春 人 同 に 大 の ダテ 
GPDPX の 値 BEER に 。 敵 宙 人 多 ド 後 の 
1 | 一 1 0) 2 3 4:-ー3 一 2: デー タ の 先頭 が SD 

eic 0 E 4 番地 と な る 。 


rm つ 
ee 
トウ 
こつ 


($D0OE4 番 地 SE ) 2 3 4 :ー3: 
| 以下 に 格納 され 5 
| て いる 行 デ ー タ 3 
| の 先頭 デー タ が 
| 何 ビ ッ ト 目 か ら | 
始ま る か を 表す | に 
sn ドジ ッ パ 3 


ei 0 | / 1 』 


em 
| 
用 
| 
こ ュ ウ 
| 
に トウ 
| 
= 
こつ 
= 
に ら 


二村 呼 呈 理 串 呈 理 





放 ー 上 ド の 棒 外 の ケー ス で は , 
この 枠 内 に 入る ケー ス / シフ ト 後 の デ ー タ の 先頭 は 
で は , シフ ト 後 の デー タ の 先頭 が $DOE6 番 地 と な る . SDOE5 番 地 と な る 。 


一 方 , 共有 RAM へ の 出力 バイ ト 数 お よび 新しい 剰余 デー タ の ビッ ト 数 GB 1 
X は , 次 の 計算 式 に 従っ て 求め られ ます . 

PR 和義 NeMW キ 6G 
(新しい GB IX の 値 ) ー ( (前 の GB IX の 値 ) 十 GBNX) mod 8 
な お , 共有 RAM へ の 出力 に は GBPUT 了 ルー チン が 用 いら れ て お り ま す が , こ 
の アル ゴリ ズム を 図 3・6・8 に あげ て お きま す . 共有 RAM が 一 杯 に な っ た 時 
点 で CONTO を 呼び 出す こと に より , メイ ン 側 と 同期 を と っ て いる 点 に 注目 し 
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光 た 全 Ve 


好 3・6・8 GBPUT の アル コリ ズム 
GBPUTH 
PSHS B,X | B お よび X レ ジス タク の 退避 


出力 バッ ファ 上 の デー タバ イト 数 カウ ンタ の 読込 み 


ETPVEe | (Byte: 共有 RAM ト 上 の パラ メー タ $D3 8 3) 


Xreg<-(GBPIX)| 共有 RAM 出 力 バ ッ フ ァ ボ イン タ の 読込 み 





、 Breg ぐ 1 2 4 共有 RAM が 満杯 で な いと き 


0 







Breg 全 1 2 4 圧 有 RAM が 満杯 の と き 


| に り N1 ユ TDD | 


Breg< 0) 


CONT コ マン ド 人 待ち 
(メイ ン 側 に 継続 デー タ 出 力 ) 






2 シル が の グリ テ 








Xreg 一 せ $D384| ボイン タ の 初期 化 


(X) 一 Areg 出力 バッ ファ ボイン タ の さす 番地 に A レ ジス タ の 値 を 格納 


X 十 0 9 6 計 
: 導 旧 ] ホ ポイ ンタ お よび カウ ンタ の 更新 


(Byte) 王 Breg | カウ ンタ の 格納 


(GBPIX) 一 Xreg| ポイ ンタ の 格納 


読 直 " の 


それ か ら , 話 の 順 座 が 送 に な り ま し た が , 各行 の 行 デ ー タ の 転送 に は , Get Block 
1 で は PAINT 処 理系 内 サブ プル ー チ ン GBLKDT が , ま た Get Block 2 で は 。 
プ ブロッ ク 転 送 ル ルーチン MOVE が , それ ぞ れ 用 いら れ て お り ま す . この うち , G 
BLKDT は PABGET と 同一 の サブ ルー チン で あり , エン トリ と 入力 情報 の 
指定 の 仕方 の み が 異 る だ け で す の で , PA INT コ マン ド の 解説 (3 一 5 一 4 節 ) 
も 合わ せ て 御覧 下さ い . 
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GBIN「 
GBINT DE 2 に B や の お 2 ク BCO 


共有 ITR AM 上 の パラ メー タ を 読み 取っ て , Get Block 処理 用 の 初期 







人 。 。 \。 思 

RARIWU 上 の 2 パラ メーク 1。YL。 多 2。Y ク 

(olD99 は 3 一 ゅ りう 39A) 

.BOXX1 $DO69-$DO6A 対角線 XX 座標 (小さ い 方 ) 

.BOXY1 $DO6B-$DO6C 対角線 Y 座 標 ( 小 さい 方 ) 

.BOXX2 $DO6D-$DO6E 対角線 XX 座標 (大 きい 方 ) 

.BOXY2 $DO6F-$D0O6E 対角線 Y 座 標 (大 きい 方 ) 

GBADX $D0B9-$DOBA X1 8 

GBDPX elU0BD 選 ゅ トド ナンパ ) ス 1mnod@9・' 

GDBND 人 XX $ ゃ DOBC 横 の バイ ト 数 : 区 2 伴 8 一 欠 ] ぎ 8 十 1 

GBNX $D0BD-$D0OBE 横 (人 欠 ) の ドッ ト 数 * 
2 2 RA。 上 っ ド : 

GBPBNY $D0BE 縦 の ドッ ト 数 :Y2-ーY1 十 1 

GBIX $D0C4 剰余 ドッ ト 数 三 0 に 設定 

BOXINV $E402 対角線 座標 の 読取 り ・ 並 べ 換え 

GXOFE $E3F2 整数 除算 Dreg ぎ 8 















解説 | 共有 RAM の 対角線 座標 の 読取 り は BOXINV ル ー チ ン で 行っ て 
くれ る の で それら の デー タ を 加工 し て , Get Block 処理 用 の 初期 設定 を 行い ま 
す . 設定 の 結果 は 出力 情報 に あげ た と お り で す . 


2Z49 


じらし E 入 ] 


CLEXT SF2ED - $F300 
(BS し し $F301 一 $F307 


機 能 | GBLIKDT ル ー チ ン 用 の カラ ー エ クス テン ド テ ー プ ブル を 作成 。 
レジ スク | 人 思 。 

入力 情 BB レジ スグ 指定 色 カ ラー コー ド の 数 ($D 3 8 B の 内 容 ) 
6 レン スグ 目 定 色 カ ラー コー ド テ ー プ ブル 先頭 #$D38C) 
U ウ クジ スク グ の ア ェ ャ エノク ステ ンド テー アン ル 狗 頭 . 7 で 65」 
出力 情報 (U) 一 (U 十 B* 3 一 1) 番地 に カラ ー エ クス テン ド テ ー プ ブル 
PANBCL $DOAFE 指定 色 の 数 

P 旨 全 CLE| NBDUB0ーS5DOB1 デー ジル 26g 

サフ ルー チン | 生 BSCL DBNSIU 1 


CLEXT と GBSCL の 関係 は 。 グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル で 出 て き 
た GCSAVE と GCSAV1 の 関係 と よく 似 て お り ま す (3 一 6 一 1 節 参 照 ). 
作成 され る カラ ー エ クス テン ド テ ー ブ ル は 次 の と お り で す . 


カラ ー エ クス テン ド テ ー フ ル G BCL の 様子 







$$D0O0CB 一 まま 剛 0R 飲 に 0 0 デリ 拉 欠 2 再 0 0 ) 
(,U ) R1 ( 赤 、 司 ド ) 指定 色 1 の 拡張 コー ド 
G 1 ( 和 、 紀 


まり) 


ーー as 


$D0Dj1 


指定 色 2 の 反 張 コー ド 
(6 、U) に 


指定 色 3 の 抜 張 コー ド 


| 
$SD0OCE B2 ( 青 , i | 
| 


Bn ( 胃 、 点 灯 :$F ( 
Rn ( 流 、 | 拍 定 人 色 n (n ミ 8) の 
Gn (. | 拡張 コー ド 


3 (nー 革 


GBOINT 
GBOINT ゅ F3F し 一 $F ド 41 1 


能 | Get Block 系 の 出力 の 初期 設定 を 行い ます . 

レジ スタ | A, B。 

入力 情報 | .BOXY1 $DO6B-$DO6C 座標 Y1 の 値 
GBADX $SDOB9-$DOBA X1 堂 8 の 値 

出力 情報 | GBP 人 $SDO0C2-ー$DOC3 $D3 8 4 に 設 定 
GBIX $D0OC4 剰余 ドッ ト 数 = 0 に 設定 
GBDIX $D0C7-$D0OC8 座標 (XXK1, Y1) に 対 

応 す る グラ フィ ッ ク ア ドレ ス が 格 約 さ れる 。. 


旧 し 


解 。 説 | 出力 デー タ を 格納 する 共有 FRAM を さす , 結 格 納 用 ポイ ンタ GB 
PIX に $D3 8 4 を 代入 し , 蓄積 され た 結果 デー タ の 個数 を か で ぞ そ る カワ ンタ 
Byte ($D 3 8 3) を クリ ア し ます . この 他 , デー タ 先 頭 ド ッ ト に 対応 する グラ 
フィ ッ ク ア ドレ ス の 値 を 計算 し て GBDTIX に 格納 し ます . 


GBPLA 
な BLA 届 軸 は 当 の は で ご RSBS 
機能 | 行 デー タ の 変形 ・ 出 力 を 行い ます . 
し レジ スタ | A, B, XY, DU 
入力 情報 | GBDATA $DOE3- 剰余 デー ク ($DOE3) お よび 行 


アー ツジ KepD355 
BUF ゅ ゃ D0BB 有休 デー ク 革 頭 の ビッ テン パ (0ー/) 
GBNBXX ゅ ゃ D0BC 李 グ ーー ク の 2 ド 克 パル 0) 
GBNX DO や 条 デ ー ク の ピッド 処 (ルー64 0) 
DI が $D0C4 第 乏 デ ー タ の ビッ ト 数 (0-7) 
出力 情報 | 共有 FRAM 上 に コマ ンド 処理 の 結果 
GBDATA $D0E3 新しい 剰余 デー タ 


GBIX $SDO0C4 新しい 剰余 デー タ の ビッ ト 数 
GB 1 $D0C0O ルー プ カ ウ ンタ 

GBJ $SD0C1 “ルー プ カ ウ ンタ 

GBSV SDOCA シフ トド ッ ト 数 
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CXOFF  $E3F2 除算 ( 半 8, mod 8) ルー チン 


まお U1 ゅ SF306 レー チ ナン 


先程 も 触れ た と お り , 行 デ ー タ を まとめ て シフ ト し て , 剰余 デー タ 
と 組み 合わ せ , 共有 RAM に 出力 し ます . 剰余 デー タ の 左側 を 取り 出し て 行 デ ー 
先頭 の 右側 と 合成 し て 8 ビッ ト デ ー タ を 生成 する 際 . マス ク が 必要 と な り ま す 
が , この マス ク の 作り 方 に 面 日 い 技 法 が 用 いら れ て お り ま す . 剰余 ビッ ト 数 GB 
IX か ら , ビッ トマ スク テー ブル BAS ($E392-$E399) を 参照 し て 
紀 レ ンジ ズ スク に ピッ トマ スク を 求め. これ を 2 倍 し て 1 を 9| く こと に より 。 側 アデ 
ー タ 用 マス ク ( 行 デ ー タ 側 ) を 作成 し て いま す 。 左側 マス ク は これ を 反転 する こ 
と に より 求め られ ます . 


(BE 用 
全島 ル DU 22 5 きめ 4 


共有 FR _AM に デー タ を 出力 し ます . この 際 共 有 FR AM が 一 杯 に な っ 

て いた 場合 に は , CONTO を 呼び 出し て CONT コ マン ド 待 ち に 入る こと に よ 

り , メイ ン 側 と の 同期 を と り ま す . 

レジ スタ | A, B, XX (すべ て 保存 され る ) 

入力 情報 | A レ ジス タ UP グ 

5| 生生 ドド ゅ DO0C2ー$ ぉ DUD0C3 共有 RAM 出 力 パ バッ ファ 
ボ ポイ ンタ 

共有 RAM 転送 バイ ト 数 Byte $D383 バイ トカ ウン タ 

サブ ルー チン | CONTO ゅ EE0FE5 CONT コ マン ド 待 ち (出力 用 ) 

本 。 説 | アル ゴリ ズム は , 前 述 の 図 3・6・8 の と お り で ,。 バイ トカ ウン タ 

を テス ト し て , 共有 RAM が 満杯 で な けれ ば , G BP IX で 示さ れる と ころ の 共 

有 IRAM バ パ バッファ に デー タ を 格納 し て , バッ ファ ポイ ンタ お よび バイ トカ ウン タ 

を 1 つ す つつ インクリメント し て 更新 し ます . 満杯 に な っ て いた ら , CONTO ル 

ーッ を OUM び 当 し て くし ONU コ マイ ンド 千 ちや 付い, の ウン ダグ BV0e(5DD365) 

お よび ボイン タダ タ GBPI 広 ($D0C2 一 $D0C3) の 初期 化 を 行っ て か ら , 

出力 デー タ (A レジスタ) を 格納 し ます . 


いら 9 


り ノ 


GaBLKDUT 


GBLKDT SFC86 - SFCC1 
| 機 能 | カラ ー エ クス テン ド テ ー ブ ル に お ける 指定 色 を 参照 し て ,。 リ レ ジ ス 


タ 内 の グラ フィ ッ ク ア ドレ ス の 位置 の 画面 デー タ に 対す る ビッ トイ メー ジ を 作成 

し ます . Get Block 1 に お ける 行 デ ー タ と いう の は ,。 この ビッ トイ メー ジ の 集合 

体 に は か な り ま せん . 

| レジ スタ | A, B, X, U (U は 保存 ) 

」 U り レジスタ ビッ トイ メー ジ を 求め よう と し て いる グラ フィ ッ ク 
ナド レス 

PANBCL $DOAF 指定 色 の 数 

PABCLE $DOBO0-ー$DOB1 テー ブル 先頭 アド レス 

PASIMG $D0B4 











求め られ た ビッ トイ メー ジ 





セ ンス ズ スク 

PATEMP $D0pB5S 
PAVDB ゃ D0B6 
PAVK ゃ DO0B/ 
PAVG $ ゃ DO0B8 





解説 | 先程 も 触れ まし た が , この ルー チン は , PA TI NT 処理 系 サブ ルー 
ウン と 。 そ ント り * 入 力 全 報 の み が 異 る 同一 の ルー チン で て です. カラー エグ スズ ステン 
ド テ ー ブ ル に , 3 バイ ト ず つ に 拡張 され た 8 色 ま で の 指定 色 の うち,。 どれ か 一 つ 
で も 画面 の カラ ー と 一 致し た 場合 に は , その ドッ ト に 対応 する イメ ー ジ は “1 "と 
し ます . いく つか ある 指定 色 に 対し て OR を と っ て いく こと に な り ま す 。 詳し く 
は , PABGET の 解説 (3-ー5 一 4 節 ) を 参照 し て 下さ い . 
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BLKZS5 
BK 2 6 bedS900o 思 で PE の PE 昌 


機能 | Get Block 2 の サブ ルー チン で , 青 ・ 赤 ・ 緑 の 各 画 面 ど と の パタ ー 
ン 情 報 を 作成 ・ 出 力 し て いき ます . 

洲 及 スグ 1 AA 衝 1 

X レ ジス タ 現在 処理 中 の VRAM アド レス 


GBNY $D0OBF YY 方向 の ドッ ト 数 (Y 2-Y1 二 1) 
GBNBX  $DOBC XX 方 向 の バイ ト 数 
な ど 
| 出力 情報 | GBIX SD0C4 0 に クリ ア さ れる 
ワー クエ リア | GBTMIX $DO0C5-$SD0C6 VRAM アド レス 一 時 退 
適用 
GBK 5 り ルー プア カウ ンク 
MOVE $E44A ブロ ッ ク 転 送 (メーY, B バ イト ) 


は DBD ド LA ゃ F325 行 デ ー タ 変形 
GBPUT $ ゃ FE308 出力 ルー チン 


Get Block 2 の メイ ン ル ー チ ン GBLK2 (SF3B6-$F3F 
B) と , GBLK2 S の 関係 は CCURS 処 理系 の GCSAVE と GCSAV1 
の 関係 と 同じ で す . Get Block 1 で は , Y 方 向 の ルー プ カ ウ ンタ と し て GBNY 
を その まま 利用 し て お り ま し た が , GBLK2S で は GBNY を 保存 し て お く 必 
要 が ある た め , 代わ り の ルー プ カ ウ ンタ と し て G BK を 用 いて お り ま す . これ は 
処理 が 3 回 繰り 返さ れる た めで す . 同様 の 理由 か ら こ の ルー チン の 最後 で GB 1 
X の クリ ア を 行っ て お り ま す . 
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3 一 6 一 4 PutBlock | $|IC ($F446) 
Put Block 2 $IE ($F589) 


Put Block 1 で は , 対角線 座標 (XX1, Y1) 一 (X2, Y2) で 示さ れる 梓 内 
に , 指定 され た 色 お よび ファ ンク ショ ン に 従っ て 画面 の パタ ー ン を 書き 込み ます . 
転送 する パタ ー ン 情報 と 画面 ドッ ト 配 置 の 関係 は , Get Block 1 で 示し た と お り 
2 96: 

一 方 Put Block 2 で は , 枠 内 に 3 原色 ( 青 ・ 赤 ・ 緑 ) の 画面 デー タ を 書き 込み 
ます 。 

ここ で 注意 し な けれ ば な ら な い の は ,Put Block 2 は Get Block 2 に 対 じ て 完 

の 機能 を 果たす の に 比較 し て ,Put Block 1 は Get Block 1 と は 必ず し も 

対 に な る よう な 機能 を 持ち 合わ せ て は いな いこ と で す . つま り , Get Block 2 で 
メイ ン 側 に 転送 し た デー タ を Put Block 2 に よっ て 元 通 り に 画面 上 で 復原 する こ 
と は 可能 で す が ,Get Block 1 一 Put Block 1 の 場合 に は 必ず し も 復原 で き な い 
お わけ で すず 。 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ 





| ァ rrs 


D383 X 1 座標 (1 6 ビッ ト 0 一 639 
HH 証 岬 

D385 IM IN 還 還 
1 1 
20 1 

D38A 

D38B カラ ー コ ー ド 0 一 7 
| ※Put Block 2 の 場合 は ダミ ー バ イト と な る 


D38C ファ ンク ショ ンコ ー ド 0~-5(SET エ ーNO 華 ) 
※Put Block2 の 場合 。 PRESET( コ ー ド 1) は 除く 


D38D 今回 転送 する バイ ト 数 | 1ー114 


且 当 る お Pattern 画面 デー タ パパ ター ン 情 報 
D38D 士 Dyte 








X2 凌 和 標 (16 ビ ピット ) 
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主 な サブ ルー チン 
処理 系 内 部 






$SF4A6 PBINT 初期 設定 ルー チン 

ゅ ゃ ド F50D PBSHFT パタ ー ン デー タ 入力 ノ 変形 

$SF56D PBGET パラ メー タ 入 力 プ CONT コ マン ド 待 ち 

SsRDB 1] PB2SUB Put Block 2 実行 ルー チン 

ゃ F5D4 PB2LRM 左端 お よび 右端 の 画面 デー タ の マス ク 実 行 

SF5E1 PB 2 SET 」 各 ファ ンク ショ ンコ ー ド に 対す る 

SF61F PB2EOR/ 画 面 出力 ルー チン (Put Block 2 用 ) 

SF62B 1 10R MI 

$SF658 PB1EOR/ 画 面 出 力 ル ルー チン (Put Block 1 用 ) 

処理 系 外部 

な * 思 由 2 ] ONTI メイ ン 側 か ら 継 続 デ ー タ 入力 (CONT コ マン ド 
待ち ) 

DP 9 DD て し GADDR グフ フィ ッ ク ア ドレ ス 生 成 

$E3F2 GXOFF 除 数 8 の 整数 除算 (Dreg\8 , Dreg mod 8) 

$E3FB 人 RTDD 3 D レ ジス タ を 右 に 3 ビッ トシ フト (Dreg ぎ 8 ) 

ゃ 402 BOXINV 対角線 座標 (X1-Y2) の 読込 み と 評価 

ゃ 46E FENTRY ドッ ト 表 示 用 フッ ク の 初期 設定 ルー チン 

ェ エラー 

SEODB ERR64 ファ ンク ショ ンコ ー ド エラ ー 


補助 ワー クエ リア 









$D0A0O PBNX 枠 内 の 双方 向 の ドッ ト 数 (X2 一 XX1) 
-$DOA1 [実際 に は ドッ ト 数 マイ ナス 1 の 値 ] 

$D0OA2 PBNY 枠 内 の Y 方 向 の ドッ ト 数 (Y 2 一 Y1) 
-$D0A3 [実際 に は ドッ ト 数 マイ ナス 1 の 値 」 

ゅ ゃ D0A4 PBVRAM 衝 の 先頭 ドッ ト 【 多 1,、 Y1) の グラ プ ィ ッ ク ア 
<$D0OA5 ド レス 保存 用 

$D0OA6 PBSP 座標 双 1 に 対す る ビッ トナ ン バ ( 枠 の 左端) 
$D0OAZ7 PBEP 座標 X 2 に 対す る ビッ トナ ン バ ( 枠 の 右端 
$D0OA8 PBLM 枠 の 左端 を 表示 する と き 必 要 な マス クー 
$SD0OA9 PBRM 枠 の 右端 を 表示 する と き 必 要 な マス ク 
$D0AA PBOV 1 行 あ た り の 剰余 ビッ ト の 増分 (PBNXmod 
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8 十 1) 


$DOAB PBIB 枠 内 の X 方 向 の バイ ト 数 
ー$D0AC (X2 全 8 一 双 1 伴 8) 
$D0AD PBDH 剰 人 茶 デ ー タ の 先頭 ビッ ト の ビッ トナ ン バ (0 一 7) 


$D0 AE 屋 遇 民 選 次 JMBRKB を だ 16 ピット アーク と み の し た とき の 上 
位 バ イト ( 滞 に $ 0 0 が 入る ) 

$DOAFE PBKRDB 0 ボブ フー ンク の ヒッ トド 炊い 6 一 P 旨 りり ned 9 の 
信 ) 

$ ゃ DO0B0O PBNOT F=5(NOT) の と き $FF, それ 以外 は $ 0 0 

$DOB]1 PBBAD 入力 バッ ファ (共有 RAM) ボイン タ 

あり 0 B ク 2 

$D0OB3 PBRD 和信 力 バ ッ フ ァ 上 の 残存 デー タ の バイ ト 数 

$D0OB4 PBSAVE 剰 入 デー タ の 保存 場所 

$ ゃ DO0B5 有史 よ 選 L。 / 妥 人 R 反 。 ソ UE 


ー$DOBA 表示 用 フッ ク の 導入 に より 未 使用 と な っ た 領域 
$pD0BB PB2ENT Put Block 2 表示 用 の ジャ ンプ ベク トル 格納 協 所 
$D 0 BD PBI 7 レー フカ ウン タダ (Y 方 の 行 数 を カウ ント ) 


$ ゃ DOBE PBDATA 行 デ ー タ 格納 場所 (8 1 バイ ト ) 
sd 旧作 旧 


| 朋 Put Block 処理 系 は , Get Block 処理 系 と は 逆 に , メイ ン 側 か ら 転 
送 さ れ た 8 Xn の 形 の 配列 デー タ を 画面 上 の x XY の 形 の 配列 へ と 並べ 換え て い 
きま す . つま り , Get Block の 全く 逆 の 手順 を た どっ て いけ ば Put Block に な る 
わけ で す が , 特に Get Block で は 剰余 デー タ と 転送 デー タ か ら 新 し い 行 の 先頭 デ 
ー タ を 合成 し て いた の に 対し て , Put Block で は 転送 デー タ の 最終 デー タ を 分 解 
し て , 1 行 の 最終 デー タ と 剰余 デー タ の 2 つ に 分 け て いる 点 に 注目 し て 下さ い 、. 
Get Block の 具体 例 と 同様 。(X 1, Y1)= (3, 5), (X2, Y2)= (20, 
8 ) と いう 要 を 指定 し た と し ます と , 処理 手順 は 次 の よう に な り ま す . 
まず PB I NT に お いて , 以下 の よう に 初期 設定 が な され ます . 
PBNX 三 双 2 (20) 一 X] (3) ニ 17 
PBNY=Y2 (8) 一 Y1 (5)= ニ 3 
PBVRAM= 広 1 (3) 演 8 十 Y1 (5) ※50=$190 
PBSP テ 災 ] (3) 淀 8 三 3。 PBEP=2 (20) 8 ニニ 4 
PBLM テ AU000111]1]1、PBRKM ニ 111111000 
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図 3・6・9 Put Block に お ける 行 デ ー タ の 入力 の 入力 ・ 変 形 と 表示 








| PBDH=0 


(|) Y=5, PBVRAM=$0190 か [PBRB=0 
PBI * “ 
$DO0OBE $DOBF 覆 約 NO 間 

PBNY 十 1 * 

0 eeeeoeeeleoeeoeee 


い 















9 
ク Areg ニ PBSP-ーPBDH=3 一 0= テ 3 ビッ ト 分 
右 ヘ へ シ フト (Areg ぐ 0 : 負 符 号 の 場合 は 左 ヘ へ シフト ) 
メ 
9 EEOOCOCCCCCCCCCCOCCCCEEE 
ト " 
マス ネス ク を 通し た 後 , 
Ni リタ 男 面 (V RAM) に 表示 
ー ウッ 
PBI=3 (U) 番 地 |(U+1) 番地 |(U+2) 番地 ae 
ー 3 バイ ト 分 
(2)Y 三 6, PBVRAM=$01E0O PBDH=2 
PBI=3 |PBRB=6 
N=(17 一 6) 辛 8 二 = ニ 2 バイ ト 分 転送 
$DOBE | Ning au 
eioooooglooooooogloooos444| 
了 
Aregr ニ PBSPーPBDH= ニ 3-ー2= テ 1 ピット 分 有 有 へ シフ ト る 
oh | PBRB=4 





マス ク を 人 通し て 表示 


共有 RAM 
EEEEZYYYYYYYYYYIYYY マ YY 


Areg ニ PBSP-ーPBDH= ニ 3 一 4 テー1 ビ ピット 分 PBSAVE 


| NII が (の す が お お 。 EN だ ビ みみ ド ジア メド ト ) 
PTP 


ビ B[ 三 1 | N ウ 
ビビ ロ R は BBー ヴ 
マス ク を 通し て 表示 


3)Y 三 7 PBVRAM=$0230 
PB!=2 








(4)Y 三 8, PBVRAM=$0O280 





PBI=1 
共有 RAM 
YYYYYYEPYYYYYYICYYYYYYY 間 間 間 間 間 還 開 靖 
/ * “ Go ん 。 
Areg=PBSP-PBDH=3 一 6=ー3,.3 ピ ビッ ト 左 ヘ シ フト SR 
くく 人 222222AAAA2IAAAAAXXX%| (PBDH=0 
be TOP | PBRBEB=0 
も マス ク を 通し て 表示 
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PBOV= (PBNX 士 1) 革 8 ニ 2 
PBTB テ XX2 (20}) 8 一 久 ] (3) 8 三 2ー0 三 2 
PBD 昌 PBRDBE じ EX 人 ニニ PDKRp ロ ニテ 0 
そし て 第 1 回 目 の 転送 で , Y 座 標 =5 に 相当 する 1 行 分 の デー タ を 共有 RAM 
か ら $D 0 BE 番地 以下 に 3 バイト 分 転送 し (PBGET 華 を 繰 り 返 し 呼び 出す ), 
変形 し ます . この 際 最 終 デ ビータ を GBSAVE に 保存 し て , 次 の 行 に 引き 継ぎ ま 
す . PBLM・PBRM を 通し て 左端 お よび 右端 の デー タ の マス ク 処 理 を 行っ た 
後 。 1 行 を PBVRAM 番 地 以 下 に 出力 し 。 PBVRAM の 値 を 更新 ($5 0 を 
加え る ) し て , ルー プ カ ウ ンタ PBT を デ ク リ メン ト し , 此 2 回 目 の 転 送 (Y= 
6 ) に 入り ます , な お , ルー プ カ ウ ンタ は 最終 の 転送 の 前 に , PB エニ PBNY 十 
1] ( 選 どの ケー ス で は , PBT] ピー4) に 談 定 され て お り ま す . 
以下 同じ 処理 を PBI ニ 0 に な る まで 続け ます . 
上 記 の 処理 を わか りや すく まとめ た だ の が 図 3・6・9 です. 
この うち PBSHFT ル ー チ ン が 受け 持つ の は , それ ぞ れ の 行 の 転送 か ら マ スク 
処理 の 手前 まで で す . な お シフ ト に あたっ て は , で GBLK 処 理系 の よう な 最適 化 
は 図ら れ て は お ら ず , 5 ビッ ト 以 上 の シフ ト も 行わ れ ま す . 
末 際 の 表示 る を 有 有 う 思 あ だ っ で は 、 カ アー ヨード ドラ アデ ンク ショ ンタ ラード が 
ど が 絡ん で くる ため , この 点 が 少々 複雑 に な り ま す . Put Block 1 で は 最初 の 転 
生 民 発っ て ,。 AA レジ スク に に カラー コード 、 PB レジ スグ に アァ アン クション ョ ー ド , 
レジ スタ に Put Block 1 用 ファ ンク ショ ン 対 応 ジ ャ ンプ テー ブル の 先頭 アデ ドレ 
ス (PB1FNC) を 入れ て 表示 用 初期 設定 ルー チン FENTRY を 呼び 出し て , 
あら か じ め BLUDSP。 REDDSP, GREDSP の 3 つの フッ ク に 表示 ル 
ー チ ン へ の ジャ ンプ 命令 を 書き 込ん で お きま す . ジャ ンプ テー ブル PB1FNC 
の 様子 を 下 表 に まとめ ます . 

















ン ャ ッ プ テーブ ルド BHTT NRD ぜ の 欄 ず 


SF 4 6 ドー$ よ 43 1 PB1IOR ーッ ED 

| ① 『 4 り の ルド 9 『 才 FOR (TFT6G28) 3 
FoensPt99lPBIOR (8F62B) iP 
$ ゃ FEF49Aー WF 1 9D PB1INOP(5SFE64 0) : 
$F49E 一 $F 4 A ] PB は 7EAO KR ($ FR D 9 6 ) : PE 





$F4A2-$F4A5| PB1OR ($F62B) : 





Put Block 2 で は , 痛 ・ 赤 ・ 緑 の 答 画 面 ご と 


は 関係 ぶ く ,。 竹 目 の ファ ンク ショ ン 別 表示 ルー ナン と 。 その ペク トル を まとめ た 
ジャ ンプ テー ブル PB2FNC ( 下 表 ) が 用 蒼き れ て お り ま す , 


ジャ ン フ テー ブル PBZ2ZFNC の 様子 












内 容 ( ジ ャ ンプ ベク トル ) 
SFeeE-SF66F |PB2SET(SF5ED 
| Fe70-SF671 |ERR64 (SE0D5) 
| sF672-9F673 |PB2OR (9F619 | OR 


この ベク トル は 。 PB2ENT 上 に 初期 設定 され ます . 





に DU 1 
PBINT SF4A6 - $F50C 


| レジ スタ | A, D, As き 。 居 
入力 情報 | 1 $D383-4 対角線 座標 X1 


光 届 二天 き WS5 一 6 / 肖 

X2 $D8987 ニ 8 / 0 共有 TIR AM 上 
\ せ 2 あ D389 一 A / \ の 22 ラメ ー ク 特 
F ゃ D38B ツン アツ ググ の 必 ョ ジロー ド 

Byte $D38D 今回 転 輝 する バイ ト 数 


出力 情報 | 解説 参照 
ワー ク ェ エリ ア | .BOXX1 $DO69-$D0O6A 
.BOXY1 $SDO6B-$D0O6C 
: 旨 ええ 2 DUOD ご DUOoOB 
.BOXY2 $DO6F-$DO70 
BAS $E392-$E3 9 9 (ビッ トマ スク テー ブル ) 
BOXINV $E402 対角線 座標 の 読取 り ・ 評 価 
合 A1KR ゅ EK3DC グラ フィ ッ ク ア ドレ スズ 生成 
GXOFF $E3F2 整数 除算 (Dreg 壮 8, Dreg mod 8 ) 
ERR6 4 DO) 全 プ ング ジョ ンコ ヨー ド エ ラ ラー 
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解 説 | 共有 FRAM 上 の パラ メー タク 群 を 読み 取っ て , Put Block 処理 糸 (Put 
Block 1 お よび 2 に 共通 ) の 補助 ワー クエ リア 上 に 定義 きれ て いる 各種 の 変数 お 
よび 処理 系 内 定数 の 初期 設定 を 行い ます . 設定 され る 値 は 以下 の と お り で す . 


PDBNX ニ .BOXX2 一 USA 

PINY 財 BUY イク ーー 50 人 Y1 

PBVRAM= 座 標 ( .BOXX1, .BOXY1) に 相当 する グラ フィ 
ッ ク ア ドレ ス 


PBSP テ .BOX 欠 X1 mod 6 
PPEP デ .BOXX2Z2 mod 6 
PBLM ニ = ニ (BAS 十 PBSP) の 内 容 X2 一 1 
PBRM= ニ (BAS 十 BEP) の 内 容 メ 2ー1 
PBOV ニ (PBN 素 士 ]1) mod 8 
PB1Bー .BOXX2 演 6 一 .BO 失 災 ]1 潤 8 
PBDH ニ PBRPBEX ニ PBRKRD テ 0 
PBNOT…FE ニ 5 (ファ ンク ショ ンー “NO 征 ) の と に $ ド FT, 
それ 以外 の コー ド の と き $ 0 0 
PBRD =Byte の 値 (今回 転送 され た バイ ト 数 ) 
PBBAD=#$D36E 
な お ドッ > 5 の 場合 に は 。 ファン クシ ョ ンコ ー ド エラ ー (ERR6 4) を 発生 し 
ます 
また 上 記 設 定 エ リア の うち , 以下 に あげ る エリ ア は , 処理 が 終る まで ずっ と 一 
定 の 値 を 保ち 続け る 処理 系 内 定数 (ロー カル コン スタ ント ) で す . 
PBINX 人 。 PBN※W 
E 生 NM P。 MM 
PSILIMM PD KM 
PBOV 
ビ 1 B 
GBRBEX (PBRB の 上 位 8 ビ ッ ト で 常に $ 0 0) 
PPBNO1 
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に ほほ 9 日 | 


BS ドリ oOUD デ 市 Ho5S5oB 


機能 | 共有 RAM か ら の 1 行 分 の パラ メー タ の 読込 み 。 お よび デー タ の シ 
フト 変形 を 行い ます . 


し レジ スタ | A, B, X 


| 入力 情報 | PBSAVE 前 の 行か ら 引き 継い だ 剰余 デー タ 
PBNX 枠 内 X 方 向 ド ッ ト 数 一 1 
PBRBEX:PBRB 剰余 デー タ の ビッ ト 数 
PBSP X 1 の ビッ トナ ン バ 
PBDH 剰余 デー タ の 先頭 ビッ ト の ビッ トナ ン バ 
PBIB 桁 内 X 方 向 バ イト 数 
PBOV 1 行 あ た り の 剰余 ビッ ト 数 の 増分 

| 出力 情報 | PBDATA SDOBE- 1 行 分 の 画面 出力 デー タ 
PBSAVE 次 の 行 に 引き 継ぐ 剰余 デー タ 
PBDH 剰余 デー タ の 先頭 ビッ ト の ビッ トナ ン バ 
PBRB 剰余 デー タ の ビッ ト 数 


| サブ ルー チン | LSRD3 SE3FB D レ ジス タ 3 ビ ピット 右 シフ ト 


PBGET ル ー チ ン を 繰り 返し 呼び 出す こと に よっ て , 1 行 分 の パ 
グーン デー タ を PBDATA 番 地 以下 に 読み 込ん で 。 その デー タ を ROR 命 令 も 
し く は RO 革 命令 を 繰り 返し 用 いて 変形 し て いき ます が , 転送 バイ ト 数 な ら び に 
シフ トド ッ ト 数 の 計算 式 は 次 に 示す と お り で す . 
転送 バイ ト 数 三 ((PBNX) 一 (PBRBEX :PBRB)) \8 
ント ドット 人 K 考 だ BSPPBUDH (人 衝 ラ が フラ スス な か らし シア クト 。 マイ 
ナス な ら ば 左 シ フト を 表す ) 
また 次 の 行 に 引き 継ぐ 剰 傘 デー タ を PBSAVE に 格納 し , 新しい PBD, 
PBRB を 算出 し ます . 
PBDH = (PBDH+PBOV) mod 8 
PBRB = (256--ーPBD 馬 ) mod 8 
すなわち , 常に PBDH 二 PBRB=8( 剰 余 デ ー タ が ある と き ), も し く は PB 
DH 二 PBRB=0 ( 剰 作 デ ー タ が な いと き ) の いずれ か が 成り 立っ て お り ま す . 
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ビ 加 竹 双 1 
DOE BDD0OD (NEDOE ー 》FSS9S す 9) 


機 能 | 共有 RAM 入 力 バ ッ フ ァ 上 の , ポイ ンタ が さす 位置 か ら , 1 バイト 

の パター ン デ ー タ を 読み 取っ て A レ ジス タ に 返し ます . 

| レジ スタ | A, X (X は 保存 ) 

PBBAD $SDOB1-$DOB2 入力 バッ ファ ポイ ンタ 
PBRD $DOB3 入力 バッ ファ 上 の 残存 デー タ 数 
PBNOT  "$DOBO ファ ンク ショ ン NOT フ ラグ 
DIN 1 $DO001 CONT フ ラグ 保存 用 エリ ア 

A レ ジス タ 読込 み デ ー タ 
PBBAD 
PBRD 


CON 平 1 eSE 1 2 1 メイ ン 側 か ら 継 続 デ ゲー タ 入 力 


カウ ンタ PBRD を チェ ッ ク し て , 0 で な けれ ば , バッ ファ ポイ ン 
タ PBBAD が さす アド レス か ら 1 バイト の デー タ を A レ ジス タ に 読み 込み , カ 
ウン タ PBRD を デ ク リ メン 條 。 ポイ ンタ PBBAD を イン クリ メン ト し ます . 
PBRD=0 の 場合 に は , CONT フ ラグ (.CONTT の 上 第 7 ビット) を 見 て 
1" で あれ ば , CONT 1 を 呼び 出し て CONT コ マン ド 待 ち に 入り 継続 デー 
タ の 入力 を 行い PBBAD=$D384, PBRD= (Byte) に 再 設定 し て か ら 
AA レジ スタ べ へ の 読込 み を 行い ます 。 一 方 PBRD 三 0 で , か つじ CON エ フラ ク が 
"0 の 場合 に は 。A レ ジス ター=$0 0 を 読込 み デ ー タ の 代わ り に 返し ます . 

ぃ ゅ いずれ の 場合 で あっ て も , 最後 に PBNOT フ ラグ を テス ト し て , フラ グ が 立 
っ て ぃ いた だら (PBNOT チ 0), A レ ジス タ の 値 を 反転 し て か ら リ ター ン し ます . 


1 A レ ジス タ に デー タ 入 力 後 。 更新 され る . 


ビビ gg やり UB 
太史 2 5UE 5 FOBL 一 や 5JD3 


Put Block 2 に お いて , 各色 ご と の 処理 を 行う ルー チン で す . 
A, B, X, 
U り レジスタ VRAM アド レス 

PBNY Y 方 向 の ドッ ト 数 一 1 

PBIB XX 方向 バイ ト 数 
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PBZENTI 表示 用 ジャ ンプ ベク トル 
PBOS HHT 








説 | Put Block 2 に お いて , 青 ・ 赤 ・ 緑 の 各 VRAM ご と の デー タ 入 力 ・ 
人 aw: 
係 が 成り 立ち ます . 表示 用 ベク トル PB2ENT に は ,PB2SET,PB20R. 
PB2AND.PB2EOR お よび ERR6 4 の いずれ か の ベク トル が 入っ て お り 。 
プア ング ショ ンコ ヨー ド で 。 PEKERESE1 作 有 1) を 指定 し た 場合 に は 。 ペ クト 
GLKNROU4 (プア ンク ショ ンコ ョ ー ド テー) が か 人 る 2 の ー 方 、NOT を 折 定 し 
だ 場合 に は ,。 PB 2 SET が ベク トル と し て 代入 きれ て いま す の で , 表示 の 際 に 
は 「]SR [PB2ENT]」 の 間接 コー ル に より , いずれ か の 表示 ルー チン 
を 呼び 出す こと に な りき ます . 


PBIOR, PBINOP, PBIAND, PBIEOR 


謗 5 EK DP の 2、*-、 Wi64 0 
ド に お B 届 NOF ゃ Fo040 一 $F640 
PB1IAND DRO 條 上 上 。 ご NE657 
思 LUKR DB OO09、" 上 66D 


| 機 能 | それ ぞ れ の ファ ンク ショ ン に 応じ て , 実際 に V R AM へ の 出力 を 行 
う た め の Put Block 1 用 の 表示 ルー チン 群 で す . 
レジ A, B, X, Y (X は 保存 ) 
と VRAM アド レス 
PBIB 出力 バイ ト 数 
PBDATA 以 下 出力 パタ ー ン デー タ 列 











説 | Put Block 1 処理 系 に お いて , 実際 に VRAM を 直接 アク セス する 
サ プ ブルー チン 群 で す . 処理 手順 は 。 PB1NOP (単に RTS 命 令 を 行う だ け ) 
を 除け ば , すべ て 同等 の も の で あり , マシ ン 語 で 書く と 次 の よう に な り ま す . 


PBX ペペ し が B 且 到 夫 』 バイ ト 数 の 読出 し 

2 #PBDATA 出力 デー タ の 先頭 デブ ド レス 代入 
IN 人 ベベ XX 上 1TA VACC VRAM アク セス フラ グ ON 
ベベ XL ル LOOP 上 DA 1 出力 デー タ 読 込み 
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(COMA ※ AND の 場合 の み ) 


XX メメ A  B,。 区 が ジン アノ ショ ン %0 昌 

SS 用 本 デー クタ を 出力 表示) 
DCB が ソン グラ グリ メン トド 
生 P」 ※※ 上 りり PBIB 十 1 回 の ルー プ 
SA 人 。 ゆり ゆ ング ベア プラ マク り ES 
紅 十 人 る 


上 上 記 の メメ メ ※ の 部 分 に 。 OR, AND, EOR の いずれ か を 入れ て 読ん で みれ 
上 くわ か る も の と 思い ます . な お 途中 に ,「LNX メ メメ 」 と いう ラベ ル が 混 ざ 
っ て お り ま す が 。 こ れ は LINES 処 理系 の 出力 ルー チン と 共通 に 利用 で きる よ 
うに 作ら れ て いる た めで す (3 一 5 一 5 節 参 早 )、 

な お , いずれ の 表示 ルー チン に つい て も , 両端 の マス ク 処 理 を 行っ た あと に 呼 
び 貞 ず より だ なあ っ て お り ま すす. 


PSE1。 PD は だ ANU。、 ビビ と OR。 BB ヒヒ MUI 


だ ん Q 届 よ bwEDE1L  ) ド 5 ド C 
PB2Z2ANUD D 民 9 DU12 
だ 200R DEL や も EEOLB 
だ 5 2 OK ゅ F01HR 一 $EO0O2A 


Put Block 2 用 の ファ ンク ショ ン 別 表示 ルー チン 閣 

A, B, X, U  (X, U は 保存 ) 

B レ ジス タ 出力 デー タバ イト 数 マイ ナス 1 (PBI B の 値 ) 
X メ レジスタ 出力 デー タ 先 頭 番地 (#PBDATA=$D0 BE) 
り レ ジス グ VRAM アド レス [座標 (X1, Y) に 対応 する も の 」 


PBLM 左 敵 デ ー タ 用 マス ク 
PBRM 右端 デー タ 用 マス ク 


PBDATA 以 下 出力 デー タ 列 
PB2LRM 左端 お よび 右端 の デー タ の マス ク 処 理 


PB2SUB 用 の 表示 ルー チン で す . 


PB2OR お よび PB2EOR の 2 つ は ,。 PB2LRM ル ー チ ン を 呼び 出し て 
画 端 の マス ク 処 理 を 実行 し た 後 。 PB1OR。 PB1EOR と 同様 の 手順 に 従っ 
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で 演示 を 条 い ます 。 た だ し VRAM アク セス の ON/O FEF は は,。 此 ル レー チン の 
側 で 行う よう に な っ て いる 点 が PB1 系 と 異 る と ころ で す . 

上 昌 26 世 十 で は 。 PB2LRMUFW び 出し 2 伺 マス クル PBLVWV'PBKM 々 そ 
反転 し て , VRAM の 方 の 両端 デー タ の マス ク 処 理 を も 行っ た 後 , ORA 命 令 に 
よっ て VRAM に 書き 込ん を で いき ます . 

PB2AND で ほ は PB2LRKM は 用 い ず に PBLM と だ 扉 デ ー ク の OR,。 
B RM と 右端 デー タ の OR を と っ た 後 , ANDA 命 令 に よっ て VRAM に 書き 込 
ん で いき ます .。 た だ し , PB 1AND と は 異 り デー タ の 反転 は 行い ませ ん . 


を 上 LR IM 


5 2 し KIM D2BDlD ル ーー DE5E0O 


機能 | Put Block 2 の 出力 デー タ の うち , 左端 お よび 右端 ゲー タ の マス ク 
X 理 を 実行 し ます . 
| レジ スタ | A, B, X (B, XX は 保存 ) 
X レ ジス タ 出力 デー タ の 先頭 アド レス (=$D 0 BE) 
B レ ジス タ 出力 デー タ の 右端 の 相対 位置 (=PBIB) 
PBLM 左端 デ ゲー タ 用 マス ク 
PBRM 右端 デー タ 用 マス ク 
PBD り A 十 和信 以下 出力 デー タ 列 


| 解説 | PB2SET, PB20R, PBEOR の 最初 に 呼び 出さ れる サブ 
ルー チン で , 画面 に 出力 し よう と し て いる パタ ー ン デー タ の 両端 の マス ク 処 理 を 
行い ます . 処理 内 容 は 単純 で , 
(PBDATA) ーー (PBDATA) AND (PBLM) 
を (B, X) AND (PBRM) 
と いう 処理 を A レ ジス タ を 使っ て 行い ます . 
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3 一 6 一 5 GetCharacter Blockl$0O6 ($ECF5) 
Get Character Bock2$08  ($ECF 4) 


指定 梓 内 の 文字 コー ド (Get Character Block 2 の 場合 に は 。 アト リ ビ ュ ー ト 
コー ド と 文字 コー ド を 交互 に ) を 読み 取っ て , メイ ン 側 に 転送 し ます . 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ 


還 


※XX1 ミ XX2。Y1S ミ SY2 で ある 必要 は な い (すべ て キャ ラク タル タ 座 標 ) 








共有 FR AM 上 の 復帰 情報 (Get Character Block | ) 


D384 Cm | 転送 文字 列 
D383+ Byte | (1 ミ mS<1 24) 


D384 | Am,、 Cm | 転送 コー ド の 列 |Ai。 Ci As Cs 
D383 十 Byte ( 1 全 m る S 0 2 ) “ An。 C m 


主 な サブ ルー チン 

処理 系 内 部 
ゃ 上 DOFE に な DD 共有 RKRAM 出 力 バ ッ フ ァ に 1 バイト 出力 
SED23 CBINIT 初期 設定 ルー チン (Put Character Block も 共通 ) 
$ED54 CBLADR ホイ ンタ 更新 。 終了 判定 ( 同 上 ) 

処理 系 外 部 
$EOF5 ON 6) メイ ン 側 に 継続 デー タ 出 力 
$E20C XCR キャ ラク タク タ 座 標 の ナチ ェ ッ ク (3 一 4 一 7 節 参 照 ) 
$E27D ASSFELD 各 画 面 の 先頭 に フィ ー ル ド の は じ ま り を 設定 





267 


ゆ も は 由 ) 5 BADR バッ ファ アド レス 生成 
エフ ラー 


$sE0OD2 語 RRR 信 ミ コン ソー ル 座 標 (キャ ラク タ 座 標 ) エラ ー 


補助 ワー クエ リア 
$ ゃ D0A0O ら 5( IM DU コマ ンド の 判別 用 


$sD0A1 に M l 対角線 座標 Y 1 (座標 ポイ ンタ Y を 兼ね る ) 
0 人 衝 め 全 色 入 対角線 座標 双 1 (座標 ポイ ンタ X を 兼ね る ) 
$D0A3 CBY2 対角線 座標 Y 2 
$D0A4 BBX 2 対角線 座標 X 2 


CBY1L1。 (BBXTER。 Min (Y1、 Y2)。 Mn (X]1。 XX2) の 値 が , 
し BY 2。 し じ 婦 2 に は 、 Mas 【(Yl。 リ クリ) Mi (( )。 メルク 2) の 伯 が 
それ ぞ れ 格納 され ます . 

ゅ ゃ D0A5 CBXTOP 対角線 座標 X 1 の 保存 用 エリ ア 





Get Character Block (以後 CCGBLK と 略記 ) 処理 系 は , CGB 
LK1 お よび CGBLK2 の 2 つの コマ ンド 処理 を 行う 共用 ルー チン に な っ て お 
り ,。 どちら の コマ ンド で ある か は , 処理 の 最初 に に BCMD に 鹿 印 され ます (C 
BK 上 | あお 00。 し GUDLK2 94BP) CBINLT ル ー チ ン を 呼び 当 し 
て CBY1-CBXTOP ま で の 初期 設定 を 行い 。U レ ジス タ に 出力 バッ ファ ( 共 
有 IR AM 上 上) で (=$D38 4) を 入れ , Byte ($D383) を ク 
リア し た 後 メ イン ルー プ に 入り ます . 

メイ ン ル ー プ で は CBLADR を 呼び 出し て , 現在 の 座標 【( じ CBX1。 CBY 
は Acta 

を 読み 取り ます . この 際 CBCMD を チェ ッ ク し て , $4F (CGBLK2) 
SG 
DT で 出力 する の に 対し 。 $ 0 0 で あれ ば ,、 ア トリビュー トコ ヨー ド の 読 上 馬 し と 出 
カカ を スキ ッ プ し て 文字 コー ド の み 読 み 出 し て 出力 し ます . この 後 ル ー プ の 光 頭 に 
戻っ て 同じ 処理 を 繰り 返し ます . な お , CBLADR ル ー チ ン で は , 座標 の 更新 ・ 
終了 判定 な ども 同時 に 行う よう に な っ て お り , 終了 (CBY1>CBY2) の 場合 
氏 は CBTLEND に 入っ て 。 リ クー ジン ナ ドレ ス を か が かつ KK し 。 ASSE 上 り に に ジャン 
し ます 
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Put Character Block|l $O7? ($ED72/) 
Put Character Block2 $0O9 ($ED71) 


Get Character Block 処理 系 と は 逆 の 機能 を 持つ コマ ンド で あり , Get- 一 一 処理 
系 と 同様 。 2 つの コマ ンド の 共用 ルー チン に な っ て いま す . 


共有 FR JAM 上 の パラ メー タ 


X1 | 対角線 座標 X1 0 一 7 9 
する 7 ト 才 | 


D う O 9 (Am)Cm 加 送 ゴ 一 ド の 列 (Ai,) に 衝 。 ーー (Am。) Cm 
D388 十 byte 


※CPBLK1 の 場合 は , C』 だ け と な る 
主 な サブ ルー チン 


処理 系 内 部 

$ED23 CBINIT 初期 設定 

$ED54 CBLADR バッ ファ アド レス 生成 な ど 
$EDA5 CPBDT 共有 RAM 入 力 バ ッ フ ァ か ら の 1 バイ ト 読 込み 
処理 系 外部 

が 由 の CON」 1 メイ ン 側 か ら 継続 デー タダ 入力 
$E20C BADR ノバ パッ プア ァ アア ドレ ス 生 成 
2 の 9 BVAD VRAM アド レス 生成 

ぁゃ 27D ASSFELD フィ ォ ィ ー ル ド マ ー ク の 設定 な ど 
抽 り ま 全 0 衣 CAXCR キャ ラク クタ 座標 の チェ ッ ク 
ゅ ES L 四 OS キャ フク 夕 ] 文字 表示 

エラ ー 


$EOD2 ERR6 1 コン ソー ル 座 標 エ ラー 

































補助 ワー クエ リア 


Get Character Block 処理 系 の も の に 加え 。 さら に 以下 の も の を 使用 . 
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SD0OA6 CPBAT アト リピ ビュー トド 保存 用 
SsD0OAZ7 らら ド BCN TP 入力 バック アア の カウ ンタ 
$DOA8 CBSAVE 現在 の 座標 (X, Y ) の 保存 用 
ー$D0A9 


| ) Get Character Block と は 全く 逆 の 機能 を 持っ て いる 処理 系 で あり , 
ほり みつ の の ロマ ンド の 美 用 》 レ レー ナン ム な っ て いま す 。 Pt Chargeter Bleek 
0 PD し LR コ 1) で は AA で 代 よ う て で 一 情 し て アデ アトリビュート を 指定 じ て し ま 
う の に 対し て , Put Character Block2 (CPBLK2) で は 。 一 つ ひ と つの 女 
字 に つい て アデ アトリビュート を 指定 し て いく 点 が 主 な 達 い で す . 





BLDN 」 中 
IN 1 」 DD うに ツ ーーWB1D5 93 


Get Character Block お よび Put Character Block 処理 用 の 初期 
設定 を 行い ます . 
A, B 
入力 情報 | 共有 RAM 上 の パラ メー タ X1-Y2 ($D383-$D387) 
Y1, Y2)}) … 対 角 線 座 標 右上 
X1, X2) … 対 角 線 座標 右上 
CBY2 $DOA3 Max (Y1, Y2) … 対 角 線 座標 左下 
CBX2 $DOA4 Max {X1, X2) … 対 象 線 座 標 右 下 
CBXTOP $DOA5 CBX1 の 値 が コピ ー さ れる 
CAXCR  $E3D5 キャ ラク タ 座 標 の チェ ッ ク 
(誤り で な いと きじ フラ グセ モ セット) 
ERKR0 1 $ ゃ E0D2 コン ソー ル 座 様 エ ラー 


出力 情報 | CBY1 $DOA1 Mn 
に 且 区 1 和 00A2 Min 


この ルー チン で 設定 され る 値 は 上 記 の と お り で す . 共有 RAM か ら 
読み 取っ た 座標 が 調 リ で あれ ば ERR6 1 に 分 岐 し ます . 


CBLADR 


CBLADK bB0OU054 一 $E0U7/U 
能 | 座標 (GBX 1 GBY1) の セー ブ , バッ ファ アド レス の ロー ド , 
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GBX1, GBY1 の 更新 , 終了 判定 な ど を 実行 し ます . 
| | あ 。 当 、 移 
CBY1 SD0OA1 
CB] SDOA2 
ME "更新 され た 座標 
1 $DOA2 
CBSAVE $DOA8-ー$DOA9 現在 の 座標 の セー プ 値 
※ レグ スッ 0 コトー ドラ ペッ プア ザ プ ドレ ス 
Y レ ジス クタ 7 が 4 トリ 紀 王 ト クッ アザ ナド レス 
CBXTOP $DOA5 X1 の 保存 値 
BADR $SE20C バッ ファ アド レス ロー ド 

レジ スタ : 文字 コー ド バ ッ フワ ァ ア ドレ ス 

Y レ ジス タ : アト リピ ビュ ー ト バッ ファ アド レス 
CBLEND $SED6C コマ ンド 終了 (リタ ー ン アド レス を 1 
つぶ し て AS SFLD に 分 岐 ) 
各 画 面 の 先頭 に フィ ー ル ド の は じ ま り 


を 設定 






| 現在 の 護 林 














SSPPLD フィ 0 








解 説 | この ルー チン で は , まず 現在 の 座標 を CBSAVE に セー プ ブ し た 後 , 
CBY1 ( 現 古 の Y 座 標 / と OBY2 と を 比較 し ます 。 も し も CBY ユ ララ CBY 
2 な ら ば ,CBLEND に 分 岐 し て コマ ンド 処理 を 終了 させ ます . も し CBY1 ミ 
CBY2 み かみ ら ば ,、 BBADR を で コ ヨー ル し て 人 も よび Y レ ジス ク に パッ プア アド レス 
を 求め た の ち , 座標 の 値 を 更新 し ます . つま り CBX1 く CBX2 だ っ た 場合 に 
は 。 CBX1 を イン クリ メン ト し 。 CBX1 ニ CBX2 だ っ た 場合 に は 。 次 の 行 
2 人 か まう つう CBX トーC BTOP 才 し 。、 OBYUL を ルン クリ メン ト し も し ます. 





CGBD「 


CGBDT の DD 居 上 憲 DU22 





_ 能 | Get Character Block 処理 系 の サブ ルー チン で , 共 有 R AM へ A レ 
ジス タ の 値 を 格納 (出力 ) し ます . 共 有 R AM が 満杯 の 場合 に は ,CONT コ マン ド 
の 受付 け (CONTO) を 行い メイン 側 に 共有 RAM 上 の デー タ を 読み 取ら せ 
だ 後 で デー タ の 格納 を 行い ます . 

レジ スタ | A, U 
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A レ ジス タ 共有 RAM へ の 出力 デー タ 
共有 FR AM 上 の パラ メー タ Byte (SD3 8 3) 
U レ ジス タ 共有 RAM 用 出力 バッ ファ ポイ ンタ 
| サブ ルー チン | CONTO SEOF5 メイ ン 側 へ の 継続 デー タ 出 力 


まず ポイ ンタ U を チェ ッ ク し て , 共有 FR AM が 満杯 に な っ て いな い 
場合 に は , A レ ジス タ の 値 を (U) 番地 に 格納 し て ボイン タ U を イン クリ メン ト 
する と 同時 に , 共有 TRNAM 上 の バイ トカ ウン タ Byte の イン クリ メン ト も 行い ます . 
共有 TR AM が 満杯 どっ た 場合 に は , CONTO を コー ル し , U け レジ スタ に 共有 
R AM 先頭 デー タ の アド レス ($D3 8 4) の 値 を 入れ , カウ ンタ Byte を クリ ア 
し て か ら A レ ジス タ の 格納 を 行い ます . 


し だ BDPDT1 
ED] DDO7 BB 。 で ゆ 取 DBB 


Put Character Block 処理 の サブ ルー チン で , 共有 RAM か ら A レ 
ジス タ へ の 値 の 読出 し (入力 ) を 行い ます . 
- レ ジス タ | AU 
..CONT  。 $DOO 1 CONT フ ラク グ 保存 用 エリ ア 
U レ ジス タ 共有 RAM 入 力 バ ッ フ ァ ポ イン タ 

CPBCNT 共有 RAM 上 に 残存 する デー タ の バイ ト 数 
CONT1I  $E12 1 メイ ン 側 か ら の 継続 デー タ 入 力 


解説 | この ルー チン で は CPBCNT を デ ク リ メン ト し て , 共有 RAM 上 
に まだ デー タ が 残存 する 場合 ( デ ク リ メン ト 後 の CPBCNT 全 0 の と き ) に は , 
ミッ ファ ポイ ンタ U が 示す 番地 か ら A レ ジス タ へ の 値 の 読込 み を 行い ます . も し 
も CPBCNT<0 の 場合 に は , CONT I を 呼び 出し て CONT コ マン ド 待 ち 
FM。 レジ スク に デー クッ シア 先 中 ドレ ス ( ゅ 5D9984) る 。 まだ た で 。『 
BCNT に は , 共有 RAM パ ラメ ー タ Byte($SD3 8 3 ) の 値 を それ ぞ れ 設定 し 
た 後 。 デー タ の 読込 み を 実行 し ます . た だ し CONT 1I を 呼び 出す 前 に CONT . 
アラ タク 保 在 用 エリ り リア CONT (も DO0 0U1) の ビッ トイ を や で ナ ェ ッ ク グ し CC。 グイ 
ン 側 か ら の 継続 デー タ が ある か どう か を あら か じ め 確 認 し , 継続 デー タ が な い 場 
合 (ビッ ト 7= ニ 0) に は CBLEND に 分 岐 し て , 即座 に コマ ンド 処理 を 終了 さ 
せま す . 
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3 一 6 一 6 Change Color $ 1 A ($F2Z1B) 


対角線 座標 で 示さ れる 枠 内 の 色 を 変更 ( 枠 内 に ある 旧 カ ラー コー ド の ドッ ト を 
すべ て 指定 し た 新 カ ラー コー ド の ドッ ト に 変更 ) し ます . 変更 する 色 の 数 は 最大 
8 色 ま で 指定 で きま す . 


共有 RAM 上 の パラ メー タ 
内 人 
| 対角線 座標 X 1 0 一 639 


D383 X 1 
D384 | (グラ フィ ッ ク 座 標 


対角線 座標 Y 1 0 一 199 


D385 
D387 対角線 座標 X 2 0 一 639 
半 け ー 


(グフ フィ ッ ク 座 様 ) 「 
-D389 対角線 座標 Y2 


0 一 199 
D38A (グラ フィ ッ ク 座 橿 ) 


D38B | NN | 徐 昌 する カラ ー の 数 
bsD | Cr 2 ラー ューFi 


D38A+2n ャ や 。 NSRrroe 
友 導 A 放 新 カ ラー コー ド n 


主 な サブ ルー チン 

$E402 BOXINV 対角線 座標 の 読取 り ・ 評 価 ・ 並 べ 換え 
し GADDR グラ フィ ッ ク ア ドレ ス の 生成 

ゅ ゃ 39A GPGETR 指定 位置 の ドッ ト の カラ ー コ ー ド 読取 り 
$E469 GPDSPI グラ フィ ッ ク ド ッ ト 表 示 用 初期 化 ル ー チ ン 
$ ぉ EK497 SPPDSPMKRK グラフィ イッ ク ド ッ トト 表示 ルー ナン 

ゅ ゃ F280 CHANG 欠 ERR6 7 (指定 色 数 エラ ー) 発生 
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補助 ワー クエ リア 
$D0A0O CHGCL カ み カラー 対応 テー ブル ( 旧 カ ラー コー ド と 新 カ ラー 


ー$SDOA7 コー ド の 対応 づけ を 記憶 する テー ブル : 下図 参照 ) 

$D0OA8 CHG TI 変更 する カラ ー 数 を か ぞ え る ルー プ カ ウ ンタ 
(カラ ー 対 応 テ ー ブ ル 作成 用 ) 

ゅ ゃ D0A9 CHGJ 梓 の Y 方 向 の ルー プ カ ウ ンタ 


(Y 方 向 の 進行 状況 を カウ ント する ) 
SD)OAA (hG K 枠 の Y 方 向 の 大 き さ る (Y2 一 Y1) を 記憶 し て お 
く エ リア 





この 処理 系 (CHANGE) の 鍵 は , カラ ー 対 応 テ ー ブ ル の 人 存在 で 
す . まず BOX INV ル ー チ ン に よっ て 対角線 座標 の 読取 り を 行っ た 後 。 次 の よ 
うな カカ ラー 対応 テー ブル を CHGCL ($D0OAO) 以下 に 作成 し ます 。 













ァ ェ レス 條 する 新 カ ラー ュー ド が 入る 
DOAO | 0( 黒 色 ) 相 当 =。 |CLi、 
D0A1 1 (青色 ) 相 当 CL j | 共有 RAM 上 の パラ メー タ に よ 
DOA2 | 2( 赤 色 ) 相 当 CLk | っ て 指定 され た も の に つい て は , 
DOA3 | 3 (紫色) 相当 : | その 指定 色 コ ー ド が , 指定 され 
DOA4 | 4( 緑 色 ) 相 当 : | な か っ た も の に つい て は , 旧 カ 
DOA5 | 5( 水 色 ) 相 当 | : | ラー コー ド に 等 し い 値 が それ ぞ 
DOA6 | 6( 黄 色 ) 相 当 : | れ 格納 され る . 

DO0AZ 7 (日 色 ) 相 当 







この 後 。 指定 本 内 の 一 つ ひ と つの ドッ ト ご と に GPGCETR ル ー チ ン を 用 いて 
答 ド ッ ト の カラ ー コ ー ド (その 時 点 で 画面 に 表示 され て いる 色 の コー ド ) を 読み 
取り 。 上 記 の テー ブル を 参照 し て 旧 カ ラー コー ド に 対応 する 新 カ ラー コー ド を グ 
ラフ ブフ ィ ッ グ 義 示 色 レ ジス アタ 、、GC 上 に 格 尊 し ます ,。 そ し て PDSPI お よび が 6G 
PDSPR ル ー チ ン を 続け て 呼び 出し て , 一 つの ドッ ト に 関す る 表示 人 色 変 更 を 終 
えま す . この 一 連 の 処理 を ポイ ンタ 類 を 更新 し な が ら 繰 り 返 し , 梓 内 の すべ て の 
表示 色 変 更 を 遂行 し ます . 

それ で は Change Color 処 理系 の フロ ー チ ャ ー ト を 図 3 ・6 ・10 に 掲げ ます . 
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図 3・6・IO Change Color 処理 系 の フロ ー チ ャ ー ト 


し HANGE 
計 角 線上 座標 (指定 憧 ) 
| BOXINV | の 読取 り ・ 評 価 
LBreg*-(Y2ーY1)] 


op Ao Fa 1 の ) 移 の ) えさ を 
(CHGK) 一 Breg ii 桁 の 大 
カラ ー 対 応 テ ー ブ ル 先頭 
アドレス ぐ で ATeg 


Xrer< 一 CHGCL 





nu い テー ブル に 
デフ ォ ル ト 値 
( 新 カ ラー コー ド 


還 和 平和 負 。 
=ー 旧 カラ ー コ ー ド ) 
を 格納 


Areg 三 0 


上 


Areg ぐ 0 


Breg* 一 ( N ) 


-( 共 民 57) 


no 0 | 





指定 色 数 エラ ー 
Yreg 一 #SD38C| カラ ー コ ー ド バ パラメータ 
(CHGI) 一 Breg| 群 の 先頭 一 Yreg 


Dreg (Y) 
Yreg*Yreg 十 2 
ANDA 1 





カラ ー 対 応 テ ー ブ プル 
を EE 成 し て いく 
ルー ププ 





{ 






キ t せ 


ANDB 


X 
・ CHGI 交 0 


CHG! エ =0 


Se が デジ デ ジン ジョ ヨアン ド 1 
ロリ) て) | (コー ド =0) を 指定 


Xregr(.BOXX1)| 今度 胡 直 する 座標 (XX、Y) 





Yreg<(.BOXY1)| の 読取 り 


(CHGHI-(CHGK 寺 1 


ルー プ カ ウ ンタ に Y 方 の 
枠 の 大 き さ を セッ ト 


" グラ フィ ッ ク ア ドレ ス 和 生成 
/ GADDR / (お よび B レ ジス タ ) 
、 カラ ー 対 応 テ ー ブ ル 先頭 
| Xregー は CHGCL 
Xreg こ と し HGCO の セー プ 2EHBE 


則 才 ドレ ジック スグ て で 


| cpcETR | 指 放 きれ た ドッ ト の 
| カ ラー コー ド 放 取 リリ 


LDA 


A , 


( 旧 カ ラー コー ド ) 


M ーー( 新 カラ ー コ ー ド ) 


(GCL) 一 Areg| 新 カ ラー コー ド を 格納 





DS: 上 


0 ッ グ ク グ ド ・ せっ) 
CPDSPI の f 2 ドッ ト 表 示 用 
プ ブック の 設 補 


ELESN 8 





FE 江 。 引 。 避 


M "グラ フィ ッ ク ド ッ ト 表 示 
GPDSPR (0 0 
lerpsrs| ( 新 カ ラー で 表示 実行 ) 


だ 科 届 9 江 :iB 


ソフ アア ィ イツ ッ ダ アナ ドレ を 


Ureg 一 Ureg 十 80| Y 方 向 の 1 ドット 分 だ け 


進め る 


HG」 有 巡 0 


し HG」=0 





110 


(BOXX1) 一 


(.BOX X1) 土 1 





VeS 
(終了 判定 


X 座標 の 更新 


27 う 


は じじ 上 TE 





GPGETR SE39A - $SE3B6 
U お よび B レ ジス タ に よっ て 指定 され た ドッ ト の 表示 色 を 読み 取り 





て の カラ ー コ ー ド を AA レジ スタ に 格納 し て 返し ます . 
| レジ スタ | A, B, U (B, U は 保存 ) 
| 入力 情報 | U り レジ スタ グラ フィ ッ ク ア ドレ ス (ドッ ト の 位置 を 指定 する た め 
の V R AM 相対 アド レス ) 
BB レジ スタ ビッ トマ スク (ドッ ト の 位置 を 指定 する た め の ビ ッ ト 
ッ パ タダ ターン) 


読み 取っ た カラ ー コ ー ド の 値 





解説 | VRAM アク セス フラ グ を 立て た 後 , BITB 命 令 を 3 回 繰り 返す 
こと に よっ て 画面 ドッ ト の 表示 色 を 識別 し ます . 具体 的 に は 次 の リス ト の よう に 
処理 し て お り ま す . 


な GPGETR IA VACC も ナン も セス アラ グ 0N 
CE RA カラー コ ヨー ド デ テ 26000 
BITB $0000, U 青色 画面 の ドッ ト を テス ト 
BEQ は PGET2 OFEFE な ら ス キッ プ 
INCA 青色 ビッ ト 点 和 灯 

GPGET2 BITB $4000, U 赤色 画面 の ドッ ト を テス ト 
BEQ だ (05E 【 8 
ADDA #%010 赤色 ビッ ト 点 灯 

と 重い を 和 り 科 0 BITB $8000,U 緑色 画面 の ドッ ト を テス ト 
BEQ GPGET 4 


ADDA #6100 舟 色 ビ ッ ト 点 条 
な PGE」4 っ 」A VA し し の ジグ メジ ンジ RB 
Ni 
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3 一 6 一 7 ブロ ッ ク デ ー タ 処理 汎用 サブ ルー チン 
BOXINV 


BOXINV ゃ 402 一 $E419 


共有 ER AM 上 の パラ メー タ X1-Y2 ($D383-$D38A 番 
虹 の グラ フラ フィ イッ ク ナド レス 埋 ) を 読み 取っ て , ソ ワーク グ クエ リア BOX 和え 1L、 一 
BOXY2 ($D069-$D070) に 設定 する と と も に , 欄 の 大 き さ を レ 
ジス ク し 入れ て 選 し ます . 


| レジ スタ | A, B, XY, U 

共有 R AM 上 の パラ メー タ X1-Y 2 

'BOXX1 SDO069-$DO6A Min {X1, X2} の 値 
.BOXY1 $SDO6B-$D0O6C Min (Y1, Y2) の 値 
.JBOXX2 $DO6D-$DO6E Max(X1, X2} の 値 
.BOXY2 $DO6F-$D0O70 Max(Y1, Y2)} の 値 
メレ ジス タ 枠 の 双方 向 の 大 き さ (.BOXX2 一 .BOXXX1) 
D レ ジス タ 枠 の Y 方 向 の 大 さき (.BOXY2 一 .BOXY1) 

| サブ ルー チン | MOVE $E44A ブロ ッ ク 転 送 ル ー チ ン 


BOX ゅ ゃ E41A 対角線 座標 の チェ ッ ク ・ 並 べ 換 え 


解説 | 対角線 座標 (XX1, Y1) 一 (XX2,。 Y2) に よっ て グラ フィ ッ ク 画 
面 の 枠 を 指定 する コマ ンド (た だ し L I NE コマ ンド は 除く ) で は , 共有 RAM 
上 の $D383-$D38A 番 地 の 8 バ イト に 座標 指定 用 の パラ メー タ を 置く よ 

に の つて お ありま ます と の ルー チン で 人 は 。 ます これ らら の 2 ラメ ー タ を MOVE サ 
プル ー ナ ン に よっ て , ツ ウー クエ リア の 。B0XX メ 1 一 、BOXY2 に 岐 送 し ます . 
だ た だ この まま の 形 だ と , メイ ン 側 か ら の 指定 に よっ て 大 小関 係 の 順 座 が バラ バラ 
で ある 可能 性 が あり (X1SX2 か つ YLSY2、 基 1 ラ と X2 か っ つっ Y1 ミ Y2。 
nyc な どの 4 種類 が 考え られ る ), 後 の 処理 が や り づ らい の で , 並べ 換え を 行う 
こと に より 順序 を そろ そま す . 並べ 換え を 実行 する の は BOX サブ ルー チン で す . 
衣 多 に 。 区 レジ スタ に BOX え XX え 2ー 、BOX え の 値 を 。 ま だ た D レ ジス タ に 
委 O XY クー . BOXY の 奏 を る 。 ぞ で れれ で れ 代 和信 し て 。 上 上 化 ル ー チ ン に リク ー 
クジ し ます 


27 7 


BOX ゅ ゃ EE41A 一 $E441 
BOXR ゅ $ ゃ E41D 


対角線 座標 の チェ ッ ク お よび 並べ 換え を 行い ます . 
人 の の 0 
BOXX1 一 .BOXY2 [BOX エン トリ の 場合 ] 
U レ ジス タ お よび (U)ー(U 十 7) 番地 [BOXR エ ント リ ] 
上 記 の 入力 情報 の 座標 デー タ を , 順 應 を そろ えて 並べ 換え た も の 
GAXCHK $E442 グラ フィ ッ ク 座 標 の チェ ッ ク 

(誤り の 場合 に は ERR6 3 発生 ) 











BOX INV の と ころ で 説明 し た と お り , X1Y 2 の 座標 デー タ 
が 不 抽 い の 場 合 に は 並べ 換え を 行っ て 順序 を 捕え ます . 並べ 換え の 結果 , 座標 デ 
ペグ (9 の よう に な り ま す , 
BOA ニニ Mn、 BOX BOKX ク 9 
AVY LMOnW BOX 1 BOKY 2 
BOXX2ー ニ Mk BOXXHI。、 BOXX2! 
BOO メイク ー ニ MX 1 BOOKY1T。 、BOXY21 
※ Min {(X, Y) は , XX。 YY の うち 大 きく な い 方 を 値 と する 関数 
Max (X,。 Y}) は , X。 YY の うち 小さ く な い 方 を 値 と する 関数 
た だ し , BOXR エ ント リ の 場合 に は X1-Y 2 の 座標 ゲー タ が , U レ ジス タ 
で 指示 され る 番地 以降 に 格納 され て いる も の と し て 処理 を 進め ます . 
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GAXACHK 
は AA 六 し 日 代 $ ゃ 442 一 $E449 


GAXCR ル ー チ ン を 呼び 出し て , グラ フィ ッ ク 座 標 (X, Y) に 
誤り が あっ た 場合 に は , ERER63 ($E0D8, グラ フィ ッ ク 秦 標 エ ラー) を 
発生 し ます . 

X,Y 

X レ ジス タ グラ フィ ッ ク 双 座標 


火 レ ジス ググ 。 グフ アプ ォ ィ ッ ツク Y 座 人 


GA 人 入 し 
は AA 久 し p 紀 S き 899 ご EE391 
な AACR ゃ EE3856 


グラ フィ ッ ク 座 標 (X, Y) の チェ ッ ク を 行っ て , その 結果 を キャ 
リョ ニン ラグ (( ノア ラク) 人 人 0 し L 7. 
X, Y 
.GX お よび .GY に それ ぞ れ 座標 X, Y [CAXC エ ント リ ] 
X,。 Y の 各 レ ジス タ に それ ぞ れ 座標 X.  Y [CAXCR エ ント リ ] 
出力 情報 | C フ ラグ  X< く 6 4 0 か つ Y<2 0 0 の 場合 に は モッ ト 
X=64 0 また は Y=2 0 0 の 場合 に は クリ ア 


MOVE 
IMOVE ゅ ゃ EE44A 一 $E451 


機能 | ブロ ッ ク 転 送 を 行い ます ( ,XX 二 一  .,Y 二 の 方 向 の 転送 ). 
B,X,Y 
座 レ ジス ク 転送 元 (Source  ) 先頭 アド レス 
Y レ ジス タ 転送 先 (Destination) 先頭 アド レス 
B レ ジス クタ 転送 バイ ト 数 (0 を 代入 し て 呼び 出す と , 2 5 6 バイ 
ト 分 の 転送 が 行わ れる の で 注意 を 要する ) 
※ X ぐ Y ぐ < 文士 B の 場合 に は , デー タ の 消失 が 起こ る の で 有 要 注 意 . 
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3 一 7 キー ボー ド ・ タ イマ と その 割込み 処理 
3 一 7ー| INKEY $29 ($FD5C) 


キーボード ルキ ネー 人 罰 2 パ ッッ アア) より 。 キー ユー ド を 謗 みみ 取 りき ます 、 
共有 FR AM 上 の パラ メー タ 


紀 寺 0 。 ツイ トド プ ラク 
の らき ウツ ュ ョ イド 

Bit 1 :RESET ニ 1 の 
らき 2 フッ プア ダグ リア 





主 な サフ ルー チン 

ゃ FD70 KEYIN キー 入力 バッ ファ か ら キ ー コ ー ド を 読み 取る 
ゃ 5 ド D9E KBFERKRA Zs フッ プチ な の リア す の る 

SFDAC KEYIRQ キー 割込み を 処理 する 

ゃ SFDE6 KSTBUF キー 入力 バッ ファ へ キー コー ド を 格納 する 


動作 内 容 は 次 の よう に な り ま す . フロ ー チ ャ ー ト を 図 3・7・1 に 

あめ あけ げ まし だ 。 

1) CC 上 の ビ ピット] もしくは ビッ トド ト 2 の どちら か が 1 の と きま は KBFERA を 
恒 用 じ し で 、 キ ー 人 カバ パッ ファ ア を グリ アナ し ます . 

2) し の ビッ ト 0 の 内 容 を る し フラ グ に 代入 し て , KEY IN を 呼び 呈し ます (K 
EYIN で は C フ ラグ を 参照 し て , キー 入力 待ち の 判断 を し ます ). 

3 ) KEY IN か ら 復 帰 情報 と し て , A レ ジス タ に 入力 キー コー ド , B レ ジス タ 
に 入力 の 有無 が 戻っ て きま す の で , それ を $D383ー$D384 の 氏 と EE 
NR 民代 和信 し て 衝 了 し まず す 。 
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図 3・7・| INKEY の 処理 














sD383 の 


、 と ビッ ト lio2=1 リ ンプ 0 







No | ae 
| N K ド 2 ーー 本 画 ーーーーー 
ビビ KU プア ゲ 

C フ ラグ モッ ト き され て いる と キー の 入力 待ち を 行う 
KEYIN 
ーー | A レ ジス タ キー コー ド 
“ ed B レ ジス タ キー 入力 有り =1 
D っ $D383-SD384 | Eo 





K E Y の 定義 
PF キー は 含み ます . SHTIF 征 CAPS。 カナ , CTRL の キー は 除き ま 
す まだ た, Break キー も 除き ます . 


INKEY 和 理 系 で 使用 する 1 ププ 0 ボー ト と ワー クエ リア 
0 衝 代 し けり 1) 1 MSB (ビッ ト 7) 三 1 PF キー 
ー0 普通 の キー 
ゃ D401 代 し COD2 PF キー の と き は , その PF キー の 番号 
普通 の キー の と き は キー コー ド 
cs)0U2 KU し K キー 入力 禁止 フラ グ = 0 キー 入力 受け 付け る 
チ 0 キー 入力 を 受け 付け な い 
ゃ D003 KBEFEEFLG キー バッ ファ フラ グ ニ 0 ノ ン バ ッ ファ モー ド 
チチ 0 ノバ パッ ファ アモ ー ド 
$ ゃ D004 KCOUNT キー 入力 数 読み 取れ て いな い 入 力 キ ー コ ー ド の 数 
(ノン パッ プア テ モー ド の と き ほ 。 0 か が 1) 
$D005 KHEAD キー 入力 バッ ファ 読取 り ポ イン タ 次 に キー コー ド 
を 読み 込む べき アド レス (キー 入力 バッ ファ 内 ) 
$D007 KTAIL キー 入力 バッ ファ 書込み 用 ポイ ンタ 次 に キー コー 
ド を 書き 込む べき アド レス (キー 入力 バッ ファ 内 ) 


キー が 入力 され る と , キー ボー ドイ ンタ フェ ー ス LS I が FIRQ 割 込み を 発生 
させ る だ た め , F IRQ の 処理 と し て キー 入力 処理 ルー チン が キー バッ ファ に キー 
コー ド を 鞭 え て いく 構造 に な っ て いま す . 
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KEY1IN 


KEYGET SsFD6E-ー$FD934 
近 全て 1N ゅ FD7 0 
SE 交 上 INU ゃ FD/76 


キー 入力 バッ ファ か ら , 入力 され た キー コー ド を 読み 取り ます . 

A, B, X 

C フ ラグ セッ ト さ れ て いる 場合 , キー 入力 が な いと き は , キ 
ー が 入力 され る まで 待つ (KEYIN, KEYIN 
0 ) 

AA レ ジス クタ 入力 され た だ キー コー ド 

B レジスタ キー 入力 が ある 場合 は $ 0 1 が 代入 され ます 
ォ ー 入 力 が な い 場 合 は , $ 0 0 が 代入 され ます 

. ABRT plO00U0 、 デポ ボート アア ラン 

KS も CU K bJJ0U0U02 キー 人 罰 祭 紫 ア ラノ 

KCOUNT $DO0O 4 キー 入力 数 

KHEAU ゅ ゃ D005 一 $D0O006 キ ーー 入力 パ ッ フ ァ 読 取り 用 
ボイン タ 

INCKB 失 $FD95 キー 入力 用 の ボ ポイ ンタ 更新 














エン トリ の 違い に よっ て , 次 の よう な 相違 が あり ます . 

1) KEYGET 必ず キー 入力 待ち を 行い ます . キー 入力 の と き に , キー を 必 
ず UNLOC 兵 状態 (キー 入力 を 受け 付け る ) に し ます . 

2) KEYIN C フ ラグ が セッ ト さ れ て いれ ば キー 入力 待ち を 行い ます . キ 
ー 入 力 時 に は , 必ず UNLOC 父 状態 に し ます . 

3) KEYINO C じ フラ グ が セッ ト さ れ て いれ ば キー 入力 待ち を 行い ます . 


動作 の 概要 は , 次 の 様 に な り ま す . 図 3、・7 ・3 に は フロ ー チ ャ ー ト を 示し ます . 

1) この ルー チン は , キー 入力 バッ ファ 中 か ら , KKHEAD で 示さ れる 場所 の キ 
ー コ ロード を 4 レジ スタ に 読み 取り ます 。 た だ し , 入力 待ち し な いと き で 入力 
が 26MO と き は 。 ロレ ジス タダ と 上 ビレ ジス ク は ば は ノリ ナチ され ます (KEYEINO で 
は . 入 レジ スグ は 輝 の 條 の まま で すり)、 

2) KHEAD が , パッ ファ の 終り ($D37F) まで 来 た だ 場合 は 。 バッ ファ の 
先頭 ($D360) に 再 設定 され ます (INCKB 又 に て ),。 これ は ,。 キー 入 
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カカ バッファ が 循環 し て 使用 され る た めで す . 


図 3・7・2 パッ ファ モー ド に お ける キー 入力 


KHEAD KTAIL 
キー 入力 バッ ファ ンク 多少 多角 多 独 | | 
D360 D は 7 ド 


KCOUNT=28 
い 細 り 抹 本 い | 


ae ia Ah 
ロー 区 多 少 少 「 「」 
D360 D37F 


Eee.| は レン スク KCOUNT=2 7 
0 」| B レ ジス タ 


※ 人 色 の つい て いる 部 分 が 、 ま だ 読み 込ま れ て 
ゅ かい キ ー コ ヨー ドド で す 。 凡 際 に は A レ ジス 
タ お 上 よび キー 人 有力 バッ ファ に は 。 その 文子 
の アス キー コー ド が 格納 きれ て いま す . 


図 3・7・3 KEYIN の 処理 


本 E よ (テル ビ 、 上 





0 Yes KEYIN1IKCOUNT KCOUNI 
LUIN すま 一 ) の ) 更新 








キー ロッ ク A=[KHEADj 
KHE AD の 人 


KLOCK~ー0 
kroCK-o の 解除 
ま 売 > ま 衝 に 
AD CE: 
KEYINDO | INCKBX | 5 
ド フ ラグ MASK レジ スタ を 更新 


する 


KEYIN2T KHEAD の 更 
KEY EXS や へ 、Yes KHEAD~ーX 


(KCOUNT#0⑳9) 
民 = 和 i 


属 BK 上ル 9 









0 六 08 い ( 間 VO 動 | 





K 」 ら 


ト フ フグ RESET 


ZS6 ふ 


キー 入力 処理 は F IRQ 割込み で 行わ れ て いる た め , キー バッ ファ か ら キ ー 
コー ド を 読み 込む 部 分 や 条件 判断 を 行う 部 分 は F フ ラグ を マス ク し て FIRKRQ 

放 上 し た 状態 で 行わ れん ます (マス ク し な いと , 読込 み の 時 点 で F IRQ 割込み 
が 起こ っ て し まい , そちら の 処理 が 移る と , ワー クエ リア の 値 が 延 っ て し まい ま 
の 

バッ ファ モー ド で な いと き は , KEY IRQ で いつ も バッ ファ を 初期 化 (KB 
FERA を 用 いま す ) する た め に , バッ ファ の 先頭 の 1 バイ ト ($D360) の 
み が 使 用 され る こと に な り ま す ( 他 の 3 1 バイ ト は 使用 され ませ ん ). た だ し , P 
F キ ー に つい て は , 一 度 PF キ ー を 押し た まま で 他 の キー を 押さ な いと き は , 順 
巡 バ ッ フ ァ か ら 読 み 込 せこ と が で きま す . その 理由 は , PF キー の 場合 は , バッ 
ファ モー ド で な く て も 。 PF キー の 内 容 が PF キー 定義 テー ブル か ら バ パッ プア へ 
一 括 し て 転送 され る た め に , バッ ファ 内 に 消え な いで 残る (ポイ ンタ, カウ ンタ 
が 初期 化 さ れ な い ) か ら で す 、. 


図 3・7・4 ノン バッ ファ モー ド 


キー 人 人力 バッ ジア ァ 





キー 人 カバ ハツ ゾ ア 





80 D360 ] KCOUNT=5 
0 も ド WS だ は お ボ DS 6 U の あみ PF キー の と き は 。-- 括 し て 転送 きれ る た だ ため, 
が 用 いら れ ま す . 読込 み を し な いて 入力 が 行わ 他 の キー を 押さ な い 限 り ホイ ンタ ・ カ ワン タダ 
れる と 前 の デー タ が 消え ます . が 初期 化 き されない で 残り ます . 
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INCKBX 
sED9S 一 5FD9D 


機能 | ポイ ンタ の 値 を 補正 し ます . ボイン タ の 値 が 終了 番地 を 越え て いた 

ら 。 バッ ファ の 先頭 アド レス に 再 設定 し ます (キー 入力 バッ ファ が 循環 し て いる . 

つまり 。 ルン シン ノバ パッ アア に な っ て いる だ の で す ) 

X 

X レ ジス タ ポイ ンタ (KHEAD) の 値 

X レ ジス タ 入力 情報 で 与 を られ た ポイ ンタ の 値 が $D380 に 
等 し い 場 合 は 。 $D 3 6 0 を 返し ます . それ 以外 の 
と き は 。, 入力 情報 の X レジ スタ の 値 の まま で す . 


A。 引 - 巨 民 A 
お りり EEーw ド RFDAB 


| 機 能 | キー 入力 バッ ファ を クリ ア し ます (実際 に クリ ア す る わけ で は な く , 
ポイ ンタ ,。 カウ ンタ な どの ワー クエ リア の 内 容 を 初期 設定 し ます )、. 
X 
KCOUNT $DOO4 キー 入力 数 
KHEAD $D005-ー$DOO6 キー 入力 バッ ファ 読取 り 
用 ポイ ンタ 
NE AL SD007 王 DO00O08 キー 人 用 パッ ファ バ パップ 
ァ 書込み 用 ポイ ンタ 
ワー クエ リア を 次 の よう に 初期 化し ます . 
KCOUNT < $00 
KHEAD  ~ $D3 6 0 (キー 入力 バッ ファ の 先頭 アド レス ) 
KTA」IL =- や D36 0 (キー 入力 バッ ファ の 先頭 アド レス ) 
の よう に すず よる と ,、 カウ シク が 0 に な っ て ある の で 。 きま き 久 性 6 キ ー 入 訪 き れ て い 
な い の と 同じ に な り ま す . 以後 に 入力 され だ キー コー ド は $D3 6 0 以降 に 蓄え 
ちあ こと だ な か なり まず すず 、 を お 、 ワ ピー クエ U を 議 害し て ゆい る 同位 ララ ク グ そ を マ 
スク し て , F IRQ 割込み 革 止 し て いま す . 
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KEYIRO 
SFDAC-$SFDE5 


機能 | FIRQ の 割込み 処理 で ある この ルー チン は , 割込み 発生 きせ た キ 

ー イ ング ジェ エー スズ ス L 9S 1 か ら 。 『 エ 0 ボー ト そ る 通じ て キー コー ド そ を 受け 取り 。 場 

合 に 応じ て キー バッ ファ に 蓄え た り , 割込み の 制御 を 行っ た り し ます . 

訪 。 B。 人 。U (CC。 AA。 BB、 区 U は 人 休 仁 ) 

作 BEHE 人 (WODO0OSM キー パッ メア アン ソラ フラグ 

.PFIRQ $DO0O9 PE キー 割込み 番号 

錠 6⑳⑩1 $D400 

IO 2 $D401 

KBFERA $FD9E キー 入力 バッ ファ の 初期 化 

KSTBUF $FEDE6 キー コー ド を キー 入力 バッ ファ へ 格納 

FUNADR $FEE3D ファ ンク ショ ン キ ー 定 義 テ ー ブ ル の 計 
見 














| 解 " 説 | PF キー と 普通 の キー で は , 次 の よう に 動作 が 異 っ て きま す . 
1 ) 普通 の キー の 場合 は 。 キー コー ド を 入力 バッ ファ に 蓄え て いき ます (バッ フ 
ァ モ ー ド で な いと き は , 最後 に 押し た キー の コー ド の み が 格 納 さ れる こと に 
な り ま うす) 
2 ) PF キー の 場合 は , 
ij) 押さ れ だ た PF キー が 割込み の 制御 用 に 用 いら れ て いる 場合 は , ワー クエ リ 
ア .PFIRQ に 割込み の 起こ っ た PF キー の 番号 を 格納 し ます (この ワ 
ー ク エリ ア は , NMI で ある TIMER 割 込み の 処理 ルー チン に よっ て 参 
照 され , 指定 が あれ ば メイ ン 側 に 送ら れ ま す ). 
ii) 割込み の 制御 用 で な い 場 合 は , PF キー 定義 テー ブル の 内 容 を キー 入力 バ 
ッ フ ァ に 転送 し て いき ます (定義 され て いな いと き は , 何 も し ませ ん ). こ 
の と き ,。 定義 され て いる 内 容 が 一 括 し て 転送 され る だ ため に , バッ ファ モー 
ド で な いと き で も , 最初 の 一 文字 以降 の キー コー ド も 消去 され な いで 残る 
こと に な り ま す . た だ し , それ ら の コー ド が 読み 取ら れる 前 に 他 の キー を 
押す と , 残り の 部 分 も 消去 され る こと に な り ま す . 
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図 3・7・5・ KEYIROQ の 処理 


EE DEN 









YeS 


民 選 上 氏 1 


| FUNADR | 


IN Oo 


| KBFERA 
KKE ま RO 1 | 
用 は は 


YeSs 
1 0 間 いこ 
CO 還る に 55 
キー の 番号 

















/ KBFEKA 


の 内 谷 を 転送 





衝 り 区 00 二 いい 





DX U の 内 容 を ス 


タッ ク か ら 取 り 出 和 す 


し 。、 人 


※1 PF キー か どう か の 判別 は D400 
の ピッ ト 7 の 内 容 を 見 て いる . 


※2 パッ ファ モー ド で ある か と うか の 判別 は , 





D400 D401 





ワー クエ リア KBFFLG を 参照 し て いる . 
バッ プ ァ モー ド で な いと き は 。 KBFER | 
A で バッ ファ を 初期 化し て か ら 革 えて いく | 0 の と き 普 通 の キー 


e すこ ン ' アデ と 和 ※PF ド キー 
3 割込み 制御 用 か どう か は , そ の PF キー の 定 | 1 の PF キ 


義 テ ー ブ ル の 第 1 バイ ト 目 の ビッ ト 7 を 参 
照 し て いる . 未定 義 か どう か は , ビッ ト 0 eee 
ー 3 を 参照 し て , 0 で あれ ば 未定 義 と する . PF キー 定義 テー ブル 


※4 KSTBUF を 用 いて いる . - 


税 ] バ イト 目 の ビ ッ ト 7 が 割込み 制作 
用 フラ グ で ビッ ト 0 一 3 が 定義 きれ て 
いる コー ド の 長き 
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KST[TBUF 
$sFDE6- 一 $FE0O1 


機能 | 入力 され だ た キー コー ド を キー 入力 バッ ファ へ 格納 し ます . 
レジ ス ツ | 上 。。U 
入力 情 5 レジスタ * ォ ー 入 力 バ ッ フ ァ に 格納 する キー コー ド 
ワー ジグ エ リア | 人 上 0 し 人 K sl)002 キー 入力 人 林 比 フ ラグ 
KCOUNT $D0O 0 4 キー 入力 数 
KTA」IL ゅ ゃ D007-ー$D0O0O8 キー 入力 バッ ファ 書込み 
用 ボ ポイ ンタ 
用 。 説 | 原則 的 に は , バッ ファ へ 格納 する の で す が , キー 入力 バッ ファ が 一 
> キー が ロッ ク さ れ て いる 状態 で は , 格納 され ませ ん . 
動作 は 次 の よう に な り ま す ,. フロ ー チ ャ ー ト は 図 3・7・6 で す . 
1 ) 今 述 べた よう な 条件 の と き は , 何 も せ ず 終 了 し ます 
2) クウ ング で ある KCOUNT を 1 つ 大 きく し た 後 で 。、 ポ オイ ンタ KTAT 上 の 
指し 示す 場所 に B レ ジス タ を 格納 し ます . 
3) ホイ ジング る で 二 上 し ます が 、 圭 し た と き に 値 が 5D 3 980 に な っ た と き ( パ バッ 
ファ の 終り に きだ た と き ) は , $D3 6 0 に 再 設定 し ます (循環 し て 使用 する 
CS の し て MS 9 のり 。 


図 3・7・6 KSTBUF の 処理 
区 SUF 
KLOCK の 値 が 0 以外 の と き は 


YES コ 
キー ロッ ク 状 右 と 判断 し ます 
IN oO 


選 
の 
さび 
J 

か 
SE 


本 
に 


※ 1 
2 2 ※2 KCOUNT の 値 が $ 2 0 で ある 


と き に , バッ ファ が 一 本 で ある と 
判断 し ます 
2 ※3 実際 に は , ポイ ンタ の 値 は リ レ ジ 
スタ に 代入 され て いて , 更新 ・ 比 
較 の 対象 は け レ ジス タ に な り ま す 







KUUUNI+KCOUNT 寺 


> 間 癌 と 5 
KTAILーKTAIL+] 


9 本 


YeS 
KTAILー$SD360 


折半 BU 9 
諾 上 ら 


26O 


キー 入力 バッ ファ の 牡 環 構造 (リン グ バ パ バッファ) に つい て 


キー が 入力 され る と , KE 
\ りり に お いて 区 5SJBL 
F を 用 いて , キー 入力 バッ フ 
ァ に キー コー ド が 格納 され ま 
す . それ ら の 格納 され た キー 
コー ド は , KEY IN が 用 い 
られ る と , キー 入力 され た 順 
か ら 読 み 込ま れ て いき ます . 
この 9 よう に に ぎー 入力 バッ アァ 
は , 先 に 入れ だ た も の か ら 取 り 
出し て いく 形 の FIFO バ ッ 
ファ (first in first out buffer) 
で 9。 の だ の メ Y ッ プ ァ 人 
コー ド を 格納 する た め の ボ イ 
メグ と フッ プア が らら コー ド る る 
取り 出し て くる た め の ボ イン 
タ と が 必要 に な っ て きま す . 
KTAI 革 は 格納 用 , KHE 
AD は 取出 し 用 の ポイ ンタ に 
な っ て いま す . 

2 つの ボイン タ は , 初期 状 
双 で は 両方 共 $D3 6 0 に 設 
定 さ れ て いま す (4). キー が 入 
カカ され る と , KTAIL の 指 
す 場 所 に キー コー ド が 格納 さ 
CCa 人 KT 馬上 上 ば 半 1 さき 導 
Ski の 。 ま り 圭 麺 9 
中 さ れ て いな が ゆい キー ヨー ド の 
数 を 示す カウ ンタ KCOUN 
T も 十 1 され て いき ます (⑪). 
260 KK 負 N 上 N ペ キー コー 





芝 |3・7・7 キー 入力 パップ アァ 


(a) 初期 状態 


に KJAIL 


| 


ILKHEAD 
= 






けけ お は ーーー 





| 
ーーー ボ ーーーーーー+D 3 7F 


KCOUNT=0 


(b ) 4 文字 入力 後 


KHEFEAD KTAIL 
ンク ング ク ク ク ジグ ジ ク 開 





シン シン ルン ンク 4 | 


KCOUNT ニ = ォ 4 


(c ) 2 文字 読取 り 後 
KHEAD KTAIL 






ーー アジ 
中 上 叶 用 多 用 多 


KCOUNT=Z 


(d) バッ ファ の 終り に な る 


KH ド AD に 
ン シ ン ンジ ワン シン シン シシ ヤン グー | 
クジ ンク ジグ クジ ク ク ク ググ 


KCOUNT=29 





(e) ポイ ンタ を バッ ファ の 先頭 に 設定 
KTAIL KHEAD 


クジ クジ クジ 











ジジ 銚 グ レン シン 






ジジ ジジ クジ 


SN 


KCOUNT= テ 3 0 


(f) バッ ファ が 満杯 


KT AIL 一 | K HE ム AD 
レン ンク ン ルン ン ン ンジ ン レ シン シン イス シン シンシン シイ シン 
シシ シシ シン クン シシ シン シシ ラン 


eo けり UN エニ 3 





レン ン 


※KHEAD も , バッ プ ァ の 終り に 来 た ら 次 の 
コー ド を 読み 込ん だ 後 は 。 バッファ の 先頭 に 
設定 され ます . 

色 の つい て いる も の が , まだ 読み 込ま れ て い 


な い キ ー コ ー ド で す . 


Z6 け 


ド が 読み 込む の は , KKHEA 図 3・7・8 リン グ バ ッ フ ァ 
D の 示す 場所 か ら 行 いま す . 
KHEAD は 読み 込ま れる た 
び 十 1 され 氏 COUNT 
は 一 1 され て いき ます (6) 

に こ 志 で 。 キー 読み 込ま な 
いで キー 人 人力 る を 清 り て いく と , 
バッ ファ の 終り に な り ま す (d) 
FIEFEO バ ッ フ ァ で すか ら , キー 入力 バッ ファ は 循環 し て いま す 
次 に キー コー ド を 格納 し た 後 
は 。 バッ ファ の 先頭 の 空い て いる 場所 に ポイ ンタ 人 KTAI 革 を 設定 すれ ば , 
効 和 よく パッ ファ アテ を 使え る こと に な り ま す (⑯) 

この よう に , ボ ポイ ンダ タ が パッ ファ の 末尾 に きた ら , 次 の バッ ファ の 先頭 に 
設 征 する と いう 操作 に よっ て , バ ッ フ ァ が 循環 し て いる よう に みせ て いま す . 
循環 させ て 使う バッ ファ の こと を リン グ バ ッ フ ァ と 呼ぶ こと が あり ます が , 
これ は その 一 例 で す . 

リン グ バ ッ フ ァ に お いて , 取出 し 用 の ポイ ンタ と 格納 用 の ポイ ンタ が 一 致 
し た 場所 を 指す の は , バッ ファ 中 に コー ド が 何 $ も な いと き (4) か , バッ ファ が 
ーM 人 に な つ だ らき) の どちら か に な り ま す .。 この と き の た め に ,。 み カウ ンク 人 K 
し OUN 二 を 設け て , バッ ファ に 蓄え られ て いる キー コー ド の 数 を 記憶 し て 
いる の で す . キー 入力 の 際 。、 キー 入力 バッ ファ が 一 杯 に な っ て いる と き (K 
COUNT=$2 0 の と き ) は , その キー 入力 を 無視 し ます . な お , バッ フ 
アァ モー ド を 選択 する に は , ド ーBASIC で PRINTCHR$( 多 H1B) 十 
あの 2 しま サ 。 
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3 一 7ー2 Define Stringof PF $2A ($FE0O 2Z2) 
(FUNKEY/) 


PF キー に 文字 列 を 定義 し ます . 
ーー ュー ニーーーー 
63sn | N | 才 っ los 


な の 9 に お 
String | 定義 文字 列 文字 (の コー ド ) 列 
D384+N 


主 な サブ ルー チン 

ゅ FE3 4 CLRARA 特定 頓 域 を クリ ア す る 

$FE3D FUNADR PF キー 定義 テー ブル 内 の 先頭 アド レス 検索 
ゃ EE0E TNDILO ま PP ドキ ギー の 雪 款 





図 3・7・9 FUNKEY の 処理 


RULRNIKEY 


MASK FE 


IN O 


Y eS 


ェ デ ご 
⑦0 
[時 リリ 


FUNKE9 


指定 し た PF キー の 定義 
求め ます 
定義 テー プル の 先頭 の バイ ト に 


双 字 数 を 本 綱 、。 こ の と き ビ ッ ト 7 を 壊 き な いよ うに し て いま す 


FUNADR 


N を 格納 


し し KA 


No 
此 有 RAWM 上 か ら N 双 子 
を 定 表 ナー ブル へ 転送 


el 


た ます 


| 2 に TUF 


Y eS 


間 V 





FUNKE5 






尋 BOER 1 


IM まま 
へ ジャ ンプ する 形 で 終っ て いま す 。 


PF キー 表示 モー ド の と き の た め に 。. INDICT 
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説 | NO の 示す PF キー の 定義 テー ブル の 先頭 アド レス を 求め , その 定 
義 テ ー ブル を クリ ア し た 後 , N の 示す 文字 数 分 だ け , 共有 FRAM 上 か ら テ ー ブ ル 
に 定義 文字 列 を 読み 込み ます . この 動作 の 間 は , ド フ ラグ を MASK と し て F 1 
RQ を 人 圭 比 し て いま す 。 ま だ た 。 中 羨 テ ー ブ プル の 先頭 の パイ トト の MSB(E ビ ッ ト 7) 
は , その PE キー が 割込み 制御 用 か どう か を 示す フラ グ に な っ て いま す が , この 
フラ グ を 壊さ ない よう に し て いま す . この た め , ある PF キー を 割込み 制御 に 使 
用 し て いる と き で も , PF キー の 定義 文字 列 を 変更 する こと が で きま す . 


PF キー 定義 テー ブル に つい て 


$D2C0-$D3 5EF の 領域 は P ド キー の 定義 文字 列 が 格納 され て いま 
す . PEF1-10 の 各 PFE キ ー に 対し て 16 バ イト ずつ 割り 当て て いま す . 1 
つの PF キー 定義 テー ブル の 16 バ イト 中 の 先頭 の 1 バイ ト は , 定義 文字 列 の 
長 さと 割込み 制御 フラ グ と が 格納 され て いま す ( 図 3・7 ・10). 


区 3・7・IO0 PF キー 定義 テー ブル 


BE 





事 全 まま も 中 少 きま 本 半 5 ま 0 キ の 8:| び 1053 人 は 1 撤 浅 人 衝 13 ギ 折 
トーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ご | 


定義 文字 列 (最大 15 バ イト ) 





NE 1 紀 電 0 
| | 定義 きれ て いる 文字 列 の 長き 
0 ミ N ミ 15 
直入 み 市 側 フ ラグ 


1 … 割 込み 制御 用 と し て 使用 中 
0 … 並 通 の 状態 


各 PF キー の 定義 テー ブル の 先頭 アド レス は 次 の と お り で す . 


だ 1 ゅ ゃ D2C0 PF 6 ゅ ゃ D310 
PEF2 ゅ ゃ D り 2D0 RI ゅ D り 320 
Ra ゅ ゃ D り 2EO 衣 0 ゅ D330 
EE ゃ D り 2F0O 記 : 提 ゅ ゃ D340 
まま . ド ゅ ゃ D300 PF10 $D350 


Z92 


し LRARA 
ゃ pFE34 一 $FE3C 


機能 | 特定 の 領域 (大 き さ は 2 5 6 バイ ト 以 下 ) を クリ ア し ます . 
レジ スタ | B, XX  (X は 保存 ) 
入力 情報 | B レ ジス タ クリ ア す る 領域 の 大 き さ (1 以上 2 5 6 以下 . た だ 
し $0 0 は 25 6 バイ ト と 見 な され ます ) 
メレ ジス クタ クリ ア す る 領域 の 先頭 アド レス 


解説 | この ルー チン は , 本 来 は PF キー の 定義 の 際 に , PF キー 定義 テー 
ブル を , 再 設定 する 前 に クリ ア す る だ た め に 用 いら れ て いま す . 
FUNADR 

SFE3D - $FE45 
B レジ スタ の 示す 番号 の PF キー の 定義 テー ブル の 先頭 アド レス を 
求め ます . 
B、X 
入力 情報 | PB レジ スタ PF キー の 番号 (1 一 10) 
出力 情報 | レジスタ 指定 し た PF キー の 定義 テー ブル の 先頭 アド レス 
次 の よう な 計算 方 法 に よっ て , メレ ジス タ を 設定 し て いま す . 


X レ ジス タニ $D2B0 十 Bb レ ジス タ ベ 16 


2Z9J 


3 一 7ー3 Get String of PF $2B ($FE46) 
(GSTRPF) 


PF キー に 定義 され て いる 文字 列 を 読み 込み 共有 FRAM 上 へ 返し ます . 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ 


人 





P363 | NO |PF*-Wg 
つも いと ーー 


EE FT 


DD)36 4 “ 
Stri 定義 され て いる 文字 外 字 列 
LM ar ring | 定義 る 文字 列 文字 列 





主 な サブ ルー チン 
$FE3D FUNADR PF キー 定義 テー ブル の 先頭 アド レス の 検索 


解説 | FUNADR を 用 いて , NO の 示す 番号 の PF キー の 定義 テー ブル 
の 先頭 アド レス を 求め た 後 , そ こ か ら 16 バ イト を 共有 RAMLE($D384-ー$D 
3 9 4 ) へ 転送 し ます . た だ し , 先頭 の バイ ト の ビッ ト 7 は 280 は 
な の で ビッ ト 7 を リセ ッ ト し て か ら , 先頭 の 1 バイ ト を 共有 TR AM 上 に 送っ て い 
に 境 ) 所 


較 3・7・|I| 定義 テー ブル の 内 容 を 共有 FR AM へ 転送 


rr*-sw- ル ーー 本 征 本 正 


/ ) 
り 2 4 16 テ ァ 湯江 203 齋 


ーー 一 先 頭 の バイ ト の ビッ ト 7 (割込み 制 伯 フラ グ ) は リセ ッ ト さ れる . 
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3 一 7ー4 Interrupt Contro| $2C ($FE61) 
(PFINT) 


PF キー に よる 割込み の 選択 を 行い ます . 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ 


1 で 割込み イイ ネーブル 





解説 | 共有 FRAM 上 の 1IC を 読み 込み . それ に 従っ て 各 PF キー 定義 テー 
プル の 先 頭 の 1 パ バイト の ビッ ト 7 を セッ トド ト ( グ クリア) し て いき ます 、 モ モット し て 
いる 間 は F フ ラグ を マス ク し て , キー 入力 に よる FIRQ が 起こ ら な いよ うに し 
ICMa ま 9 


凶 3・7・I2 割込み 制御 フラ グ の 設定 


: お 


芝 か は 語 まき 生 上 よ 半 も 寺 ま ル いい 9 
防 際 騙 罰 玉 際 時 四 机 四 中 届 MM PF キー 定義 ケー ブル 
二 に ドー ビッ キー 9 の 
5 同様 の 操 / 呈 EI に に ご 
※ 各 ビット は 、 モ ッ ト お 7 iAip 演 cH ' 
(= 1) さ れ て いる 場 ILIIISITICR の 
合 に 。 割込み を 受け 


は ん U まだ だ 


EHPIEICTGNETE 


付け る よう に な る 


「 て 


は か 邊 民 よ 上 W 


ーー 娘 mlAlRlplc 時 mW 


PFETITNDC (WTFTBD7 ソ 7 か 邊 は ウツ ウラン み りや セッ トド ト し て ド TRD を 計 引 し だ 
徐 で 。TNDTICT ($BB0BOD へ ジャ ンプ し て PF キー を 表示 する (表示 モ 
ー ド の と まき) と いう 動作 を 行っ て いま す . 


Z90 


INDICT 

SEEOE - $EE32 
PF キー 表示 モー ド の と き , 画 面 の 下 2 行 に PF キー を 表示 し ます . 
表示 モー ド で な いと き は 何 も し ませ ん . 


| レジ スタ | A, B, X,Y, U 
ワー クエリ アァ | ..BCL $SD02F バッ ク カ ラー 





し WD ゅ DO031 キャ ラク クタ の 幅 

pu ゅ ゃ D038 PF キー 表示 

..DMAP 十 6 $DO43 (PE キー 表示 キー 表示 画面 開始 行 ) 
解説 参照 ゅ ゃ D069~-$D06D 


IND1 SEE33 PF キー1 行 表示 ルー チン 





ーー IND1ICT 処 理系 の サブ ルー チン 群 (INDI, INDCHR, 
PFDSP) に お いて , ロー カル (局所 的 ) な ワー クエ リア の 使用 が 行わ れ ま す . 
て その ワー クエ リア の 領域 は $ ぉ $D069-$D0 6D で , 普通 は BOXX1-. 
BOXX2 に 用 いら れ て いま す が , PF キー 表示 の 隊 は 下記 の よう な 使わ れ 方 に 
な り ま す (両方 を 同時 に 使う こと が な いた め , この よう な ワー クエ リア の 重合 わ 
せ が 可 能 と な り ま す ). 


りり 009 LNDLPU( サザ デル ー ナ ン IND 1 に お いて 。 ルー プ の カウ ンク 
を 保存 する た め に 用 いら れ て いま す . 

ゅ ゃ D06A INDLP2 未 使 用 で す (開発 の 途中 で 用 いら れ だ た の で し ょ う ). 

$D0O6B INDLP3 サブ ルー チン PEFEDSP に お いて , 文字 を 出力 する 
ルー プ の カウ ンタ の 保存 用 に 用 いら れ て いま す . 

ゃ D06C INDPFE 画面 の 1 行 の 桁 数 に 応じ し て, 1 つの PF キー の 内 容 
を 何 文字 表示 する か と いう 表示 文字 数 が 入り ます . 
80 桁 の と き 15 文 字 , 40 桁 の と き 7 文字 . 

ゅ ゃ D06D INDBSV PE キー を 表示 する と き に , 背 京 色 を 凌 に 指定 し ま 
す の で , 元 の 背景 色 (、. BC 上 L) を 保存 し て お くだ た 
め に 用 いら れ て いま す . 


INDICT の 処理 系 の 各 サ ブ プルー チン の 役割 は , 次 の よう に な り ま す . 


INDIC 丁 各 サ プ ブルー チン が 参照 する パラ メー タ の 設定 。 メイ ン ル ー ナ チン. 
INDI PFDSP を 用 いて , 5 個 (1 行 ) PF キー を 出力 する . 
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PFDSP 1 つの PF キー の 内 容 を 表示 する . 
INDCHR PF キー の 内 容 の 1 文字 を 表示 する . 


I ND TI CT の 動作 は 次 の 通り で す . 

1 ) PF キー 表示 モー ド が 判別 し , 表示 モー ド で な けれ ば (..FS=0), 終了 し 
上 、 あ 。 

2 ) 画面 の 1 行 が 80 桁 か 40 桁 か 判別 し , 40 桁 な らち ら INDPF に 7 を 80 桁 な ら 15 を 
代入 し て , 1 つの PE キー の 表示 桁 数 を 決め ます . 

3 ) 背景 色 (し..BCL) の 値 を ,。 INDBSV に 保存 し た 後 。 .. BC 上 を クリ ア 
し て 背景 色 を 時 に し ます . 

4 ) PF キー 表示 画面 (2 行 ) の 下 の 行 に , PF1-5 の 内 容 を , 上 の 行 に PF 
6 一 1 0 の 内 容 を IND 1 を 使用 し て 表示 し ます . 

5) INDBSV に 保存 し て お いた 元 の 背景 色 を 再び .. BC 上 L に 戻し ます . 


INDICT すべ て の PF キー の 内 容 を 表示 する 


PFDSP 1 つの PF キー の 内 容 を 表示 する INDCHR PF キー の 1 文字 を 表示 する INDSPC 間 の スペ ー ス を 表示 する 





INDI 5 個 (1 行 ) の PF キー の 内 容 を 表示 する 


Z9/ 


INDI 
ゃ EE 色 J3 一 $EE42 


用 | 指定 され た だ た 行 へ PF キー の 内 容 を 5 個 表示 し ます . 
レッ クス の | < 全日 。 大 。 Y。 / 
入力 情報 | A レ ジス タ PF キー の 内 容 を 出力 する 行 (0 一 24) 
XX レジ スグ PF ドキ ギー 定 半 テー ブル の 先頭 プ ド レス ($D2C0, 
9 2190 か おり 2B0O、 $D2FU,。 SD500. 
$ D 3 1 0 の いずれ か ) 

INDUPE ゅ ゃ D06C 1 つの PE キー の 表示 文字 数 ( チ 15) 
出力 情報 | メレ ジス タ 最終 に 表示 し た PF キー の 次 の PF キー の 定義 テー 
フル の 先頭 アド レス 
ワー クギ リト | UNDL し PD] さす DUO9 
サフ ルー チン | BVADL $E221 指定 し た 行 の 先頭 の VRAM 上 の アド 

レス を 求め る 
BEDS ビ ゃ EE54 PFE キ ー を 1 個 表 示す る 


解説 | この サブ ルーチン は , 次 の よう な 動作 を し ます . 

1) 与え られ だ た A レ ジス タ を 基 に , BVADL を 用 いて VRAM 上 の アド レス を 
求め 。 リ レジ スタ に 代入 し て いま す . 

2) PFDSP を 5 回 呼び 出し て , 5 個 の PF キー を 表示 させ ます . この ルー プ 
の み ワ ング と も し て LNULPT を 用 ゆい ます . 

PFDSP を 呼び 出し た 後 の X レ ジス タ は PFDSP に よっ て 上 自動 的 に 次 の PF 

キー 定義 テー ブル の 先頭 アド レス に 設定 され て いま すか ら , その まま PFDSP 

を 繰り 返し て 呼び 出す だ け で よい の で す . VRAM 上 の アド レス を 示す U レ ジス 

必 居 関し て も 同じ こと が 記 え ます 、 

INDPF に 設定 し て お く 〈 く 値 は , 1 行 の 桁 数 が 80 桁 の と き は 最大 15, 40 桁 の と き 

は 。 最 大 7 まで と な り ま すず す . この 値 以 上 に な る と 重ね 書き され て 見 に くく な り ま 

す . 

次 の 例 は . キャ ラク タ Y 座 標 1 の 行 へ ,。 PF1-5 の 内 容 を 5 文字 ずつ 表示 し 

て いき ます . 


# ら 
S「A INDPF 
LDA #1 
LDX 、# 和 $D2CO 
JSR INDI 





PFDSP 















2 ) 


りり 


出力 情報 


DD 作 。 で %。 雪 7 』 


1 つの PF キー の 内 容 を 表示 し ます 

らい 5 5 。 WM 

ウジ スタ 表示 する PEF キ ー の 定義 テー ブル の 先頭 アド レス 

[に 2 和 W PF キー を 表示 する VRAM 上 の アド レス 

AN LU ドド $D06C PF キー の 表示 文字 数 ( 全 15) 

XX レジ スク 表示 し た PF キー の 次 の PF キー の 定義 テー ブル の 
先頭 アド レス 

けり け レジ スク 次 の PF キー を 表示 すべ き VRAM 上 の デア ドレ ス 

FINIDLEPE き N、 の 506 お 

し INU PE ゃ D06C 

ENDSPCO SE493 ズ ペ ー ス を 表示 する 

INDCHR $EE45 1 文字 表示 する 


説 | 動作 は 次 の よう に な り ま す 


定義 テー ブル の 先頭 の 1 バイ ト の ビッ ト 7 を 見 て , 表示 する PF キー が 割 込 


み 制 御用 な ら 文 字 色 を 1 1 ( 紫 の 反転 表示 ) に し ます . 制御 用 で な けれ な 文 
字 色 を 1 3 (水色 の 反転 表示 ) に し ます . 

定義 テー ブル の 2 バイ ト 目 か ら の 内 容 を , INDCHR を 用 いて 表示 文字 数 
分 だ け 出 力 し ます . 内 容 の 表示 は INDPF の 値 で INDLP3 を 設定 し, 
一 定 表 示す る 度 に INDLP3 を 一 ] し て いき ,。 0 に な る まで 行い ます . 

X レ ジス タ を 入力 値 に 1 6 (1 つの PF キー テー ブル の サイ ズ 分 だ け ) 足し 
て 返し ます . 最後 に INDSPC を 使っ て , 次 の PF キー と の 間 の スペ ー ス 
を 1 個 出 力 し て 終了 し ます . 


次 の 例 は , VRAM の $200 0 番地 に PFE3 の 内 容 を 9 文字 表示 し ます . 


LDA 
S「A 
LDX 
LDU 
JSR 


# 
INDPF 
# ま $D2ZEO 
# 和 2000 
PF DSP 
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INDCHRKR 


INDSPC SEE43 - $SEE53 
INDCHR SEE45 
| 機能 | 1 文字 出力 し ます . INDSPC は 空白 を 1 つ 出 力 し ます . 
| レジ スタ | A, B, X, Y, U  (A, B, XX は 保存 ) 
A レ ジス タ 出力 する 文字 の コー ド (INDCHR の み ) 
B レ ジス タ 文字 色 (0 一 15) (INDCHR の み ) 
届 ジジ スグ VRAM 上 の アド レス 
U レ ジス タ 決 の 文字 を 出力 する べき , V R AM 上 の 位置 
ワー クエ リア | ..VCU $D0O 39 VRAM 上 の 桁 単位 
CDSP $E51D キャ ラク タ を 1 文字 出力 
解説 | この ルー チン は , PF キー の 表示 ルー チン 群 の 一 部 で す が , 独自 に 


文字 を 1] 文字 出力 する ルー チン と し て 用 いる こと が で きま す . この ルー チン を 使 

うと ,VRAM 上 の アド レス が 自動 的 に 1 文字 分 だ け 増 や され て 返さ れ ま す の で , 

続け て 文字 を 出力 する の に 有効 な ルー チン で す . 

動作 は 次 の よう に な り ま す 。 

1 放 。 。 炎 。 有 U レ ジス ク を スク ッ ク 上 に 里 しま スレ ンズ スグ に は U レジ 
スタ の 値 を 代入 し て お きま す (CDSP に 受け 渡す た めで す ). 

2 CDSP を び 則 し で て 。 キャ ジノ クノ ク の フォ ント や を 包 放 し ます 、 

3) スタ ッ ク 上 に 退避 し て ある U リ レジ スタ の 値 に .、VCU の 値 を 代入 し て , 1 文 
字 分 V RAM 上 に アド レス を 進め ます . 

4) スタ クック 上 に ある レジ スタ を と り 出 し て 終了 し ます . 

INDSPC は , 上 記 の 動作 に 入る 前 に , A レ ジス タ と B レ ジス タ を $00 に 設 

定 も CO ます > 

次 の 例 は , VRAM の $ 2 0 0 0 番地 の 座標 に , 黄色 の 反転 表示 で “FM'" と 

書き ます . 

LDB #14 

科 


LDA #'NM 
JSR INDCHR 


J00 


3 一 7ー5 Set Timer (SETTIM) $3D ($FE7C) 
Read Timer (REDTIM) $3E ($FEA4) 


各 タ イマ レジ スタ の 値 の 書込み (Set Timer) も し く は 読込 み (Read Timer) 
を 行い ます . 特に 制御 レジ スタ .$TC($D0 0 B) へ の 書込み 設定 を 行っ た 
場合 に は タイ マ て 関係 の 割込み が アク ティ ブ と な り , 指定 され た 割込み 事象 が 発生 
し た 場合 に は メイ ン 側 に 対し て アテ ンション 割込み 要求 が か か る よう に な り ま す . 


共有 FR AM 上 の パラ メー タ (Set Timer/ 


8 8 9 RS 謗 直 芝 ジス ネス ク 理 所 フフ ラク | ビット 0 : 寸 (C 
ビッ ト 1 : 了 丁 1 
隊 92 素 妥 ま 人 和 ま 上 1 昌 

ー 
DSY9 9 まま 間 
9 O 0 


回 必 き っ 1 の 
ビ ピット 4 :T2D 
D39 3 上 
3 OO 
D38D 6 レ 
D390 (1step 三 20ms) XX2UiIS デジ クリ メン シド トマ 
※ 約 2 年 6 ヵ月 と 20 日 分 | ンタ デー タ 


予約 時 刻 割 込み ON/OFF 
D 3 9 1 下 小 也 カウ ンタ 再 設定 値 レジ ス | 32 ビ ッ ト デ ー タ 
D394 グ 



















ビッ ト 1 : イ ンタ バル タイ マ 割 込み / 
ビッ ト 2 : イ ンタ バル ワン ショ ッ ト 指 定 
0 時 割込み の ON/OFF 
時 刻 
第 2 バイ ト : 分 
秒 
20rmS 
此 1 バイ ト : 時刻 
第 2 パイ トド ト : 分 
各 3 バ イト : 秒 
昌 4 バ イト ・ 
232 ピッ トド ト (2 の 32 来 ) 












時 刻 レジ スタ 
(グセ ッ グ ) 











割込み 子 約 時 刻 レ ジス タ 

















20mS 










デン リ メ デ ン ドカ ツウ ンダ 
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共有 FR A M 上 の 復帰 情報 (Read Timer) 


D384 WM 多 制 仙 レジ スタ 1 バイト デ ー タ ( 各 ビ ッ ト 
の 意味 は Set Timer と 

D385 時 刻 レ ジス タ 

D) 3 8 69 
















同様 ) 
4 バイ ト デ ー タ ( 各 バ イト 
の 意味 は Set Timer と 
同様 ) 








ror 割込み 予約 時 刻 レ ジス タ | 4 バイ ト デ ー タ (同上 ) 
ror 

D38D ia ゆみ モツ ウド テージ 

D 3 9 1 2 D 再 設 定 値 レジ スタ CE グー トゲ 

D 3 6 4 





主 な サブ ルー チン 


ゅ ゃ 上 44A MOVE 70E0W ン だ / レ ルーン 
$SFEB2 MR の MM タイ マ 処 理系 エン ディ ング ルー チン 


$ ゃ ドド EC8 LIMIP KR タイ マカ ワウ ント 実行 ルー チン 

主 な ワー クエ リア 

人 答 ダ イマ レジ スタ ($D00B--ー$D01B の .$TC<- .$T2D) 
$D0 0A .TMAC グッ に の ナツ スラ クン ク 


解 。 説 | この 処理 系 は 20ms ご と に か か る NMI (ノン マス カブ ルイ ンタ ラ 
プ ト ) と 深い 関係 に あり ます . NMI が か か る と TIMNMI ($FEBF) と 
MM ウ の ビス ルー ナン し 人 っ て 。 義 クイ マレ ジス ク の み カウ ント デップ ュー ツ ウル 
行う し くみ に な っ て お り ま す が , メイ ン 側 で これ ら タ イマ レジ スタ 類 の 設定 を 行 
う 場合 , も し く は それ ら を 参 時 す る 場合 に . それ ぞ れ SETTIM(Set Timer) 
コマ ンド , REDT IM (Read Timer) コマ ンド が 用 いら れる わけ で す . 

ここ で 注意 し な けれ ば な ら な い の は , コマ ンド 処理 に よる タイ マレ ジス タ 類 の 
リク や と 。 NMUIUT に よる アイ マレ シス ツク 惹 の カウ ント アジ アプ (or タク ウン) だが 
貴 合 し て し まう 可能 性 が ある と いう 点 で す . 例 えば, 12 時 59 分 59 秒 プラ ス 980ms の 
時 京 で 。 REDTIM コ マン ド に よっ て レジ スタ の 読取 り を 始め た と いた し ます . 
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「12 時 」 の と ころ まで 読取 り を 終了 し た と ころ で , NM 1I が か か っ て 時 刻 レ ジス 
タ の カウ ンタ アッ プ が 実行 され た 場合 ,。 レジ スタ の 値 は 「13 時 00 分 00 秒 プラ ス 0 
ms」 と な る わけ で す が , すでに 「!12 時 」 だ け 読 取っ て し まっ て いる た だめ, 「12 時 00 
分 ……」 と いう 不正 確 な 値 が メイ ン 側 に 渡さ れる こと に な り ま す . 

この よう な 不都合 を 回 避 す る た め に は , タイ マレ ジス タ 類 の アク セス の 競合 を 
防ぐ 必要 が ある の で す が , タイ マ 割 込み は NM 1 に よっ て 生じ し る だ た だめ, いか な る 
ソフ トウ ェ ア 手 段 を も っ て し て も , 割込み の 発生 自体 は マス ク す る こと が で きま 
AA の で や ウイ マブ カク セス フ ラク 。EWUAC (WUDO00A) と いり ラフ ラグ を 談 
け ,。 SETTIM・REDTIM 処 理系 に よっ て タイ マレ ジス タ 類 が アク セス さ 
れ て いる 場合 に は , その 則 を 知 き せる た め に フラ グ を 反転 し て $FF と し ます ( 普 
旭 は プラ グ は $⑪0 0 と な っ て いま す ). も し め $ ア クセ ス 終 T 了 朋 に NM 1 が か か っ て 
サー ビス ルー ナン に 飛ん だ と し て も 。 この アラ グ を ナ ェ ッ ク ず すず る こと に よっ て メグ 
イマ レジ スタ の カウ ント アデ アップ ( グ ウ ワン) を 控え , RT 1 命令 に より 即座 に 元 の 
処理 系 に 戻る よう に し て お け ば , 競合 を 防ぐ こと が で きる わけ で す . た だ , アク 
セス アラ グ が っ て いた だ こと に よっ て カウ ント アデ アップ (グッ ウン ) が 1] 回 完全 区 
視 き れ て し まう と , タイ マ の 値 が 牌 っ て し まう た め , RTI す る 直前 に アク セス 
フラ グ を クリ ア し て , NM I が か か っ た と いう こと を 元 の 処理 系 に 知ら せる よう 
に し ます 9. SBHTIMMSREDDTTM 向 首 の エン ディ ング ルー ナン を 東 ね る 31 
MCT で は , タイ マ 設 定 ・ 読 込み の 最 中 に NMI が か か っ た か どう か を アク セ 
ス フ ラ グ を 見 る こと に よっ て チェ ッ ク し , も し も NM 1 が あっ た 場合 . すなわち 
ゲ グ セス フラ グ が クリ ア さ れ て いた だ た 坦 合 に は 。 一 時 的 に 控え て いた タイ マレ ジス 
タ の カウ ント アッ プ (ダウ ン ) を 遅れ ば せな が ら 実 行 す る わけ で す . な お タイ マ 
レジ スタ の カウ ント を 実行 する の は , TIMER ($FEC8) と いう 名 前 の サ 
と 

SETTTM で は は, アク セス フ プラグ を 上 て だ 修 . 共 有朋 NAM 上 2 パラ メー グ 尽 9 
を 参照 し て , 指定 され た タイ マレ ジス タ の み 共 有 TR AM か ら ワ ー ク エリ ア へ の 転 
送 を 行い , 設定 を 実行 し た 後 TMCT に 入り ます . 

一 方 REDT IM で は , ア クセ ス フ ラ グ を 立て た 後 ,、 ワ ー ク エリ ア 上 の すべ て の 
クタ クイ マレ ジス タ を 共有 RAM 上 に 読み 出し ます が , この 読出 し に は MO VE ル ー チ 
ン を 利用 し て お り ま す . 読出 し 後 は や は り TMCT に 入り ます . 
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TMCT 


SM 小 pF ド EB2 一 や FEBE 





h グイ デザ クギ セス フフ ラノ る を 調べ,。 クオ マレ ジス ク の アグ ヤズ 処理 の 敵 
に NM I が か か っ た 場合 (アク セス フラ グ =$ 0 0 の と き ) に は , TIMER サ 
プ ブルー チン を 呼び 出し て タイ マ の カウ ント アッ プ (or ダウ ン ) を 実行 し ます . 

| タ | TIMER サ ブル ー チ ン を 呼び 出さ な い 場 合 に は 使用 せ ず , 呼び 出 
し た 場合 に は TIMER に 同じ . 

.TMAC  $DOOA タイ マ ア クセ ス フ ラ グ 

MAC (処理 後 , クリ ア さ れ て $ 0 0 と な る ) 
TIMER SFEC8 タイ マカ ウン ト 実 行 ル ー チ ン 











| 解説 | 前 述 の と お り タ イマ レジ スタ の アク セス の 競合 防止 の た め に 一 時 的 
に タイ マカ ウン ト ア ッ プ (or ダウ ン ) が 控え られ た 場合 に , タイ マ の 値 が 外 わ な 
いよ うに 事後 処置 を 行う ルーチン で す . 

注目 すべ き 点 は , TIMER ル ー チ ン を 呼び 出す 前 に ド F フ ラグ を 立て る こと に 
あて キー ボー ド が か ら の 拓 み 【HF INO) を マヤ マスク し て いる こと で す 、 こ れ は 」 
I MER ルー チン が , タ イマ 関係 の 割込み だ け で な く , PF キー か ら の アデ テン ショ 
ン 割 込み の 発生 を メイ ン 側 に 対し て 実際 に 知ら せる 役目 も 一 括 し て 栄 た し て いる 
こと に よる の で す , NM TI サー ビス ルー チン か ら T IMER が 呼び 出さ れ た 場合 
に は , ハー ドウ ェ ア 的 に F ド フラ グ が マス ク さ れ て いる の で す が , 普通 の 状態 で は 
F マ スク は クリ ア さ れ て いる (割込み イネ ー プ ブル 状 右 ) た め , この よう に 人 人為 的 
に マス ク を 行う 必要 が ある わけ で す .。TMCT ル ー チ ン の 最後 で 。 再び F マ スク 
は クリ ア さ れ ま す . 
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TLIMNMI 
T IMNMT1 bp 上 HB 一 FECT7 


20ms タイ マ 用 NM 1 (ノン マス カブ ルイ ンタ ラプ ト ) の サー ビス ル 
ー チ ン で す . 前 述 の と お り タ イマ アク セス フラ グ が 立っ て いな い 場 合 に は , T 1 
MER サ プル ー チ ナン を 呼び 出し て , 各 タ イマ レジ スタ の カウ ント アッ プ も し く は 
み カウ ント グ ウ ン を 行い ます 。 デ ク や セス フ ラグ が 立っ て いな 場合 に ほ は 。 デ ク も セス フ 
ラグ を クリ ア し て か ら RT 1{ 命令 で 即座 に 元 の 処理 系 に リタ ー ン し ます . 

A (TIMER を 呼び 出し た 場合 の こと は T IMER 参 照 ) 
.TMAC  $DOOA タイ マ ア クセ ス フ ラ グ 

.TMAC (処理 後 . クリ ア さ れる ) 

TIMER  $FEC8 次 の 項 の 本 文 参 照 


TIMERKR 
廿 IMEKR D 当 双 し 0 で DBBRU 人 A 


各 タ イマ の カウ ント アッ プ も し く は カウ ント ダウ ン を 実行 する と と 
も に , カー ソル の 点滅 や メイ ン 側 へ の アテ ンション 割込み 妥 求 な どの 制御 も 行い 
ます, 
A, B, X, Y, DU 
.CURSR $DO1C カー ソル 表示 フラ グ 

.PFIRQ $DO0O 9 PF キー 割込み 番号 
STATUS $D3 8 1 ステ ー タ スレ ジス タ 

ATTENT SD404 アテ ンション 割込み 要求 ポー ト 
.CURST $DO1E カー ソル 状態 フラ グ 

.CURTM $DO 1D カー ソル タイ マ 
CDSPC  $E518 キャ ラク タ 表 示 ル ー チ ン ( カ ー ソ ル 用 ) 

[Areg : 文字 コー ド , Breg : アト リ ビ ュ ー ト ] 


この ルー チン の 処理 は 次 の よう な 手順 で 行わ れ ま す . 

1) まず カー ソル 表示 フラ グ .CURSR を 見 て , 現時 点 で の カー ソル の 表示 状 
態 を チェ ッ ク し , 表示 状 敵 で あれ ば (.CURSR=$ 0 0) カー ソル タイ マ 
URITM ダ デル リ メ ン ジン ト し てく 。 0 で ある が か とう が を デス ト し ます る し る 
カー ソル タイ マニ 0 の 場合 に は , 2) の 反転 処理 を 行い ます . 一 方 カー ソル が 表 
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示 状 態 で な い 場 合 (中 止 状 能 もしくは 禁止 状態 : これ ら カ ー ソ ル 表 示 状 態 の 区 
別に つい て は 。 3 一 4 一 5 節 Console Control を 参照 し て くだ さい ), お よび カ 
ー ソ ル タ イ マヂ 0 の 場合 に は , 3) の 処理 へ と 分 岐 し ます . 
2 ) 現在 の カー ソル 位置 の 文字 コー ド お よび アト リ ビ ュ ー ト コー ド を 取り 出し て 
(この 際 。 .CBAD お よび .CAAD を 間接 参照 し ます ) A お よび B レ ジス 
タ に 入れ , カー ソル 状態 フラ グ .CUR ST を 反転 し ます 反転 の 結 そ の 値 
が $FF だ っ た 場合 に は B レ ジス タ 内 の アト リピ ュー トコ ー ド 第 3 ビッ ト ( り 
バー ス 指 定 ) を 反転 し て か ら , 値 が $ 0 0 だ っ た 場合 に は リバ ー ス 指定 の 反転 
を 行わ ず に CDSPC ル ー チ ン を 呼び 出し て , カー ソル 位置 の 文字 を 表示 し ま 
す . つま り .CURST が $ 0 0 の と き は ,。 カー ソル 位置 の 文字 は 正常 表示 さ 
れ , $FF の と き に は 反転 表示 (ノー マル 指定 の と き に は リバ ー ス 表示 。 リ バー 
ス 指定 の 場合 に は ノー マル 表示 ) され る わけ で す . 同時 に カー ソル タイ マ .C 
URTM に 値 2 0 を 代入 し ます . NM I が か か る の は 2 0ms ご と で すか ら , カ 
ー ソ ル が 反転 する まで の イン タバ ル は 0 . 4 秒 。 カー ソル 点 減 の 1 周期 は 。 0 .8 
秒 と いう こと に な り ま す . 
3) タイ マ 時 刻 レ ジス タ .$ エ 1 の カウ ント アッ プ を 行い ます . な お , レジ スタ 
の 各 バ イト の 桁 あ ふれ 処理 の た め に , TMDAT ($FF6B-$FF6E) 
と いう デー タテ ー ブ ル が 用 意 さ れ て お り , それ ら の 値 は 若い アド レス か ら 順 に , 


5 0 (20msX50step=1sec. に 相当 ) …… な 人 礁 で は $⑧32 
6 0 (1 sec.X6 0 ー 1 min. )) 9 6 進 で は $ 3C 
6 0 (上 nimX60 ーー 1 hour RE (な 介 で は 8 
24 (1hourrX2 4 ーー 1 day RW 16 進 で は $18 


ea iyrirfeheega 
これ は Y レ ジス タ が 割込み 要因 の 種類 を 1 時 的 に 薔 え て お く 〈 く 機能 を 果たす た め 
で す . 時 刻 レ ジス タ 更 新 の 結果 , 0 
クタ .$ 十 C の 第 3 ビッ ト を チェ ッ ク し , 0 時 割込み が 要請 され て いれ ば ヤレ ジ 
スタ の 第 6 ピッ ト を 立て ます . 

4 ) 制御 レジ スタ 第 0 ビッ ト を 見 て 予約 時 刻 割込み が ON の 場合 に は ,。 .$T1 
と 。 上 1 1 の 比較 を 行っ て , 等 し い 値 な ら ば Y レ ジス タ の 第 4 ビッ ト を 立て ま 
す . 

S) カウ ン  .$T2 の デ ク リ メン ト を 行い 。 その 結果 が ゼロ ($00000000) の 
場合 に は , 再 設 定 値 レジスタ .$T2D か ら .$ 丁 2 へ の 転送 を 行い (この 動 
作 を リス ト ア 処理 と いう こと が あり ます ), カウ ンタ の 値 の 再 設 定 を 行い ます . 
この 後 イ ンタ バル 割込み が ON か どう か を 確認 し 。 ON の 場合 に は ( . $ 丁 C 
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の 第 1 ビッ ト が 1 ), Y マ レジ スタ の 第 5 ビット を 立て る と と も に , 制御 レジ 
スタ .$TC の ワン ショ ッ ト 指 定 フ ラグ (第 2 ピット) が “1 の と き に は 。 
4 ジグ ダバ ル を UEFE (、NTC し の 児 上 人 ピット を クリ ア ) に し ます ., 

6 ) PF キー 番号 レジ スタ 。 PFIRQ を 読み 込ん で , 0 で な い 場 合 (PF キー 
割込み あり ) に は その 値 を 下位 4 ビッ ト , ヤマ レジ スタ 上 の 第 4 ビッ ト か ら 第 6 
ビッ ト ま で を , MSB を 除く 上 位 ビ ピット と する ステ ー タ ス 情 報 を OR 命令 に よ 
っ て 合成 し ます . この 際 。 ス テー タス レジ スタ STATUS( 共 有 FRAMLES$D 
3 8 3) の 第 4 こ 6 ビ ピッ ト の うち 。 す で に 1 に な っ て いる ビッ ト に つい て 
は その まま に な り ま す . 

まだ た , PF キー 割込み が 新た に 生じ し て いな い 場 合 に は , STATUS レ ジス 
グ と YY マレ ジス アグ と の OR を と ろ こ と まり 新しい WS TATUS を 合成 し ます 、 
つま りこ の 場合 に は , 前 に 生じ し て いた PE キー 割込み 番号 が 有効 と な る わけ で 
す . 

7 ) 最後 に .STATUS の 第 0 一 第 7 ビ ピット の どれ か 1 つ で も 立っ て ぃ いる 場合 , 
すなわち メイ ン 側 か ら 妥 請 さ れ た 割込み 事象 が 1 つ で も 発生 し て いる 場合 に は , 
ATTENT (エエ ノ 0 ボ ポート : $D4 0 4 番地 ) を リー ド し て ,。 メイ ン 側 に 対 
し て アテ ンション 割込み 要求 を 行い ます . サブ プ ブシ ステ ム モ ニタ プ ブログ ラム 内 で 
の アテ ンション 割込み の 愛 求 は 。 この 場所 で の み 行 われ ます ,。 な お アテ ン シ ョ 
ン 割 込み の ハー ドウ ェ ア 的 な 面 に つい て は , 第 2 章 を 参照 し て 下さ い . 


以上 の アデル ゴリ ズム を 見 て も ら え ば わか る と 思い ます が ,。 ユーザ が VRAM アク 
セス フラ グ を 立て て 画面 を アク セス する 場合 に は , 必ず 前 も っ て カー ソル 表示 を 
スト ッ プ 状態 も し く は 禁止 状態 に し て お いて くだ さい . さも な いと 処理 中 に NM 
ト が が か っ だ 場合 CDSPC ル ー ナ シン で デン セス フク フラグ が クリ アゲ ア さ れ て し まい 、 
RT 1 後 の 処 理 に 不都合 を きた す 可 能 性 が ある か ら で す . 

な お ソフ トウ ェ ア の 都合 上 , どう し て も NM TI 処理 の 開始 を 阻止 し た い 場 合 に 
ほ 。 グイ マブ グ セス フラ ンク 。 IMAC し を 別人 入選 たく 桃 和 る こと で すず 。 だ だ し グイ 
マレ ジス タ の 値 は 徐々 に 狂っ て いく こと に な り ま す . 
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先 4 
了 ノ プリ ケー ショッ 
プロ グフ ム 
サブ プシ ステム の 
使用 に あたっ と ーー 一 一 


50 の 0 可 くく は 。、 ブー レル メレ シン ステ ム る を 
使う と ぎの た め の 参 考 事項 じ づ つり て ぶ 
と の まし だ まだ ソー ツジ カリ ン シ 
ステ デム を 使 /) や すぐ する た め の ア ブリ 
ゲー ショ ン , それ ら を 使 つ た サン プ 
ルル を の ぼぼ 過 ま すみ マー ザ の グロ グラ 
ム を 動作 させ る と まき は , ご の 草 お よび 
7 草 を 参 央 し ご ぐだ さ /、 


FHA コ ヒ 旧 
SU8S 人 TE 
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4 一 | サブ シス テム へ の プ [ 


サブ シス テム 内 で ユー ザ の プロ グラ ム を 実行 する と き , ブロ グラ ム を 格納 する 
場所 と し て , 次 の 領域 が あり ます . 


1 ) 共有 FR AM (5D88U を bDSEE) 
2) 家出 に メー クン エ リア ($D0A0-ー$D2BF) 
3) コン ソー ル バ パッ ファ (① し 000 一 $CF9FE) 
4) VRAM ($0000-ー$BFEFEF) 


これ ら の 領域 を 使用 する と き に は , 制約 が 課さ きれ ます . その 理由 は , これ ら の 開 
域 は 普通 の 状態 で は プロ グラ ム を 格納 すべ き 場 所 で は な く , デー タ な ど が 置か れ 
る 場所 で ある か ら で す .。 つ まり 。 サ プシ ステ ム 内 で ユー ザ の プロ グラ ム が 動く こ 
と 自体, か な り 特 殊 な 処理 で ある た めで す . この 特殊 な 処理 を 行う た め , 各 領 域 
で 動か す 際 の 注意 事項 を 簡単 に 説明 し ます . 





1) 共有 RAM ($D380-$D3EFF) 

共有 TRNAM は 1 2 8 バイ ト あ り ま す が , プロ グラ ム を 動か す た め に は TEST 
コマ ンド を 用 いな けれ ば な ら ず 。 そ の た だ ため に 最低 1 5 バイ ト (TEST コ マン ド 
お よび TEST サ プ コ マン ド ) 必要 と な り ま す . 従っ て 。 実際 に 使用 で きる の 
は $D3 8F (メイ ン 側 $FC8F) か ら 1 1 3 バイ ト で す . 

他 の 人 訪 域 を 使用 する 場合 も , 共有 FRAM を 通 か Memtr 
な り ま せん . この た め , 短い 簡単 な プロ グラ ム を 動か す 場 合 は , この 領域 を 使用 
し た 方 が , 手間 が か か ら な いで 済み ます し , 動作 FPW D た たこ 
り ま せん の で , よい と 思わ れ ま す . 一 般 的 に は 共有 TRNAM 上 で プロ グラ ム を 動か 
すこ と を 推薦 し ます . な お 共有 RAM を 参照 する サブ ルー チン は 使用 で きま せん . 














2 作 且 ウー クエ リア (00D0AU 一 DUZETP) 

サブ シス テム で 定常 的 に 処理 を 行わ せる 場合 は , 共有 TRNAM 上 で 充分 で す が , 
メイ ン 側 と の デー タ を や やり取り する と き に は , 共有 RAM 上 の 一 部 を TE ST コ 
ジグ ド 。 他 の 一 部 を プロ グラ ム エ り アア 。 他 の 一 弟 を アデ アーク エリ デア と し て 便 用 ずる 
こと に な が なり ま す (SM 上 コマ ッ ド の ーー 部 を デー クタ エリ デア と し て 使用 ずる こと も 
PGW こう 0: 3 馬 

和音 ジグ ログ ラム が 大 きく て , デー タ エ リ ア が 少し し か と れ な いり い 場合 や , 

草 的 な 処理 を 行う 行わ な い に か か わら ず , プロ グラ ム が 大 きく て 共有 RAM 上 
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に 収まり きら な い 場 合 は , この 補助 ワー クエ リア を プロ グラ ム の 格納 領域 と し て 
用 ぷる よ す に し ます 、 

補助 ワー クエ リア は , 全体 で 5 4 4 ( 約 0.5KK) バイ ト あ り , PF キー 定義 テー 
ブル ($D2C0-ー$DS5F:160 バ イト ) も 使用 し た 場合 は , 全体 で 7 0 4 
バイ ト あ り ま す の で , この 領域 で 普通 の プロ グラ ム は 収まる こと と 思い ます . た 
だ し , PE キー 定義 テー ブル を 使用 する の は 遊 け た 方 が よい で し ょ う . 

補助 ワー クエ リア を 使う に あたっ て の 制限 は , サブ システム の モニ タ 内 部 ルー 
ナン で て 。 補助 ソー クエ リプ デ る お 使う サブ ルー ナン を ユー ザ の プロ グラ ム で 用 いて は 
な ら な いと いう も の で す 。 まだ, PF キー 定義 テー ブル や キー 入力 バッ ファ (F 
Mー-7 シリ ー ズ の み ) を 用 いる 場合 は , FIRQ を マス ク し て お く 〈 必 要 が あり ま 
す . な お , $D0A0-$DOFFE 番 地 の 領 域 は 。 ダイ レク ト ア ドレ ッ シ ン グモ 
アグ や ス て きま すす ので 、 テー ザジ ログ ラム の ワー クエ リア と し で 使用 みる 
と 便利 で し ょ う . 


3 リヨン ツー ル パ ッ ファ ア (5CO00O00O 一 CFP9R) 

ヨン ソー ル バ パッ フフ アァ は ば 4000 (904K) バイ トト ありま すず す の で 、 プ ログ ラム が 
大 きく な っ て も , この 領域 に 収め る こと が で きま す . この 領域 に プロ グラ ム を 格 
納 す る と き は , モニ タ 内 の PUT, GET コマ ンド の 関連 ルー チン は は ほとんど 使 
用 する こと が で きま せん , つま り ,。 コン ソー ル バ ッ ファ を アク セス する サ プ ブル ー 
ナン は すべ て 用 いる こと が で きま せん . 

共有 RAM か 補助 ワー クエ リア を 使用 する 場合 は , プロ グラ ム が 終了 し た 時 点 
で 何 も す る 必要 は な い の で す が , コン ソー ル バ ッ ファ を 使用 し た 場合 は , 終了 し 
だ 時 点 で ERSALL ($E2 5E) を 呼び 出し て ,。 バッ ファ を 初期 設定 し な け 
れ ば な り ま せん (同時 に 画面 も 消え ます か ら , 画面 が 残る よう に し た い 場 合 は , 
RSBUE (NE は 31) と ASSELD (WDM27 り D) ぞ 、 必 美 入力 情 静 
を 与え て 呼び 出し ます ). 


4) VRAM ($0000-ー$BFFF) 

プロ グラ フラム の 大 き さ が 4 氏 バ イト 以上 に な る 場合 は , VRAM 上 に ブロ グラ ム 
を 置く よう に し ます . この と き は , モニ タ 内 部 の ルー チン は ほとん ど 用 いな い 方 
が よい で し ょ う 。 プ ログ ラム は 最大 4 8 氏 バ イト まで 格 絢 で きま す が , 1 6KK バ 
イト 以上 の 長い プロ グラ ム を 作る こと は , まず あり えな いこ と で すか ら , 3 画面 
の うち 1 画面 を 使う こと に な り ま す . こ の と き は メイ ン 側 の マル チ ペ ー ジ 制御 
レジ スタ ($FD3 7) を 制御 し て , プロ グラ ム の 格納 され て いる 画面 を 表示 さ 


12 


せな いよ うに し て お く 〈 く 必要 が あり ます . まだ た , VRAM アク セス フラ グ を 始終 セ 
ッ ト し て お か な けれ ば な り ま せん . VRAM は , CR 華 C と 共用 の R AM で すか 
ら , FMー7 7 以外 の サイ クル スチ ー ル 方 式 を 採用 し て いな い 機 種 で は 動作 速度 
3 代 ド し ます . 

VRAM 上 E に ブロ グラ ム を 半 く の は 遊 け だ 方 が よい よう で す 。 も し , VRAM 
民 少し て もら 。 テー グリ / と し て 用 いる と に し て 、 プ ログ ノン ム 本 休 は 別 の 
領域 に 格納 し て お く よ う に し た 方 が よい と 思い ます . 


ブロ グラ フラム を サブ シス テム に お く 〈 場 合 , 可能 性 と し て は , 以上 の 4 つの 倒 域 が あ 
り ま す が , 原則 的 に は 共有 RAM 上 で 動作 させ る の が 一 番 よ い 方 法 だ と 思い ます . 
実行 速度 が 少々 遅く て も 構わ な い ぃ 場合 は , プロ グラ ム を モジ ュー ル 化 し て , 分 割 
し て 共有 FR AM 上 で 遂 次 実行 させ れ ば , 大 き な プ ログ ラム も 共有 RAM 上 だ け で 
動か すこ と は 可能 で す . プロ グラ ム を 常駐 させ る と きも , 補助 ワー クエ リア か コ 

ン ソ ー ル バッ ファ に すべ き で , V R AM 上 を 使用 する の は あま り 良 い 方 法 と は 思 
まま 革 ん 。 


4 一 2 サブ シス テム で プロ グラ ム を 動か す と き の 注 意 


が アグ アンス アム 同 で アロ グラ ム る を 還 か ず あ と 舎 ほ は FI の よう な こと る 注 契 しく, 
プ 尽 グラム を 作成 し て くだ きい 、 
1) NMI 
2) VRAM の アク セス 
うい の ラーン ギリ 
4 ) メイ ン 側 と の イン タフ ェ ー ス 
5 ) リロ ケー タブ ル ( 再 配置 可能 ) 


各 項 目 に つい て 簡単 な 説明 を 加え て いき ます . 


1) NMI 

サブ システム で は , 年 常 的 に NMTI ( 最 優先 割込み ) が 発生 し ます . NMI サ 
ービス ルー ナン で は , カー ソル の 表示 ,。 グ イマ の 更新 。 ダイ マ や PF キー に よる 
メイ ン 側 へ の アテ ンション 割込み な どの 操作 が 行わ れ て いま す . 操作 を 行う か ど 
うか は ワー クエ リア を 見 て 判断 し て いる の で ,。 ワー クエ リア を 書き 挽 え て し まう 
と , NMI で ユー ザ に と っ て は 不都合 な 処理 を 行う お それ が ある の で 気 を つけ て 
下さ い 。 書き 換え る と , 不都合 を 起こ す ワ ー ク エリ ア は 次 の 2 つ で す . 
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CURSR $ も DOIO カー ソル の 表示 を ずる だ の の フラ グ で 。 値 浪 0 か 
ビッツ トド 7 の が セ w ッ トド ト き が で いる と き は ,。 カー ソル を る 表示 し ませ ぜん 
が , それ 以外 の 値 を と る と き は , カー ソル を 表示 し て し まい ま 
す 。 それ だ け で は な く , カー ソル を 表示 し 終わ る と VRAM ア 
モス ソノ ラノ る オフ ずる の で コロー ザ が ザ の グロ グラ ペ が VRA 
M を アノ セス し て いる と き に や 郡 舎 が 生じ ます 。 TBEST ョ マ 
ンド で サブ プン ステ の に 人 人 っ だ た 段 了 で き 表 が きる せな ゆい よう 民 し て 
いる の で , 書き 換え な い 限 り , 問題 は 起こ り ま せん . 
nb 上 て $D00B タイ マ 割 込み を 発生 きせ る フラ グ で 。 0 以外 の 値 
を と る と ,。 メイ ン 側 ヘ へ ア テン ショ ン 割 込み が 発生 し ます . ユー 
ザ プ ロ グラ ム を 動か す 前 に , タイ マ 割 込み が 選択 され て いな い 
場合 は 0 と な っ て いま す 。 
その 他 に , PF キー 定義 テー ブル の 各 PEF キ ー テ ー プ ブル の 先頭 の バイ ト の ビッ ト 
7 が セッ ト さ れ て い ぃ いる と , PEF キ ー を 押せ ば NMI サ ービス ルー チン に よっ て , メ 
イン 側 に アテ ンション 割込み を 発生 きせ ます . プロ グラ ム の 格納 場所 と し て PF 
キー 定義 テー ブル を 使う の は , この よう な 理由 か ら 遊 けた 方 が よい で し ょ う . 
2)8WIR ん ル ん M の アク セス 
VRAM を アク セス する 前 に は , VRAM アク セス フラ グ を セッ ト す る ($D 
409 に 対し て read 動作 を 行う ) こ と が 必要 で す BITA($D409) や 
ST ($D40 9) な どの 操作 を 行っ て 下さ い . VRAM アク セス フラ グ を セ 
Pr C RTC と の 競合 が 起こ り , V 
R AM 上 に 目的 の デー ク を 書き 込む 場合 誤動作 し ます . 特に 表示 され な い 全 域 
( 青 FC 和 nsh RPM 
に 。 VRAM アク セス フラ ク が モッ ト さ れ て いな いと ここ CRITC に に よう て 身 な 
デー タ が VRAM 上 に 書き 込ま れる 場合 が あり ます の で 注意 し て 下さ い . 
VRAM を アク セス し な いと き は ,。 VRAM アク セス フラ グ を クリ ア ($D4 
0 9 に 対し て write 動作 を 行う ) し て お いた 方 が ,CRTC に よっ て CPU を 赴 
の らち れる こと が な い の で 良い て しょ う 。 VRAM を アク セス し て いる 間 だ け 。 ア 
クセ スプ フ プラグ を セッ ト し て 下さ ゆい 
が お V KAM/ ク セス ノラ フ ノ を セッ ト し た 正人 備 の VNAM へ の アク セス は , 
ハー ドウ ェ ア 的 要因 か ら 人 避け て 下さ い . 必ず , RM アク セ 


MS つり 
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2) ワー クギ ルリ デ 

ワー クエ リア ($D000-$D0 9F) に は , 定常 的 に 用 いら れる も の が 多 
い の で , 科 移 的 に 用 いら れ て いる も の は 以外 は 書き 換え る こと を 避 けた 方 が よい 
で し ょ う . 参照 する 際 は , 別に 問題 は あり ませ ん . も し , 定常 的 に 用 いら れ て い 
る も の を 書き 換え た い 場 合 は , 3 章 を 読ん で 。 その ワー クエ リア の 内 容 を 充分 に 
知っ て お いて 下さ い . 書き 換え て 使用 し た と き は , プロ グラ ム の 終了 時 点 で 元 の 
値 を 戻し て お いて 下さ い . 


4) メイ ン 側 と の イン タフ ェ ー ス 

メイ ン 側 が サ プ シ ステ ム に HALT を か けた 時 に , コマ ンド を 実行 し な いと き 
は, DD28U0 (メル イン 側 DEC80) の ビッ トト 7 を 立て で て お く 《 く よう に し ます . 
だ だし, ユー ザ の プロ グラ ム 内 で の 共有 TRNAM を 通じ て 情報 の 交換 で は , その 必 
妥 は あり ませ ん . メイ ン 側 が 共有 RAM を アク セス する と き は , BUSY フ ラグ 
(メイ ン 作 SFD0 5) を 検索 し て BUSY で な いと き 。 サ プシ ステ ム に HAT 
を か け て か ら 後 に し ます . サブ プ 側 は , BUSY($SD4 0A) を read/write 動 
作 を 行っ て メイ ン 側 に 共有 FRAM を アデ アク セス し て 良い か 下 い か を 知ら せる 必要 
が あり ます . また , キャ ン セ ル 割 込み を か ける と き は , メイ ン 側 の $SFDO5 の 
ビッ ト 6 を セッ ト し た 後 。 も うう 一度 ビ ッ ト 6 を クリ ア し ます . この と き サ プ 側 で 
は IRQ サー ビス ルー チン に よっ て , ア ボー ト フ ラグ が セッ ト (..ABRT: $D 
000ー$FF) され ます の で , それ を みて キャ ン セ ル 割 込み が 起 っ た か どう か 
判断 し て 下さ い . な お , FM 一 8 で は , ..IRQE ($D000-$D0OO1) 
に ジャ ンプ ベク トル を 書き 込む せこ と に よっ て , キャ ン セ ル 割 込み の 処理 先 を 指定 
する こと が で きま す . 

5 身 グ ケータ アル 

サブ プシ ステ ム に 置く プロ グラ ム は 。 サブ シス テム 内 で 再 配 置 し ます か ら ,。 シス 
テム に 依存 する 部 分 ([ プ 0) ポート や モニ タ 内 の サブ ルー チン を 使う も の ) を 除 
いて は , 再 配 置 可能 な も の で な く て は な り ま せん . 
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4 一 3 サブ シス テム コー ルプ ログ ラム 


サブ シス テム に プロ グラ ム を 送っ た り , 共有 RAM で 動か し た りす 
る の は , 面倒 な 手続 き で す . それ ら の 手続 き を 代わ り に 行う た め の プ ログ ラム で 
す . ユー ザ は ユー ザ プ ロ グラ ム 中 で 必要 な パラ メー タ を 設定 し 。 ソ フト ウェ ア 割 
込み で 。 この プロ グラ ム を 呼び だ すこ と に より 。 その よう な 手続 き を 一 切 行わ な 
で 。 リン ンズ ステア テム を 用 6 みこ と が で きま すず すず. 
使用 法 | プロ グラ ム は $6000-$625 1 番地 の 領域 に あり ます (リロ 
ケー タブ ル で す ). プロ グラ ム を 呼び 出す の は , SW I (ソフ トウ ェ ア 割 込み ) を 
用 いる の で す が , ドーBASTIC の SWTI ジャ ンプ テー ブル を 書き 換え る た め , 
使用 する 前 に イニ シ ァ ライ ザ を 出す 必要 が あり ます . ドーBAS 1IC か ら 。, 
EXEC &H6000 
と する か , ユー ザ の プロ グラ ム か ら 。, 
JSR  $6000 
と する か は , ユー ザ に 任せ る こと に し ます . 


ユー ザ フ ロ グラ ム か ら , この ブロ グラ ム を 用 いる と き は , SW IT を 用 いま す . 
この プロ グラ ム を 呼び 出す 出 に は 。 次 の レジ スタ を 設定 し な けれ ば な り ま せん . 
レジ スク パッ パラメータ の 先頭 番地 
負 レ ジス アタ リク エス ト 番 号 (1 一 4) 
まだ 。 呼び が 出し だ た 倍 は 次 の レジ スク と ララ グ が 設定 さん れ ま すず す . 
らら ダン ダグ エラ ー が ある と き セ ッ ト さ れる 
0 ジス グ エア ーー が の あの る とき は は 。 エ ラー 知 号 【 ト を 9) 


この プロ グアム に は 、 洗 部 で 4 つの リク エス ト が あり ます 。 生 リク エエ べく トド ト ちあ ち 設 
定 す べき パラ メー タ を 説 明 し て いき ます . 


1. CALLER リク エス ト 番 号 | 

ナッ マス ア 作 モク 内 。、 あ るい サブ プ ン シン ス ア ム 和 内 は 移し た ユー ザ の ソン ログ ラム 
る 剛 び だ し ます 。 ズ スイ ッ ナ に よっ て 。 呼び だ す 前 の レジ スク る 放 征 し だ り 。 呼び 
だ し た 後 の レ ジス タ の 状 右 を 戻し た りす る こと が で きま す . 
2N ラ メー ク ほ 炊 の よう に 人 なり ます . 
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相対 値 


ーー ンー の 語 ー ンー テー ニア ーー 


| め る 2 スイ ッ チ 0・ * 設 定 し な い 1 … 設 定 す る ーー 
サブ ルー チン を 呼び だ し た 後 の レ ジス タ の 状態 を 戻す か 戻さ な い 
か を 決め る スイ ッ チ 0 … 戻 さき ない 1… 戻 す 





※ 相 対 値 4 12 の 情報 は , 相対 値 2 の スイ ッ チ を 0 に し 
た 場合 は , 設定 する 必要 が あり ませ ん . 


レジ スタ の 状態 を 戻す と き は , 次 の よう な 復帰 情報 が 設定 され ます . 


| 但 対 値 





次 の 例 は ,。 サブ シス テム モニ タ 内 の スク ロー ルル ー チ ン を 呼び だ びす もの で す . 


01000 NAM SAMPLE OF CALLER 

01010 OPT ME NM 

Q1020 5000 ORG $5000 

01030 * 

01040 5000 30 8D 0004 LEAX PARAM , PCR 

O1050 5004 86 01 LDA # 1 

O1060 5006 SF SW 1 

O1070 5007 39 RTS 

01080 5008 PARAM EQU * 

O10980 5008 E82E FDB $E82E *SCROLL 

01100 500A Q0 FCB $00 "NO REGISTER SET 
0O1110 500B Q0 FCB $00 *NO _ REGISTER RETURN 


0 S000 
TUTAL ERRORS OO0000--00000 
TUTAL WARNIN6GS 00000--00000 
PRUGRAM BEGIN ADDR=5000 
PRKUGRAM END ADDR=S00B 
PRUERAM ENTRY ADDR=5000 


J17 


2 二 二 で 1 


リク エス ト 番 号 


と 


共有 TK AM 上 に ユー ザ の プロ グラ ム を 持っ て いき , その プロ グラ ム を 動作 させ 


ます 。 


2 パラ メー タ は 。 次 の よう に な り ま す 


内 





次 の 例 は 。“ ド F" と いら う キャ ラク ダ る 家 示 させ る も の で す 。 


01000 


NAM 


01010 UPT 
01020 5000 URG 
01030 に 

01040 5S000 30 8D OOO04 LEAX 
01050 5004 86 02 LDA 
UIOBO' BOOB 3F SW | 
DO1070 5007/ 39 RTS 
01080 oO00 は PARAM EQU 
01080 5008 OA FCB 
01100 S009 500B FDB 
01110 S00B PRUG EMU 
01120 500B 86 4b LDA 
01130 SQ00D C6 07 LDB 
01140 SOOF BEE Z000 LDX 
91BU、 も 12 7E Eo51D JMP 
01160 DO EPRUG EQMU 
01170 o000 END 
TUTAL ERRURS 00000--00000 

TUTAL WARNINGCS 0O0000--00000 

PRUBRAM BEGIN ADDR=5000 

PRUGRAM END ADDR=S01 4 

PRU5RAM ENTRY ADDR=S5000 

3。T 上 AN S リク エス ト 番 号 


SAMPLE OF 
MEM 
$5000 


0 


PARAM ,PCR 
#2 


ネネ 

EPRUG-PROG "PROGRAM SIZE 
PROG "PRUGRAM ADDRESS 
玉 

信和 

せ / 

#$2000 

$Eo1D 


* 
$5000 


う 


メイ ン 側 に ある デー タ を ,。 サブ プ 側 に 転送 し ます . 
パラ メー クタ は 次 の よう に かなり ます 


メイ ン 側 の デ 


次 の 例 は , メイ ン の ROOM の 内 容 を , 


01000 
01010 
01020 
01030 
01040 
01050 
01060 


S18 


5000 

5S5000 30 85D 0O004 
S5004 86 03 

S006 3F 


NAM 
UPT 
ORG 


LEAX 
LDA 
SW 1 


メイ ン 側 の デー タ の 先頭 アド レス 
0 衝 2 夫 を 
サブ 側 の 転送 先 の 先頭 アド レス 





VRAM に 書き 込む も の で す . 


SAMPLE OF TRANS 
MEM 

$5000 

PARAM , PCR 

# さ 


01070 5007 39 RTS 
01080 5008 PARAM EQU ネ 
010980 5008 8000 FDB $8000 "SUURCE START (MAIN) 
01100 500A FFFF FDB $FFFF *SOURCE END (MAIN) 
01110 500C Oo000 FDB $O000 "DEST。 START (SUB) 
01120 S000 END $5000 
TOTAL ERRORS 0O0000--00000 
TUTAL WARNINES 00000--00000 
PROGRAM BEGIN ADDR=5000 
PROGRAM END ADDR=500D 
PROGRAM ENTRY ADDR=5000 
4uGAE [ リク エス ト 番 号 4 
サブ プ 側 に ある デー タ を , メイ ン 側 に 転送 し ます . 
2 ウメ ー タ 次 の よう に な り ま す 、 


相対 値 
サブ 側 の デー タ の 先頭 ア ドレ ス 
ー タ の 終了 アド レス 


サブ 側 の テ 
メイ ン 側 の 転送 先 の 先頭 アド レス 





次 の 例 は 。 コン ソー ル バ ッ プ ァ の 内 容 を , $4000-ー$4F9F 番 地 に 読み 込 
むる の で す . 

01000 NAM SAMPLE OF GET 

01010 DPT MEM 「 

01020 5000 DRG 5000 

01030 ネ 

01040 5000 30 8D 0004 LE AX PARAM , PCR 

O1050 5004 86 04 LDA # 

O10B0 5006 3F SW 【 

01070 5007 839 RTS 

01080 5008 PARAM EQU * 

O109B0 5008 じ OOO F DB CO00 *SUURCE START (SUB) 
O01100 500A し F9F FDB 欠 し FF "SUURCE END (SUB) 
01110 500C 引 000 FDB 欠 4000 DEST,。 START (MA」N) 
oO1120 5000 END $5O00 

TUTAL ERRORS 00000--00000 

TUTAL WARNINGS O0000--00000 

PRUGRAM BEGIN ADDR=5000 

PROGRAM END ADDR=500D 

PRUGRAM ENTRY ADDR=5000 

コブ プ 一 ちち ( ョ 天 巡 の よう ( に な り ます > 


リク エス ト 番 号 の エラ ー 


プロ グラ ムサイ ズ エ ラー(GO に お いて ) 
アド レス エラ ー(TRANS, GET に お いて ) 





ルー チン こ 


と に 説明 を 加え て いく こと に し ます . 


っ 19 


1 ) 
2 )/ 


リリ 


4 ) 
5 ) 


6 ) 


7 ) 


G ) 


9 


10) 


11) 


12) 
13) 


2Z0 


INI 


HAN 


し AL 


CAL 


GO 
IF _R A 


1 RA 


1 RA 


MOV 


| 由 : 


は 所 | 


MOV 


MT 上 
MT 上 


ME 


に 世 : 旧 


L S 


N SG 


N S 


NSS 


上 R 


E 


9 波 
ら 「| S 


DP 王 DAS」 上 し の 5WL ジ ニャ シン ラナ テー アル を 書き 換え まう 9. 
2 Um oe チン で 。 リグ エズ ER て の 衝 四 と 
お ルー チン を 呼び だ し まず す . 

ら に AA し し KU グ キ スト ルー チン で す 。 2 アメ ー ク が ら 。 デ 
ー タ を 取り 込み 、 共有 TRNAM 上 へ 制御 プロ グラ ム と パラ メー 
グ を 収 送 し ます 、 

CALLER の , 共有 RAM 上 で (サブ プ 側 で ) 動く 制御 ルー 
ナン で , 一 緒 に 転送 され た パラ メー タ か ら レ ジス タ を 設定 し 
て , 目的 の ルー チン を 呼び だ し た 後 は 。 レジ スタ の 内 容 を 共 
有 TR AM 上 に 設定 し ます . 

な さり の リク エス トル ーー チン で す . 

X え レジ スタ で 示さ れる 先頭 アド レス か ら 。 B レ ジス タダ の 示す 
バイ ト 数 分 だ け ブ ログ ラム を 共有 RAM へ 転送 し ,。 その プロ 
グラ ム を サブ プ 側 に 実行 きせ ます . 
TRANS リク エス トル ー チ ン で す 。, 共有 RAM 上 に ある 制 
側 プ ログ ラム と 連絡 を と りな が ら , メイ ン 側 に ある デー タ を 
北 有 TRKR AM へ 転送 し ます . 

TRANS の サブ 側 で の 市 御 プ ログ ラム で す . 共有 RAM 上 
に 駄 送 きれ だ デー グ を サブ プ 側 へ 転送 し まず 。 デー タダ は , 6 4 
バイ ト ご と の プ ブロック に 区 切ら れ て 転送 され て いき ます 。 共 
有 TRN AM の 先頭 の バイ ト を ブロ ッ ク の サイ ズ に , 次 の バイ ト 
を 転送 の た め の 連 絡 に 使用 し て いま す . 
TRANSS 用 の , プ ブロック 転送 ルー チン で す . 

GE リク エス トル ー チ ン で す . 共有 RAM 上 の 制御 プログ 
ラム と 連絡 を と りな が ら , 共有 RAM 上 に 転送 され た デー タ 
を メイ ン 側 に 転送 し ます . 

GE 本 の サブ プ 側 で の 制御 プロ グラ ム で す . サブ プ 側 の デー タ を 
月 NAM お ペペ 転 愉し ます 。 デー グ は 。 さる 2 パイ ルド あと の 
ロッ ク に 区 切っ て 転送 し て きま す . 共有 RAM の 先頭 の 次 の 
バイ ト を , プ ブロック の サイ ズ と し て メイ ン 側 と の 連絡 に 用 い 
で いま す . 

GETS 用 の , ブロ ッ ク 転 送 ル ー チ ン で す . 
TEST コ マン ド を 共有 RAM 上 に 転送 し ます . 

TEST サ プ コ マン ド を 共有 RAM 上 へ 転送 し ます . 





14) HALT で 
15) RHALT サブ プシ ステ ム に か けた HAL 芽 を リセ ッ ト し ます . 
16) COPY メイ ン 側 の ブロ ッ ク 転 送 ル ー チ ン で す . 


この プロ グラ ム の 特徴 は , サブ プ 側 と メイ ン 側 で 同時 に 別々 の 処理 を 行っ て いる と 
いう こと で す ( し LT。 |IRANS) ササ ププ と メイ シン (は, 0 
セス する と き 以 外 は , 一 方 が 他方 を 待っ て いる 必要 は あり ませ ん . また だ , 転送 
際 は , プロ ッ ク ご と に 分 け て , まとめ て 転送 し て いる の も 特徴 で す . 


1 4 一 ] 節 で 述べ た 補助 ワー クエ リア や コン ソー ル バ ッ ファ に ユー ザ 

プロ グラ ム を 転送 し て 、 その プロ グラ ム を 動か す よ うに する と き , この サブ シス 

テム コー ルプ ログ ラム を 用 いれ ば 簡単 に 行う) こと が で きま す . また , 内 部 ルー チ 
ン を 利用 し て いな い の で , FM- 8 で も 動作 可能 で す . 
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10010 ネネ 玉 米 玉 米 玉 氷 玉 来 来 玉 来 末 末 玉 玉 玉 末 ポ 玉 氷 玉林 玉森 玉 ネネ 本 本 ネネ ネネ ネネ 来 ※ 
10020 < 

10030 ネ SubSyStem SyStem Caller 

10040 

10050 1 pFTOgFamed by t.minOohara may・.19384 

10050 * 

10070 ネ 
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10110 
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10130 氷 uSB Of SubSyt ら em fOT uSer< 

10140 ネネ 。 1† uSeT wantS that he usSes Subroutine in 
10150 氷 SuDSyStem , then he only CallS thiS pFOgram 
10160 ネネ with "SWI” 。 He CCSeSS it withOut making 
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10180 ネ (TEST) COmmand . 

101980 ネ ThiS pFTO&Tam has 8 variety Of SerViC@e 
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10230 *※ 
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10260 ネネ 。 method Of Call *SWI' SOftware inteFFupt 
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10280 ネ ※ 。 befOFe Call ,」 Set next FegiSt@er 

10290 ポ 

10300 ネネ 欠 FeBgiSt ら BT .... databuffeF Of FequeSst 
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10320 当 

10330 ネネ 。 after Call 。 Set next FegiSter 

10340 ネ 
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10380 Bnu 

10390 F 

10400 ネネ 1 。 Caller Ca1| SubSySt ら Bm SubrOut in 
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10 只 40 玉 
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322 


6S000 


000 
002 
5005 
DB009 
500C 


500D 
500E 
5010 
5012 


6014 
5015 
5016 
501A 
01C 
501E 
5022 
5024 
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50ZD 
560ZF 
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8p 
20 


FC80 
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D380 


D409 
D40A 


01D7 
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01D8 


500D 


2D 
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8D 
A6 
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E4 
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01 
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ド ヒ 
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E じ し 


603A 
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014D 
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00Z0 


0018 


502ZF 
6031 


502Z6 


1 


人 


※ 
SRAM 


SBSOUT 


CUMAR 
VACC 
BUSY 
ネ 


P「'Og 


。 COmmand GFFOF 
5 
に 


am SizeG BFFOr (in 8O) 


ddFeSS BFFOF 


NAM 
TTL 
UPT 
URG 


EU 
EU 


EQU 
EuU 
EQU 


ネネ Changer 


< 
SWwIV 
3 
INIT 


表 


EuU 


EQU 
LDA 
っ 「A 
LEAX 
STX 
RTS 
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SUBC じ AL 

SUBSYSTEM CALLER 
MEM,NUGEN ,NOW 
$5000 


$FC80 
ま $FDO5 


ま D380 
$D409 
$D40A 


$01D ア ポ Swi VeCtOr ddreSS 


ネ 

# 多 7E * 
SWwIV 
HANDLE ,PCR ネネ yeCtOF 
SWwIV+ 1 


"Jmp ' COOB@ 


iS handIer ntFry 
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ネ 
HANDLE EQU 
素 


FIN 


HANDL 1 
HANDL2 


*※ 
* 
* 
ERRUR 


3 


TSTA 
BEG 
CMPA 
BH ! 


DECA 
LSLA 
LEAY 
LEAY 
LDD 

LEAY 
LEAY 
JSR 


LDB 
TSTA 
BEQ 
URB 
BRA 
ANDB 
STB 


S「A 
RTI 


COmmand 


EQU 
LDA 
BRA 


ネネ VeCtOF 


* 
VECTOR EQU 


FDB 
FUB 
FDB 
FDB 


" ネ IS FequeSt 0 ? 
ERROUR ネ YeS 。 then BFFOF < 
# す ネネ IS FequeSt ggFeat than すす ? 
ERROUR ネ YeS 。 then @eFFrOF 。 
ネ IDSF SearcCh 
VECTOUR ,PCR 
AA。Y Et FeGlative diStanCB 
人 
VECTOUR ,PCR 
だ \ ポ Gt DSOIute ddFeSS 
生 ネネ Cal| eaCch FequeSt FOut in 
* 〇 ネネ IOad CC FegiSter 
HANDL 1 
革 1 まま CaFPPy Set 
HANDL2 
井 針 上 上 ネネ CaFFPy PeSet 
ぅ つ 林 SaVe じじ し FegiSter 
| 且 和 を こい 
TTPOF 
束 
革 1 ネネ COmmand GTFTOT COQdB 
FIN 
ネ 
じ CALLER-VE じ CTUR 
50-VECTUR 
TRANS-VECTOUR 
5ET-VECTOUR 
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X 

の が ま 1 * ネ Fead Set †fIag 

じ CALL 1 
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REG1IST ,PCR 

# 

CUPY ネ tFanSfer dat8 

玉 

? つ ※ Set SubFOut in ddFeSS 

ぅ 

ADDR 。 PCR 


#ENCAL-CALLS 
CALLS PCR 
TRANSG * ネ tFanSfer program and gO 
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> つ 

つづ ュ 

じ ALL9 


ネ wait fOF end Of Fun 


ネ Fead Feturn flIag 
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12140 
12150 
12160 
12170 
12180 
12190 
12200 
12210 
12220 
12230 
12240 
12250 
12260 
12270 
12280 
12290 
12300 
12310 
12320 
12330 
12340 
12350 
12360 
12361 

12370 
12380 
12390 
12400 
12410 
12420 
12430 
12440 
12450 
12460 
12470 
12480 
12490 
12500 
12510 
12520 
12530 
12540 
12550 
12560 
12570 
12580 
12590 
12600 
12610 
12620 
12630 
12640 
12650 
12660 
12670 
12680 
12690 
12700 
12710 
12720 
12730 
12740 
12750 
12760 
12770 
12780 
12790 
12800 


J24 


507/F 


5080 
5084 
5086 
b088 
508C 
508E 
50S80 
5092 
5094 
50Sb 
5099 
50SB 
60SD 


508F 


p0A 1 
50A3 
50A5 
50AS 
650AB 
SOAD 
50BO 
b0B ジ Z 
50B4 
b0B6 
50B8 


560BA 
QBC 
50BF 


50C じ O 
DO0CZ 


50CB 
50CD 
50CF 
5OD 1 


50D コ 
50DS 


50D8 
BODB 
6ODF 


5OE 2 
5OE 4 
50OE / 


5OEA 
60EB 


に 


うり 
AE 
34 


(1) 
ME 
34 
Ab 
Ep 
10AE 
EE 
AE 
ご 


AD 


うす 
1F 
うり 
A/ 
ヒメ 
10AF 


うら 
人 ム / 
に し 
ED 


に 1o) 
Bo 
39 


EC 
に 
ピン 4 
AE 


34 
居 


| 記 
30 
IM 
きり 
1 計 


4F 
39 


5080 


8U 
84 
10 
8D 
84 
GA 
01 
り 1 
02 
05 
07 
03 
01 


F4 


12 
ム 8 
8D 
G4 
02 
05 
07 
02 
01 
E 1 
03 


10 


003C 


0036 


0018 


D40A 


0002 
0009 


50CB 


0CB 


80 
が 
1B 
84 


50EC 


50D3 


1 4 


01SE 6236 
013C 6Z1】/ 


8D OO10 


014C 622E 


14 


0163 524A 
015C 6246 


RTS 


* 
※ 。 pFOgFam in Shared Fam 
ポ 
CALLS EQU ※ 
LEAX ADDR , PCR 
LDX * 
PSHS X 
LE AX REGIST ,PCR 
LDA ぅ 
TFR A」 じ し 
PSHS じじ 
LDA 1 。X ネネ ぬ Set 
LDB グ の 。X ネ B Set 
LDY 人 ネ Y Set 
LDU ア 。 ネネ U Set 
LDX づ 。 ネ X Set 
PULS 馴 ホネ C じ Set 
※ 
JSR な J」 
束 
PSHS X ュ ム A 
TFR じじ 。A 
LE AX REGIST .PCR 
STA > * ネ CC StOFG 
STB の ※ B StOFE 
STY ロ 。 ネネ Y StOFB 
SU ア 。X ネ * 昌 StQFB 
PULS ぬ 
STA 1 』 ル ネネ AA StOFB 
LDD > キキ + 
STD づ 。 人 ※ X StOFE 
ポ 
PULS が 4 
BITA BUSY 
RTS 
家 
ネネ 。 Duffer in Shared Fam 
* 
ADDR RMB の 
REGIST RMB ロ 
※ 
ENCAL EQU ネ 
* 
米 来 来 補 補 玉 玉 末 玉 本 末 来 末 玉 玉 末 玉 玉 来 炒 杯 林 本 床 ネ ネネ ネネ ネネ ポポ 玉 本 
束 
本 叶 O 
ネ 
末 tFanSfeT pFOgram tO ShaFred Fam 
ネ ョ nd 0O th pFOgFam 
* 
炒 databuffeF 
* ネ 
9 +O :・ pFOgTam Siz6 (<〈=113) 
ネ + 1 : pFOgram StaFTt addFeSS (in main) 
* ネ 
GU EQU * ネ 
ト 
LDB ュ 信 + Fad SizG@ 
CMPB 113 ネ SizeG CheCK 
BH 1 GU0O 
LD% > ネ Fead Start addF8SS 
ネ . 
TRANSG EQU ※ 
4 
PSHS KB 
LBSR HAL T ※ wait fOr Fegdy and halt 
1 
LBSR MTEST ネ tFanSfer teSt COmmand 
LE AX TESTS1 。PCR 
LBSR MTESTS ネ tFanSfeT teSt SubCOmmand 
* 
PULS B ,X 
LBSR CUPY ポ tFanSfeFT prOgram 
LBSR RHALT ネ FESet halt 
米 
CLRA 
RTS 
※ 


12810 
12820 
12830 
12840 
12850 
12860 
12870 
12880 
12890 
12900 
12910 
12920 
12930 
12940 
12950 
12960 
12970 
12980 
12990 
13000 
13010 
13020 
1 3030 
13040 
13050 
13060 
13070 
13080 
1 3090 
13100 
13110 
13120 
13130 
13140 
13150 
13160 
13170 
13180 
13190 
13200 
13210 
13220 
13230 
13240 
13250 
13260 
13270 
1 3280 
13290 
13300 
13310 
13320 
13330 
13340 
13350 
13360 
13370 
13380 
13390 
13400 
13410 
13420 
13430 
13440 
13450 
13460 
13470 
13480 
13490 
13500 
13510 
13520 
13530 
13540 
13550 
13560 
13570 
13580 
13590 


5OEC 86 
bOEE 3 ヨ 9 


bOEF 
bOFO 
bOF 2 


50F 3 
50F5 


5OF/ E 


b0F9 
OFB 
0FE 
5100 


510Z 【 


b104 


GTOB 


510A 
10 し 
6110 


113 


115 
511/ 


51183 
DTI し 
511E 
511F 
1Z 1 
b123 


612 ら 5 
b128 
512B 
6 12FE 
5131 
5134 
b13/ 
139 
513B 
513D 


13F 


CD 
30 
1 記 


AE 


う 1 
し 6 


10AC 
24 
り し 
さ 1 
し 1 
〆 り 


CE 
17 
F7 
7F 
17 
17 
30 
27 
AC 
23 


5OEC 
02 


5OEF 
に に 
D38F 
ご! 


5O0F3 


し 
89 
E4 
02 


) E4 


ご 1 
52 
04 
8D 


50 


この 


5151 


007D 


8D 0045 


FFCO 


E4 
DL1D 


01 


6119 
oy 
0/ 


2 1 
40 
F 4 


6125 
F CCO 
010B 
FC80 
FC81 
0116 
010F 
8 
0 
52 
DB 


613F 
00F4 


50D3 


125 


611 


bZ さ 3b 


524A 
52Z46 
bp13F 


6115 


に 4 だ 15 


5U0 
末 


EE 。 人 衝 。  。] 


ES!S1 


EaU 


LDA 
RTS 


EQU 
FCB 
FDB 
FCB 


# ン 


* 
まり コ 


ホ SBt Si1ZG BTTOF 


CUMAR+$0F 


ま ゃ 0 


tSt SubCOmmand fOr ggO 


* 
本 玉森 本 本 本 末 末 床 本 末 末 本 床 末 本 杯 末 床 床 率 林木 床 氷 氷 森本 氷 末 訂 本 森本 本 末 来 末 玉 本 末 末 氷 末 玉 本 


3 


RANS 


EE。 


Fa 


ら St 


内 式 鞭 鞭 三 


洗 共 葵 内 


TRANS 1 


*※ 
TRANS2 


本 
TRANS3 


TRANS4 


LtFarS 


tPanSfer data fFOm main tO SubSsyStem 


databuffeF 


9 用 


+ ウ 
+4 


EuU 


LE AS 
LDD 
STD 
LDD 
CMPD 
BLU 
S「D 
LDD 
S「D 


URCC 


* ネ 


-4 。S 
> 人 
ii 
2 。X 
> つ 


本 


TRANSO 


ュ つ 
4 


本 


data Start ddFESS in main 
data nd ロ adHdFTESS in main 
data Start addrFesSs in Sub 


SEt parameteFr tO StaCK nd wOFK 
fFTOm databuffeF 


Set pagFamEteF pQOO! 
St も taCK+O = main.S.addF 
StaCk+2 = main..ddF 


SSADDR 。PCR * cssaddr) = Sub.S.addr 


せ $D0 


素 


FIRM & IRQ maSk 


Parameter TOr IES[ COmmand 8and ロ 


LDB 
LEAX 
LBSR 


ContFQl 


PFTOgFram fOF IFanSsfer 
tO COmmuniCatiOn AFE8 


#ENTRAN- TRANSS 


TRANSS ,PCR 


TRANSG 


PFO&Fam 


in Main SyStGm 


tPTanSfBrEd dat8g 


LDX 
EQU 
LEAY 
LUDB 


EU 
CMPY 
BHS 
INCB 
LEAY 
CMPB 
BLO 


EQU 
LDU 
LBSR 
ここ 
じ LR 
LBSR 
LBSR 
LE AX 
BE 
CMPX 
BLS 


EU 
LBSR 


? つ 
ネ 

ュ 
1 


ネ 
の ュ つ 


TRANS3 


放電 
to 


TRANS2 


呈 


せ SRAM+ 564 * ネ Set 


HAL T 
SRAN 


SRAM+ 1  ※ 


CUPY 
RHALT 


* 
HALT 


TRANS1 


共 共 洗 黄 


ijS ら DIOCKed (54 byt@S〉 


mOv ら data tQ Shared ram 
bIOCK Size COunteFr Set 


COmpair tO main.end.addFr 
if pOinter iS great than 
it も then GSCapG 

inC POinter and COunteF 
if DiOCK SizeG ijS Small 
than 54 then Fepeat 


bIOCK tO Shared ram 
SEt DIOCK SizG@ 

SBt data.re8gdy †f 18g 

mOv ら 1 DIOCk 


XFPGg= ま OO000 ? 

YeS 。 then eSCapG 

If we have nOt tFanSf ered 
ョ II 1| data then FEpat 


92O 


13600 
13610 
13620 
13630 
13640 
13650 
13660 
13670 
13680 
13690 
13700 
13710 
13720 
13730 
13740 
13750 
13760 
13770 
13780 
13790 
13800 
13810 
13820 
13830 
13840 
13850 
13860 
13870 
13880 
13890 
13900 
13910 
13920 
13930 
13940 
13950 
13960 
13970 
13980 
13990 
14000 
14010 
14020 
14030 
14040 
14050 
14060 
14070 
14080 
14090 
14100 
14110 
14120 
14130 
14140 
14150 
14160 
14170 
14180 
14190 
14200 
14210 
14220 
14230 
14240 
14250 
14260 
14270 
14280 
14290 
14300 
14310 
14320 
14330 
14340 
14350 
14360 
14370 
14380 


J26 


b142Z 
5145 
6148 
614B 
5614 じ 
614E 
51S50 


BB1 
6153 


9 ete 
1 9 げ 
615A 


51SE 
56161 
6163 
166 


5169 
6165C 


61BE 
5171 
61 7/4 
6176 
6178 


5617A 
B1 7 し 


51 7/D 
517F 
b181 
6182 
6194 


b185 


6187/ 
5189 
518B 
618D 
51981 
519833 
519/ 
5183C 


7F FC8O 
7F FC81 
17 OOFB 6246 
4F 
32 64 
1C AF 
39 
6151 
86 03 
20 F7 614C 
6155 
1A 50 
B5  D409 
EE 8D 0027 
615E 
8E  D3CO 
C6  FF 
F7  D381 
F5  D40A 
F6  D381 
26  FB  B169 
F7  D40A 
F6  D380 
27 04 617A 
8D 05 617D 
20  E4  B15E 
617A 
1C AF 
39 
617D 
AB 80 
A7 CO 
5A 
26  F9 617D 
39 
0002 
6187 
6187 
EC 04 
34  O6 
EC 84 
ED 8D 0082 
EB 02 
ED 8D 007E 
10A3 8D 0077 
25 . 28 BS1C6 


C じ LR SRAM ネネ Set end flag toO $FC80 
CLR SRAM+ 1] ネネ Set data.T ら ady f18g 
LBSR RHALT 
CLRA 
TRANS5 LEAS 4 。S ネネ BEFTaS ら G StaCk pOOI 
ANDCC  # せ $ ま AF ネネ FIRGQ and IRQ enab1!le 
RTS 
※ 
TRANSO EQMU * ネ 
LDA # づ ネネ data addFresS GTFTOr 
BRA TRANS5 
ポ 
ネネ 。 COntFO| PFOgFam in SubSyStem 
CCEDt DIOCKEd data 8nd moVve it 
米 tO deStinatiOn are3a 
TRANSS EQMU 上 
* ネ 
URCC せ $50 FIR and IRQ mask 
BITA VACC ネ * VRAM aCCeSS SEt 
LDU SSADDR , PCR 
TRAN1 EQU 玉 | 
LDX #CUMAR+64 *※ SOuFCE data block addr 
LDB # 和 $FF ネネ FeGSBt data Feady f1ag 
STB CUMAR+ 1 
BITB BUSY ネ SEnd Feady Signal 〈(D40A) 
素 
TRAN2  LDB CUMAR+ 1 ネネ Check data Feady f|Iag 
BNE TRAN2 
4 
STB BUSY ネ SGnd DuSy f18g 
LDB CUMAR ネネ |Ogd data blIOcK Siz@e 
BE TRAN3 ※ ポ ij† mpty tnhEn GSCap@ 
BSR MOUVE R ポ mOVeG dat8 
BRA TRAN 1 ※ ポ FEDGat 
※ 
TRAN3 EQU * 
ANDCC  #$AF 
RTS 
4 
ネネ 。 mover move data DIOCK 
* 
* B 。。DbIOCK Size 
ネ K 。<SOuFCB tOpD addFeSS 
U 。。deStinatiOn tOp ddFeSS 
MOVER EQU ・ 
LDA + バ + 
STA ぅ U+ 
DECB 
BNE MOUVER 
RTS 
< 
SSADDR RIMB グ ネネ DeStinaion tOp 8ddreSS 
ネ 
ENTRAN EQU ・ 
林木 本 森本 本 森林 麻木 末 本 森林 本 末 本 炒 玉 玉森 末 末 玉森 床 末 床 末 末 末 玉 
ネネ  g&@t 
ギ 
* Bt dt fFOm SuDbSyStem 【tO mainr 
* 
3 databuffer 
を +O +1 data Start addFeSS in SuDbSyStB ら m 
・ + ォ ワウ +3 dat8 nd addFBSS in SubSySt ら Gm 
* ネ + 和 4 + ロ data Start addFeSS in main 
* 
GET E ロ U ネ 
束 
LDD 4 。X ネ St main.S.8ddr_ tO StaCK 
PSHS D 
LDD 。 ネ Set addF tO wOFK 
STD SADDRS , PCR 
LDD ど 。 バ 
STD EADDRS , PCR 
CMPD SADDRS , PCR 
BLO 5ETO *※ CaSe Of gddreSS erFQr 


14380 
14400 
14410 
14420 
14430 
14440 
144S0 
14460 
14470 
14480 
14430 
14500 
14510 
14520 
14530 
14540 
145S0 
14560 
14570 
14S580 
14580 
14500 
14510 
14620 
14530 
14640 


145SO 


14660 
14670 
14580 
14530 
14700 
14710 
14 720 
14730 
14740 
14750 
14750 
147/70 
14 780 
14 790 
14800 
14810 
14820 
14830 
14840 
14850 
14850 
14870 
14880 
14830 
14300 
14910 
14920 
14930 
14940 
14950 
14350 
14970 
14880 
14980 
15000 
1S010 
15020 
15030 
15040 
150S0 
1S06O 
15070 
15080 
15080 
15100 
15110 
1. ら 120 
15130 
15140 
151S0 
15160 
151 70 
15180 
15180 


b1 SE 


61A0 
5144 
51A6 


61A9 


61AB 
61AE 
51B1 
b1B3 
51BB 
51B9 
51BC 
61BF 


51C1 
51C4 
61 し 5 


561C6 
561C8 
51 じ A 


61CC 
61DO 
61D3 


51D5 
51D/ 


61D9 
61DE 
61EO 
DE 
1E3 
61E つ っ 


1E ソ 
61EA 
LE 


B 小 世に 
51F2 


51F4 
1lF/ 
b1F8 
61FB 
61FF 


6201 
52Z04 
520/ 


5208 
b2Z0B 
520D 
520F 
6210 
こる 
5213 
bZ1 ら 5 


1 作 


30 
じ 6 
導 / 


うり 
| 放 』 


27 
BE 
17 
7F 
17 
20 


17 
4F 
39 


さり 
86 
Z0 


AE 
B5 
1A 


コ 1 
Cb 


10AC 
2Z4 
2 
3 1 
し 1 
ン 〇 


F7 
8D 
F5 


F6 
26 


F7 
30 
27 
AC 
23 


/F 
ド S 
さ 9 


CE 
Ab 
A/ 
ら A 
2 
3d 


S0 


8D 0028 


4B 
FF2ZA 
4 り 
b1AB 
0089 
FC81 
OE 
F し LEO 
00981 
FC81 
008/ 
EA 


51 し 1 
0082 


561C6 
06 
03 
Fb 


51 に し 


50D3 


5Z36 
51C1 
524A 
5246 
b1AB 


52Z46 


1C2 


SD 0043 


D409 
50 


1DS 
94 
01 
61D9 


8D 003/ 


07 


2 1 
20 
避 紀 


b1E/ 
D381 
1 し 

D40A 


61EF 
D381 
FB 


D40A 
84 
06 


61E/ 


51DS 


5Z08 


51EF 


b2Z01 


8D 0O016 


D4 


6Z01 
D38 1 
D40A 


5208 
D3EO0 
GO 
CO 


FS 


0002 
0002 


5217 


651DS 


5ZOB 


GET1 


4 
GET2 


ポ 
GETO 


本 


0RCC 


LEAX 
LDB 
LBSR 


PULS 
EQU 
LBSR 
LDB 
BEQ 
LDX 
LBSR 
CLR 
LBSR 
BRA 


EauU 
LBSR 
CLRA 
RTS 


EaU 
PULS 
LDA 
BRA 


あ - 記 BISEPEI 


5E「S 
< 


< 
CETS1 


GETS2 


テ 
CE TS3 


に 
GETS4 


< 
GETS5 


本 
MOUVEG 


MOVEG1 


SADDRS 
E ADDRS 


1 
ENGE TS 


玉 来 末 末 来 来 来 玉 末 素 来 素 来 来 求 来 末 玉 末 末 補 氷 玉 米 末 末 玉 玉 末 氷 末 来 来 来 ネ 末 素 馬 素 玉 末 玉 求 玉 玉 玉 素 玉 ※ 玉 


※ 


EaU 


LDX 
BI TA 
URCC 


EuU 
LEAY 
LDB 
EMU 
CMPY 
BHS 
INCB 
LEAY 
CMPB 
BLO 


EuU 
S「B 
BSR 
BITB 


EuU 
LDB 
BNE 


S「B 
LE AX 
BE 
CMPX 
BLS 


EQU 
CLR 
BITB 
RTS 


EMU 
LDU 
LDA 
っ 「 ム A 
DE CB 
BNE 
RTS 
RIMB 
RMB 


EMU 


# 和 ま DO ネネ intGFFuDt maSk 


CETS,PCR 
#ENGCETS-GE 「S 
TRANSC 


U 

素 

HALT 
SRAM+ 1 
CET2 
#SRAM+ 86 
じ UPY 
SRAM+ 1 
RHALT 
GET1 


< 
RHALT 


ネ 
D 
# づ 
CET2+ 1 


PrTOgFTam in SuDbSyStBm 


素 


SADDRS , PCR 
VACC 
#$ ら 0 


ぅ ペ 

半 ] 

本 
EADDRS , PCR 
GE TS3 


1Y 
# づ 2 
GE TS2 


ネ 
CUMAR+ 1 
MUVEG 
BUSY 


< 
じ UMAR+ 1 
GETS4 


BUSY 

> 

GE 「S ら 
EADDRS , PCR 
GE 「S1 


* 
CUMAR+ 1 
BUSY 


# じ UMAR+ 9B 
ぅ バキ 

ぅ U+ 
MOUVEG1 


2 
の 


927 


15200 
15210 
15220 
15230 
15240 
15ZS0 
15260 
152 70 
152Z80 
152830 
15300 
15310 
15320 
15330 
15340 
15350 
15360 
15370 
15380 
15330 
15400 
15410 
15420 
15430 
15440 
154S50 
15460 
154 70 
15480 
15480 
15500 
15510 
15520 
15530 
15540 
15S50 
15560 
155 70 
15580 
15580 
15500 
15510 
1562Z0 
15630 
15640 
156S0 
15660 
156 7/0 
15680 
15680 
15700 
だ 1 
15720 
15/30 
15/40 
15750 
15/6O 
15770 
15780 
157930 
15800 
15810 
15820 
15830 
15840 
158S50 
15860 
158 70 
15880 
15880 
15300 
15810 
15920 
15830 
TUTAL 
TUTAL 


5Z1 / 
521B 
621E 
5220 


ZZ 
ZZ り 
bZ26 


622E 
5231 
5233 


52Z36 
5239 


623B 
623D 


52Z40 
652Z43 
245 


5Z46 
5249 


52Z4A 
b24C 
b24E 
524F 
5251 


30 
じ E 
じ CB 
16 


し じ E 
16 


Bp 
2B 


86 
B7 


Bb 
2A 
づり 


7F 
つけ 


AD 
ム / 
りら A 
ZD 
15 


ネネ mteSt tranSfer teSt COmmand tO Shared ram 
pIeaSe halt SubSyStem DefOT8e uSing 
* thiS SubrOut in 
* 
521 7 MTEST EQU ネ 
* 
8D 0O008 LE AX TESTD.PCR 
FC80 LDU #SRAM 
OB LDB #1 1 
0027 624 ム LBRA CUPY 
4 
※ 。 teSt COmmand dat8 
< 
b2Z23 TESTD EQU * 
ネ 
0000 FDB ま O0G00 
ゴト FCB $ コ ト ネ teSt COmmand 
59 FC し "YAMAUCHTI * *※ key wOFd 
ネ 
本 玉森 本 末 米 玉 米 米 末 来 森本 玉林 森林 麻衣 ネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ * ネ 
ネ 
mtBstS  tFanSfer teSt SubCOommand tO ShTa8d Fam 
* SBt nlt befOr8 uSg 
ネ 
ギ べく Feg ,,tOD 8ddresS Of SubCOmmand dat8a 
b22ZE MTESTS EQU ネ 
* 
FC8B LDU # せ SRAM+ 1 1 
04 LDB 4 
0014 624A LBRA COUPY 
* 
本 玉 米 末 水 素 杯 素 本 水素 炒 素 水森 氷 ポ 氷水 水 水 麻 ネ ネ ポ 氷 涼 水 床下 ポポ ネネ 水玉 ネネ ネネ ネネ 
< 
*※ halt wait Feady and halt SubsysStem 
3 
5236 HAL T E GU ネ 
* 
F DO LDA SBSUUT ネ ※ wait fOF Feady 
F 晶 b236 BM 1 HAL T 
ネ 
80 LDA #$80 ネ Set halt tO SubSySt@m 
FDO05 STA SBSUUT 
y 
FDO5 HALT2 LDA SBSUUT 氷 wait until Sub 8aknOw ledg@ 
FB 5240 BPL HALT2 ※ halt Signal 
RTS 
* 
ポ 氷 衣 ネ ポポ ネネ ネ 玉 氷 氷 氷 ネ 氷水 ネネ ネ 氷 林木 氷 氷 氷 氷 氷 氷 床 ネ ポポ ボネ ネネ ネネ 氷 ※ 
水生 も PeSet halt 
※ 
5246 RHALT EQU *※ 
FDO5 CLR SBSUUT 
RTS 
ネ 
ルネ て や ヤキ ャ サオ トナ ャ キサ ヤヤ ャ サタ キヤ ャ す ネ ャ ヤキ や も や ヤ ササ で ヤサイ サ ネ イタ ササ で キャ キャイ ャ ヤキ ヤヤ や キャ キネ < 
ギ ギ 
ネネ COPp ツ y COpy data (< く <256) 
* 
ネ XA Feg :.: SOuFPCE tODP ddFeSS 
* U FEg .。 deStinatiOn tOp ddFeSS 
* ネ B Feg .. SOuUFTCE SizG 
率 
524A CUPY 上 GU ネ 
* 
80 LDA 。 
CO STA s+ 
DECB 
F9 524 ム BNE COPY 
RTS 
< 
5Q000 END $bOQ00 


ERRURS OO0000--00000 
WARNINGS 00000--00000 


PRUGRAM BEGIN ADDR=5000 


PRUGRAM END 


ADDR=625 1 


PROGRAM ENTRY ADDR=B5000 


328 


使用 例 | 以下 は 。 この プロ グラ ム を 利用 し た 例 で す . 入力 し た アド レス か ら 
2 5 6 バイ ト 。 サ ブシ ステ ム の 内 容 を ダン プ し ます . GET( リ クエ スト 番号 4) 


を 用 いて いま す . 

1 “* 炒 水 水 相 ポポ ボネ ネネ ネギ ネネ ネギ ネネ ネネ キキ ネネ ギヤ ネネ キネ ネギ ネネ ポ ギ ギ ポ ギ キ キネ ギ キツ 閑 
20 "※ 

30 "※ SubSyStem dumpeFr 

40 『!※ 

5O 『'※ ポ 

5O CLEAR ,&H5FFF :WwIDTH 80.25 

70 EXEC&H6O00 

80 FOR コ = 0 TO 12 

0 READ A$:PUKE&HD5000+ [VAL ("HH+A$) 

100 NEXT 

| 前 9 

120 START=ー1 

130 INPUT dump Start addFESS : START$ 

140 IF START$ =^“ AND START<>-1 THEN 160 ELSE IF START$=““ THEN 130 
150 START=VAL(^&H+START$) 

16O POKE&H5OQ07 , INT (START ン 256) 

170 POKE&H5008 ,START-INT (START ン 25b6) ネ 256 

180 POKE&H5O09 。1NT( (START+255) /25D) 

190 POKE&H500A START+255-INT て (START+ 255) ノ /25b) * ネ 2Z256 
200 EXEC&H5O000 

に 

220 PRINT"addF : +0 +1 +2 +3 + す オ + ィ 5 +65 + ア 7 + ォ 8 +9d +A +B +C +D +E + ト “ 


230 
2Z40 
250 
260 
2/0 
280 
2Z90 
300 
310 
う 320 
3 
う 340 
りり 
35O 
3/O 
80 
390 
400 
410 
420 
430 
40 
450 


FUR 1!= 0 TO 15 
PRINT _ RIGHT ま (^0000^+HEX$S (START+ エネ 16) 499 10 ロバ ェ i 
トー 引 
FOUR J= 0 TO 15 
A=PEEK (&H5100+ 1 ネネ 16+J) :PRINT _ RIGHT ま (T00^+HEX ま (AD 2 の 2 5) の ョ 
IF A<&H20 OR A=&H7F THEN A$ も =A$+“ 。" ELSE A ま = ニ A$+ じ CHR$ (A). 
NEXT 
PR INT “  : ブ + 人 ム ま 
NEXT 


INPUT “DO _ yOu COnt inUE 7? (ツノ n ロ ) 「 合計 


IF A$=^N" OUR A$=“n~ THEN END 

START=START+256 

GUTO 130 

9 ・ 

DATA 8BE.50.07 。 :'LDX #$5007 ネ parameter addr 

DATA 86.04 :"LDA #4 * ネ SeleCct GET 

DATA S3F ・ "SWw Il ネネ Cdll SuDbSsyStem CalleFr 
DATA 39 "RTS 

DATA 00,00 ・"FDB $O000 ネネ Sub Stagrt gddr (dummy) 
DATA 00,00 = "FDB $OOQO ※ SuD ら 6nd ョ ddT (dummy) 
DATA 51.00 : FUDB $ ま 5100 本 main Start ddFr 

END 


929 


4 一 4 画面 シフ ト 


仕様 | この ブログ ラム は 。, 財 面 上 の 一 部 を 横 方 向 に 1] バイ トド ト ま だ は 1 ピッ 
ドン ジソプ ド す る ツン ログ ラム で すま 、。 だ だ し 完全 人 な 1 ビッ ト の シト 人 避 の 寿人 拍 
Y 座 和 標 で の シフ ト ) は で きま せん . 
| 使 用 法 | この プロ グラ ム の 最後 に (この リス ト で は $5165-$516D) 
に 次 の よう に 入力 情報 を セ モット し て 下さ い 、 
$5165-$5166 X1 座 標 「 プロ グラ ム の 位置 に よっ て アド レス は 
$5167-$5168 Y1 座 標 | 変化 し ます か ら プ ログ ラム を $500 
$S5169-$516A X2 座 標 時 Mb 
$516B-$516C Y2 上 座標 ドレ ス に 加え て 下さ い . 
b:5 上 6 シン ト の が クー シン 
で は 各々 の 入力 情報 を 説明 し ます . この プロ グラ ム は 仕様 で も 述べ た よう に 元 
全 に ビッ ト 単 位 で の シフ ト は で きま せん .。 シフ ト が で きる 範囲 を 図 で 志 し ます . 
図 *4*1 お 参 曲 し で 下さ い 。X エ 1 、Y1。、 双 2。Y2。 シン ト し だ た いら 部 分 
の 対角線 を 取り ます . し か し 図 の よう に VRAM 上 の バイ ト の 区 切り の と ころ で 
し か シフ ント で きま せん 、 で まず から 以 の よう に (YK1 YU を ん だ ら どの 726 と , 
(X1 キ 1。 や Y1)。、 (1 2 マリ 。 (Cl 上 9 YU NL YU) 
(X1 圭 5, Y1), (XX1 十 6。 Y1), (X1 十 7, Y1) と 選ん で も 同様 の シ 
フト し か で きま せん 。 区 2 に つい て も 還 便 で す 。 つ まり 8 ピッ ト こ と と の れ 旨 に 
し て し か シン ト で きま せん 。 
- 駐 1, Y1, X2, Y 2 の 値 は XX1SX2, Y1 ミ Y2 の よう に 選ん で 下さ 
ぃ い . さら に これ ら は 画面 の 範囲 を 越え な いよ うに 選ん で 下さ い . 
$ 和 5] 6 に つい て は 。 図 《4・4・2 ゃ を 参 曲 し て 下さ い 





(X1.Y1) VRAM1 バ イト 





に 


区 切り に シフ ト さ れる 


ーー 
ーー 


390 


$516D 
ピッ ト 単 位 の 左 シ フト 
バイ ト 単 位 の 左 シ フト 
ビッ ト 単 位 の 右 シ フト 
バイ ト 単 位 の 右 シ フト 


すす 
| 
構 人造 | この プロ グラ ム は 共有 RAM 上 で 走ら ちら せる た め な る べく 短 か く 〈 作 り 
まし た それ で は 説明 し て いき ます . ま ず checkrange($55000 一 $5037) 
CA の 。 ツ も グッ 0 革 人 人 19 のみ 0、 0 還る 。 リク の 上 り ル 
で な いか どう か 開 べ ます 。、 そ う で な いと き は プロ グラ ム を そこ で 終ら せま す 。 こ 
の よう な ルー チン は サブ 側 に も ある の で す が 共 有 TR AM 上 の プロ グラ ム を 短 か く 
する た め に メイ ン 側 に 置き まし た . 次 に MOVE で 共有 TRNAM 上 に プロ グラ ム と 
ナー ダ の 送り ます が 。 デ スト ドコ ヨ マ ン ドド, ゲー 、 ズルイ シン ルー チン, サザ サ ア ルー チン 
の 順 で 送り ます . サブ ルー チン は ,。 シグ プ ト の パタ ー ン に よっ て 4 つ に 分 か れ て い 
る の で す が , この 4 つ を すべ て 送っ た の で は 共有 RAM が むだ に な り ま す . そこ 
で あら か じ し め $516 了 DD の 値 に よっ て 誠 る プロ グラ ム を 決定 する の で す .。 と ころ 
が プロ グラ ム は それ ぞ れ 長 さ が 違い ます か ら , この サブ ルー チン の あと に デー タ 
PS 
に 共有 RAM 上 へ 転送 する わけ で す . 

炊 に サブ プ 側 の プロ グラ ム を 説明 し ます . PRG 2 は, VRAM の アド レス を 求 
め る ルー チン と 青 , 赤 , 緑 の VRAM を 書き 換え る プロ グラ ム で す . 

PRG2 は , 1 つの VRAM を 書き 換え る プロ グラ フラム で す . ここ で 注意 し て ほし 
の は BSR PRG3 ($50D4-ー) と あり ます が , 実際 に BSR す る の は , 
PRG3 と は 限ら ちず, PRG4, PRG5。 PRG6 と も な り ま す .。 それ は シフ 
ト の パタ ー ン に よっ て 共有 TR AM 上 へ の プロ グラ ム 転 送 が 行わ れ て いる か ら で す . 
これ は 相対 アド レシ ング の 効果 的 な 使用 例 で す . 
| 注意 点 | 境界 が VRAM1 バ イト ご と で すか ら 座 標 の 計算 に 十分 注意 し て 下 
さい 。 な お 改良 点 と し て 任意 の X 1 座標 。 Y 1 座標 で シフ ト す る も の が 考え られ 
ます が , 共有 RAM 上 に 置く こと は 不可 能 で すか ら , 他 の 場所 に 置く よう な プロ 
グラ ム を 作っ て 下さ い 、 









10000 氷 氷 氷 末 氷 玉 末 末 求 末 玉 米 米 米 氷 米 玉 炒 米 玉 来 玉 末 末 玉 玉 玉 本 本 ポ ポポ 氷 ポポ ネネ ポポ 玉 玉 東 米 
10010 * 

10020 水 hOFizOontal SCFQIl 

10030 * 

10040 炒 素 素 炒 素 来 玉 玉 素 素 末 玉 来 玉 米 末 森 本 米 玉 本 玉 玉 氷 氷 氷 氷 床 床 本 木 玉 表 涼 玉 訂 炒 末 玉 玉 
10050 ※ 

10060 3 mthOod Of us 

10070 素 

10080 < paramet@eFr 


さり 1 


10080 
10100 
10110 
1012Z0 
10130 
10140 
10150 
10160 
10170 
10180 
10190 
10Z00 
102Z10 
10220 
10230 
10240 
10250 
10260 
10270 
10Z80 
10Z90 
10300 
10310 
103Z0 
10330 
10340 
10 コ 50 
10360 
10370 
10380 
10390 
10400 
10410 
10420 
10430 
10440 
104S50 
10450 
104 70 
10480 
10480 
10500 
10510 
105Z0 
10S530 
10S540 
10S5S0 
10560 
10570 
10580 
10580 
10500 
10510 
105Z0 
10630 
10540 
10650 
10DB6U 
105/0 
10680 
10B80 
10700 
10710 

10720 
10730 
10740 
107S0 
1076O 
1077O 
10780 
10790 
10800 
10810 
108Z0 
10830 
10840 
10850 
10850 
108 /O 


992 


S000 


S000 
っ 004 
J006 
S009 
S00B 
っ o0OE 
o010 
2014 
S016 
o018 
S01B 
o01E 
っ 0 ジ 20 
5024 
oO02Z6 
o028 
oO02A 
っ 0ZD 
Oo02ZF 
5031 
5033 


oO03 ら 5 
o03/ 


5038 


っ 03A 
503E 
o04 1 
っ 043 


5045 
5049 
っ 04B 


虹 迷 
AE 
10AE 
3 
に 1 
ン 2 す 
108 し 
ク す 
AE 
10AE 
8 し 
ク 和 4 
108C 
2 
A し 
4) 
10AC 
Z 〇 
1F 
コピ 
の 4 


で 
ご 9 


8D 


30 
じ E 
CD 
8D 


30 
C6 
8D 


FDOS 
F し GO 


D39F 
D3d1 
D393 
D395 
E 3DC 
D4098 


00AO 


8D 0O161 


し 1 
し 1 
さり 
0Z8O 
Z つ 〇 
00 し 8 
| 
し 1 
し 1 
0280 
15 
00 し 8 
0F 
E 4 
0B 
52Z 
0D 
づ ン 
54 
03 
5035 
654 


5038 
47 


つり づら 
ら り コウ 


のり 3 のり 
っ 035 
ら り 3 ら 
っ 035 ら 


5038 


o08 1 


8D 0052 


FC80 
OF 
3 


50 /9 


8D 011 し 


08 
し 


o0 /9 


DATA+O:X1addF8SS 
ポ DATA+T2 5:Y1addFESS 
※ DATA+ す 4 :X2addFeSS 
1 DATA+6:Y2addFeSS 
DATA+TSB:SBIeCtiOn Of Shift 
4 bit1=1:Fight Shiftt 
Dit1 ミ =O:IBTt Shift 
素 bit0=1:byte Shift 
bitO=O:bit Shift 
ネ 
* X1 .Y1 .X2.Y2 jiS twO byt@eS 
ネ 
ネ 
URG ま 5000 
UPT MEM,NUGEN 
ネ m コ in 
SBSUUT ELU ま $FDOQ5 
SHARED EQU ま FC8O0 
ネネ SuDb 
SUBX1 EQU ま D3gF 
SUBY1 EQU $ ま D39 1 
SUBX2 EQU $D393 
SUBY2 EQU $D395 
ネネ SuD SubFOUut in 
ADDR EQU $E 上 3DC 
ポ 
VA じじ EU $D409 
※ ま Sub tFanSient ($DOAO) 
KEEPU EQU $AAO 
氷 
ネ 。 CheCK Fang@ 
炒 
LEAU DATA.,PCR 
LDX ぅ U++ 10gd 1 
LDY s++ 氷 108d Y1 
PSHS 代 ュ Y 
CMPX せま 0280  ※OVeFT Fange? 
BHS RTS 氷 V 選 S 
CMPY せ 千 し 8 ネ OVEF Fangg? 
BHS RTS ネネ yS 
LDX ぅ ++ 108d XX2 
に DY ぅ > ++ 10ad y ク 
CMPX # ま 0O280  *※OVeF Fange? 
BHS RTS ※yBS 
CMPY せま じ 8 ま OVGF Fangg? 
BHS RTS 氷 y 己 S 
CMPX ) っ ポ X1 >X29 
BLO RTS ※y ら S 
CMPY 2 ポ Y1 >Y2?7 
BLUO RTS ※ ポ VBS 
TFR U。Y 
LEAS 4 。 ら 
BRA MOUVE 
RTS EQU ネ 
LEAS すら 
RTS 


表 玉 ※ ポ 水玉 炒 氷 氷 ※ 氷 氷 氷 玉 炒 氷 氷 炒 炒 炒 炒 炒 氷 玉水 氷 氷 森 素 氷 来 林 末 森 末 末 炒 素 末光 
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* 。 move prTOgramS and dataS tO Shared Fam 


炒 


ネネ ポ 米 *※ 素 水 炒 米 玉水 氷 素 炒 末 氷 氷 表 本 本 米 氷 玉 素 氷 末 氷 杯 閑 来 末 木 玉 米 末 末 玉 


MUVE 


肖 


氷 mmOV 


4 


ネ mmOV 


玉 


EU 
BSR 


米 
HAL T 


tSt COmmand ロ 


LE AX 
LDU 
LUDB 
BSR 


dataS 
LE AX 


LDB 
BSR 


PRG ,PCR 
#SHARED 
#EPRG-PRG 
REPEAT 


DATA PC し R 
8 
REPEAT+ 


ネネ moOyE main pFPOgFa 四 


So04D 
っ 05 1 
SO ロコ 


oO055 
505/ 
oO058 
りり 5A 
っ 0SE 
o05F 
S06 1 


o5065 


o06 / 
S505B 
So05C し 
o0bE 


oO0/2 
50 74 
5076 
50 7 お 


5079 
507B 
S07D 
507E 
5080 


5081 
o084 
っ ら 086 
5088 
508B 


っ 08 し 
508F 


5080 
り っ 092 
5083 
oO08B 
509C 
5098E 


oO09F 
o0A3 
So0A6 
50A9 
50AB 
SOAE 
SO0B 1 
oO0B3 
っ 0BOS 
り 0B8 
50BA 
S0BE 
S0CO 
50 し CZ 
S0C6 
50 し じ A 


さり 
CD 
8D 


A6 
44 


ン す 
30 


44 
24 
30 


Z0 


30 
44 
24 
30 


CD 
8D 
8D 
3 ヨ 


10BE 
BE 
BD 
34 
BE 
BD 
35 
C6 
F7 
34 
10BE 


さり 
うり 
ご づ づ 
7 


SD 004E 
48 


2 S5079 


9 


OD り 06 / 
8D OOE8 


04 S065 
8D 00C3 

っ S055 
OB り 0 /2 
o05 / 

8D 007C 


04 o50 72 
8D 0096 


oO0 /2 

2 1 

03  S0/9 
14 508C 


50 79 


508 1 


y ン oS0D2 
50 

89 4000 
Cd 4000 
D39F 


mV 


NOADD3 


本 
NUADD 1 


ポ 
MOVE 1 


涼 


ネネ mmOvB8 


玉 
REPEAT 


HAL [ 


RHAL 「 


本 


LE AX 
LDB 
BSR 


PRGZ ,PCR 
#EPR52-PRGZ 
REPEAT 


SubD pFPOgFam by SeleCtiOn 


LDA 
LSRA 
BC し 
LEAX 
LSRA 
BCC 
LE AX 
EQU 
BRA 


EuU 
LEAX 
LSRA 
B し し 
LEAX 


EaU 
LDB 
BSR 
BSR 
RTS 


† POm 


Eu』U 
LDA 
S「A 
DECB 
BNE 
RTS 


EuU 
LDA 
BM 1 
LDA 
っ 「 ム A 
RTS 


E』U 
CLR 
RTS 


ュ Y 


NOADD 1 
PRGB.PCR *※ ま load 1byte |Ieft Shift 


NOUADD3 
PRG5.PCR *※ ま load 1byte Fight Shift 


ネ 
MOUVE 1 


* 
PRG3.PCR ※ ま IOad 1Dbit |Ieft Shift 


MOVE 1 
PRG4。PCR *※|IOad 1bit Fight Shift 


了 

# づ コ 
REPEAT 
RHALT 


ネネ numDeGF Of pFTO&gFam'S DyteS 


AFeg tO Ureg 


水 
ュ パャ 
s+ 


REPEAT 


*※ 
SBSUUT *※ wait fOF Feady 
HAL T 
#$80 
SBSUUT 


ネ halt SubSySt ら m 


< 
SBSUUT 


pFOgFam On Shared ram 


ネ 
PRG 


ネ iP 


EPR 
PRGZ 


JUMP3 


EuU ・ 

FDB ゃ O000 

FCB $3F ト 

FCC "YAMAUCHI 

FCB る 3 

FDB $D397 

FCB $d0 

pFTOgram 

EQU ネ 

EQU 

LDY SUBY 1 ネネ 1Ogd Y1 

LDX SUBX 1 * ポ 108d XX1 

JSR ADDR ポ Bt VFam ddFeSS 
PSHS U 

LDX SUBX2 ※ 10ad XX2 

JSR ADDR ※ get Vram addreSS 
PULS 過 

LDB # づ ネ DIuUB,FBd.FBBn 
STB SUBX 1 

PSHS U , XX 

に SUBY 1 

BSR PRG 1 * 1Vram Shift 

PULS U 。X 

LE AX ます 4000.X ネネ next Vram addresS 
LEAU $4000.U ※ next VFram addreSS 
DEC SUBX 1 


3JJ 


50CD 
S0CF 
S0D1 


50D2 
S0D4 
S0Db 
S0D8 
S0DB 
5S0DE 
S0EO 
SOE4 
SOEb 


SO0E / 
So0E9 
oO0EC し 
S0ED 
S0EF 
S0FO 
SO0F 2 
S0F 4 
50F6 
o0F / 
S0F9 
S0FB 
SO0FD 
5100 
っ 102 
o104 
S10/ 


5108 
S10A 
510D 
ら 10E 
S110 
5111 
51 13 
ら 11 ら 5 
911/ 
S118 
S11 ム A 
el 妥 か 
51 1E 
5120 
り 1 gg 
5124 
5127 


5128 
512A 
512D 
らら 1 と E 
S130 


2/ 
Z り 
に に 


DF 
BS 
12 
Ab 
ED 


02 
E 


o0D2 
S0 
1 1 
50 
88 5S50 
C8 50 
2 1 
D395 
E し 


50E 7 


50E 7 
D409 
84 
01 
01 
01 
5F 
AO 
FO 


D409 


5108 
D409 


5128 
D409 


じ 4 
94 


S0D 1 
o0B8 


50E / 


o0DZ 


OOF 


EN 
JUMPd 


4 

U,X 
PRG3 
UX 
GO 」X 
80U 
11Y 
SUBY2 
LUUP5 


※ 


3 


導 玉 匠 太 甘 


gll Vram shift 9? 


0 


1line Shift 


|1ine dd 
1 ine add 


gt next 
Bt nxt 
nBxt |inBg 
Yeg>Y2 
PO 


涼 素 東 水素 涼 氷 東 東 水素 涼 素 米 素 炒 素 北米 炒 素 素 炒 米 末 水素 素 氷 玉 氷 氷 氷 氷 閑 素 氷 水 ポ 氷 玉水 丈 


BEQ 
BRA 

EN RTS 

氷 

※ 1VFram Shift 

* ポ 

PRG 1 EiU 

LOUUP5 PSHS 
BSR 
PULS 
LEAX 
LEAU 
LEAY 
CMPY 
BLS 
RTS 

EPRG2  E 加 

ネ 

*※ 1lIine Shift 

※ 


洲 素 素 素 素 末 素 水玉 林木 素 涼 玉水 水 末 氷水 末光 素 水 素 素 素 水素 素 素 末 東 玉 米 米 来 末 氷 氷 涼 氷 ホ 


水 


1Bft addTSS 


UFBg :mOSt Fight addFeSS 


ネ paTamet@eF 

ホ XFPB8& :moSt 

ネ 

* 

1 

* 

林 1Dit IB1t Shift 

* 

PRG3 EL 
っ 1X KEEPU 
BITA VACC 
NUP 
LDA > 
ASLA 
PSHS し し 

LUUP1 LDB ぅ U 
PULS じ し 
RULB 
PSHS じ し 
STB ぅ U 
LEAU ー ド 
CMPU KEEPU 
BHS LOUOP 1 
PULS じ し 
S「A VACC 
RTS 

・ 

ポ 1Dbit right Shift 

炒 

PRG4 EMU ※ 
ST「U KEEPU 
BITA VACC 
NOUP 
LDA ぅ 日 
ASRA 
PSHS 仙 本 

LUUP2 LUDB 人 
PULS 仙人 
RURB 
PSHS らら 
STB ぅ 
LEAX 1 。X 
CMPX KEEPU 
BLS LOUUP2 
PULS は じ 
STA VACC 
RTS 

4 

* ネ 1byte Fight Shift 

玉 

PRG5 EQU 
S1U KEEPU 
BITA VA じじ 
NOP 
LDA ぅ U 
LDB > 


12390 5132 A7 84 STA > 
12400 5134 9C 0 LOUUP3 CMPX KEEPU 
12410 5136 24 0A 5142 BHS BYTE 1 
12420 5138 30 01 LEAX 1 。X 
12430 513A A6 84 LDA = 導 
12440 513C E/ 8 STB > へ 
12450 513E 1F 89 TFR AB 
12460 5140 20 F 2 ら 134 BRA LOOP3 
12470 5142 B7 D409 BYTE1 STA VACC 
12480 5145 39 RTS 

12490 * 

12500 K 1byte Ieft Shift 
12510 ・ 

12520 5146 PRG6 EQU 
12530 5146 9F A0 STX KEEPU 
12540 5148 B5 D409 BITA VACC 
12550 514B 12 NOUP 

12560 514C AE 84 LDA 1 
12570 514E E5 C4 LDB  U 
12580 5150 A7 じ 4 STA ぅ U 
12580 5152 1193 A0 LUOUP4 CMPU KEEPU 
12500 5155 23 0A 515 1 BLS BYTE2 
TBIO 1 日 / 3 ら F LEAU こ 1 。U 
12520 5159 AB C4 LDA *U 
LZGJGOU 5 ら 1 ロ BE/ じ 4 STB ii 
12540 515D 1F 89 TFR AB 
12B50 5j5F 20 F 1 ら 152 BRA LOOUP4 
12660 5161 B7 D409 BYTE2 STA VACC 
12670 5164 39 RTS 

12680 本 

12590 ※ paFrameter ar@ea 
12700 ・ 

12710 ら 5165 DATA EQU ネ 

1 ゲ ア ZOO 51IB5 0009 RMB 名 
12730 END 

TOTAL ERROURS 00000--00000 


TOTAL WARNINGS 00000--00000 


PROGRAM BEGIN ADDR=5000 
PROGRAM END ADDR=516D 
PROGRAM ENTRY ADDR=* ネ ** メ 


使用 例 | 以下 は この プロ グラ ム の 使用 例 で す . ワク の 中 の 車 が 動き ます . 2 
0 0 各 の 條 を 0。、1。 2Z2、 3 と 変え て 実行 し て みて 下さ きい 


100 CLS 

110 LINE8 (238.150) - (400.180) ,PSET ,.B 
120 CUNNECT (340。1 76) - (338 1 70) - (330 166) - 〈320,166〉) - 〈315。170) - (301 ,171) - (300 176) - (340,176) 
130 CIRCLE (310。175) 6 

140 CIRCLE (330, 1 76〉 .6 

150 POKE &HS1B6 240 

150 PUKE &H5168,151 

170 PUKE &H5169 1 

180 POUKE &HS516A4 ,&HSF 

180 POKE &H5156C , 179 

2Z00 POKE &HS16D,0 


2Z10 FOUR !=1 TO 1000: 
2Z20 EXEC&HSO000 

230 NEXTI 

Z40 END 


りう り 


4 一 5 画面 スク ロー ル 





| 仕様 | ドーBAS 1IC の 拡張 命令 と し て , スク ロー ル を させ る た め の 命 令 
を 追加 し た も の で す . オフ セッ トレ ジス タ に オフ セッ ト 値 を 書き 込み 画面 を スク 
ロー ル さ せま す . 





使用 法 | フロ グラ ム は , $6000 か ら $6 17D の 倒 域 に あり ます (リロ 
ケー タブ ル で す ). Fー BA S 1 C の 命令 を 拡張 する た め , イニ シ ァ ライ ザ を 起動 
させ ます . 





拡張 命令 と し て , 次 の 2 つが あり ます . 


SCROLL [ 縦 方 向 に スク ロー ル す る ドッ ト 数 ] [, 横 方 向 に スク ロー ル す る ドッ ト 数 ] 
人 上下 [オフセット 増分 値 ] 





# 征 方 向 に スク ロー ル す る ドッ ト 数 の 範囲 は 一 2 0 0 以上 2 0 0 以下 で , 横 方 向 

は -ー640 以 上 6 4 0 以下 で す . 析 方 和 に は 。 1 2 お ドッ 直 抹 使 で し か 区 が ta 

ル で きま せん 、 

| |] は 省略 可能 な パラ メー タ を 示し ます . 

オフ セッ ト 増 分 値 と いう の は , オフ セッ トレ ジス タ に 足す 増分 値 で す . 詳し く は 

2 一 5 節 を 参照 し て 下さ い . 

往 ル ー チ ン ご と に 説明 し て いき ます . 

1) FNITLIL ドーBASTC を 玉 張 する た め の イ ニシ テ ァ ラフ ライザ で す . 

2) MANAGE FEーBASIC の 拡張 命令 を 制御 する プロ グラ ム で す . シス 
デ 必 内 部 で ほ は ROLL の 牛 間 ヨー ド は NBB PE は M、 SCROL 
し の 中 間 コ ー ド は $F5 に 割り て られ ます . 

323 ひ ) SCROLL SCOROLL の 制 促 プ ログ ラム で する を す ァ ェ ッ クル だ 候 。 
オフ セッ ト 増 分 値 を 設定 し ROLLER を 用 いて スク ロー 
ル を 実行 させ ます . 

人 ALUG 縦 方 向 , 横 方 向 の スク ロー ルド ッ ト 数 か ら オ フ セ ッ ト 増 分 値 を 
計算 し ます . 横 方 向 の スク ロー ルド ッ ト 数 を 計算 する と き は , 
オン ツウ トド 和 の デー ブル (OBEN BL1I、 9 RM し 2) を 
用 いて いま す . 

5 R し し ROL 上 L の 制御 プロ グラ ム で す . オフ セッ ト 増 分 値 を 読み 込 














J36 


み , ROLLER を 用 いて 実行 させ ます . 
スク ロー ル 制 御 プ ログ ラム で す . サブ 側 に 制御 プロ グラ ム を 
転送 させ ,。 それ を 動か し ます . 


DJ) ROL 上 ER 


7) SROLL ROLLER の , 共有 TRNAM 上 に 置か れる サブ 側 の 制御 プロ 
グラ ム で す . 2 一 5 節 で 示し た 方 式 で 。 オフセット レジ スタ 
を 書き 換え ます . 

ま 二 県 | CRO ル L 上 で 本則 に スク ロー ル す る と, 5 婦 で 示し た 理由 


クツ 一 
(VRAM が 中 途 半 端 で も あるこ と) か ら 。 ずれ が 起こ り ま す . 


10000 * 
10010 水 氷 玉水 米 炒 炒 米 炒 炒 炒 末 米 炒 炒 来 来 米 素 炒 来 来 来 玉 米 素 米 米 玉 玉 来 氷 水 氷 水 氷 氷 炒 水 玉 氷 水 水 氷 玉 * ネ 
10020 ネ 

10030 ネ FOI| FaphiCS 

10040 * 

10050 ネ FOI| & SCFOII COmmand handIer 
10050 ネ 

10070 ※ 

10080 水 氷 末 素 米 氷 炒 玉 来 水 氷 氷 末 氷 氷 素 米 炒 玉 素 氷 米 来 玉 米 来 来 氷 玉 素 米 玉 素 炒 素 素 玉 素 米 米 素 米 玉 炒 末 氷 素 炒 
10080 素 

10100 nam 測り 間 | 

10110 OpPt mem,nO&gBn 

10120 6000 OF 品 $bO00 

10130 * ネ 

10140 %※ 。 |IabelS 

10150 ネ 

101650 00D2 READ1 egqu $D2 

10170 O0D8 READ2  @qu も D8 

10180 2A40 SYNTAX eqgu $92A0 

10190 dA02 INTEG2 8qu $A02 

102Z00 d553 ILLEGL equ $d563 

10210 * 

10220 0203 EXPNUM qu ま O0203 

10230 0209 EXPTBL equ $0204 

10240 0210 EXPMAN equ ま $0210 

10250 ネ 

10260 xpand Of F-BASIC StatBmentS 

10270 * 

102Z280 5000 initil qu ネ 

10290 OOO 86 08 1 ピ da # 

10300 6002 B7 0203 St E XPNUM 

10310 6005 30 8D 000B 188x table,pCF 

10320 6O09 BF 0204 StxX EXPTBL 

10330 600C 30 8D 002C 16x managaepCF 

10340 6010 BF 0210 St EXPMAN 

10350 6013 39 FtS 

10360 ネ 

10370 ポ 。 StatEmentS table 

10380 ネ 

10390 5014 tabDIB Qu ネ 

10400  B014 43 dE "CHATIKERAS ナ LL ISPLPR INESUUN ト PLA * 
10410 6032 52 ED 抽 * ROL フ 2SCROL フ * 

10420 * 

10430 ネ manag8r 

10440 * ネ 

10450 5QO3C manag8 du ※ 

10460 6BO3C 81 F4 Cmpg せま F 4 

10470 B503E 102/ OO0D2 5114 |Deq FOII 

10480 6042 81 F5 Cmpg 寺 ま F5 

10490 6044 27 03 Deq SCFOI Il 

1050O0 6046 7E 2A0 J mp SYNTAX 

10510 ま 

10520 玉 玉森 末 森林 玉 末 床下 床 ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ ネネ * ネ 玉 
10530 1 

10540 SCFOII graph iCS 

10550 ※ 

10560 < ・ SCFPOI| [up・dOown dOt」 [」Ieft・Fight dOt] 


JJ7 


5049 
504A 
5604B 
504F 


5053 
5055 
605/ 
56059 
505B 
505E 
5062 
50B4 
5066 
b058 


50BA 
506C 
605F 


50/3 
6075 


5078 


079 


50 7C 
5080 
6083 
5085 
5088 


608A 


508E 


6091 
6093 
6096 


50838 
0SA 
603C 
50A0 
650A3 
50A7/ 


60AS 
50AB 
6OAE 
50BO 
50B4 


4F 
OF 
ED 
ED 


9D 
2/ 


27 
BD 
AF 
dD 
2Z/ 
8 1 
2D 


3D 
AF 


7E 


BF 
6F 
AE 
CE 
6D 
2B 


30 
2D 


33 
20 


6049 


8D 012C 
8D 012A 


D2 
| 
Z し 
OF 
9dA02 


5078 
505A 


8D 0O119 


D8 
OD 
ン 2 し 
OF 


b0DA 


D2Z 
dA02 


b0/3 
50 79 


SD 010A 


50 73 
07 
00B/ 


607/8 


5079 
2A0 


607C 


60/ し 
612F 


8D 00FB 


00C8 


E ウ 
革 党 


8D 00DB 


0000 


8D 00D4 


0D 


1E 
0000 
13 


60BB6 


60C3 


Cd OOAO 


F コ 


50A9 


ER 


炒 玉 末 素 玉森 来 末 氷 来 玉 末 末 末 玉 末 末 末 来 森 末 玉 末 末 素 来 玉 末 末 訂 末 炒 末 素 末 末 来 末 末 末 末 本 末 氷 末 素 


* ま 


SCFOII Bqu 


素 


ギ ポ 


* Fe8d parameter fFOm text 


素 
SCFOI]1 


キ 
ネ 
ら 


Call 


CIFa 
CIFb 
St 
St 


JSF 
DE ロ 
Cmp8 
Deq 
JSP 
S も XX 
JSPF 
bBq ロ 
Cmpa 
Dn@ 


BU 
JSPF 
jJSF 
St【X 


POITeF 


CFOI2 8qu 


bSF 
IbSF 


SCFOIGB qu 


素 
ら 


* 


FtS 


On BFFOF 


CFOIO @qu 


Jmp 


本 


DOdOt 。pCF 
1BdOt ,pCF 


READ1 


SCFOIB 


・ 電 ^ 
SCFOI1 


INTEG2 


・ 素 


素 
本 


UpPdOt 。pCF 


RE AD2 ネ 
選 FDL キ ォ * 
・ 
SCFTOIO 

3 

READ 1 ボ 
INIEG2 ※ 
IdOt 。pCF 
央 

Ca1uC ※ 
FOIIeF ※ 
※ 

ネ 

SYNTAX 


dEfault wOrkK area 


fiFSt parameter Set ? 
nOn parameter then Bnd 


nO 。 then SKip 

Fead fiFSt parameter 

ネネ Set it tO wOFK 8aFe8 
SBCOnd paFTamEter Set ? 
nO 。 tnen SKip 


pOinteF inCFEBm ら nt 
Fead SBCOnd paramet ら Fr 
ネネ SBt it 【tO wOFK Fa 


CIluCulat@ ら Parameter 
Call FOIIeF 


表 末 閑 素 末 補 炒 末 末 来 補 補 玉 末 来 玉 素 本 氷 末 玉 本 


ま 


ネネ 。 CgluCulate parameter 


水 


氷 来 来 末 来 末 来 来 来 来 末 来 末 来 来 氷 来 来 来 氷 来 玉 来 末 


4 
こ ヨ 1uC 


ネ 。 Fange CheCK 


ネ 


Er 


Caluc1 


BU 


1 ロ X 
CDX 
bgt 
CDX 
明 且 


1dx 
Cm ロロ 
bgt 
CmDX 
blt 


CaluCulat@ 


半 
es 間 
1dx 
1du 
tSt 
bm | 


168X 
CmDX 
DIt 
188u 
bFa 


upPdOt 。pCF ネ -200 < く = 


#200 


Ca1uCO 


#-200 


Ca luCO 


18dOt spPCF 本 -ー540 <= 


#540 


CaluCO ※* ネ PO < 


#-640 


C81luCO 


VGFTtiCal 


ゃ ごち 
ャ ーS 


末 


nhO 


upPdOt < く = 200 ? 


then illegal 


ledot <= 640 ? 


then ilIIegal 


OffSBt 


率 


make variable poOI 


updOt 。pCF 氷 Set up・dOwn OffS@t 


#$O000 


updOt ipCF 


CaluC2 


ー2 。X 
#O 


CaluC3 


も 0 。u 


Caluc1 


※ 


ネ 


if updot < 0 then SKiPp 


2 dot up OffSet 


add OffS8t 


50B6 
0B8 
50BB 
50BD 
50C1 


50C3 


50 じ 5 
650 じ 9 
50 じ D 


50CF 
60D3 
60D5 
50D9 
60DB 
SO0DD 


BODF 
5OE さ 3 
5OE / 
60EA 
6OEC 
50EE 


SOF0O 
oOF 2 
60F 4 
5OF6 
b0FA 
OFB 


5OFE 
5100 
6102 
6104 
5106 
b108 


510A 
510C 
610E 
5110 
5112 


6114 
6115 
5116 


511A 
511C 
611E 
5121 
5125 


AE 
5D 
ン ZB 


う づ 


8 し 
ZD 
33 
20 


ご コ 
30 
8C 
2C 
さ づ 
Z0 


に も 
きり 
うり 
F 
う ヨ 
7E 


60B6 


0001 
OB 
じ ヨ 
F う 


560Cd 
FFbO 
60B6 


E4 


00B4 
00BO 
5ODF 


8D OOZB 
88 80 
0000 
15 

42 

F4 


8UD 
8D 
10 


50F0O 
50D3 


50DF 

8D 002/ 
89 OO080 
0000 
04 6OF 0 
42 
F3  BOE3 
5OFO 

じ 4 

10 


8B 
8D 007/F 
653 


60FE 
0000 
0060 
0020 
0080 
0040 
00A0 
510A 
FFA0 
FFEO 
FF 80 
FFCO 
FF60 


5114 


8D 005F 


D2 
OD 612B 
A02 

8D 0054 
D8 


氷 


CaluC2 8qu 
1B8X 
CmDX 
b88 
168u 
DFa 

< 

CaluC3 Stu 

4 


*※ 。 CaluCulat@ 
3 
1 ロ X 
{St 
Dm 
* 
188u 
168X 
CmDPX 
blt 
188u 
DF8a 


Ca1uC 


* 
CaluC5 qu 
1e8au 
1B8X 
CmDX 
Dge 
188u 
DFra 


CaluCb 


CaluC/ @qu 
1dd 
pulS 
1E8axX 
St x 
FtS 


CaluCO Jmp 
氷 


ネ 
アン ュ X ネネ の ウ dOt dOwn OffSBet 
# 1 

Caluc3 

ー- ま 80』u * ネ Sub OffS@et 

C8 lucC2 

まこ 

hOF IlZOnt8al OffSBgt 

18dOt 』pCF 

18dOt ,pCF 


CgluC5 ※* if |Iedot < く 0 then SKip 
OftDbI1。pCF 

ー128。x 

# り 0 

C8luC/ 

〆。 U 

Ca1uC9 す 


ネ 
も 1 BE 
128。x 

# け 

CaluC/ 

の ュ い 
Ca1uC6 


本 

s 

dx 

OfTTSBt 。pCF 


ILLE6GL 


*※ 。 OffS6t t8abIl@8 


* 

OftDbI1 @qu 
†db 
fb 
†f db 
† db 
f db 
fdb 

OftDI2 qu 
f db 
fdb 
†f db 
f db 
f db 


* 

$O00 0 
<19 128 
20 2P6 
80 389 
$40 512 
欠き O 540 
ネ 

- 欠 50 ー-128 
ー$20 ー-256 
ー$80 ー-394 
ー$40 こ 512 
ー 多 0 -540 


い 「 
も ネネ を を て すす て や すもも す も や や て て や て や て て て も て る て て や て て て て て て て そ て て そる る < 


FOIIl 


cr。L。 LE 


nam 
FOIIl 
率 


ロロ u 


ポ 

森 
CI1Fa 
ER 
Std 


JSP 
beq 
JSF 
S【X 
JSF 


5 TOIHI 


ggFaph iCS 


[OffSEt」 


水 米 炒 炒 求 玉 ポポ 玉 素 来 玉 米 素 玉 氷 補 末 水玉 米 素 末 米 玉森 末 炒 氷 氷 杯 氷 玉 玉 玉 炒 玉 炒 炒 玉 末 洲本 玉 


FOIIl 


水 


Pead parameter frOm txt 


※ GTault wOFK 8re8a 
OffSBt 。pCF 


READ1 ※ fiFSt paFPameter Set ? 
FOIIB * nOn parametGr then nd 
INTEG2 *※ Pead fiIPSt paFrametgF 
OfTSGt。pCF * ホ S6t |t tO wOFK ar@e8a 
READ2Z ※ SeCOnd parameter Set ?『 


339 


12Z/ 


6 1 29 


612B 


612C 


b12F 


5131 
b134 
136 
5138 


613B 
613E 


5140 
b1434 
5146 


5149 
14B 
514D 
14E 


5150 
5193 
159 


51S56 
5158 
5159 


6161 
5162 
5164 


Z6 


8D 


39 


湊 民 


Bb 


86 
B/ 


Bb 
クム A 


30 
ら 
CE 


AC 
ム / 
ら A 
ZD 


7F 
1C 
39 


03 


04 
612B 


612C 
92A0 


b1ZF 


FLBO 
FDO05 


001C 
001F 


D3BO 
D409 
D4OE 


40 


FDO5 
FB 
80 
FDO5 


FDOS 
FB 


612C 


612ZF 


131 


b13B 


8D 0012 


2 
FC80 


80 
CO 


FS 


FD0S 
BF 


6156 
0000 
3F 
り ヨ 


93 
D3BF 
90 


5165 


51493 


bnB FOIIO 
※ 
* Call FrOller 
< 
bSF FOIIeF ※*※ Call Foller 
* 
FOlIIB ggqu ※ 
FtS 
ポ 
ネ 。 On BFFPOF 
* 
POIIO  @qu ※ 
Jmp SYNTAX 
* 
ト : す を すす ヤキ ャ サヤ ヤヤ キヤ や や すす ササ ヤヤ ヤヤ ャ ャ そ す て パ 
*※ 
* PFPOII@BF 
1 
ネネ ネネ ポポ ネネ ネネ ネネ ポポ ポポ ネネ ポポ ネギ ※ ポ ポ ネ ギ ネギ 
* 
FOIIBF Bqu * 
東 
* ネ |1ab8lS 
玉 
SHARED qu $FCB80 
HAL T Bu $FDO5 
※ 
じ URSR qu 欠 1 し (SubSyStBm) 
VUFST gau の 1F (SubSyStB@m) 
* 
CUMAR 8qu を も D380 (SubSyStB ら m) 
VACC Bu $D40 (SubSySt8m) 
SUFFST equ $D40E (SubSyStGem) 
DR 双 #$ す 0 * ネ IRQ maSsk 
* 
氷 halt SubSsyStem 
* 
FOIIe1 1da HAL T 
bm i FOIIB1 ※ wait Feady f 1I8g 
1da #$B0 ネ halt tO SubSyStGm 
St HAL T 
束 
FOIIe2 Ida Ha1lt 
bp | FOIIe2 * ネ wait fOr Feady 


ネ 


ネネ 。 tFPanSTer teSst COmmand and prOgram 
4 


1e8X data。pCrT ネネ pOinter Set 
1db せら ndat コ ー ゴ data COuUntBFT Set 
1du #SHARED 
* 
POIIe3 Ida ps 
St s U+ 
deCb 
bn FOlle3 
* 
ポ SuDbSyStGm 80 
ネ 
TP HAL T ネ ポ FeSet HALT 
ndCC  #$BF ネ IRM enablge 
PtS 
* 
ネネ 。 teSt COmmand 
< 
dt Bqu * 
† db $0000 
† CD $ む コト ※ tGSt COmmand 
f ら C "YAMAUCHI ” ま KeV wOFTO (dummy) 
ネ 
ネネ teSt SuDCOmmand ロ 
* 
fB ま $d3 
† db SFPOI1-data+ じ UMAR 
† CD 和む $d0 


第 
ネ PFOIIBF On SuDSyStG6m 
ネ 
ら 


FTOI| qu ネ 


129d40 6165 OF 1C CIF CURSR ※ CuFPSoOF enablBg 

12950 616/ EC 8D OOOE 1 dd OfTSBt 。DCFT *※ Fead OffSBt ValuB@ 
12d50 616B D3 1F " addd VUF ST add tO vram OffSe 
12d70 B1bD B5 D409 bita VACC VFTam aCCeSS flIag On 
12980 6170 DD 1F St VUFST Set it tO wOFK 8aFe8 
129980 56172 FD D40E St ロ SUFFST SBt it t0 ji ング ロ 0 

13000 65175 B/ D409 St VACC vFam CCeSS flag Off 
13010 6178 393 FtS 

13020 4 

13030 617/9 0002 OffSet Fmb の 

13040 * 

13050 617/B Bndat8a qu 

13060 * 

13070 ネネ wOFK are8a 

13080 氷 

13090 B617B 0002 uPdOt Fmb が 

13100 617D QO002 IledOt Fmb 2 

13110 * 

13120 5800 nd ま 5800 


TOTAL ERRORS 00000--00000 
TOTAL WARNINGS O0000--00000 


PROGRAM BEGIN ADDR=6000 
PROGRAM END ADDR=b1 7E 
PROUGRAM ENTRY ADDR=6800 


使用 例 | SCROLL を 用 いた 簡単 な サン プル で す . 


1000 CLS 
1010 CIRCLE (320,100) ,10012」 ュ )F 
1020FOR 1= 0 TO 5S0 


1030 CIRCLE (320,100) ,160+ 1.5」 1 」」.63+ (1 /1300) 
1040 CIRCLE (320,100) 。160+ 1.5,.1 ..87-(!1Z1300) 。1 
1050 NEXT 


1060 S=4※((RND> 。 ら 5) + . ら 5) 
1070 FOR != 0 TO 100 
S じ RULL S 

1080 NEXT 

1100 GOTO 1060 


4 一 6 画面 拡張 


仕様 | 青 の 画面 の 指定 され た 棒 の 中 の 内 容 を , 2 億 に 拡大 し て 赤 の 画面 に 
転送 し ます . 


プロ グラ ム は , $5000 一 $510 6 番地 の 領域 に あり ます ( リ 
ロケ ー タ プ ブル) で す , ユー ザ の プロ グラ ム か ら , サブ ルー チン と し て 呼び だ し ま 
ず 。 

JSR $5000 
この と き , メレ ジス タ に パラ メー タ の 先頭 アド レス を 入れ て お きま す . 
パパ ラメ ー タ は ,。 次 の よ うに な り ま す . 


水平 方 向 の 拡大 スイ ッ チ ナチ 
帯 直 方向 の 拡大 スイ ッ チ 


0 で 拡大 せ す , 
0 で 拡大 せ ず , 


0 以外 で 2 倍 に 拡大 
0 以外 で 2 倍 に 拡大 





J4 1 


き 





※ 双 座標 は , 8 の 倍数 で な けれ ば な り ま せん . 
拡大 され た 内 容 は , 赤 の 画面 の 同一 始点 の 枠 に 転送 され ます ( 図 4・6・1). 2 
次 の よう な 条件 に な る よう に 配慮 し て 下さ い 、. 
水平 方 向 に 拡大 する と き 
入 の 2 キ (X 人 2ー ル 1)X2 基 6839 
現 直 . 方 向 に 拡大 する と き 
(用 二 イ ク グ クー 0W/0。 時 jl99 


図 4・6・| 拡大 の 様子 
下 の 画 面 赤 の 画面 


始 上 は 后 | 席 標 


「 生還 敵 生 5 年 計 3 生 和泊 ーー ーー ボボ ーー 





各 ル ー チ ン ご と に 説明 し ます . 

1) MAIN X レジ スク が その 夫 頭 秋吉 を 示 ボ す パラ メー タク を 、 ワ ソー クエ リ 
ア に 読み 込み , 各 座 標 が 雪 囲 内 に ある か どう か チェ ッ ク し ま 
す 。 得 囲 内 に ある と き は , 制御 プロ グラ ム を ワー クエ リア ご 
と , 共有 FRKRAM 上 へ 転送 し て , 動か せま す . 

6. 旧 世 で 号 え られ た 座標 が , 範囲 山 に ある か どう か チェ ッ ク し ます . 

3 6 り P. パ プア ロック 転送 ルー チン 

4) PRO0G 共有 RAM 上 で 動く 制御 プロ グラ ム で す . 垂直 方 向 の 拡大 を 
主 に 制御 し ます . 

5) LEXP 水平 方 向 の 拡大 を 制御 する サブ ルー チン で す . 

ニ の MM 導 の ルー ナン を し CC ADDUR(ONEODUDOU BIIENXNOOEB65 

0 B) を 用 いて いま す . 

| 注意 点 | 青 の 画面 か ら 赤 の 画面 へ の 定位 置 で の 拡大 で し た が , $ 50A9 一 


J42 


$50AA 番 地 と $50D2 一 $50D3 番 地 を 書き 換え る こと に より . 任意 


画面 か ら 任意 の 画面 の f 


= リュ ゃ 


10000 
10010 
10020 
10030 
10040 
100S50 
10060 
10070O 
10080 
10080 
10100 
10110 
10120 
10130 
10140 
10150 
101B0 
101 70 
10180 
10180 
102Z00 
10Z10 
10Z ど 0 
102Z30 
10Z40 
10Z50 
10Z60 
102Z /O 
10280 
10Z90 
10300 
10310 
10320 
10330 
10340 
10350 
10360 
10370 
10380 
10390 
10400 
10410 
10420 
10430 
10440 
10450 
10450 
10470 
10480 
10480 
10500 
10S510 
10520 
10530 
10540 
105S0 
10560 
10570 
10580 
10S5S80 
10600 
10510 
1052Z0 
10530 
10540 
105S0 
10560 
106 7/0 
10680 
10690 
10700 
10/710 
10720 


S000 


5000 
oO004 
S006 


5009 
S00D 
501 1 
5013 
5018 
S01D 
501F 
502 1 
っ 0Z ら 
っ 02A 


S02 し 
っ 02ZF 
っ 039 
りり に ら 
S039 
503D 
509E 
ら 0 コ F 
ら 5043 
ら 045 
5048 
50 すじ 
o04E 
S052Z 
o5056 
つり 5/ 
っ 058 
505C 
o05E 


FC8O 
FD0S 


D409 
ESDC 
ES0B 


5000 


8D OOF9 


DA 
0080 


8D 
8D 
7 
8D 
8D 
b8 
58 
8D 
8D 
4D 


0000 


りり 899 


OOF 2 
OO0F 2 


5087 


O0E9 
OOE8 


oO08 / 
5079 


O0DE 
00DB 


50 /9 


SD 00 じ A 


OE 


っ 0 す 43 


8D 00CA 
8D OO0C2 


8D OOBC し 


01 
0000 
8D 
OE 
8D 
8D 


8D 
02 
19 


00B2 


S0S し 


00B づ 
U0AB 


O0A5 


50 79 


hw 
1 
ーー ナビ ュ ゃ 


| 


の 位置 へ 拡大 する こと が で き 


二 


水 氷 ポ ポポ 氷 末 氷 氷 床 玉 玉 炒 末 玉 炒 米 玉 素 炒 米 素 末 素 米 水素 東 来 杯 素 末 東 氷 木 末 東 末 東 東 米 灯 東 東 涼 末 末 林 


* 
素 Expand _ pattern of blue VRAM 
* tO F@gd ロ VRAM 
< 
※ SCaIeB jiS 1:2 Set next parameterS 
* 
* XFeg+O hOFTizn (hoOFizOntgl expand SwitCh) 
林 =O ・・ / 。 XK う 0 。。 1rZ 
※ 
1 XFPBg+ 1 VeFt ji (yeFTtiCal xpand SwitCh) 
=O ・・ / 。 %20 。。 1 稼 
< 
XFPeg+ 2 xx StaFt pDOSitiOn xX-CO.OFTdinatB (ZDbyteS 
※ XFPBg+ す 9 y1 StaTt pOSitiOn yーCO.OFdinat ら 8 (2Dbyt@S 
2 XFEGg+5 x2Z nd POSit IOn X-CO.OFdinatB (2Dbyt8S 
* XFPBg&+ / yZ nd POSitiOh yー-CO.OFdinat (2byt8S 
ネ 
玉 | 。 X1。xX2 iS multiple Of 8 
4 
NAM EXPAND 
UPT ME IM, NOUGEN 
URG $5000 
* 
SHARED EQU $FC80 
SBSOUUT EQU $FDO5 
* 
VACC EQU $D409 
GADDR EQU $E 3DC 
BITEXT EQU ま E50B 
ト 3 
MAIN EU 米 
ネ 
本 FEad paFTameter & Set them も tO wOFK 
束 
LEAU HOR ! ZN 。 PCR 
LDB #10 
LBSR に IEY 
※ 
ネネ 。 ChECK Fangg 
* 
LDX X1l。PCR 玉 CheCK Fang&e Of SOurC@ 
CMPX X2 。PCR 
BH 1 ERROR 
LDY Y1 ,PCR 
CMPY Y2,PCR 
BH 1 ERROR 
BSR CHECK 
LDX X2。PCR 
LDY Y2.PCR 
BSR CHECK 
* 
LDD #O 
TST HURIZN.PCR ネ Check Fange Of 
BEQ MAIN1 deSt inat iOn 
LDD X2 PCR 
SUBD X1 。PCR 
ASLB 氷 ロニ ゴネ 2 
ROL A 
ADDD X1 。PCR 
MAIN1  TFR D ,X メニ 1+ (xx グーx 1 ) ホク 
LDD せ 0 
1 に 3 VERT 1 ,PCR 
BEQ MAIN2 
LDD Y2.PCR 
SUBD Y1 。PCR 
ASLB 
RULA 
ADDD Y1 ,PCR 
MAIN2 TFR D。Y 水 ツ =y1+ (y2ーy 1 ) *2 
BSR CHECK 


ネ 


ネネ tFanSpOFt pFOgFam t0O 


Shared Fam 


J49 


(D00-JOO EEO ロ 一 
らら OO どど どの どの どの の どの の どの の の 


oS050 
S063 
So065 
oS05 / 


o0BA 
o0EE 
S071 
っ 0 /3 


の 0 / ら 
S0 78 


o0 /9 
ら 0 7C 
50/E 
っ 082 
o5084 


5085 


508/ 
S088 


5089 
508B 
508D 
S08E 
oS080 


S08 1 
S093 
S094 
oS08C 
50SD 
o098F 


oO0A0 
50A3 
S0A8 
So0AB 
S0AD 
S0B 1 
っ S0B3 
S0BB 
o50B8 
50BA 
50BF 
50C1 
o50 じ 4 


o0C5 
りり し / 
oO0CB 
S0CE 
S0DO 
S0D4 
S0D6 
oS0D8 
S0DC 
SO0DE 
oOE 1 
ら りり 
So0Eb 
S0E8 


AD 
A/ 
5A 
ZD 
に に | 


B5 
10AE 


8D 
6D 
2/ 


8D 
3 1 
10AC 
の 
B/ 
に だ | 


FDQ5 
FB 
80 
FDO05 


oS060 


8D 0023 


FC80 
75 
1 


FDO5 


5079 
02 /F 
07 
00C7 
01 


っ 085 
62 
S087 


S089 
80 
じ O 


F3 


508 1 
O000 
ご ト 
ら 9 
に に 
DS6F 
30 


D409 


っ 089 


り 085 
5085 


oO089 


8D 0059 


4000 
18 


っ S0 じ S 


8D 004D 


05 
88 50 
OD 
2 1 


So0B8 
oO0 じ 5 


8D 0046 


EA 
D409 


o0AB 


< 
MAINS 


() 導 芋 英 


HE CK 


ERRURO 


ERROR 


ネ 


ポ COPy 


ネ 

CUPY 
*※ 
ポ 
Dp 


LDA 
BM ! 
LDA 
S「A 


LE AX 
LDU 
LDB 
BSR 


じ ERK 
RTS 


ChECK Fang@ 


EQU 
CMPX 
BH1! 
CMPY 
BHI 
RTS 
EQU 
LEAS 
EQU 
CUMA 
RTS 


EuU 
LDA 
STA 
DECB 
BNE 
RTS 


tBSt COmman ロ 


EiU 
FDB 
FCB 
FC し 
FCB 
FDB 
FCB 


ネ 。 pFOgFTam 


氷 


EXPAN1 


EXPAN2 


ネ 
※ 
ネ 
LEXP 


LEXP 1 


BITA 
LDY 
LDX 
BSR 
TST 
BE 
LEAX 
BS ド 
LEAY 
CMPY 
BLS 
っ 「A 
RTS 


PSHS 
LDX 
JSR 
LDD 
LE AU 
LEAY 
LDA 
『ST 
BE 
JSR 
ST「B 
JSR 
S「B 
LEAY 


SBSUUT 
MAIN3 
せま $ ら 80 

SBSUUT 


ネネ halt 


PROUG , PCR 
#SHARED 
#EPRUG-PROG 
CUPY 


SBSUUT ネ Fun the program 


* abandon Feturn ddF 


米 
* 人 ス + 
s+ 


CUPY 


in ShaFed Fam 


ネ * 

$O000 

$9 ト 
#YAMAUCH1# 
$3 

$D38F 

$90 


VACC 

Y1 。PCR 

# 和 $ ま 4OO00 ネ OffSBt 
LE XP 

VERT 1 ,PCR 
EXPAN2 ji† nOt expand then Skip 
80:X ネ +80 tO OffSet 

LE XP 

14Y 

Y2 .PCR 

EXPAN 1 

VACC 


108 ピ d 


1 in Expand 


X ュ Y 

X1 。PCR 
5ADDR 

We 

> ゃ 0O000 。U 
DU 

*U 

HUR ! ZN , PCR 

LEXP2 

BITEXT 素 CasSe Of xpand 
講和 

BITEXT 

>Y 

ンダ 


ポ gt VFam addr 
ネ FEad OffSGt 


ポ Y ijS deStinatiOn ddF 


11520 50EA 20 04 50F0O BRA LEXP3 

11530 50EC A7 A4 LEXP2 STA Y ネ CaSe Of noOormal 

11540 5OEE 31 が LEAY 1 Y 

11550 50FO 30 08 LEXP3 LEAX 8 ,X 

11560 50F2 33 4 1 LEAU 本 RB 

11570 5OF4 AC 8D 000B CMPX X2 。PCR 

11580 5OF8 23 DC 5OD6 BLS LEXP 1 

11590 5OFA S35 30 PULS バ 5Y 

11600 5OFC 39 RTS 

11610 

1 152Z0 ネ  wOFKS 

11630 ネ 

11640 50FD 0001 HORIZN RMB 1 * hOFizOntal xpand SwitCh 
11550 50FE 0001 VERTI RMB 1 * veFtiCal xpand SwitCh 
11650 50FF 0002 W 1 RMB レン ネ xpand StaFt x-CO.OFd 
11B7O 5101 0002 Y 1 RMB 2 * ネ GBxpand Start y-CO.OFd 
11B80 5103 0002 X2 RMB 2 * xpand nd XーCO.OFd 
11BBO 5105 0002 Y2 RMB ク 2 * ネ Bxpand nd ツーCO・OFd 
11700 

11710 5107 EPROG EQU ネ 

1 1 720 5000 END $5000 

TOTAL ERRORS 00000--00000 


TOTAL WARNINGS 00000--00000 
PROGRAM BEGIN ADDR=S000 
PROGRAM END ADDR=S5106 
PROGRAM ENTRY ADDR=S000 


W es ロ 3 トー れれ 三 時 ーー っ 2 5 
使用 例 | 簡単 な サン プル で す . 機械 語 部 分 を RAM に 設定 し て か ら 動 作 し ま 
す . 
1000 "※ 
1010 "*※ demO Of expand 
1020 '※ 
1030 FOR != &H4000 TO &H400F 
1040 READ A$:POKE IJVAL (^&H+ ム A$) 
1050 NEXT 
1050 
1070 CLS:SCRE EN 1 
1080 CULUR= (2.5) :CULUR= (1 5) 
OBO0 じ IREEE (TB 2 . 15 1 、。。 計上 
陣 B9 9 計 
1110 FOUR !=1 TO 9 
1120 IF (1 MOD 2)=0 THEN 1170 
1130 PUKE&H50A9.&H40:POKE&H50D2 .&HOO 
1140 EXEC&H4000 
1150 SCREEN,2:GUTO 1200 
11BD 
1170 POKE&H50A9 .&HCO : POKE&H50D2 ,&H40 
1180 EXEC&H4000 
1190 SCREEN, 1 
1200 NEXT 
1210 CLS:COLOR= (2.2) :COLOR= (1 。1) : SCREEN7 7 
1220 END 
1Z30 “ 玉 
1240 "* ネ machine Ianauage dat8a 
zoO0 " ホ 
1260 DATA 8e.40.06 7e 、50。00 
1270 DATA 01.01 :"hOFizniyeFrti 
1280 DATA 00.00.00.00 XX1。y1 
12Z290 DATA 01 .38 00.62 2 XYZ 
1300 『'※ 
1310 "* ネ if yOu want tO SBIeCt vyFram 
1320 "*※ 。 tnen SBt it 
1330 『※ ネ 
1340 “ まり 0A ヨ $5OD2 
1350 “blu@e ->Fgd $40 00 
1350 "blue -> ョ Feen ま 80 $O0 
1370 “Fed ->blue まじ 0 ます 40 
1380 "Fed  ->green まず 40 $40 
1390 "Feen->blug8 $80 $80 
1400 "geen->F@ ロ ま CO $80 


345 


和 ら 曹 


FM-7/ NEW7/77 
と FM-6 と の 比 間 


FM-87ー ザ へ の 指針 一 一 一 


ーHA に に 昌 


5U8878TE 





本 書 は FM アシ リー ズ に つて の 色 
析 書 ご どす が , FMー8 の ユー ザ の 皆 こ 
ん に も 御 活用 頂け る よう に , 上 Mー ア 〆 
と FMー8 の 比較 を まとめ た の が この 
草 ご の す . ご の 比較 を 件 息 な つと /J た 
だ ぐ と , FM- 7 の た め に 記述 ・ 製 作 
され た も の を 容易 CFM-ー8 に 移 殖 で 
きる よう に な り ま す . また 新た 発表 
され た NEWー7 ア と FM-77 で は , ザ 
ブシ ステ ム 内 の 祖 違 は あり ませ ぜん が 
メイ ン ROM 内 に お / 胡 選 , 少々 の 改良 
が 施さ れ で て /J ま すず の , それ に つ / け で 
SO76 の とら と を に も りら よ いい だ FUWV 王 IVEMV 
77/7 も 含め ぐ ,。 上 Mー アプ マジ リー 
スズ の テー ザ の 縮 さ ん の 伯 健 岡 を 期待 落 
し ます . 
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5 一 | FM 一 7 と FMー8 の サブ シス テム の 比較 
5 一 | 一 | FMー7 と FMー8 の サブ シス テム の 比較 


FM デ 7 と FM デー 8 では, 」 六 ブシ ステ ム の アル ゴリ ズム は ほとん と 同じ し です, 
で すか ら ア ドレ ス を 変え る だ け で , FM- 7 用 の プロ グラ ム を FM 一 8 で も 動作 
させ る こと が で きま す . し か し , 若干 の 相違 が あり ます の で 以下 に 説明 し て 行く 
Eo の 

主 な 相違 は ,。 次 の よう に な り ま す . 

1 ) キー 入力 バッ ファ の 有無 
2 ) IRQ の 処理 

3 ) 補助 ワー クエ リア 

4 ) アル ゴリ ズム の 改良 


各々 に つい て , 簡単 な 説明 を 加え て 行き ます . 

| ) キー 入力 バッ ファ の 有無 

FM- 8 で は , キー 入力 バッ ファ は 有り ませ ん . そこ で , KEY に 関す る サフ 
ルー チン が 変わ っ て いま す . また , KEY を 使っ て 制御 を 行う ルー チン も 美 っ て 
いま す . ワー クエ リア も この 理由 に よっ て 若干 の 違い が 出 て いま す . 

の 9 昌 因 よっ て 次 の よう な ルー チ ナン が 和 世 わ うろ てい まり 、 


RESTAR ($E0 0 0) PUT010 (WE5EB) 
ESCSEQ  ($E7FB) SETUDUE し ($EBE68) 
な r じ UKRS ($EF67D) INKEY (bsED 5 て) 
KEYTNUO ED76/ INCKBX  ($FD95) 
KBFERA  ($FD9E) KEYIRQ  ($FDAC) 
KSTBUFE  ($EFEDE6) KEYRKZ2 (FM 一 8) 


※ アド レス は 。 FM 一 7 の も の で す . 


2) |RO の 娘 理 

FM-8 で は , IRQ に 対す る 処理 ルー チン へ の ベク トル を ワー クエ リア (..IRQE) 
に 持っ て いま す 、 で すか が から 56, この ウー クエ リア を 書き か える こと に よっ て 。 IRO の 
処理 を ユー ザ の ブログ ラム で 行う こと が で きま す . FM 8 の サブ シス テム モニ タ 
内 で は , コマ ンド 待ち ルー チン や GET コ マン ドル ー チ ン , Graphic Cursor コ 
マン ドル ー チ ン な ど , Break キ ー (キャ ン セ ル 割 込み ) を 扱う 処理 系 で は 。 その コ 
マン ドル ー ナ ン 内 の アボ ポ ボート ルー チン へ ジャ ンプ させ る よう に ペク トル を 書き か 
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えて いま す 。 FM 一 7 で は ,。 アポ ボー ト フ ラグ (。.ABRT) が 設け て あり , IR 
Q が 起こ っ た と き は それ が セッ ト さ れ ま す の で , 各 ル レー チン は アボ ー ト フラ グ を 
参照 し て 処理 を 行っ て いま す . 

この 理由 に よっ て , 次 の よう な ルー チン が 変っ て いま す . 

IRQAB ($E06E) CMDWAB (FM-ー8) 
CMDWAI (SE193) PUTDW ($E 7 DE) 
GET000 ($E930) GETABT (FM--8) 
6 00 0 り ク ($F ド 6F6) 





3 ) 補助 ワー クエ リア 
FM 7 で は , FM-ー8 で 補助 ワー クエ リア 内 で 持っ て いた だ た 情 報 (ウィ ンド ウ 
の 範囲 ) を 。 普通 の ワー クエ リア 内 で 持つ こと に し た た だ ため , その ワー クエ リア を 設 
定 す る だ め の ル ー チ ン を 毎回 呼ば な く て すむ せよ うに な り , その 分 プロ グラ ム が 短 
く な っ て いま すま だ PAINT と Get Block の 補助 ワー クエ リア を 重ね 含 わ 
せる こと に よっ て 。 一 つ の サ ア ルー チン (CLEXT) で 処理 で きる よう に し て で てい 
ます と の 障 向 た まっ で 。 決 の 0mー ザ が 突っ で まま 
CHGWIN ($E1F2) ERASE0 ($ ゃ EE298) 
PU UOUVU し OB 5 MA ) GE [し (bEC46) 
iR 」 CDNR2 86) EXA (DE み DD) 
PAINT ($FA8A) 





4) アル ゴリ ズム の 改良 

FM- 7 では, 機能 が 増え た 分 だ け , サブ ルー チン を 最適 化し な けれ ば な り ま 
せん で し た . 例え ば , FM-ー 8 で は 数 ステ ッ プ か け て 実行 し て いた 動作 を , FM 
7 で は サブ ルー チ シ を 呼び だ すこ と に よっ て , 1] ステ ッ ツ で 行っ だ た り し て いま す . 
まだ PAINT と (Get Block に お いて 。、 IM 一 9 で は 別々 に 合っ て い だ カ ラー 
ググ ス ア シン シド テ デー アル の 作成 だ が つつ の サン ルー ケン で っ てい ます 0 用 久 ソ ウー ク 
エリ ア の 項 を 参照 し て くだ さい )。 また,。 Graphic Cursor で は , グラ フィ ッ ク カ 
ー ソ ゾル の 移動 ルー チン を 呼ぶ と き に ジャ ンプ テー フル が 短く な る よう に 現 民 し て 
いま す . この 理由 に よっ て , 次 の ルー チン が 異 っ て いま す . 
IVC CE ($E 034) ビエ し KR bB 6 7 9 ) 

記 UE ル 上 NO (NB 7 BA) GETTINS bB 9 りり ク ) 

し UNRSEI (DUEG/ 較 紀 に 民 1 ($F286) 
CLEXT (SF 2ED) GC000B ($F756) 

2 電 関 い 記 ($FASA) 
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5 ) その 他 

FM-ー 8 で は , PE キー 表示 モー ド の と き で も 画面 の スク ロー ル を オフ セッ ト 
レジ スタ を 用 いる 高速 スク ロー ル で 行っ て いま す が , FM- 7 で は , PF キー 表 
示 モ ー ド の と き は , VRAM の 内 容 を 転送 する 方 法 で 行っ て いま す . これ は , 後 
者 の 方 法 で 且つ て も 。 お IM イイ で は 十分 束 い し 。 ズ スズ スクロール する 度 だ PF ドキ ー そ を 
表示 し な お す (FM-ー8) と 画面 が 散ら つく か ら で す . また だ た, TES 本 コマ ンド 
の キー ワー ド 検 索 を FM- 7 で は 行っ て いま せん の で ,。 その 分 TEST コ マン ド 
ルーチン が 短く な っ て いま す . これ ら の 理由 で 次 の ルー チン が 異 っ て いま す . 
| (b EE 6S 2E) T エ ES 本 ($FF6FE) 


これ ら の 相違 は , FM 8 の サブ シス テム モニ タ Version 4 . 0 と の 比較 で す . F 

M - 8 発売 開始 前 に 供給 され た Version 3 . 3 (一 般 の ユー ザ は 持っ て いな い は ず 
で す ) で は , この ほか に も た くさ ん の 相違 が あり ます . 例え ば , Version3.3 で 
は , PAINT の 境界 色 を ドッ ト 単 位 で 検索 し て いた り , LINE で X 軸 , Y 電 
に 平行 な と き の 場 合わ け を し て いな か っ た り し ます 。 こ の た ため, グラ フィ ッ ク は , 
Version3.3 で は だ いぶ 遅く な っ て いま す . 


5 一 | 一 2 サブ シス テム の ワー クエ リア , アド レス 対照 表 


FM 一 7 と FM-ー8 の サブ プ ブシ ステ ム の ワー クエ リア の 対 妥 家 と モニ タ 内 の サ プ 
/ ル レー チン の アド レス の 対 鶏 表 を 以下 に 掲げ ます . これ は ,。 メモ リマ ッ プ と し て も 
参 肉 し て 下さ い . アド レス 対 賠 表 の 相違 の 項目 で は , アル ゴリ ズム 的 に 異 る も の 
に 対し て , 相違 が ある と 判定 し て いま す . 相違 の な いも の は ワー クエ リア と サブ 
ルー チン の アド レス を 変更 すれ ば , た いて い は その まま 使え る も の で す . 相違 が 
ある も の で も , 少々 変更 すれ ば 動作 する よう に な り ま す (その まま 使え る も の も あ 
り ま す ). 


っ り 1 


サブ シス テム ・ ワ ー ク エリ ア の アド レス 対応 表 


EMI デーrVWO.O FR FI 一 6…V4.0 


に AmT pe 一 [ilzepzz ハハ tt)}# 
rme lssols mezie 
CONT フ ラク 

krOCK |pooz|ー| ! |*-AEGWー ロ ッ ク フ ラク 

errre lpeeil 一 一 | 」 leo 
keevwr lpeo| 一 | 」 lerow 
IKEYDATme] 一 一 Po09| 1 606202cTPW を つう 
lkEYDATe| ーー | poo4| 」 |*ーA カ っ ーFtPF キ = の ES は PF キー 
PFix | コー 一 Hpoosl 2 PF キー の 内 容 を 取り 出す た め の ボ ポイ ンタ 
po nA レッ スク 

DO014 グ ォ オマ カウ シンク 
poislpore| 。 
poic 、 
ooU RST poiElDo1C| 1 カー ソル 状態 フラ グ 

T AB 停止 位置 設定 テー ブル 















TIMAC 
ゅ 上 し 
. ゃ 芽 ] 
や ゃ 上 T 1] 1 
bp 上 2 
引っ の 


クイ マカ ウン タ 再 設定 値 レ ジス タ 





.CURSR ッ ー ソ ル 表 示 フ ラグ 


: し UKTM 
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マラ クラフ ェ ント BMW の ペー ネイ ーッ 
1 ID033|pos31 1 イン サー トモ ー ド フラ フグ 
いり ID034|Do32 


まい D D0351D033 


rre |pesslposd 





2 1 行 の 桁 数 (2 バイ ト と し て 用 いる と き ) 

、 

] Do6| 1 | prm-R フ ラク 

時 VRAM 上 の 桁 単位 

VRAMEo の We 

|-.DMAP |posplposBl 8 画面 情報 ( 各 画 面 の 開始 行 と 終了 行 ) 
sc は |D047|Do48 2 パッ プア ポイ ング の キャ ラグ グ パ バッ プア 7 ナド レス 
BAAD Do17 
mvap po 

.MDKRG D04B 

D 






と っ 
(〕 


| 


バッ プ フ ァ ホ ボ ポイ ンタ の アト リ ビ ュ ー ト バ パップ ァ ア ドレ ス 
2 パップ アポ オン タ の VRAM 上 の デア デ ド レス 


9 ウィ ンド ウ 画 面 情報 (開始 行 、 終 了 行 . 画面 番号 ) 


GTIBTMC E 馬 MG 0 
まり PA E 本 0 骨 
り ) 5 
り 


ワ ィ ンド ウ 画 面 の 先頭 の キャ フラ クタ バッ ファ アド レス 


ウィ ンド ウ 画 面 の 終了 の キャ ラク タバ ッ フ ァ ア ドレ ス 


ウィ ンド ウ 画 面 の 先頭 の アト リ ビ ュ ー ト バッ ファ ア 
ドレ ス 
ウィ ンド ウ 画 面 の 終了 の アデ アトリビュート バッ ファ ア 
ドレ ス 


カー ソル の Y 座 植 
カ 





] 


0 
6 
人 098 る 8 ひま 
( po4p| 」 |4-ywoxe 
D 
9 


2 ゲー ルル の キャ ラ アグ アツ パッ テア ナド セ レス 


2 が ーー ツル の 7 トリ ピュ ー ト パッ プ テ だ アドレス 
v 


PPYT 壮 際 『TTTY PTTT 
CAAD DosC|Dos52 
CVAD IDO5sE|D051 
FT 議 『T『TTFrTT 
DO57? 


2 カー ソル の VRAML の アド レス 


] グラ フィ ッ ク カ ラー コー ド 
] ゲ ジ フ ォ ッ ググ プ ァ アン シング ジョ ンジ コー ドド 


の 〇 
と | ン 


35J 


トッ AV 

トット 

グラ フィ ッ ク プ ビッ トマ ー ク ( 末 使 用 ) 
6 用 8 (人 対 角 河 座標 

DO069 ーー の が ツア ング し UNDC ルー サン) 

D け 0 6 」 栖 介 ルーアン の カウン シク グ (PPDS ド ルー チン シン) 


| 

DO06CID0O62 PF キー 表示 女 字数 

DO63 PF キー 表示 時 の 、 元 の バッ ク カ ラー 保存 用 

0 測 6 7 ライ ン X1 座標 

DO69 ライ ン Y1 座 標 
2 


DO6B ライ ン X2 座 標 













NDLF] 
LINDL ド 2 


ES SN D06B 







INDPE 
NNUDBDSV D06D 
D0 7 1 
D073 


昌和 ン D075 


2 0 7 2 | DD 2 フイ ン Y2 春 標 


まり だ 07 9 トト DON な PF 2 消去 開始 バッ ファ アド レス ( 未 使用 ) 


し 8 」 IM MO が DU 】 


| 


消去 終了 バッ ファ アド レス 二 1 ( 未 使 用 ) 


肖 去 VRAM 先頭 アド レス (現在 は,。 消去 する 行 の 
開始 行 と 終了 行 ) 


的 7 9 肖 去 VRAM 終了 アド レス ( 来 使用 ) 


邊 0 り 2 本 使用 


DO06F 0 VRAM デー タ 転 送 用 フッ ク ( 育 ) 


で WO DO07DIDO73 


WW 上 MI 肝 旨 定 


ER 導 人 D0 68 1 


上 









義和 MS 上 より 助 六 ま 0 


に 本 
Fr で < | 


KEDSTD 07 も | DO げ と > VRAM デー タ 転 送 用 フッ ク ( 流 ) 


に < 


( 慌 世 ST 


0 | 着る り 


V R AM デー タ 転 送 用 フッ ク () 


キャ ラク タフ ォ ン ト 拡 張 デ ー タ 価 人 存 用 


の 疫 3 Do79| 3 
REDDSP D086 
eKE けら D0689 Do7F| 3 


計 A NAN 汗 重り せき | BU り チ ナタ 9 









DLLIUOIS ド ドッ ト 表 示 用 フッ ク ( 育 ) 





ドッ ト 表 示 用 フッ ク ( 赤 ) 





ドッ ト 表 示 用 フッ ク ( 縛 ) 


ライ ン 出 力 用 フッ ク ( 青 ) 
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ライ ン 凡 有 フッ ク (9 
キャ ラク タフ ォ ント 出力 時 の 交 字 色 と 背 景色 の 保存 用 
キャ ラク クタ フォ ント 出力 用 フッ ク ( 胃 ) 
キャ ラク タフ ォ ント 出 有 有 フ ッ ク (が 
1 還 。 電 を まい 朝 り 彰 り キャ ラク タフ ォ ン ト 出 力 用 フッ ク () 
RE よ 科 上 D2C0 PF キー 定義 テー ブル 
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サフ プシ ンス テム 日 モニ タ 9 サブ ルー チン の ア ト レス 対 周 表 


EN 一 7 "WU R REJ パ 一 Ge…V4.0 


ora lrmoilrwcrPmml am mm 
EZT 事 CTTIPTOG 相 基 P ア rr サ プ シ ステ ムイ ニシ ァ ラ イズ (リモ セッ ト 後 の 初期 化 ) 
operr lmeatlmesl slsoozro  、 )、)0 パ 0 
lowsgwp eeeeleeesl zzzmrge 
凍 還 時 1 は] た PPPPDWNPCUM0WCdM 

kton leelmemmlolszoww 
0 半 ま マ タ ド 待 ち ( メ イン 側 へ 継続 デー タ 出 力 ) 
CI は FHTHIHTTH 人 HHiDEHfTTTK5GZSrzcsedk 
0325 

ここ CI 放 肖 は コマ ンド 待ち ルー チン の アポ ー ト (Abort) ル ー チ ン 

PP 揚 『7TL 基 ビア コー テーーー 
HOME ウィ ンド ウ 画 面 の 決定 , 初期 化 

eewiy lr ーー| zzorewzwe 
X メ 座標 と し て , バッ ファ ボイン タ の アド レス を 求 


へ ノ パッ ファ ポイ ンタ の バップ ファ アド レス 。 VRAM 上 
BL BE 上 E1FEC まま | の CE 


さや ww アァ アポ オイ シア の バッ プチ テア ナド レス を 未 め 。 ジー 
BBADR E200|E205 ト 人 人 絡 

AA レジ スタ が Y 席 標 。 XX 座標 0 の バ パップ ァ ア アド レス 
は AR L 206 E ま | 人 や | 寺 55 
BADRN E20A RS 
BADR 本 当り 0 で 1: 弘 み 山 】 | の | キャラクタ XY 庫 林 か ら ペ ッ フ ァ ア ドレ ス を 求め る 


※ 相 違 と は ,FM- 7 と FM--8 間 で の 相違 を 示し , 〇 で 相違 無し ,X で 相違 有り リ を 示し ます . 






















3o0 


ムレ ジス タ が Y 座 標 、X 庫 概 0 の VRAM 上 の アド 
|BVADN |Ez23|Ezz8| O バッ ファ ボイン タ の VRAM 上 の アド レス を 求め る 
キャ ラク タ XY 座標 か ら VRAM 上 の アレ ス を 求め る 
ERASE2 (画面 の 清 地 初期 化 ) コマ ンド ルー 
0 な PO 
ERASEO0 |E298 指定 岡 面 を 消去 。 ア トリ ビュー トコ ー ド 設定 


じ E2A0|1 ド 2A5 指定 画面 を 消去 する 
の も BZ 9 指定 画面 の 先頭 に フィ ー ル ド の 先頭 を 設定 する 











ERASE」 
ASMF ル LUD 







画面 (V R AM) 上 の 指定 行 を 消去 する 
画面 上 の 指定 行 を 消去 (コン ソー ル バ ッ ファ お よび 


ERSVKRM EL2D21E2D7 


EKOS り D EK325 1E は 29 


EKSS り UB EE の 92 | さる し 


区 SBUE 紅 33 1 | 紅き さる 3 


ド EKRKSAKA まる | 全 9 作ら 


VRAM の 指定 領域 を 消去 する 
グラ フィ ッ ク XY 座 標 の 男 囲 チェ ッ ク (ワー クエ リ 
383 あま すき 1 の 


らし じ 民 36898 E38C| 〇 | クラ フィ ッ ク XY 庫 禁 の 範囲 チェ ッ ク 


GPGE1IR DB2 9 凡人 1 じ セ 3939 じ | 〇 | 画伯 上 の ある ドッ ト の カラ ー を 調べ る 
人 ま DR E3B7 |1E3BB | 〇 | キャ ラク タフ ォ ン ト の アー タ の アド レス を 求め る 
2 カー ソル の バッ ファ アド レス 。 VRAM 上 の アド レ 
人 あい. 介 条 則 E3D9 | 〇 | キャ ラク タ XY 座 標 の 絶 囲 の チェ ッ ク 
CADDER F3DClEsE0 馬 : 全 ME 
・ 求め ろ る 
X 座標 か ら VRAM 上 の オフ モッ ト 位 置 (8 の 整数 
りさ りす も 9 アク | ちら 『【 除算 ), ビッ ト 位置 (8 の 剰余 ) を 求め る 
CXOFER FE3F8 | 人 8 に よる 整数 除算 , 剰余 を 行う 
LSRD3 E3FPBIE3F ド FE : 電 8 に よる 整数 除算 を 行う 
民 ) 区 TV FE40 2 FE40) 6 0 の か ギー ンド 等 
FR 4 ] A IE41E| Oo 対角線 座標 の 細 囲 の チェ ッ ク (ワー クエ リア に 対し 
9 


※ 〇 で アル ゴリ ズム の 相違 無し , X で 相違 有り 


EKS V ED OS. | 届 は DC 


な は A 入 し 
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FINIE NE IE4s52|E4se| の に が アー ラー ド が ね な も 上 NE 
GPDSIR |E4eBlBteF| O lcPpsrozy2 の ma 

ファ ンク ショ ン の ファ ク の 放 定 (PBLK 1 まり ) 

LINE の ファク の ECHNITLN ま の 

Pi (ワー クエ リア に 基 - い て ) に 点 を 

指定 され た VRAM 上 の アド レス ビッ ト に 点 を うつ 
BITEXT 人 ムレ ジス タ の 下位 4 ピッ ト を 硫 張 し て B レ ジス タ に 
cpspc ッ ー ツ ル の 位置 に キャ ラク ク を 表示 する 

バッ プア ァ ボ ポイ ンタ の 位置 に キャ ラク タ を 表示 する 
に DS P E51D ( 〇 指定 位置 へ キャ ラク タ を 表示 する 

E58F キャ ラク タ の フォ ント 表示 サブ ルー チン 群 

革 半 50 EsD4| - 2 生生 ン 群 へ の フッ ク 用 の ジャ ン 


ES | 5E ォ GE 本 (文字 列 入 出力 ) コ マン ドル ー チ ン 























し SNKV よー 


1 ME 
きり 紀 


5 は 9 才 衝 4 し RS 9 PUT( 文 学 列 出 力 カ コマ ンド ルー チン 


じじ 5ES8 PU 征 メ イン ルー チン 


6 6 1 パップ ァ ボ ポイ ンタ の 示す 位置 に 空 日 を 出力 する 


ES は ま の 0 E5E4 


PUT010 民有 有紀 お 


妥 沈 に 9 を 村 和 生 


PUTCHKR E678|1E663 X バッ ファ ポイ ンタ の 示す 位置 に 1 文字 出力 する 


ELITE 1 ( 〇 PUT の EL(Erase Line) オ ー ダ ルー ナン 


FGAe ませ | 1 GET (Bell) オー ダル ー チ ン (GETB 
も 6 上 じ し |1E690 PUT の EA(Erase AD オー ダル ー チ ン 
民 役 BB 邊 | ERO9o PUT の CR(Carriage Return) オ ー ダ ルー チン 


※ 〇 で アル ゴリ ズム の 相違 無し 。 メ で 相違 有り 





だ りり 0 BL 
OM まま 0 も し 
EC KR 


OS 


9 億 有明 遇 6 測り 寺 り E6A2 PUT の LF(Line Feed) オ ー ダ ルー チン 
PUTOHM E6C6 | じじ 6AA 物 | PP 上 の HOUM 選 オー ダル ーー チン 


PU りら SFP ED も にし EE 1 ED BZ PUT の SF(Start Field) オ ー ダ ルー チン 


2 フィ ー ル ド 中 の バッ ファ ボイン タ 以 降 の 人 訪 域 の アト 
PUTATR E6E4 1|1 ド じ 6C68 () リピ ビュ ー ト を 設定 する 


じ EL6E4 PUT の SBA(Set Buffer Address) オー ダル ー チ ン 
1 PUT の RC(Repeat Character ル オー ダル ー チ ン 


F729 | O_ 共有 R AM 上 の 出力 壇 字 列 中 か ら 1 廊 字 読み 込む 


EE 7 生ま ド PUT の BS(Back Space) オ ー ダ ルー チン 


ー パップ ァ ポイ ンタ の ワー クエ リア の 内 容 を カー ソル 
L7/7E|E7602 つづ | の ワー クエ リア に コピ ー す る 


に 電 了 2 ミオ キレ ラマ ア ボボ * 
ド 787|F76B 〇 カー ソル の ワー クエ リア の 内 容 を バッ ファ ポイ ンタ 





【 


FU 上 OU や 5 E700 


EE UMUKC 貞光 9 由 


PUTDAT EL745 





だ 上 6 る 7 DB 


BT り C 


し TO B の ワー クエ リア に コピ ー す る 


PUTOTB PUT の HT(Horizontal Tab) オ ー ダ ルー チン 
TA B の 僚 上 位置 か どう か の チェ ッ ク 

ビ に MI よ IN も パップ ァ ボ ポイ ンタ を 1 つつ 更 新 する 
IESCSEQ |E7rB| 一 一 | x に の の か ーー ダシ ター ケンジ ンス ヨー ツタ ルー ナラ 









POTORD |E9o8lEsB4| - PU の オー アザ ダル ルーナ シン ペ の ジャ ンプ デー アル 
GE1T000 メイ シル ー チ シン 
|eETABT | 一 一 |gez7| x ほし メル ジル ルー ナン の ボード tADort) ル ルー テン シ 


ウィ ンド ウ 画 面 の コン ソー ル バ ッ ファ 上 で の 範囲 を 
求め る 





GETRNG E9751E92F ( 〇 


入力 され た な 廊 字 を 表示 し . コン ソー ル バ ッ ファ テ へ 格 
紅 す る 

入力 され た 文字 の 表示 ・ 格 納 を 行う (GETINS 
用 ) 

押入 処理 を 行い 入力 され た 廊 字 の 表示 ・ 格 納 を 行 


7 
E9D8 ( 〇 カー ソル を 1 つ 上 に 移動 する 


カー ソル を 1 つ 前 に 戻す 


GETDT E98AlIE944 


gl*le 





な は 双 上 よ 」 SI0 | 9 し 


ほ 選 上 LNS 所 9D2 1p99C X 


じ 5 民 上 EA14 


〇 


じき も EAI1E 


も EA29 


5 SN AA は YY | 尼 9E6 


に 5 KK EA441E9F3 


らら の し EA601EAOF 


※ 〇 で アル ゴリ ズム の 相違 無し 。 X で 相違 有り 
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カー ソル を 画面 の 先頭 に 移動 する 

の フィ ー ル ド の 移 員 へ カー ソル を 移動 する 
ETEEB IEABO|EAsF| の カー ソル を 後方 の フィ ー ル ド の 先頭 へ 移動 する 
GBR お DD EAB8 カー ソル を 前 方 の フィ ー ル ド の 先頭 へ 移動 する 

EABE 則 の フィ ー ル ド の 和 ヘ カー ソル を 有する 

EAD2 IEA81| O ウィ ンド ウ 画 面 を 消去 し , 入力 処理 を 終了 させ る 


EAEO|EA8E イン サー トモ ー ド の 切換 え を 行う 
EAEC|EA9B 












LTBHM 
(02 EK 
LNSEKRT」 


IKE 和 次 の フィ ー ル ド の 手前 まで の 文字 を 消去 する 


DUP 動 作 を 行う 
〇 ) TAB 動 作 を 行う 


TAB の 停止 位置 まで , 空 臼 また は 上 の 行 の 内 容 を 
出力 する 


カー ソル を 後方 の 英 数 廊 字 列 の 先頭 へ 移動 する 





SE 上 より UE RB2 み 1 | EE 信 D0 


TAB bB2Z2B EAADA 


TABD り UP を BZ し | AD けり jB 


し とし S 民 W EE 語り 6 | B ら りう 
CK VV の 


じ SWCK 


ELB751EB24 英 数 文字 を 後方 に 検索 し て いく 


じ B6 し 1 じじ B35 内 数 文子 か どう か チェ ッ ク す る 


(QOL VW BA 小 | 選 B 和 5 J カー ソル を 前 方 の 英 数 文字 列 の 先頭 へ 移動 する 


に OO し W ら じ お DBD91EBCS9 英 数 文字 を 前 方 に 検索 し て いく 


し SWGOKT お 2 1 ルル g61 


英 数 文字 検索 用 の デー タ 





GETBS EBDC|EB8B| x | BS(Back Space) 処理 を 行う 


GETDEL |EBE8|EB97 | x | DEL キ ー に 対す る 処理 を 行う 


DGG は 選 1 虹 BE が 入力 処理 を キャ ン セ モル する 


(EE CK EC41 | EBEA 生得 させ 。 最上 段 の 変更 フィ ー ル ド を 転 


GETC( 示 転送) コマ ンド ルー チン 
IGETJMP |ECAC|EC5s8| - GET の オー ダサ ブ プルー チン べ へ の ジャ ンプ デー ブル 
emrks eerlecAel olewewwermewsszren ち 
ccGBLK1 |EcrslEcAil o Get Character Block 1 コマ ンド ルー チン 
|ICGBDT |EDOF|ECBB| の Gm Character Block 用 1 バイ ト 出 力 (共有 RAM 


※ 〇 で アル ゴリ ズム の 相違 無し , メ で 相違 有り 


(r 全 上 で AN 








ツウ 


60 


Ge/Put Character Block 用 初期 設定 ルー チン 
バッ ファ アド レス 人 生成, 座標 の 更新 。 終了 判定 
ey Put Ohareeter Bloek エ シンディ シンク ルー ザ ア 
CPBDT EDAs Pat Claracter Block 用 1 バイ ト 入 力 (共有 RAM 
TABSET ED 評 C TAB SET コ マン ドル ー チ ン 
NO よ 上 900 参 宏 > Console Control コ マン ドル ー チ ン 
INS | 母上 EC コン ソー ル 制 御 ル ー チ ン ( リ スタ ー ト 用 ) 
CURON 抽 届 3 カー ソル の 表示 を 開始 きせ る 
CUROFF カー ソル の 表示 を 休止 する 
OUR SE よ カー ソル の 位置 を 設定 する 
CURS し し カー ソル の 表示 を 中 止 し し カー ソル を クリ ア す る 


坊 馬 1 雪 1 〇 カー ソル の 表示 を 中 止 する 













し UKRS ト PF 


CURGO 志 汰 | 所 記 Br 中 止 し て あっ た カー ソル の 表示 を 再び 開始 させ る 


EE0E |] EDB 
LN 紀 所 3 3 PF キー 1 行 表 示 ル ー チ ナン 
空 日 を 表示 する (PFDSP 用 ) 
を RT る (PFDSP 肥 
CmRLN PP PPP 
Eprr| olmWeowemc 
EEA7 皿 : 旨 四角 彩 を 塗り 潰す 


EEU 放 | し ん ( 〇 


LN に 


し LINE10 有人 7 






| 上 NE20U EEF/ 


LINES フィ ン の 実行 ルー チン 


デア NN 


閉 お 基 全 | EFDo0 ノリ フィ ン の ポイ ント お よび キャ ラク タラ イン 1 文字 出力 


ドド CAEIEEFE7 人 AA Y 軸 に 平行 な ライ ン を 描く 
EKFE6 | EF96 X 軸 に 平行 な ライ ン を 捕 く 
F05AIEFEOOA X 軸 に 平行 な ライ ン の 右 サ イド の 出力 


※ 〇 つ で アル ゴリ ズム の 相違 無し 、 で 相違 あり 


LNPOIN 
に よ NEY 


し に 上 NEX え 
IN 民 S よ 肌 


S01 


HE 本 EE 大 X 軸 に 平行 な ライ ン の だ サイ ド の 出力 

KM 人 ン へ の フッ ク 用 の ジェ ャ ンプ 
cmarN lreeelreot o le 
rs rieplruipl o leemorztoe-Zeyreep 
cmaveg lraumlmicml olewwewzzzreo 
ESIZPTIEZETIE 基 CTETEC 
EEGaIZH= コ Ftaeackcdkezccctccc 
Be トカ (RWRAM 
ーー ア 

lepukss lracrlramelo emeeerzoー 
ortr moslrersl o lreraszee 
時 DSE1W ま MPG 本 SPP 
EHIMEETTIEYTHI2 有 ITP の TV な 
PBGET |Pmeplms4B| O Pe Boam1ztLADOWRANM か の 
ka Peereeel omeeezszre を 2 
ressem lramulrensl olemeaezo 
PB2LRM | FeD4lFsBs| O | アー の TP の 7 ト の スク 
PB2SET-|F5EllF5C2| の Put Block 2 用 表示 ルー チン 群 
LNOR っ Fes1lFetsl O 12 イン ルー ナン (RA する の 
IPB2FNC |F66E|IF64F| - の ek 衝 示 ル ー チ ン へ の フッ ク 用 ジャ ンプ ベ 


※ 〇 で アル ゴリ ズム の 相違 無し , メ で 相違 有り 
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Graphic Cursor コ マン ドル ー チ ナン 
ほ はじ C00043 IF71slF7oe| O り リガ ダーン キー 錠 理 (GCCRKTIKY) 


ほじ 000B F744 73 ッ ク カ ー ソ ル 移 動 キ ー の 処理 (CGCMOV 


) 

2 は 7 DB 9 

rt うだ みり PF7A9 〇 

ccpwz Fzp 

Grow FzD 

OL 10 あ 毅 り 短 | 

GCCDW 9 

(EK の F7 ド FUD フ ッ ク カ ー ソ ル を 2 0 ドッ ト 右 へ 移動 

ほ CoOHSK ッ ク カ ー ソ ル を 1 ステ ッ プ 右 へ 移動 
leCSFT2 |Fs1AlrsiB| O ッ ク カ ー ソ ルッ ターン レジ スタ 右 n ド ッ ト 
Fa4B| O | クラ フィ ラクター ツ ル を 1 ステップ 
F881 境界 条件 の 判定 
画面 情報 の 退避 サ プ ル ー チ ン 

ccprsp |Fe4DlP94E| O |Z ラ フィ ッ 2 ター シル の 5 
IGGRA1 |rFA4clFA4D| の |mwWomewy フ ルー チッ 
PA LNT 補 MM 化 ルー ナン 


※ 〇 で アル ゴリ ズム の 相違 無し , メ で 相違 有り 






Graphic Cursor 用 ジャ ンプ テー ブル 


グラ フィ ッ ク カ ー ソ ル を 2 0 ドッ ト 上 方 へ 移動 


ッ ク カ ー ソ ル を 2 0 ドッ ト 下 方 へ 移動 
ッ ク カ ー ソ ル を 初期 位置 へ 移動 

( ッ ク カ ー ソ ル を 1 ステ ッ プ 上 方 へ 移動 
ッ ク カ ー ソ ル を 1 ステップ ト 下方 へ 移動 


() 






















36J 


PAIN 和 情報 を スタ ッ ク か ら 取り 出す 
ass leeplrerlo leemn 
eeeer re 一 = fi を 間 べ (Get Bloeki より ) 
resrrs leerlremrl olaowecrs 。 
だ 2 の 小 F 3 〇 | 右 の 境界 色 で な いと ころ を サー チ す る 
PTTPPTYTFYYPP デ 
キー 信任 ち を 全 い キー コー ド を 計 る 
FD9 は ャ ー ュ ー ド を iMa 

ENCKBX え 9 5 ペ キー 入力 バッ ファ の 読取 り 用 ポイ ンタ を 補 止 する 
トー トー 入力 され た キー コー ド を キー 入力 バッ ファ へ 格納 する 
FUNKEY Define String of PF コマ ンド ルー チン 
和信 を クリ テ す 8 
CT 攻 し 克 et String of FEF コ マシ ドル ルー チン 
IROIIEHIEKIEIHPPPEPPTE2YSP 間 還 還 
SErriw lrmzelrmsrl o leemraezre セ 
lmEpriM lrgklrmerl omo セー 
NT (ウイ マ 拓 和 2) サ ービス ルー ナッ 
re lrrerlreee = フイ マン テスタ の カー ソル の 点 減 。 ア テン 
の の hd ト の 桁 あふ れ 処理 の た 
resr lmmerlrmssl x lreyrsszeen ち | 


※ 〇 で アル ゴリ ズム の 相違 無し , メ で 相違 有り 
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5 一 の 2 FM-7〆 グ NEW7 グ 77 内 部 ルー チン の 比較 


FM 7 と 77, NEW 7 で は , ほとん どの ルー チン で 人 違い は あり ませ ん (D 
SSK。 BE0OS を 際 く ) し か る 直し だ だら ころ は ほ は 。 ほ と ん と が パン と 思わ お れる と 
ころ で , アド レス は 変化 し な いよ うに 直し て あり ます . で すか ら FM- 7 の 内 部 
ルー チン を 使っ て いる プロ グラ ム を FM-ー 7 7, NEW 7 で 動作 させ て も 禁 走 す 
の だ WO 呈 と は ます な ゆい や し ょ よう 。 

で は ,。 主 な 違い に つい て 述べ ます . 

文 FFM 一 NEW 7 の FM- 7 と の 比較 (FM-ーNEW 7 について) 

oOMON で フィ ー ル ド の 設定 を 行っ て いる ($AC0 6-). 

oOLPOS で 数 値 型 で あれ ば 文字 列 の 実行 番地 を 呼び 出す ($C 9 4 7 ~). 

ORENUM の バグ が 直っ て いる ($AB7C~ ひ ー). 

oOCHAIN 実 行 中 に Break キー が 押さ れ て も うま く 処 理 で きる よう に し て あ 

る ($D6 8D-~). 

oO プリ ンタ 1 文字 出力 時 に CR, LF を 出力 する 場合 に ポイ ンタ を 0 に する よ 

うし て ある KDD619) 

OoO タ イマ を セッ ト し て か ら PFE キ ー イ ンタ ラプ ト を 初期 化す る よう に し て ある 

($D4A7-~). 

oOPLAY 文 に 改良 を 加え て ある . 

な ど が 挙げ られ ます . 

婦 FMー7 7 の FM 一 NEW7 と の 比較 (FM 7 7 に つい て ) 

OBTIOS を 変え て いる (これ ら は 大 幅 に 行っ て いる ). 

oORENUM の 改良 を し て いる . 

OVAL 関数 で 。 VAL ("&h" 二 "EEEE") な どの よう に h の 小文字 が 使 

4 
O 文字 列 一 数 値 。 数 値 一 文字 列 変換 の バグ を 直し て いる . 
な ど が 挙 げ ら れ ま す . 
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GBP ュー っ つっ 2 つっ 1 っ Re RG 


a ーー ュー ーー ニー ニーーー ーー" 


ne 1 ーー 
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